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第 1 章

システム設定の概要

• システムの設定について, 1 ページ

• 構成ツールの概要, 1 ページ

• システム設定のハイレベルなフロー, 4 ページ

システムの設定について
このドキュメントには、コール制御システムを設定するために実行が必要なタスクについての情

報が記載されています。タスクフロー、手順、前提条件などの情報が含まれています。

システムの計画については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-implementation-design-guides-list.htmlを参照して
ください。

構成ツールの概要
このガイドの手順では、次の 2つの構成ツールを使用する必要があります。

• Cisco Unified CMの管理

• Cisco Unified Serviceability

この章では、ツールとそれらにアクセスする方法について簡単に説明します。

Cisco Unified CM の管理
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]は、Unified
Communications Managerノードの設定を個別に手動で変更できるWebベースのアプリケーション
です。このガイドでは、このアプリケーションを使用して機能を設定する手順について説明しま

す。
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一括設定タスクを実行する必要があり、設定プロセスを自動化する場合には、Cisco Unified
Communications Manager一括管理ツール（BAT）を使用して、多数の設定変更を同時に実行でき
ます。詳細については、『Cisco Unified CommunicationsManager Bulk Administration Guide』（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] へのログイン
次の手順を使用して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationにログインします。Cisco
Unified Communications Manager Administrationにログインした後、ウィンドウに Cisco Unified
CommunicationsManagerの現在の状況を示すメッセージが表示されることがあります。たとえば、
Cisco Unified Communications Managerで次の状況が確認されることがあります。

• Cisco Unified Communications Managerは現在、スターター（デモ）ライセンスで動作してい
るので、適切なライセンスファイルをアップロードします。

• Cisco Unified Communications Managerは、現在、ライセンス数が不足している状態なので、
追加のライセンスファイルをアップロードしてください。

• Cisco Unified Communications Managerは現在、適切なソフトウェア機能のライセンスを使用
していません。この状況では、Cisco CallManagerサービスは停止し、適切なソフトウェア
バージョンのライセンスをアップロードしてCiscoCallManagerサービスを再起動するまで開
始しません。

次の手順でサーバを参照して、Cisco Unified Communications Manager Administrationにログインし
ます。

手順

ステップ 1 優先オペレーティングシステムのブラウザを開始します。

ステップ 2 Webブラウザのアドレスバーに、大文字と小文字を区別して次の URLを入力します。
https://<Unified CM-server-name>:{8443}/ccmadmin/showHome.do

ここで、<Unified CM-サーバ名>は、サーバの名前または IPアドレスと同じです。

オプションで、ポート番号を指定できま

す。

（注）

ステップ 3 [セキュリティの警告（Security Alert）]ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンをク
リックします。

ステップ 4 [Cisco Unified Communications Manager Administration]ウィンドウで、Cisco Unified Communications
Managerのインストール時に指定したユーザ名とパスワードを入力し、[ログイン（Login）]をク
リックします（両方のフィールドの内容をクリアするには [リセット（Reset）]をクリックしま
す）。

セキュリティ上の理由で、無活動状態が30分続くとCiscoUnifiedCommunicationsManager
Administrationはユーザをログアウトするので、ログインしなおす必要があります。

（注）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
2

システム設定の概要

Cisco Unified CM の管理

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


Cisco Unified Communications Manager Serviceability
このガイドの一部の手順では、Cisco Unified Communications Managerノードでサービスを開始ま
たは再開するために Cisco Unified Serviceabilityアプリケーションを使用する必要があります。

Webベースのトラブルシューティングツールである Cisco Unified Serviceabilityは次の機能を提供
します。

•トラブルシューティング用にアラームとイベントを保存し、アラームメッセージの定義を提
供する。

•トレース情報を、トラブルシューティング用にログファイル保存します。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（Unified RTMT）を使用して、コンポーネントの動作
をリアルタイムで監視します。

•ユーザによる、またはユーザ処理の結果としてのシステムの設定変更を記録することによっ
て、監査機能を提供します。この機能は、Cisco Unified CommunicationsManagerおよび Cisco
Unity Connectionの情報保証機能をサポートします。

• [サービスの開始（ServiceActivation）]ウィンドウによりアクティブ化、非アクティブ化、お
よび表示を行うことができる機能サービスを提供します。

•日次レポート（警告サマリーやサーバ統計レポートなど）の生成とアーカイブ。

• Cisco Unified Communications Manager、IM and Presence Service、Cisco Unity Connectionが、シ
ンプルネットワーク管理プロトコル（SNMP）のリモート管理およびトラブルシューティン
グの管理対象デバイスとして機能できるようにします。

• 1つのノード（またはクラスタ内のすべてのノード）のログパーティションのディスク使用
をモニタします。

•システム内のスレッドとプロセスの数をモニタする。キャッシュを使用してパフォーマンス
を向上させる。

• CiscoUnified CommunicationsManagerのみ：CiscoUnified CommunicationsManager CDRAnalysis
and Reportingを使用して、サービス品質、トラフィック、請求情報の Cisco Unified
Communications Managerレポートを生成します。

Cisco Unified Communications Manager Serviceability にログイン
次の手順で、Cisco Unified Serviceabilityにログインします。

手順

ステップ 1 優先オペレーティングシステムのブラウザを開始します。

ステップ 2 Webブラウザのアドレスバーに、大文字と小文字を区別して次の URLを入力します。
https://<Unified CM-server-name>:{8443}/ccmadmin/showHome.do
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ここで、<Unified CM-サーバ名>は、サーバの名前または IPアドレスと同じです。

ステップ 3 [セキュリティの警告（Security Alert）]ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンをク
リックします。

ステップ 4 [Unified Communications Manager Administration]ウィンドウで、ナビゲーションメニューから [シ
スコ統合保守性（Cisco Unified Serviceability）]を選択します。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Managerのインストール中に指定したユーザ名とパスワードを入力
し、[ログイン（Login）]をクリックします。

セキュリティ目的で、30分間無活動状態が続くとログアウトされ、ログインし直す必
要があります。

（注）

システム設定のハイレベルなフロー
次の順序でシステム設定を実行します。この手順は、共通システムコンポーネントグループの設

定に関するセクションとリンクしています。

手順

目的コマンドまたはアクション

ライセンス、サーバ情報、デバイスプール、ポート設

定などのシステムの初期パラメータを設定するには、

ガイドのこの部分の設定を実行します。

初期設定タスクフロー, （
9ページ）

ステップ 1   

ゲートウェイおよび存続可能なリモートテレフォニー

システムを設定するには、ガイドのこの部分の設定を

実行します。

着信コールと発信コールの

設定, （61ページ）
ステップ 2   

ルートプラン、ハントパイロット変換、URIダイヤ
ルなどのダイヤルプラン要素を設定するには、ガイド

のこの部分の設定を実行します。

ダイヤルプラン設定, （127
ページ）

ステップ 3   

コールアドミッション制御を設定するには、ガイドの

この部分の設定を実行します。

コールアドミッション制御

の構成, （231ページ）
ステップ 4   

役割やアクセスコントロールグループを設定したり、

エンドユーザとそのプロファイルを設定するには、ガ

イドのこの部分の設定を実行します。

EndUser Configuration, （253
ページ）

ステップ 5   

アナログ電話アダプタ（ATA）、Cisco IP Phone、サー
ドパーティ製 SIP電話機、ソフトウェアベースのエン

エンドポイントデバイス設

定, （321ページ）
ステップ 6   

ドポイントなどのエンドポイントデバイスを設定する

には、ガイドのこの部分の設定を実行します。ここで

は、エンドポイントデバイスのテンプレートおよびプ
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目的コマンドまたはアクション

ロファイルの設定方法や Cisco IP Phoneの診断および
レポートを有効にする方法についても説明します。

CTIアプリケーション、Cisco Unity Connection、Cisco
IM and Presenceサービス、Unified Contact Center

アプリケーションの統合,
（457ページ）

ステップ 7   

Enterpriseおよび Express、Cisco TelePresenceなどのそ
の他のアプリケーションと連動するようにCiscoUnified
Communications Managerを設定するには、ガイドのこ
の部分の設定を実行します。

音声およびビデオリソース、アナンシエータ、トラン

スコーダ、メディアターミネーションポイント、お

メディアリソースの設定,
（505ページ）

ステップ 8   

よび会議ブリッジを設定するには、ガイドのこの部分

の設定を実行します。

エンドポイントデバイスを自動または手動で登録する

には、ガイドのこの部分の設定を実行します。

デバイスの登録, （589ペー
ジ）

ステップ 9   

コールをアドバタイズする方法、キューに入れる方

法、抑制する方法など、コール制御を設定するには、

応用的なコール処理の設定,
（629ページ）

ステップ 10   

ガイドのこの部分の設定を実行します。ここでは、論

理パーティショニング、発信側の正規化、地理位置情

報の伝達、自動代替ルーティング（AAR）、および
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）の設定方
法についても説明します。

ガイドのこの部分では、Cisco Unified Communications
Managerと IM and Presenceサービスでクラスタ内接続

CiscoUnified Communications
ManagerのTCPとUDPポー
トの使用に関する概要, （

ステップ 11   

や外部アプリケーションまたは外部デバイスとの通信

に使用されるポートについて説明します。765ページ）IM and Presence
サービスポートの使用方法

の概要, （787ページ）
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第 I 部

システムの初期パラメータを設定
• 初期設定の概要, 9 ページ

• システムライセンスの設定, 11 ページ

• サーバ情報の設定, 21 ページ

• システムとエンタープライズパラメータを設定, 27 ページ

• サービスパラメータの設定, 39 ページ

• デバイスプールのコア設定, 47 ページ





第 2 章

初期設定の概要

• 初期設定について, 9 ページ

• 初期設定タスクフロー, 9 ページ

初期設定について

このセクションの章では、コール制御システムを設定する前に、完了する必要がある初期設定タ

スクについて説明します。

初期設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

システムのライセンス要件を管理します。システムライセンス設定のタスク

フロー, （13ページ）
ステップ 1   

サーバ名やポートの設定などの、基本サー

バ情報を設定します。

サーバ設定のタスクフロー, （21
ページ）

ステップ 2   

ノードを初めて設定する際に必要なシステ

ム全体のパラメータを設定します。

システムとエンタープライズの初期

設定タスクフロー, （28ページ）
ステップ 3   

ノードを初めて設定する際に必要なサービ

スパラメータを設定します。

サービスパラメータの設定タスク

フロー, （40ページ）
ステップ 4   

サーバグループ、タイムゾーン情報、領域

（コーデックの選択）などのコアシステム

デバイスプールのタスクフローの

コア設定, （51ページ）
ステップ 5   

を設定します。これらの設定は基本的で、

基本的なデバイスプールの基盤になりま

す。
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第 3 章

システムライセンスの設定

• システムライセンスの概要, 11 ページ

• システムライセンスの前提条件, 12 ページ

• システムライセンス設定のタスクフロー, 13 ページ

• ライセンス連携動作と制限事項, 18 ページ

システムライセンスの概要

システムでは一元化されたライセンス管理が使用されるため、ライセンスの使用は、デバイスベー

スのライセンスからユーザベースのライセンスに移行します。このユーザ中心のモデルは、シス

テムの全体的な要件およびユーザが実際に使用する内容（1人のユーザと関連付けられている複
数のデバイスなど）に合致します。このモデルでは、システムのライセンスは、ユーザ自体、ユー

ザ機能、および設定済みデバイスの総数によって決まります。

ユーザのニーズをカバーするために、次のライセンスオプションを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスココラボレーションアプリケーション
およびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提供し

ます。このパッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフトウェ

ア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
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Cisco User Connect Licensing

個々の Cisco Unified Communicationsアプリケーションに対するユーザベースのライセンス
で、アプリケーションサーバソフトウェア、ユーザライセンス、ソフトクライアントが含

まれています。User Connect Licensing（UCL）は、必要なデバイスのタイプとデバイスの数
に応じて、Essential、Basic、Enhanced、および Enhanced Plusの各バージョンから選択でき
ます。

これらのライセンスタイプと使用可能なバージョンの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.htmlを参照して
ください。

Cisco Prime License Manager
Cisco Prime LicenseManagerは、システム内にある全Cisco Unified CommunicationsManagersのすべ
てのライセンス要件を統合して、インストールされている使用可能なライセンスの数と全要件を

比較します。システムのユーザ、電話、またはその他のサービスをプロビジョニングする際にラ

イセンス要件が計算されます。この手順の後、対応するライセンス要件が Cisco Unified
Communications Managerから Cisco Prime License Managerに送信されます。その後、インストール
されている使用可能なライセンスとシステムのライセンス要件が比較されて、ライセンスが適合

であるか、非適合であるかの報告が返されます。データは継続的に同期され、システムライセン

スのスナップショットは最新の状態で維持されます。

システムライセンスの前提条件

• Unified Communications（UC）のライセンス構造を理解します。http://www.cisco.com/c/en/us/
products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.htmlを参照してくださ
い。

• Cisco PrimeLicenseManagerのインストール手順を実行します。この手順の詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-license-manager/
products-user-guide-list.htmlで『Cisco Prime LicenseManagerUserGuide』を参照してください。

以前のリリースからライセンスを移行する場合、次の要件を確認します。

• License Count Utility（リリース 6.x～ 8.xまで）からレポートを実行します。このツールの使
用方法については、『Using Cisco Unified Communications Manager License Count Utility』を参
照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

•アップグレードする前に、すべての 9.x以前のライセンスを Cisco Unified Communications
Managerに適用します。

•シスコデバイス割り当てツールを実行することでユーザとデバイスと一致させます。この
ツールの使用方法については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
で『User Guide for Cisco Device Assignment Tool』を参照してください。
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移行のサポートを受けるには、次のいずれかのオプションを選択します。

•次のWebサイトでサービス要求を作成します： https://tools.cisco.com/ServiceRequestTool/scm/
mgmt/case

• licensing@cisco.comでサービス要求を作成します（Cisco.comユーザ IDを含めます）。

•次のWebサイトに示されている国別番号に電話をかけ、サービス要求を作成します： http://
www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html

システムライセンス設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerパブリッシャノードを
製品インスタンスとして Cisco Primeライセンスマネー

Cisco Prime LicenseManager
へのクラスタの統合, （13
ページ）

ステップ 1   

ジャに追加します。このタスクによって、2つのシステ
ム間でライセンス要件と使用状況が確実に同期されま

す。Cisco Primeライセンスマネージャは、24時間ごと
にシステムをポーリングします。パブリッシャノード

を追加することで、クラスタを追加します。

すべてのデバイスデータをクラスタからアップロード

して、ライセンスマネージャがライセンスを割り当て

クラスタの同期, （15ペー
ジ）

ステップ 2   

られるように、クラスタと Cisco Primeライセンスマ
ネージャを同期します。

システムの新しいライセンスを取得するには、ライセ

ンスの追加ウィザードの手順に従い、ライセンス要求

を準備します。

ライセンス計画の作成, （
15ページ）

ステップ 3   

ライセンスの履行手順に従い、システムの適切なライ

センスをインストールします。これらの手順によって、

システムのコンプライアンスが確保されます。

ライセンスファイルのイン

ストール, （16ページ）
ステップ 4   

Cisco Prime License Manager へのクラスタの統合
Unified Communications Managerパブリッシャノードを製品インスタンスとして Cisco Primeライ
センスマネージャに追加します。このタスクによって、2つのシステム間でライセンス要件と使
用状況が確実に同期されます。Cisco Primeライセンスマネージャは、24時間ごとにシステムを
ポーリングします。パブリッシャノードを追加することで、クラスタを追加します。
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はじめる前に

追加する製品インスタンスに残りのライセンスをインストールします。このステップによりライ

センスが移行に適していることを確認できます。

次のコマンドを使用してアカウントのステータスを確認します。show accountlocking製品インス
タンスの追加時に 401エラーが発生しないようにするには、アカウントのロック設定を disabled
に設定する必要があります。

手順

ステップ 1 インストールが完了したら、作成したアプリケーションユーザ名とパスワードを使用して Cisco
Prime License Managerにログインします。

ステップ 2 [製品インスタンス（Product Instances）]を選択します。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。[製品の追加（ProductAdd）]ダイアログボックスが表示されま

す。

ステップ 4 次の情報を入力します。

• [名前（Name）]

•説明（Description）（任意）

• [製品のタイプ（Product Type）]

•ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）

• [ユーザ名（Username）]

• [パスワード（Password）]

クレデンシャルとは、製品の OS管理者のユーザ名とパスワードのことで
す。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックして、製品インスタンスを追加します。
ステップ 6 製品インスタンスが追加された時点で、製品が [製品インスタンス（Product Instances）]テーブル

に表示されます。

[製品インスタンス（Product Instances）]ページで [今すぐ同期（Synchronize Now）]を
クリックし、新しい製品のライセンス情報を要求します。同期させないと、次回のスケ

ジュールされた同期が完了するまで、Cisco Prime License Managerに最新の製品インス
タンス情報が表示されません。

（注）

次の作業

クラスタの同期, （15ページ）
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クラスタの同期

すべてのデバイスデータをクラスタからアップロードして、ライセンスマネージャがライセンス

を割り当てられるように、クラスタと Cisco Primeライセンスマネージャを同期します。

はじめる前に

Cisco Prime License Managerへのクラスタの統合, （13ページ）

複数のクラスタがある場合、最初の同期を実行する前にすべてのクラスタを追加することを推

奨します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Prime License Managerで、[製品インスタンス（Product Instances）]を選択します。
ステップ 2 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

同期が完了したことを確認するメッセージが表示されます。

次の作業

ライセンス計画の作成, （15ページ）

ライセンス計画の作成

システムの新しいライセンスを取得するには、ライセンスの追加ウィザードの手順に従い、ライ

センス要求を準備します。

はじめる前に

クラスタの同期, （15ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Prime LicenseManagerの [ライセンス（Licenses）] > [計画（Planning）]ウィンドウで、[ライ
センス追加計画の作成（Create an Add Licenses Plan）]をクリックします。

ステップ 2 [製品の選択（Choose Product）]セクションで、ライセンスを追加する製品の製品タイプとライセ
ンスバージョンを選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 3 [ライセンス数（License Counts）]セクションで、各タイプのライセンスに割り当てるライセンス
の数を調整し、[保存（Save）]をクリックしてそのライセンスタイプに対する変更を保存します。
また、[コンプライアンスチェックの実行（RunComplianceCheck）]をクリックしてコンプライア
ンスチェックを実行したり、[値のリセット（Reset Values）]をクリックしてライセンスの値をリ
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セットしたりすることも可能です。ライセンス数が設定されたら、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

各ライセンスタイプの横の矢印をクリックすると、そのライセンスタイプの詳細情報が表示され

ます。

ステップ 4 コンプライアンスチェックに合格しなかった場合は、[ライセンス数（License Counts）]に戻って
追加の変更を行うことができます。コンプライアンスチェックに合格した場合は、[次へ（Next）]
をクリックして次のセクションに移動します。

ステップ 5 [要約と次の手順（Summary and Next Steps）]セクションで、行った変更の要約を確認して保存で
きます。また、独自の要約名と説明を入力することも可能です。

ステップ 6 要約を表示するには、[要約の表示（View Summary）]をクリックします。デフォルトで、[Cisco
Prime License Managerに要約を保存（Save Summary in Cisco Prime License Manager）]オプションが
選択されます。また、要約のデフォルト名は、<product-type>-add-<date-time-stamp>のフォーマッ
トで [名前（Name）]フィールドに表示されます。発注やライセンスの履行に関する説明も、この
セクションに表示されます。

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

次の作業

ライセンスファイルのインストール, （16ページ）

ライセンスファイルのインストール

ライセンスの履行手順に従い、システムの適切なライセンスをインストールします。これらの手

順によって、システムのコンプライアンスが確保されます。

はじめる前に

ライセンス計画の作成, （15ページ）

手順

ステップ 1 CiscoPrimeLicenseManagerのメインメニューから、[ライセンス（Licenses）] > [履行（Fulfillment）]
を選択します。

ステップ 2 電子履行モードで、[ライセンスをPAKから履行（Fulfill Licenses from PAK）]をクリックします。
ステップ 3 [新しいPAKからライセンスを追加（Add licenses fromanewPAK）]を選択し、製品認証キー（PAK）

コードを入力します。

Cisco Prime License Managerで PAKを入力済みの場合は、[部分履行をサポートするインストール
済みの PAKからライセンスを追加（Add licenses from an already-installed PAK that supports partial
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fulfillment）]を選択できます。このオプションを選択した場合は、ドロップダウンメニューから
既存の PAKコードを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。Cisco.comのアカウント情報を求められた場合は、Cisco.comに登録し
たときに入力したユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
履行する残りのライセンスがある場合（およびPAKのユーザ名とパスワードが確認されている場
合）、[ライセンスを履行（Fulfill Licenses）]セクションが表示されます。

ライセンスは、最初に発行された cisco.comのアカウントを使用しないと履行できません。

ステップ 6 PAKでライセンスは SKU名別に表示されます。各ライセンスの数はいくつかの見出しの下に分
類され、履行済みのライセンスの数と履行前の残りのライセンスの数が示されます。

履行するライセンスの数を指定するには、そのライセンスタイプの [操作（Actions）]列で [履行
（Fulfill）]を選択します。[ライセンスの履行（Fulfill Licenses）]ウィンドウで、ライセンスの
バージョン、機能、または両方を指定し、[保存（Save）]をクリックしてから [OK]をクリックし
てウィンドウを閉じます。これで、更新された数が、[ライセンスを履行（Fulfill Licenses）]テー
ブルの [履行（Fulfill）]列に表示されます。

一部の PAKは、部分履行に適していません。これらの PAKはまとめてパッケージ化さ
れているため、1つのトランザクションの 1つの Cisco Prime License Managerでのみ履
行できます。たとえば、NFR（再販なし）の注文は 20個の CUWL Pro Unified CMおよ
び Unity Connectionライセンス、5個の TelePresence Roomライセンスが含まれるパッ
ケージとして販売されています。

（注）

（[ライセンスの履行（Fulfill Licenses）]テーブルの [履行前（Before Fulfillment）]で）
ライセンスが [履行済み（Fulfilled）]と表示されている場合、それらのライセンスは、
現行または別の Cisco Prime License Managerによってすでに履行されています。

（注）

選択したライセンスを履行したら、[コンプライアンスチェックの実行（RunCompliance
Check）]をクリックして、適合していることを確認できます。

（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして変更を確認します。まだ変更する必要がある場合は、[前へ
（Previous）]をクリックして [ライセンスの履行（Fulfill Licenses）] に戻ります。変更を完了し
た場合は、[次へ（Next）]をクリックして次のセクションに移動します。

ステップ 8 [ライセンスの履行（Fulfill Licenses）]セクションで [次へ（Next）]をクリックすると、[トランザ
クションオプション（Transaction Options）]と [使用許諾契約書（License Agreement）]セクショ
ンが開きます。このセクションでは、説明を入力できます（任意）。また、オプションを選択し

てドロップダウンリストからライセンス要約の名前を選択することによって、このトランザク

ションを保存されているライセンス要約に関連付けることができます。

ステップ 9 チェックボックスを選択し、エンドユーザライセンス契約書の条項に同意します。

ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックします。
電子履行プロセスが正常に完了すると、新しい履行が [ライセンスの履行（License Fulfillment）]
テーブルに表示されます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
17

システムライセンス設定のタスクフロー



ライセンス連携動作と制限事項

•システムライセンスの連携動作, （18ページ）

•システムライセンスの制限事項, （19ページ）

システムライセンスの連携動作

表 1：システムライセンスの連携動作

データのやり取り機能

Extension Mobilityが設定されているが、デバイスに関
連付けられていないユーザには、Essentialライセンス
は必要ありません。

エクステンションモビリティ（Extension
Mobility）

MGCPFXSポートは、アナログ電話であると見なされ
ないため、ライセンスは必要ありません。

MGCP

多目的 TelePresenceデバイスとイマーシブテレプレゼ
ンスデバイスは、個別のデバイスライセンスタイプ

の TelePresence Roomライセンスに基づいてライセン
ス付与されます。TelePresenceRoomライセンスは、電
話に入力されているユーザ IDとTelePresenceデバイス
の [オーナーのユーザ ID（OwnerUserID）]フィールド
に入力されているユーザ IDが同じ場合のみ、
TelePresenceデバイスと登録済み電話の両方をカバー
します。

TelePresenseデバイスと電話の両方にオーナーのユー
ザ IDとして同じユーザ IDが入力されていない場合
は、デバイスと電話は関連付けられず、2つのライセ
ンスが必要となります。つまり、デバイス用に 1つの
TelePresence Roomライセンスと電話用に 1つの拡張
ユーザ接続ライセンス（UCL）が必要です。
TelePresenceTouchデバイスは登録されないため、個別
のライセンスまたはオーナーのユーザ IDとの関連付
けは必要ありません。

Telepresence Room
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システムライセンスの制限事項

表 2：システムライセンスの制限事項

説明制約事項

必須、基本、拡張の各User Connect License（UCL）は、関連
付けられた 1デバイスを使用するユーザをサポートします。
そのデバイスでは、[OwnerUserId]フィールドに、ユーザ ID
が入力されています。EnhancedPlusUCLライセンスは、関連
付けられた 2デバイスを使用するユーザをサポートします。
Unified Workspace Licensing（UWL）Standardおよび UWLプ
レミアムは、関連付けられた 3から最大 10デバイスを使用
するユーザをサポートします。

ユーザごとの最大デバイス数

一部の製品認証キー（PAK）は、部分履行に適していませ
ん。これらのPAKはまとめてパッケージ化されているため、
単一 Cisco Prime License Managerでのみ履行できます。たと
えば、再販なし（NFR）の注文は 20個の CUWL Pro Unified
CommunicationsManagerおよびUnity Connectionライセンス、
5個の TelePresence Roomライセンスが含まれるパッケージと
して販売されています。

製品認証キー
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第 4 章

サーバ情報の設定

• システム情報の概要, 21 ページ

• サーバ設定のタスクフロー, 21 ページ

システム情報の概要

この章では、Cisco Unified Communications Managerノードのプロパティを設定する方法について
説明します。

サーバ設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnified CommunicationsManagerノードの名前
を指定し、説明を追加します。

サーバ情報の設定, （22ペー
ジ）

ステップ 1   

次のポートを設定します。ポートの設定, （22ページ）ステップ 2   

•イーサネット電話ポート

• MGCPリッスンポート

• MGCPキープアライブポート

• SIP電話ポート（SIP Phone Port）

• SIP電話セキュアポート
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サーバ情報の設定

Cisco Unified Communications Managerノードの名前を指定し、説明を追加します。この手順で、
次の読み取り専用情報を表示することもできます。

•コンピュータテレフォニーインテグレーション ID（CTI ID）。

• Cisco Unified Communications Managerがインストールされているサーバ。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [Cisco
Unified CM]を選択します。
[Cisco Unified CMの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CMs）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
一致するすべての Cisco Unified Communications Managerが表示されます。

ステップ 3 表示する [Cisco Unified CM（Cisco Unified CM）] を選択します。
[Cisco Unified CMの設定（Cisco Unified CM Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドで、この Cisco Unified Communications Managerに割り当てる名前を入
力します。

ステップ 5 [説明（Description）]フィールドに、ノードの説明を入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ポートの設定

通常、デフォルトのポート設定を変更する必要はありません。デフォルトを変更することが必

要な場合にのみ、次の手順を使用します。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [Cisco
Unified CM]を選択します。
[Cisco Unified CMの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CMs）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
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一致するすべての Cisco Unified Communications Managerが表示されます。
ステップ 3 表示する [Cisco Unified CM（Cisco Unified CM）] を選択します。

[Cisco Unified CMの設定（Cisco Unified CM Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [このサーバのCiscoUnifiedCommunicationsManagerTCPポートの設定（CiscoUnifiedCommunications
Manager TCP Port Settings for this Server）]セクションに移動します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

関連トピック

ポート設定, （23ページ）

ポート設定

説明フィールド

システムは、この TCPポートを使用してネットワークの Cisco
Unified IP Phone（SCCP専用）と通信します。

•このポートがシステムですでに使用されていなければ、デフォ
ルトのポート値2000を受け入れます。2000を選択すると、こ
のポートは安全でないと識別します。

•すべてのポートエントリは一意であることを確認します。

•有効なポート番号の範囲は 1024～ 49151です。

イーサネット電話ポート

システムは、関連MGCPゲートウェイからのメッセージを検出す
るのにこの TCPポートを使用します。

•このポートがすでにシステムで使用中でなけば、デフォルト
の 2427ポートを受け入れます。

•すべてのポートエントリは一意であることを確認します。

•有効なポート番号の範囲は 1024～ 49151です。

MGCPリッスンポート
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説明フィールド

システムは、キープアライブメッセージを関連付けられたMGCP
ゲートウェイと交換するためにこの TCPポートを使用します。

•このポートがすでにシステムで使用中でなけば、デフォルト
の 2428ポートを受け入れます。

•すべてのポートエントリは一意であることを確認します。

•有効なポート番号の範囲は 1024～ 49151です。

MGCPキープアライブポー
ト

このフィールドは、Cisco Unified Communications Managerが TCP
と UDP上の SIPのライン登録をリッスンするために使用するポー
ト番号を指定します。

SIP電話ポート（SIP Phone
Port）

このフィールドは、 TLS上の SIPのライン登録をリッスンするた
めに使用されるポート番号を指定します。

SIP電話セキュアポート

ホスト名の設定

次の表に、Unified Communications Managerサーバのホスト名を設定できる場所、ホスト名として
指定できる文字数、および推奨されるホスト名の先頭文字と最終文字を示します。ホスト名を正

しく設定しないと、Unified Communications Managerの一部のコンポーネント（オペレーティング
システム、データベース、インストールなど）が期待通りに機能しない可能性があります。

次の表に示すいずれかの場所でホスト名や IPアドレスを変更する前に、『Changing the IP
Address and Host Name for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。設定後
のホスト名や IPアドレスを正しく更新しないと、Unified Communications Managerに問題が発
生することがあります。

注意
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表 3：Cisco Unified Communications Manager におけるホスト名の設定

推奨されるホスト名の

最終文字

推奨されるホスト名の

先頭文字

指定できる文字数可能な設定ホスト名の場所

英数字英字2～ 63クラスタ内のサーバの

ホスト名を追加または

変更できます。

[ホスト名/IPアドレス
（Host Name/ IP
Address）]フィールド

Cisco Unified
Communications
Manager Administration
の [システム
（System）] > [サーバ
（Server）]

英数字英字1～ 63クラスタ内のサーバの

ホスト名を追加できま

す。

[ホスト名
（Hostname）]フィー
ルド

Cisco Unified
Communications
Managerインストール
ウィザード

英数字英字1～ 63クラスタ内のサーバの

ホスト名を変更できま

すが、追加はできませ

ん。

[ホスト名
（Hostname）]フィー
ルド

Cisco Unified
Communicationsオペ
レーティングシステム

の [設定（Settings）] >
[IP] > [イーサネット
（Ethernet）]

英数字英字1～ 63クラスタ内のサーバの

ホスト名を変更できま

すが、追加はできませ

ん。

set network hostname

hostname

コマンドラインイン

ターフェイス

このホスト名は、ARPANETホスト名の規則に従う必要があります。ホスト名の先頭文字と最
終文字の間には、英数文字とハイフンを入力できます。

ヒント

いずれかの場所でホスト名を設定する前に、次の情報を確認してください。
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• [サーバの設定（Server Configuration）]ウィンドウの [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP
Address）]フィールドは、デバイスとサーバ間、アプリケーションとサーバ間、および異な
るサーバ間の通信をサポートします。このフィールドには、ドット区切り形式の IPv4アドレ
スまたはホスト名を入力できます。

UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードをインストールした後は、パブリッシャ
のホスト名がこのフィールドに自動的に表示されます。Unified Communications Managerサブ
スクライバノードをインストールする前に、Unified Communications Managerパブリッシャ
ノードでこのフィールドにサブスクライバノードの IPアドレスまたはホスト名を入力して
ください。

このフィールドにホスト名を設定できるのは、Unified Communications Managerが DNSサー
バにアクセスしてホスト名を IPアドレスに解決できる場合のみです。DNSサーバに Cisco
Unified CommunicationsManagerの名前とアドレスの情報が設定されていることを確認してく
ださい。

DNSサーバに Unified Communications Managerの情報を設定するのに加えて、Cisco Unified
Communications Managerのインストール時に DNS情報を入力します。

ヒント

• UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードのインストール時に、ネットワーク情報
を設定するために（つまり、スタティックネットワークを使用する場合に）パブリッシャ

サーバのホスト名（必須）と IPアドレスを入力します。
Unified Communications Managerサブスクライバノードのインストール時には、Unified
Communications Managerパブリッシャノードのホスト名と IPアドレスを入力して、Unified
Communications Managerがネットワークの接続性およびパブリッシャとサブスクライバ間の
検証を確認できるようにしてください。さらに、サブスクライバノードのホスト名と IPア
ドレスも入力する必要があります。Unified CommunicationsManagerのインストール時にサブ
スクライバサーバのホスト名の入力を求められた場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
Administrationの（[ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]フィールドでサブスクラ
イバサーバのホスト名を設定した場合に）[サーバの設定（Server Configuration）]ウィンド
ウに表示される値を入力します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
26

サーバ設定のタスクフロー



第 5 章

システムとエンタープライズパラメータを

設定

• 初期システムおよびエンタープライズパラメータの概要, 27 ページ

• システムとエンタープライズの初期設定タスクフロー, 28 ページ

初期システムおよびエンタープライズパラメータの概要

初めて Cisco Unified Communications Managerノードを設定する場合は、次のシステム全体のパラ
メータを考慮します。必要に応じて、導入におけるシステム全体のパラメータを変更できますが、

ほとんどの場合、推奨されるデフォルト設定で動作します。

• IPフォンのフォールバック接続モニタ期間を設定します。

•すべてのユーザに対して社内ディレクトリの検索を許可します。

•クラスタの完全修飾電話番号（FQDN）と組織のトップレベルドメインを設定します。

•ビデオ対応の Cisco Jabber開始条件を設定します。

•（オプション）クラスタがMLPPを使用している場合は、Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）を有効にします。

•（オプション）ネットワークが IPv6を使用している場合は、IPv6を有効にします。

•（オプション）リモート syslogサーバ名前を入力します。

•（オプション）導入をトラブルシューティングするためのコールトレースログを設定しま
す。

•（オプション）依存関係レコードを有効にします。
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システムとエンタープライズの初期設定タスクフロー

はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerノードとポートの設定をセットアップします。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerノードの初期
セットアップに必要なシステム全体のパラメータを

初期システムパラメータとエ

ンタープライズパラメータの

設定, （28ページ）

ステップ 1   

設定します。推奨されるシステム設定のリストにつ

いては、システムおよびエンタープライズの初期設

定, （31ページ）を参照してください。

制御されたモバイルデバイス管理（MDM）の環境
で IdPによる証明書ベースの認証を Cisco Jabberで

iOS Cisco Jabberの SSOログイ
ンの動作設定, （36ページ）

ステップ 2   

実行するために必要なエンタープライズパラメータ

を設定します。

Cisco Unified Communications Managerを介してエン
タープライズパラメータを設定し、Real-Time

RTMTへの SSOの設定, （37
ページ）

ステップ 3   

Monitoring Tool（RTMT）の SAML SSOを有効にし
ます。

次の作業

Cisco Unified Communications Managerクラスタで設定されているすべてのデバイスに適用する共
通設定を確立する目的で、デバイスプールに対してコア設定を設定するためには、デバイスプー

ルのタスクフローのコア設定, （51ページ）を参照します。

初期システムパラメータとエンタープライズパラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用して、特定の導入環境でシステムおよ
びエンタープライズパラメータを設定できます。システムの初期セットアップに重要であるパラ

メータを記載していますが、推奨するデフォルト設定は、ほとんどの導入環境で問題なく動作し

ます。

コールトレースログの有効化など、トラブルシューティングに役立つパラメータは、ネットワー

クのパフォーマンスに影響があるため、問題が解決した後は無効にする必要があります。

ほとんどのパラメータは、変更を有効にするためにすべてのデバイスをリセットする必要があり

ます。すべての設定手順を完了してから、すべてのデバイスをリセットしてください。すべての

デバイスをリセットするのは、稼働率の低い時間帯に実行することを推奨します。
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リリース 10.0(1)から、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービス
に同じエンタープライズパラメータを使用します。IM and Presenceサービスのエンタープラ
イズパラメータの値を変更する場合、変更した値は Cisco Unified Communications Managerに
自動で反映されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 クラスタの IPフォンが、TCP接続が使用可能になったときに、プライマリノードに戻るまでの
時間を、[エンタープライズパラメータの設定（Enterprise Parameters Configuration）]セクション
の [接続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）]フィールドに秒数を入力してから、[保存
（Save）]をクリックします。デフォルト値は 120秒です。

すべてのデバイスをリセットしないで、クラスタ内の影響を受けるデバイスに変更を適

用するには、[設定の適用（Apply Config）]をクリックしてからし、[OK（OK）]をク
リックします。

ヒント

ステップ 3 [ユーザデータサービスパラメータ（User Data Service Parameters）]セクションの [ユーザ検索を
すべて有効にする（EnableAll User Search）]セクションで、[True（True）]を選択して、姓、名、
または電話番号が指定されていないときに、すべてのユーザを組織内名簿で検索することを許可

します。

ステップ 4 [クラスタ全体のドメイン設定（Clusterwide Domain Configuration）]セクションで、クラスタ全体
のドメインをセットアップします。

a) [組織の最上位ドメイン（Organization Top Level Domain）]フィールドで組織の最上位ドメイン
を入力します。255文字まで指定できます。

b) [クラスタの完全修飾ドメイン名（Cluster Fully Qualified Domain Name）]フィールドに、クラ
スタの完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。255文字まで指定できます。
複数の FQDNはスペースで区切る必要があります。アスタリスク（*）を使用して、FQDN内
でワイルドカードを指定することができます。たとえば、cluster-1.cisco.com*.cisco.comです。

ステップ 5 [Cisco Jabber（Cisco Jabber）]セクションで、[ビデオありコールを開始しない（Never Start Call with
Video）]フィールドから [False（False）]を選択します。

ステップ 6 （任意） [MLPPおよび機密アクセスレベルパラメータ（MLPP and Confidential Access Level
Parameters）]セクションで、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）ドメインを入力し、デ
バイスでMLPPの使用を有効にします。
a) [MLPPドメイン ID（MLPPDomain Identifier）]フィールドにMLPPサービスのドメインを入力
します。このパラメータには 16進値（0xで始まる値）を指定します。
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b) [MLPP通知ステータス（MLPP Indication Status）]フィールドで、[MLPP通知をオンにする
（MLPP indication turned on）]を選択します。

ステップ 7 （任意） [IPv6（IPv6）]セクションで、[IPv6を有効にする（Enable IPv6）]フィールドに [True
（True）]を設定します。

ステップ 8 （任意） [Cisco Syslogエージェント（Cisco Syslog Agent）]セクションでは、[リモート syslog
サーバ名 1（Remote Syslog Server Name 1）]に、リモート syslogサーバの名前または IPアドレス
を入力します。サーバ名が指定されていない場合、CiscoUnified Serviceabilityは syslogメッセージ
を送信しません。

ステップ 9 （任意） [セッショントレース用コールトレースログの設定（Call Trace Log Configuration for
Session Trace）]セクションで、セッショントレースの SIPコール情報を収集するコールトレース
ログをセットアップします。

Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のセッショントレース機能は、トラブルシューティングに利
用できるコールのフロー図を生成するためにこの情報を使用します。

a) [コールトレースログを有効にする（Enable Call Trace Log）]フィールドに [True（True）]を
設定します。

b) Cisco Unified Communications Managerが生成できる SIPコールトレースログファイルの最大
数を [コールトレースログファイルの最大数（Max Number of Call Trace Log Files）]フィール
ドに入力します。

デフォルト値は 2000です。有効な範囲は 5～ 4000です。

c) [コールトレースログ（Call Trace Log）]フィールドに SIPコールトレースログファイルの最
大サイズ（MB）を入力します。
デフォルト値は 2です。有効な範囲は 1～ 10です。

SIPコールトラフィックが多い時間帯では、パフォーマンスが低下することがありま
す。システムパフォーマンスへの影響を低減するために、Cisco CallManagerサービス
パラメータの [セッショントレースのコール関連 REFER/NOTIFY/SUBSCRIBE SIPメッ
セージのログ（Log Call-Related REFER/NOTIFY/SUBSCRIBE SIP Messages for Session
Trace）]に Falseを設定します。これにより、SIPコールトレースから
REFER/NOTIFY/SUBSCRIBEメッセージを除外します。

（注）

ステップ 10 [CCMAdminパラメータ（CCMAdmin Parameters）]セクションの [依存関係レコードを有効化
（Enable Dependency Records）]フィールドで [True（True）]を選択します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 12 [リセット（Reset）]をクリックし、[OK]をクリックしてすべてのデバイスをリセットします。

すべてのデバイスをリセットするのは、稼働率の低い時間帯に実行することを推奨します。

すべてのデバイスをリセットするために、システム内の全デバイスプールをリセット

できます。

ヒント

関連トピック

システムおよびエンタープライズの初期設定, （31ページ）
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システムおよびエンタープライズの初期設定

表 4：Cisco Unified Communications Managerの初期設定のシステムおよびエンタープライズパラメータ

説明パラメータ名カテゴリ

（Category）

クラスタ内の IPフォンがセカンダリノードに登録された場
合に、このパラメータを使用して、プライマリノードが使

用可能になった後、それがフォールバックして再登録され

る前に、IPフォンが待機する時間を設定します。このパラ
メータは、特定のセキュア Survivable Remote Site Telephony
（SRST）ルータに対応するすべてのセキュアなデバイスに
影響します。

詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManagerセ
キュリティガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

デフォルトは 120秒です。

変更内容を反映するには、すべてのサービスを再起動して

ください。

接続モニタ間隔

（Connection
Monitor
Duration）

エンタープライズ

パラメータ

このパラメータは、トラブルシューティングに必要な依存

関係レコードを表示するために使用されます。依存関係レ

コードを表示すると、初期システム設定時に役立つ場合が

あります。

依存関係レコードを表示すると、CPU使用率が急増し、コー
ル処理に影響する可能性があります。考えられるパフォー

マンス問題を回避するために、システム設定の完了後は、

このパラメータを無効にします。負荷の低い時間帯または

メンテナンスウィンドウの間のみに依存関係レコードを表

示することを推奨します。

有効にするには、CiscoUnified CommunicationsManagerの管
理を使用して大半の設定ウィンドウからアクセスできる [関
連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [依
存関係レコード（Dependency Records）]を選択できます。

デフォルト：[いいえ（False）]

[依存性レコー
ドを有効化

（Enable
Dependency
Records）]

CCMAdminパラ
メータ
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説明パラメータ名カテゴリ

（Category）

このMultilevel Precedence and Preemption（MLPP）パラメー
タは、MLPPサービスのドメインを指定します。MLPPドメ
イン内のMLPPサブスクライバからのコールには優先度レ
ベルが割り当てられます。同じMLPPドメイン内のより優
先度の高いコールのみをプリエンプション処理できます。

このパラメータには16進値（0xで始まる値）を指定できま
す。

デフォルト：000000

変更内容を反映するには、すべてのデバイスを再起動して

ください。すべてのデバイスをリセットするには、システ

ム内の全デバイスプールをリセットします。

MLPP Domain
Identifier

MLPPおよび機密
アクセスレベル

パラメータ

MLPPドメイン内のデバイスがMLPPサービスを使用でき
るように、このパラメータを有効にします。MLPPサービ
スには、トーン、特殊な表示、MLPP情報要素（IE）/信号
IE/原因 IEの送信が含まれます。

デフォルト：MLPP表示はオフ

変更内容を反映するには、すべてのデバイスを再起動して

ください。すべてのデバイスをリセットするには、システ

ム内の全デバイスプールをリセットします。

MLPP表示ス
テータス

（MLPP
Indication
Status）

このパラメータを使用して、ユーザは、名、姓、電話番号

が指定されていない場合でも、社内ディレクトリですべて

のユーザを検索できます。このパラメータは、[Cisco
CallManagerセルフケア（Cisco CallManager Self Care）]
（CCMUser）ウィンドウでのディレクトリ検索にも適用さ
れます。

デフォルト：[はい（True）]

Enable All User
Search

ユーザデータ

サービスパラメー

タ
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説明パラメータ名カテゴリ

（Category）

このパラメータは、組織のトップレベルドメインを定義し

ます。例：cisco.com

最大長：255文字

有効な値：大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフン、ドッ
ト（ドメインラベル区切り記号として）を使用した有効な

ドメイン。ドメインラベルの先頭文字をハイフンにするこ

とはできません。最後のラベルの先頭文字を数字にするこ

とはできません。たとえば、cisco.1omといったドメインは
無効です。

[組織の最上位
ドメイン

（Organization
Top Level
Domain）]

クラスタ全体のド

メイン設定

このパラメータに、このクラスタの 1つまたは複数の完全
修飾ドメイン名（FQDN）を定義します。複数の FQDNは
スペースで区切る必要があります。アスタリスク（*）を使
用して、FQDN内でワイルドカードを指定することができ
ます。例：cluster-1.cisco.com *.cisco.com

このパラメータのいずれかの FQDNに一致するホスト部分
がある URLを含む要求（SIPコールなど）は、クラスタと
接続されたデバイスにルーティングされます。

最大長：255文字

有効な値：FQDNまたは *ワイルドカードを使用した部分
的な FQDN。大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフン、
ドット（ドメインラベル区切り記号として）。ドメインラ

ベルの先頭文字をハイフンにすることはできません。最後

のラベルの先頭文字を数字にすることはできません。たと

えば、cisco.1omといったドメインは無効です。

[クラスタの完
全修飾ドメイン

名（Cluster
Fully Qualified
Domain
Name）]
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説明パラメータ名カテゴリ

（Category）

このパラメータは、CiscoUnified CommunicationsManagerが
インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）をネゴシ
エートできるかどうか、電話で IPv6機能をアドバタイズで
きるかどうかを指定します。

このパラメータを有効にする前に、すべてのノードのプラッ

トフォームに含まれている他のすべてのネットワークコン

ポーネントで IPv6を有効にする必要があります。それ以外
の場合、システムは引き続き IPv4専用モードで稼動しま
す。

必須フィールドです。

デフォルト：False（IPv6は無効です）

IPv6パラメータの変更を反映するため以下のサービスを再
起動し、さらに IMおよびプレゼンスサービスクラスタ内
の影響を受けるサービスも再起動する必要があります。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

IPv6を有効化
（Enable IPv6）

IPv6

リモートSyslogサーバの名前または IPアドレスを入力しま
す。サーバ名が指定されていない場合、Cisco Unified
Serviceabilityは Syslogメッセージを送信しません。このパ
ラメータは、ログ用に Syslogサーバを使用している場合に
のみ必須です。

最大長：255文字

有効な値：大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフン、およ
びドットを使用した有効なリモート Sylogサーバ名。

接続先として別のCiscoUnifiedCommunicationsManagerノー
ドを指定しないでください。

リモートSyslog
サーバ名 1
（RemoteSyslog
Server Name 1）

Cisco Syslog Agent
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説明パラメータ名カテゴリ

（Category）

このパラメータは、Cisco Unified Communications Manager
が、デバイス名、IPドレス、およびコール中に使用される
SIP方式を含む、SIPコールの情報を収集できるようにしま
す。Real-TimeMonitoringTool（RTMT）のセッショントレー
ス機能は、トラブルシューティングに役立つコールフロー

図を生成するためにこの情報を使用します。

SIPコールトラフィック量が多い期間は、ある程度のパ
フォーマンスの低下が生じることがあります。システムパ

フォーマンスの影響を低減するには、[セッショントレース
のコール関連の REFER/NOTIFY/SUBSCRIBE SIPメッセー
ジをログに記録する（Log Call-Related
REFER/NOTIFY/SUBSCRIBESIPMessages for Session Trace）]
という Cisco CallManagerサービスパラメータを [False]に
設定します。これによって、SIPコールトレースから
REFER、NOTIFY、およびSUBSCRIBEメッセージが除外さ
れます。

デフォルト：True（SIPコールトレースのロギングは有効）

コールトレー

スログを有効

にする（Enable
Call Trace Log）

セッショントレー

スのコールレース

ログの設定

このパラメータは、CiscoUnified CommunicationsManagerが
生成できるSIPコールトレースログファイルの最大数を指
定します。Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のセッショ
ントレース機能は、トラブルシューティングに役立つコー

ルフロー図を生成するためにその情報を使用します。

コールトレースログファイルのサイズは、[コールトレー
スログファイルのサイズ（MB）（Call Trace Log File Size
(MB)）]パラメータを使用して設定されます。

コールトレースログファイルは、ラウンドロビン形式で上

書きされます。たとえば、コールトレースログファイルの

数として 10を指定し、コールトレースログファイルのサ
イズを 5 MBに設定した場合、最初のコールトレースログ
ファイルのデータが 5 MBに達すると、Cisco Unified
Communications Managerは 2番目のコールトレースログ
ファイルを作成するといった具合になります。10個のファ
イルが上書きされた後は、最も古いコールトレースログ

ファイルが最新の情報で上書きされます。

デフォルト：2000

最小値：5

最大値：4000

コールトレー

スログファイ

ルの最大数

（Max Number
of Call Trace
Log Files）
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説明パラメータ名カテゴリ

（Category）

このパラメータは、SIPコールトレースログファイルの最
大ファイルサイズをメガバイト単位で指定します。Real-Time
MonitoringTool（RTMT）のセッショントレース機能は、ト
ラブルシューティングに役立つコールフロー図を生成する

ためにこの情報を使用します。[コールトレースログファ
イルパラメータの最大数（Max Number of Call Trace Log
Files）]パラメータが大きな数値に設定されている場合は、
ディスク容量をより適切に使用できるように、このパラメー

タの値を小さくすることを検討してください。

デフォルト：2

最小値：1

最大値：10

コールトレー

スログファイ

ルのサイズ

（MB）（Call
Trace Log File
Size (MB)）

このパラメータは、ビデオコールの開始時に、ビデオを送

信するかどうかを決定します。すぐにビデオを送信せずに

ビデオコールを開始するには、[True]を選択します。ビデ
オコール中はいつでも、ビデオの送信開始を選択できます。

このパラメータは、IMおよびプレゼンスサービスの優先度
をオーバーライドします。Falseに設定すると、IMおよび
プレゼンスサービスに設定されている優先度に従ってビデ

オコールが開始します。

デフォルト：[いいえ（False）]

ビデオとともに

コールを開始し

ない（Never
Start Call with
Video）

Cisco Jabber

iOS Cisco Jabber の SSO ログインの動作設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 オプトイン制御を設定するには、[SSOの設定（SSOConfiguration）]セクションで、[iOS向けSSO
ログイン動作（SSO Login Behavior for iOS）]パラメータで、[ネイティブブラウザの使用（Use
Native Browser）]オプションを選択します。
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[iOS向けSSOログイン動作（SSOLoginBehavior for iOS）]パラメータには次のオプショ
ンが含まれます。

（注）

• [組み込みブラウザの使用（Use Embedded Browser）]：このオプションを有効にす
ると、Cisco Jabberは SSOの認証に、組み込みブラウザを使用します。このオプ
ションにより、バージョン 9より前の iOSデバイスのネイティブ Apple Safariブラ
ウザで、クロス起動なしのSSOを使用できるようになります。このオプションは、
デフォルトで有効です。

• [ネイティブブラウザの使用（UseNativeBrowser）]：このオプションを有効にする
と、Cisco Jabberは、iOSデバイスで Apple Safariフレームワークを使用し、MDM
の導入で、IDプロバイダー（IdP）を利用する証明書ベースの認証を実行します。

ネイティブブラウザの使用は組み込みブラウザの使用ほど安全ではない

ため、制御されたMDMの導入での利用を除いては、このオプションの
設定を推奨しません。

（注）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

RTMT への SSO の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 RTMTに SSOを設定するには、[SSOの設定（SSO Configuration）]セクションで、[RTMTでの
SSOの使用（Use SSO for RTMT）]パラメータに [True]を選択します。

[RTMTでの SSOの使用（Use SSO for RTMT）]パラメータには、次のオプションが含
まれます。

（注）

• [True]：このオプションを選択すると、RTMTは、SAML SSOベースの IdPログイ
ンウィンドウを表示します。

新規インストール時には、[RTMTでのSSOの使用（UseSSO forRTMT）]
パラメータのデフォルト値は [True]になっています。

（注）

• [False]：このオプションを選択すると、RTMTは、基本認証のログインウィンド
ウを表示します。

[RTMTでの SSOの使用（Use SSO for RTMT）]パラメータがない Cisco
Unified Communications Managerのバージョンからアップグレードする場
合、新しいバージョンに表示されるこのパラメータのデフォルト値は

[False]です。

（注）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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第 6 章

サービスパラメータの設定

• サービスパラメータの概要, 39 ページ

• サービスパラメータの設定タスクフロー, 40 ページ

サービスパラメータの概要

各 Cisco Unified Communications Managerノードには、そのノードで利用可能なサービスのリスト
があります。アクティブなサービスは、パブリッシャノードまたはサブスクライバノードや、選

択して設定する機能によって異なります。

機能サービスとネットワークサービスがあります。これらの一部はクラスタ全体にわたり、クラ

スタ内の全ノードに適用されます。ほとんどのサービスにはパラメータがあります。導入に際し

て具体的に変更する必要がなければ、デフォルトのサービスパラメータの設定を保持することを

推奨します。

機能サービスは、CiscoUnified Serviceabilityの [サービスアクティベーション（ServiceActivation）]
ウィンドウで有効化できます。ただし、ネットワークサービスはデフォルトで有効であり、基本

機能に必要です。トラブルシューティングのためにネットワークサービスを停止して開始する必

要がある場合は、Cisco Unified Serviceabilityの [コントロールセンター -ネットワークサービス
（Control Center - Network Services）]ウィンドウを使用する必要があります。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]または Cisco
Unified Serviceabilityを使用して、サービスのステータスを表示できます。サービスパラメータ設
定とサービスパラメータの説明を表示するには、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified
Communications Manager Administration）]を使用します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceabilityを使用するノードでサービス
をアクティブ化および非アクティブ化できます。パブ

サービスのアクティブ化と

非アクティブ化, （40ペー
ジ）

ステップ 1   

リッシャノードの推奨サービスリストについては、パ

ブリッシャノードの推奨サービスパラメータ,（41ペー
ジ）を参照してください。サブスクライバノードの推奨

サービスリストについては、サブスクライバノードの

推奨サービスパラメータ, （42ページ）を参照してく
ださい。

クラスタ内の Cisco Unified Communication Managerパブ
リッシャノードおよびサブスクライバノードのサービ

スパラメータを設定します。

ノードのサービスパラメー

タの設定, （43ページ）
ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager Administrationおよ
び Cisco Unified Serviceabilityを使用するノードのサービ

サービスおよびサービスパ

ラメータ設定の表示, （44
ページ）

ステップ 3   

スを表示できます。サービスパラメータ設定およびパラ

メータの説明を表示するには、Cisco Unified
Communications Manager Administrationを使用します。

サービスのアクティブ化と非アクティブ化

サービスをアクティブまたは非アクティブにするには、CiscoUnified Serviceabilityを使用する必要
があります。

サービスのステータスを変更すると、Cisco Unified CommunicationsManager AdministrationとCisco
Unified Serviceabilityの両方で情報が更新されます。サービスを無効化すると、Cisco Unified
Communications Managerは現在のサービスパラメータ値を保持します。サービスを再開すると、
Cisco Unified Communications Managerはサービスパラメータ値を更新します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（ServiceActivation）]
を選択します。

ステップ 2 ドロップダウンメニューから [サーバ（Server）]を選択して、[移動（Go）]をクリックします。
サービスと現在のステータスが表示されます。

ステップ 3 サービスを有効にするには、有効にするサービスの隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 サービスを無効にするには、無効にするサービスの隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
サービスのアクティブ化が完了するには数分かかることがあります。ステータスの変更を確認す

るには、ページを更新します。

次の作業

ノードのサービスパラメータの設定, （43ページ）

パブリッシャノードの推奨サービスパラメータ

次の表は、専用TFTPサーバ以外を使用する場合のCiscoUnifiedCommunicationsManagerパブリッ
シャノードの推奨サービスを示します。

表 5：非専用 TFTP サーバ展開で推奨されるパブリッシャノードサービス

サービス名（Service Name）タイプ（Type）

Cisco CallManagerCMサービス

Cisco Unified Mobile Voice Access Service

Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco CTIManager

Cisco Extended Functions

シスコクラスタ間検索サービス

シスコロケーション帯域幅マネージャ

Cisco TFTP

Cisco IP Manager AssistantCTIサービス

Cisco WebDialer Web Service
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サービス名（Service Name）タイプ（Type）

Cisco SOAP - CDRonDemandサービスCDRサービス

Cisco CAR Web Service

Cisco Bulk Provisioningサービスデータベースおよび管

理者サービス
AXL Web Service

Cisco URL Webサービス

Cisco Serviceability Reporterパフォーマンスおよび

モニタリングサービス
Cisco Certificate Authority Proxy Function

Cisco DirSyncディレクトリサービス

その他のサービスは、使用する計画がなければ安全に無効化できます。ヒント

• Cisco Messaging Interface

• Cisco DHCP Monitorサービス

• Cisco TAPSサービス

• Cisco Directory Number Alias Sync

• Cisco Directory Number Alias SyncCisco Dialed Number Analyzer Server

• Cisco Dialed Number Analyzer

• Self Provisioning IVR

サブスクライバノードの推奨サービスパラメータ

次の表は、専用 TFTPサーバ以外を使用する場合の Cisco Unified Communications Managerサブス
クライバノードの推奨サービスを示します。

その他のサービスは、使用する計画がなければ安全に無効化できます。ヒント
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表 6：非専用 TFTP サーバ展開で推奨されるサブスクライバノードサービス

サービス名（Service Name）タイプ（Type）

Cisco CallManagerCMサービス

Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco CTIManager

Ciscoエクステンションモビリティ

Cisco Extended Functions

Cisco TFTP

クラスタ内の各 IM and Presence Serviceノードで次のサービスをアクティブにする必要がありま
す。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Authentication Service

ノードのサービスパラメータの設定

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]を使用して、
ノード上のサービスパラメータを設定できます。クラスタ全体としてマークされているサービス

パラメータは、クラスタ内の全ノードに影響を及ぼします。

サービスパラメータの一部の変更は、システム障害の原因になることがあります。変更しよ

うとしている機能を完全に理解している場合と、Cisco Technical Assistance Center（TAC）から
変更の指定があった場合を除いて、サービスパラメータに変更を加えないようにしてくださ

い。

注意

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerのノードが設定されていることを確認します。

•サービスがアクティブであることを確認します。詳細は、サービスのアクティブ化と非アク
ティブ化, （40ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストのノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストのサービスを選択します。

選択したノードに適用されるすべてのパラメータが表示されます。[クラスタ全体のパラメータ
（一般）（Clusterwide Parameters（General））]セクションに表示されるパラメータは、クラスタ
内の全ノードに適用されます。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの ?アイコン
をクリックして、サービスパラメータのリストと説明を表示します。

ヒント

ステップ 4 サービスパラメータを変更し、[保存（Save）]をクリックします。ウィンドウが更新され、サー
ビスパラメータ値が更新されます。

[デフォルトに設定（Set to Default） ]ボタンをクリックして、すべてのパラメータを、[パラメー
タ値（Parameter Value）]フィールドの後に表示される提案値に更新できます。パラメータに提案
値が設定されていない場合は、[デフォルトに設定（Set toDefault）]ボタンをクリックしてもサー
ビスパラメータ値は変更されません。

次の作業

サービスおよびサービスパラメータ設定の表示, （44ページ）

サービスおよびサービスパラメータ設定の表示

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]および Cisco
Unified Serviceabilityを使用して、クラスタ内のノードのサービスのステータスを表示できます。
サービスパラメータ設定およびパラメータの説明を表示するには、[CiscoUnifiedCMの管理（Cisco
Unified Communications Manager Administration）]を使用します。

はじめる前に

ノードのサービスパラメータの設定, （43ページ）

手順

ステップ 1 サービスを表示し、[CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
を使用して、ノードのサービスパラメータ設定を表示するには、次の手順を実行します。

a) [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
b) [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、[サーバー（Server）]
ドロップダウンボックスのノードを選択します。

c) [サービス（Service）]ドロップダウンボックスのサービスを選択します。
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選択したノードに適用されるすべてのパラメータが表示されます。[クラスタ全体のパラメー
タ（一般）（ClusterwideParameters（General））]セクションに表示されるパラメータは、クラ
スタ内の全ノードに適用されます。

d) [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの（?）アイコンをク
リックし、サービスパラメータと説明のリストを表示します。

ステップ 2 クラスタ内の全ノードに関する特定のサービスのサービスパラメータを表示するには、[サービス
パラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの [関連リンク（Related Links）]ド
ロップダウンボックスの [すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters for All Servers）]を選
択し、[Go]をクリックします。
[すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters forAll Servers）]ウィンドウが表示されます。表
示されているサーバ名またはパラメータ値をクリックして、関連する [サービスパラメータ設定
（Service Parameter Configuration）]ウィンドウを開くことができます。

ステップ 3 クラスタ内の全ノードに関する特定のサービスの同期外れサービスパラメータを表示するには、

[すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters forAllServers）]ウィンドウの [関連リンク（Related
Links）]ドロップダウンボックスの [すべてのサーバに対する同期外れパラメータ（Out of Sync
Parameters for All Servers）]を選択し、[Go]をクリックします。
[すべてのサーバに対する同期外れパラメータ（Out of Sync Parameters for All Servers）]ウィンドウ
が表示されます。表示されているサーバ名またはパラメータ値をクリックして、関連する [サービ
スパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウを開くことができます。
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第 7 章

デバイスプールのコア設定

• デバイスプールのコア設定の概要, 47 ページ

• デバイスプールのコア設定の前提条件, 51 ページ

• デバイスプールのタスクフローのコア設定, 51 ページ

デバイスプールのコア設定の概要

Cisco Unified Communications Managerで、コアシステム設定（サーバグループ、タイムゾーン情
報、リージョン（コーデック選択）など）を行います。これらの設定は基本的なもので、基本デ

バイスプールの基礎になります。

電話用 NTP リファレンス
Cisco Unified CMの管理の Network Time Protocol（NTP）リファレンスにより、SIPを実行中の IP
フォンは NTPサーバから確実に日時を取得できます。SIPを実行中の電話がプロビジョニングさ
れた“電話用 NTPリファレンス”から日時情報を取得できない場合、その電話はCisco Unified
Communications Managerに登録したときに日時情報を受信します。

日時グループ

日時グループを使用すると、Cisco Unified Communications Managerに接続されているさまざまな
デバイスのタイムゾーンを定義できます。デフォルトグループである CMLocalは、インストー
ル時に自動的に設定されます。ただし、ローカルタイムゾーンごとにグループを設定することを

推奨します。

CMLocalの場合、システムの再起動時や新しいリリースへのアップグレード時に、常にオペ
レーティングシステムの日時と同期が行われます。CMLocalの名前は変更しないでください。

（注）
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リージョン

リージョンを使用することで、WANリンク経由で送信される個々のコールの帯域幅を制限し、内
線コールには高い帯域幅を使用する必要がある、Cisco Unified Communications Managerマルチサ
イト導入のキャパシティを制御できます。さらに、システムは特定のコーデックのみをサポート

するアプリケーションに対してリージョンを使用します。

Cisco Unified Communications Managerは、ビデオストリームの暗号化および次の音声コーデック
をサポートしています

説明オーディオコーデック

公衆電話交換網に使用される、最も広くサポートされているコーデッ

ク。

G.711

ビデオ会議でよく使用されるワイドバンドコーデック。G.722は無効
になっていない限り、Cisco Unified Communications Managerでは常に
G.711より優先されます。

G.722

24および 32 kb/sで動作する低複雑度のワイドバンドコーデック。使
用するビットレートはほぼ半分ですが、音声品質はG.722の品質に近
づいています。

G.722.1

ビデオエンドポイントがサポートする低ビットレートコーデック。G.728

Cisco Unified IP Phone 7900でサポートされている 8 kb/s圧縮を使用す
る低ビットレートコーデック。通常は、WANリンクを通過するコー
ルに使用されます。

G.729

Global System for Mobile Communications（GSM）コーデック。GSMを
使用すると、GSMワイヤレスハンドセット用のMNETシステムを
Cisco Unified Communications Managerで動作させることができます。

GSM

Advanced Audio Coding-Low Delay（AAC-LD）は、音声と音楽向けに
優れた音質を提供するスーパー広帯域オーディオコーデックです。こ

のコーデックは、低ビットレートの場合でも、古いコーデックと同等

以上の音質を提供します。

L16

SIPデバイス、特に、CiscoTelePresenceSystemsに対してサポートされ
ています。

AAC-LD
（mpeg4-generic）
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説明オーディオコーデック

Low-overhead MPEG-4 Audio Transport Multiplex（LATM）は優れた音
を提供するスーパー広帯域オーディオコーデックです。TANDBERG
や一部のサードパーティのエンドポイントを含む、SIPデバイスに対
してサポートされています。

AAC-LD（mpeg4-generic）と AAC-LD（MPA4-LATM）の間
に互換性はありません。

（注）

AAC-LD
（MP4A-LATM）

特に、低ビットレートと中ビットレートの両アプリケーションにお

いて、低遅延でワイドバンド音質を提供するように設計された適応型

広帯域オーディオコーデック。

Internet Speech Audio
Codec（iSAC）

個別にエンコードされた音声フレームに起因する損失性ネットワーク

でのグレースフルな音声品質の低下を許可している間に、15.2および
13.3 kb/sのビットレートで G.711と G.729の間の音声品質を提供しま
す。iLBCは、SIP、SCCP、H323、およびMGCPデバイスに対してサ
ポートされています。

H.323アウトバウンド FastStartは iLBCコーデックをサポー
トしていません。

（注）

インターネット低ビット

レートコーデック

（iLBC）

GSM（WDMA、EDGE、GPRS）に基づいた 2.5G/3Gワイヤレスネッ
トワークに必要な標準コーデック。このコーデックは、4.75～ 12.2
kb/sの範囲の可変ビットレートでナローバンド（200～ 3400 Hz）信
号をエンコードし、7.4 kb/sで始まる公衆電話交換網レベルの音声品
質を提供します。AMRは SIPデバイスでのみサポートされます。

アダプティブマルチレー

ト（AMR）

正式にはワイドバンドとして知られている ITU-T標準音声コーデック
であるG.722.2として体系化されており、約 16 kb/sで音声をコード化
します。このコーデックは、広い音声帯域幅（50～ 7000 Hz）によっ
て、より良い音声品質を提供できるため、その他のナローバンド音声

コーデック（AMRや G.711など）より優先されます。AMR-WBは
SIPデバイスでのみサポートされます。

アダプティブマルチレー

トワイドバンド

（AMR-WB）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
49

デバイスプールのコア設定の概要



説明オーディオコーデック

Opusコーデックはインタラクティブな音声およびオーディオコーデッ
クです。特に、Voice over IP、ビデオ会議、ゲーム内チャット、ライ
ブ配信の音楽パフォーマンスなど、さまざまなインタラクティブオー

ディオアプリケーションに対応するために設計されています。

このコーデックは、ナローバンド低ビットレートから非常に高品質の

ビットレート（6～ 510 kb/s）まで拡大します。

Opusは SIPデバイスでのみサポートされます。Opusコーデックサー
ビスパラメータの [Opusコーデックを有効にする（Opus Codec
Enabled）]は、デフォルトでは [すべてのデバイスに対して有効にす
る（Enabled forAllDevices）]に設定されています。サービスパラメー
タの設定は、[サービスパラメータの設定（Service Parameter
Configuration）]ウィンドウで、[すべての非録音デバイスに対してOpus
コーデックを有効化（Enable Opus codec for all non-recording devices）]
または [無効化（Disabled）]に設定できます。

[エンタープライズパラメータの設定（Enterprise Parameters
Configuration）]ウィンドウの [G.722コーデックのアドバタ
イズ（AdvertiseG.722Codec）]サービスパラメータは、Opus
コーデックを使用する SIPデバイスに対しては [有効化
（Enabled）]に設定する必要があります。エンタープライズ
パラメータの詳細については、『System Configuration Guide
for Cisco Unified Communications Manager』（http://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/
11_5_1/sysConfig/CUCM_BK_SE5DAF88_00_
cucm-system-configuration-guide-1151.html）を参照してくださ
い。

（注）

Opus

Unified Communications Manager グループ
システムのバックアップ Cisco Unified Communications Managerの署名を解除します。これらは、
システムの停止または障害が発生しているノードのコール処理を処理します。

Cisco Unified Communications Managerグループは、最大 3つのノードの優先順位リストです。各
グループにはプライマリノードを含める必要があり、グループには 1つまたは 2つのバックアッ
プノードを含めることができます。グループ内のノードのリスト順により、ノードの優先順位が

決まります。

Cisco Unified Communications Managerグループは、コール処理の冗長性と分散型コール処理の両
方を提供します。グループ間でのデバイス、デバイスプール、およびノードの分散方法により、

システムの冗長性とロードバランシングのレベルが決まります。ほとんどの場合、グループ内の

いずれかのノードで障害が発生した場合に、他のノードがオーバーロード状態になるのを防ぐよ

うにデバイスを分散させる必要があります。
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Device Pools
デバイスプールを使用して、デバイス固有の設定をグループ化します。デバイスプールを作成す

ると、各デバイスを個別に設定する代わりに、各デバイスがデバイスプールの設定を継承するよ

うに関連付けることができます。

新しいデバイスプールの追加は、そのデバイスプールで実行したい内容に基づいて行います。た

とえば、サーバのロードバランシングや物理的な場所を考慮して設定されているデバイスプール

を使用できます。

この項では、基本的なデバイスプールの設定手順について説明します。システムに追加機能を設

定する際には、追加したデバイスプール（複数可）に戻り、適用する設定でそれらのデバイス

プールを更新できます。

デバイスプールのコア設定の前提条件

CiscoUnifiedCommunicationsManagerが最新のタイムゾーン情報を含むことを確認するため、Cisco
Unified Communications Managerのインストール後にタイムゾーン情報を更新する Cisco Option
Package（COP）ファイルをインストールできます。主なタイムゾーンの変更イベントの後で、最
新の COPファイルを https://software.cisco.com/download/navigator.htmlでダウンロードできること
をお知らせします。

CMLocalの設定はいつでもローカル日時に変更できます。

デバイスプールのタスクフローのコア設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

SIPを実行している IPフォンが NTPサーバから時刻と日
付の情報を取得することを確認するには、電話 Network
Time Protocol（NTP）の参照を設定します。

NTPの参照を作成後、その参照を日付/時刻グ
ループに追加する必要があります。日付/時刻の
グループで、電話に連絡させる最初のサーバか

ら始めて、電話のNTP参照に優先順位を付けま
す。

（注）

電話用NTPリファレンス
の追加, （52ページ）

ステップ 1   

システムに接続される各種デバイスのタイムゾーンを定

義します。データベースに新しい日付/時刻グループを追
日時グループの追加, （
53ページ）

ステップ 2   

加したらデバイスプールに割り当て、そのデバイスプー

ルの日付/時刻情報を設定します。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

内線通話でより広い帯域幅を使用できるようにすると同時

に、WANリンク全体に送信される個々のコールの帯域幅
を制限します。

デフォルトの G.711オーディオコーデックのみ
使用しているのなら、地域を設定する必要はあ

りません。

ヒント

地域の追加, （54ペー
ジ）

ステップ 3   

Cisco Unified Communications Managerグループを設定し
て、デバイスが登録、コール処理、および停止時の冗長性

Cisco Unified
Communications Manager
グループの設定, （55
ページ）

ステップ 4   

に使用できる3つのノードをまとめてグループ化するよう
に設定します。

デバイスを追加するたびに同じ設定を定義するのではな

く、デバイスに割り当てられる共通設定を含むデバイス

基本的なデバイスプール

の設定, （56ページ）
ステップ 5   

プールを設定します。UnifiedCommunicationsManager、日
時情報、関連付けられたデバイスが使用するコーデックを

設定するための基本的なデバイスプールから開始します。

電話用 NTP リファレンスの追加
SIPを実行している IPフォンが NTPサーバから時刻と日付の情報を取得することを確認するに
は、電話 Network Time Protocol（NTP）の参照を設定します。

NTPの参照を作成後、その参照を日付/時刻グループに追加する必要があります。日付/時刻の
グループで、電話に連絡させる最初のサーバから始めて、電話の NTP参照に優先順位を付け
ます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、マルチキャストおよびエニーキャストモードをサ
ポートしていません。これらのモードのいずれかを選択すると、システムはデフォルトで、ダ

イレクトブロードキャストモードを選択します。

（注）
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はじめる前に

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [電話用 NTPリファレンス（Phone NTP
Reference）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [IPアドレス（IP Address）]フィールドに、SIPを実行している電話機が日付と時刻を取得するた

めに使用する NTPサーバの IPアドレスを入力します。
ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、電話用 NTPリファレンスの説明を入力します。
ステップ 5 [モード（Mode）]ドロップダウンリストから、次のオプションに従い、電話用 NTPリファレン

スのモードを選択してください。

• [ユニキャスト（Unicast）]：このモードを選択すると、電話機は、指定した NTPサーバに
NTPクエリパケットを送信します。

• [ダイレクトブロードキャスト（Directed Broadcast）]：このデフォルトの NTPモードを選択
すると、電話機は任意のNTPサーバの日時情報を利用しますが、リストされているNTPサー
バ（1番目 =プライマリ、2番目 =セカンダリ）を優先します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

日時グループの追加, （53ページ）

日時グループの追加

システムに接続される各種デバイスのタイムゾーンを定義します。データベースに新しい日付/時
刻グループを追加したらデバイスプールに割り当て、そのデバイスプールの日付/時刻情報を設
定します。

変更を適用するには、デバイスをリセットする必要があります。

Cisco Unified IP Phoneの世界的な流通のため、24のタイムゾーンそれぞれの日時グループを
作成します。

ヒント

はじめる前に

電話用 NTPリファレンスの追加, （52ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [日時グループ（Date/Time Group）]の順に
選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [日付グループの設定（Date/Time Group Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定しま

す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

地域の追加, （54ページ）

地域の追加

内線通話でより広い帯域幅を使用できるようにすると同時に、WANリンク全体に送信される個々
のコールの帯域幅を制限します。

デフォルトの G.711オーディオコーデックのみ使用しているのなら、地域を設定する必要は
ありません。

ヒント

拡張性の強化と、少ないリソースを使用するシステムの実現に向けて、音声通話とビデオ通話の

最大ビットレート、およびリンク損失タイプを指定する [サービスパラメータ設定（Service
ParameterConfiguration）]ウィンドウでデフォルト値を設定することを推奨します。さらに、地域
を設定する場合は、[地域設定（Region Configuration）]ウィンドウでデフォルト設定を選択しま
す。

はじめる前に

日時グループの追加, （53ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 ノードを選択します。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスを選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システムの場所と地域）（Clusterwide Parameters (System-Location

and Region)）]ペインまでスクロールします。
ステップ 5 地域を作成し、この地域内とそのほかの地域との間で発生するコールの最大ビットレートを指定

します。

•音声通話では、地域内のデフォルト値は 64 kb/sです（そのコールにはG.722またはG.711が
使用される可能性があり、高音質という点で G.722が好まれるでしょう）。

•音声通話では、地域間のデフォルト値は 8 kb/s（G.729）です。

•ビデオ通話（音声を含む）では、デフォルト値は 384 kb/sです。

CiscoUnified CommunicationsManagerでは、最大 2000地域を追加できます。地域を使用
しているデバイスに最大ビットレートを指定する必要があります。

（注）

ステップ 6 [Save]をクリックします。

次の作業

Cisco Unified Communications Managerグループの設定, （55ページ）

Cisco Unified Communications Manager グループの設定
Cisco Unified Communications Managerグループを設定して、デバイスが登録、コール処理、およ
び停止時の冗長性に使用できる 3つのノードをまとめてグループ化するように設定します。

デフォルトサーバグループは名前から内容がわからず、混乱が起きる可能性があるため、使

用しないでください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified
CM Group）]を選択します。

ステップ 2 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。
名前でノードの順序を特定できるように考慮します。たとえば、CUCM_PUB-SUBのように他の
グループと簡単に区別できるようにします。
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ステップ 3 [利用可能なCiscoUnifiedCommunicationsManager（AvailableCiscoUnifiedCommunicationsManagers）]
リストから、このグループに追加するノードを選択します。

ステップ 4 [選択されたCiscoUnifiedCommunicationsManager（SelectedCiscoUnifiedCommunicationsManagers）]
リストにノードを移動するには、下矢印をクリックします。

ステップ 5 必要に応じて、このグループに他のすべてのノードを追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

基本的なデバイスプールの設定, （56ページ）

基本的なデバイスプールの設定

デバイスを追加するたびに同じ設定を定義するのではなく、デバイスに割り当てられる共通設定

を含むデバイスプールを設定します。Unified Communications Manager、日時情報、関連付けられ
たデバイスが使用するコーデックを設定するための基本的なデバイスプールから開始します。

識別できず、混乱を招く恐れがあるため、デフォルトのデバイスプールは使用しないでくだ

さい。

（注）

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerグループの設定, （55ページ）

•日時グループの追加, （53ページ）

•地域の追加, （54ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

基本的なデバイスプール設定フィールド, （57ページ）
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基本的なデバイスプール設定フィールド

表 7：基本的なデバイスプール設定フィールド

説明フィールド

新しいデバイスプールの名前を入力します。英数字、

ピリオド（.）、ハイフン（-）、下線（_）、スペースを
含む最大 50文字までを入力できます。

[デバイスプール名（Device Pool
Name）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる Cisco
UnifiedCommunicationsManagerグループを選択します。
Cisco Unified Communications Managerグループは、最大
3つの Cisco Unified Communications Managerノードの優
先順位付けされたリストを指定します。リストの最初の

ノードはそのグループのプライマリノードとして動作

し、グループの他のメンバーは、冗長性のためのバック

アップノードとして動作します。

[Cisco Unified CMグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる日時グ

ループを選択します。日時グループは、タイムゾーン

と日時の表示形式を指定します。

[日時グループ（Date/Time Group）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる地域を

選択します。地域の設定は、地域内および他の地域間と

の通信に使用できる音声コーデックとビデオコーデッ

クを指定します。

地域
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第 II 部

発着信コールの有効化
• 発着信コールの概要, 61 ページ

• ゲートウェイの設定, 63 ページ

• SIPの正規化および透明性の設定, 85 ページ

• SDP透明性プロファイルの設定, 91 ページ

• SIPプロファイルの設定, 95 ページ

• デュアルスタックの IPv6の設定, 97 ページ

• SIPトランクの設定, 105 ページ

• H.323トランクの設定, 113 ページ

• SRSTの設定, 117 ページ





第 8 章

発着信コールの概要

• 着信コールと発信コールについて, 61 ページ

• 着信コールと発信コールの設定, 61 ページ

着信コールと発信コールについて

このパートでは、システムの発信コールと着信コールを設定する方法を説明します。

着信コールと発信コールの設定

次のタスクフローを実行すると、システムの着信コールと発信コールを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ゲートウェイをシステムに追加します。ゲートウェイの設定タスクフ

ロー, （67ページ）
ステップ 1   

これはオプションです。相互運用性の問題を解

決するために SIPトランクまたは SIPデバイス
SIPの正規化および透明性設定の
タスクフロー, （87ページ）

ステップ 2   

に割り当てられる、SIP正規化と透明性スクリ
プトを設定します。

これはオプションです。SIPを導入するために
Cisco Unified Communications Managerがネイ

SDP透明性プロファイルの設定,
（92ページ）

ステップ 3   

ティブで対応していない SDP属性をサポート
する必要があれば、サポートされていない属性

を含む SDP透明性プロファイルをセットアッ
プします。
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目的コマンドまたはアクション

SIPトランクおよび SIPデバイスの SIPプロ
ファイルを設定します。

SIPプロファイルの概要, （95
ページ）

ステップ 4   

これはオプションです。SIPを導入するのに
IPv6デバイスをサポートする必要があれば、

デュアルスタック IPv6設定のタ
スクフロー, （98ページ）

ステップ 5   

システムでデュアルスタック IPv6サポートを
設定します。デュアルスタックは SIP導入用
にのみ設定できます。

システムに SIPトランクを設定します。SIPトランクの設定タスクフ
ロー, （107ページ）

ステップ 6   

システムに H.323トランクを設定します。H.323トランクの概要, （113ペー
ジ）

ステップ 7   

SRST用にシステムを設定します。Survivable Remote Site Telephony
の設定タスクフロー, （118ペー
ジ）

ステップ 8   
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第 9 章

ゲートウェイの設定

• ゲートウェイの概要, 63 ページ

• ゲートウェイ設定の前提条件, 66 ページ

• ゲートウェイの設定タスクフロー, 67 ページ

ゲートウェイの概要

シスコは広範な音声およびビデオゲートウェイを提供しています。ゲートウェイは、ユニファイ

ドコミュニケーションネットワークと外部ネットワークとの通信を可能にするインターフェイス

を提供します。従来、ゲートウェイは、PSTN、構内交換機（PBX）、またはアナログ電話やFAX
装置を含むレガシーデバイスなどのレガシー電話インターフェイスに IPベースのユニファイド
コミュニケーションネットワークを接続するために使用されてきました。最も単純な形では、音

声ゲートウェイが IPインターフェイスとレガシー電話インターフェイスを備え、2つのネットワー
クが通信できるようにゲートウェイが 2つのネットワーク間でメッセージを変換します。

ゲートウェイプロトコル

大半のシスコのゲートウェイには、複数の導入オプションがあり、多数のプロトコルのいずれか

を使用して導入できます。導入するゲートウェイに応じて、次の通信プロトコルのいずれかを使

用してゲートウェイを設定できます。

•メディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）

• Skinny Call Control Policy（SCCP）

• Session Initiation Protocol（SIP）

• H.323

ベンダーインターフェイスカード

外部ネットワーク用の接続インターフェイスを提供するには、ベンダーインターフェイスカード

（VIC）がゲートウェイにインストールされている必要があります。大半のゲートウェイには複
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数のVICオプションがあり、各VICがアナログとデジタルの両方の接続に対応する多数の異なる
ポートと接続タイプを備えている場合があります。

ゲートウェイで提供されているプロトコル、カード、接続については、ゲートウェイのドキュメ

ントを参照してください。

ポートとトランクの接続のタイプ

以下は、ゲートウェイに設定できるポート接続の主なタイプです。

• ForeignExchangeStation（FXS）：FXSポートは、アナログ電話、スピーカーフォン、従来の
ボイスメールシステムなど、アナログステーションへの接続を提供します。

• Foreign Exchange Office（FXO）：FXOポートは、PSTNまたはレガシー PBXへのアナログ
接続を提供します。

• T1 Channel Assocatied Signaling（T1/E1 CAS）：T1/E1 CAS接続は、セントラルオフィス、
PBX、またはそのほかのアナログデバイスにデジタルトランク接続を提供します。

•一次郡速度インターフェイス（T1/E1 PRI）：デジタルアクセス PRI接続は企業向け通信で
広く使用されています。T1PRIは北米と日本で広く使用されており、音声およびデータ用の
23本の Bチャネルと共通線信号用の速度 1.544 Mb/sの 1本の Dチャネルを提供します。E1
は欧州で広く使用されており、音声およびデータ用の 30本の Bチャネル、共通線信号用の
1本の Dチャネル、および 1本のフレーミングチャネルを提供します。E1は、2.048 Mbps
の速度を使用します。

•基本速度インターフェイス（BRI）：BRIはデジタルテレフォニープロトコルです。小規模
オフィスおよび家庭用通信リンクで使用され、音声とデータ用の 2本の Bチャネルと信号用
の 1本の Dチャネルを提供します。

プロトコルごとの接続タイプ

MGCPゲートウェイは次の接続タイプを提供します。

• TI/E1 PRIデジタルアクセス

• T1 CAS

• BRI

• FXO

• FXS

SCCPゲートウェイは次の接続タイプを提供します。

• FXS

• BRI

SIPゲートウェイは次の接続を提供します。

• FXS
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• FXS-DID

• E&M

• BRI

• BRI QSIG

• T1 CAS

• T1 FGD

• E1 CAS

• T1/E1 PRI

• T1/E1 QSIG

• T1/E1 NFAS

• T1/E1 PRI（MegacomISDN）

• Centralized Automatic Message Accounting（CAMA）

• J1

H.323ゲートウェイは次の接続タイプを提供します。

• FXS

• FXS-DID

• E&M

• BRI

• BRI QSIG

• T1 CAS

• T1 FGD

• E1 CAS

• T1/E1 PRI

• T1/E1 QSIG

• T1/E1 NFAS

• T1/E1 PRI（MegacomISDN）

• Centralized Automatic Message Accounting（CAMA）

• J1
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ゲートウェイ設定の前提条件

ハードウェアのインストール

Cisco Unified Communications Managerにゲートウェイを設定する前に、ゲートウェイハードウェ
アに対して次の作業を行う必要があります。

•ゲートウェイのインストールと設定

•ゲートウェイに任意のベンダーインターフェイスカード（VIC）をインストールします。

• CLIを使用して、ゲートウェイの IOSを設定します。

詳細については、使用ゲートウェイに付属しているハードウェアとソフトウェアのマニュアルを

参照してください。

多くのゲートウェイデバイスの場合、デフォルトのWebページは、そのゲートウェイの IPア
ドレスを使用して表示できます。ハイパーリンクの URLを http://x.x.x.x/にします。ここで、
x.x.x.xはデバイスのドット形式の IPアドレスです。各ゲートウェイのWebページには、ゲー
トウェイのデバイス情報とリアルタイムのステータスが含まれています。

（注）

ゲートウェイの導入計画

Cisco Unified Communications Managerにゲートウェイを設定する前に、ゲートウェイに設定する
接続のタイプを十分に考慮してください。多くのゲートウェイは、MGCP、SIP、H.323、または
SCCPのいずれかをゲートウェイプロトコルとして使用して設定できます。各導入タイプの接続
タイプは、選択するプロトコルおよびゲートウェイにインストールされている VICによって異な
ります。次の点を確認してください。

•使用ゲートウェイでサポートされているゲートウェイプロトコル。

•ゲートウェイの VICでサポートされているポート接続のタイプ。

•設定予定の接続のタイプ。

•アナログ接続の場合、PSTN、レガシー PBX、またはレガシーデバイスに接続しているか。

•デジタルアクセス接続の場合、T1 CASインターフェイスまたは PRIインターフェイスに接
続しているか。

• FXO接続の場合、着信コールをどのように転送するか。着信コールを IVRや自動応答機能に
転送しているか。
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ゲートウェイの設定タスクフロー

ネットワークのゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerに追加するには、次のタス
クを実行します。

はじめる前に

ゲートウェイ設定の前提条件, （66ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

多数のシスコ製ゲートウェイは、MGCP、SCCP、SIP、
または H.323のいずれかをゲートウェイプロトコルと

Cisco Unified Communications
Managerでゲートウェイを設定
します。導入するプロトコルに

ステッ

プ 1   
して使用して導入できます。ゲートウェイがサポート

従って、次の手順のいずれかを

実行します。
するプロトコルの種類と、導入環境に最適なプロトコ

ルを判断するにはゲートウェイのマニュアルを参照し

てください。• MGCPゲートウェイを設
定, （68ページ） SCCPゲートウェイが接続できるのは、アナログアク

セスまたは ISDN BRI接続だけです。• SCCPゲートウェイの設定,
（78ページ）

• SIPゲートウェイの設定,
（79ページ）

• H.323ゲートウェイの設定,
（82ページ）

これはオプションです。自分のネットワークのゲート

ウェイのポートからコールが来ているとき、内部

ゲートウェイに対するクラスタ

全体のコール分類の設定, （83
ページ）

ステッ

プ 2   
（OnNet）で、外部ゲートウェイでは外部（OffNet）と
分類するためにクラスタ全体のサービスパラメータを

設定します。

個々のゲートウェイポートインターフェイ

スに対するポート設定にあるコールの分類の

設定はクラスタ全体の設定をオーバーライド

します。ただし、ゲートウェイポートのデ

フォルト設定はクラスタ全体のサービスパ

ラメータの設定を使用できます。

（注）

これはオプションです。Cisco Unified Communications
Managerが外部（OffNet）ゲートウェイから別の外部

OffNetゲートウェイ転送のブ
ロック, （83ページ）

ステッ

プ 3   
ゲートウェイにコールを転送できないようにする場合、

[OffNetから OffNetへの転送をブロック（Block OffNet
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目的コマンドまたはアクション

to OffNet Transfer）]サービスパラメータを設定しま
す。デフォルトでは、このサービスパラメータは、外

部（OffNet）ゲートウェイから別のゲートウェイへの
転送を許可するように設定されています。

MGCP ゲートウェイを設定
MGCP設定を使用するためにシスコのゲートウェイを設定するには、次のタスクを実行します。

はじめる前に

ゲートウェイ設定の前提条件, （66ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnifiedCMの管理にゲートウェイを追加し、
ゲートウェイプロトコルとして [MGCP]を選択し

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定,
（69ページ）

ステッ

プ 1   
ます。適切なスロットとベンダーのインターフェ

イスカード（VIC）でゲートウェイを設定しま
す。

ゲートウェイにインストールされているVICに接
続するデバイスのポート接続を設定します。ほと

ゲートウェイポートのインターフェ

イスを設定します。設定するイン

ステッ

プ 2   
んどのVICには複数のポート接続とオプションがターフェイスのタイプによって、次

の任意のタスクを選択します。 あります。したがって、いくつか別のポートのイ

ンターフェイスタイプを設定する必要がある場合

があります。
•デジタルアクセス PRIポート
の設定, （75ページ）

ポートのインターフェイスを設定後、[関
連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウ
ンリストボックスで、[ゲートウェイの
設定（GatewayConfiguration）]ウィンド
ウに戻るために [MGCP設定に戻る
（Back toMGCPConfiguration）]オプショ
ンを選択します。ここで、別のポート

インターフェイスを選択して設定しま

す。

ヒント
• MGCPゲートウェイ用デジタ
ルアクセス T1ポートの設定,
（73ページ）

• FXSポートの設定, （70ペー
ジ）

• FXOポートの設定, （71ペー
ジ）

• BRIポートの設定, （76ペー
ジ）
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目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。デジタルアクセスT1CAS
ポートインターフェイスを設定したら、ゲート

MGCPゲートウェイでのデジタル
アクセス T1ポートの追加, （73
ページ）

ステッ

プ 3   
ウェイにT1CASポートを追加します。個別にポー
トを追加したり、同時にポート範囲を追加したり

できます。

ゲートウェイをリセットすると、設定の変更が反

映されます

ゲートウェイのリセット,（77ペー
ジ）

ステッ

プ 4   

関連トピック

コールルーティングの概要, （145ページ）

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定

Cisco Unified Communications ManagerにMGCP（IOS）ゲートウェイを追加し設定するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスから、ゲートウェイを選

択して、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストボックスから、[MGCP（MGCP）]を選択し、[次

へ（Next）]をクリックします。
ステップ 5 [設定済みスロット、VIC、エンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]領域で、次の

手順を実行します。

a) それぞれの [モジュール（Module）]ドロップダウンリストボックスから、ゲートウェイにイ
ンストールされている Network Interface Module（NIM）ハードウェアに対応するスロットを選
択します。

b) それぞれの [サブユニット（Subunit）]ドロップダウンリストボックスから、ゲートウェイに
インストールされている VICを選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。
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ポートのアイコンが表示されます。各ポートのアイコンは、ゲートウェイで使用可能なポート

インターフェイスに対応します。ポートインターフェイスを設定するには、該当するポートの

アイコンをクリックします。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドを設定します。
フィールドの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ゲートウェイのポートインターフェイスの設定

• FXSポートの設定, （70ページ）

• FXOポートの設定, （71ページ）

•デジタルアクセス PRIポートの設定, （75ページ）

• MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）

• BRIポートの設定, （76ページ）

FXS ポートの設定

MGCPゲートウェイでForeign Exchange Station（FXS）のポートを設定します。単純な旧式の電話
サービス（POTS）のレガシー電話機、またはFAX、スピーカーフォン、従来のボイスメッセージ
ングシステム、IVRなどのレガシーデバイスにゲートウェイを接続するために FXSポートを使
用できます。

はじめる前に

ポートを設定する前に、ゲートウェイを追加する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、FXSポートを設定するゲートウェイを選択します。
ステップ 3 [設定済みスロット、VIC、エンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]エリアで、設

定するポートに対する FXSポートアイコンをクリックします。
[ポートの選択（Port Selection）]エリアが表示されます。

ステップ 4 [ボートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスから、設定する接続のタイプを選択
します。

• [POTS]：従来の電話機などの POTSデバイスにこのポートを接続するには、このオプション
を選択します。
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• [グラウンドスタート（Ground Start）]：FAX、従来のボイスメッセージングシステム、IVR
など無人のレガシーデバイスにこのポートを接続するためにグラウンドスタートシグナリ

ングを使用するには、このオプションを選択します。

• [ループスタート（Loop Start）]：FAX、従来のボイスメッセージングシステム、IVRなど無
人のレガシーデバイスにこのポートを接続するためにループスタートシグナリングを使用

するには、このオプションを選択します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
[ポートの設定（Port Configuration）]ウィンドウは、デバイスプロトコルとしてアナログアクセ
スに対するポートインターフェイスの設定を表示します。

ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、デバイスプールを選択
します。

ステップ 7 [ポートの設定（PortConfiguration）]ウィンドウでその他のフィールドを設定します。フィールド
の説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 9 これはオプションです。MGCP IOSゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するに

は、[関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストボックスから [ゲートウェイに戻る（Back
to Gateway）]を選択し、[Go（Go）]をクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポート
が表示されます。

次の作業

追加のポートを設定する場合：

• FXOポートの設定, （71ページ）

•デジタルアクセス PRIポートの設定, （75ページ）

• MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）

• BRIポートの設定, （76ページ）

ポートの設定が完了している場合：

•ゲートウェイのリセット, （77ページ）

FXO ポートの設定

MGCP（IOS）ゲートウェイの Foreign Exchange Office (FXO)を設定します。FXOポートを使用し
て、ゲートウェイを PSTNまたはレガシー PBXに接続できます。
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Cisco Unified CommunicationsManagerでは、ループスタートトランクに確実な接続解除監視が
ないことを前提としています。グラウンドスタートとして、確実な接続解除監視を使用して

設定するため、サーバがフェールオーバしても、アクティブコールが保持されます。

（注）

はじめる前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定, （69ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [Find（検索）]をクリックして、FXOポートを設定するゲートウェイを選択します。
ステップ 3 [設定済のスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]領域で、

FXOポートインターフェイスを設定する FXOポートを含む [モジュール（Module）] と [サブユ
ニット（Subunit）] を指定し、設定するポートのポートアイコンをクリックします。

ステップ 4 [ポートタイプ（Port Type）] ドロップダウンリストから、[グラウンドスタート（Ground-Start）]
または [ループスタート（Loop-Start）]を選択します。

VIC-2 FXOポートを設定している場合は、サブユニットモジュールの両方のポートに
同じポートタイプを選択する必要があります。

（注）

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、デバイスプールを選択
します。

ステップ 6 [アテンダントDN（AttendantDN）]ボックスに、このポート接続からのすべての着信コールをルー
ティングする電話番号を入力します。たとえば、ゼロまたは担当者の電話番号です。

ステップ 7 [ポートの設定（PortConfiguration）]ウィンドウの他のフィールドに入力します。フィールドの説
明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 9 これはオプションです。MGCP IOSゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するに

は、[関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストボックスから [ゲートウェイに戻る（Back
to Gateway）]を選択し、[Go（Go）]をクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポート
が表示されます。

次の作業

追加のポートを設定する場合：

• FXSポートの設定, （70ページ）

• FXOポートの設定, （71ページ）

•デジタルアクセス PRIポートの設定, （75ページ）
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• MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）

• BRIポートの設定, （76ページ）

ポートの設定が完了している場合：

•ゲートウェイのリセット, （77ページ）

MGCP ゲートウェイ用デジタルアクセス T1 ポートの設定

MGCP（IOS）ゲートウェイでデジタルアクセス T1 CASポートのポートインターフェイスを設
定します。

はじめる前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定, （69ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、T1ポートを設定するゲートウェイを選択します。
ステップ 3 [設定済みスロット、VIC、エンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]領域で、デジ

タルアクセスT1（T1-CAS）ポートを設定するモジュールとサブユニットを見つけ、該当するポー
トアイコンをクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストボックスから、[デジタルアク
セス T1（Digital Access T1）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 適切なゲートウェイ設定を入力します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オ

ンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デジタルアクセス T1 CASポートインターフェイスにポートを追加します。

• MGCPゲートウェイでのデジタルアクセス T1ポートの追加, （73ページ）

MGCP ゲートウェイでのデジタルアクセス T1 ポートの追加

MGCPゲートウェイで、T1 CASポートを T1デジタルアクセスポートインターフェイスに追加
および設定します。最大 24の T1 CASポートを追加および設定できます。個別に、または特定の
ポート範囲で同時に、ポートの追加および設定ができます。特定のポート範囲を入力すると、Cisco
Unified Communications Managerが、その設定をそのポート範囲全体に適用します。

はじめる前に

MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [ゲー
トウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、T1 CASポートインターフェイスを含むゲートウェイを選択しま
す。

ステップ 3 [新規ポートの追加（Add a New Port）]をクリックします。
ステップ 4 [ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスから、追加するポートのタイプを選

択して、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 5 [開始ポート番号（Beginning Port Number）]と [終了ポート番号（Ending Port Number）]フィール

ドにポート番号を入力し、追加と設定を行うポート範囲を指定します。たとえば、1から 10の
ポートを、ポートインターフェイスに同時に追加するには、1と 10を入力します。

ステップ 6 [通信の方向（Port Direction）]ドロップダウンリストボックスから、このポートを通過するコー
ルの方向を設定します。

• [双方（Bothways）]：発着信コールの両方を許可する場合、このオプションを選択します。

• [インバウンド（Inbound）]：着信コールのみを許可する場合、このオプションを選択しま
す。

• [アウトバウンド（Outbound）]：アウトバウンドコールのみを許可する場合、このオプショ
ンを選択します。

ステップ 7 EANDMポートの場合、[発信者選択（Calling Party Selection）]ドロップダウンリストボックスか
ら、このポートに接続されているデバイスからのアウトバウンドコールの発信者番号をどのよう

に表示させるかを選択します。

• [発信元（Originator）]：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect Number）]：リダイレクト側デバイスの電話番号を
送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect Number）]：コールをリダイレクトする最後のデバ
イスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外線）（First Redirect Number (External)）]：外部電話マスクが適
用されている、リダイレクトを行う最初のデバイスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（外線）（First Redirect Number (External)）]：外部電話マスクが適
用されている、リダイレクトを行う最後のデバイスの電話番号を送信します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 9 これはオプションです。MGCPゲートウェイに追加のポートを設定するには、[関連リンク（Related

Links）]から、[ゲートウェイに戻る（Back to Gateway）]を選択し、[移動（Go）]をクリックし
ます。デジタルアクセス T1ポートインターフェイスが表示されたら、次のいずれかの手順を実
行します。
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•このポートインターフェイスに、デジタルアクセス T1 CASポートをさらに追加するには、
この手順のステップ 3に戻ります。

•ゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するには、[関連リンク（RelatedLinks）]
から、[MGCPの設定に戻る（Back to MGCP Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をク
リックします。[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]ウィンドウに、ゲートウェイ
のサブユニットモジュールで使用可能なポートが表示されます。

次の作業

ゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定する場合：

• FXSポートの設定, （70ページ）

• FXOポートの設定, （71ページ）

• MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）

•デジタルアクセス PRIポートの設定, （75ページ）

• BRIポートの設定, （76ページ）

ポートの設定を完了した場合：

•ゲートウェイのリセット, （77ページ）

デジタルアクセス PRI ポートの設定

MGCP (IOS)ゲートウェイの PRIポートインターフェイスを設定します。

はじめる前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定, （69ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、PRIポートを設定するゲートウェイを選択します。
ステップ 3 [設定済のスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）] 領域で、

設定する BRIポートを含むモジュールおよびサブユニットを指定し、設定する BRIポートに対応
するポートアイコンをクリックします。
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[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]ウィンドウに、BRIポートインターフェイスが表
示されます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、デバイスプールを選択
します。

ステップ 5 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウで、その他のフィールドを設定しま
す。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 これはオプションです。ゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するには、[関連リ

ンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから、[MGCP設定に戻る（Back to MGCP
Configuration）]を選択し、[Go（Go）]をクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポート
インターフェイスが表示されます。

次の作業

追加のポートインターフェイスを設定する場合：

• FXSポートの設定, （70ページ）

◦ FXOポートの設定, （71ページ）

• MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）

• BRIポートの設定, （76ページ）

ポートの設定が完了している場合：

•ゲートウェイのリセット, （77ページ）

BRI ポートの設定

MGCP（IOS）ゲートウェイの BRIポートインターフェイスを設定します。

はじめる前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定, （69ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、BRIポートを設定するゲートウェイを選択します。
ステップ 3 [設定済みスロット、VIC、エンドポイント（Configured Slots, VICs andEndpoints）]セクションで、

BRIポートを使用するサブユニットを検索し、設定するポートのポートアイコンをクリックしま
す。
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[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウに BRIポートインターフェイスの情
報が表示されます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、デバイスプールを選択
します。

ステップ 5 適切なゲートウェイおよびポートの設定情報を入力します。フィールドとその設定オプションの

詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 これはオプションです。ゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するには、[関連リ

ンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから [MGCP設定に戻る（Back to MGCP
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウに、MGCPゲートウェイに使用可能な
ポートインターフェイスが表示されます。

次の作業

ゲートウェイの追加ポートを設定するには、次の手順を実行します:

• FXSポートの設定, （70ページ）

• FXOポートの設定, （71ページ）

• MGCPゲートウェイ用デジタルアクセス T1ポートの設定, （73ページ）

•デジタルアクセス PRIポートの設定, （75ページ）

ポートの設定が完了した場合：

•ゲートウェイのリセット, （77ページ）

ゲートウェイのリセット

ほとんどのゲートウェイは、設定の変更が適用されるようにリセットする必要があります。リセッ

トを行う前に、必要なゲートウェイ設定をすべて完了することをお勧めします。

H.323ゲートウェイをリセットしても Cisco Unified Communications Managerが読み込んだ設定
を再初期化するだけで、ゲートウェイを物理的に再起動したり、リセットしたりはしません。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[Device] > [Gateway]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ゲートウェイを選択します。
ステップ 3 リセットするゲートウェイの横のチェックボックスをクリックして、[リセット選択済み（Reset

Selected）]をクリックします。[デバイスリセット（DeviceReset）]ダイアログボックスが表示さ
れます。次のいずれか 1つの処理を実行します。

ステップ 4 [リセット（Reset）]をクリックします。

SCCP ゲートウェイの設定
SCCPとしてゲートウェイプロトコルを使用するようにシスコのゲートウェイを設定します。こ
の導入オプションは、FXSポートまたは BRIポートを使用して、アナログアクセスデバイスと
ISDN BRIのデバイスに Cisco Unified Communications Managerを接続するために使用できます。
SCCPゲートウェイをデジタルアクセスの T1トランクまたは E1トランクに接続することはでき
ません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）] ドロップダウンリストボックスで、SCCPを使用する

ゲートウェイを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストボックスで、[SCCP（SCCP）]を選択します。
ステップ 5 [設定済のスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]領域で、

次の手順を実行します。

a) 各 [モジュール（Module）]ドロップダウンリストボックスで、ゲートウェイにインストール
されているネットワークインターフェイスのモジュールハードウェアに対応するスロットを

選択します。

b) 各 [サブユニット（Subunit）]で、ゲートウェイにインストールされているVICを選択します。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウで、その他のフィールドを設定しま
す。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [Save]をクリックします。
ポートのアイコンが、サブユニットモジュールの横に表示されます。各ポートのアイコンは、

ゲートウェイで設定可能なポートのインターフェイスに対応します。該当するポートのアイコン

をクリックして、ポートのアナログアクセスまたは ISDN BRI電話を設定できます。
ステップ 8 アップデートが完了したら、次の手順を実行して、ゲートウェイの変更を適用します。
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a) [ゲートウェイのリセット（ResetGateway）]をクリックします。[ゲートウェイの再起動（Restart
Gateway）]のポップアップが表示されます。

b) [リセット（Reset）]をクリックします。

次の作業

関連トピック

コールルーティングの設定, （145ページ）
アナログアクセス電話の設定

ISDN BRI電話の設定

SIP ゲートウェイの設定
CiscoUnified CommunicationsManagerで SIPゲートウェイを設定するには、次のタスクを実行しま
す。シスコのゲートウェイやサードパーティのゲートウェイの多くは、SIPを使用して設定できま
す。Cisco Unified Communications Managerには、SIPゲートウェイ用のゲートウェイデバイスタ
イプは含まれないことに注意してください。

はじめる前に

CiscoUnifiedCommunicationsManagerでゲートウェイを追加する前に、ネットワークにゲートウェ
イのハードウェアをインストールし、ゲートウェイの IOSソフトウェアを設定する必要がありま
す。詳細については、ゲートウェイの前提条件を参照してください。

•ゲートウェイ設定の前提条件, （66ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPを設定し、SIPゲートウェイに接続するトラン
クによって使用されるSIPプロファイルに適用しま
す。

SIPプロファイルの設定, （80
ページ）

ステップ 1   

SIPゲートウェイに接続するトランクによって使用
される SIPトランクセキュリティプロファイルを

SIPトランクセキュリティプ
ロファイルの設定, （80ペー
ジ）

ステップ 2   

設定します。デバイスのセキュリティモード、ダ

イジェスト認証、着信転送タイプや発信転送タイプ

の設定などのセキュリティ設定が行えます。

SIPゲートウェイを指し示す SIPトランクを設定し
ます。SIPプロファイルと SIPトランクセキュリ
ティプロファイルを SIPトランクに適用します。

SIPゲートウェイに対する SIP
トランクの設定,（81ページ）

ステップ 3   
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関連トピック

コールルーティングの設定, （145ページ）

SIP プロファイルの設定

SIPゲートウェイ接続の SIPプロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

•既存のプロファイルを選択するには、[検索（Find）]をクリックして SIPプロファイルを選
択します。

ステップ 3 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドを含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定, （80ページ）

SIP トランクセキュリティプロファイルの設定

SIPゲートウェイに接続するトランクのセキュリティ設定を含む SIPトランクセキュリティプロ
ファイルを設定します。

はじめる前に

SIPプロファイルの設定, （80ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [セキュ
リティ（Security）] > [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選
択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のプロファイルを選択するには、[検索（Find）]をクリックし、既存のプロファイルを選
択します。
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b) 新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィン
ドウの各フィールドに入力します。フィールドの詳細説明については、オンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 4 [Save]をクリックします。

次の作業

SIPゲートウェイに対する SIPトランクの設定, （81ページ）

SIP ゲートウェイに対する SIP トランクの設定

SIPを使用する Ciscoまたはサードパーティ製のゲートウェイに Cisco Unified Communications
Managerを接続するために SIPトランクを設定します。この設定では、[ゲートウェイの設定
（Gateway Configuration）]ウィンドウでデバイスとしてゲートウェイを入力する必要がなくなり
ます。

はじめる前に

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定, （80ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい SIPトランクを設定します。
ステップ 3 [トランクタイプ（TrunkType）]ドロップダウンリストボックスから [SIPトランク（SIPTrunk）]

を選択します。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストボックスから [なし（None）]を選択します。
ステップ 5 [SIP情報（SIP Information）]ペインの [宛先アドレス（Destination Address）]フィールドに、SIP

ゲートウェイの IPアドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコードを入力します。
ステップ 6 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリスト

ボックスから、このゲートウェイに設定した SIPトランクセキュリティプロファイルを選択しま
す。

ステップ 7 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストボックスから、このゲートウェイに設定
した SIPプロファイルを選択します。

ステップ 8 [SIPトランク設定（SIPTrunkConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィール
ドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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関連トピック

コールルーティングの設定, （145ページ）

H.323 ゲートウェイの設定
CiscoUnified CommunicationsManagerでH.323ゲートウェイを設定して、ゲートキーパー非制御の
H.323を導入します。

H.323ゲートキーパーを導入しない場合は、ゲートキーパー制御のH.225トランクをセットアッ
プして、H.323ゲートウェイを追加することもできます。ゲートキーパーの使用率は、近年減
少傾向にあるため、このシナリオは本書には記載していません。ゲートキーパーおよび H.225
ゲートキーパー制御のトランクを設定するには、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイドリリース 10.0(1)』を参照してください。

（注）

ゲートウェイがCisco Unified CommunicationsManagerで登録されている場合、ゲートウェイの
登録ステータスは、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]に不明として表示される場合があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスから、H.323ゲートウェ

イを選択します。

ステップ 4 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ゲートウェイの IPアドレスまたはホスト名を入力
します。

ステップ 5 H.235を使用してセキュアチャネルを設定するには、[H.235データのパススルー（H.235 Data
Passthrough）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ほとんどのゲートウェイでは、設定の変更を適用するためにリセットする必要があります。必要

なすべてのゲートウェイを設定してからリセットを実行することを推奨します。
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関連トピック

コールルーティングの設定, （145ページ）

ゲートウェイに対するクラスタ全体のコール分類の設定

ネットワークゲートウェイの [コールの分類（Call Classification）]を設定します。この設定は、
システムがネットワークでゲートウェイが内部（OnNet）、または外部（OffNet）であると見なす
かどうかを決定します。

[コールの分類（Call Classification）]フィールドが、個々のゲートウェイポートインターフェイ
スの設定ウィンドウに表示されます。デフォルトでは、各ゲートウェイポートインターフェイス

はクラスタ全体のサービスパラメータの設定を使用するように設定されています。ただし、ポー

トの [コールの分類（Call Classification）]がクラスタ全体のサービスパラメータと異なる設定で
ある場合、そのポートの設定がサービスパラメータ設定をオーバーライドします。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco CallManagerサービスが動作して
いるサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[CiscoCallManager（CiscoCallManager
）]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -概要）（Clusterwide Parameters (Device - General)）]で、
[コールの分類（Call Classification）]サービスパラメータに次の値のいずれかを設定します。

• [OnNet（OnNet）] —このゲートウェイからのコールが、企業ネットワーク内から発信され
ているものと分類されます。

• [OffNet（OffNet）] —このゲートウェイからのコールが、企業ネットワーク外から発信され
ているものと分類されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

OffNetゲートウェイ転送のブロック, （83ページ）

OffNet ゲートウェイ転送のブロック
この手順は、ある外部（OffNet）ゲートウェイから別の外部（OffNet）ゲートウェイに転送される
コールをブロックするようにシステムを設定する場合に使用します。デフォルトでは、ある外部

ゲートウェイから別の外部ゲートウェイへの転送は許可されます。
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ゲートウェイが外部（OffNet）であるか内線（OnNet）であるかどうかを判別する設定は、コール
分類設定によって決定されます。このフィールドはクラスタ全体のサービスパラメータを使用す

るか、または、次のポートインターフェイスのいずれかを設定することで、設定できます。

• MGCP T1/E1ポートインターフェイス

• MGCP FXOポートインターフェイス

• H.323ゲートウェイ

• SIPトランク

はじめる前に

ゲートウェイに対するクラスタ全体のコール分類の設定, （83ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco CallManagerサービスが動作して
いるサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [OffNetから OffNetへの転送をブロック（Block OffNet to Offnet Transfer）]サービスパラメータを

設定します。

• [True]：2つの外部（OffNet）ゲートウェイ間の転送を無効にするには、このオプションを選
択します。

• [False]：2つの外部（OffNet）ゲートウェイ間の転送を許可するには、このオプションを選択
します。これがデフォルトのオプションです。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
また、ゲートウェイをルートパターンに関連付け、[ルートパターンの設定（Route
Pattern Configuration）]ウィンドウで [コールの分類（Call Classification）]を設定するこ
とで、ゲートウェイを介してコールを OnNetまたは OffNetとして分類することもでき
ます。

（注）
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第 10 章

SIP の正規化および透明性の設定

• SIPの正規化および透明性の概要, 85 ページ

• SIPの正規化および透明性の前提条件, 86 ページ

• SIPの正規化および透明性設定のタスクフロー, 87 ページ

SIP の正規化および透明性の概要
SIPの正規化と透明性は、Cisco Unified Communications Managerと、SIPを別の仕方で実装するエ
ンドポイント、サービスプロバイダー、PBX、ゲートウェイとの間の SIP相互運用性の問題を扱
う、オプションの機能です。SIPの正規化と透明性を設定するには、SIPトランクまたは SIP回線
に対して、カスタマイズされたLuaスクリプトを適用します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、SIPトランクまたは SIP回線を介して伝送される SIPメッセージにこのスクリプトを適用しま
す。

インストール時に、Cisco Unified CommunicationsManagerには、システムの SIPトランクと SIPプ
ロファイルに割り当てられる、デフォルトの正規化と透明性スクリプトが含まれています。また、

独自のカスタマイズされたスクリプトを作成し、インポートできます。

SIP の正規化

SIPの正規化スクリプトは、着信および発信 SIPメッセージを変更します。たとえば、Cisco
TelePresence Video Communication Serverで Cisco Unified Communications Managerを相互運用して
いたら、その 2つを接続する vcs-interopスクリプトを適用します。このスクリプトは、2つの製
品が通信できるように SIPメッセージの違いを解決します。

正規化スクリプトは、どのSIPトランク接続にも適用できます。SIPトランクを結合するエンドポ
イントで使用されているプロトコルには関係ありません。

SIP の透明性

SIP透明性スクリプトを使用すると、Cisco Unified Communications Managerは独自のヘッダーや 1
つのコールレッグから他へのSIP情報を透過的に渡します。透明性が有効になるには、両方のコー
ルレッグが SIPである必要があります。
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SIPの透明性のもう 1つの特徴はREFER透明性です。これは、REFER要求に作用することなく、
Cisco Unified Communications Managerが REFER要求を渡すことを可能にします。REFER透明性を
コールセンター環境で使用できます。コールセンターでは、中央集中型エージェントがコールに

応答すると、その発信者と同じ地理的領域にいるエージェントにコールを転送します。REFER透
明性により、中央集中型の Cisco Unified Communications Managerはそのコールを除外し、コール
制御を新しいエージェントに移します。

SIP の正規化と透明性のデフォルトスクリプト
インストール時に、Cisco Unified Communications Managerには、SIPの正規化と透明性に対応する
次のデフォルトスクリプトが含まれます。これらのスクリプトはSIPトランクまたはSIPプロファ
イルに適用できますが、これらのスクリプトを編集することはできません。

• HCS-PCV-PAI passthrough：エンタープライズ IMSと Cisco HCSプラットフォームとの統合
を提供します。

• cisco-telepresence-conductor-interop：TelePresence Conductorに登録されたエンドポイントの相
互運用性を提供します。

• cisco-telepresence-mcu-ts-direct-interop：CiscoUnifiedCommunicationsManagerとCisco TelePresence
MCUまたは Cisco TelePresence Serverのいずれかとの間に相互運用性を提供します。

• diversion-counter：転送カウンタを調整するための機能を提供します。

• refer-passthrough：SIPトランク間のブラインド転送に起因してコールから Cisco Unified
Communications Managerを削除します。

• vcs-interop：Cisco TelePresence Video Communications Serverに登録されているエンドポイント
の相互運用性を提供します。

SIP の正規化および透明性の前提条件
SIPの正規化と透明性を設定する前に、次の前提条件を確認してください。

•導入しようとしている SIPデバイスが SIPを実装している方法を理解していることを確認し
ます。たとえば、Cisco Unified Communications Managerを Cisco TelePresence Video
Communication Serverと相互運用しているときは、その 2つの製品を接続する SIPトランク
に vcs-interopスクリプトを適用する必要があります。

•デフォルトのスクリプトを確認し、ニーズを満たすことを確認します。詳細は、SIPの正規
化と透明性のデフォルトスクリプト, （86ページ）を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerをサードパーティの SIP製品と相互運用する計画があ
る場合は、カスタムスクリプトを作成する必要があるかどうかを判断できるように、サード

パーティの製品が SIPを実装している方法を十分理解しておいてください。

•独自のカスタムスクリプトを開発するつもりであれば、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
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products-programming-reference-guides-list.htmlの、「Developer Guide for SIP Normalization and
Transparency」を確認します。

SIP の正規化および透明性設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。事前インストール済みスクリプ

トのいずれもニーズを満たしていない場合は、次の手順

新しいSIPの正規化および透
明性透明性スクリプトの作

成, （87ページ）

ステッ

プ 1   
を使用して、カスタマイズされたスクリプトを設定しま

す。[SIP正規化スクリプトの設定（SIP Normalization
ScriptConfiguration）]ウィンドウで新しいスクリプトを
作成するか、またはカスタマイズされたスクリプトをイ

ンポートできます。

[トランクの設定（TrunkConfiguration）]ウィンドウで、
SIPトランクにスクリプトを直接適用します。Cisco

SIPトランクに正規化または
透明性スクリプトを適用, （
88ページ）

ステッ

プ 2   
Unified Communications Managerは、トランクを通過す
るすべてのSIPメッセージングにスクリプトを適用しま
す。

SIP回線に正規化スクリプトまたは透明性スクリプトを
適用する場合は、その SIP回線に関連付けられている

正規化または透明性スクリプ

トの SIP回線への適用, （89
ページ）

ステッ

プ 3   
SIPプロファイルにスクリプトを適用します。Cisco
Unified Communications Managerは、その SIPプロファ
イルを使用するすべてのSIPメッセージングにスクリプ
トを適用します。

新しい SIP の正規化および透明性透明性スクリプトの作成
デフォルトの正規化と透明性スクリプトが要望を満たさない場合は、次の手順を使用して新しい

LUAスクリプトを作成します。Cisco Unified Communications Managerで新しいスクリプトを作成
するか、またはシステムにファイルをインポートします。
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ユーザが作成するスクリプトがデフォルトのスクリプトに類似していたら、[SIP正規化スクリ
プト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウでデフォルトスクリプトを開
き、[コンテンツ（Contents）]テキストボックスをコピーします。新しいスクリプトを作成し
て、その内容を [コンテンツ（Contents）]テキストボックスに貼り付けます。これで、新しい
スクリプトの内容を編集できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
ス設定（Device Settings）] > [SIP正規化スクリプト（SIP Normalization Script）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[SIP正規化スクリプト設定（SIPNormalization Script Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 スクリプトの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
ステップ 4 新しいスクリプトを作成している場合は、[コンテンツ（Contents）]テキストボックスのスクリプ

トを編集します。

ステップ 5 これはオプションです。インポートする外部ファイルがあれば、次の手順を実行します

a) [ファイルのインポート（Import File）]をクリックします。
b) [参照（Browse）]してファイルを見つけ、選択します。
c) [ファイルのインポート（Import File）]をクリックします。

[SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウに、[コンテン
ツ（Contents）]テキストボックスにインポートしたファイルの内容が表示されます。

ステップ 6 [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウのフィールドを完
成します。フィールドとその内容のヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

スクリプトを SIPプロファイルまたは SIPトランクに指定します。

• SIPトランクに正規化または透明性スクリプトを適用, （88ページ）

•正規化または透明性スクリプトの SIP回線への適用, （89ページ）

SIP トランクに正規化または透明性スクリプトを適用
SIPトランクに SIPの正規化または透明性スクリプトを適用するには、次の手順を使用します。
CiscoUnified CommunicationsManagerは、トランクを通過する SIPメッセージにスクリプトを適用
します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、スクリプトを適用するトランクを選択します。
ステップ 3 [正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストボックスから、トランクに適

用するスクリプトを選択します。

ステップ 4 これはオプションです。SIPメッセージング内の特定のパラメータを正規化するには、次の手順を
実行します。

a) 正規化する [パラメータ名（Parameter Name）]および、パラメータに適用する値を [パラメー
タ値（ParameterValue）]に入力します。たとえば、パラメータ名として場所、パラメータ値と
してノースカロライナと入力できます。

b) そのほかのパラメータを追加するには、[（+）]ボタンをクリックし、追加のパラメータと値
を入力する行を作成します。

ステップ 5 これはオプションです。スクリプトに SDIトレースを実行するには、[トレースを有効化（Enable
Trace）]チェックボックスをオンにします。

スクリプトをデバッグする時には、トレースを有効化することを推奨しま

す。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

正規化または透明性スクリプトの SIP 回線への適用
正規化または透明性スクリプトをSIP回線に適用するには、そのSIP回線で使用するSIPプロファ
イルにスクリプトを適用します。Cisco Unified Communications Managerは、そのスクリプトを、
その SIPプロファイルを使用するすべての SIPメッセージングに適用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、スクリプトを適用する SIPプロファイルを選択します。
ステップ 3 [正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストボックスから、トランクに適

用するスクリプトを選択します。

ステップ 4 これはオプションです。SIPメッセージング内の特定のパラメータを正規化するには、次の手順を
実行します。

a) 正規化する [パラメータ名（Parameter Name）]および、パラメータに適用する値を [パラメー
タ値（ParameterValue）]に入力します。たとえば、パラメータ名として場所、パラメータ値と
してノースカロライナと入力できます。
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b) そのほかのパラメータを追加するには、[（+）]ボタンをクリックし、追加のパラメータと値
を入力する行を作成します。

ステップ 5 これはオプションです。スクリプトに SDIトレースを実行するには、[トレースを有効化（Enable
Trace）]チェックボックスをオンにします。

スクリプトをデバッグする時には、トレースを有効化することを推奨しま

す。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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第 11 章

SDP 透明性プロファイルの設定

• SDP透明性プロファイルの概要, 91 ページ

• SDPの透明性プロファイルの制限事項, 92 ページ

• SDP透明性プロファイルの前提条件, 92 ページ

• SDP透明性プロファイルの設定, 92 ページ

SDP 透明性プロファイルの概要
SDP透明性プロファイルには、システムがCiscoUnifiedCommunicationsManagerによってネイティ
ブでサポートされていない宣言的属性を入力コールレッグから出力コールレッグにパススルー

できるようにする宣言的SDP属性のルールセットが含まれています。SDP透明性プロファイルが
ないと、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはサポートされていなSDP属性をドロップします。

SDP透明性プロファイルに複数のルールを設定し、それらを SIPプロファイルを介して SIPデバ
イスまたはトランクに適用できます。SDP透明性プロファイルを適用するには、両方のコール
レッグが SIPである必要があります。次のタイプの SDP属性ルールを設定できます。

•プロパティ：ルールがプロパティ属性に対して設定されると、Cisco Unified Communications
Managerは、属性に値がある場合を除き、SDP属性をパススルーします。

•任意の値：ルールが任意の値に対して設定されると、値が 1つ以上の空白以外の文字で構成
されている限り、SDP属性はパススルーされます。

•リストからの値：ルールがこのオプションを使用して設定されると、値が指定された値のい
ずれかに一致する限り、SDP属性はパススルーされます。最大 5つの候補値を設定できま
す。
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SDPの透明性プロファイルの制限事項
次の制約事項は、SDP透明性プロファイルに適用されます。これらの状況のいずれかが出力コー
ルレッグに発生すると、Cisco Unified Communications Managerは宣言型 SDP属性を通過させませ
ん。

•パススルーをサポートしていない、1つ以上のメディアターミネーションポイント（MTPs）
またはトラステッドリレーポイントが割り当てられます

• [メディアターミネーションポイントが必要（Media Termination Point Required）]チェック
ボックスを、SIPトランク用にチェックします

•トランスコーダが使用されます

• RSVPが使用されます

•入力コールレッグでは遅延オファーが使用されている一方、出力コールレッグでは早期オ
ファーが使用されている場合。

•メディアの回線は拒否されました（port=0）

•いずれかのコールレッグが、SIP以外のプロトコルを使用している場合

SDP 透明性プロファイルの前提条件
サードパーティ製 SIP製品の導入を計画している場合は、その製品が Session Description Protocol
（SDP）を実装している方法を理解していることを確認します。

SDP 透明性プロファイルの設定
Cisco Unified Communications Managerでネイティブでサポートされていない宣言された SDP属性
のルールセットを SDP透明性プロファイルに設定します。SDP透明性プロファイルが SIPデバイ
スに適用される場合、Cisco Unified Communications Managerは入力コールレッグから出力コール
レッグに SDP属性を渡します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [SDP透
明性プロファイル（SDP Transparency Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]と [説明（Description）]に入力します。
ステップ 4 [属性情報（Attribute Information）]ペインで、パススルーする SDP属性のルールを作成します。
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•プロパティ属性をパススルーするには、[名前（Name）]テキストボックスに属性（たとえ
ば a=recvonly）を入力し、[タイプ（Type）]ドロップダウンリストボックスから [プロパティ
（Property）]を選択します。

•値属性をパススルーするには、[名前（Name）]テキストボックスに属性（たとえばa=rtpmap）
を入力し、[タイプ（Type）]ドロップダウンリストボックスから [値（Any Value）]を選択
します。

•最大5つの値がある値属性をパススルーするには、[名前（Name）]フィールドに属性（たと
えば a=rtpmap）を入力し、[タイプ（Type）]ドロップダウンリストボックスから [値（Any
Value）]を選択します。結果の [値（Value）]テキストボックスに、属性の値を入力します。
[+]をクリックして、この属性に最大 5つの値を追加できます。

ステップ 5 この透明性プロファイルの追加SDP属性を入力できる新しい行を作成するために[（+）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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第 12 章

SIP プロファイルの設定

• SIPプロファイルの概要, 95 ページ

• SIPプロファイルの設定, 96 ページ

SIP プロファイルの概要
SIPプロファイルは、共通の SIP設定で成り立つテンプレートです。ネットワーク内のすべての
SIPトランクと SIPデバイスに SIPプロファイルを割り当てる必要があります。SIPプロファイル
を設定し、SIPトランクまたは SIPデバイスにそのプロファイルを割り当てるとき、SIPの設定が
そのトランクまたはデバイスに適用されます。

SIPプロファイルがなければ、ネットワーク上のそれぞれの SIPトランクと SIPデバイスに SIPを
個別に設定する必要があります。ただし、SIPプロファイルを使用して、次のようなさまざまな
SIPの設定を割り当てることができます。

• MTPテレフォニーペイロードタイプ

• SIPヘッダー詳細

• SIPメッセージのタイマーとカウンタ

• SDPの相互運用性のための SDPの透明性プロファイル

• SIP回線の SIP標準化と透明性スクリプト

• SIP OPTIONSの設定

• SIP Early Offerサポート

•コールピックアップ URI
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SIP プロファイルの設定
SIPプロファイルを設定するには、この手順を使用します。インストール時に、Cisco Unified
Communications Managerにはデフォルト SIPプロファイルのグループが含まれます。デフォルト
の SIPプロファイルを編集、または新しい SIPプロファイルを作成できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、SIPプロファイルを選択
します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 SIP電話およびトランクで IPv4と IPv6の両方のスタックをサポートする場合、デュアルスタッ
ク SIPトランクおよび SIPデバイスを設定する場合は、[ANATの有効化（Enable ANAT）]チェッ
クボックスを選択して代替ネットワークアドレスタイプを有効にします。この設定では、デバイ

スまたはトランクの SIPシグナリングに、IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を同時に含めるこ
とができます。

ステップ 4 この SIPプロファイルを使用するトランクやデバイスに SDPの透明性プロファイルを割り当てる
場合、[SDPの透明性プロファイル（SDP Transparency Profile）]ドロップダウンリストボックス
から、プロファイルを選択します。

ステップ 5 この SIPプロファイルを使用する SIPデバイスに正規化または透明性スクリプトを割り当てる場
合、[正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストボックスから、適用する
スクリプトを選択します。

ステップ 6 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを入力しま
す。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

トランクまたはデバイスでSIPプロファイルを使用できるようにするには、[トランクの設定（Trunk
Configuration）]ウィンドウでトランクに、または [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンド
ウでデバイスにプロファイルを関連付ける必要があります。

関連トピック

SIPトランクの設定, （105ページ）
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第 13 章

デュアルスタックの IPv6 の設定

• デュアルスタックアドレッシングの概要, 97 ページ

• デュアルスタック IPv6の前提条件, 98 ページ

• デュアルスタック IPv6設定のタスクフロー, 98 ページ

デュアルスタックアドレッシングの概要

SIP導入に IPv6アドレッシングが必要な場合は、デュアルスタック IPv4および IPv6アドレッシ
ングをサポートするように、Cisco Unified Communications Managerを設定できます。デフォルト
では、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは IPv4アドレッシングに対して有効になっています。
システムは引き続き IPv4のみをサポートするデバイスとやり取りする必要があるため、システム
レベルで IPv6のみをサポートするように Cisco Unified Communications Managerを設定することは
できません。ただし、IPv6アドレッシングが必要な場合は、デュアルスタックトランクとデバイ
スを設定できます。

システムレベルでのデュアルスタック IPv6

Cisco Unified Communications Managerがデュアルスタックアドレッシング対応として設定されて
いる場合、システムは次のシナリオのコールを設定できます。

•コール内の全デバイスが IPv4のみをサポートしている

•コール内の全デバイスが IPv6のみをサポートしている

•コール内の全デバイスがデュアルスタックモードである：このシナリオでは、システムは
シグナリングイベントの [シグナリングの IPアドレッシングモード設定（IPAddressingMode
Preference for Signaling）]設定とメディアイベントの [メディアの IPアドレッシングモード
設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]エンタープライズパラメータを設定するこ
とで、IPアドレスのタイプを判別します。

•一方のデバイスが IPv4のみをサポートし、他方は IPv6のみをサポートしている：このシナ
リオでは、Cisco Unified Communications ManagerはMTPをコールパスに挿入し、2つのアド
レッシングタイプの間でシグナリングを変換します。
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Cisco Unified Communications Managerは、SIP環境でのみ IPv6アドレスをサポートします。H.323
導入の場合、IPv4デバイスと IPv6デバイスが通信できるように、システムはMTPをコールパス
に挿入します。

デバイスのデュアルスタック IPv6

デバイスレベルでは、電話、ゲートウェイ、会議ブリッジなどの多数のデバイスとメディアリ

ソースを設定できます。それらは、IPv4アドレッシングのみ、IPv6アドレッシングのみ、または
デュアルスタックを使用するように設定できます。シグナリングとメディアイベントの両方に対

して優先されるアドレッシング方式を設定できます。

SIPデバイスの場合、Alternate Network Address Type（ANAT）機能を設定することもできます。
この機能によって、登録済みの SIPデバイスは、IPv4アドレスと IPv6アドレスを同時に保持でき
ます。デバイスはいずれかのアドレスタイプを使用して通信できるため、IPv4ネットワークと
IPv6ネットワークの両方でシームレスに相互運用できます。デバイスに割り当てられた SIPプロ
ファイルで ANATを有効にすることで、SIPデバイスの ANATを有効化できます。

デュアルスタック IPv6 の前提条件
Cisco Unified Communications Managerにデュアルスタック IPv6サポートを設定する前に、IPv6を
サポートするように、次のネットワークサーバとデバイスを設定する必要があります。詳細につ

いては、デバイスのユーザドキュメントを参照してください。

• DHCPおよびDNSサーバに IPv6サポートをプロビジョニングします。CiscoNetworkRegistrar
サーバは、DHCPおよび DNS対応の IPv6をサポートします。

•ゲートウェイ、ルータ、MTPなどのネットワークデバイスの IOSに IPv6サポートを設定し
ます。

• IPv6を実行するための TFTPサーバを設定します。

デュアルスタック IPv6 設定のタスクフロー
システムのデュアルスタック IPv6を設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスをサポートするオペレーティン
グシステムを設定します。

オペレーティングシステムでの

IPv6の設定, （99ページ）
ステップ 1   

IPv6アドレスを使用して、クラスタのサーバ
を設定します。

IPv6のサーバの設定, （100ペー
ジ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6のシステムを有効にするエンタープライ
ズパラメータを設定します。

IPv6の有効化, （100ページ）ステップ 3   

IPアドレッシング方式が推奨されるクラスタ
設定を設定します。

IPアドレッシングの優先順位の設
定, （101ページ）

ステップ 4   

次のネットワークサービスを再起動します。サービスの再起動,（103ページ）ステップ 5   

• Cisco CallManager

• Cisco CTIManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

次の作業

デュアルスタックのトランクを設定する方法については、SIPトランクの設定の章を参照してく
ださい。

• SIPトランクの設定タスクフロー, （107ページ）

SIPデバイスのデュアルスタックを設定する方法については、設定する SIPデバイスのセクショ
ンを参照してください。

オペレーティングシステムでの IPv6 の設定
Cisco Unified OSの管理でイーサネット IPv6をセットアップするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]で、[設定（Settings）] > [IPv6] > [イー
サネット（Ethernet）].を選択します。

ステップ 2 [IPv6を有効にする（Enable IPv6）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 3 [アドレスソース（Address Source）]ドロップダウンリストボックスから、システムが IPv6アド

レスを取得する方法を設定します。

• [ルータアドバタイズメント（Router Advertisement）]：システムが IPv6アドレスを取得する
ためにステートレス自動設定を使用します。

• [DHCP]：システムが DHCPサーバから IPv6アドレスを取得します。
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• [手動入力（ManualEntry）]：IPv6アドレスを手動で入力する場合は、このオプションを選択
します。

ステップ 4 IPv6アドレスの取得方法として手動入力を設定した場合は、次のフィールドに入力します。

• [IPv6アドレス（IPv6 Address）]を入力します。例：fd62:6:96:2le:bff:fecc:2e3a。

• [IPv6マスク（IPv6 Mask）]を入力します。例：64。

ステップ 5 保存した後でシステムを再起動するには、[再起動後に更新（Update with Reboot）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

IPv6のサーバの設定, （100ページ）

IPv6 のサーバの設定
IPv6アドレスを使用して、クラスタのサーバを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択します。
ステップ 2 [IPv6名（IPv6 Name）]フィールドで、次のいずれかの値を選択します。

• DNS設定済みで、DNSサーバが IPv6対応の場合は、サーバのホスト名を入力します。

•それ以外の場合は、非リンクローカル IPv6アドレスを入力します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 各クラスタノードで上記の手順を繰り返します。

次の作業

IPv6の有効化, （100ページ）

IPv6 の有効化
システムで IPv6サポートを設定する場合、システムで IPv6デバイスをサポートできるようにす
る必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [IPv6を有効化（Enable IPv6）]エンタープライズパラメータの値を [True（True）]に設定します。
ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

IPアドレッシングの優先順位の設定, （101ページ）

IP アドレッシングの優先順位の設定
IPアドレスの優先順位を含む共通デバイス設定を実行し、その設定をトランクやデバイスに適用
することで、個別のトランクや SIPデバイスに対して IPアドレッシングの優先順位を設定できま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ全体のエンタープライズパラメータを使用して、

システムレベルの IPアドレスの優先順位を設定します。
クラスタの IPアドレッシ
ングの設定,（101ページ）

ステッ

プ 1   
この設定は、クラスタ内のすべてのSIPデバイスとトラン
クに適用されます。ただし、共通デバイス設定によって

トランクやデバイスが上書きされる場合は除きます。

共通デバイス設定で IPアドレッシングの優先順位を設定
します。SIPトランク、SIP電話、会議ブリッジ、トラン

デバイス用 IPアドレッシ
ングモードの優先順位の設

定, （102ページ）

ステッ

プ 2   
スコーダなどのデュアルスタックデバイスに設定を適用

できます。

共通デバイス設定の IPアドレッシングの優先順
位設定は、共通デバイス設定を使用するデバイ

スに対するクラスタ全体のエンタープライズパ

ラメータ設定を上書きします。

（注）

クラスタの IP アドレッシングの設定

デュアルスタック IPv6でクラスタ全体の IPアドレッシングモードの優先順位を設定するには、
この手順でエンタープライズパラメータを使用します。変更中の共通デバイス設定が特定のトラ
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ンクまたはデバイスに適用されている場合を除き、システムは、その設定をすべての SIPトラン
クおよびデバイスに適用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IPAddressingModePreference forMedia）]のエンター
プライズパラメータの値を [IPv4（IPv4）] または [IPv6（IPv6）] に設定します。

ステップ 3 [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]のエ
ンタープライズパラメータの値を [IPv4（IPv4）] または [IPv6（IPv6）] に設定します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

共通デバイス設定を使用して、IPアドレスの設定を特定の SIPデバイスに適用します。詳細は、
IPアドレッシングの優先順位の設定, （101ページ）を参照してください。

デバイス用 IP アドレッシングモードの優先順位の設定

共通デバイス設定で優先順位を設定することで、個々のデバイスに IPアドレッシングモードの優
先順位を設定できます。トランク、電話機、会議ブリッジ、トランスコーダなどの IPv6アドレッ
シングをサポートする SIPデバイスに共通デバイス設定を適用できます。

共通デバイス設定の IPアドレスの設定は、その共通デバイス設定を使用するデバイスのクラ
スタ全体のエンタープライズパラメータ設定をオーバーライドします。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通
デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。

フィールドとその説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 SIPトランクまたは SCCP電話機では、[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]ドロッ
プダウンリストボックスの値を選択してください。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv4アドレスだけを使用
します。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv6アドレスだけを使用
します。
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• [IPv4および IPv6（IPv4 and IPv6）] —（デフォルト）デバイスはデュアルスタックデバイス
で、利用できる IPアドレスのタイプを使用します。両方の IPアドレスのタイプがデバイス
に設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IPアドレッシングモー
ド優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定を使用し、メディアデバイス
には、[メディア用 IPアドレッシングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]エンタープライズパラメータの設定を使用します。

ステップ 5 デュアルスタックの電話やトランクでは、[シグナリグ用 IPアドレッシングモード優先設定（IP
AddressingMode Preference for Signaling）]ドロップダウンリストボックスで次の IPアドレッシン
グモード優先設定を入力します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv4アドレスを優先して使用
します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv6アドレスを優先して使用
します。

• [システムデフォルトを使用（UseSystemDefault）]—デバイスは、[シグナリグ用 IPアドレッ
シングモード優先設定（IP AddressingMode Preference for Signaling）]エンタープライズパラ
メータの設定を使用します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

IPv6設定が完了したら、サービスの再起動, （103ページ）。

サービスの再起動

システムの IPv6設定したら、基本的なサービスを再起動します。

手順

ステップ 1 CiscoUnified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サー
ビス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 次のそれぞれのサービスに対応するチェックボックスをオンにします。

• Cisco CallManager

• Cisco CTIManager

• Cisco Certificate Authority Proxy Function
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• Cisco IP Voice Media Streaming App

ステップ 3 [再起動（Restart）]をクリックします。
ステップ 4 [OK]をクリックします。
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第 14 章

SIP トランクの設定

• SIPトランクの概要, 105 ページ

• SIPトランク設定の前提条件, 107 ページ

• SIPトランクの設定タスクフロー, 107 ページ

SIP トランクの概要
コール制御シグナリングの SIPを展開している場合、SIPゲートウェイ、SIPプロキシサーバ、
UnifiedCommunicationsアプリケーション、リモートクラスタ、またはセッション管理エディショ
ンなどの外部デバイスに Cisco Unified Communications Managerを接続する SIPトランクを設定し
ます。

Cisco Unified CMの管理の内部で、[SIP Trunk Configuration]ウィンドウには、Cisco Unified
CommunicationsManagerがSIPコールの管理に使用するSIPシグナリング設定が含まれています。

SIPトランクには最大 16の異なる接続先アドレスを割り当てられます。これには、IPv4または
IPv6アドレッシング、完全修飾ドメイン名、単一の DNS SRVレコードを使用します。

SIPトランクの次の機能を設定できます。

•回線と名前の識別サービス

• Delayed Offer、Early Offer、Best Effort Early Offer

•シグナリング暗号化と認証

• SRTPによるメディア暗号化

• IPv6デュアルスタックのサポート

• [ビデオ（Video）]

• BFCPと共有するプレゼンテーション

•遠端カメラ制御

• DTMFリレー
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•発信側の正規化

• URIダイヤル

• Q.SIGサポート

• T.38ファックスサポート

• SIPオプション

• DTMFシグナリングの選択

クラスタ Aからクラスタ Bで小規模 IPテレフォニー（SIPT）の Q.SIGを有効にした場合、匿
名またはテキストで "INVITE"を受領しても、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは "INVITE"
を Q.SIGデータにエンコードしません。リーフクラスタで同じようにデコードすると、何も
表示されず、空の番号が転送されます。

（注）

Q.SIGを有効にすると、URIダイヤルが予期したとおりに応答しません。Q.SIGを無効にする
と、Cisco Call Backが 2つのクラスタ間で応答しません。

（注）

IPv6 デュアルスタックのサポート

また、一般的なデバイス設定で IPアドレッシングモードを設定することで、デュアルスタック
サポートで SIPトランクを設定することもできます。詳細をここに追加します。

安全な SIP トランク

SIPトランクセキュリティプロファイルを設定して、ダイジェスト認証、シグナリングとメディ
アの暗号化などのセキュリティで自分のトランクを設定することもできます。このプロファイル

にはダイジェスト認証や TLSシグナリングが含まれ、そのプロファイルをネットワークの SIPト
ランクに関連付けます。発信メディアを暗号化するには、SRTPメディアを有効にするためにトラ
ンクを設定する必要もあります。

SIP トランクのセキュリティプロファイル概要
ネットワークの各 SIPトランクに SIPトランクセキュリティプロファイルを割り当てる必要があ
ります。デフォルトでは、CiscoUnified CommunicationsManagerがすべての SIPトランクに、事前
に定義された非セキュアな SIPトランクセキュリティプロファイルを適用します。

SIPトランクセキュリティプロファイルを使用することにより、ネットワークの SIPトランクの
TLSシグナリング暗号化とダイジェスト認証のようなセキュリティを設定できます。SIPトラン
クセキュリティプロファイルを設定し、そのプロファイルを SIPトランクに割り当てると、プロ
ファイルのセキュリティの設定がトランクに適用されます。

ネットワークに異なる SIPトランクの設定がある場合に、複数の SIPトランクセキュリティプロ
ファイルを設定することで、さまざまなセキュリティ要件に対応できます。
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ネットワークにセキュリティを設定するには、CTLクライアントをセットアップし、IPSecを
設定する必要もあります。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリ
ティガイド』を参照してください。

（注）

SIP トランク設定の前提条件
SIPトランクを設定する前に、次の手順を実行します。

•トランク接続を把握できるように、ネットワークトポロジを計画します。

•トランクの接続先のデバイスと、それらのデバイスが SIPをどのように実装するかを確実に
理解します。それらのデバイスが SIPを実装している場合は、SIP正規化スクリプトを適用
する必要が生じることがあります。

•トランクの SIPプロファイルを設定します。

さらに、SIPトランクを設定する前に、次を設定します。

• SIPの正規化および透明性設定のタスクフロー, （87ページ）

• SIPプロファイルの設定, （96ページ）

SIP トランクの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアク

ション

SIPトランクに適用する任意のセキュリティ設定を使用して、
SIPトランクセキュリティプロファイルを設定します。たと

SIPトランクセキュリ
ティプロファイルの設

定, （108ページ）

ステッ

プ 1   
えば、ダイジェスト認証、デバイスセキュリティモード、

および SIPシグナリングの TLS暗号化を設定できます。

SIPトランクセキュリティプロファイルを設定しなければ、
デフォルトで、Cisco Unified Communications Managerによっ
て非セキュアの SIPトランクセキュリティプロファイルが
適用されます。

トランクの共通デバイス設定を実行します。デュアルスタッ

クトランクの場合、IPアドレッシングの優先順位を設定し
ます。

共通デバイス設定の実

行, （109ページ）
ステッ

プ 2   

ネットワークのSIPトランクを設定します。[トランクの設定
（Trunk Configuration）]ウィンドウで、トランクの SIP設定

SIPトランクの設定, （
110ページ）

ステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアク

ション

を実行します。SIPプロファイル、SIPトランクセキュリティ
プロファイル、および共通デバイス設定を SIPトランクに割
り当てます。また、トランク接続に必要な SIPの正規化およ
び透明性スクリプトを割り当てます。たとえば、SIPトラン
クがCisco TelePresence VCSに接続する場合、vcs-interopスク
リプトを SIPトランクに割り当てる必要があります。

SIP トランクセキュリティプロファイルの設定
ネットワークで SIPトランクに割り当てられる SIPトランクセキュリティプロファイルを設定す
るには、次の手順を使用します。ダイジェスト認証や TLS暗号化シグナリングのようなセキュリ
ティ機能を設定するために、SIPトランクにプロファイルを割り当てることができます。SIPトラ
ンクセキュリティプロファイルを設定しない場合、Cisco Unified Communications Managerによ
り、ネットワークの SIPトランクにセキュアではないプロファイルが割り当てられます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [SIPトランク
セキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 TLSの SIPシグナリング暗号化を有効にするには、次の手順を実行します。

a) [デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストボックスか
ら、[暗号化（Encrypted）]を選択します。

b) [着信転送タイプ（Incoming Transport Type）]と [発信転送タイプ（Outgoing Transport Type）]
ドロップダウンリストボックスから、[TLS（TLS）]を選択します。

c) デバイスの認証で、[X.509のサブジェクト名（X.509 Subject Name）]フィールドで、X.509証
明書のサブジェクト名を入力します。

d) [着信ポート（IncomingPort）]フィールドに、TLSリクエストを受信するポートを入力します。
TLSのデフォルトは 5061です。

ステップ 4 ダイジェスト認証を有効にするには、次の内容を実行します。

a) [ダイジェスト認証を有効化（EnableDigestAuthentication）]チェックボックスをオンにします。
b) システムが新しいナンスを生成するまでの時間（秒数）を [ナンス有効時間（Nonce Validity

Time）]に入力します。デフォルトは 600（10分）です。
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c) アプリケーションのダイジェスト認証を有効にするには、[アプリケーションレベル認証を有
効化（Enable Application Level Authorization）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィン
ドウで追加フィールドを設定します。フィールドとその説明については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ネットワークセキュリティセットアップの詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイド』を参照してください。

（注）

次の作業

SIPトランクに SIPトランクセキュリティプロファイルを割り当てるには、次の手順を使用しま
す。

• SIPトランクの設定, （110ページ）

共通デバイス設定の実行

共通デバイス設定は、ユーザ固有のサービス属性と機能属性で構成されています。デュアルス

タックの電話やトランクを設定している場合、共通デバイス設定で IPアドレッシングモードの優
先順位を設定できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通
デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。

フィールドとその説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 SIPトランクまたは SCCP電話機では、[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]ドロッ
プダウンリストボックスの値を選択してください。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv4アドレスだけを使用
します。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv6アドレスだけを使用
します。

• [IPv4および IPv6（IPv4 and IPv6）] —（デフォルト）デバイスはデュアルスタックデバイス
で、利用できる IPアドレスのタイプを使用します。両方の IPアドレスのタイプがデバイス
に設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IPアドレッシングモー
ド優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定を使用し、メディアデバイス
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には、[メディア用 IPアドレッシングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]エンタープライズパラメータの設定を使用します。

ステップ 5 デュアルスタックの電話やトランクでは、[シグナリグ用 IPアドレッシングモード優先設定（IP
AddressingMode Preference for Signaling）]ドロップダウンリストボックスで次の IPアドレッシン
グモード優先設定を入力します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv4アドレスを優先して使用
します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv6アドレスを優先して使用
します。

• [システムデフォルトを使用（UseSystemDefault）]—デバイスは、[シグナリグ用 IPアドレッ
シングモード優先設定（IP AddressingMode Preference for Signaling）]エンタープライズパラ
メータの設定を使用します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIP トランクの設定
SIPトランクの設定を行うには、次の手順を実行します。

はじめる前に

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定, （108ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [トランクタイプ（TrunkType）]ドロップダウンリストボックスから、[SIPトランク（SIPTrunk）]

を選択します。

ステップ 4 [プロトコルタイプ（Protocol Type）]ドロップダウンリストボックスから、設定する SIPトラン
クのタイプを選択します。

• [なし（デフォルト）（None (Default)）]：トランクは、コール制御検出、Extension Mobility
Cross Cluster、Intercompany Media Engine、または IP Multimedia Systemサービスコントロー
ルには使用されません。

• [コール制御検出（Call Control Discovery）]：トランクはコール制御検出機能をサポートしま
す。

• [Extension Mobility Cross Cluster]：トランクは Extension Mobility Cross Clusterをサポートしま
す。
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• [Cisco Intercompany Media Engine]：トランクは Intercompany Media Engine（IME）をサポート
します。トランクタイプを設定する前に、IMEサーバがインストールされていることを確認
します。

• [IP Multimedia Systemサービスコントロール（IP Multimedia System Service Control）]：トラ
ンクの IP Multimedia Systemサービスコントロールのサポートを有効にするには、このオプ
ションを選択します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 このトランクに共通デバイス設定を適用する場合は、[共通デバイス設定（Common Device

Configuration）]ドロップダウンリストボックスから設定を選択します。
ステップ 7 SIPトランクの宛先アドレスを設定します。

a) [宛先アドレス（Destination Address）]テキストボックスに、トランクに接続するサーバまた
はエンドポイントの IPv4アドレス、完全修飾ドメイン名、またはDNS SRVレコードを入力し
ます。

b) トランクがデュアルスタックトランクの場合は、[宛先アドレス IPv6（Destination Address
IPv6）]テキストボックスに、トランクに接続するサーバまたはエンドポイントの IPv6アドレ
ス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコードを入力します。

c) 宛先が DNS SRVレコードの場合は、[宛先アドレスは SRV（Destination Address is an SRV）]
チェックボックスをオンにします。

d) 宛先を追加するには、[+]ボタンをクリックします。SIPトランクには最大 16個の宛先を追加
できます。

ステップ 8 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIPTrunkSecurity Profile）]ドロップダウンリストボッ
クスから、このトランクに SIPトランクセキュリティプロファイルを割り当てます。

ステップ 9 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストボックスから、このトランクに SIPプロ
ファイルを割り当てます。

ステップ 10 （オプション）この SIPトランクに正規化スクリプトを割り当てる場合は、[正規化スクリプト
（Normalization Script）]ドロップダウンリストボックスから、割り当てるスクリプトを選択しま
す。

ステップ 11 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウのその他のフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。
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第 15 章

H.323 トランクの設定

• H.323トランクの概要, 113 ページ

• H.323トランクの前提条件, 114 ページ

• H.323トランクの設定, 114 ページ

H.323 トランクの概要
H.323を導入している場合は、H.323トランクがリモートクラスタと、ゲートウェイなどのその他
の H.323デバイスに接続を提供します。H.323トランクは、Cisco Unified Communications Manager
がクラスタ内通信用にサポートするオーディオおよびビデオコーデックのほとんどをサポートし

ます。ただし、ワイドバンドオーディオおよびワイドバンドビデオについてはサポートしませ

ん。H.323トランクは、コール制御シグナリング用に H.225プロトコルを使用し、メディアシグ
ナリング用に H.245プロトコルを使用します。

Cisco Unified CMの管理で、クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）トランクタイプとプ
ロトコルオプションを使用して H.323トランクを設定できます。

ゲートキーパー非制御の H.323を導入している場合は、ローカル Cisco Unified Communications
Managerが IP WAN経由でコールを発信できるリモートクラスタ内のデバイスプールごとに個別
のクラスタ間トランクを設定する必要があります。クラスタ間トランクは、リモートデバイスの

IPv4アドレスまたはホスト名を静的に指定します。

単一のトランクには最大 16件の宛先アドレスを設定できます。

クラスタ間トランク

2つのリモートクラスタ間にクラスタ間トランク接続を設定する場合は、一方のトランクが使用
する宛先アドレスがリモートクラスタのトランクが使用するコール処理ノードと一致するよう

に、クラスタごとにクラスタ間トランクを設定し、トランク設定を一致させる必要があります。

次に例を示します。

•リモートクラスタトランクが [すべてのアクティブノードで実行（Run on all Active Nodes）]
を使用する：リモートクラスタトランクは、コール処理とロードバランシングにすべての
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ノードを使用します。ローカルクラスタ内から始まるローカルクラスタ間トランクでは、

リモートクラスタ内の各サーバの IPアドレスまたはホスト名を追加します。

•リモートクラスタは [すべてのアクティブノードで実行（Run on all Active Nodes）]を使用
しない：リモートクラスタトランクは、コール処理とロードバランシングに、トランクの

デバイスプールに割り当てられた Cisco Unified Communications Managerグループ内のサーバ
を使用します。ローカルクラスタ間トランク設定で、リモートクラスタトランクのデバイ

スプールが使用する Cisco Unified Communications Managerグループ内の各ノードの IPアド
レスまたはホスト名を追加する必要があります。

セキュアトランク

H.323トランクのセキュアなシグナリングを設定するには、トランクに IPSecを設定する必要があ
ります。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』を参照
してください。メディア暗号化を許可するようにトランクを設定するには、[トランクの設定（Trunk
Configuration）]ウィンドウで [SRTPを許可する（SRTP allowed）]チェックボックスをオンにし
ます。

ゲートキーパーは今では広く使用されていませんが、ゲートキーパー制御のトランクを使用す

るようにH.323導入を設定することもできます。ゲートキーパー制御のトランクを設定する方
法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide, Release
10.0(1)』を参照してください。

（注）

H.323 トランクの前提条件
H.323導入トポロジの計画を立案します。クラスタ間トランクの場合は、対応するリモートクラ
スタトランクがコール処理とロードバランシングにどのサーバを使用するかを明確化します。リ

モートクラスタ内のトランクによって使用される各コール処理サーバに接続するようにローカル

クラスタ間トランクを設定する必要があります。

トランクのロードバランシングにトランクのデバイスプールに割り当てられた Cisco Unified
Communications Managerグループを使用している場合は、次の設定を完了します。

•デバイスプールのタスクフローのコア設定, （51ページ）

H.323 トランクの設定
H.323を導入したトランクを設定するには、次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [トランクタイプ（TrunkType）]ドロップダウンリストボックスから [クラスタ間トランク（ゲー

トキーバー制御なし）（Inter-Cluster Trunk (Non-Gatekeeper Controlled)）]を選択します。
ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストボックスから [クラスタ間トランク（Inter-Cluster

Trunk）]を選択します。
ステップ 5 [デバイス名（Device Name）]テキストボックスに、トランクの固有 IDを入力します。
ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、このトランクに設定した

デバイスプールを選択します。

ステップ 7 このトランクの処理のためにローカルクラスタのすべてのノードを使用するには、[すべてのアク
ティブな Unified CMノードで実行する（Run on all Active Unified CM Nodes）]チェックボックス
をオンにします。

ステップ 8 トランクで暗号化されたメディアを許可するには、[SRTPの許可（SRTPAllowed）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 9 H.235パススルーを設定するには、[H.235パススルーを許可（H.235 Pass Through Allowed）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [リモートCiscoUnified CommunicationsManager情報（Remote Cisco Unified CommunicationsManager
Information）]セクションで、このトランクを接続する各リモートサーバの IPアドレスまたはホ
スト名を入力します。
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第 16 章

SRST の設定

• Survivable Remote Site Telephonyの概要, 117 ページ

• Survivable Remote Site Telephonyの設定タスクフロー, 118 ページ

• SRSTの制限事項, 123 ページ

Survivable Remote Site Telephony の概要
SurvivableRemoteSiteTelephony（SRST）はサイトのオプション機能で、CiscoUnifiedCommunications
Managerノードへのワイドエリアネットワーク（WAN）接続によって異なります。Cisco Unified
CMの管理インターフェイスで設定されている SRSTリファレンスを使用すると、WANの停止時
に、IPゲートウェイからリモートサイトにある IPフォンに限定されたテレフォニーサービスを
提供できます。

•リモートサイトの IPフォンは互いにコールできます。

• PSTNからのコールは IPフォンに到達できます。

• IPフォンからのコールは PSTNを介して外部に到達できます。

リモートサイトの IPフォンは、関連付けられたすべての Cisco Unified Communications Manager
ノードへの接続を失うと、SRSTリファレンス IPゲートウェイに接続します。IPフォンのステー
タス行には、IPフォンがバックアップ SRSTゲートウェイにフェールオーバーしたことが示され
ます。Cisco Unified Communications Managerへの接続が復元されると、IPフォンが Cisco Unified
Communications Managerに再登録されて、すべてのテレフォニーサービスが復元されます。

SRSTは、PSTNゲートウェイアクセスに加えて、SCCPおよび SIPエンドポイントが混在してい
る可能性があるリモートサイトをサポートします。
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Survivable Remote Site Telephony の設定タスクフロー

はじめる前に

ダイヤルプランを検証します。ダイヤルプランに 7か 8桁の数字があるとき、場合によりトラン
スレーションルールを設定する必要があります。トランスレーションルールの詳細については、

トランスレーションパターンの設定タスクフロー, （174ページ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスに対して他のすべての Cisco Unified
CommunicationsManagerノードが到達不能である

SRSTリファレンスの設定, （118
ページ）

ステップ 1   

とき、Cisco Unified CommunicationsManagerの限
定機能を備えたゲートウェイを設定します。

各デバイスプールに対して、Cisco Unified
CommunicationsManagerが使用できない場合に、

デバイスプールへの SRSTリファ
レンスの割り当て,（119ページ）

ステップ 2   

コールの完了を試みるとき、コーリングデバイ

スサーチのゲートウェイを割り当てます。

これはオプションです。クラスタ全体またはデ

バイスプールに対して、接続モニタ間隔の値を

次のいずれかの作業を実行しま

す。

ステップ 3   

設定します。クラスタの場合は、デフォルト値•クラスタの接続モニタ間隔の
設定, （120ページ）

は 120秒です。デバイスプールに値が定義され
ていない場合、クラスタに定義された値が使用

されます。•デバイスプールの接続モニタ
間隔の設定, （121ページ）

ゲートウェイのSRSTパラメータを設定します。SRSTゲートウェイの SRSTを有
効にする, （122ページ）

ステップ 4   

SRST リファレンスの設定
SRSTリファレンスは、デバイスのその他すべてのCisco Unified CommunicationsManagerノードが
到達不能の場合に、Cisco Unified Communications Managerの一部機能を利用できるゲートウェイ
で構成されます。
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手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]にログインし、[システム（System）]
> [SRST（SRST）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [SRSTリファレンスの設定（SRST Reference Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定し

ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デバイスプールへの SRSTリファレンスの割り当て, （119ページ）

デバイスプールへの SRST リファレンスの割り当て
電話機の各デバイスプールに SRSTを設定できます。デバイスプールに SRSTリファレンスを割
り当てると、デバイスプールのすべての電話機が、Cisco Unified Communications Managerのノー
ドに到達できない場合、割り当てた SRSTに接続を試みます。

はじめる前に

SRSTリファレンスの設定, （118ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択し
ます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、リモート IPフォンが登録されているデバイスプールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）]エリアの [SRSTリファレンス
（SRST Reference）]ドロップダウンリストから SRSTを選択します。
[SRSTリファレンス（SRSTReference）]ドロップダウンリストには次のオプションがあります。

• [無効（Disable）]：電話機は、CiscoUnified CommunicationsManagerのいずれのノードにも到
達できない場合、SRSTゲートウェイへの接続を試みません。

• [デフォルトゲートウェイを使用（Use Default Gateway）]：電話機は、Cisco Unified
Communications Managerのいずれのノードにも到達できない場合、IPゲートウェイを SRST
ゲートウェイとして接続を試みます。

• [ユーザ定義（User-defined）]：電話機は、Cisco Unified Communications Managerのいずれの
ノードにも到達できない場合、この SRSTゲートウェイへの接続を試みます。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

•次のいずれかの作業を実行します。

◦クラスタの接続モニタ間隔の設定, （120ページ）

◦デバイスプールの接続モニタ間隔の設定, （121ページ）

• SRSTゲートウェイの SRSTを有効にする, （122ページ）

クラスタの接続モニタ間隔の設定

ワイドエリアネットワーク（WAN）経由で SRSTゲートウェイに接続された IPフォンは、WAN
リンク経由で Cisco Unified Communications Managerとの接続を確立できるようになるとすぐに、
自分自身を Cisco Unified CommunicationsManagerに再接続します。ただし、WANリンクが不安定
である場合は、SRSTゲートウェイと Cisco Unified Communications Manager間で IPフォンの切り
替えが頻発します。この状況では、電話サービスの一時損失（ダイヤルトーンなし）が発生しま

す。こうした再接続試行は、WANリンクのフラッピング問題と呼ばれ、IPフォンが正常に Cisco
Unified Communications Managerに再接続するまで続きます。

Cisco Unified Communications Managerと SRSTゲートウェイ間のWANリンクフラッピング問題
を解決するには、接続モニタ間隔（秒）を定義します。これは SRSTゲートウェイから登録解除
し、Cisco Unified Communications Managerを再登録する前に、IPフォンが Cisco Unified
Communications Managerに接続しないようにモニタする間隔を調整できます。IPフォンは、XML
設定ファイルの接続モニタ間隔値を受信します。

この手順は任意です。接続モニタ間隔のシステム値（エンタープライズパラメータ）を変更する

場合だけ、この手順を完了します。

はじめる前に

デバイスプールへの SRSTリファレンスの割り当て, （119ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [接続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）]フィールドに値を入力します。デフォルト値は
120秒です。フィールドに入力できる最大秒数は、2592000秒です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
変更を有効にするにはすべてのサービスを再起動する必要があります。
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次の作業

SRSTゲートウェイの SRSTを有効にする, （122ページ）

デバイスプールの接続モニタ間隔の設定

ワイドエリアネットワーク（WAN）経由で SRSTゲートウェイに接続された IPフォンは、WAN
リンク経由で Cisco Unified Communications Managerとの接続を確立できるようになるとすぐに、
自分自身を Cisco Unified CommunicationsManagerに再接続します。ただし、WANリンクが不安定
である場合は、SRSTゲートウェイと Cisco Unified Communications Manager間で IPフォンの切り
替えが頻発します。この状況では、電話サービスの一時損失（ダイヤルトーンなし）が発生しま

す。こうした再接続試行は、WANリンクのフラッピング問題と呼ばれ、IPフォンが正常に Cisco
Unified Communications Managerに再接続するまで続きます。

Cisco Unified Communications Managerと SRSTゲートウェイ間のWANリンクフラッピング問題
を解決するには、接続モニタ間隔（秒）を定義します。これは SRSTゲートウェイから登録解除
し、Cisco Unified Communications Managerを再登録する前に、IPフォンが Cisco Unified
Communications Managerに接続しないようにモニタする間隔を調整できます。IPフォンは、XML
設定ファイルの接続モニタ間隔値を受信します。

デバイスプールの接続モニタ間隔の値を変更する場合、値は更新されるデバイスプールだけ

に適用されます。その他すべてのデバイスプールは、各自の [接続モニタ間隔（Connection
Monitor Duration）]フィールドの値を使用するか、[接続モニタ間隔（Connection Monitor
Duration）]エンタープライズパラメータで設定されたクラスタ全体用の値を使用します。

ヒント

この手順は任意です。この操作は、次の項目に該当する場合に限り実行します。

•接続モニタ間隔にクラスタ全体用の値を使用することを希望しない、および

•このデバイスプール個別の接続モニタ間隔の値を定義することを希望する

はじめる前に

デバイスプールへの SRSTリファレンスの割り当て, （119ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択し
ます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、リモート IPフォンが登録されているデバイスプールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）]エリアで、[接続モニタ間隔
（ConnectionMonitorDuration）]フィールドに値を入力します。フィールドに入力できる最大秒数
は、2592000秒です。

この設定は、エンタープライズパラメータの接続モニタ間隔設定をオーバーライドし

ます。

（注）
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SRSTゲートウェイの SRSTを有効にする, （122ページ）

SRST ゲートウェイの SRST を有効にする

はじめる前に

•デバイスプールへの SRSTリファレンスの割り当て, （119ページ）

•（オプション）次のいずれかのタスクを実行します。

◦クラスタの接続モニタ間隔の設定, （120ページ）

◦デバイスプールの接続モニタ間隔の設定, （121ページ）

手順

ステップ 1 SRSTゲートウェイ（ルータ）にログインします。
ステップ 2 Call-manager-fallbackコマンドを入力します。

このコマンドは、ルータの SRSTを有効にします。
ステップ 3 max-ephonesmax-phonesコマンドを入力します。ここで、max-phonesは、サポート対象のCisco IP

Phoneの最大数です。
ステップ 4 max-dnmax-directory-numbersコマンドを入力します。ここで、max-directory-numbersは、ルータで

サポートされている電話番号（DN）の最大数または仮想音声ポートです。
ステップ 5 ip source-addressip-addressコマンドを入力します。ここで、ip-addressは、一般的にルータのイー

サネットポートのアドレスの 1つであるルータ IPアドレスよりも前から存在します。
このコマンドは、SRSTルータで、特定の IPアドレスの Cisco IP phonesからのメッセージを受信
できるようにします。
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SRST の制限事項

説明制約事項

デバイスプールまたはそのほかの項目によって

使用中の SRSTリファレンスは削除できませ
ん。SRSTリファレンスを使用しているデバイ
スプールを特定するには、[SRSTリファレンス
の設定（SRSTReferenceConfiguration）]ウィン
ドウの [依存関係レコード（Dependency
Records）]リンクをクリックします。システム
で依存関係レコードが有効でない場合、[依存関
係レコード要約（Dependency Records
Summary）]ウィンドウにメッセージが表示さ
れます。使用中の SRSTリファレンスを削除し
ようとすると、Cisco Unified Communications
Managerはエラーメッセージを表示します。現
在使用中の SRSTリファレンスを削除する前
に、次のタスクのいずれかまたは両方を実行し

ます。

•削除するSRSTリファレンスを使用してい
るすべてのデバイスプールに別のSRSTリ
ファレンスを割り当てます。

•削除するSRSTリファレンスを使用してい
るデバイスプールを削除します。

削除してもよいSRSTリファレンスか
どうかを必ず確認し、SRSTリファレ
ンスを削除します。削除したSRSTリ
ファレンスを元に戻すことはできま

せん。間違って削除したSRSTリファ
レンスは、再作成する必要がありま

す。

（注）

SRSTリファレンスの削除
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第 III 部

ダイヤルプランの設定
• ダイヤルプランの概要, 127 ページ

• パーティションの設定, 131 ページ

• 国内番号計画のインストール, 139 ページ

• コールルーティングの設定, 145 ページ

• ハントパイロットの設定, 165 ページ

• トランスレーションパターンの設定, 173 ページ

• トランスフォーメーションパターンの設定, 175 ページ

• ダイヤルルールの設定, 179 ページ

• クラスタ間ルックアップサービスの設定, 189 ページ

• グローバルダイヤルプランレプリケーションの設定, 205 ページ

• URIダイヤリングの設定, 219 ページ





第 17 章

ダイヤルプランの概要

• ダイヤルプランについて, 127 ページ

• ダイヤルプランの前提条件, 127 ページ

• ダイヤルプラン設定, 127 ページ

ダイヤルプランについて

ダイヤルプランで、Cisco Unified Communications Managerシステムにコールのルーティングに関
する指示を出します。ダイヤルプランを設定する場合、次のようなルールを定義します。

•許可するコールのタイプ

•コールの発信時にシステムが使用する優先パスと代替パス

•内線番号のダイヤル方法

•着信者番号と発信者番号の表示方法

ダイヤルプランの前提条件

ダイヤルプランを設定する前に、次のタスクを完了します。

•初期設定タスクフロー, （9ページ）

•着信コールと発信コールの設定, （61ページ）

ダイヤルプラン設定

次のタスクフローを実行すると、システムのダイヤルプランを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアク

ション

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グルー
プと、到達可能性の特徴が類似したルートパターンを作成

パーティション設定のタ

スクフロー, （133ペー
ジ）

ステッ

プ 1   
します。パーティションを作成することで、ルートプラン

が組織、場所、コールタイプに基づいた論理サブセットに

分割されることになり、コールルーティングが容易になり

ます。

これはオプションです。[Cisco Unified CMの管理（Cisco
Unified Communications Manager Administration）]では、デ

国内番号計画インストー

ルのタスクフロー, （
140ページ）

ステッ

プ 2   
フォルトで、北米番号計画（NANP）を使用できます。設定
されているダイヤルプラン要件が異なる国の場合は、シス

コの国際ダイヤルプランをインストールし、それを使用し

て、要件特有の一意の番号計画を作成できます。国内の番号

計画を使用している場合は、@記号とルートフィルタを使
用するルートパターンを設定して、国内コール、国際コー

ル、長距離コール、緊急コール用にパターンを作成できま

す。

国内番号のダイヤルプランの使用はオプションです。国内

の番号契約を使用しない場合は、手動で設定できます。

ルートプランを設定して、内線コールおよび外線コールを

プライベートネットワークまたは公衆電話交換網（PSTN）
にルーティングします。

コールルーティング設

定のタスクフロー, （
146ページ）

ステッ

プ 3   

コールを1つ以上の番号のリストに拡張する場合は、ハント
パイロットを設定し、各リストでハントオーダーを指定し

ハントパイロットの設

定タスクフロー, （166
ページ）

ステッ

プ 4   
ます。コールをこれらのリストからハントパーティに拡張

し、パーティが応答できない、または話し中の場合、ハン

ティングは、次のハントパーティで再開します。

トランスレーションパターンを設定して、音声ゲートウェ

イから Cisco Unified CommunicationsManagerに着信番号を操
トランスレーションパ

ターンの設定タスクフ

ロー, （174ページ）

ステッ

プ 5   
作します。システムが着信エンドポイントにコールを転送す

る前に、トランスレーションパターンを使用して発信者番

号および着信者番号を変更できます。このトランスレーショ

ンは透過的なため、公衆電話からの内線をプライベートネッ

トワークに紐付けることができます。

着信コールに表示される発信者番号を変更する場合は、電話

のトランスフォーメーションパターンを設定します。発信

トランスフォーメーショ

ンパターンの設定タス

ステッ

プ 6   
者番号を変更する場合、または着信者番号の表示が発信コー
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目的コマンドまたはアク

ション

ルに表示される場合は、ゲートウェイまたはトランクのトラ

ンスフォーメーションパターンを設定します。または、ト
クフロー, （175ペー
ジ）

ランスフォーメーションパターンを使用して、アウトバウ

ンドのリダイレクト番号（SIPデバイスのDiversionヘッダー
として知られる）を変更することもできます。

さまざまな種類のダイヤルルール（アプリケーションダイ

ヤルルール、ディレクトリ検索ダイアルルール、SIPダイヤ
ルルール）を設定できます。

ダイヤルルールの設定

タスクフロー, （180
ページ）

ステッ

プ 7   

• Cisco Web Dialerおよび Cisco Unified Communications
Manager Assistantなど、アプリケーションのダイアル
ルールの優先順位を追加し、ソートするには、アプリ

ケーションダイヤルルールを設定します。

•ディレクトリ検索ダイヤルルールを設定して、発信者
の識別情報を、ディレクトリで検索可能な番号に変換

します。

• SIPダイヤルルールを設定して、SIPを実行している電
話のダイヤルパターンを作成します。これは、レガシー

の SIP電話の一般的な手順です。

クラスタ間検索サービス（ILS）を設定して、リモートの
Cisco Unified Communications Managerクラスタのネットワー

ILS設定のタスクフ
ロー, （190ページ）

ステッ

プ 8   
クを作成します。ペアのクラスタに ILSを設定し、それらの
クラスタに参加して、ILSネットワークを形成します。

クラスタ間検索サービス（ILS）ネットワークを設定してい
る場合は、国際ダイヤルプランの複製を設定して、ILSネッ

グローバルダイヤルプ

ランレプリケーション

ステッ

プ 9   
トワーク全体を対象とした国際ダイヤルプランを作成できのタスクフロー, （208

ページ） ます。その結果、クラスタ間のディレクトリ URIダイアル
および代替番号が含まれます。

ディレクトリ URIをコールアドレスとして使用して、コー
ルをエンドポイントにルーティングする場合の URIダイヤ

URIダイヤリング設定の
タスクフロー, （221
ページ）

ステッ

プ 10   
ルを設定します。ディレクトリURIの形式は username@host
で、ホスト部分は IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名
です。
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第 18 章

パーティションの設定

• パーティションの概要, 131 ページ

• パーティション設定のタスクフロー, 133 ページ

• パーティションの連携動作と制約事項, 137 ページ

パーティションの概要

パーティションとは次のいずれかの論理グループです。

•ルートパターン

•電話番号（DN）

•トランスレーションパターン

•変換パターン

•ユニバーサルリソース識別子（URI）

•ハントパイロット

パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、コールタイプに基づいた論理サ

ブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易になります。

パーティションはコーリングサーチスペース（CSS）と一緒に機能します。コーリングサーチ
スペースとは、パーティションの順序付きリストです。コーリングサーチスペースは、コールを

行うときに、IPフォン、ソフトフォン、ゲートウェイなどの発信側デバイスが検索できるパーティ
ションを決定します。

サービスクラス

パーティションとコーリングサーチスペース（CSS）を使用してサービスクラスを設定できま
す。次の表に、PSTNアクセスを提供するサービスクラス用に作成できるパーティションとコー
リングサーチスペースの例を示します。
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•緊急コール

•ローカルコール

•国内コール

•国際ダイヤリング

表 8：パーティションとコーリングサーチスペースの例

機能ルートパーティ

ション 3
ルートパーティ

ション 2
ルートパーティ

ション 1
[コーリングサーチ
スペース（Calling
Search Space）]

•緊急
（Emergency）

• On-net

——Base_PTBase_CSS

•緊急
（Emergency）

• On-net

• [ローカル
（Local）]

——PSTN_Local_PTLocalPSTN_CSS

•緊急
（Emergency）

• On-net

• [ローカル
（Local）]

•国内

—PSTN_National_PTPSTN_Local_PTNationalPSTN_CSS

•緊急
（Emergency）

• On-net

• [ローカル
（Local）]

•国内

•国際

PSTN_Intl_PTPSTN_National_PTPSTN_Local_PTInternationalPSTN_CSS
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デバイスは自動的に、Base_CSSなどのコーリングサーチスペースに登録されます。これにより、
すべてのデバイスでオフネット番号と緊急オンネット番号の両方にダイヤルできるようになりま

す。ローカル 7桁またはローカル 10桁、国内、および国際ダイヤリング機能を提供するには、
ユーザデバイスプロファイルで残りのコーリングサーチスペースを電話番号に割り当てる必要

があります。

パーティション設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアク

ション

パーティションを設定して、到達可能性の特徴が類似したシ

ステムリソースの論理グループを作成します。次のいずれに

対してもパーティションを作成できます。

パーティションの設定,
（133ページ）

ステッ

プ 1   

•ルートパターン

•電話番号（DN）

•トランスレーションパターン

•変換パターン

•ユニバーサルリソース識別子（URI）

•ハントパイロット

パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場

所、コールタイプに基づいた論理サブセットに分割されるこ

とになり、コールルーティングが容易になります。

コーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てられた

パーティションの番号付きリストです。コーリングサーチ

コーリングサーチス

ペースの設定, （135
ページ）

ステッ

プ 2   
スペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

パーティションの設定

パーティションを設定して、到達可能性の特徴が類似したシステムリソースの論理グループを作

成します。次のいずれに対してもパーティションを作成できます。

•ルートパターン
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•電話番号（DN）

•トランスレーションパターン

•変換パターン

•ユニバーサルリソース識別子（URI）

•ハントパイロット

パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、コールタイプに基づいた論理サ

ブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易になります。複数のパーティショ

ンを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
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（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

パーティション名のガイドライン, （135ページ）

パーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。つ
まり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の
表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できる

パーティションの最大数を決定します。

表 9：パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

...。..

9210文字

6415文字

コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

はじめる前に

パーティションの設定, （133ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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パーティションの連携動作と制約事項

パーティションの制限

表 10：パーティションの制限

制約事項機能またはアクション

パーティションを削除する前に、次のいずれかのタスクが完

了していることを確認します。

•コーリングサーチスペース、デバイス、または削除す
るパーティションを使用しているその他の項目に異なる

パーティションを割り当てる。

•コーリングサーチスペース、デバイス、または削除す
るパーティションを使用しているその他の項目を削除す

る。

削除されたパーティションは取得できなくなるため、正しい

パーティションを削除していることを慎重に確認してくださ

い。誤ってパーティションを削除した場合は、それを再構築

する必要があります。

パーティションの削除
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第 19 章

国内番号計画のインストール

• 国内番号計画の概要, 139 ページ

• 国内番号計画の前提条件, 139 ページ

• 国内番号計画インストールのタスクフロー, 140 ページ

国内番号計画の概要

Cisco Unified CommunicationsManagerはデフォルトの北米番号計画（NANP）を提供します。ダイ
ヤルプランの要件が異なる国では、シスコ国際ダイヤルプランをインストールし、要件に固有の

一意の番号計画を作成するために使用できます。

この章では、国内番号計画をインストールする方法について説明します。国内番号計画の使用方

法の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある『CiscoUnified
Communications Manager Dial Plan Deployment Guide』を参照してください。

国内番号計画の前提条件

北米以外の国で国内番号計画をインストールする場合、現在のリリースの国際ダイヤル計画を含

むCisco Option Package（COP）ファイルをダウンロードします。COPファイルは、IDP v.xの命名
規則を使用し、シスコのWebサイトから入手できます。

• https://software.cisco.com/download/navigator.html

このファイルをCiscoUnifiedCommunicationsManagerがアクセスできる外部FTPまたはSFTPサー
バに配置します。
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国内番号計画インストールのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。北米以外の国における番号

計画をインストールするには、現在のリリース用の

COPファイルのインストール,
（140ページ）

ステップ 1   

国際ダイヤルプランを含むシスコのオプションパッ

ケージ（COP）ファイルをダウンロードします。

クラスタ内のそれぞれの Cisco Unified
CommunicationsManagerノードに国内の番号計画を

国内の番号計画のインストー

ル, （142ページ）
ステップ 2   

インストールします。北米以外の国における国内の

番号計画をインストールしている場合に限って、次

の手順を実行します。

サービスを再起動すると変更が反映されます。CallManagerサービスの再起
動, （142ページ）

ステップ 3   

COP ファイルのインストール
国際ダイヤルプランを含むシスコのオプションパッケージ（COP）ファイルをインストールする
には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのパブリッシャノードで、この手順を開始します。Cisco
Unified Communications OS管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > I[イン
ストール（nstall）]を選択します。
[ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [ソース（Source）]フィールドで、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択し
ます。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」を

参照してください。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
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ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表示

されます。

ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）]ドロップダウンリストで、[DP COP]ファイル
を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[インストールファイル（Installation File）]ウィンドウが開き、FTPサーバからファイルをダウン
ロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロード
したファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ソフトウェアアップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択した DP COPファイルが表示されます。

ステップ 8 [Install（インストール）]をクリックします。
[インストール状況（Install Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [終了（Finish）]をクリックします。
ステップ 10 Unified CommunicationsManagerサブスクライバノードで、この手順を繰り返します。クラスタ内

の全ノードに COPファイルをインストールする必要があります。

次の作業

国内の番号計画のインストール, （142ページ）

関連トピック

COPファイルインストールのフィールド, （141ページ）

COP ファイルインストールのフィールド

説明フィールド

COPファイルが配置されているディレクトリを入力
します。

[ディレクトリ（Directory）]

COPファイルが配置されているサーバのホスト名ま
たは IPアドレスを入力します。

リモートサーバ（Remote Server）

リモートサーバのユーザ名を入力します。リモートユーザ（Remote User）

リモートサーバのパスワードを入力します。リモートパスワード（Remote Password）

リモートサーバと接続する場合に使用するプロトコ

ルを選択します。

[転送プロトコル（Transfer Protocol）]
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国内の番号計画のインストール

北米以外の国における国内の番号計画をインストールしている場合に限って、次の手順を実行し

ます。

クラスタ内のそれぞれの Cisco Unified Communications Managerノードに国内の番号計画をインス
トールします。Cisco Unified Communications Manager publisherノードから始めます。

はじめる前に

COPファイルのインストール, （140ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルプランインストー
ラ（Dial Plan Installer）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 インストールするダイヤルプランのバージョンを [利用可能なバージョン（Available Version）]

ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [Install（インストール）]をクリックします。
ステータスに、ダイヤルプランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。

次の作業

CallManagerサービスの再起動, （142ページ）

CallManager サービスの再起動

はじめる前に

国内の番号計画のインストール, （142ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機
能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、[Cisco Unified Communications Manager]サーバを
選択します。

CMのサービス領域で、[サービス名（Service Name）]列の Cisco CallManagerが表示されます。
ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。
ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
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サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」とい
うメッセージが表示されます。
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第 20 章

コールルーティングの設定

• コールルーティングの概要, 145 ページ

• コールルーティングの前提条件, 146 ページ

• コールルーティング設定のタスクフロー, 146 ページ

コールルーティングの概要

システムは、クラスタ間のコールをルーティングする方法と、外部のコールをプライベートネッ

トワークまたは公衆電話交換網（PSTN）にルーティングする方法をルートプランにより判断しま
す。設定したルートプランにより、各コールタイプをルーティングするためにシステムが使用す

るパスが指定されます。たとえば、オンネットコールに IPネットワークを使うルートプラン、
またはローカル PSTNコールにあるキャリアを使い、国際コールに別のキャリアを使うルートプ
ランを作成できます。

システムは、ルートプランに、次のコンポーネントを使用する 3階層のアプローチを用います。

•ルートパターン：外部の着信番号に一致するルートパターン設定を検索して、一致した番
号により、ゲートウェイまたは対応するルートリストを選択します。

•ルートリスト：コールが使用できるパスの優先順位付けリスト

•ルートグループ：使用可能なパスのグループ。コールをゲートウェイおよびトランクに配信
します。

これらの構成要素に加えて、ルートプランは次のコンポーネントを含みます。

•ローカルルートグループ：ゲートウェイへのアクセスに使用されるルートパターンから
PSTNゲートウェイの場所を切り離します。

•ルートフィルタ：ルートパターンが適用されないように、特定の番号を制限します。

•自動代替ルーティング：十分な帯域幅がない場合に、PSTNまたはそのほかのネットワーク
を介したコールを、自動的に再ルーティングします。
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•時刻ルーティング：スケジュールを作成し、着信コールを受信するパーティションを使用で
きる時間を指定します。

コールルーティングの前提条件

•パーティション設定のタスクフロー, （133ページ）の操作を実行します。

•次の情報について確認してください。

◦内線番号

◦各ゲートウェイにルーティングするコールの一覧表

コールルーティング設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特定のデバイスにコールを導き、特定の数字パターンを含

めるか排除するようにルートパターンを設定します。ゲー

ルートパターンの設定,
（147ページ）

ステッ

プ 1   
トウェイ、トランク、1つ以上のルートグループを含むルー
トリストにルートパターンを割り当てることができます。

これはオプションです。ゲートウェイのデバイスの選択順

序を設定するようにルートグループを設定します。ルート

グループには、1つ以上のデバイスが含まれています。

ルートグループの設定,
（152ページ）

ステッ

プ 2   

これはオプションです。ルートリストには、1つ以上のルー
トグループが含まれています。ルートグループの選択順序

ルートリストの設定, （
153ページ）

ステッ

プ 3   
を制御するためにルートリストを設定します。ルートリス

トを設定すると、少なくとも 1つのルートグループを設定
する必要があります。

これはオプションです。ローカルルートグループを設定し

て、必要なルートリストの数を減らすことができます。リ

ローカルなルートグルー

プを設定するには、次の

サブマスクを完成します。

ステッ

プ 4   
ストのポイントを、PSTNゲートウェイの場所に基づいて、
システムが発信をルーティングするのに使用するPSTNゲー•ローカルルートグ

ループ名の設定, （
155ページ）

トウェイにルーティングします。代替として、ゲートウェ

イへのアクセスに使用されるルートパターンから PSTN
ゲートウェイの場所を分離するためにローカルルートグ

•ローカルルートグ
ループとデバイス

ループを使用できます。この設定により、異なる場所から

の電話機その他のデバイスが単一のルートパターンのセッ
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目的コマンドまたはアクショ

ン

トを使用すると同時に、CiscoUnifiedCommunicationManager
がコールをルーティングする正しいゲートウェイを選択で

きます。

プールの関連付け,
（156ページ）

•ルートリストへの
ローカルルートグ たとえば、ローカルルートグループを使用すると、国のす

べての市で別々のダイヤルプランを持つのではなく、国全ループの追加, （156
ページ） 体で単一のダイヤルプランを持つことができます。このア

プローチが有効なのは、一元化されたコール導入のシナリ

オについてだけです。

ルートパターンが許可する特定の数字を制限するために

ルーティングのフィルタを使用します。ダイヤルプランイ

ルートフィルタの設定,
（157ページ）

ステッ

プ 5   
ンストーラを使用している場合、ルートフィルタは必須で

す。つまり、ダイヤルプランファイルをインストールし

て、その番号計画に基づいてルートパターンを設定しま

す。ダイヤルプランを手動で設定している場合、ルート

フィルタはオプションです。

ダイヤルプランを手動で設定すると、@ワイルドカードを
含むルートパターンがあるたびにルートフィルタを設定す

る必要があります。ルートパターンに@ワイルドカードが
含まれていると、システムは、ルートフィルタで指定する

番号計画に応じて、コールをルーティングします。

これはオプションです。あるパーティションがいつ、着信

コールの受信に利用可能かを指定するタイムスケジュール

を作成します。

時間帯ルーティングの設

定, （161ページ）
ステッ

プ 6   

ルートパターンの設定

Cisco Unified Communications Managerは、ルートパターンを使用して、内部コールと外部コール
をルーティングまたはブロックします。ルートパターンは、ゲートウェイ、トランク、または 1
つ以上のルートグループを含むルートリストに割り当てることができます。

ルートパターンでゲートウェイを直接指定することもできますが、ルートリストおよびルー

トグループを設定することを推奨します。このアプローチでは、コールルーティングの柔軟

性に加え、拡張性を最大限に発揮します。

（注）
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手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいルートパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

•既存のルートパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果のリストからルートパターンを選択します。

[ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）ルートグループの設定, （152ページ）

関連トピック

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字, （148ページ）
ドット前の番号削除の例, （151ページ）
番号プレフィックスの例, （151ページ）
オンネットおよびオフネットパターンの例, （151ページ）
ブロックおよびルートパターンの例, （152ページ）

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字

ルートパターンにワイルドカードおよび特殊文字を使用すると、1つのルートパターンで、ある
電話番号（アドレス）の範囲を指定できます。また、これらのワイルドカードおよび特殊文字を

使って指示を組み立てると、Cisco Unified Communications Managerが処理した番号を隣接システ
ムに送信できます。

Cisco Unified Communications Managerがサポートするワイルドカードおよび特殊文字を次の表で
説明します。
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表 11：ワイルドカードおよび特殊文字

例説明文字

ルートパターン 9.@は、国別番号計画
が認識するすべての電話番号をルーティ

ングまたはブロックします。

@ワイルドカードが含む、国別番号計
画の番号のルートパターンの例を次に

示します。

• [0]

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

@記号（@）ワイルドカードは、国別
番号計画のすべての番号に一致します。

各ルートパターンで、@ワイルドカー
ドは 1文字だけ使用できます。

@

ルートパターン9XXXは、9000～9999
の範囲のすべての数字をルーティング

するか、またはブロックします。

Xワイルドカードは、0～9の範囲にあ
る数字の任意の 1桁に一致します。

X

ルートパターン 91!は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべ
ての数字をルーティングするか、また

はブロックします。

感嘆符（!）ワイルドカードは、0～ 9
の範囲にある数字の 1桁以上に一致し
ます。

!

ルートパターン 91X?は、91～
91999999999999999999999の範囲のすべ
ての数字をルーティングするか、また

はブロックします。

疑問符（?）ワイルドカードは、直前の
数字またはワイルドカード値の 0回以
上の繰り返しに一致します。

?

ルートパターン 91X+は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべ
ての数字をルーティングするか、また

はブロックします。

プラス記号（+）ワイルドカードは、直
前の数字またはワイルドカード値の 1
回以上の繰り返しに一致します。

+

ルートパターン 813510[012345]は、
8135100～ 8135105の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロッ

クします。

角カッコ（[ ]）文字は、値の範囲を囲
みます。

[]
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例説明文字

ルートパターン 813510[0-5]は、
8135100～ 8135105の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロッ

クします。

ハイフン（-）文字は、角カッコと一緒
に使用して値の範囲を示します。

-

ルートパターン 813510[^0-5]は、
8135106～ 8135109の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロッ

クします。

ハット（^）文字は、角カッコと一緒に
使用して値の範囲外を示します。この

文字は、開始角カッコ（[）の直後に配
置してください。

各ルートパターンで、^文字は 1文字
だけ使用できます。

^

ルートパターン 9.@は、最初の 9を、
国別番号計画に発信する Cisco Unified
Communications Managerアクセスコー
ドとして認識します。

デリミタとして使用されるドット（.）
文字は、Cisco Unified Communications
Managerのアクセスコードをディレク
トリ番号から分離します。

この特殊文字を、桁を無視する指定と

一緒に使用すると、隣接システムに番

号を送信する前に Cisco Unified
CommunicationsManagerのアクセスコー
ドを削除できます。

各ルートパターンで、（.）文字は 1文
字だけ使用できます。

.

ルートパターン*411を設定して、内部
オペレータのディレクトリ案内の利用

を可能にします。

アスタリスク（*）文字は、特別な着信
番号の追加の桁として利用できます。

*

ルートパターン 901181910555#は、国
別番号計画内からダイヤルされる国際

番号をルーティングまたはブロックし

ます。末尾の 5の後の #文字は、この
桁をシーケンスの最後の桁として特定

します。

シャープ（#）文字は、一般にダイヤル
シーケンスの終了を特定します。

#文字がパターンの最後の文字になるよ
うにします。

#

\+の使用は、国際番号用エスケープ文
字 +がワイルドカードではなく、ダイ
ヤル可能な桁であることを意味します。

\+のように、バックスラッシュにプラ
ス記号が続くと、国際番号用エスケー

プ文字 +の設定を示します。

\+
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ドット前の番号削除の例

ルートパターンでのドット前の番号削除の一例は、外部回線に接続するために、電話ユーザがア

クセスコードをダイヤルするように設定する場合です。北米では、電話ユーザは通常、9をダイ
ヤルして外部回線にアクセスします。これは、次のルートパターンを使用して指定できます。

•ローカルコール：9.@または 9.[2-9]XXXXXX

•国内コール：9.1[2-9]XX

•国際コール：9.011!#

これらのパターンでは、9が外部回線のアクセスコードであり、ドット（.）はどの番号がネット
ワーク内部のもので、どの番号が外部の番号であるかを示すことでルートパターンを形式化する

ために役立つ区切り文字です。システムがダイヤルされた番号をPSTNへ送信する場合は、PSTN
がコールをルーティングできるように、ディジット破棄オプションを使用して、ドット前の番号

をダイヤルされた文字列から取り除くことができます。

関連トピック

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字, （148ページ）
ルートパターンの設定, （147ページ）

番号プレフィックスの例

ルートパターンで番号プレフィックスを使用する一例は、サイト間でオンネットダイヤリングを

設定する場合です。組織内のユーザが 8 +XXX-XXXXをダイヤルしてサイト間でコールを発信で
きるように、ルートパターンを作成できます。オフネットコールの場合は、コールを E.164形式
でPSTNにルーティングできるように、プレフィックス番号（8）を削除し、新しいプレフィック
ス 1<area code>を追加できます。

関連トピック

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字, （148ページ）
ルートパターンの設定, （147ページ）

オンネットおよびオフネットパターンの例

[コールの分類（Call Classification）]フィールドを使用して、ルートパターンを OffNetまたは
OnNetとして設定できます。ユーザがセカンダリダイヤルトーンによって、コールが組織の外部
に接続されることを認識できるようにする場合は、コールをオフネットとして分類できます。た

とえば、外部回線にアクセスするには 9をダイヤルするようにユーザに求めるルートパターンを
作成し、それをオフネットパターンとして分類した場合、システムは次のダイヤルトーンを提供

します。

•ユーザが 9をダイヤルする前に電話がオフフックされたときのダイヤルトーン

•ユーザが 9をダイヤルした後のセカンダリダイヤルトーン。これは、システムが公衆電話
交換網（PSTN）にコールを発信する準備が整ったことを示します。
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このオプションを使用する場合は、必ず、[デバイスのオーバーライドを許可（Allow Device
Override）]チェックボックスをオフにしてください。

関連トピック

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字, （148ページ）
ルートパターンの設定, （147ページ）

ブロックおよびルートパターンの例

ブロックおよびルートパターンを使用して、ルーティングする必要のない発信コールまたは着信

コールを阻止できます。ブロックパターンを使用すると、次を実行できます。

•特定のパターンをブロックする。たとえば、パターン 91900XXXXXXXは、ユーザが 900
サービスにコールを発信するのを阻止します。

•特定の市外局番と場所へのコールをブロックすることで電話料金の詐欺行為を防ぐ

関連トピック

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字, （148ページ）
ルートパターンの設定, （147ページ）

ルートグループの設定

システムが発信コール用ゲートウェイを選択するときの優先順位を示したルートグループを設定

します。グループ内の任意のゲートウェイでコールを発信できるように、同様の特性を持つゲー

トウェイをグループ化するには、次の手順を使用します。ルートグループを設定したときに指定

した順序で、システムは使用するゲートウェイを選択します。

1つのデバイスを複数のルートグループに割り当てることができます。

はじめる前に

ルートパターンの設定, （147ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートグループ（Route Group）]を選択します。
[ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいルートグループを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

•既存のルートグループの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリッ
クし、結果リストからルートグループを選択します。
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[ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ルートリストの設定, （153ページ）

これはオプションです。ローカルルートグループ名の設定, （155ページ）

ルートリストの設定

一連のルートグループを特定し、優先順位を付けるには、ルートリストを設定します。Cisco
Unified CommunicationsManagerはルートリストの順番を使用して、発信コールで使用可能なデバ
イスを検索します。

ルートリストに含められるのは、ルートグループとローカルルートグループだけです。

発信コールがルートリストを介して伝送されると、コールが終了する前に警告メッセージを

送信しないように、ルートリストのプロセスは、発信デバイスをロックします。発信デバイ

スがロックされた後は、ハントリストが着信コールの追跡を停止します。

（注）

はじめる前に

ルートグループの設定, （152ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）]
> [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいルートリストを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
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•既存のルートリストの設定を修正するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリック
して表示された一覧からルートリストを選択します。

ステップ 3 [ルートリストの設定（RouteListConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 ルートリストにルートグループを追加するには、[ルートグループの追加（Add Route Group）]
ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ルートグループ（Route Group）]ドロップダウンリストから、ルートリストに追加するルート
グループを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

次の作業

（オプション）ローカルルートグループを設定, （154ページ）

ローカルルートグループを設定

これはオプションです。ローカルルートグループを設定して、必要なルートリストの数を減ら

すことができます。リストのポイントを、PSTNゲートウェイの場所に基づいて、システムが発信
をルーティングするのに使用する PSTNゲートウェイにルーティングします。代替として、ゲー
トウェイへのアクセスに使用されるルートパターンから PSTNゲートウェイの場所を分離するた
めにローカルルートグループを使用できます。この設定により、異なる場所からの電話機その他

のデバイスが単一のルートパターンのセットを使用すると同時に、Cisco Unified Communication
Managerがコールをルーティングする正しいゲートウェイを選択できます。

たとえば、ローカルルートグループを使用すると、国のすべての市で別々のダイヤルプランを

持つのではなく、国全体で単一のダイヤルプランを持つことができます。このアプローチが有効

なのは、一元化されたコール導入のシナリオについてだけです。

リダイレクトされたコールのローカルルートグループが最後にリダイレクトするパーティの

ローカルルートグループに設定されている場合、Extend and Connectは標準ローカルルート
グループでのみ動作します。

リダイレクトされたコールのローカルルートグループが発呼側のローカルルートグループに

設定されている場合、モバイル音声アクセスは標準ローカルルートグループでのみ動作しま

す。

（注）

はじめる前に

ルートグループの設定, （152ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。システムは、標準ローカル

ルートグループと呼ばれるデフォルトのローカルルー

ローカルルートグループ名

の設定, （155ページ）
ステップ 1   

トグループを提供しますが、追加のローカルルート

グループを設定できます。追加のローカルルートグ

ループを指定するには、次の手順を使用します。

システムの各デバイスがそのローカルルートグルー

プを知るためにプロビジョニングされることを確認す

ローカルルートグループと

デバイスプールの関連付け,
（156ページ）

ステップ 2   

るためには、ローカルルートグループをデバイスプー

ルに関連付けます。

これはオプションです。ルートリストに追加できる

ローカルルートグループを設定します。ローカルルー

ルートリストへのローカル

ルートグループの追加,（156
ページ）

ステップ 3   

トグループを作成すると、システムはデバイスプー

ルレベルのユーザに対して定義されたゲートウェイに

発信コールをルーティングします。

ローカルルートグループ名の設定

これはオプションです。システムは、標準ローカルルートグループと呼ばれるデフォルトのロー

カルルートグループを提供しますが、追加のローカルルートグループを設定できます。追加ロー

カルルートグループを指定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ローカルルートグループ名（Local Route Group
Names）]を選択します。

ステップ 2 [行の追加（Add Row）]をクリックします。
ステップ 3 新しいローカルルートグループの名前と説明を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ローカルルートグループとデバイスプールの関連付け, （156ページ）
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ローカルルートグループとデバイスプールの関連付け

発信側デバイスのデバイスプールの設定に基づいて、ローカルルートグループが既存のルート

グループを使用するよう割り当てることができます。この設定では、異なる場所にある電話機な

どのデバイスでルートパターンの単一のセットを使用できます。また、CiscoUnifiedCommunication
Managerでは、適切なゲートウェイを選択してコールをルーティングします。

システムの各デバイスがそのローカルルートグループを認識するようにプロビジョニングするに

は、ローカルルートグループをデバイスプールに関連付けます。

はじめる前に

これはオプションです。ローカルルートグループ名の設定, （155ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択しま
す。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、結果の一覧からデバイスプールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローカルルートグループの設定（Local Route Group Settings）]領域で、[標準ローカルルートグ
ループ（Standard Local Route Group）]ドロップダウンリストからルートグループを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ルートリストへのローカルルートグループの追加, （156ページ）

ルートリストへのローカルルートグループの追加

ルートリストに追加するローカルルートグループを設定します。ローカルルートグループを作

成すると、システムは、デバイスプールレベルでユーザに定義したゲートウェイに発信コールを

ルーティングします。

はじめる前に

ローカルルートグループとデバイスプールの関連付け, （156ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）]
> [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいルートリストを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
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•既存のルートリストの設定を修正するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリック
して表示された一覧からルートリストを選択します。

[ルートリストの設定（Route List Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ルートリストにローカルルートグループを追加するには、[ルートグループの追加（Add Route
Group）]ボタンをクリックします。

ステップ 4 [ルートグループ（Route Group）]ドロップダウンリストから、ルートリストに追加するローカ
ルルートグループを選択します。標準ローカルルートグループの追加、または作成したカスタ

ムローカルルートグループの追加ができます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ルートフィルタの設定

ルートフィルタは、コールの処理方法を決定するためにダイヤル数字列を使用します。ルート

フィルタは、ワイルドカード@を含むルートパターンを設定するときにのみ適用されます。ルー
トパターンにワイルドカード@が含まれると、Cisco Unified Communications Managerは、この手
順で指定した番号計画に従ってコールをルーティングします。

コールルーティングを設定する場合、単一ルートフィルタを多くのルートパターンに割り当

てないようにしてください。数百のルートパターンが関連付けられたルートフィルタを編集

した場合、システムコアに発生します。これは、ルートフィルタを使用するすべてのルート

パターンのコールルーティングの更新に新たなシステム処理が必要になるためです。発生し

ないようにするには、重複するルートフィルタを作成します。詳細については、CSCup04938
を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートフィルタ（Route
Filter）]を選択します。

ステップ 2 [番号計画（NumberingPlan）]ドロップダウンリストからダイヤルプランを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 3 [ルートフィルタ名（Route Filter Name）]フィールドに名前を入力します。
各ルートフィルタ名がルートプランに一意であることを確認します。

ステップ 4 ルートフィルタのタグと演算子を選択し、該当する場合は、このルートフィルタのフレーズを作

成するためのデータを入力します。

使用可能なルートフィルタのタグに関する情報については、「関連項目」セクションを参照して

ください。
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EXISTS、DOES-NOT-EXIST、NOT-SELECTEDの演算子を使用するタグにはルートフィ
ルタのタグ値を入力しないでください。

（注）

ステップ 5 ルートフィルタの演算子を選択し、該当する場合は、このルートフィルタのフレーズを作成する

ためにデータを入力します。

使用可能なルートフィルタの演算子に関する情報については、「関連項目」セクションを参照し

てください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

関連トピック

ルートフィルタタグ, （158ページ）
ルートフィルタの演算子, （160ページ）
ルートフィルタの例, （161ページ）

ルートフィルタタグ

このタグはルートフィルタのコアコンポーネントとして機能します。タグはダイヤルされた数字

列のサブセットに名前を適用します。たとえば、NANP番号972-555-1234は、LOCAL-AREA-CODE
（972）、OFFICE-CODE（555）、および SUBSCRIBER（1234）のルートフィルタタグで構成さ
れます。

ルートフィルタタグには演算子が必要です。さらに、フィルタ対象のコールを判断するために追

加の値が必要になる場合があります。

ルートフィルタタグフィールドの値は、ワイルドカード文字X、*、#、[,]、-、^および 0～ 9の
数字を使用できます。次の表の説明は、表記 [2-9]と XXXXを使用して実際の数字を表します。
この表記の [2-9]は 2～ 9の範囲で任意の 1桁を表し、Xは 0～ 9の範囲で任意の 1桁を表しま
す。したがって、[2-9]XXの形式の 3桁の市外局番は、実際の数字 200～ 999を入力するか、すべ
てワイルドカードを入力するか、または該当範囲のパターンになるような実際の数字とワイルド

カードを組み合わせて入力できるということです。

ルートフィルタタグは、[ルートフィルタ設定（Route Filter Configuration）]ウィンドウの [番号
計画（NumberingPlan）]ドロップダウンリストボックスから選択する番号計画によって変わりま
す。次の表は、北米番号計画のルートフィルタタグを示します。

表 12：ルートフィルタタグ

説明タグ

[2-9]XXの形式のこの 3桁の市外局番は、長距離コールの市
外局番を特定します。

AREA-CODE

この 1桁、2桁、または 3桁のコードは、国際コールの宛先
の国を指定します。

COUNTRY CODE
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説明タグ

この単一文字は、ダイヤル数字列の終了を特定します。#文
字は、NANP内に着信する国際番号のダイヤル信号の終了と
して作用します。

END-OF-DIALING

この2桁のアクセスコードは、国際ダイヤルを指定します。
米国内で発信するコールは、このコードに01を使用します。

INTERNATIONAL-ACCESS

この1桁のコードは、ダイヤル直通の国際コールを指定しま
す。米国内で発信するコールは、このコードに1を使用しま
す。

INTERNATIONAL-DIRECT-DIAL

この1桁のコードは、オペレータが支援する国際コールを指
定します。米国内で発信するコールは、このコードに0を指
定します。

INTERNATIONAL-OPERATOR

[2-9]XXの形式のこの 3桁のローカルエリアコードは、10
桁のローカルコールのローカルエリアコードを指定しま

す。

LOCAL-AREA-CODE

この 1桁のコードは、ダイヤル直通のローカルコールを指
定します。NANPコールはこのコードに 1を使用します。

LOCAL-DIRECT-DIAL

この 1桁のコードは、オペレータが支援するローカルコー
ルを指定します。NANPコールはこのコードに0を使用しま
す。

LOCAL-OPERATOR

この1桁のコードは、ダイヤル直通の長距離コールを指定し
ます。NANPコールはこのコードに 1を使用します。

LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL

これらの 1桁または 2桁のコードは、NANP内のオペレータ
が支援する長距離電話を指定します。オペレータが支援する

コールはこのコードに 0を使用し、オペレータアクセスは
00を使用します。

LONG-DISTANCE-OPERATOR

このタグは、国際コールの数字列のうち国固有の部分を指定

します。

NATIONAL-NUMBER

このタグは、7桁の電話番号の最初の 3桁を [2-9]XXの形式
で指定します。

OFFICE-CODE

この1桁のコードは、国際コールの衛星接続へのアクセスを
提供します。

SATELLITE-SERVICE
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説明タグ

この 3桁のコードは、緊急用の 911、修理用の 611、情報用
の 411などのサービスを指定します。

SERVICE

このタグは、7桁の電話番号の最後の 4桁をXXXXの形式で
指定します。

SUBSCRIBER

この 4桁の値は、長距離キャリアを指定します。

TRANSITNETWORK値には、先行する 101のキャリアアク
セスコードのプレフィックスを含めないでください。詳細

は、TRANSIT-NETWORK-ESCAPEを参照してください。

TRANSIT-NETWORK

この 3桁の値は、長距離キャリア IDに先行します。この
フィールドの値は 101を指定します。
TRANSIT-NETWORK-ESCAPE値には 4桁のキャリア IDコー
ドを含めないでください。詳細は、TRANSIT-NETWORKを
参照してください。

TRANSIT-NETWORK-ESCAPE

ルートフィルタの演算子

ルートフィルタタグの演算子は、そのタグに関連付けられるダイヤル数字列に基づいて、コール

をフィルタリングするかどうかを決定します。演算子EXISTSおよびDOES-NOT-EXISTは、ダイ
ヤル数字列のその部分が存在するかどうかを単純に確認します。演算子==は、特定の値またはパ
ターンと実際のダイヤル番号を照合します。次の表に、ルートフィルタタグで使用できる演算子

の説明を示します。

表 13：ルートフィルタの演算子

説明演算子

このタグに関連付けられるダイヤル数字列に基づいて、コールをフィルタ

処理しないように指示します。

演算子が関連付けられるタグの有無によって、Cisco Unified
CommunicationsManagerがコールをルーティングすることが妨げ
られることはありません。

（注）

NOT-SELECTED

このタグに関連付けられるダイヤル数字列が見つかった場合、コールのフィ

ルタ処理を指示します。

Cisco Unified Communications Managerは、タグに関連付けられて
いる任意の数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれる場合の

み、コールをルーティングするかブロックします。

（注）

EXISTS
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説明演算子

このタグに関連付けられるダイヤル数字列が見つからなかった場合、コー

ルのフィルタ処理を指示します。

Cisco Unified Communications Managerは、タグに関連付けられて
いる任意の数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれない場合の

み、コールをルーティングするかブロックします。

（注）

DOES-NOT-EXIST

このタグに関連付けられるダイヤル数字列が指定された値に一致した場合、

コールのフィルタ処理を指示します。

Cisco Unified Communications Managerは、タグに関連付けられて
いて、関連するフィールドで指定された番号範囲内である任意の

数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれる場合のみ、コールを

ルーティングするかブロックします。

（注）

==

ルートフィルタの例

例 1：AREA-CODEおよび演算子DOES-NOT-EXISTを使用するルートフィルタは、市外局番を含
まないすべてのダイヤル数字列を選択します。

例2：AREA-CODE、演算子==、およびエントリ515を使用するルートフィルタは、市外局番515
を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 3：AREA-CODE、演算子 ==、およびエントリ 5[2-9]Xを使用するルートフィルタは、520から
599までの市外局番を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 4：TRANSIT-NETWORK、演算子 ==、およびエントリ 0288を使用するルートフィルタは、
キャリアアクセスコード 1010288を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

時間帯ルーティングの設定

これはオプションです。着信コールを受信するためにパーティションが利用可能となる時間帯を

指定するスケジュールを作成します。

時間帯ルーティングは、メッセージ待機インジケータ（MWI）の代行に対しては機能しませ
ん。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

時間帯を定義するには、この手順を使用します。開

始時刻および終了時刻を定義し、さらに年次カレン

時間帯の設定,（162ページ）ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ダーで指定日または曜日として繰り返し間隔を指定

します。

スケジュールを作成するには、この手順を実行しま

す。上記の手順で設定した時間帯は、このスケジュー

タイムスケジュールの設定,
（162ページ）

ステップ 2   

ルの構成要素です。複数のスケジュールに時間帯を

割り当てることができます。

特定の時間帯に通話の完了を試みたときに、発信側

デバイスが検索する場所を特定するためにパーティ

ションとスケジュールを関連付けます。

パーティションとスケジュー

ルの関連付け,（163ページ）
ステップ 3   

時間帯の設定

時間帯を定義するには、この手順を使用します。開始時刻および終了時刻を定義し、さらに年次

カレンダーで指定日または曜日として繰り返し間隔を指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [時間帯（Time Period）]を選択します。

ステップ 2 [時間帯の設定（Time Period Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィール
ドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

タイムスケジュールの設定, （162ページ）

タイムスケジュールの設定

スケジュールを作成するには、次の手順を実行します。上記の手順で設定した時間帯は、このス

ケジュールの構成要素です。時間帯は、複数のスケジュールに割り当てることができます。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [タイムス
ケジュール（Time Schedule）]をクリックします。

ステップ 2 [スケジュールの設定（Time Schedule Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

パーティションとスケジュールの関連付け, （163ページ）

パーティションとスケジュールの関連付け

特定の時間中にコールを完了しようとする場合、パーティションとスケジュールを関連付けてコー

リングデバイスの検索が行われる場所を決定します。

はじめる前に

タイムスケジュールの設定, （162ページ）

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティ
ション（Partition）]をクリックします。

ステップ 2 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける
スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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第 21 章

ハントパイロットの設定

• ハントパイロットの概要, 165 ページ

• ハントパイロットの設定タスクフロー, 166 ページ

ハントパイロットの概要

ハントパイロットは、システムがコールを電話番号（DN）にルーティングするために使用する数
字とワイルドカードの文字列です。ハントパイロットはハントリストと連携して動作します。ハ

ントリストは、着信コールに適したパスの優先順位付けされたリスト（回線グループ）です。

コールがハントパイロットDNに発信されると、システムは、ハントリストで指定された最初の
回線グループにコールを提供します。最初の回線グループ内でどの回線もコールに応答しない場

合、システムは、ハントリストで指定された次の回線グループにコールを提供します。回線グ

ループは、コールがグループ内の電話に配信される順序を制御します。それらは、特定の内線番

号（通常は、IPフォンの内線番号またはボイスメールポート）を指しています。回線グループ
は、コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）ポートとCTIルートポイントを指す
ことができないため、ハントパイロットを使用して、Cisco Customer Response Solution（CRS）や
IP自動音声応答（IP IVR）などの CTIアプリケーションを介して制御されているエンドポイント
にコールを配信することはできません。

ハントパイロットは、回線グループとハントパイロットが異なるパーティションに存在する場合

でも、割り当てられた回線グループのいずれかにコールを配信できます。ハントパイロットが分

配するコールは、すべてのパーティションおよびコーリングサーチスペース制限を上書きしま

す。
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ハントパイロットの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

複数の電話で、1つの電話番号（DN）に直通する
コールに応答できるようにする回線グループを作成

します。

回線グループの設定, （166
ページ）

ステップ 1   

回線グループを優先するハントリストを設定しま

す。ハントリストを介してコールをルーティングす

ハントリストの設定, （167
ページ）

ステップ 2   

る際、システムはハントリストに定義した順で回線

グループを使用します。

ハントパイロットを設定して、コールを電話番号

（DN）にルーティングするためにシステムで使用さ
れる数字とワイルドカードの文字列を指定します。

ハントパイロットの設定,（
167ページ）

ステップ 3   

回線グループの設定

複数の電話が 1つの電話番号（DN）に転送されるコールに応答できるようにするには、回線グ
ループを作成します。着信コールをグループ内の電話機に配信する順序を回線グループは制御し

ます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[コールルーティング（CallRouting）]> [ルート/ハント（Route/Hunt）]
> [回線グループ（Line Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい回線グループを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

•既存の回線グループの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリック
し、結果リストから回線グループを選択します。

[回線グループの設定（Line Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [回線グループの設定（LineGroupConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

ハントリストの設定, （167ページ）

ハントリストの設定

ハントリストとは、回線グループの優先順位を記載したリストです。システムは、ハントリスト

を使用してコールをルーティングするときに、ハントリストで定義した順序で回線グループを使

用します。

はじめる前に

回線グループの設定, （166ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[コールルーティング（CallRouting）]> [ルート/ハント（Route/Hunt）]
> [ハントリスト（Hunt List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいハントリストを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

•既存のハントリストの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリック
し、ハントリストを結果リストから選択します。

[ハントリストの設定（Hunt List Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ハントリストの設定（HuntListConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ハントパイロットの設定, （167ページ）

ハントパイロットの設定

電話番号（DN）にコールをルーティングするため、システムで使用する数字とワイルドカードの
文字列を指定するハントパイロットを設定します。

はじめる前に

ハントリストの設定, （167ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[コールルーティング（CallRouting）]> [ルート/ハント（Route/Hunt）]
> [ハントパイロット（Hunt Pilot）]と選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいハントパイロットを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックしま
す。

•既存のハントパイロットの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をク
リックし、結果の一覧からハントパイロットを選択します。

[ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ハントパイロットの設定（HuntPilotConfiguration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。使

用できるワイルドカードと特殊文字の詳細については、ハントパイロットのワイルドカードと特

殊文字, （168ページ）を参照してください。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ハントパイロットのワイルドカードと特殊文字

ハントパイロットにワイルドカードと特殊文字を使用すると、ハントパイロットで、ある電話番

号（アドレス）の範囲を指定できます。また、これらのワイルドカードおよび特殊文字を使って

指示を組み立てると、Cisco Unified Communications Managerが処理した番号を隣接システムに送
信できます。

Cisco Unified Communications Managerがサポートするワイルドカードおよび特殊文字を次の表で
説明します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
168

ハントパイロットの設定タスクフロー



表 14：ワイルドカードおよび特殊文字

例説明文字

ルートパターン 9.@は、国別番号計画
が認識するすべての電話番号をルーティ

ングまたはブロックします。

@ワイルドカードが含む、国別番号計
画の番号のルートパターンの例を次に

示します。

• [0]

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

@記号（@）ワイルドカードは、国別
番号計画のすべての番号に一致します。

各ルートパターンで、@ワイルドカー
ドは 1文字だけ使用できます。

@

ルートパターン9XXXは、9000～9999
の範囲のすべての数字をルーティング

するか、またはブロックします。

Xワイルドカードは、0～9の範囲にあ
る数字の任意の 1桁に一致します。

X

ルートパターン 91!は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべ
ての数字をルーティングするか、また

はブロックします。

感嘆符（!）ワイルドカードは、0～ 9
の範囲にある数字の 1桁以上に一致し
ます。

!

ルートパターン 91X?は、91～
91999999999999999999999の範囲のすべ
ての数字をルーティングするか、また

はブロックします。

疑問符（?）ワイルドカードは、直前の
数字またはワイルドカード値の 0回以
上の繰り返しに一致します。

?

ルートパターン 91X+は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべ
ての数字をルーティングするか、また

はブロックします。

プラス記号（+）ワイルドカードは、直
前の数字またはワイルドカード値の 1
回以上の繰り返しに一致します。

+

ルートパターン 813510[012345]は、
8135100～ 8135105の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロッ

クします。

角カッコ（[ ]）文字は、値の範囲を囲
みます。

[]
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例説明文字

ルートパターン 813510[0-5]は、
8135100～ 8135105の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロッ

クします。

ハイフン（-）文字は、角カッコと一緒
に使用して値の範囲を示します。

-

ルートパターン 813510[^0-5]は、
8135106～ 8135109の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロッ

クします。

ハット（^）文字は、角カッコと一緒に
使用して値の範囲外を示します。この

文字は、開始角カッコ（[）の直後に配
置してください。

各ルートパターンで、^文字は 1文字
だけ使用できます。

^

ルートパターン 9.@は、最初の 9を、
国別番号計画に発信する Cisco Unified
Communications Managerアクセスコー
ドとして認識します。

デリミタとして使用されるドット（.）
文字は、Cisco Unified Communications
Managerのアクセスコードをディレク
トリ番号から分離します。

この特殊文字を、桁を無視する指定と

一緒に使用すると、隣接システムに番

号を送信する前に Cisco Unified
CommunicationsManagerのアクセスコー
ドを削除できます。

各ルートパターンで、（.）文字は 1文
字だけ使用できます。

.

ルートパターン*411を設定して、内部
オペレータのディレクトリ案内の利用

を可能にします。

アスタリスク（*）文字は、特別な着信
番号の追加の桁として利用できます。

*

ルートパターン 901181910555#は、国
別番号計画内からダイヤルされる国際

番号をルーティングまたはブロックし

ます。末尾の 5の後の #文字は、この
桁をシーケンスの最後の桁として特定

します。

シャープ（#）文字は、一般にダイヤル
シーケンスの終了を特定します。

#文字がパターンの最後の文字になるよ
うにします。

#

\+の使用は、国際番号用エスケープ文
字 +がワイルドカードではなく、ダイ
ヤル可能な桁であることを意味します。

\+のように、バックスラッシュにプラ
ス記号が続くと、国際番号用エスケー

プ文字 +の設定を示します。

\+
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ハントパイロットのパフォーマンスと拡張性

次のパフォーマンスと拡張性の制限事項が適用されます。

•単一の Unified CMクラスタは、最大 15,000のハントリストデバイスをサポートします。

•単一の Unified CMサブスクライバは、コールキューイングが有効になっている状態でノー
ドごとに最大 100のハントパイロットをサポートします。

•ハントリストデバイスは、各ハントリストに 10台の IPフォンを含む 1500のハントリス
ト、各ハントリストに 20台の IPフォンを含む 750のハントリストの組み合わせ、または同
様の組み合わせにすることができます。

コールカバレッジにブロードキャストアルゴリズムを使用する場合、ハント

リストデバイスの数は、Busy Hour Call Attempts（BHCA）の数によって制限
されます。ブロードキャストアルゴリズムを使用して、10台の電話機を含む
ハントリストまたはハントグループを指すハントパイロットに対して 10回
の BHCAを行うことは、10回の BHCAを行う 10台の電話機と同じです。

（注）

•各ハントパイロットのキューに設定できる同時発信者の最大数は 1～ 100です（デフォルト
は 32）。

•各ハントパイロットのキューに設定できる最大待機時間は 0～ 3600秒です（デフォルトは
900）。ハントリストの数が増えると、Unified Communications Managerのサービスパラメー
タで指定するダイヤルプラン初期化タイマーの値を大きくする必要があります。1500のハ
ントリストを設定している場合は、ダイヤルプラン初期化タイマーを 600秒に設定するこ
とを推奨します。

•コールキューイングとともにブロードキャストアルゴリズムを使用している場合は、単一
の回線グループに対して35を超える電話番号を設定しないでください。また、ブロードキャ
スト回線グループの数は、Busy Hour Call Completion（BHCC）レートによって異なります。
Unified CMシステム内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、1回線グループ
の電話番号の最大数は35未満にする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グルー
プの最繁時呼数（BHCA）の数が、1秒あたり 35コールセットアップを超えないようにしま
す。
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第 22 章

トランスレーションパターンの設定

• トランスレーションパターンの概要, 173 ページ

• トランスレーションパターンの前提条件, 173 ページ

• トランスレーションパターンの設定タスクフロー, 174 ページ

トランスレーションパターンの概要

任意のタイプのコール用に数字を処理するトランスレーションパターンを設定できます。トラン

スレーションパターンは、ルートパターンと同じ一般規則に従い、同じワイルドカードを使用し

ます。ルートパターンと同じように、トランスレーションパターンをパーティションに割り当て

ます。ただし、ダイヤルされた数字がトランスレーションパターンと一致する場合、CiscoUnified
Communications Managerは、ゲートウェイなどの外部エンティティにコールをルーティングしま
せん。代わりに、まず変換を実行した後、トランスレーションパターン内で設定されたコーリン

グサーチスペースを使用して、コールを再度ルーティングします。

トランスレーションパターンの前提条件

トランスレーションパターンを設定する前に、次のタスクを完了する必要があります。

•パーティション設定のタスクフロー, （133ページ）

•コールルーティング設定のタスクフロー, （146ページ）

作成した各トランスレーションパターンで、パーティション、ルートフィルタ、および番号

計画の組み合わせが一意であることを確認します。重複入力を示すエラーを受け取った場合、

ルートパターンまたはハントパイロット、トランスレーションパターン、電話番号、コール

パーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウを確認しま

す。

（注）
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トランスレーションパターンの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

トランスレーションパターンを設定し、発

信後にコールをルーティングする方法を指

定します。

トランスレーションパターンの設定,
（174ページ）

ステップ 1   

トランスレーションパターンの設定

発信後にコールのルーティング方法を指定するには、トランスレーションパターンを設定しま

す。トランスレーションパターンを設定すると、Cisco Unified Communications Managerで発信お
よび着信番号を適切に操作できます。Cisco Unified Communications Managerでは、パターンの一
致を検出すると、トランスレーションパターンに設定されたコーリングサーチスペースを使用

して、さらに一致があるかどうかを確認します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[コールルーティング（CallRouting）> [トランスレーションパター
ン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをク
リックします。

•既存のトランスレーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して[検索（Find）]
をクリックし、結果のリストからトランスレーションパターンを選択します。

[トランスレーションパターンの設定（TranslationPatternConfiguration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [トランスレーションパターンの設定（TranslationPatternConfiguration）]ウィンドウで各フィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 23 章

トランスフォーメーションパターンの設定

• 変換パターンの概要, 175 ページ

• トランスフォーメーションパターンの設定タスクフロー, 175 ページ

変換パターンの概要

トランスフォーメーションパターンは、着信コールまたは発信コールでダイヤルされた番号をど

のように処理するかを決定します。発信者番号または着信者番号を変更する必要があるとき、シ

ステムが電話機またはPSTNに送信する前にトランスフォーメーションパターンを設定できます。

トランスフォーメーションパターンを使用して、数字を廃棄したり、プレフィックスを付けた

り、発信側の変換マスクを追加したり、発信側番号のプレゼンテーションを制御したりできます。

次の操作を実行できます。

•着信側トランスフォーメーションCSSが指定された発信側トランスフォーメーションパター
ンをヒットします。

•発信側トランスフォーメーションCSSが指定された着信側トランスフォーメーションパター
ンをヒットします。

トランスフォーメーションパターンの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

この手順を使用して、発信者番号を変換します。た

とえば、PSTNにコールするときに発信者の内線番
発信側トランスフォーメーショ

ンパターンの設定, （176ペー
ジ）

ステップ 1   

号とオフィスの代表番号を置き換えるトランスフォー

メーションパターンを設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

この手順を使用して、着信者番号を変換します。た

とえば、10桁の番号でダイヤルされたコールの最後
着信側トランスフォーメーショ

ンパターンの設定, （177ペー
ジ）

ステップ 2   

の 5桁のみを保持するトランスフォーメーションパ
ターンを設定できます。

これはオプションです。Cisco Intercompany Media
Engine（Cisco IME）を使用している場合にのみ、こ

トランスフォーメーションプ

ロファイルの設定, （177ペー
ジ）

ステップ 3   

の手順を実行します。ダイヤルされた番号を E.164
形式に変換するには、トランスフォーメーションプ

ロファイルを設定する必要があります。

発信側トランスフォーメーションパターンの設定

この手順を使用して、発信者番号を変換します。たとえば、PSTNで発信するとき、発信者の内線
番号をオフィスの代表番号に置き換えるトランスフォーメーションパターンを設定できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォーメーション
（Transformation）] > [トランスフォーメーションパターン（Transformation Pattern）] > [発信側ト
ランスフォーメーションパターン（Calling Party Transformation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい発信側トランスフォーメーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]
ボタンをクリックします。

•既存の発信側トランスフォーメーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力
し、[検索（Find）]をクリックし、結果リストからパターンを選択します。

[発信側トランスフォーメーションパターンの設定（Calling Party Transformation Pattern
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [発信側トランスフォーメーションパターンの設定（Calling Party Transformation Pattern
Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳
細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

着信側トランスフォーメーションパターンの設定, （177ページ）
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着信側トランスフォーメーションパターンの設定

着信者番号を変換するには、次の手順を使用します。たとえば、10桁の数字としてダイヤルした
コールの最後の 5桁のみ保持するトランスフォーメーションパターンを設定できます。

はじめる前に

発信側トランスフォーメーションパターンの設定, （176ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [トランスフォーメーション（Transformation）] > [トランスフォーメー
ションパターン（Transformation Pattern）] > [着信側トランスフォーメーションパターン（Called
Party Transformation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい着信側トランスフォーメーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]
ボタンをクリックします。

•既存の着信側トランスフォーメーションパターンを変更するには、検索条件を入力して [検
索（Find）]をクリックし、結果のリストから既存のユーザを選択します。

[着信側トランスフォーメーションパターンの設定（CalledPartyTransformationPatternConfiguration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [着信側トランスフォーメーションパターンの設定（CalledPartyTransformationPatternConfiguration）]
ウィンドウの各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、

オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

これはオプションです。トランスフォーメーションプロファイルの設定, （177ページ）

トランスフォーメーションプロファイルの設定

Cisco Intercompany Media Engine（Cisco IME）を使用している場合にのみ、この手順を実行しま
す。ダイヤルされた番号を E.164形式に変換するには、トランスフォーメーションプロファイル
を設定する必要があります。E.164形式では、国際対応の「+」が先頭につきます。たとえば、
「+14085551212」です。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォーメーション
（Transformation）] > [トランスフォーメーションプロファイル（Transformation Profile）]を選択
します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいトランスフォーメーションプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]ボ
タンをクリックします。

•既存のトランスフォーメーションプロファイルの設定を変更するには、検索条件を入力して
[検索（Find）]をクリックし、検索結果の一覧からパターンを選択します。

[トランスフォーメーションプロファイルの設定（Transformation Profile Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 [トランスフォーメーションプロファイルの設定（Transformation Profile Configuration）]ウィンド
ウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 24 章

ダイヤルルールの設定

• ダイヤルルールの概要, 179 ページ

• ダイヤルルールの前提条件, 179 ページ

• ダイヤルルールの設定タスクフロー, 180 ページ

• ダイヤルルールの連携動作と制約事項, 187 ページ

ダイヤルルールの概要

Cisco Unified Communications Managerは、次のタイプのダイヤルルールをサポートしています。

•アプリケーションダイヤルルール

•ディレクトリ検索ダイヤルルール

• SIPダイヤルルール

管理者はアプリケーションダイヤルルールを使用して、Cisco Web Dialerや Cisco Unified
Communications Manager Assistantなどのアプリケーションのダイヤルルールの優先順位を追加お
よびソートします。

管理者はディレクトリ検索ダイヤルルールを使用して発信者の識別番号を変換し、Cisco Unified
Communications Manager Assistantなどのアプリケーションで、Assistant Consoleからディレクトリ
検索を実行します。

管理者はSIPダイヤルルールを使用して、システムのデジタル分析とルーティングを実行します。
管理者は SIPダイヤルルールを設定し、コール処理が実行される前に、その SIPダイヤルルール
を Cisco Unified IP Phoneに追加します。

ダイヤルルールの前提条件

• SIPダイヤルルールを設定するには、デバイスで SIPを実行している必要があります。
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•管理者は、次のデバイスにSIPダイヤルルールを関連付けます：CiscoUnified IP Phone 7911、
7940、7941、7960、7961、7970、および 7971

ダイヤルルールの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Web Dialer、Cisco Unified Communications
ManagerAssistantなどのアプリケーションのダイヤ

アプリケーションダイヤル

ルールの設定, （180ページ）
ステップ 1   

ルルールの優先順位を追加し並べ替える、アプリ

ケーションダイヤルルールを設定します。

発信者の ID番号をディレクトリで検索可能な番号
に変換するには、ディレクトリ検索ダイヤルルー

ルを設定します。

ディレクトリ検索ダイヤル

ルールの設定, （181ページ）
ステップ 2   

SIPを実行している電話のダイヤルプランを設定す
るには、SIPダイヤルルールの設定を使用します。

SIPダイヤルルールの設定, （
182ページ）

ステップ 3   

これはオプションです。複数のダイヤルルールが

ある場合は、[CiscoUnifiedCommunicationsManager
ダイヤルルールの再優先順位

付け, （186ページ）
ステップ 4   

の管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]ウィンドウでダイヤルルールの優
先順位を変更します。

アプリケーションダイヤルルールの設定

Cisco Unified CommunicationsManagerは、アプリケーションダイヤルルールをサポートし、Cisco
Web Dialerや Cisco Unified Communications Manager Assistantのようなアプリケーションのダイヤ
ルルールの優先順位の追加と並べ替えができます。アプリケーションダイヤルルールを適用す

ると、ユーザがダイヤルする電話番号に対して数字の追加と削除が自動的に行われます。たとえ

ば、外線発信する場合にはアプリケーションのダイヤルルールにより、7桁の電話番号の先頭に
番号 9が自動で付加されます。

Cisco Unified Communications Managerは自動的に、CTIリモートデバイスのすべてのリモート
接続先番号にアプリケーションダイヤルルールを適用します。

（注）

新しいアプリケーションダイヤルルールを追加する、または既存のアプリケーションダイヤル

ルールを更新するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（CallRouting）] > [ダイヤルルール（DialRules）]
> [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]の順に選択します。

ステップ 2 [アプリケーションダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List Application Dial Rules）]ウィ
ンドウで、次のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックします。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のアプリケーションダイヤルルールを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションダイヤルルールの設定（Application Dial Rule Configuration）]ウィンドウの
フィールドを設定します。フィールドの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行します。

•ディレクトリ検索ダイヤルルールの設定, （181ページ）

• SIPダイヤルルールの設定, （182ページ）

ディレクトリ検索ダイヤルルールの設定

ディレクトリ検索ダイヤルルールは、発信者の識別情報を、ディレクトリで検索可能な番号に変

換します。各ルールでは、先頭の数字および番号の長さに基づいて、変換する数字を指定します。

たとえば、10桁の電話番号から市外局番と 2桁の局番を自動的に削除するディレクトリ検索ダイ
ヤルルールを作成できます。たとえば、4085551212は、51212になります。

新しいディレクトリ検索ダイヤルルールを追加するか、既存のディレクトリ検索ダイヤルルール

を更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]から、[コール
ルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [ディレクトリ検索ダイヤル
ルール（Directory Lookup Dial Rules）]を選択します。

ステップ 2 [ディレクトリ検索ダイヤルルールの検索と一覧表示（Directory Lookup Dial Rule Find and List）]
ウィンドウで、以下のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックします。
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• [検索（Find）]をクリックし、既存のディレクトリ検索ダイヤルルールを選択します。

ステップ 3 [ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）]ウィンドウ内の各フィールド
を設定します。フィールドの説明の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPダイヤルルールの設定, （182ページ）

SIP ダイヤルルールの設定
SIPダイヤルルールは、SIPを実行している Cisco Unified IP Phoneのローカルダイヤルプランを
提供するため、ユーザは、コールが処理される前に、キーを押したり、タイマーを待機する必要

はありません。管理者がSIPダイヤルルールを設定し、SIPを実行している電話機に適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPダイヤルルールを設定および更新し、それらを
SIPを実行している電話機と関連付けます。

SIPダイヤルルールの設定,（
183ページ）

ステップ 1   

SIPダイヤルルールを更新したときに、新しい SIP
ダイヤルルールで電話機が更新されるよう、SIPを

SIPダイヤルルールのリセッ
ト, （184ページ）

ステップ 2   

実行している電話機をリセットまたは再起動しま

す。

（オプション）設定を変更したSIPダイヤルルール
と SIP電話機を同期します。これによって、最小限

SIPダイヤルルール設定とSIP
電話機の同期, （185ページ）

ステップ 3   

の割り込みで未適用の設定を適用します。たとえ

ば、影響を受ける SIP電話機の一部でリセットまた
は再起動を行うは必要ありません。

関連トピック

パターン形式, （183ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
182

ダイヤルルールの設定タスクフロー



パターン形式

表 15：SIP ダイヤルルールのパターン形式

値ダイヤルルールのパターン

•ピリオド（.）は任意の文字と一致します。

•シャープ記号（#）は終了キーとして機能し、>#とのマッ
チングが見つかった後でのみ、終了を適用できます。その

ため、>*は終了文字にアスタリスク（*）が指定されてい
ることを意味します。つまり、終了キーは大なり記号（>）
の後に続く必要があります。

7940_7960_OTHERで有効になるように、パター
ンフィールドのシャープ記号を設定する必要が

あります。

（注）

•アスタリスク（*）は 1つ以上の文字に一致し、ワイルド
カードとして処理されます。これは、*の前にバックスラッ
シュ（\）のエスケープシーケンスを付け、\*シーケンスを
作ることで上書きできます。電話機は自動的に \を削除す
るため、出力ダイヤル文字列には表示されません。*がダ
イヤル番号として受け取られると、ワイルドカード文字 *
およびピリオド（.）によってマッチングされます。

•カンマ（,）は電話機に2番目のダイヤルトーンを生成させ
ます。

たとえば、7....は 7で始まる任意の 4桁の DNに一致しま
す。8,.....は 8に一致し、2番目のダイヤルトーン（デフォ
ルト値）が再生され、次に任意の5桁のDNに一致します。

7940_7960_OTHER

SIP ダイヤルルールの設定

SIPを実行している電話のダイヤルプランを設定します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [SIPダイヤルルー
ル（SIP Dial Rules）].を選択します。

ステップ 2 [SIPダイヤルルールの検索/一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）]ウィンドウで、次のいずれか
の手順を実行します。
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• [新規追加（Add New）]をクリック

• [検索（Find）]をクリックし、既存の SIPダイヤルルールを選択

ステップ 3 [SIPダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定しま
す。フィールドの詳細説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]で SIPダイヤルルールを追加または更新すると、Cisco TFTPサービス
によってすべての電話設定ファイルが再構築されるため、特に多くの電話が接続された

大規模なシステムでは、Cisco TFTPサービスを実行するサーバ上の CPUにスパイクが
発生する可能性があります。CPUにスパイクを発生させないためには、SIPダイヤル
ルールの追加や更新をメンテナンスウィンドウで行うか、設定変更を行う前に Cisco
Unified Serviceabilityで Cisco TFTPサービスを一時的に停止してください。Cisco TFTP
サービスを停止した場合は、SIPダイヤルルールを追加または更新した後、必ず Cisco
Unified Serviceabilityでサービスを再開してください。

（注）

次の作業

SIPダイヤルルールのリセット, （184ページ）

関連トピック

パターン形式, （183ページ）

SIP ダイヤルルールのリセット

SIPダイヤルルールを更新したときに、新しい SIPダイヤルルールで電話機が更新されるよう、
次の手順を実行して SIPを実行している電話機をリセットまたは再起動します。

はじめる前に

SIPダイヤルルールの設定, （183ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイ
ヤルルール（Dial Rules）] > [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]の順に
選択します。

ステップ 2 [SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find andList SIPDialRules）]ウィンドウで、[検索（Find）]
をクリックし、リセットする既存の SIPダイヤルルールを選択します。

ステップ 3 [SIPダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）]ウィンドウで、[リセット（Reset）]を
クリックします。

ステップ 4 [デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスで、次のタスクのいずれかを実行しま
す。

•選択したデバイスをシャットダウンせずに再起動し、Cisco Unified Communications Manager
に登録するには、[再起動（Restart）]をクリックします。

•デバイスをシャットダウンしてから再起動するには、[リセット（Reset）]をクリックしま
す。

•操作を実行せずに [デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスを閉じるには、
[閉じる（Close）]をクリックします。

管理者が SIPダイヤルルールを設定して SIPを実行している電話機に適用すると、データベース
からTFTPサーバに通知が送信されます。これによって、SIPを実行している電話機の新しい設定
ファイルを作成できます。TFTPサーバはCisco Unified CommunicationsManagerに新しい設定ファ
イルを通知します。更新された設定ファイルは電話機に送信されます。詳細については、SIPを実
行している Cisco Unified IP Phoneの TFTPサーバの設定を参照してください。

次の作業

SIPダイヤルルール設定と SIP電話機の同期, （185ページ）

SIP ダイヤルルール設定と SIP 電話機の同期

SIP電話機と設定が変更された SIPダイヤルルールを同期するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

SIPダイヤルルールのリセット, （184ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイ
ヤルルール（Dial Rules）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]の順に選択します。

ステップ 2 [SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find andList SIPDialRules）]ウィンドウで、[検索（Find）]
をクリックし、適切な SIP電話機を同期する既存の SIPダイヤルルールを選択します。

ステップ 3 追加の設定変更を行い、[SIPダイヤルルールの設定（SIPDialRuleConfiguration）]で [保存（Save）]
をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

ダイヤルルールの再優先順位付け

[ダイヤルルールの設定（Dial Rule Configuration）]ウィンドウでダイヤルルールの優先順位を追
加およびソートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイ
ヤルルール（Dial Rules）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを選択します。

•アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）

•ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）

• SIPダイヤル規則

ステップ 3 [検索と一覧表示（Find and List）]ウィンドウで、ダイヤルルールを選択し、ダイヤルルールの
名前をクリックします。

[ダイヤルルールの設定（Dial Rule Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ダイヤルルールをリストで上下に移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

ステップ 5 順序の優先順位付けが完了したら、[保存（Save）]をクリックします。
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ダイヤルルールの連携動作と制約事項

SIP ダイヤルルール連携動作

SIP ダイヤルルール連携動作

データのやり取りCisco Unified IP Phone

これらの電話機は、7940_7960_OTHERダイヤ
ルルールパターンを使用します。キープレス

マークアップ言語（KPML）では、CiscoUnified
Communications Managerに数字を 1桁ごとに送
信できます。 SIPダイヤルルールを使用する
と、Cisco Unified Communications Managerに送
信する前に、電話で数字のパターンをローカル

に収集できます。SIPダイヤルルールを設定し
ないと、KPMLが使用されます。Cisco Unified
Communications Managerのパフォーマンスを向
上させるために（処理されるコール数の増

加）、シスコはSIPダイヤルルールを設定する
ことをお勧めします。

SIPを実行している 7911、7941、7961、7970、
7971

これらの電話機は、7940_7960_OTHERダイヤ
ルルールパターンを使用しており、KPMLを
サポートしていません。これらの電話機で SIP
のダイヤルプランを設定していないと、ユーザ

は数字が Cisco Unified Communications Manager
に送信されて処理される前に、指定された時間

だけ待機する必要があります。これは実際の

コールの処理を遅らせます。

SIPを実行している 7940および 7960

ディレクトリ検索ダイヤルルールの制限

ディレクトリ検索ダイヤルルールの制限

制約事項フィールド

このフィールドは、数字と文字+、*、#のみを
サポートします。長さが 100文字を超えてはな
りません。

開始番号（Number Begins With）
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制約事項フィールド

このフィールドは数字のみをサポートします。

このフィールドの値は、パターンフィールドに

指定されているパターンの長さより小さくする

ことはできません。

桁数

このフィールドは数字のみをサポートします。

このフィールドの値は、[桁数（Number of
Digits）]フィールドの値より大きくすることは
できません。

削除する合計桁数（Total Digits to be Removed）

このフィールドは、数字と文字+、*、#のみを
サポートします。長さが 100文字を超えてはな
りません。

1つのダイヤルルールの [削除する合
計桁数（Total Digits to be Removed）]
フィールドと [プレフィックスパター
ン（Prefix With Pattern）]フィールド
の両方を空白にすることはできませ

ん。

（注）

プレフィックスパターン（Prefix with Pattern）
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第 25 章

クラスタ間ルックアップサービスの設定

• クラスタ間検索サービスの概要, 189 ページ

• ILSの前提条件, 190 ページ

• ILS設定のタスクフロー, 190 ページ

• ILSの連携動作と制限事項, 200 ページ

• ILSのトラブルシューティング, 202 ページ

クラスタ間検索サービスの概要

クラスタ間検索サービス（ILS）を使用すると、リモートの Cisco Unified Communications Manager
クラスタのネットワークを作成できます。複数のクラスタで ILSを設定すると、ILSネットワー
クにあるリモートクラスタの現在のステータスで Cisco Unified Communications Managerが更新さ
れます。

Cisco Unified CMの管理では、一対のクラスタで ILSを設定し、それらのクラスタを結合して ILS
ネットワークを形成できます。ILSを使用すると、各クラスタ間の接続を設定することなく、ネッ
トワークに追加クラスタを参加させることができます。

ILSネットワークは、次のコンポーネントで構成されます。

•ハブクラスタ

•スポーククラスタ

•グローバルダイヤルプランのインポートカタログ

ハブクラスタ

ハブクラスタは ILSネットワークのバックボーンを形成します。ハブクラスタは、ILSネット
ワーク内の他のハブクラスタと ILSの更新情報を交換し、スポーククラスタとの間でその情報を
リレーします。
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新しいハブクラスタを既存の ILSネットワーク内の別のハブクラスタに登録すると、新しいハブ
クラスタと ILSネットワーク内のすべての既存ハブクラスタ間にフルメッシュの接続が自動的に
作成されます。

スポーククラスタ

スポーククラスタは ILSネットワークのハブクラスタに接続して、その他の ILSネットワークと
の間で ILS更新プログラムをリレーします。スポーククラスタはそれぞれのローカルハブクラ
スタにのみ接続し、他のハブクラスタやスポーククラスタに直接接続することはありません。

グローバルダイヤルプランのインポートカタログ

サードパーティシステムとの URIダイヤリングの互換性を提供するために、CSVファイルから
サードパーティのディレクトリURIまたは +E.164番号カタログを ILSネットワークの任意のハブ
クラスタに手動でインポートできます。インポートしたカタログは ILSで保持され、ネットワー
ク内のその他のクラスタに複製されます。ILSネットワークの任意のサーバから、サードパーティ
のディレクトリ URIまたは +E.164番号カタログのいずれかにダイヤルできます。

ILS の前提条件
ネットワークを理解し、ILSトポロジを設計する必要があります。

ソリューションリファレンスネットワークデザインの詳細については、『Cisco Unified
Communications Solution Reference Network Design』ガイド（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-implementation-design-guides-list.html）を参照してください。

ILS 設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ IDとリモートクラスタを設定するに
は、クラスタ間参照サービスをアクティベー

トします。

クラスタ間検索サービスの有効化,
（191ページ）

ステップ 1   

ILSネットワークの各クラスタに一意の IDを
提供します。

クラスタ IDの設定, （192ページ）ステップ 2   

ILSネットワークのリモートクラスタを設定
します。

リモートクラスタの設定,（193ペー
ジ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ハブクラスタの ILSと ILSネットワークのス
ポーククラスタをアクティベートします。

ILSのそれぞれのクラスタを、ハブ
クラスタまたはスポーククラスタと

して設定する必要があります。

（注）

さまざまなクラスタで ILSクラスタ
をアクティベートするには、次のタ

スクを完了します。

ステップ 4   

•ハブクラスタでの ILSのアク
ティブ化, （194ページ）

•スポーククラスタでの ILS有効
化, （194ページ）

ILSネットワークのクラスタ間における TLS
認証を使用します。

（オプション）クラスタとの認証を

設定します。次のいずれかの手順を

実行します。

ステップ 5   

ILSネットワークのリモートクラスタ間での
パスワード認証を使用します。•クラスタ間の TLS認証の有効

化, （195ページ） TLSとパスワード認証を使用して ILSネット
ワークをセットアップします。このとき、ク•クラスタ間のパスワード認証を

有効にする, （196ページ） ラスタ間の自己署名証明書を交換するのでは

なく、共通の認証局（CA）の署名がある証明
書を使用します。

•クラスタ間のTLSパスワード認
証の有効化, （197ページ）

（オプション）参加している ILS対応のクラ
スタ間でダイヤルプラン情報を共有するため

グローバルダイヤルプランレプリ

ケーションの ILSサポートを有効に
する, （209ページ）

ステップ 6   

に、グローバルダイヤルプラン複製ための

ILSサポートを有効にします。

（オプション）サードパーティシステムにURI
ダイヤリング互換性を持たせるためには、サー

ILSネットワークへのカタログのイ
ンポート, （198ページ）

ステップ 7   

ドパーティの Directory URIまたは +E.164番
号カタログを、csvファイルから ILSネット
ワークのハブクラスタに手動でインポートし

ます。

クラスタ間検索サービスの有効化

クラスタ IDとリモートクラスタを設定するには、クラスタ間検索サービスをアクティブにする
必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、シスコクラスタ間検索サービスをアクティブ化
するノードを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [シスコクラスタ間検索サービス（Cisco Intercluster Lookup Service）]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

クラスタ IDの設定, （192ページ）

クラスタ ID の設定
ILSネットワークの各クラスタの一意の IDを設定する必要があります。クラスタは、ステータス
メッセージを交換する際にこの IDを使用します。

たとえば、4つの Cisco Unified Communications Managerクラスタを含む既存の ILSネットワーク
があり、これにクラスタを追加する場合は、新しいクラスタで ILSを設定し、そのクラスタを既
存の ILSネットワークの任意のハブクラスタに登録できます。ILSは新しいクラスタに、既存ネッ
トワークのすべてのクラスタについて自動的に通知します。

ILSネットワークの各クラスタは、更新メッセージ、着信側ピア情報ベクトルを交換します。こ
れらは、リモートクラスタにネットワークの各クラスタのステータスを通知するよう設計されて

います。更新メッセージには、次のような、ネットワーク内の既知のクラスタに関する情報が含

まれます。

•クラスタ ID

•クラスタの説明とバージョン

•ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）

• ILSがアクティブ化されたクラスタノードの IPアドレスおよびホスト名

ネットワークの各クラスタの一意の IDを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

クラスタ間検索サービスの有効化, （191ページ）
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手順

ステップ 1 Unified Communications Managerパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise

Parameters）]を選択します。
ステップ 3 [エンタープライズパラメータの設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [クラス

タ ID（Cluster ID）]フィールドに、ネットワークで設定するクラスタの名前を入力します。
入力できるのは最大50文字です。英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）を入力できます。デフォ
ルト値は StandAloneClusterです。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

リモートクラスタの設定, （193ページ）

リモートクラスタの設定

ILSネットワークのリモートクラスタを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

クラスタ IDの設定, （192ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）]
を選択します。

ステップ 2 [リモートクラスタの検索と一覧表示（Find and List Remote Clusters）]ウィンドウで、以前に作成
したリモートクラスタを選択します。

ステップ 3 [リモートクラスタサービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）]ウィンドウから、リ
モートクラスタの Extension Mobility Cross Cluster、TFTP、RSVPエージェントなどのサービスを
設定するには、該当するチェックボックスをオンにします。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•ハブクラスタでの ILSのアクティブ化, （194ページ）

•スポーククラスタでの ILS有効化, （194ページ）
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ハブクラスタでの ILS のアクティブ化
ハブクラスタまたはスポーククラスタとして、ILSネットワークの各クラスタを設定する必要が
あります。各 ILSネットワークには、少なくとも 1つのハブクラスタが必要です。他のハブクラ
スタにハブクラスタを接続することも、ネットワークの唯一のハブクラスタとしてハブクラス

タを設定することもできます。また、複数のスポーククラスタにハブクラスタを接続すること

も、スポーククラスタを使用することなくハブクラスタを設定することもできます。

ILSネットワークのハブクラスタで ILSをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

リモートクラスタの設定, （193ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 [高度な機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS Configuration）]を選択します。
ステップ 3 [ILSの設定（ILS Configuration）]ウィンドウで、[ロール（Role）]ドロップダウンリストから [ハ

ブクラスタ（Hub Cluster）]を選択し、[保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [ILS設定の登録（ILS Configuration Registration）]ポップアップウィンドウで、[登録サーバ

（Registration Server）]テキストボックスを空欄にしたままで [OK]をクリックします。

次の作業

•スポーククラスタでの ILS有効化, （194ページ）

スポーククラスタでの ILS 有効化
スポーククラスタは、ILSネットワークのハブクラスタに接続し、ILSアップデートをそのほか
の ILSネットワークとの間で双方向に中継します。ILSをスポーククラスタで有効にするには、
次の手順に従います。

はじめる前に

•クラスタ IDの設定, （192ページ）

•リモートクラスタの設定, （193ページ）
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手順

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 Cisco Unified CMの管理で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS Configuration）]

を選択します。

ステップ 3 [権限（Role）]ドロップダウンリストから、[スポーククラスタ（Spoke Cluster）]を選択し、[保
存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [ILS設定の登録（ILS Configuration Registration）]ポップアップウィンドウで、[登録サーバ
（Registration Server）]テキストボックスに表示された ILSネットワークにある既存ハブクラスタ
のパブリッシャノードの IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力して、[OK]をクリック
します。

ステップ 5 [ILSクラスタとグローバルダイヤルプランインポートカタログ（ILS Clusters and Global Dial Plan
Imported Catalogs）]セクションでネットワークを表示して、ILSネットワークが設定されている
ことを確認します。

すべてのネットワークが表示されたら、ILSネットワークでクラスタディスカバリが設定されて
います。

次の作業

次のオプションのいずれかの手順を実行します。

•クラスタ間の TLSパスワード認証の有効化, （197ページ）

•クラスタ間の TLS認証の有効化, （195ページ）

•クラスタ間のパスワード認証を有効にする, （196ページ）

•グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にする, （209ページ）

クラスタ間の TLS 認証の有効化
（オプション）TLS認証で、ILSネットワークのリモートクラスタ間の通信を暗号化するには、
次の手順を実行します。

はじめる前に

クラスタ間で Transport Layer Security（TLS）認証を使用するには、ILSネットワークの各クラス
タのパブリッシャノード間で、Tomcat証明書を交換する必要があります。Cisco Unified Operating
System Administrationから、証明書の一括管理機能を使用して、以下を行います。

•ネットワークの各クラスタで、証明書をパブリッシャノードからセントラルロケーション
にエクスポート

• ILSネットワークのすべてのパブリッシャノードサーバからエクスポートした証明書を統合
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•ネットワークの各クラスタのパブリッシャノードに証明書をインポート

クラスタ間の TLS認証の有効化に関する詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Unified CommunicationsManagerアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[詳細機能

（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS Configuration）]を選択します。
ステップ 3 [ILS設定（ILS Configuration）]ウィンドウで、ILS認証の下の [TLS認証を使用（Use TLS

Certificates）]のチェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

これらのオプションのいずれかの手順を実行します。

•クラスタ間のパスワード認証を有効にする, （196ページ）

•グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にする, （209ページ）

クラスタ間のパスワード認証を有効にする

（オプション）リモートクラスタ間でパスワード認証を使用するには、ILSネットワークのクラ
スタ間のすべての通信にパスワードを割り当てる必要があります。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[詳細機能

（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS Configuration）]を選択します。
ステップ 3 [ILS設定（ILSConfiguration）]ウィンドウで、ILS認証の下の [パスワードを使用（UsePassword）]

チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [パスワードを使用（Use Password）]テキストボックスにパスワードを入力します。
ネットワーク内の全クラスタに同じパスワードを設定する必要がありま

す。

（注）
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ステップ 5 [パスワードの確認（Confirm Password）]テキストボックスにパスワードを再入力します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

これらのオプションのいずれかの手順を実行します。

•クラスタ間の TLS認証の有効化, （195ページ）

•グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にする, （209ページ）

クラスタ間の TLS パスワード認証の有効化

はじめる前に

クラスタ間で証明書の交換なしに Transport Layer Security（TLS）とパスワード認証を使用するに
は、認証局のルート証明書を tomcat-trustにアップロードして、認証局のルート証明書の署名があ
るTomcat証明書を取得する必要があります。その証明書は同じクラスタにインポートされます。
証明書がすべてのクラスタに同じパスワードでアップロードされると、クラスタは、クラスタ間

検索サービス（ILS）ネットワークに接続できます。

クラスタ間の TLS認証を有効にする方法の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 Cisco Unified CMの管理で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS Configuration）]

を選択します。

ステップ 3 [ILSの設定（ILS Configuration）]ウィンドウで、[ILS認証（ILS Authentication）]下にある [TLS
証明書を使用（Use TLS Certificates）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ILSの設定（ILS Configuration）]ウィンドウで、[ILS認証（ILS Authentication）]下にある [パス
ワードを使用（Use Password）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [パスワードを使用（Use Password）]テキストボックスにパスワードを入力します。
ネットワーク内の全クラスタに同じパスワードを設定する必要がありま

す。

（注）

ステップ 6 [パスワードの確認（Confirm Password）]テキストボックスにパスワードを再入力します。
ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

（オプション）グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にする, （
209ページ）

グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILS サポートを有効にする
（オプション）ローカルクラスタのグローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポー
トを有効にするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[詳細機能

（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS Configuration）]を選択します。
ステップ 3 [ILS設定（ILS Configuration）]ウィンドウで、[グローバルダイヤルプランレプリケーション

データとリモートクラスタの交換（ExchangeGlobal Dial Plan ReplicationDatawith Remote Clusters）]
のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [アドバタイズルート文字列（Advertised Route String）]テキストボックスで、ローカルクラスタ
のルート文字列を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ILSネットワークへのカタログのインポート, （198ページ）

ILS ネットワークへのカタログのインポート
（オプション）サードパーティシステムにURIダイヤリング互換性を持たせるためには、サード
パーティの Directory URIまたは +E.164番号カタログを、csvファイルから ILSネットワークのハ
ブクラスタに手動でインポートします。ILSネットワークにカタログをインポートするには、次
の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [グローバルダイヤルプラン複製（Global Dial Plan Replication）] > [イ
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ンポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（Imported Global Dial Plan Catalogs）]を選択し
ます。

ステップ 2 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログの検索とリスト（Find andList ImportedGlobal
Dial Plan Catalogs）]ウィンドウで、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 カタログの名前、説明、ルート文字列を入力して、[保存（Save）]とクリックします。
ステップ 4 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[一括管理

（Bulk Administration）] > [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]を選
択します。

ステップ 5 [選択（Choose）]をクリックして、カタログ用にインポートする CSVファイルを選択します。
ステップ 6 [ターゲットを選択（Select the Target）]ドロップダウンリストで、[インポートしたディレクトリ

URIとパターン（Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。
ステップ 7 [トランザクションタイプを選択（Select Transaction Type）]ドロップダウンリストで、[インポー

トしたディレクトリURIとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]を選択し
ます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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ILS の連携動作と制限事項

ILS の連携動作

表 16：ILS の連携動作

データのやり取り機能

ILSのクラスタ検出を使用すると、管理者がそれらのクラスタ間の接続を手動
で設定しなくても Cisco Unified CommunicationsManagerはリモートクラスタの
詳細を動的に学習できます。

ILSネットワークの各クラスタは、更新メッセージ、着信側ピア情報ベクトル
を交換します。これらは、リモートクラスタにネットワークの各クラスタのス

テータスを通知するよう設計されています。更新メッセージには、次のよう

な、ネットワーク内の既知のクラスタに関する情報が含まれます。

•クラスタ ID

•クラスタの説明とバージョン

•ホストの完全修飾ドメイン名

• ILSが有効化されているクラスタノードの IPアドレスとホスト名

[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）]を選択す
ると、ILSクラスタ検出機能が Cisco Unified CMの管理で表示できるリモート
クラスタのリストを自動的に読み込みます。このウィンドウから、リモートク

ラスタのExtensionMobilityCrossCluster、TFTP、RSVPエージェントなどのサー
ビスを設定できます。

[クラスタビュー（Cluster View）]に表示されるリモートクラスタの
完全修飾ドメイン名には、ILS検出で解決可能な DNSを指定する必
要があります。

（注）

クラスタ検出

ILSネットワークでグローバルダイヤルプランレプリケーションを有効にす
ると、ILSネットワーク内のリモートクラスタは、次のようなグローバルダイ
ヤルプランデータを共有します。

•ディレクトリ URI

•代替番号

•代替番号パターン

•ルート文字列

• PSTNフェールオーバー番号

Global Dial Plan
Replication;グ
ローバルダイ

ヤルプランレ

プリケーション
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ILS の制限事項

表 17：ILS の制限事項

説明制約事項

ILSサービスは、Unified Communications Managerのパブリッシャノードでの
み動作します。

ILSサービス

ハブクラスタは、多くのスポークを持つことができますが、スポーククラス

タは、1つのハブクラスタしか持つことができません。
クラスタ

（Clusters）

ILSネットワークに、サードパーティコール制御システムを接続することは
できません。

ILSネットワーク

ハブクラスタにのみ、サードパーティカタログをインポートできます。クラスタイン

ポート

既知の ILSクラスタに別のリモートクラスタから複製されたURIがあり、そ
のURIがコールされると、学習されて最初にデータベースに挿入されたURI
のあるクラスタにコールがルーティングされます。

重複した URI

グローバルダイヤルプランデータが ILSネットワークで交換に成功しても、
ILSを受信するクラスタは、データベースレプリケーションのステータスが
完了するまで、学習した情報を書き込みません。

データベースレ

プリケーションの

ステータス

インポートするサードパーティのディレクトリURIおよびパターンでは、そ
の CSVファイル形式が、管理ウィンドウのサンプルファイルが示すような
正確なシンタックスと一致する必要があります。一致しない場合は、インポー

トに失敗します。

インポート

（Import）
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説明制約事項

ILSネットワークにハブクラスタを追加するには、次の条件がプライマリ ILS
ハブノードで満たされているかどうかを必ず確認します。

•クラスタ IDが ILSクラスタ内のすべてのハブノードで一意である。

•完全修飾ドメイン名（FQDN）が設定されている。

• UDSおよびEMサービスが、ILSクラスタのすべてのハブノードで動作
している。

• DNSプライマリと逆引きの名前解決が適切に機能している。

•統合された Tomcat証明書をすべてのハブノードからインポートする。

条件が満たされない場合は、クラスタの再起動またはエラーを修正した後で

も、「バージョン」情報が、[リモートクラスタの検索と一覧表示（Find and
List Remote Clusters）]ウィンドウに表示されません。これを回避するには、
ハブクラスタを ILSネットワークから削除し、上記の条件を満たした後に、
ILSネットワークに再度追加します。

ILSハブ

ILS のトラブルシューティング

ローカルクラスタが ILS ネットワークに接続できない

ローカルクラスタ内の接続問題をトラブルシューティングするには、RTMTを開き、そのパブ
リッシャノードに対してアラームおよび診断トレースを実行します。

クラスタ間で ILSを確立しようとしたときにエラーメッセージを受信した場合は、Cisco Unified
Serviceability Administrationからシスコクラスタ間検索サービスの再起動を試行できます。

また、クラスタ間の認証の設定が不適切な場合にも接続の問題が発生する可能性があります。次

の方法で認証を確認してください。

• TLSを使用している場合は、ネットワーク内のすべてのクラスタが TLSを使用しているこ
と、および通信する必要があるすべてのサーバの Tomcat証明書が交換済みであることを確
認します。

証明書の一括エクスポート、マージ、およびインポートを使用して証明書を

交換すると、TLSエラーのために ILSハブが信頼されなくなることがありま
す。

（注）

• TCPパスワード認証を使用している場合は、すべての ILSクラスタがTCPパスワード認証を
使用していること、およびネットワーク全体で同じTCPパスワードが割り当てられているこ
とを確認します。
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ディレクトリ URI が ILS ネットワーク全体で複製されない

このエラーはさまざまな理由で発生する可能性があります。次の点をチェックします。

•ネットワークのすべてのクラスタがグローバルダイヤルプランデータを交換するように設
定されていることを確認します。ハブクラスタがグローバルダイヤルプランデータを交換

するように設定されていない場合は、そのハブのどのスポーククラスタもディレクトリURI
カタログを交換できません。

•パスに含まれるすべてのクラスタに関して（[ILS設定（ILS Configuration）]ページで）設定
された同期間隔に基づき、エンドツーエンドレプリケーションに十分な時間を与えてくださ

い。ILSネットワーク内のすべてのクラスタは、ネットワーク内の他のどのクラスタからも
3ホップ以内に位置します。

• CLIコマンド utils ils showpeerinfoを使用して、リモートクラスタの USN値を見ながらレプ
リケーションの進捗状況をモニタします。

•レプリケーションの速度を上げるには、ILSSyncThrottleサービスパラメータを変更します。
設定値が小さいと、システムのパフォーマンスに影響が及ぶ可能性があります。

• ILSネットワークのすべてのクラスタに固有のクラスタ IDがあること、およびクラスタ ID
としてスタンドアロンクラスタが設定されていないことを確認します。クラスタ IDは、Cisco
UnifiedCMAdministrationの [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]で確認できます。

グローバルダイヤルプランレプリケーションが設定されているのに、Unified CM がリモート ILS
クラスタ内の学習ディレクトリ URI や学習番号にコールできない

この状況は、ネットワーク内のすべてのクラスタで ILSおよびグローバルダイヤルプランレプ
リケーションが有効になっているが、リモートクラスタ用のルート文字列にルーティングする

SIPルートパターンが設定されていない場合に発生する可能性があります。次の手順を実行しま
す。

• [ILS設定（ILS Configuration）]ウィンドウの [ILSクラスタとグローバルダイヤルプランイ
ンポート済みカタログ（ILSClusters andGlobal Dial Plan ImportedCatalogs）]ビューで、リモー
トクラスタのルート文字列を確認します。

• [SIPルートパターンの設定（SIP Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、リモートクラ
スタ用のルート文字列にマップされるルートパターンがあることを確認します。

ILS グローバルダイヤルプランレプリケーション更新内容は、Cisco Unified Communications Manager
データベースレプリケーションが修正されるまでキャッシュ内に保持されます。

[最後に受信した USNデータ（Last USN Data Received）]の値は[最新（Current）]で、[USNデー
タ同期ステータス（USNData Synchronization Status）]は [最新（Up to date）]です。ただし、学習
した URIまたは学習したパターンは、ローカルクラスターに表示できません。

この状態は、データベースのレプリケーションが修正されないときに発生します。ILSは、デー
タベースレプリケーションをすべてのノードのローカルクラスタに表示できない場合、リモート

クラスタから学習した URIまたはパターンの更新内容をキャッシュに格納します。データベース
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のレプリケーションが修正された後、Cisco Unified Communications Managerはこれらの学習した
URIまたはパターンへのコールを発信できます。
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第 26 章

グローバルダイヤルプランレプリケーショ

ンの設定

• グローバルダイヤルプランレプリケーションの概要, 205 ページ

• グローバルダイヤルプランレプリケーションの前提条件, 208 ページ

• グローバルダイヤルプランレプリケーションのタスクフロー, 208 ページ

グローバルダイヤルプランレプリケーションの概要

グローバルダイヤルプランレプリケーションを使用して、クラスタ間検索サービス（ILS）ネッ
トワーク全体のグローバルダイヤルプランを作成します。グローバルダイヤルプランレプリ

ケーションを有効にする場合、1つのクラスタにダイヤルプランのコンポーネントを設定します。
設定すると、ILSによって ILSネットワーク全体にその情報が複製されます。

グローバルダイヤルプランレプリケーションを有効にすると、ILSネットワーク内の各 ILSクラ
スタはそれぞれのグローバルダイヤルプランデータ（ローカルに設定されたグローバルダイヤ

ルプランデータ、他のクラスタから学習したデータを含む）を ILSネットワークにアドバタイズ
します。グローバルダイヤルプランデータには次のものが含まれます。

•ディレクトリユニバーサルリソース識別子（URI）

•代替番号

•アドバタイズされたパターン

• PSTNフェールオーバー

•ルート文字列

•学習したグローバルダイヤルプランデータ

•インポートしたグローバルダイヤルプランデータ
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ディレクトリ URI

[ILS経由でグローバルにアドバタイズ（Advertise Globally via ILS）]オプションを選択すると、
ローカルに設定されたディレクトリ URIの完全なカタログが ILSによってアドバタイズされま
す。URIダイヤリングの設定方法の詳細については、URIダイヤリングの概要, （219ページ）を
参照してください。

代替番号

代替番号を使用すると、ILSネットワーク内の任意の場所からダイヤルできる、グローバルにルー
ティング可能な番号を設定できます。Cisco Unified Communications Managerでは、次の 2種類の
代替番号を作成できます。

•エンタープライズ代替番号

• +E.164代替番号

アドバタイズされたパターン

アドバタイズされたパターンを使用すると、一定範囲のエンタープライズ代替番号または +E.164
代替番号の集約されたルーティング手順を作成し、そのパターンを ILSネットワーク全体に複製
できるため、ILSネットワーク内の全クラスタがそのパターンを認識できます。アドバタイズさ
れたパターンは、代替番号ごとに個別にルーティング情報が設定されるのを防ぎます。アドバタ

イズされたパターンは、そのパターンが設定されているローカルクラスタで使用されることはな

く、ILSからパターンを学習するリモートクラスタでのみ使用されます。また、ILSによってア
ドバタイズされたパターンの公衆電話交換網（PSTN）フェールオーバー情報を設定することもで
きます。

PSTN フェールオーバー

Cisco Unified Communications Managerは、PSTNフェールオーバー番号を使用して、ILSから学習
したパターン、代替番号、またはディレクトリ URIに発信されたコールのみ再ルーティングしま
す。Cisco Unified Communications Managerは、ローカルに設定されたパターン、代替番号、また
はディレクトリ URIに発信されたコールの場合、PSTNフェールオーバー番号にコールを再ルー
ティングしません。

グローバルダイヤルプランレプリケーションを有効にすると、学習したディレクトリ URI、学
習した番号、および学習したパターンの PSTNフェールオーバールールを複製するように ILSを
設定できます。発信コールのダイヤル文字列が学習したパターン、学習した代替番号、または学

習したディレクトリ URIと一致し、Cisco Unified Communications Managerが SIPトランク経由で
コールをルーティングできない場合、Cisco Unified Communications Managerは、発呼側の自動代
替ルーティング（AAR）CSSを使用して、関連付けられた PSTNフェールオーバー番号にコール
を再ルーティングします。

ルート文字列

ILSは ILSネットワークにローカルルート文字列をアドバタイズします。グローバルダイヤルプ
ランデータの各要素は、その要素のホームクラスタを特定するルート文字列に関連付けられま

す。リモートクラスタは、ルート文字列と SIPルートパターンを使用して、ILSネットワーク内
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のさまざまなクラスタへのルーティングを行います。リモートクラスタのユーザが ILSから学習
したディレクトリ URIまたは代替番号をダイヤルすると、Cisco Unified Communications Manager
は、関連付けられたルート文字列を SIPルートパターンと適合して、その SIPルートパターンで
指定されているトランクにコールをルーティングします。

ユーザがクラスタにルート文字列を割り当てると、ILSは、そのルート文字列を同じクラスタ
（ローカルに設定されたディレクトリURI、代替番号、アドバタイズされたパターン、PSTNフェー
ルオーバー情報を含む）に対してローカルである全グローバルダイヤルプランデータに割り当

てます。

SIPルートパターン名にダッシュが含まれる場合、ダッシュ間に数字が含まれていないことを
確認する必要があります。ただし、ダッシュが2つ以上ある場合は、文字と数字または文字の
みの組み合わせを使用できます。

SIPルートパターンの良い例と悪い例は次のとおりです。

良い例：

（注）

• abc-1d-efg.xyz.com

• 123-abc-456.xyz.com

悪い例：

• abc-123-def.xyz.com

• 1bc-2-3ef.xyz.com

学習したグローバルダイヤルプランデータ

Cisco Unified Communications Managerは、ILSから学習したすべてのグローバルダイヤルプラン
データをローカルデータベースに保存します。ILSは、ローカルに設定されたデータを複製する
のに加えて、ローカルクラスタが ILSネットワーク内の他のクラスタから学習したすべてのグ
ローバルダイヤルプランデータをアドバタイズします。このため、すべてのアドバタイズされ

たデータが ILSネットワークの各クラスタに届きます。学習したグローバルダイヤルプランデー
タには、学習したディレクトリ URI、学習した代替番号、学習したパターン、学習した PSTN
フェールオーバールール、学習したルート文字列が含まれます。

Cisco Unified CMの管理では、次のタイプの学習したグローバルダイヤルプランデータを確認で
きます。

•学習した代替番号

•学習したエンタープライズおよび +E.164パターン

•学習したディレクトリ URI
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インポートしたグローバルダイヤルプランデータ

Cisco Unified CommunicationsManagerでは、CSVファイルのグローバルダイヤルプランデータを
ILSネットワーク内の任意のハブクラスタにインポートできます。ILSでは ILSネットワーク全
体にインポートしたグローバルダイヤルプランデータが複製されるため、Cisco Unified
Communications Managerと Cisco TelePresence Video Communications Serverまたはサードパーティ
コール制御システムとの相互運用が可能になります。インポートしたグローバルダイヤルプラン

データには、CSVファイルから手動でインポートしたディレクトリURI、+E.164パターン、PSTN
フェールオーバールールが含まれます。

インポートしたデータには、Cisco Unified Communications Managerに手動でインポートしたグ
ローバルダイヤルプランデータのみ含まれます。インポートしたグローバルダイヤルプラ

ンデータには、ILSから学習したデータが含まれません。

（注）

グローバルダイヤルプランレプリケーションの前提条件

「ILS設定のタスクフロー, （190ページ）」の ILSネットワークを設定するための手順に従いま
す。

グローバルダイヤルプランレプリケーションのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

参加している ILS対応のクラスタ間でダイヤルプラ
ン情報を共有できるように、グローバルダイヤルプ

グローバルダイヤルプラン

レプリケーションの ILSサ
ステップ 1   

ランレプリケーションの ILSサポートを有効にしま
す。

ポートを有効にする, （209
ページ）.

（オプション）クラスタ間でダイヤル可能な代替番

号を設定するには、代替番号のレプリケーションを

設定します。

代替番号の設定, （210ペー
ジ）.

ステップ 2   

（オプション）パターンを使用して、代替番号を集

約するには、アドバタイズされたパターンをセット

代替番号のアドバタイズパ

ターンの設定,（211ページ）.
ステップ 3   

アップして、パターンのPSTNフェイルオーバールー
ルを指定します。

（オプション）特定のディレクトリ URIまたは代替
番号の PSTNフェイルオーバー番号をセットアップ

PSTNフェールオーバーの設
定, （212ページ）.

ステップ 4   

するには、特定の電話番号に関連付けられているす
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目的コマンドまたはアクション

べてのディレクトリURIおよび代替番号のPSTNフェ
イルオーバー番号として代替番号を指定します。

（オプション）ILSを通して、ルートパーティショ
ンをローカルクラスタが学習する代替の番号および

パターンに指定します。

ルートパーティションの割り

当て, （213ページ）.
ステップ 5   

（オプション）Cisco Unified Communications Manager
のローカルクラスタで、学習した代替番号や、学習

学習パターンのブロック, （
214ページ）.

ステップ 6   

した代替番号パターンにコールをルーティングでき

ないようにするには、ローカルブロックルールを設

定できます。

CiscoUnified CommunicationsManagerがローカルデー
タベースに書き込むことができる学習したオブジェ

学習されたデータに対する

データベース制限の設定, （
215ページ）.

ステップ 7   

クト数を判断するために、データベース制限を設定

します。

（オプション）ILSネットワークで、Cisco
TelePresenceVideoCommunication Serverまたはサード

グローバルダイヤルプラン

のデータをインポート,（216
ページ）.

ステップ 8   

パーティコール制御システムと相互運用するには、

他のシステムのCSVファイルのディレクトリURIカ
タログから、ILSネットワークのハブクラスタにイ
ンポートします。

次の作業

クラスタ全体でディレクトリのユニバーサルリソース識別（URI）をダイアルするには、ローカ
ルクラスタに URIダイヤルをセットアップします。詳細については、URIダイヤリングの概要,
（219ページ）を参照してください。

グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILS サポートを有効にする
ローカルクラスタのグローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にする
には、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。
ステップ 2 Cisco Unified CMの管理から、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS Configuration）]

を選択します。

ステップ 3 [ILS設定（ILS Configuration）]ウィンドウで、[グローバルダイヤルプランレプリケーション
データとリモートクラスタの交換（Exchange Global Dial Plan Replication Data with Remote Clusters]
のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [アドバタイズルート文字列（Advertised Route String）]テキストボックスで、ローカルクラスタ
のルート文字列を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

代替番号の設定, （210ページ）.

代替番号の設定

エンタープライズ代替番号または +E.164代替番号を作成し、電話番号と代替番号を関連付けま
す。代替番号をダイヤルすると、関連する電話番号に登録されている電話機の呼び出し音が鳴り

ます。

設定したそれぞれの代替番号は、単一の電話番号に関連付ける必要があります。ただし、その

電話番号はエンタープライズ代替番号と +E.164代替番号の両方に同時に関連付けることがで
きます。

（注）

はじめる前に

グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にする, （209ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]の順に選択します。

ステップ 2 [電話番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウから、代替番号を関連
付ける電話番号を検索して選択します。

ステップ 3 [電話番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウから、割り当てる代替番号のタイプ
に応じて次のいずれかのオプションをクリックします。

• [エンタープライズ代替番号の追加（Add Enterprise Alternate Number）]
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• [+E.164代替番号の追加（Add +E.164 Alternate Number）]

ステップ 4 [番号マスク（Number Mask）]フィールドで、電話番号に適用する番号マスクを入力します。
[代替番号（Alternate Number）]フィールドには、Cisco Unified Communications Managerが番号マ
スクを適用した後にどのように代替番号が表示されるかが示されます。

ステップ 5 （オプション）代替番号のローカルルーティングを有効にするには、次の手順を実行します。

a) [ローカルルートパーティションに追加（Add to Local Route Partition）]チェックボックスをオ
ンにします。

b) [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、ローカルコーリング
サーチスペースに割り当てられるルートパーティションを選択します。

ステップ 6 （オプション）番号パターンを使用してこの代替番号のクラスタ間ルーティングを設定する場合、

[保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 （オプション）この代替番号のクラスタ間ルーティングを設定する場合、代替番号の [ILS経由で

グローバルにアドバタイズ（Advertise Globally via ILS）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 8 （オプション）この代替番号に PSTNフェールオーバー番号を割り当てる場合、[PSTNのフェー

ルオーバー（PSTN failover）]ドロップダウンリストから、PSTNフェールオーバーとして番号を
割り当てます。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

代替番号のアドバタイズパターンの設定, （211ページ）.

代替番号のアドバタイズパターンの設定

代替番号の範囲を集約してクラスタ間検索サービス（ILS）ネットワークにアドバタイズするパ
ターンを作成するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

代替番号の設定, （210ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイヤルプラ
ンレプリケーション（GlobalDial PlanReplication）] > [アドバタイズパターン（AdvertisedPatterns）]
の順に選択します。

ステップ 2 [アドバタイズパターンの検索と一覧表示（Find and List Advertised Patterns）]ウィンドウから、次
のタスクのいずれかを実行します。

•既存の番号パターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリック
し、結果のリストから既存のアドバタイズパターンを選択します。
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•新しいアドバタイズパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [アドバタイズパターンの設定（Advertised Pattern Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

PSTNフェールオーバーの設定, （212ページ）.

PSTN フェールオーバーの設定
ディレクトリURIまたは代替番号のPSTNフェールオーバー番号を割り当て、PSTNフェールオー
バー番号を ILSネットワークにアドバタイズするには、次の手順を実行します。リモートクラス
タでは、学習ディレクトリ URIまたは学習代替番号へのコールに PSTNフェールオーバー番号を
使用できます。

はじめる前に

代替番号のアドバタイズパターンの設定, （211ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]の順に選択します。

ステップ 2 [電話番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウから、PSTNフェール
オーバー番号を割り当てるディレクトリ URIまたは代替番号に関連付けられる電話番号を検索し
て選択します。

が表示されます。

ステップ 3 （オプション）PSTNフェールオーバーとして使用する代替番号がない場合、[電話番号の設定
（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、割り当てる代替番号のタイプに応じて次のオ
プションのいずれかを選択します。

• [エンタープライズ代替番号の追加（Add Enterprise Alternate Number）]

• [+E.164代替番号の追加（Add +E.164 Alternate Number）]

ステップ 4 [PSTNのフェールオーバー（PSTNFailover）]ドロップダウンリストで、PSTNフェールオーバー
として使用する代替番号を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
CiscoUnified CommunicationsManagerは、その PSTNフェールオーバー番号を電話番号に関連付け
ます。グローバルダイヤルプランレプリケーションは、電話番号に割り当てられるすべてのディ
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レクトリ URIおよび代替番号の PSTNフェールオーバー番号として、その番号を ILSネットワー
クにアドバタイズします。

次の作業

ルートパーティションの割り当て, （213ページ）.

ルートパーティションの割り当て

学習した番号と学習したパターンをパーティションに割り当てる必要があります。パーティショ

ンを独自に定義するか、事前定義されたデフォルトのパーティションを使用できます。CiscoUnified
Communications Managerでは、次の、学習した代替番号と番号パターンの事前定義パーティショ
ンも同時にインストールされています。

• [学習したグローバル企業番号（Global Learned Enterprise Numbers）]

• [学習したグローバル E.164番号（Global Learned E.164 Numbers）]

• [学習したグローバル企業パターン（Global Learned Enterprise Patterns）]

• [学習したグローバル E.164パターン（Global Learned E.164 Patterns）]

ヌルパーティションに学習した番号または学習したパターンを割り当てることはできません。（注）

ルートパーティションを、ILSのグローバルダイヤルプランレプリケーション機能を介してCisco
Unified Communications Managerが学習した代替番号とパターンに割り当てるには、次の手順を実
行します。

はじめる前に

PSTNフェールオーバーの設定, （212ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイヤルプラ
ンレプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [学習した番号とパターンのパーティション
（Partitions for Learned Numbers and Patterns）]を選択します。

ステップ 2 [学習した番号とパターンのパーティション（Partitions for Learned Numbers and Patterns）]ウィン
ドウのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

•（任意）学習パターンのブロック, （214ページ）。

•学習されたデータに対するデータベース制限の設定, （215ページ）.

学習パターンのブロック

コールを学習した番号または学習したパターンにルーティングする前に、ILSはローカルブロッ
キングルールがダイヤル文字列に一致するかどうかを確認します。ブロッキングルールに一致し

た場合、Cisco Unified Communications Managerはコールをルーティングしません。

ローカルクラスタがコールを特定のエンタープライズ番号および +E.164代替番号、あるいは ILS
で学習された番号パターンにルーティングしないようにするブロッキングルールを設定するに

は、次の手順を実行します。

はじめる前に

ルートパーティションの割り当て, （213ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [グローバルダイヤルプランの複製（Global Dial Plan Replication）] > [学習した番号
とパターンのブロック（Block Learned Numbers and Patterns）]を選択します。
[ブロックされた学習パターンの検索と一覧表示（Find and List Blocked Learned Patterns）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の学習パターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリック
し、結果のリストから既存のブロックされた学習パターンを選択します。

•新しいブロックされた学習パターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [ブロックされた学習パターン（BlockedLearnedPattern）]ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

学習されたデータに対するデータベース制限の設定, （215ページ）.
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学習されたデータに対するデータベース制限の設定

データベース制限を設定します。これにより、Cisco Unified Communications Managerがローカル
データベースに書き込みできる学習されたオブジェクトの数が決定されます。

はじめる前に

•ルートパーティションの割り当て, （213ページ）.

•（任意）学習パターンのブロック, （214ページ）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
が表示されます。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンリストから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[シスコクラスタ間検索サービス（アクティ
ブ）（Cisco Intercluster Lookup Service (Active)）]を選択します。
サービスがアクティブと表示されていない場合は、Cisco Unified Serviceabilityでサービスをアク
ティベートしたことを確認します。ILSをアクティベートする方法については、関連項目を参照
してください。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（Clusterwide Parameters (ILS)）]セクションで、[データベース中の学
習したオブジェクトの ILS最大数（ILS Max Number of Learned Objects in Database）]サービスパ
ラメータを見つけます。

パラメータに関する情報については、パラメータ名をクリックするか、[サービスパラ
メータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウに表示される疑問符をクリッ
クします。

ヒント

ステップ 5 [データベース中の学習したオブジェクトの ILS最大数（ILS Max Number of Learned Objects in
Database）]パラメータの上限値を設定します。
データベースサービスパラメータ中の学習したオブジェクトの ILS最大数により、ILSを通じて
学習されたデータを Cisco Unified Communications Managerがデータベースに書き込めるエントリ
の最大数が決定されます。サービスパラメータのデフォルト値は 100,000で、最大値は 1,000,000
です。

このサービスパラメータの値を、データベースに保存されている現在の ILS学習エン
トリの数より小さくすると、Cisco Unified Communications Managerは学習した ILSオブ
ジェクトをそれ以上データベースに書き込みません。ただし、既存のデータベースエ

ントリはそのままです。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。
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次の作業

グローバルダイヤルプランのデータをインポート, （216ページ）.

関連トピック

クラスタ間ルックアップサービスの設定, （189ページ）

グローバルダイヤルプランのデータをインポート

次の手順を実行して、コール制御システムに対して、ディレクトリURI、+E.164パターン、PSTN
フェールオーバールールをCSVファイルから手動でインポートします。この制御システムでは、
Cisco TelePresence Video Communication Serverやサードパーティコール制御などの ILSは実行して
いません。

はじめる前に

学習されたデータに対するデータベース制限の設定, （215ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイヤルプ
ランレプリケーション（Global Dial Plan RepIication）] > [グローバルダイヤルプランレプリケー
ション（Imported Global Dial Plan Catalog）]を選択します。

ステップ 2 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログの検索とリスト（Find andList ImportedGlobal
Dial Plan Catalogs）]ウィンドウで、次のいずれかのタスクを実行します。

•既存のダイヤルプランカタログの設定を変更するには、[検索（Search）]をクリックし、結
果リストから既存のカタログを選択します。

•新しいカタログを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（ImportedGlobalDial PlanCatalog Settings）]
ウィンドウの [名前（Name）]フィールドに、インポートするカタログを識別する一意の名前を入
力します。

ステップ 4 （オプション）[説明（Description）]フィールドに、カタログの説明を入力します。
ステップ 5 [ルート文字列（Route String）]フィールドに、カタログをインポートしているシステムのルート

文字列を作成します。

ルート文字列は最大250文字長の英数字であり、ドットおよびダッシュを含めることができます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[一括管理

（Bulk Administration）] > [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]を選
択します。

ステップ 8 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 9 [参照（Browse）]をクリックして、インポートするカタログの CSVファイルを選択します。
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インポートに使用する CSVファイルが Cisco Unified Communications Managerと互換性があること
を確認します。たとえば、バージョン 9.0(1)へのインポートをサポートする CSVファイルは、
バージョン 10.0(1)とは互換性がありません。

ステップ 10 [ターゲットを選択（Select the Target）]ドロップダウンリストで、[インポートしたディレクトリ
URLとパターン（Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。

ステップ 11 [トランザクションタイプを選択（Select Transaction Type）]ドロップダウンリストで、[インポー
トしたディレクトリ URLとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]を選択
します。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 13 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[一括管理（BulkAdministration）]

> [ディレクトリ URLとパターン（Directory URIs and Patterns）] > [インポートしたディレクトリ
URLとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。

ステップ 14 [ファイル名（FileName）]ドロップダウンリストで、インポートするカタログを含むCSVファイ
ルを選択します。

ステップ 15 [インポートしたディレクトリ URIカタログ（Imported Directory URI Catalog）]ドロップダウンリ
ストで、[インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（ImportedGlobalDial PlanCatalog）]
ウィンドウで名前を付けたカタログを選択します。

ステップ 16 [ジョブの説明（Description）]テキストボックスで、実行するジョブの名前を入力します。
ステップ 17 次のいずれかの手順を実行します。

•ジョブをただちに実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]オプションを選択し、
[送信（Submit）]をクリックします。

•所定の時刻に実行するようにジョブをスケジュールするには、[後で実行（Run Later）]ラジ
オボタンをオンにして、[送信（Submit）]をクリックします。

[後で実行（Run Later）]オプションを選択した場合は、ジョブの実行時刻をスケジュールするの
に、一括管理ジョブスケジューラーを使用する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerは、インポートしたすべての +E.164パターンを,グローバル
な学習された +E.164パターンパーティションに保存します。
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第 27 章

URI ダイヤリングの設定

• URIダイヤリングの概要, 219 ページ

• URIダイヤリングの前提条件, 220 ページ

• URIダイヤリング設定のタスクフロー, 221 ページ

URI ダイヤリングの概要
Cisco Unified Communications Managerは、コールアドレッシングにディレクトリ URIを使用する
ダイヤリングをサポートしています。ディレクトリ URIは Uniform Resource Identifier、つまり、
ディレクトリ番号を識別するために使用できる文字列です。ディレクトリ URIの形式は電子メー
ルアドレスと同様 username@hostの形式で、ホスト部分は IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン
名です。ディレクトリ番号を電話に割り当てると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ディ
レクトリ URIを使用してその電話にコールをルーティングできます。URIダイヤリングは、ディ
レクトリ URIをサポートする SIPおよび SCCPエンドポイントで使用できます。

ディレクトリ URI 形式
ディレクトリURIは、@記号で区切られたユーザとホストアドレスで構成される英数字の文字列
です。

Cisco Unified Communications Managerは次のディレクトリ URIの形式をサポートしています。

• user@domain（たとえば、joe@cisco.com）

• user@ip_address（たとえば、joe@10.10.10.1）

システムはディレクトリ URIのユーザ部分（@記号の前の部分）では次の形式をサポートしま
す。

•使用可能な文字は、a-z、A-Z、0-9、!、$、%、&、*、_、+、~、-、=、\、?、\、‘、,、.、/で
す。

•ユーザ部分は最大 47文字までです。
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•ディレクトリURIがデータベースに保存されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、次の文字にパーセントエンコーディングを自動的に適用します。

# % ^ ` { } | \ : ” < > [ ] \ ‘およびスペース。

パーセントエンコーディングを適用すると、ディレクトリURIの桁数が増えます。たとえば、
ディレクトリ URIとして joe smith#@cisco.com（20文字）を入力した場合、Cisco Unified
Communications Managerは、ディレクトリURLを joe%20smith%23@cisco.com（24文字）とし
てデータベースに保存します。データベースの制限により、[ディレクトリ URL（Directory
URI）]フィールドの最大長は 254文字となります。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、ディレクトリ URIのホスト部分（@記号の後の部分）
で次の形式をサポートしています。

• IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名をサポートします。

•使用可能な文字は、英数字、ハイフン（-）、ドット（.）です。

•ホスト部分をハイフン（-）で開始または終了することはできません。

•ホスト部分に、連続した 2つのドットを含めることはできません。

•ホスト部分の最短の長さは 2文字です。

•ホスト部分では、大文字と小文字は区別されません。

[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]内で、一括管理を使用して、二重引用符とカンマが埋め込まれたディレクト
リ URIを含む CSVファイルをインポートする場合は、ディレクトリ URI全体を二重引用符
（"）で囲む必要があります。

（注）

URI ダイヤリングの前提条件
URIダイヤリングを設定する前に、ILSネットワークを設定し、ILSネットワークのグローバル
ダイヤルプランレプリケーションを有効にする必要があります。このタスクを実行するには、次

のセクションを参照してください。

•グローバルダイヤルプランレプリケーションのタスクフロー, （208ページ）

• ILS設定のタスクフロー, （190ページ）
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URI ダイヤリング設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

エンドユーザをシステムにプロビジョニングし、

ディレクトリ URIをそれらのエンドユーザに割り
ディレクトリURIをネットワー
ク内のローカルクラスタに割り

当てます。

ステップ 1   

当てます。また、電話番号を設定し、ディレクトリ

URIをその電話番号と関連付けます。•ユーザへのディレクトリ
URIの割り当て,（222ペー
ジ）

エンドユーザの設定と電話番号の設定の

両方で、一括管理を使用して、エンドユー

ザ、ディレクトリURI、電話番号および電
話を Cisco Unified Communications Manager
にインポートすることもできます。詳細に

ついては、『Cisco Unified Communications
Manager Bulk Administrationガイド』（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参
照してください。

（注）

•電話番号とディレクトリ
URIの関連付け,（222ペー
ジ）

デフォルトのディレクトリ URIパーティションを
コーリングサーチスペースにある既存のパーティ

ションに割り当てます。

デフォルトディレクトリ URI
パーティションの割り当て, （
223ページ）

ステップ 2   

SIPプロファイルを設定して、ネットワーク内のク
ラスタ間ダイヤリングを設定します。

URIダイヤルの SIPプロファイ
ルの設定, （224ページ）

ステップ 3   

Cisco Unified Communications Managerが、発信 SIP
メッセージに対して電話番号、ディレクトリURI、

URIダイヤルの SIPトランクの
設定, （225ページ）

ステップ 4   

または混合アドレスを挿入するかどうかを設定しま

す。

クラスタ間ディレクトリURIコールをルーティング
するための SIPルートパターンを設定します。

SIPルートパターンの設定, （
226ページ）

ステップ 5   

この手順は、ILSネットワーク内に複数のクラスタ
がある場合に実行します。

ILSネットワーク内の全クラス
タについて手順 1～ 5を繰り返
します。

ステップ 6   

（オプション）ディレクトリ URIコールを Cisco
TelePresence Video Communication Serverまたはサー

ディレクトリURIカタログのイ
ンポート, （227ページ）

ステップ 7   

ドパーティコール制御システムに発信する場合は、

その他のシステム用の CSVファイルからのディレ
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目的コマンドまたはアクション

クトリ URIカタログを ILSネットワーク内のハブ
クラスタにインポートします。

ユーザへのディレクトリ URI の割り当て
エンドユーザにディレクトリ URIを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示（FindandListUsers）]ウィンドウで、検索条件を指定し、[検索（Find）]
をクリックします。

ステップ 3 表示された一覧からユーザを選択します。[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 4 [ディレクトリ URI（Directory URI）]フィールドで、このエンドユーザに関連付けるディレクト
リURIを入力します。ディレクトリURIは電子メールアドレスのように、user@hostの形式に従っ
ています。

ディレクトリURIを入力し、[プライマリエクステンション（PrimaryExtension）]フィー
ルドに電話番号も入力した場合、このディレクトリURIは自動的に、その電話番号に関
連付けられたプライマリディレクトリ URIになります。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話番号とディレクトリ URIの関連付け, （222ページ）

関連トピック

ディレクトリ URI形式, （219ページ）

電話番号とディレクトリ URI の関連付け
電話番号とディレクトリ URIを関連付けるには、次の手順を実行します。ディレクトリ番号を電
話に割り当てると、Cisco Unified Communications Managerでは、ディレクトリ URIを使用してそ
の電話にダイヤルできます。

はじめる前に

ユーザへのディレクトリ URIの割り当て, （222ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 フィルタ条件を指定し、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 電話番号を関連付けるデバイスをクリックします。[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 4 [関連付け（Association）]ペインで以下を実行します。

•既存の電話番号をクリックします。

•電話番号が設定されていない場合、[新しいDNを追加（AddanewDN）]をクリックします。

ステップ 5 電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウで、[URI]テキストボックスにディ
レクトリ URIアドレスを入力します。

ステップ 6 [パーティション（Partition）]ドロップダウンリストから、ディレクトリ URIが属するパーティ
ションを選択します。

ユーザが入力するディレクトリ URIは、選択したパーティション内で一意であることを確認しま
す。URIへのアクセスを制限しない場合、パーティションに対して [なし（None）]を選択しま
す。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトディレクトリ URIパーティションの割り当て, （223ページ）

デフォルトディレクトリ URI パーティションの割り当て
デフォルトディレクトリ URIパーティションを割り当てるには、次の手順を実行します。

はじめる前に

電話番号とディレクトリ URIの関連付け, （222ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [エンドユーザパラメータ（End User Parameters）]エリアの [ディレクトリ URIエイリアスパー
ティション（Directory URI Alias Partition）]で、既存のコーリングサーチスペースに含まれる既
存のパーティションを選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

URIダイヤルの SIPプロファイルの設定, （224ページ）

URI ダイヤルの SIP プロファイルの設定

はじめる前に

デフォルトディレクトリ URIパーティションの割り当て, （223ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。[SIPプロファイル
の検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。既存のSIPプロファイルのリストが
表示されます。

ステップ 3 表示する SIPプロファイルを選択します。[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ダイヤル文字列の解釈（Dial String Interpretation）]ドロップダウンリストから、次のいずれかの
オプションを選択します。

• [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処理（Always treat all dial strings as URI
addresses）]： URIアドレスを着信コールのアドレスとして処理するには、このオプション
を選択します。

• [電話番号は 0～ 9、A～ D、*、#、+で構成（これ以外はURIアドレスとして処理）（Phone
number consists of characters 0–9, A–D, *, and +（others treated as URI addresses））]：SIP IDヘッ
ダーのユーザ部分のすべての文字がこの範囲に含まれる場合は、このオプションを選択し

て、着信コールを電話番号として扱います。アドレスのユーザ部分で、この範囲外の文字を

使用している場合は、アドレスは URIとして扱われます。
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• [電話番号は 0～ 9、*、#、+で構成（これ以外はURIアドレスとして処理）（Phone number
consists of characters 0-9, *, and +（others treated as URI addresses））]：SIP IDヘッダーのユー
ザ部分のすべての文字がこの範囲に含まれる場合は、このオプションを選択して、着信コー

ルを電話番号として扱います。アドレスのユーザ部分で、この範囲外の文字を使用している

場合は、アドレスは URIとして扱われます。

ステップ 5 ネットワーク内のすべての SIPプロファイルの [SIP要求で完全修飾ドメイン名を使用（Use Fully
Qualified Domain Name in SIP Requests）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

次の作業

URIダイヤルの SIPトランクの設定, （225ページ）

URI ダイヤルの SIP トランクの設定
ネットワークの SIPトランクを確認して、CiscoUnified CommunicationsManagerで電話番号、ディ
レクトリ URI、またはディレクトリ番号とディレクトリ URIの両方を含むアドレスが、発信 SIP
メッセージの SIP IDヘッダーに挿入されるかどうかを確認します。

はじめる前に

URIダイヤルの SIPプロファイルの設定, （224ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [トラン
ク（Trunk）]を選択します。[トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 2 詳細な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。[トランクの設定の検索と一覧表示
（Find and List Trunks）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [発信コール（OutboundCalls）]領域で、[発呼側および接続側情報形式（Calling andConnected Party
Info Format）]ドロップダウンリストから、以下のいずれかを選択します。

• [接続側にのみDNを配信（Deliver DN only in connected party）]：Cisco Unified Communications
Managerは、発信 SIPメッセージで、発信者の電話番号を SIP連絡先ヘッダー情報に挿入し
ます。これがデフォルトの設定です。

• [接続側にのみDNを配信（使用可能な場合）（DeliverURI only in connected party, if available）]
：Cisco Unified Communications Managerは、発信 SIPメッセージで、発信者のディレクトリ
URIを SIP連絡先ヘッダーに挿入します。ディレクトリ URIが使用できない場合、Cisco
Unified Communications Managerは電話番号を挿入します。

• [接続側にのみURIおよびDNを配信（使用可能な場合）（DeliverURI andDN in connected party,
if available）]：Cisco Unified Communications Managerは、発信 SIPメッセージで、発信者の
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ディレクトリURIおよび電話番号を SIP連絡先ヘッダーに挿入します。ディレクトリURIが
使用できない場合、Cisco Unified Communications Managerは電話番号のみを追加します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPルートパターンの設定, （226ページ）

SIP ルートパターンの設定
クラスタ間のディレクトリURIコールをルーティングするには SIPルートパターンを設定する必
要があります。

SIPルートパターンを設定するには、次の手順に従います。

はじめる前に

URIダイヤルの SIPトランクの設定, （225ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [SIPルートパターン（SIP
Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい SIPルートパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックしま
す。

•既存の SIPルートパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をク
リックし、結果のリストから SIPルートパターンを選択します。

ステップ 3 [SIPルートパターンの設定（SIP Route Pattern Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）ディレクトリ URIカタログのインポート, （227ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
226

URI ダイヤリング設定のタスクフロー



ディレクトリ URI カタログのインポート
Cisco Unified Communications Managerにより、グローバルダイヤルプランを CSVファイルから
ILSネットワークのハブクラスタにインポートできます。ILSはインポートしたグローバルダイ
ヤルプランのデータを ILSネットワーク全体に複製して、Cisco Unified Communications Manager
が Cisco TelePresence Video Communications Serverやサードパーティコール制御システムと相互運
用できるようにします。

（オプション）ディレクトリ URIカタログをインポートするには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイヤルプ
ランレプリケーション（Global Dial Plan RepIication）] > [グローバルダイヤルプランレプリケー
ション（Imported Global Dial Plan Catalog）]を選択します。

ステップ 2 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログの検索とリスト（Find andList ImportedGlobal
Dial Plan Catalogs）]ウィンドウで、次のいずれかのタスクを実行します。

•既存のダイヤルプランカタログの設定を変更するには、[検索（Search）]をクリックし、結
果リストから既存のカタログを選択します。

•新しいカタログを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（ImportedGlobalDial PlanCatalog Settings）]
ウィンドウの [名前（Name）]フィールドに、インポートするカタログを識別する一意の名前を入
力します。

ステップ 4 （オプション）[説明（Description）]フィールドに、カタログの説明を入力します。
ステップ 5 [ルート文字列（Route String）]フィールドに、カタログをインポートしているシステムのルート

文字列を作成します。

ルート文字列は最大250文字長の英数字であり、ドットおよびダッシュを含めることができます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[一括管理

（Bulk Administration）] > [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]を選
択します。

ステップ 8 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 9 [参照（Browse）]をクリックして、インポートするカタログの CSVファイルを選択します。

インポートに使用する CSVファイルが Cisco Unified Communications Managerと互換性があること
を確認します。たとえば、バージョン 9.0(1)へのインポートをサポートする CSVファイルは、
バージョン 10.0(1)とは互換性がありません。
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ステップ 10 [ターゲットを選択（Select the Target）]ドロップダウンリストで、[インポートしたディレクトリ
URLとパターン（Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。

ステップ 11 [トランザクションタイプを選択（Select Transaction Type）]ドロップダウンリストで、[インポー
トしたディレクトリ URLとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]を選択
します。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 13 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[一括管理（BulkAdministration）]

> [ディレクトリ URLとパターン（Directory URIs and Patterns）] > [インポートしたディレクトリ
URLとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。

ステップ 14 [ファイル名（FileName）]ドロップダウンリストで、インポートするカタログを含むCSVファイ
ルを選択します。

ステップ 15 [インポートしたディレクトリ URIカタログ（Imported Directory URI Catalog）]ドロップダウンリ
ストで、[インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（ImportedGlobalDial PlanCatalog）]
ウィンドウで名前を付けたカタログを選択します。

ステップ 16 [ジョブの説明（Description）]テキストボックスで、実行するジョブの名前を入力します。
ステップ 17 次のいずれかの手順を実行します。

•ジョブをただちに実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]オプションを選択し、
[送信（Submit）]をクリックします。

•所定の時刻に実行するようにジョブをスケジュールするには、[後で実行（Run Later）]ラジ
オボタンをオンにして、[送信（Submit）]をクリックします。

[後で実行（Run Later）]オプションを選択した場合は、ジョブの実行時刻をスケジュールするの
に、一括管理ジョブスケジューラーを使用する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerは、インポートしたすべての +E.164パターンを,グローバル
な学習された +E.164パターンパーティションに保存します。
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第 IV 部

コールアドミッション制御の設定
• コールアドミッション制御の概要, 231 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御の設定, 233 ページ

• Resource Reservation Protocol（RSVP）の設定, 243 ページ





第 28 章

コールアドミッション制御の概要

• コールアドミッション制御について, 231 ページ

• コールアドミッション制御の構成, 231 ページ

コールアドミッション制御について

コールアドミッション制御（CAC）を使用して、WANリンク経由の音声品質を調整できます。

過多のアクティブコールがリンク上に存在し、帯域幅がオーバーサブスクライブされると、音声

品質が低下することがあります。コールアドミッション制御は、特定のリンク上で同時にアク

ティブにできるコール数を制限することで、音声品質を調整します。コールアドミッション制御

は、リンク上の特定レベルの音声品質を保証するものではありませんが、リンク上のアクティブ

コールが消費する帯域幅の量を調整できます。

コールアドミッション制御は、帯域幅とポリシーに基づいてコールを拒否することで動作しま

す。コールアドミッション制御が原因でコールが拒否された場合、着信側の電話は呼び出し音が

鳴らず、発信者には話中音が聞こえます。また、発信者は、電話で「帯域幅が不十分（Notenough
bandwidth）」などのメッセージを受け取ります。自動代替ルーティング（AAR）を有効にする
と、コールアドミッション制御は、WAN帯域幅が使用できない場合に、自動的にコールを代替
の公衆電話交換網（PSTN）ルートに転送します。

コールアドミッション制御の構成

コールアドミッション制御（CAC）を実装するには、次のいずれかのタスクフローを選択しま
す。
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説明タスクフロー

複数のクラスタが同じWANアップリンクを使用して同じ物理
サイトのデバイスを管理する、分散導入環境では拡張ロケーショ

ンの CACを使用します。拡張ロケーションの CACにより、ロ
ケーション間のリンク上のコールに使用可能な帯域幅を制限し

て、音声品質を調整できます。さらに、TelePresenceなどのイ
マーシブビデオコールに対してコールアドミッションを他の

ビデオコールとは別に制御できます。

拡張ロケーションコールアド

ミッション制御のタスクフ

ロー, （235ページ）

RSVPを使用して、IPテレフォニーやビデオ会議アプリケーショ
ンを含む複雑な、複数の階層型トポロジにおいてコールアド

ミッション制御を実装します。RSVPでも帯域幅を動的に変更
できます。

RSVP設定のタスクフロー, （
244ページ）
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第 29 章

拡張ロケーションコールアドミッション制

御の設定

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御の概要, 233 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御の前提条件, 235 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御のタスクフロー, 235 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御の連携動作と制限事項, 241 ページ

拡張ロケーションコールアドミッション制御の概要

拡張ロケーションコールアドミッション制御（CAC）は、複雑なWANトポロジ、および複数の
クラスタが同じアップリンクを使用して同じ物理サイトのデバイスを管理する分散型導入におけ

るWAN帯域幅を制御します。拡張ロケーション CACを使用すると、TelePresenceなどの実体験
ビデオコールのコールアドミッションを他のビデオコールから切り離して制御できます。

クラスタ全体で同じロケーションに割り当てられた帯域幅を予約、解放、および調整するために

クラスタの相互通信を可能にすることで、クラスタ間のロケーションを効率的に共有できます。1

ネットワークモデリング

システムのメディアの処理方法を定義するには、ロケーションとリンクの概念に関するネットワー

クモデルを構築します。

1 Locations Media Resource Audio Bit Rate Policyサービスパラメータでは、トランスコーダなどのメディアリソース
がメディアパスに挿入された場合やさらに複雑なシナリオの場合に、音声のみのコールに対して、当事者のロケー

ション内およびロケーション間で音声帯域幅プールから差し引くビットレート値を決めます。このサービスパラ

メータは、いずれかのコールレッグにメディアが存在しない場合、何の影響も及ぼしません。そのような場合、

Location Bandwidth Managerは、そのロケーションで使用可能な帯域幅から送信元と宛先に対して設定されている
最大のホップ帯域幅を差し引きます。
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ロケーションはローカルエリアネットワーク（LAN）を表します。ロケーションにはエンドポイ
ントが含まれることがあり、ワイドエリアネットワーク（WAN）ネットワークモデリングのリ
ンク間の中継場所として機能します。

リンクはロケーションを相互接続し、ロケーション間で利用可能な帯域幅を定義するために使用

されます。リンクはWANリンクを表します。

ウェイトは帯域幅パスのサイズです。ウェイトは、有効なパスへのコストを提供するためにリン

ク上で使用されます。ウェイトは、2つのロケーション間に複数のパスがあるときに提供されま
す。

システムによってすべてロケーション間の最短パス（最小コスト）が計算されて、有効なパスが

構築されます。全体的なウェイトが最小のパスが最も効率的なパスです。

システムは、ネットワークモデルによって示される発信側ロケーションから終端側ロケーション

までのすべてのリンクの帯域幅を追跡します。

Location Bandwidth Manager; ロケーション帯域幅マネージャ
Location Bandwidth Manager（LBM）サービスは、送信元のロケーションから宛先のロケーション
までの有効なパスを計算します。このサービスは、Unified Communications Managerコール制御か
らの帯域幅要求の処理、クラスタ内およびクラスタ間での帯域幅情報の複製など、バックグラウ

ンドで役立つ機能を提供します。この機能で提供される設定済みのリアルタイムの情報は、

Serviceability Administrationで確認できます。

Locations Media Resource Audio Bit Rate Policyサービスパラメータでは、トランスコーダなどのメ
ディアリソースがメディアパスに挿入された場合やさらに複雑なシナリオの場合に、音声のみの

コールに対して、当事者のロケーション内およびロケーション間で音声帯域幅プールから差し引

くビットレート値を決めます。このサービスパラメータは、いずれかのコールレッグにメディア

が存在しない場合、何の影響も及ぼしません。そのような場合、Location Bandwidth Managerは、
そのロケーションで使用可能な帯域幅から送信元と宛先に対して設定されている最大のホップ帯

域幅を差し引きます。

クラスタ間の拡張ロケーションコールアドミッション制御

クラスタ間の機能は、複数クラスタ間の拡張ロケーション CACネットワークモデリングに拡張
されます。各クラスタは、独自のネットワークトポロジを管理します。そして、LBMクラスタ間
レプリケーションネットワークに設定されているその他のクラスタにそれぞれのトポロジを伝達

します。

共有のロケーションは、LBMレプリケーションネットワークに参加しているクラスタと同じ名前
で設定されているロケーションです。

このタイプのロケーションは次の目的のために機能します。

•クラスタがそれぞれの設定済みトポロジを他のクラスタと共有可能にする

•同じロケーションでの複数クラスタによる CACの実行を可能にする
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拡張ロケーションコールアドミッション制御の前提条件

• Unified Communications Managerおよびロケーション帯域幅マネージャ（LBM）は、IPフォ
ン、ゲートウェイ、H.323および SIPトランク接続先を含むすべてのタイプのデバイスを対
象に帯域幅を管理します。ただし、クラスタ間拡張ロケーション CACには、他の場所への
リンクも帯域幅割り当てもない特別な場所であるシステムシャドウロケーションに割り当

てられた SIPクラスタ間トランクが必要です。その他のタイプのデバイスはすべて、通常の
（固定の）場所に割り当てられた場合のみサポートされます。

• Unified Communications Managerおよび LBMは、メディアリソースの帯域幅は管理しませ
ん。メディアリソースがコールの帯域幅要件を変更した場合は、最小または最大の帯域幅が

予約されているかどうかを判別するグローバルパラメータの設定を変更できます。

拡張ロケーションコールアドミッション制御のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアク

ション

シスコロケーション帯域幅マネージャサービスがアクティ

ベートされているかどうかを確認します。新しいシステムを

LBMサービスのアク
ティブ化, （236ペー
ジ）

ステッ

プ 1   
インストールする場合、任意のノードのサービスを手動で有

効にする必要があります。拡張ロケーションCACが正常に動
作するには、このサービスのインスタンスが各クラスタで実

行されている必要があります。

LBMが同じノードで実行されていない場合は、LBMグループ
を設定し、サーバにこのLBMグループを割り当てます。LBM

LBMグループの作成,
（237ページ）

ステッ

プ 2   
グループでは、ネットワークの遅延およびパフォーマンスを

最適化できます。各サーバは、LBMサービスと通信して、各
コールで使用可能な帯域幅を特定し、各通話時間の帯域幅を

除外します。

一元化されたコール処理システムで実装コールアドミッショ

ン制御を実装するロケーションを設定します。ロケーション

場所と場所リンクの設

定, （238ページ）
ステッ

プ 3   
は、ローカルエリアネットワーク（LAN）を表しており、エ
ンドポイントを含むか、ワイドエリアネットワーク（WAN）
のネットワークモデリングのリンク間の中継場所として機能

します。ロケーションでは、ロケーション内部だけでなく、

ロケーションの内外でも帯域幅アカウンティングを使用でき

ます。リンクでは、ロケーションとインターコネクトロケー

ション間の帯域幅アカウンティングを使用できます。
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目的コマンドまたはアク

ション

（任意）

デフォルトの無制限帯域幅が不要になった場合は、内部ロケー

ションの帯域幅をロケーションに割り当てます。デフォルト

内部ロケーションの帯

域幅の割り当て, （238
ページ）

ステッ

プ 4   

では、新しいロケーションを作成すると、オーディオ帯域幅

が無制限、ビデオ帯域幅が 384 kbps、実体験ビデオ帯域幅は
384kbpsで、新しく追加したロケーションからHub_Noneへの
リンクも追加されます。この再割り当てを調整して、ネット

ワークモデルに一致させることができます。

ハブとして機能するLBMサーバで、リモートクラスタのLBM
サーバを検索できるように、LBMハブグループを設定しま

外部通信の確立, （239
ページ）

ステッ

プ 5   
す。この手順では、このクラスタとの外部通信を確立します。

LBMハブグループが割り当てられると、LBMサービスはハ
ブとして機能します。LBMハブグループが割り当てられてい
る LBMサービスはすべて、同じ、または重複する LBMハブ
グループが割り当てられているその他すべてのLBMサーバと
の通信を確立します。

SIPクラスタ間トランク（ICT）をシャドウロケーションに割
り当て、適切なクラスタ間オペレーションを確立します。SIP

拡張ロケーションの

コールアドミッション

ステッ

プ 6   
トランクが、SIPゲートウェイなどの特定のロケーションのデ制御向け SIPクラスタ
バイスにリンクされている場合は、通常のロケーションに割間トランクの設定, （

240ページ） り当てることができます。シャドウロケーションには、他の

場所へのリンクを含まず、帯域幅も割り当てられていない特

別なロケーションです。

（任意）

オーディオ帯域幅とビデオ帯域幅の除外分をビデオコール用

の別のプールに分割する場合は、次の手順を使用します。こ

ビデオコール用音声

プールからオーディオ

帯域幅を除外する, （
241ページ）

ステッ

プ 7   

のシステムでは、ビデオコール用ビデオプールからオーディ

オストリームとビデオストリームの両方で使用するための帯

域幅要件をデフォルトで除外しています。

LBM サービスのアクティブ化
シスコロケーション帯域幅マネージャサービスがアクティベートされているかどうかを確認しま

す。新しいシステムをインストールする場合、任意のノードのサービスを手動で有効にする必要

があります。拡張ロケーションCACが正常に動作するには、このサービスのインスタンスが各ク
ラスタで実行されている必要があります。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（ServiceActivation）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択し、[移動（Go）]をクリックします。
ステップ 3 必要に応じて、[シスコロケーション帯域幅マネージャ（CiscoLocationBandwidthManager）]チェッ

クボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

LBMグループの作成, （237ページ）

LBM グループの作成
LBMが同じノードで実行されていない場合は、LBMグループを設定し、サーバにこの LBMグ
ループを割り当てます。LBMグループでは、ネットワークの遅延およびパフォーマンスを最適化
できます。各サーバは、LBMサービスと通信して、各コールで使用可能な帯域幅を特定し、各通
話時間の帯域幅を除外します。

はじめる前に

LBMサービスのアクティブ化, （236ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location Info）] > [ロ
ケーション帯域幅マネージャグループ（Location Bandwidth Manager Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のLBMグループの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリック
し、結果リストから既存の LBMグループを選択します。

•新しい LBMグループを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ロケーション帯域幅マネージャグループの設定（LocationBandwidthManagerGroupConfiguration）]
ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、

オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

場所と場所リンクの設定, （238ページ）
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場所と場所リンクの設定

一元化されたコール処理システムで実装コールアドミッション制御を実装するロケーションを設

定します。ロケーションは、ローカルエリアネットワーク（LAN）を表しており、エンドポイン
トを含むか、ワイドエリアネットワーク（WAN）のネットワークモデリングのリンク間の中継
場所として機能します。ロケーションでは、ロケーション内部だけでなく、ロケーションの内外

でも帯域幅アカウンティングを使用できます。リンクでは、ロケーションとインターコネクトロ

ケーション間の帯域幅アカウンティングを使用できます。

はじめる前に

LBMグループの作成, （237ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [場所情報（Location Info）] > [場所
（Location）]の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の場所の設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、結果
のリストから既存の場所を選択します。

•新しい場所を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [場所の設定（Location Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその
設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

•（オプション）内部ロケーションの帯域幅の割り当て, （238ページ）

内部ロケーションの帯域幅の割り当て

デフォルトの無制限帯域幅が不要になった場合は、内部ロケーションの帯域幅をロケーションに

割り当てます。デフォルトでは、新しいロケーションを作成すると、オーディオ帯域幅が無制限、

ビデオ帯域幅が 384 kbps、実体験ビデオ帯域幅は 384 kbpsで、新しく追加したロケーションから
Hub_Noneへのリンクも追加されます。この再割り当てを調整して、ネットワークモデルに一致
させることができます。

音質が悪い、またはとぎれる場合は、帯域幅の設定を低くします。たとえば、ISDNでは 56
kbpsまたは 64 kbpsの複数回線を使用します。

ヒント
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はじめる前に

場所と場所リンクの設定, （238ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location Info）] > [ロ
ケーション（Location）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、表示された一覧からロケーションを選択し
ます。

ステップ 3 [詳細表示（Show Advanced）]をクリックし、内部ロケーションの帯域幅フィールドを表示しま
す。

ステップ 4 必要に応じて、[音声の帯域幅（Audio Bandwidth）]の [kbps]オプションボタンを選択し、テキス
トボックスに帯域幅の値を入力します。

ステップ 5 必要に応じて、[ビデオの帯域幅（Video Bandwidth）]の [kbps]オプションボタンを選択し、テキ
ストボックスに帯域幅の値を入力します。

ステップ 6 必要に応じて、[イマーシブビデオの帯域幅（Immersive Video Bandwidth）]の [kbps]オプション
ボタンを選択し、テキストボックスに帯域幅の値を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

外部通信の確立, （239ページ）

外部通信の確立

ハブとして機能するLBMサーバで、リモートクラスタのLBMサーバを検索できるように、LBM
ハブグループを設定します。この手順では、このクラスタとの外部通信を確立します。LBMハブ
グループが割り当てられると、LBMサービスはハブとして機能します。LBMハブグループが割
り当てられているLBMサービスはすべて、同じ、または重複するLBMハブグループが割り当て
られているその他すべての LBMサーバとの通信を確立します。

はじめる前に

（オプション）内部ロケーションの帯域幅の割り当て, （238ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location Info）] > [ロ
ケーション帯域幅マネージャ（LBM）のクラスタ間レプリケーショングループ（LocationBandwidth
Manager (LBM) Intercluster Replication Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。
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• LBMのクラスタ間レプリケーショングループの設定を変更するには、検索条件を入力して
[検索（Find）]をクリックし、結果のリストから既存の LBMクラスタ間レプリケーション
グループを選択します。

•新しいLBMクラスタ間レプリケーショングループを追加するには、[新規追加（AddNew）]
をクリックします。

ステップ 3 [ロケーション帯域幅マネージャのクラスタ間レプリケーショングループの設定（LocationBandwidth
Manager Intercluster Replication Group Configuration）] ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

拡張ロケーションのコールアドミッション制御向け SIPクラスタ間トランクの設定, （240ペー
ジ）

拡張ロケーションのコールアドミッション制御向け SIP クラスタ間トランクの設定
SIPクラスタ間トランク（ICT）をシャドウロケーションに割り当て、適切なクラスタ間オペレー
ションを確立します。SIPトランクが、SIPゲートウェイなどの特定のロケーションのデバイスに
リンクされている場合は、通常のロケーションに割り当てることができます。シャドウロケーショ

ンには、他の場所へのリンクを含まず、帯域幅も割り当てられていない特別なロケーションです。

はじめる前に

•設定された SIPクラスタ間トランク。詳細については、SIPトランクの設定タスクフロー,
（107ページ）を参照してください。

•外部通信の確立, （239ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックし、結果リストから既存のSIPクラスタ間トランク

を選択します。

ステップ 3 [ロケーション（Location）]ドロップダウンリストから、[シャドー（Shadow）]を選択します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ビデオコール用音声プールからオーディオ帯域幅を除外する

オーディオ帯域幅とビデオ帯域幅の除外分をビデオコール用の別のプールに分割する場合は、次

の手順を使用します。このシステムでは、ビデオコール用ビデオプールからオーディオストリー

ムとビデオストリームの両方で使用するための帯域幅要件をデフォルトで除外しています。

この機能を有効にする場合、CACには、IP/UDPネットワークオーバーヘッドに必要な帯域幅
はオーディオ帯域幅の除外分に含まれます。このオーディオ帯域幅の除外は、オーディオビッ

トレートに加え、IP/UDPネットワークオーバーヘッドの帯域幅要件に相当します。ビデオ帯
域幅は、ビデオビットレートのみ除外されます。

（注）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（コールアドミッション制御）（ClusterwideParameters (CallAdmission

Control)）]領域で、[ビデオコール用音声プールからオーディオ帯域幅部分を除外する（Deduct
Audio Bandwidth Portion from Audio Pool for a Video Call）]サービスパラメータ値を [True]に設定
します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

拡張ロケーションコールアドミッション制御の連携動作と制限事項

拡張ロケーションコールアドミッション制御

表 18：拡張ロケーションコールアドミッション制御

データのやり取り機能

共通のリンクまたは場所で帯域幅容量または重みの割り当てに競合がある

場合、ローカルクラスタは割り当てられた値の最小値を使用します。

Bandwidth
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データのやり取り機能

システムおよび LBMは、IPフォン、ゲートウェイ、H.323および SIPト
ランク接続先を含むすべてのタイプのデバイスを対象に帯域幅を管理しま

す。ただし、クラスタ間の拡張ロケーション CACには、システムシャド
ウロケーションに割り当てられた SIP ICTが必要です。その他のタイプの
デバイスはすべて、通常の（固定の）場所に割り当てられた場合のみサ

ポートされます。

デバイスサポート

拡張ロケーションコールアドミッション制御の制限

表 19：拡張ロケーションコールアドミッション制御の制限

説明制約事項

ネットワーク障害の状態では、Unified Communications Managerに
よって計算される帯域予約パスが正確にネットワークの状態を反

映しないことがあります。このシナリオを考慮した申し分のない

方法はモデル内にはありません。

帯域予約パス

ビデオ機能を有効にすると、音声用の帯域幅はビデオから割り当

てられます。

帯域幅とビデオの機能

システムによって作成されたモデルは常に完全に同期されるわけ

ではありません。保守的な帯域幅割り当てを使用して、この制約

に適応できます。

同期（Synchronization）
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第 30 章

Resource Reservation Protocol（RSVP）の設
定

• RSVPコールアドミッション制御の概要, 243 ページ

• RSVPコールアドミッション制御の前提条件, 243 ページ

• RSVP設定のタスクフロー, 244 ページ

RSVP コールアドミッション制御の概要
Resource Reservation Protocol（RSVP）は、IPネットワーク内のリソースを予約するためのリソー
ス予約のトランスポートレベルのプロトコルです。拡張位置のコールアドミッション制御（CAC）
の代わりに RSVPを使用できます。RSVPは、特定のセッションにリソースを予約します。セッ
ションとは、特定の宛先アドレス、宛先ポート、およびプロトコル識別子（TCPまたはUDP）を
持つフローです。

RSVP コールアドミッション制御の前提条件
IPv4アドレッシングを使用する必要があります。RSVPは IPv6アドレッシングをサポートしませ
ん。
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RSVP 設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ内の全ノードについて RSVPポリシーを設
定します。

クラスタ全体のデフォルトの

RSVPポリシーの設定, （245
ページ）

ステップ 1   

これはオプションです。場所のペアにクラスタの他

とは別のポリシーを使用する場合、特定の場所のペ

アの RSVPポリシーを設定できます。

ロケーションペアRSVPポリ
シーの設定, （245ページ）

ステップ 2   

RSVPの再試行の頻度と番号を設定します。RSVPの再試行の設定, （246
ページ）

ステップ 3   

コール中に RSVPが失敗したときにシステムがどの
ように応答するかを設定します。

通話中のRSVPエラー処理の
設定, （247ページ）

ステップ 4   

これはオプションです。Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）を使用する場合、発信者の

MLPPから RSVPへのプライ
オリティマッピングの設定,
（248ページ）

ステップ 5   

MLPP優先順位レベルを RSVPの優先順位にマップ
します。

ゲートウェイデバイスで次の IOS手順を実行しま
す。RSVPエージェントの設定方法についての情報
は、デバイスのドキュメントを参照してください。

RSVPエージェントを設定し
ます。

ステップ 6   

RSVPアプリケーション IDを設定すると、システム
は音声およびビデオトラフィックの両方に IDを付

アプリケーション IDの設定,
（249ページ）

ステップ 7   

与し、受信する IDに応じて Cisco RSVPエージェン
トが両方のタイプのトラフィックに別々の帯域制限

を課せるようにします。

DSCPマーキングを設定して、RSVPの予約が失敗
した場合、システムが RSVPエージェントまたはエ

DSCPマーキングの設定, （
250ページ）

ステップ 8   

ンドポイントデバイスに指示してメディアの差別化

サービスコントロールポイントのマーキングをベ

ストエフォートに変更できるようにします。DSCP
マーキングを設定しない場合、EFマークされたメ
ディアのパケットの超過分が、予約されているフ

ローに対してもサービス品質（QoS）を劣化させま
す。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
244

RSVP 設定のタスクフロー



クラスタ全体のデフォルトの RSVP ポリシーの設定
クラスタ内の全ノードに RSVPポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セク
ションで、Default interlocation RSVP Policyサービスパラメータを設定します。
このサービスパラメータを次の値に設定できます。

•「No Reservation-No RSVP reservations」は、2つの場所の間で適用されます。

• [オプション（ビデオが必要）（Optional（VideoDesired））]：オーディオストリームおよび
ビデオストリームの両方の予約を取得できない場合は、ベストエフォートとして、オーディ

オのみのコールを継続できます。RSVPエージェントは、続けてオーディオの RSVP予約を
行い、予約が成功すると、Cisco Unified Communications Managerに通知を送信します。

•必須：Cisco Unified Communications Managerは、オーディオストリームに対する（コールが
ビデオコールの場合はビデオストリームに対する）RSVP予約が成功するまで、終了デバイ
スを呼び出しません。

•必須（ビデオ優先）：オーディオストリームの予約は成功したが、ビデオストリームの予
約に失敗する場合は、音声のみでビデオ通話を行うことができます。

次の作業

次のいずれかのオプションを選択します。

•ロケーションペアで、残りのクラスタと異なるポリシーを使用する場合は、ロケーション
ペア RSVPポリシーの設定, （245ページ）。

•クラスタ内の全ノードに同一の RSVPポリシーを使用している場合は、RSVPの再試行の設
定, （246ページ）。

ロケーションペア RSVP ポリシーの設定
クラスタの他の部分と異なるポリシーを使用するロケーションのペアがある場合は、特定のロケー

ションペアに対してRSVPポリシーを設定できます。次の手順を使用するとき、ロケーションペ
アに設定する RSVPポリシーは、クラスタに設定したポリシーをオーバーライドします。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [ロケー
ション（Location）]を選択します。

ステップ 2 ロケーションペアの一方のロケーションを検索し、そのロケーションを選択します。

ステップ 3 選択したロケーションと別のロケーション間の RSVPポリシーを変更するには、ロケーションペ
アのもう一方のロケーションを選択します。

ステップ 4 [RSVP設定（RSVPSettings）]ドロップダウンリストで、このロケーションペアのRSVPポリシー
を選択します。

このフィールドに次の値を設定できます。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）] –ロケーションペアの RSVPポリシー
が、クラスタ全体の RSVPポリシーと一致します。

• [予約なし（No Reservation）] –任意の 2つのロケーション間で RSVP予約が作られません。

• [音声優先（オプション）（Video Desired (Optional)）] –音声およびビデオストリームの予約
を取得できない場合、ベストエフォート、音声のみのコールとして処理されます。RSVPエー
ジェントは、音声の RSVPの予約を引き続き試行し、予約が成功するとCisco Unified
Communications Managerに通知します。オーディオストリームに対する（コールがビデオ
コールの場合はビデオストリームに対する）RSVP予約が成功するまで、終端デバイスを呼
び出しません。

• [音声優先（Video Desired）] –オーディオストリームの予約は成功したが、ビデオストリー
ムの予約が成功しない場合、ビデオコールは音声のみコールとして処理されます。

次の作業

RSVPの再試行の設定, （246ページ）

RSVP の再試行の設定
RSVPの再試行の頻度および回数を設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

•クラスタ全体のデフォルトの RSVPポリシーの設定, （245ページ）

•これはオプションです。ロケーションペア RSVPポリシーの設定, （245ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セク
ションで、指定されたサービスパラメータを設定します。

これらのサービスパラメータを次の値に設定できます。

• [RSVP再試行タイマー（RSVP Retry Timer）]：RSVP再試行タイマーの値を秒単位で指定し
ます。このパラメータを 0に設定すると、システムで RSVPの再試行が無効になります。

• [必須 RSVPミッドコール再試行カウンタ（Mandatory RSVP Midcall Retry Counter）]：RSVP
ポリシーが [必須（Mandatory）]に指定され、ミッドコールエラー処理オプションが [次の再
試行カウンタを超えるとコールは失敗する（call fails following retry counter exceeds）]“ ”に設
定されているときに、ミッドコール RSVP再試行カウンタを指定します。デフォルト値は 1
回です。サービスパラメータを -1に設定すると、予約が成功するか、コールが切断される
まで、いつまでも再試行が続行されます。

次の作業

通話中の RSVPエラー処理の設定, （247ページ）

通話中の RSVP エラー処理の設定
通話中 RSVPエラー処理の設定には次の手順を使用します。

はじめる前に

RSVPの再試行の設定, （246ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セク
ションで、指定されたサービスパラメータを設定します。

通話中の強制 RSVPエラー処理のオプションサービスパラメータに次の値を設定できます。
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• Call becomes best effort -コール中に RSVPが失敗した場合、コールはベストエフォート型の
コールになります。再試行を有効にすると、RSVPの再試行が同時に開始されます。

• Call fails following retry counter exceeded - Mandatory RSVP Mid-call Retry Counterサービスパラ
メータに数値「N」を指定し、コール中に RSVPが失敗した場合、RSVPの再試行を N回実
行した後に、コールは失敗します。

次の作業

ゲートウェイのデバイスに RSVPエージェントを設定します。RSVPエージェントの設定方法に
ついては、デバイスのドキュメントを参照してください。ゲートウェイで RSVPエージェントを
設定した後は、Cisco Unified Communications Manager Administrationに戻り、次のいずれかのオプ
ションを選択します。

•これはオプションです。MLPPからRSVPへのプライオリティマッピングの設定,（248ペー
ジ）ネットワークでMultilevel Precedence and Preemptionを使用する場合。

•アプリケーション IDの設定, （249ページ）

MLPP から RSVP へのプライオリティマッピングの設定
これはオプションです。発信者のMLPP優先度レベルから RSVPの優先度へのマッピングを設定
するには、次のクラスタ全体の（System - RSVP）サービスパラメータを使用します。

• MLPP EXECUTIVE OVERRIDE To RSVP Priority Mapping

• MLPP FLASH OVERRIDE To RSVP Priority Mapping

• MLPP FLASH To RSVP Priority Mapping

• MLPP IMMEDIATE To RSVP Priority Mapping

• MLPP PL PRIORITY To RSVP Priority Mapping

• MLPP PL ROUTINE To RSVP Priority Mapping

これらのサービスパラメータを選択し、設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータClusterwide（System -RSVP）（Clusterwide Parameters (System -RSVP)）]
セクションで指定されたサービスパラメータを設定します。

これらのサービスパラメータは、次のように機能します。
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•サービスパラメータ値が高いほど、優先度を上げるという設定に基づいてRSVP予約を開始
するとき、Cisco Unified Communications Managerは発信者の優先度レベルを RSVP優先度に
マップします。

• IOSルータは RSVP優先度に基づいてコールをプリエンプション処理します。

• RSVPエージェントは、プリエンプションの理由を含め、RSVP予約の失敗の理由について
Cisco Unified Communications Managerに通知する必要があります。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは既存のMLPPメカニズムを使用して、プリエンプショ
ン処理された発信側と着信側にプリエンプションを通知します。

次の作業

ゲートウェイのデバイスに RSVPエージェントを設定します。RSVPエージェントの設定方法に
ついては、デバイスのドキュメントを参照してください。ゲートウェイで RSVPのエージェント
を設定した後は、Cisco Unified Communications Manager Administrationとアプリケーション IDの
設定, （249ページ）に戻ります。

アプリケーション ID の設定
RSVPアプリケーション IDを設定すると、音声およびビデオトラフィックの両方に IDが追加さ
れ、受信した IDをもとに、Cisco RSVPエージェントは、それぞれのトラフィックタイプに帯域
幅の制限を設定できます。

この手順を開始する前に、ゲートウェイデバイスで RSVPのエージェントを設定します。RSVP
エージェントの設定方法については、デバイスのドキュメントを参照してください。

はじめる前に

ネットワークに RSVPアプリケーション IDを導入するには、Cisco RSVP Agentルータで、Cisco
IOS Release 12.4(6)T以降を使用する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セク
ションで、RSVP Audio Application IDサービスパラメータを設定します。
デフォルトは AudioStreamです。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セク
ションで、RSVP Video Application IDを設定します。
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デフォルトは VideoStreamです。

次の作業

DSCPマーキングの設定, （250ページ）

DSCP マーキングの設定
RSVPの予約が失敗すると、システムがRSVPエージェントまたはエンドポイントデバイス（RSVP
エージェントの割り当てが失敗した場合）に指示して、メディアの Differentiated Services Control
Point（DSCP）マーキングをベストエフォートに変更します。変更しない場合、EFとマーキング
されたメディアパケットの超過分により、予約のあるフローでもサービス品質（QoS）が低下す
る可能性があります。

はじめる前に

アプリケーション IDの設定, （249ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウでサーバを選択し、Cisco
CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）]セクショ
ンで、DSCP for Audio Calls When RSVP Failsのサービスパラメータを設定します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）]セクショ
ンで、DSCP for Video Calls When RSVP Failsのサービスパラメータを設定します。
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第 V 部

エンドユーザの設定
• エンドユーザの設定の概要, 253 ページ

• ユーザアクセスの設定, 257 ページ

• クレデンシャルポリシーの設定, 277 ページ

• ユーザプロファイルの設定, 281 ページ

• サービスプロファイルの設定, 285 ページ

• 機能グループテンプレートの設定, 295 ページ

• LDAPディレクトリからユーザをインポート, 297 ページ

• 手動によるエンドユーザのプロビジョニング, 313 ページ





第 31 章

エンドユーザの設定の概要

• エンドユーザの設定について, 253 ページ

• End User Configuration, 253 ページ

エンドユーザの設定について

このパートの章では、システムでエンドユーザをプロビジョニングして、設定する方法について

説明します。

エンドユーザは、Cisco Unified Communications Manager機能の主要な使用者です。エンドユーザ
は電話と電話番号に割り当てられるため、エンドユーザはシステム内の他のユーザにコールを発

信してやり取りしたり、PSTNなどの外部ネットワークにコールを発信したりできます。

多数のエンドユーザを一度にプロビジョニングするために、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は次の機能を提供しています。

• LDAPディレクトリ統合：Cisco Unified Communications Managerと外部 LDAPディレクトリ
を同期できるため、LDAPディレクトリからエンドユーザデータをインポートできます。

•一括管理ツール：一括管理ツールを使用して、多数のエンドユーザと関連付けされたユーザ
データを 1回の操作で CSVファイルからインポートおよび設定できます。

エンドユーザがプロビジョニングされた後、電話サービス、クレデンシャルポリシーに加え、

ユーザが自身の電話をプロビジョニングできるようにユーザプロファイルなどのユーザ設定を設

定できます。

End User Configuration
次のタスクフローを実行すると、システムのエンドユーザを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

エンドユーザのロールとアクセス制御グループを計画しま

す。システム定義されたロールおよびアクセス制御グルー

ユーザアクセス設定のタ

スクフロー, （260ペー
ジ）

ステップ 1   

プに、導入に必要なアクセス権限を付与するかどうかに加

え、新しいロールおよびアクセス制御グループを作成する

必要があるかどうかを決定します。

エンドユーザのクレデンシャルポリシーを設定します。クレデンシャルポリシー

の設定タスクフロー, （
278ページ）

ステップ 2   

アクセスと機能に関する同じ要件を満たすユーザのグルー

プにユーザプロファイルを設定します。ユーザプロファ

ユーザプロファイルの設

定タスクフロー, （282
ページ）

ステップ 3   

イルは、共通の電話および電話回線設定で構成されてお

り、ユーザプロファイルを使用するユーザ向けに新しい電

話や電話回線をすばやく設定できます。このプロファイル

を使用するユーザ向けにセルフプロビジョニングを有効化

できます。

ユニファイドコミュニケーション（UC）サービスの設定
で、サービスプロファイルを設定します。このサービス

サービスプロファイルの

設定タスクフロー,（286
ページ）

ステップ 4   

プロファイルは、同じサービス要件が設定されているユー

ザのグループに適用できます。サービスプロファイルで

は、このサービスプロファイルを使用するユーザ向けにプ

ロビジョニングされている新しい電話向けに UCサービス
を設定できます。

これはオプションです。機能グループテンプレートをエン

ドユーザに設定します。機能グループテンプレートには、

機能グループテンプレー

トの設定,（296ページ）
ステップ 5   

共通機能設定に加え、割り当てられているユーザプロファ

イルおよびサービスプロファイルが含まれます。LDAP同
期ユーザの場合、LDAP同期中に機能グループテンプレー
トを割り当てられるため、ユーザプロファイル、サービス

プロファイル、回線およびサービステンプレート、セルフ

プロビジョニング機能がユーザに割り当てられます。

会社用LDAPディレクトリを導入する場合は、カンパニー
ディレクトリ (LDAP)からエンドユーザを Cisco Unified

LDAP同期設定のタスク
フロー, （300ページ）

ステップ 6   

Communications Managerデータベースに直接インポートで
きます。

LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートしてい
ない場合は、一括管理ツールを使用して、エンドユーザ

LDAP同期設定のタスク
フロー, （300ページ）

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

リストやエンドユーザ設定をCSVファイルでCiscoUnified
Communications Managerデータベースにインポートできま
す。

一括アドミニストレーションガイドを使用して、データ

ベースに一括トランザクションを実行する方法について

は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlの『Cisco Unified
CommunicationsManager Bulk Administrationガイド』を参照
してください。

これはオプションです。新しいユーザを手動でデータベー

スに追加します。

手動エンドユーザ設定の

タスクフロー,（314ペー
ジ）

ステップ 8   
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第 32 章

ユーザアクセスの設定

• ユーザアクセスの概要, 257 ページ

• ユーザアクセスの前提条件, 260 ページ

• ユーザアクセス設定のタスクフロー, 260 ページ

• 標準権限とアクセスコントロールグループ, 267 ページ

ユーザアクセスの概要

Cisco Unified Communications Managerに対するユーザアクセスは、次の項目をエンドユーザに割
り当てることで管理できます。

•ロール

• [アクセスコントロールグループ（Access Control Groups）]

•ユーザランク

ロール、アクセスコントロールグループ、ユーザランクコントロールでは、Cisco Unified
Communications Managerに対する複数レベルのセキュリティを提供します。各ロールでは、Cisco
Unified Communications Manager内の特定のリソースに対する一連の権限を定義します。アクセス
コントロールグループにロールを割り当て、そのアクセスコントロールグループにエンドユー

ザを割り当てると、それらのエンドユーザにそのロールで定義されているすべてのアクセス権限

を付与することになります。

ユーザランクフレームワークはロールとアクセスコントロールグループフレームワークをオー

バーレイして、エンドユーザが使用可能なグループを決定します。エンドユーザとアプリケー

ションユーザは、それぞれのユーザランクで許可されるアクセスコントロールグループにのみ

割り当てることができます。
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ロールの概要

エンドユーザをプロビジョニングする場合、ユーザにどのようなロールを割り当てるか決定する

必要があります。ロールはエンドユーザ、アプリケーションユーザ、またはアクセスコントロー

ルグループに割り当てることができます。単独のユーザに複数のロールを割り当てることができ

ます。

各ロールには、特定のリソースまたはアプリケーションに接続される一連の権限が含まれます。

たとえば、標準CCMエンドユーザのロールは、そのロールが割り当てられているユーザに、Cisco
Unified Communicationsセルフケアポータルへのアクセス権を提供します。また、Cisco Unified
Communications Managerの管理、Cisco CDR Analysis and Reporting、Dialed Number Analyzer、CTI
インターフェイスなどのリソースへのアクセスを提供するロールを割り当てることもできます。

特定の設定ウィンドウのようなグラフィカルユーザインターフェイスを使用する大部分のリソー

スでは、ロールに接続された権限によって、ユーザはそのウィンドウのデータ、または関連する

ウィンドウのグループ内のデータを閲覧したり更新できます。

ロールの設定と割り当て

標準ロールをユーザに割り当てるか、またはカスタムロールを作成するかを決定する必要があり

ます。

•標準ロール：標準ロールとは、Cisco Unified Communications Managerに最初からインストー
ルされている、デフォルトの事前定義のロールです。ロールの権限を編集または変更するこ

とはできません。

•カスタムロール：カスタムロールは自分で作成するロールです。ユーザに割り当てる権限
を含む標準ロールがないときに、カスタムロールを作成できます。たとえば、標準ロールを

割り当てようとしたが、権限の 1つを変更したい場合、標準ロールの権限をカスタムロール
にコピーし、そのカスタムロールで権限を編集できます。

権限のタイプ

各ロールには、特定のリソースに接続される一連の権限が含まれます。リソースに割り当てられ

る権限には 2種類あります。

• [読み取り（Read）]：読み取り権限では、ユーザはそのリソースの設定を閲覧できますが、
設定を更新することはできません。たとえば、この権限ではユーザが特定の設定ウィンドウ

の設定を閲覧できますが、そのアプリケーションの設定ウィンドウには更新ボタンやアイコ

ンは表示されません。

• [更新（Update）]：更新権限では、ユーザはそのリソースの設定を変更できます。たとえば、
この権限ではユーザが特定の設定ウィンドウで更新を実行できます。

エンドユーザロールと管理者ロール

標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）ロールは、Cisco Unified Communicationsセル
フケアポータルへのアクセス権をエンドユーザに提供します。CTIアクセスなどの追加権限につ
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いては、標準 CTI対応（Standard CTI Enabled）ロールなどの追加ロールを割り当てる必要があり
ます。

標準CCM管理ユーザ（Standard CCMAdmin Users）ロールは、すべての処理タスクのベースロー
ルであり、認証ロールとして機能します。このロールは、Cisco Unified Communications Manager
Administrationのユーザインターフェイスへの管理者アクセスを提供します。Cisco Unified CMの
管理では、このロールを Cisco Unified Communications Manager Administrationにログインするため
に必要なロールとして定義しています。

関連トピック

標準権限とアクセスコントロールグループ, （267ページ）

アクセスコントロールグループの概要

ロールとともにアクセスコントロールグループを使用して、同様のアクセス要件のユーザグルー

プにネットワークへのアクセス権限をすばやく指定できます。

アクセスコントロールグループは、エンドユーザとアプリケーションユーザのリストです。類

似したアクセスの必要性を共有するエンドユーザとアプリケーションユーザに、必要な権限と役

割を含むアクセスコントロールグループを指定できます。アクセスコントロールグループに割

り当てられるエンドユーザやアプリケーションのユーザは、そのアクセスコントロールグループ

の最小ランク要件を満たす必要があります。たとえば、4のユーザランクを持つユーザは、最小
ランク要件が 4～ 10のアクセスコントロールグループにしか割り当てることができません。

システムには、一連の事前定義された標準アクセスコントロールグループが含まれています。そ

れぞれの標準アクセスコントロールグループには、デフォルトで割り当てられている一連のロー

ルがあります。ユーザをそのアクセスコントロールグループに割り当てると、それらの役割もそ

のエンドユーザに割り当てられます。

標準アクセスコントロールグループに割り当てられたロールは編集できません。ただし、カスタ

マイズされたアクセスコントロールグループを作成し、選択したロールをそのカスタマイズされ

たアクセスコントロールグループに割り当てることができます。

関連トピック

標準権限とアクセスコントロールグループ, （267ページ）

ユーザランクの概要

ユーザランクのアクセスコントロールでは、管理者がエンドユーザやアプリケーションユーザ

に提供できるアクセスレベルに対する一連の制御を行います。[ユーザランク（UserRank）]パラ
メータは 1～ 10の整数で指定し、一番高いランクは 1です。ユーザランクはユーザとアクセス
コントロールグループの両方に割り当てられるため、特定のアクセスコントロールグループに

割り当て可能なユーザを決定するランク階層が作成されます。

エンドユーザやアプリケーションユーザをプロビジョニングする場合、管理者は各ユーザのユー

ザランクを割り当てる必要があります。管理者は、各アクセスコントロールグループにもユー

ザランクを割り当てる必要があります。管理者は、同じランクや下のランクのアクセスコント
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ロールグループにのみユーザを割り当てることができます。たとえば、あるエンドユーザのユー

ザランクが 3の場合、3～ 10のユーザランクが設定されているアクセスコントロールグループ
に割り当てることができます。そのユーザを、ユーザランクが 1である必要があるアクセスコン
トロールグループに割り当てることはできません。

管理者は、[ユーザランクの設定（User Rank Configuration）]ウィンドウ内でユーザランクの階層
をカスタマイズして、それらのランクをエンドユーザ、アプリケーションユーザ、アクセスコ

ントロールグループに割り当てることができます。

ユーザアクセスの前提条件

エンドユーザをプロビジョニングする前に、次の手順を実行します。

•標準権限とアクセスコントロールグループ, （267ページ）定義済みのロールとアクセスコ
ントロールグループのリストを確認します。カスタマイズされたロールとグループを設定す

る必要があるかどうかを判断します。

•ユーザとグループに割り当てるユーザランクを計画します。

ユーザアクセス設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

システムのユーザのランク階層を設定します。カスタムユーザランクの作成, （
261ページ）

ステップ 1   

新しいロールをまったく最初から作成して設定す

るには、「作成（Create）」手順を実行します。
新しいロールを作成する必要があ

る場合は、次のいずれかの方法を

使用します。

ステップ 2   

新しいロールが既存のロールと同様の権限を持つ

場合は、「コピー（Copy）」手順を実行します。•カスタムロールの作成,（261
ページ）

既存のロールから新しいロールに権限をコピーし

てから、新しいロールの権限を編集します。
•既存のロールのコピー, （263
ページ）

新しいアクセスコントロールグループをまった

く最初から作成するには、「作成（Create）」手
新しいアクセスコントロールグ

ループを作成する必要があるとき

ステップ 3   

順を実行します。既存のアクセスコントロールは、次のいずれかの方法を使用し

ます。 グループに新しいアクセスコントロールグルー

プと類似の設定があれば、「コピー（Copy）」手•アクセスコントロールグルー
プの作成, （264ページ）

順を実行します。既存のアクセスコントロール

グループから新しいグループに設定をコピーして

から編集できます。
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目的コマンドまたはアクション

•アクセスコントロールグルー
プのコピー, （264ページ）

新しいアクセスコントロールグループを作成し

たら、アクセスコントロールグループにロール

を割り当てます。

アクセスコントロールグループへ

の権限の割り当て, （265ページ）
ステップ 4   

重複するアクセス権限をカバーするには、エン

タープライズポリシーを設定します。これはエン

重複する権限ポリシーの設定, （
266ページ）

ステップ 5   

ドユーザやアプリケーションのユーザが複数のア

クセスコントロールグループまたはロールに割

り当てられ、それぞれが相反する権限設定になっ

ている場合をカバーしています。

関連トピック

標準権限とアクセスコントロールグループ, （267ページ）

カスタムユーザランクの作成

ランク階層を目的として、カスタムユーザランクを作成するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [ユーザランク（User Rank）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ユーザランク（UserRank）]ドロップダウンメニューから、1～10のランク設定を選択します。

最も高いランクは 1です。
ステップ 4 [ランク名（Rank Name）]と [説明（Description）]を入力します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

カスタムロールの作成

必要な権限設定を備えたシステム定義のロールがないとき、カスタムロールを作成します。
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自分が作成する新しいロールの権限が既存のロールの権限に似ている場合、手順既存のロー

ルのコピー, （263ページ）を実行して、編集可能な新しいロールに既存の権限をコピーしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[権限（Role）]をクリックします。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）]ドロップダウンリストボックスから、この権限を関連付ける
アプリケーションを選択します。

[権限の設定（Role Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [名前（Name）]テキストボックスに、権限の名前を入力します。

名前は、128文字まで入力できます。使用できる文字は、英字、数字、ダッシュ（-）、ピリオド、
スペース、およびアンダースコアです。

ステップ 5 [説明（Description）]テキストボックスに、権限の説明を入力します。
説明は 128文字以内にする必要があります。

ステップ 6 新しい権限が各リソースに対して持つ特権を次のように編集します。

•権限がそのリソースを表示できるようにするには、[読み取り（Read）]チェックボックスを
クリックします。

•権限がそのリソースを編集できるようにするには、[更新（Update）]チェックボックスをク
リックします。

•権限がそのリソースを表示および編集できるようにするには、[読み取り（Read）]と [更新
（Update）]の両方のチェックボックスをオンにします。

•権限に、リソースへのどのようなアクセスも許可しない場合は、両方のチェックボックスを
オフのままにします。

ステップ 7 この権限のページに表示されるすべてのリソースに特権を付与する場合は、[すべてにアクセス権
を付与（Grant access to all）]ボタンをクリックし、すべてのリソースから特権を削除する場合は、
[すべてにアクセスを許可しない（Deny access to all）]をクリックします。

リソースのリストが複数のページにわたって表示される場合、このボタンは、現在の

ページに表示されるリソースに限り適用されます。他のページのリストにあるリソース

のアクセス権を変更するには、それらのページを表示し、表示されたページでこのボタ

ンを使用する必要があります。

（注）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

アクセスコントロールグループの作成, （264ページ）

既存のロールのコピー

[コピー（Copy）]コマンドを使用すると、既存のロール設定に基づいて、新しいロールを作成で
きます。Cisco Unified Communications Managerでは、標準ロールを編集できません。ただし、[コ
ピー（Copy）]コマンドで標準ロールとリソースと権限が同一の新しいロールを作成できます。
そして自分が作成した新しいロールの権限を編集できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[権限（Role）]をクリックします。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、コピーするリソースと特権がある権限を選択します。
ステップ 3 [コピー（Copy）]をクリックします。
ステップ 4 新しい権限の名前を入力し、[OK]をクリックします。

[権限の設定（RoleConfiguration）]ウィンドウに新しい権限の設定が表示されます。新しい権限の
特権は、コピーした権限の特権と同じです。

ステップ 5 新しい権限のリソースのいずれかで、次のように特権を編集します。

• [読み取り（Read）]チェックボックスをオンにして、ユーザにリソースの表示を許可します。

• [更新（Update）]チェックボックスをオンにして、ユーザにリソースの編集を許可します。

•リソースへのアクセスを制限するには、両方のチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの方法で新しいアクセスコントロールグループを作成します。

•アクセスコントロールグループの作成, （264ページ）

•アクセスコントロールグループのコピー, （264ページ）

関連トピック

標準権限とアクセスコントロールグループ, （267ページ）
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アクセスコントロールグループの作成

この手順では、新しいアクセスコントロールグループを作成する必要があります。システム定義

アクセスコントロールグループが導入環境のニーズを満たさない場合、新しいアクセスコント

ロールグループを作成する必要があります。

はじめる前に

新しいロールを作成する必要がある場合は、次のいずれかの手順を実行します。

•カスタムロールの作成, （261ページ）

•既存のロールのコピー, （263ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザ設定（User Settings）] > [アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]を選
択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]にアクセスコントロールグループの名前を入力します。
ステップ 4 [ユーザで利用できるユーザランク（Available for Users with User Rank as）]ドロップダウンから、

このグループに割り当てる、ユーザの最低ランクを選択します。デフォルトのユーザランクは 1
です。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アクセスコントロールグループへの権限の割り当て, （265ページ）

アクセスコントロールグループのコピー

既存のアクセスコントロールグループから設定をコピーして、カスタムアクセスコントロール

グループを作成します。既存のアクセスコントロールグループをコピーすると、システムによ

り、新しいアクセスコントロールグループにすべての設定（割り当てた権限やユーザを含む）が

コピーされます。ただし、デフォルトのアクセスコントロールグループとは異なり、カスタム

アクセスコントロールグループに割り当てられた権限は編集できます。

はじめる前に

新しい権限を作成する必要がある場合、次のステップのいずれかを実行します。

•カスタムロールの作成, （261ページ）

•既存のロールのコピー, （263ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定をコピーする対象のアクセスコントロールグループを選択
します。

ステップ 3 [コピー（Copy）]をクリックします。
ステップ 4 新しいアクセスコントロールグループの名前を入力し、[OK]をクリックします。
ステップ 5 [ユーザで利用できるユーザランク（Available for Users with User Rank as）]ドロップダウンから、

このグループに割り当てる、ユーザの最低ランクを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アクセスコントロールグループへの権限の割り当て, （265ページ）

関連トピック

標準権限とアクセスコントロールグループ, （267ページ）
アクセスコントロールグループへの LDAP同期ユーザの割り当て, （310ページ）
アクセスコントロールグループへのエンドユーザの割り当て, （315ページ）

アクセスコントロールグループへの権限の割り当て

作成したすべての新しいアクセスコントロールグループに権限を割り当てます。既存のグループ

からアクセスコントロールグループをコピーした場合、権限の削除が必要になることもありま

す。

デフォルトで設定されている標準アクセスコントロールグループの権限の割り当てはいずれ

も編集できません。

（注）

はじめる前に

新しいアクセスコントロールグループを作成するには、次のタスクのいずれかを実行します。

•アクセスコントロールグループの作成, （264ページ）

•アクセスコントロールグループのコピー, （264ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、アクセスコントロールグループを選択します。
ステップ 3 [関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストボックスで、[アクセスコントロールグルー

プへの権限の割り当て（Assign Role to Access Control Group）]を選択し、[移動（Go）]をクリッ
クします。

ステップ 4 権限を割り当てる必要がある場合は、以下の手順に従います。

a) [グループに権限を割り当て（Assign Role to Group）]をクリックします。
b) [権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）]ウィンドウで、グループに割り当てる権限の
チェックボックスをオンにします。

c) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 5 権限を削除する必要がある場合は、以下の手順に従います。

a) [権限（Role）]リストボックスで、削除する権限を強調表示します。
b) [割り当てた権限の削除（Delete Role Assignment）]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

重複する権限ポリシーの設定, （266ページ）

重複する権限ポリシーの設定

アクセスコントロールグループの割り当てで重複するユーザ権限を Cisco Unified Communications
Managerがどのように処理するのかを設定します。これにより、エンドユーザが複数のアクセス
コントロールグループに割り当てられ、それぞれのロールとアクセス権限が相反する状況に対応

できます。

はじめる前に

アクセスコントロールグループへの権限の割り当て, （265ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [エン
タープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（UserManagement Parameters）]で、[重複したユーザグループとロールの
実質的なアクセス権（Effective Access Privileges For Overlapping User Groups and Roles）]に次のい
ずれかの値を設定します。
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• [最大（Maximum）] —実質的な権限は、重複したすべてのアクセスコントロールグループ
の最大限の権限になります。これがデフォルトのオプションです。

• [最小（Minimum）]—実質的な権限は、重複したすべてのアクセスコントロールグループの
最小限の権限になります。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

標準権限とアクセスコントロールグループ

次の表は、Cisco Unified Communications Managerにあらかじめ設定されている標準権限およびア
クセスコントロールグループの概要です。標準権限が持つ特権はデフォルトで設定されていま

す。また、標準権限に関連付けられたアクセスコントロールグループも、デフォルトで設定され

ています。

標準権限、および標準権限に関連付けられたアクセスコントロールグループの両方で、特権また

は権限の割り当てを編集できません。

表 20：標準権限、特権、およびアクセスコントロールグループ

関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CCMスーパーユーザAXLデータベース APIへのアクセスを許可します。Standard AXL API Access

AXL APIを実行するログイン権限を付与します。標準AXL APIユーザ

AXL読み取り専用 API（APIの一覧表示、APIの取
得、SQLQueryAPIの実行）の実行をデフォルトで許
可します。

標準AXL読み取り専用API
アクセス

標準CAR管理ユーザ、標準CCM
スーパーユーザ

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis
andReporting（CAR）の表示および設定が可能になり
ます。

標準管理Rep Tool管理
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準監査ユーザ監査ロギング機能の次のタスクを実行できます。

• Cisco Unified Serviceabilityの [監査ログ設定
（Audit LogConfiguration）]ウィンドウでの、監
査ロギングの表示および設定

• CiscoUnified Serviceabilityでのトレースの表示と
設定、およびReal-TimeMonitoring Toolの監査ロ
グ機能向けトレースの収集

• Cisco Unified Serviceabilityの Cisco Audit Event
Serviceの表示、開始、停止

• RTMTでの、関連付けられたアラートの表示お
よび更新

標準監査ログ管理

標準CCM管理ユーザ、標準CCM
ゲートウェイ管理、標準 CCM電
話管理、標準 CCM読み取り専
用、標準CCMサーバモニタリン
グ、標準CCMスーパーユーザ、
標準CCMサーバメンテナンス、
標準パケットスニファユーザ

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理へのログ
イン権限を付与します。

Standard CCM Admin Users

[標準CCMエンドユーザ（Standard
CCM End Users）]

CiscoUnifiedCommunicationsセルフケアポータルにロ
グインする権限をエンドユーザに付与します。

[標準CCMエンドユーザ
（StandardCCMEndUsers）]
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CCMサーバメンテナンスCiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、次の
タスクを実行できます。

•一括管理ツールによる次の項目の表示、削除、
挿入

◦クライアント関連のコードと強制承認コー
ド

◦コールピックアップグループ

• CiscoUnified CommunicationsManagerの管理での
次の項目の表示および設定

◦クライアント関連のコードと強制承認コー
ド

◦コールパーク

◦コールピックアップ

◦ミートミーの番号またはパターン

◦メッセージ受信

◦ Cisco Unified IP Phoneサービス

◦ボイスメールパイロット、ボイスメール
ポートウィザード、ボイスメールポート、

ボイスメールプロファイル

標準 CCM機能管理

標準 CCMゲートウェイ管理CiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、次の
タスクを実行できます。

•一括管理ツールによるゲートウェイテンプレー
トの表示および設定

•ゲートキーパー、ゲートウェイ、およびトラン
クの表示および設定

標準 CCMゲートウェイ管
理
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CCM電話管理CiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、次の
タスクを実行できます。

•一括管理ツールによる電話の表示とエクスポー
ト

•一括管理ツールによるユーザデバイスプロファ
イルの表示と挿入

• CiscoUnified CommunicationsManagerの管理での
次の項目の表示および設定

◦ BLF短縮ダイヤル

◦ CTIルートポイント

◦デフォルトデバイスプロファイルまたは
デフォルトプロファイル

◦電話番号、および回線の状態

◦ファームウェアロード情報

◦電話ボタンテンプレートまたはソフトキー
テンプレート

◦電話機

◦ [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィン
ドウの [ボタン項目を変更（Modify Button
Items）]をクリックすることによる、特定
の電話に対する電話ボタンの情報の並べ替

え

標準 CCM電話管理
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、次の
タスクを実行できます。

•アプリケーションダイヤルルールの表示および
設定

•コーリングサーチスペースおよびパーティショ
ンの表示および設定

•ダイヤルルールパターンを含むダイヤルルー
ルの表示および設定

•ハントリスト、ハントパイロット、回線グルー
プの表示および設定

•ルートフィルタ、ルートグループ、ルートハ
ントリスト、ルートリスト、ルートパターン、

ルートプランレポートの表示および設定

•時間帯およびスケジュールの表示および設定

•トランスレーションパターンの表示および設定

標準 CCMルートプラン計
画管理

標準 CCMサーバメンテナンスCiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、次の
タスクを実行できます。

•次の項目を表示および設定できます。

◦アナンシエータ、会議ブリッジ、トランス
コーダ

◦オーディオソースおよびMOHサーバ

◦メディアリソースグループおよびメディ
アリソースグループリスト

◦ MediaTerminationPoint;メディアターミネー
ションポイント

◦ Cisco Unified Communications Manager
Assistantウィザード

•一括管理ツールの [マネージャの削除（Delete
Managers）]、[マネージャ/アシスタントの削除
（Delete Managers/Assistants）]および [マネー
ジャ/アシスタントの挿入（Insert
Managers/Assistants）]ウィンドウでの表示およ
び設定ができます。

標準 CCMサービス管理
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CCMサーバメンテナンスCiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、次の
タスクを実行できます。

•次の項目を表示および設定できます。

◦代替ルーティング（AAR）グループの自動
化

◦ CiscoUnifiedCommunicationsManager（Cisco
Unified CM）および Cisco Unified
Communications Managerのグループ

◦日時グループ

◦デバイスデフォルト

◦デバイスプール

◦エンタープライズパラメータ

◦エンタープライズ電話の設定

◦ロケーション（Locations）

◦ Network Time Protocol（NTP）サーバ

◦プラグイン

◦ Skinny Call Control Protocol（SCCP）または
Session Initiation Protocol（SIP）を実行する
電話用のセキュリティプロファイル、SIP
トランク用のセキュリティプロファイル

◦ Survivable Remote Site Telephony（SRST）の
参照

◦サーバ

•一括管理ツールの、[ジョブスケジューラ（Job
Scheduler）]ウィンドウでの表示と設定

標準 CCMシステム管理

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理で、アプ
リケーションユーザの表示および設定ができます。

標準 CCMユーザ権限管理

CCMAdminシステムのすべての面を利用できます。標準 CCMADMIN管理

標準 CCMスーパーユーザCiscoUnified CommunicationsManagerの管理および一
括管理ツールのすべての項目を表示および設定でき

ます。

標準 CCMADMIN管理
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

Dialed Number Analyzerの情報を表示および設定でき
ます。

標準CCMADMIN管理

すべての CCMAdminリソースの読み取りを許可しま
す。

標準 CCMADMIN読み取り
専用

標準 CCMゲートウェイ管理、標
準 CCM電話管理、標準 CCM読
み取り専用、標準CCMサーバメ
ンテナンス、標準CCMサーバモ
ニタリング

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理および一
括管理ツールの項目を表示できます。

標準 CCMADMIN読み取り
専用

Dialed Number Analyzerで、ルーティング設定の分析
ができます。

標準 CCMADMIN読み取り
専用

[標準CCMエンドユーザ（Standard
CCM End Users）]

CiscoUnifiedCommunicationsセルフケアポータルへの
アクセスを許可します。

標準 CCMUSER管理

標準 CTI通話モニタリング許可CTIアプリケーションまたはデバイスでコールをモニ
タできます。

標準 CTI通話モニタリング
許可

標準 CTIコールパークモニタリ
ング許可

CTIアプリケーションまたはデバイスでコールパーク
をモニタできます。

標準CTIコールパークモニ
タリング許可

標準 CTI通話録音許可CTIアプリケーション/デバイスで通話を録音できま
す。

標準 CTI通話録音許可

標準 CTI発信者番号の変更許可CTIアプリケーションが発信者番号を通話中に変更で
きます。

標準 CTI発信者番号の変更
許可

標準CTIによるすべてのデバイス
の制御

CTIで制御可能なすべてのデバイスを制御できます。標準 CTIによるすべてのデ
バイスの制御

標準CTI接続された転送と会議を
サポートする電話の制御許可

接続された転送および会議をサポートするすべての

CTIデバイスを制御できます。
標準 CTI接続された転送と
会議をサポートする電話の

制御許可

標準 CTIロールオーバーモード
をサポートする電話の制御許可

ロールオーバーモードをサポートするすべての CTI
デバイスを制御できます。

標準 CTIロールオーバー
モードをサポートする電話

の制御許可
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CTI SRTP重要素材の受信許
可

CTIアプリケーションが、SRTPを使う重要な素材に
アクセスしたり、その素材を配信したりできるよう

にします。

標準 CTI SRTP重要素材の
受信許可

[標準CTIを有効にする（Standard
CTI Enabled）]

CTIアプリケーションの制御を可能にします。[標準CTIを有効にする
（Standard CTI Enabled）]

標準 CTIセキュア接続CiscoUnified CommunicationsManagerへのセキュアな
CTI接続が可能になります。

標準 CTIセキュア接続

アプリケーションユーザが、さまざまなソースから

レポートを作成できます。

標準CUReporting

標準CCM管理ユーザ、標準CCM
スーパーユーザ

Cisco Unified Reportingでの、レポートの表示、ダウ
ンロード、作成、およびアップロードができます。

標準CUReporting

標準CCMスーパーユーザ、標準
EM認証プロキシ権限

アプリケーションで使用する Cisco Extension Mobility
（EM）の認証権限を管理します。この権限は、
（Cisco Unified Communications Manager Assistantや
CiscoWebDialerなどの）Cisco ExtensionMobilityと対
話するすべてのアプリケーションユーザに必要です。

標準 EM認証プロキシ権限

標準パケットスニファユーザCiscoUnified CommunicationsManagerの管理にアクセ
スし、パケットスニッフィング（キャプチャ）がで

きます。

標準パケットスニッフィン

グ

Standard
RealtimeAndTraceCollection

Cisco Unified ServiceabilityおよびReal-TimeMonitoring
Toolにアクセスし、次の項目を表示および使用でき
ます。

• Simple Object Access Protocol（SOAP）
Serviceability AXL API

• SOAPコールレコード API

• SOAP診断ポータル（Analysis Manager）データ
ベースサービス

•監査ログ機能のトレースの設定

•トレース収集などの、Real-Time Monitoring Tool
の設定

Standard
RealtimeAndTraceCollection
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準CCMサーバモニタリング、
標準 CCMスーパーユーザ

Cisco Unified ServiceabilityまたはReal-TimeMonitoring
Toolで、次のウィンドウを表示および設定できます。

• [アラーム設定およびアラーム定義（Alarm
Configuration and Alarm Definitions）]（Cisco
Unified Serviceability）

• [監査トレース（Audit Trace）]（読み取りおよび
表示のみ可能なマークが付けられています）

• SNMP関連のウィンドウ（Cisco Unified
Serviceability）

• [トレースの設定（Trace Configuration）]および
[トレース設定のトラブルシューティング
（Troubleshooting of Trace Configuration）]（Cisco
Unified Serviceability）

•ログパーティションのモニタリング

• [アラートの設定（Alert Configuration）]
（RTMT）、[プロファイルの設定（Profile
Configuration）]（RTMT）、および [トレース収
集（Trace Collection）]（RTMT）

SOAP Serviceability AXLAPI、SOAPCall Record API、
および SOAP診断ポータル（Analysis Manager）デー
タベースサービスを表示および使用できます。

SOAPコールレコードAPIについては、RTMTAnalysis
ManagerCall Recordの権限が、このリソースを介して
制御されます。

SOAP診断ポータルデータベースサービスについて
は、RTMTAnalysisManagerHostingDatabaseアクセス
が、このリソースを介して制御されます。

Standard SERVICEABILITY

有用性の管理者は、Cisco Unified Communications
Managerの管理に表示されるプラグインウィンドウ
にアクセスでき、このウィンドウからプラグインを

ダウンロードできます。

標準SERVICEABILITY管理

Dialed Number Analyzerの有用性をすべての面で管理
できます。

標準SERVICEABILITY管理
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関連付けられた標準アクセスコン

トロールグループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

Cisco Unified ServiceabilityおよびReal-TimeMonitoring
Toolのすべてのウィンドウを表示および設定できま
す（[監査トレース（Audit Trace）]では表示のみ可能
です）。

すべての SOAP Serviceability AXL APIを表示および
使用できます。

標準SERVICEABILITY管理

標準 CCM読み取り専用Dialed Number Analyzerのコンポーネントで使用する
有用性に関するすべてのデータを表示できます。

標準SERVICEABILITY読み
取り専用

Cisco Unified ServiceabilityおよびReal-TimeMonitoring
Toolで、設定を表示できます。（標準監査ログ管理
の権限により表示される監査設定ウィンドウは除き

ます）

SOAP Serviceability AXLAPI、SOAPCall Record API、
および SOAP診断ポータル（Analysis Manager）デー
タベースサービスをすべて表示できます。

標準SERVICEABILITY読み
取り専用

Cisco Unified Serviceabilityで、サービスを表示、アク
ティベート、開始、および停止できます。

標準システムサービス管理

SAML SSOの設定をすべての面で管理できます。標準 SSO設定管理

標準 Cisco Call Manager管理すべての機密アクセスレベルページにアクセスでき

ます。

標準機密アクセスレベル

ユーザ

標準 Cisco Unified CM IMおよび
プレゼンスの管理

CCMAdminシステムをすべての面で管理できます。標準 CCMADMIN管理

標準 Cisco Unified CM IMおよび
プレゼンスの管理

すべての CCMAdminリソースの読み取りを許可しま
す。

標準 CCMADMIN読み取り
専用

標準 Cisco Unified CM IMおよび
プレゼンスのレポーティング

アプリケーションユーザが、さまざまなソースから

レポートを作成できます。

標準 CUReporting
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第 33 章

クレデンシャルポリシーの設定

• クレデンシャルポリシーの概要, 277 ページ

• クレデンシャルポリシーの設定タスクフロー, 278 ページ

クレデンシャルポリシーの概要

クレデンシャルポリシーは、Cisco Unified Communications Manager内のリソースの認証プロセス
を制御します。クレデンシャルポリシーは、失敗したログイン試行、エンドユーザパスワード

の有効期限とロックアウト期間、エンドユーザ PIN、アプリケーションユーザパスワードなどの
パスワード要件とアカウントロックアウトの詳細を定義します。クレデンシャルポリシーは、す

べてのエンドユーザPINなどの特定のクレデンシャルタイプのすべてのアカウントに広く割り当
てることも、特定のアプリケーションユーザやエンドユーザ用にカスタマイズすることもできま

す。

クレデンシャルタイプ

[クレデンシャルポリシー設定（Credential Policy Configuration）]で、新しいクレデンシャルポリ
シーを設定し、次の 3つのクレデンシャルタイプのそれぞれのデフォルトクレデンシャルポリ
シーとして新しいポリシーを適用できます。

•エンドユーザ PIN

•エンドユーザパスワード

•アプリケーションユーザパスワード

また、特定のエンドユーザ PIN、エンドユーザパスワード、またはアプリケーションユーザパ
スワードにクレデンシャルポリシーを適用することもできます。

単純なパスワード

単純なパスワードと PINを確認するようにシステムを設定できます。単純なパスワードとは、
ABCDや123456といった容易に推測できるパスワードなどで、これらは簡単にハッキングできる
クレデンシャルです。
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単純でないパスワードは、次の要件を満たしています。

•大文字、小文字、数字、記号の 4種類の文字のうち 3種類を含んでいる。

• 3回以上連続して同じ文字や数字を使用していない。

•繰り返しや、エイリアス、ユーザ名、内線番号を含んでいない。

•連続する文字または数字で構成されていない。たとえば、654321またはABCDEFGなどのパ
スワードは許容されません。

PINには、数字（0～ 9）のみを使用できます。単純でない PINは、次の基準を満たしています。

• 3回以上連続して同じ数字を使用していない。

•繰り返しや、ユーザの内線番号、メールボックス、またはユーザの反転させた内線番号や
メールボックスを含んでいない。

• 3つの異なる数字を含んでいる。たとえば、121212などの PINは単純です。

•ユーザの姓または名の数字表現（たとえば、名前によるダイヤル）が使用されていない。

•たとえば、408408などの複数の数字の繰り返しや、2580、159、753などのキーパッド上で
直線上にあるダイヤルのパターンを含んでいない。

クレデンシャルポリシーの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

エンドユーザとアプリケーションユーザにクレデン

シャルポリシーを設定します。

クレデンシャルポリシーの設

定, （279ページ）
ステップ 1   

3つのクレデンシャルタイプのいずれか（エンドユー
ザパスワードとアプリケーションユーザ）にデフォ

クレデンシャルポリシーのデ

フォルトクレデンシャルの設

定, （279ページ）

ステップ 2   

ルトのクレデンシャルポリシーとして設定されてい

るクレデンシャルポリシーを適用します。デフォル

トのクレデンシャルポリシーは、新規にプロビジョ

ニングされたユーザのクレデンシャルタイプにデフォ

ルトで適用されます。

関連トピック

エンドユーザへのクレデンシャルポリシーの適用, （316ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
278

クレデンシャルポリシーの設定タスクフロー



クレデンシャルポリシーの設定

エンドユーザのPINまたはパスワードなどの特定のクレデンシャルタイプに一致するすべてのク
レデンシャルのデフォルトのクレデンシャルポリシーとして適用可能なクレデンシャルポリシー

を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [クレデンシャルポリシー
（Credential Policy）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のクレデンシャルポリシーを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいクレデンシャルポリシーを作成します。

ステップ 3 [クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy Configuration）]ウィンドウの各フィールドに
入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

クレデンシャルポリシーのデフォルトクレデンシャルの設定, （279ページ）

クレデンシャルポリシーのデフォルトクレデンシャルの設定

クレデンシャルポリシーのデフォルトクレデンシャルを設定するには、次の手順を実行します。

ユーザが次のログインで変更する必要がある一時的なパスワードを割り当てるために、デフォル

トクレデンシャルを割り当てることができます。

はじめる前に

クレデンシャルポリシーの設定, （279ページ）
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手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [クレデンシャルポリシーのデフォルト（Credential Policy Default）]を選択します。

ステップ 2 [クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]ドロップダウンリストボックスから、このグルー
プのクレデンシャルポリシーを選択します。

ステップ 3 [クレデンシャルの変更（Change Credential）]と [クレデンシャルの確認（Confirm Credential）]の
両方にパスワードを入力します。

ステップ 4 このクレデンシャルをユーザに変更させない場合は、[ユーザは変更不可（User Cannot Change）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ユーザが次のログイン時に変更する必要がある、一時的なクレデンシャルを設定する場合は、[次
回ログイン時に変更必要（User Must Change at Next Login）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 クレデンシャルの期限を設定しない場合は、[有効期限なし（DoesNotExpire）]チェックボックス
をオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

特定のエンドユーザまたは PINにクレデンシャルポリシーを適用する場合：

•エンドユーザへのクレデンシャルポリシーの適用, （316ページ）
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第 34 章

ユーザプロファイルの設定

• ユーザプロファイルの概要, 281 ページ

• ユーザプロファイルの前提条件, 282 ページ

• ユーザプロファイルの設定タスクフロー, 282 ページ

ユーザプロファイルの概要

ユーザプロファイルには、一般的なディレクトリ番号とデバイスの設定が含まれます。ユーザが

必要とするデバイス設定と最も一般的なディレクトリ番号を含む異なるユーザプロファイルを設

定でき、その設定を必要としているユーザにそれぞれのユーザプロファイルを割り当てることが

できます。ユーザのそれぞれの組に対する電話回線および電話の設定要件に応じて、会社のユー

ザのさまざまなグループについて異なるユーザプロファイルを設定できます。

セルフプロビジョニングが有効になっているエンドユーザについては、ユーザプロファイルから

の電話および電話回線の設定は、そのユーザがプロビジョニングする新しい電話すべてに適用さ

れます。ユーザのセルフプロビジョニングが有効になっていないと、ユーザプロファイルの設定

は、エンドユーザに代わって管理者がプロビジョニングする新しい電話すべてに適用されます。

ユーザのプロファイルでは、エンドユーザのプロファイルを作成するために次の電話および電話

回線のテンプレートにある設定を使用します。

•ユニバーサル回線のテンプレート—ディレクトリ番号に通常割り当てられる一般的な電話回
線の設定。ユニバーサル回線のテンプレートを使用すると、エンドユーザに割り当てられた

新しいディレクトリ番号にすばやく電話回線を設定できます。

•ユニバーサルデバイステンプレート—電話または他のデバイスに通常割り当てられる一般
的なデバイス設定の集合。ユニバーサルデバイステンプレートを使用すると、エンドユー

ザに割り当てられた新しい電話をすばやく設定できます。
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ユーザプロファイルの前提条件

ユーザプロファイルを設定する前に、導入時にどのように電話をプロビジョニングするかの計画

を立てることを確認します。セルフプロビジョニングを使用して、エンドユーザが自分の電話を

プロビジョンできるようにするかどうかを決定します。

ユーザプロファイルの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

電話番号に一般的に適用される共通設定を使用

して、ユニバーサル回線テンプレートを設定し

ます。

ユニバーサル回線テンプレートの

設定, （282ページ）
ステップ 1   

電話機やその他のデバイスに一般的に適用され

る共通設定を使用して、ユニバーサルデバイ

ステンプレートを設定します。

ユニバーサルデバイステンプレー

トの設定, （283ページ）
ステップ 2   

ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサル

デバイステンプレートをユーザプロファイル

に割り当てます。

ユーザプロファイルの設定,（284
ページ）

ステップ 3   

ユニバーサル回線テンプレートの設定

電話番号に通常適用される共通設定をユニバーサル回線テンプレートに設定します。1つまたは
複数のユニバーサル回線テンプレートを作成して、自分の組織で最も一般的な電話番号設定を反

映した設定セットを作成できます。さらに、ユーザプロファイルによって、ユーザにプロビジョ

ニングする新しい電話番号にこれらの設定を適用できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone
Add）] > [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ユニバーサル回線テンプレートの設定（Universal Line Template Configuration）]ウィンドウで各

フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ユニバーサルデバイステンプレートの設定, （283ページ）

ユニバーサルデバイステンプレートの設定

ユニバーサルデバイステンプレートを設定します。ユニバーサルデバイステンプレートには、

通常、電話、リモート接続先プロファイル、またはエクステンションモビリティプロファイルに

適用される、一連の共通設定が含まれます。組織内で最も共通するデバイス設定を反映した 1つ
または複数のユニバーサルデバイステンプレートを作成できます。また、ユーザプロファイル

を通じて、エンドユーザ用にプロビジョニングを行う新しいデバイスのすべてにこれらの設定を

適用できます。

はじめる前に

ユニバーサル回線テンプレートの設定, （282ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [ユーザ/電話の追加（User/PhoneAdd）] > [ユニバーサルデバイステンプレート（UniversalDevice
Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ユニバーサルデバイステンプレートの設定（Universal Device Template Configuration）]ウィンド

ウの各フィールドに入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ユーザプロファイルの設定, （284ページ）
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ユーザプロファイルの設定

プロファイルを使用するユーザに割り当てるユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバ

イステンプレートを含むユーザプロファイルを設定します。このサービスプロファイルを使用

するユーザに対してセルフプロビジョニングを有効にすることもできます。

はじめる前に

ユニバーサルデバイステンプレートの設定, （283ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone
Add）] > [ユーザプロファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 ユーザプロファイルの [名前（Name）]および [説明（Description）]を入力します。
ステップ 4 [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を、ユーザの [デスクフォン

（Desk Phones）]、[モバイルおよびデスクトップデバイス（Mobile and Desktop Devices）]、およ
び [リモート接続先/デバイスプロファイル（RemoteDestination/DeviceProfiles）]に割り当てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]をこのユーザプロファイルのユーザ
の電話回線に適用するために割り当てます。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニング

機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [自分の電話のプロビジョニングをエンドユーザに許可（Allow end user to provision their own
phones）]チェックボックスをオンにします。

b) [エンドユーザのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User has this
many phones）]フィールドに、ユーザがプロビジョニングできる電話の最大数を入力します。
最大値は 20です。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

セルフプロビジョニングの設定, （619ページ）
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第 35 章

サービスプロファイルの設定

• サービスプロファイルの概要, 285 ページ

• サービスプロファイルの設定タスクフロー, 286 ページ

サービスプロファイルの概要

サービスプロファイルにより、Unified Communications（UC）サービスの共通設定で構成される
プロファイルを作成できます。サービスプロファイルをエンドユーザに適用し、サービスプロ

ファイルにある UCサービスの構成時の設定をそのエンドユーザに割り当てることができます。
企業内の異なるユーザグループごとに異なるサービスを設定でき、その結果、各グループのユー

ザが、仕事に合わせて設定された適切なサービスを利用できます。

サービスプロファイルは、次の UCサービスの構成時の設定で構成されます。

• [ボイスメール（Voicemail）]

•メールストア（Mailstore）

• [会議（Conferencing）]

• [ディレクトリ（Directory）]

• [IM and Presence]

• [CTI]

•ビデオ会議サービス

エンドユーザへのサービスプロファイルの適用

エンドユーザにサービスプロファイルを適用するには、次の方法を使用します。

• LDAP同期されたユーザ向け：LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートした場合、
サービスプロファイルを機能グループテンプレートに割り当てることができ、その機能グ

ループテンプレートをエンドユーザに適用できます。
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•アクティブローカルユーザ（非 LDAPユーザなど）向け：エンドユーザの設定で、サービ
スプロファイルを個別のエンドユーザに割り当てることができます。また、サービスプロ

ファイルを多くのエンドユーザに一度に割り当てるには、一括管理ツールを利用できます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照
してください。

サービスプロファイルの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

サービスプロファイル用に設定

する UCサービス設定を実行し
ます。

このサービスプロファイルに割り当てる次のユニ

ファイドコミュニケーション（UC）サービスを設
定します。

ステッ

プ 1   

•ボイスメールサービスの追加, （286ページ）

•メールストアサービスの追加, （287ページ）

•会議サービスの追加, （288ページ）

•ディレクトリサービスの追加, （289ページ）

• IM and Presenceサービスの追加, （290ページ）

• CTIサービスの追加, （291ページ）

•ビデオ会議のスケジューリングサービスの追
加, （292ページ）

このサービスプロファイルに適

用する UCサービスを示すよう
サービスプロファイルの設定, （293ページ）ステッ

プ 2   
に、ユーザのサービスプロファ

イルを設定します。

ボイスメールサービスの追加

システムにボイスメールサービスを追加します。複数のボイスメールサービスを追加してから、

サービスプロファイルに追加するサービスを選択できます。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [UCサービスタイプ（UC Service Type）]ドロップダウンリストボックスから [ボイスメール

（Voicemail）]を選択します。
ステップ 4 [製品タイプ（ProductType）]ドロップダウンリストボックスから、[Unity]または [UnityConnection]

を選択します。

ステップ 5 [名前（Name）]にボイスメールサービスの名前を入力します。
ステップ 6 サービスを区別しやすくするための [説明（Description）]を入力します。
ステップ 7 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、ボイスメールサービスをホストす

るサーバのホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。
ステップ 8 [ポート（Port）]フィールドに、ボイスメールサービスに接続するポートを入力します。デフォ

ルトポートは 443です。
ステップ 9 [プロトコル（Protocol）]フィールドに、ボイスメッセージをルーティングするために使用するプ

ロトコルを入力します。使用可能なオプションは、[HTTP]と [HTTPS]のみです。
CiscoUnityサーバおよびCiscoUnity Connectionサーバのボイスメール転送プロトコルに
は、[HTTPS]を使用することを推奨します。ネットワーク設定で [HTTPS]がサポートさ
れない場合に限り [HTTP]に変更してください。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メールストアサービスの追加, （287ページ）

メールストアサービスの追加

システムにメールストアサービスを追加します。Cisco Jabber Clientsは、ビジュアルボイスメー
ルの機能にメールストアサービスを使用します。

CiscoUnityでは、Microsoft Exchangeサーバでのメッセージ保存用にサブスクライバメールボッ
クスが作成されます。

通常、CiscoUnityConnectionはメールストアサービスを提供し、同じサーバ上でメールストア
サービスをホストします。

（注）

はじめる前に

ボイスメールサービスの追加, （286ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [UCサービスの種類（UC Service Type）]ドロップダウンリストボックスから、[メールストア

（Mailstore）]を選択します。
ステップ 4 メールストアサービスの名前を [名前（Name）]に入力します。
ステップ 5 メールストアサービスの説明を [説明（Description）]に入力します。
ステップ 6 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、メールストアをホストするサーバ

の、ホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。
ステップ 7 [ポート（Port）]フィールドに、メールストアサービスで利用可能なポート番号と一致する 1～

65535の範囲のポート番号を入力します。メールストアのデフォルトのポート番号は 143です。
CiscoUnityConnectionを使用したセキュアボイスメッセージングには、ポート番号 7993
を使用してください。

（注）

ステップ 8 [プロトコル（Protocol）]フィールドに、ボイスメールメッセージのルーティングに使用するプロ
トコル、TCP（デフォルト）、TLS、UDP、または SSLを入力します。

CiscoUnityConnectionを使用したセキュアメッセージングには、TLSを使用してくださ
い。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

会議サービスの追加, （288ページ）

会議サービスの追加

システムに会議サービスを追加します。

はじめる前に

メールストアサービスの追加, （287ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [UCサービスタイプ（UC Service Type）]ドロップダウンリストボックスから [会議

（Conferencing）]を選択します。
ステップ 4 [製品タイプ（Product Type）]ドロップダウンリストボックスから、会議に使用する製品を選択

します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
288

サービスプロファイルの設定タスクフロー



• MeetingPlace Classic

• MettingPlace Express

• WebEx

ステップ 5 [名前（Name）]に会議サービスの名前を入力します。
ステップ 6 [説明（Description）]に会議サービスの説明を入力します。
ステップ 7 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、会議サービスをホストするサーバ

のホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。
ステップ 8 [ポート（Port）]フィールドに、会議サービスで使用可能なポートと一致するポート値を入力しま

す。推奨される値を次に示します。

• 80（デフォルト設定）：HTTPにはこのポートを使用します。

• 443：HTTPSにはこのポートを使用します。

ステップ 9 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストボックスから、エンドポイントがこのサービス
に連絡するときに使用するプロトコルを選択します。

• TCP（デフォルト設定）

• UDP

• SSL

• TLS

CiscoUnityConnectionを使用したセキュアメッセージングの場合は、TLSを使用してく
ださい。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ディレクトリサービスの追加, （289ページ）

ディレクトリサービスの追加

ディレクトリ検索で、Cisco Unified Communications Managerに外部の LDAPディレクトリを参照
させる場合は、ディレクトリサービスをシステムに追加します。

はじめる前に

会議サービスの追加, （288ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [UCサービスの種類（UC Service Type）]ドロップダウンリストボックスから、[ディレクトリ

（Directory）]を選択します。
ステップ 4 [製品のタイプ（Product Type）]フィールドから、次のいずれかを選択します。

• [ディレクトリ（Directory）]：クライアントが UDSを使用し Cisco Unified Communications
Managerデータベースに接続して、ディレクトリ検索をする場合は、このオプションを選択
します。

• [拡張ディレクトリ（Enhanced Directory）]：クライアントが外部の LDAPディレクトリに接
続して、ディレクトリ検索をする場合は、このオプションを選択します。

ステップ 5 ディレクトリサービスの名前を [名前（Name）]に入力します。
ステップ 6 ディレクトリサービスの説明を [説明（Description）]に入力します。
ステップ 7 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、クライアントがディレクトリ検索

に利用するディレクトリサービスをホストするサーバの、ホスト名、IPアドレス、または完全修
飾ドメイン名を入力します。

外部のLDAPディレクトリをディレクトリ検索に使用している場合は、そのLDAPディ
レクトリのホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。

（注）

ステップ 8 [ポート（Port）]フィールドに、ディレクトリサービスで利用可能なポート番号と一致するポー
ト番号を入力します。デフォルトのポート値は 389です。また、ポート 636、3628、3629は、外
部の LDAPディレクトリに接続できます。

ステップ 9 [プロトコル（Protocol）]フィールドに、ディレクトリサービスとエンドポイント間の通信のルー
ティングに使用するプロトコルを入力します。次のオプションを使用できます。

• TCP（デフォルト設定）

• UDP

• TLS

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

IM and Presenceサービスの追加, （290ページ）

IM and Presence サービスの追加
システムに IM and Presenceサービスを追加します。
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はじめる前に

ディレクトリサービスの追加, （289ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [UCサービスタイプ（UC Service Type）]ドロップダウンリストボックスから、IM and Presence

を選択します。

ステップ 4 [製品タイプ（Product Type）]ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれか
を選択します。

• Unified CM（IM and Presence）

• WebEx（IM and Presence）

ステップ 5 [名前（Name）] に IM and Presenceサービスの名前を入力します。
ステップ 6 [説明（Description）] に IM and Presenceサービスの説明を入力します。
ステップ 7 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、IM and Presenceサービスをホスト

するサーバのホスト名、IPアドレス、または DNS SRVを入力します。
ユーザに適した IM and Presenceサービスをクライアントが見つけやすい DNS SRVを推
奨します。

ヒント

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

CTIサービスの追加, （291ページ）

CTI サービスの追加
システムに CTIサービスを追加します。

はじめる前に

IM and Presenceサービスの追加, （290ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [UCサービスタイプ（UC Service Type）]ドロップダウンリストボックスから [CTI]を選択しま

す。

ステップ 4 [名前（Name）]に CTIサービスの名前を入力します。
ステップ 5 [説明（Description）]に CTIサービスの説明を入力します。
ステップ 6 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、CTIサービスをホストするサーバ

のホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。
ステップ 7 [ポート（Port）]フィールドにCTIサービスのポート番号を入力します。デフォルトポートは2748

です。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ビデオ会議のスケジューリングサービスの追加, （292ページ）

ビデオ会議のスケジューリングサービスの追加

TelePresence Management Systemに、ビデオ会議をスケジューリングするポータルを提供するビデ
オ会議スケジューリングサービスを追加します。

はじめる前に

CTIサービスの追加, （291ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[ユーザの管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]にサービスの名前を入力します。
ステップ 4 [説明（Description）]にサービスの説明を入力します。
ステップ 5 [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、ビデオ会議スケジューリングサー

ビスをホストするサーバのホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。
ステップ 6 [ポート（Port）]フィールドに、ビデオ会議スケジューリングサービスで使用可能なポートと一

致するポート値を入力します。利用可能なポートは次のとおりです。

• 80（デフォルト）または 8080：これらのポートは HTTPに使用します。
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• 443または 8443：これらのポートは HTTPSに使用します。

ステップ 7 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストボックスから、ビデオ会議スケジューリングサー
ビスとの通信用に、次のいずれかのプロトコルを選択します。

• HTTP

• HTTPS

ステップ 8 [ポータルの URL（Portal URL）]フィールドに、TelePresence Management Systemを指定する URL
を入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルの設定, （293ページ）

サービスプロファイルの設定

ユーザに割り当てられるサービスプロファイルを設定するには、次の手順を実行します。サービ

スプロファイルには、そのサービス用に設定されている適切なサーバが指定されています。たと

えば、サービスプロファイルで、ボイスメールサービスにプライマリサーバ、セカンダリサー

バおよび第 3サーバ（該当する場合）を指定します。

はじめる前に

サービスプロファイルを設定する前に Unified Communications（UC）サービスを設定する必要が
あります。次の UCサービスのいずれかを設定できます。

•ボイスメールサービスの追加, （286ページ）

•メールストアサービスの追加, （287ページ）

•会議サービスの追加, （288ページ）

•ディレクトリサービスの追加, （289ページ）

• IM and Presenceサービスの追加, （290ページ）

• CTIサービスの追加, （291ページ）

•ビデオ会議のスケジューリングサービスの追加, （292ページ）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
293

サービスプロファイルの設定タスクフロー



手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザ設定（User Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールドに入力

します。フィールドの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 36 章

機能グループテンプレートの設定

• 機能グループテンプレートの概要, 295 ページ

• 機能グループテンプレートの前提条件, 296 ページ

• 機能グループテンプレートの設定, 296 ページ

機能グループテンプレートの概要

機能グループテンプレートは設定済みの電話と電話回線をエンドユーザに導入するために役立ち

ます。機能グループテンプレートによって、機能グループテンプレートが割り当てられているす

べてのユーザに、共通の電話、電話回線、サービスの設定を割り当てることができます。また、

エンドユーザのセルフプロビジョニングを有効にしている場合、ユーザは機能グループテンプ

レートを使用して、必要な電話、電話回線、サービスの設定で電話をすばやくプロビジョニング

および設定できます。

機能グループテンプレート設定には、機能グループテンプレートに割り当てられる次のプロファ

イルが含まれます。

•ユーザプロファイル：一連の共通の電話および電話回線の設定が含まれます。ユーザプロ
ファイルには、共通の電話回線設定を割り当てるユニバーサル回線テンプレートと、共通の

電話設定を割り当てるユニバーサルデバイステンプレートを設定する必要があります。こ

れらのテンプレートは、セルフプロビジョニングするように設定されているユーザが自身の

電話を設定する際に役立ちます。

•サービスプロファイル：会議やディレクトリサービスなどのユニファイドコミュニケーショ
ンサービスにおける共通の設定グループが含まれます。

ユーザプロファイルとサービスプロファイルを含むように機能グループテンプレートを設定し、

その後、その機能グループテンプレートをユーザに割り当てると、エンドユーザがプロビジョニ

ングする新しい電話にユーザプロファイルとサービスプロファイルが伝搬されます。

IM and Presenceサービスを展開する場合は、機能グループテンプレートを使用して、インスタン
トメッセージおよびプレゼンス機能で LDAP同期ユーザを有効にできます。
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機能グループテンプレートの前提条件

機能グループテンプレートを設定する前に、エンドユーザのユーザプロファイルとサービスプ

ロファイルを設定します。

•ユーザプロファイルの設定タスクフロー, （282ページ）

•サービスプロファイルの設定タスクフロー, （286ページ）

機能グループテンプレートの設定

機能グループテンプレートには、共通の回線、デバイス、および機能設定のセットが含まれてい

ます。新しいユーザに機能グループテンプレートを適用すると、その回線、デバイス、および機

能設定が、ユーザの電話および電話回線に適用されます。機能グループテンプレートは、プロビ

ジョニングされたユーザの電話、回線、および機能を非常に迅速に設定できるようにすることで、

システムの導入をサポートします。

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザ/電話の追加（User/PhoneAdd）] > [機能グループテンプレート（FeatureGroupTemplate）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 このテンプレートを使用するすべてのユーザのホームクラスタとしてローカルクラスタを使用す

る場合は、[ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 このテンプレートを使用するユーザがインスタントメッセージに IM and Presenceサービスを使用

できるようにする場合は、[ユーザがUnified CM IM and Presenceを使用できるようにする（Enable
Users for Unified CM IM and Presence）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ドロップダウンメニューから、[サービスプロファイル（Service Profile）]および [ユーザプロ
ファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 6 [機能グループテンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）]ウィンドウの残りの
フィールドに入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

機能グループテンプレートと LDAPディレクトリ同期を関連付け、テンプレートの設定を同期し
たエンドユーザに適用します。
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第 37 章

LDAP ディレクトリからユーザをインポート

• LDAP同期の概要, 297 ページ

• LDAP同期の前提条件, 299 ページ

• LDAP同期設定のタスクフロー, 300 ページ

LDAP 同期の概要
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）の同期は、システムのエンドユーザのプロビジョニ
ングと設定を支援します。LDAPの同期中、システムは外部LDAPディレクトリからCiscoUnified
Communications Managerデータベースにユーザのリストと関連するユーザデータをインポートし
ます。インポートしている間に、エンドユーザを設定することもできます。また、定期的な同期

スケジュールを設定すれば、従業員のデータの変更を漏らさず記録できます。

エンドユーザのインポート

LDAP同期を使用して、システムの初期設定時にユーザ一覧を会社の LDAPディレクトリから
CiscoUnified CommunicationsManagerのデータベースにインポートできます。LDAP同期プロセス
は、ユーザの一覧、電話番号や電子メールアドレスなどのユーザ独自のデータをインポートし、

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウの対応するフィールドに保存します。

LDAPインポートを LDAPディレクトリからのユーザのサブセットに制限するには、LDAPフィ
ルタを LDAP同期に設定して適用できます。

インポートしたエンドユーザの設定

アクセス制御グループ、クレデンシャルポリシー、機能グループのテンプレートなどの項目を設

定済みの場合は、ユーザのインポート中に、インポートされたエンドユーザを設定することもで

きます。[LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）]ウィンドウを使用して、エン
ドユーザの次の項目を設定できます。Cisco Unified Communications Managerでは、同期中に、イ
ンポートされたエンドユーザにこれらの設定を割り当てます。たとえば、エンドユーザに次の項

目を指定できます。

•エンドユーザをアクセス制御ループに指定する
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•デフォルトのクレデンシャルポリシーを指定する

•ユニバーサル回線のテンプレートをユーザのプライマリエクステンションに指定する

•ユーザの電話に適用されるユニバーサルデバイステンプレートを指定する

•プライマリエクステンションを指定する

•ユーザが自分の電話機のプロビジョニングをできるようにする

エンドユーザに設定を適用するときには、LDAPフィルタを使用して、特定の要件を満たすエン
ドユーザにのみエンドユーザの設定が適用されることを確認します。同じ条件を満たすその他の

エンドユーザ向けに、Cisco Unified Communications Managerで追加の LDAPディレクトリの設定
をセットアップできます。

スケジュールされた更新

Cisco Unified Communications Managerをスケジュールされた間隔で複数の LDAPディレクトリと
同期するように設定できます。これによって確実に、データベースが定期的に更新され、すべて

のユーザデータが最新になるようにすることができます。たとえば、同期スケジュールをセット

アップし、会社の LDAPディレクトリの電話番号を更新すると、スケジュールされた次の LDAP
同期が発生したとき、その更新は自動的にCiscoUnifiedCommunicationsManagerに反映されます。
従業員のデータを制御し、更新する単一のリポジトリを作成することにより、同期スケジュール

で企業ネットワークを継続的に管理できます。

[エンドユーザ用LDAP認証（LDAP Authentication for End Users）]
LDAP同期を使用して、システムがCiscoUnifiedCommunicationsManagerデータベースではなく、
LDAPディレクトリに対してエンドユーザパスワードを認証するように設定できます。LDAP認
証によって、企業は、すべての企業内アプリケーションに対応する単一のパスワードをエンド

ユーザに割り当てることができます。この機能は、PINまたはアプリケーションユーザパスワー
ドには適用されません。

Cisco Mobile およびリモートアクセスクライアントとエンドポイントのディレクト
リサーバユーザ検索

以前のリリースでは、Cisco Mobileとリモートアクセスクライアント（たとえば、Cisco Jabber）
またはエンドポイント（たとえば、CiscoDX80電話）を使用しているユーザが企業ファイアウォー
ルの外部でユーザ検索を実行した場合、結果は Cisco Unified Communications Managerに保存され
たユーザアカウントに基づいていました。データベースには、ローカルで設定されたか、または

社内ディレクトリから同期されたユーザアカウントも含まれています。

このリリースでは、Cisco Mobileおよびリモートアクセスクライアントとエンドポイントは、企
業ファイアウォールの外部で動作している場合でも、社内ディレクトリサーバを検索できます。

この機能を有効にすると、ユーザデータサービス（UDS）がプロキシとして機能し、CiscoUnified
Communications Managerデータベースにユーザ検索要求を送信する代わりに、それを社内ディレ
クトリに送信します。
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この機能を使用して、次の結果を実現できます。

•地理的な場所に関係なく、同じユーザ検索結果を提供する：モバイルおよびリモートアクセ
スクライアントとエンドポイントは、社内ディレクトリを使用してユーザ検索を実行できま

す。企業ファイアウォールの外部で接続されている場合でも実行可能です。

• Cisco Unified Communications Managerデータベースに設定されるユーザアカウントの数を削
減する：モバイルクライアントは、社内ディレクトリ内のユーザを検索できます。以前のリ

リースでは、ユーザ検索結果はデータベースに設定されているユーザに基づいていました。

今回のリリースでは、ユーザ検索のためだけにユーザアカウントをデータベースに設定また

は同期する必要がなくなりました。管理者は、クラスタによって管理されているユーザアカ

ウントを設定すれば作業が完了します。データベース内のユーザアカウントの合計数が削減

すると、データベース全体のパフォーマンスが改善される一方、ソフトウェアアップグレー

ドの時間枠が短縮されます。

この機能を設定するには、[LDAP検索の設定（LDAP Search Configuration）]ウィンドウで [企業
ディレクトリサーバでのユーザ検索を有効にする（Enable user search to EnterpriseDirectory Server）]
オプションを有効にし、LDAPディレクトリサーバの詳細を設定する必要があります。詳細につ
いては、エンタープライズディレクトリユーザ検索の設定, （305ページ）の手順を参照してく
ださい。

LDAP 同期の前提条件

前提条件のタスク

LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートする前に、次のタスクを実行します。

•ユーザアクセス設定のタスクフロー, （260ページ）

•クレデンシャルポリシーの設定タスクフロー, （278ページ）

•機能グループテンプレートの設定, （296ページ）

自分のシステムにデータを同期するユーザについて、アクティブディレクトリサーバ上の電子

メール IDフィールドが確実に単一エントリまたは空白になっているようにします。

サポートされる LDAP ディレクトリ

Cisco Unified Communications Managerでは、次の LDAPディレクトリとの同期をサポートしてい
ます。

• Microsoft Active Directory 2003 R1/R2（32ビット）

• Microsoft Active Directory 2008 R1（32ビット）/R2（64ビット）

• Microsoft Active Directoryアプリケーションモード 2003 R1/R2（32ビット）

• Microsoft Active Directory 2012

• Microsoft Lightweight Directory Services 2008 R1（32ビット）/R2（64ビット）
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• Microsoft Lightweight Directory Services 2012

• Sun ONE Directory Server 7.0

• LDAP 2.3.39を開きます

• LDAP 2.4を開きます

• Oracle Directory Server Enterprise Edition 11gR1

•他の LDAPv3対応ディレクトリ

LDAP 同期設定のタスクフロー
企業 LDAPディレクトリと Cisco Unified Communications Managerデータベースを同期するには、
次のタスクを実行します。LDAP同期により、外部 LDAPディレクトリからユーザリストをプル
し、Cisco Unified Communications Managerのデータベースにインポートできます。このプロセス
は、管理者が初めてセットアップする時にエンドユーザをプロビジョニングするのに役立ちます。

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnified Serviceabilityにログインし、CiscoDirSync
サービスを有効にします。

Cisco DirSyncサービスの有
効化, （301ページ）

ステップ 1   

シスコの LDAPディレクトリ同期を Cisco Unified
Communications Managerを有効化します。

LDAPディレクトリの同期
化の有効化, （302ページ）

ステップ 2   

これはオプションです。Cisco Unified Communications
Managerに社内 LDAPディレクトリからユーザのサブ

LDAPフィルタの作成, （
302ページ）

ステップ 3   

セットだけを同期するには、LDAPフィルタを作成し
ます。たとえば、特定のアクセス制御グループに属す

るユーザ、または特定のユーザプロファイルを使用す

るユーザだけをインポートするフィルタを作成できま

す。

アクセスコントロールグループ、機能グループのテン

プレートとプライマリエクステンションのフィールド

LDAPディレクトリの同期
の設定, （303ページ）

ステップ 4   

設定、LDAPサーバの場所、同期スケジュール、およ
び割り当てなどの LDAPディレクトリ同期を設定しま
す。

これはオプションです。エンタープライズディレクト

リサーバユーザを検索するシステムを設定します。シ

エンタープライズディレク

トリユーザ検索の設定, （
305ページ）

ステップ 5   

ステムの電話機とクライアントをデータベースの代わ

りにエンタープライズディレクトリサーバに対して

ユーザの検索を実行するように設定するには、次の手

順に従います。
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目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。エンドユーザのパスワード認

証に LDAPディレクトリを使用するには、LDAP認証
を設定します。

LDAP認証の設定, （307
ページ）

ステップ 6   

これはオプションです。LDAP同期サービスパラメー
タを設定します。ほとんどの導入には、デフォルト値

で十分です。ただし、次の値を再設定できます。

LDAPアグリーメントサー
ビスパラメータのカスタマ

イズ, （308ページ）

ステップ 7   

• LDAP同期アグリーメントの最大数

•フェールオーバーの LDAPのホスト名の最大数

•ホストの障害またはhostlistの失敗の遅延タイマー

•接続タイムアウト

• LDAP同期の遅延

これはオプションです。LDAP属性と同期されるエン
ドユーザ設定を更新する必要があり、LDAPディレク

LDAP同期済みユーザのロー
カルユーザへの変換, （310
ページ）

ステップ 8   

トリのフィールドを使用しないのであれば、LDAPユー
ザをローカルユーザに変換します。

Cisco DirSync サービスの有効化
Cisco DirSyncサービスをアクティブにするには、Cisco Unified Serviceabilityで次の手順を実行し
ます。社内 LDAPディレクトリでエンドユーザの設定を同期するには、このサービスをアクティ
ブにする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [ディレクトリサービス（Directory Services）]の下の [Cisco DirSync]オプションボタンをクリッ

クします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

LDAPディレクトリの同期化の有効化, （302ページ）
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LDAP ディレクトリの同期化の有効化
エンドユーザの設定を社内 LDAPディレクトリから同期するように Cisco Unified Communications
Managerを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Cisco DirSyncサービスの有効化, （301ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]
を選択します。

ステップ 2 CiscoUnified CommunicationsManagerで、LDAPディレクトリからユーザをインポートするには、
[LDAPサーバからの同期を有効にする（Enable Synchronizing from LDAP Server）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 3 [LDAPサーバタイプ（LDAP Server Type）]ドロップダウンリストボックスから、会社が使用す
る LDAPディレクトリサーバのタイプを選択します。

ステップ 4 [ユーザ IDの LDAP属性（LDAPAttribute for User ID）]ドロップダウンリストボックスから、[エ
ンドユーザ設定（End User Configuration）]の [ユーザ ID（User ID）]フィールドの値について、
CiscoUnifiedCommunicationsManagerを同期させる社内LDAPディレクトリの属性を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

• LDAPフィルタの作成, （302ページ） LDAP同期をユーザのサブセットに制限する場合

• LDAPディレクトリの同期の設定, （303ページ） LDAPディレクトリの設定

LDAP フィルタの作成
LDAPフィルタを作成して LDAP同期を LDAPディレクトリのユーザのサブネットに制限する場
合は、このオプションの手順を実行します。LDAPフィルタを LDAPディレクトリに適用する場
合、Cisco Unified Communications Managerは、フィルタに一致するユーザのみを LDAPディレク
トリからインポートします。

LDAPフィルタを設定する場合は、RFC4515に指定されている LDAP検索フィルタ標準に準拠す
る必要があります。

はじめる前に

LDAPディレクトリの同期化の有効化, （302ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] >
[LDAP(LDAP)] > [LDAPフィルタ（LDAP Filter）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい LDAPフィルタを作成します。
ステップ 3 [フィルタ名（Filter Name）]テキストボックスに、LDAPフィルタの名前を入力します。
ステップ 4 [フィルタ（Filter）]テキストボックスに、フィルタを入力します。フィルタは、UTF-8で最大

1024文字まで入力できます。また、丸カッコ（ ()）で囲みます。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

LDAPディレクトリの同期の設定, （303ページ）に移動して、LDAPフィルタを LDAPディレク
トリに適用します。

LDAP ディレクトリの同期の設定
LDAPディレクトリと同期するよう Cisco Unified Communications Managerを設定するには、次の
手順を使用します。LDAPディレクトリの同期により、エンドユーザのデータを外部のLDAPディ
レクトリからCisco Unified CommunicationsManagerデータベースにインポートして、[エンドユー
ザの設定（End User Configuration）]ウィンドウに表示できます。定期的に LDAPディレクトリの
更新が Cisco Unified Communications Managerに伝達されるよう、同期スケジュールをセットアッ
プできます。

また、アクセスコントロールグループ、機能グループテンプレート、ユニバーサル回線やユニ

バーサルデバイステンプレートをすでに計画済みの場合は、アクセスコントロールグループ、

プライマリ内線番号、セルフプロビジョニング機能により、インポートしたエンドユーザを即座

に設定できます。

アクセスコントロールグループまたは機能グループテンプレートを割り当てる場合は、LDAP
フィルタを使用して、インポートを同じ設定要件のユーザグループに限定できます。

ヒント

はじめる前に

• LDAPディレクトリの同期化の有効化, （302ページ）

• LDAPフィルタの作成, （302ページ）LDAPの同期をユーザのサブセットに限定する場合。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP（LADP）] > [LDAPディレクトリ
（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の LDAPディレクトリを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい LDAPディレクトリを作成します。

ステップ 3 [LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory Configuration）]ウィンドウの各フィールドに入力し
ます。フィールドとその説明を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [LDAP構成名（LDAP Configuration Name）]テキストボックスで、LDAPディレクトリの一意の
名前を指定します。

ステップ 5 [LDAPマネージャ識別名（LDAPManager Distinguished Name）]フィールドに、LDAPディレクト
リサーバにアクセスできるユーザ IDを入力します。

ステップ 6 パスワードの詳細を入力し、確認します。

ステップ 7 これはオプションです。インポートを特定のプロファイルに適合するユーザのサブセットにのみ

限定する場合は、[LDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter）]ドロップダウンリストボッ
クスから、LDAPフィルタを選択します。

ステップ 8 [LDAPディレクトリ同期スケジュール（LDAPDirectory SynchronizationSchedule）]フィールドに、
外部 LDAPディレクトリとデータ同期を行うために Cisco Unified Communications Managerが使用
するスケジュールを作成します。

ステップ 9 [同期対象の標準ユーザフィールド（Standard User Fields To Be Synchronized）]セクションを記入
します。各エンドユーザのフィールドで、それぞれ LDAP属性を選択します。同期プロセスは
LDAP属性の値を Cisco Unified Communications Managerのエンドユーザフィールドに割り当てま
す。

ステップ 10 インポートしたエンドユーザを、インポートしたすべてのエンドユーザに共通するアクセスコ

ントロールグループに割り当てるには、次の手順を実行します。

a) [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックします。
b) ポップアップウィンドウで、インポートしたユーザに割り当てるアクセスコントロールグルー
プごとに、対応するチェックボックスをオンにします。

c) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 11 機能グループテンプレートを割り当てる場合は、[機能グループテンプレート（Feature Group
Template）]ドロップダウンリストボックスからテンプレートを選択します。
機能グループテンプレートに関連付けられているユーザプロファイル、サービスプロファイル、

ユニバーサル回線やユニバーサルデバイステンプレート、およびセルフプロビジョニング設定

は、同期されたエンドユーザに関連付けられます。
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ユーザが存在しない初回のみ、エンドユーザは割り当てられた [機能グループテンプ
レート（Feature Group Template）] と同期されます。既存の [機能グループテンプレー
ト（Feature Group Template）]が変更され、関連付けられた LDAPの完全同期が実行さ
れる場合、変更点は更新されません。

（注）

ステップ 12 インポートされた電話番号にマスクを適用して、プライマリ内線番号を割り当てるには、次の手

順を実行します。

a) [同期された電話番号にマスクを適用して、挿入されたユーザの新しい回線を作成（ApplyMask
to synced telephone numbers to create a new line for inserted users）]チェックボックスをオンにし
ます。

b) [マスク（Mask）]を入力します。たとえば、インポートされた電話番号が 8889945である場
合、11XXのマスクは、1145のプライマリ内線番号を作成します。

ステップ 13 電話番号のプールからプライマリ内線番号を割り当てる場合は、次の手順を実行します。

a) [同期された LDAP電話番号に基づいて作成されなかった場合、プールリストから新しい回線
を割り当て（Assign new line from the pool list if one was not created based on a synced LDAP telephone
number）]チェックボックスをオンにします。

b) [DNプールの開始（DN Pool Start）]テキストボックスと [DNプールの終了（DN Pool End）]
テキストボックスに、プライマリ内線番号を選択する電話番号の範囲を入力します。

ステップ 14 [LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）]エリアで、LDAPサーバのホスト名または IPアド
レスを入力します。

ステップ 15 SSLを使用して LDAPサーバへのセキュアな接続を作成する場合は、[SSLを使用（Use SSL）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 16 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

LDAP認証の設定, （307ページ）

エンタープライズディレクトリユーザ検索の設定

データベースではなくエンタープライズディレクトリサーバに対してユーザ検索を実行するよう

に、システムの電話機とクライアントを設定するには、次の手順を使用します。

はじめる前に

• LDAPユーザ検索に選択するプライマリ、セカンダリ、および第 3サーバが Cisco Unified
CommunicationsManagerのサブスクライバノードに到達可能なネットワークにあることを確
認します。

• [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]を選択し、[LDAPシステ
ムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウの [LDAPサーバタイプ（LDAP Server
Type）]ドロップダウンリストボックスから、LDAPサーバのタイプを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAP検索（LDAP Search）]を選
択します。

ステップ 2 エンタープライズLDAPディレクトリサーバを使用してユーザ検索を実行するには、[エンタープ
ライズディレクトリサーバのユーザ検索を有効にする（Enable user search to Enterprise Directory
Server）]チェックボックスをオンにします。
このウィンドウのフィールドはすべて有効です。

ステップ 3 [LDAP検索の設定（LDAPSearchConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ディレクトリサーバの UDS 検索用の LDAP 属性

次の表に、[エンタープライズディレクトリサーバに対するユーザ検索を有効化（Enableuser search
to Enterprise Directory Server）]オプションが有効になっている場合に、UDSユーザ検索要求で使
用される LDAP属性の一覧を示します。このようなタイプのディレクトリ要求の場合、UDSはプ
ロキシとして機能して、社内ディレクトリサーバに検索要求をリレーします。

UDSユーザの応答タグは、いずれかの LDAP属性にマッピングされることがあります。属性
のマッピングは、[LDAPサーバタイプ（LDAP Server Type）]ドロップダウンリストから選択
するオプションによって決まります。このドロップダウンリストには、[システム（System）]
> [LDAP] > [LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウからアクセスし
ます。

（注）

LDAP 属性UDS ユーザの応答タグ

• samAccountName

• uid

userName

givenNamefirstName

snlastName

• initials

• middleName

middleName

nickNamenickName
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LDAP 属性UDS ユーザの応答タグ

displayNamedisplayName

• telephonenumber

• ipPhone

phoneNumber

homephonehomeNumber

mobilemobileNumber

メールアドレスemail

• msRTCSIP-primaryuseraddress

•メールアドレス

directoryUri

•部署

• departmentNumber

部署

managermanager

タイトルタイトル

ポケットベルポケットベル

LDAP 認証の設定
LDAP認証を有効にして、会社の LDAPディレクトリに割り当てられているパスワードに対して
エンドユーザのパスワードが認証されるようにするには、この手順を実行します。LDAP認証に
より、システム管理者は会社のすべてのアプリケーションに対してエンドユーザの 1つのパス
ワードを割り当てることができます。この設定は、エンドユーザのパスワードにのみ適用され、

エンドユーザの PINまたはアプリケーションユーザのパスワードには適用されません。

はじめる前に

LDAPディレクトリの同期の設定, （303ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAP認証（LDAPAuthentication）]
を選択します。

ステップ 2 [エンドユーザ用 LDAP認証の使用（Use LDAPAuthentication for End Users）]チェックボックスを
オンにして、ユーザ認証に LDAPディレクトリを使用します。

ステップ 3 [LDAPマネージャ識別名（LDAPManager Distinguished Name）]フィールドに、LDAPディレクト
リにアクセス権がある LDAPマネージャのユーザ IDを入力します。

ステップ 4 [パスワード（Password）]フィールドに、LDAPマネージャのパスワードを入力します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

LDAPアグリーメントサービスパラメータのカスタマイズ, （308ページ）

LDAP アグリーメントサービスパラメータのカスタマイズ
LDAPアグリーメントのシステムレベル設定をカスタマイズするサービスパラメータを設定する
には、次の手順を実行します。これらのサービスパラメータを設定しない場合、Cisco Unified
Communications Managerにより、LDAPディレクトリ統合のデフォルト設定が適用されます。

サービスパラメータを使用して次の設定をカスタマイズできます。

• LDAPアグリーメントの最大数

•ホストの最大数

•ホストまたはホストリスト失敗時の再試行間隔

•接続タイムアウト

• LDAP同期の開始間隔

.
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco DirSync]を選択します。
ステップ 4 Cisco DirSyncサービスパラメータの値を設定します。サービスパラメータの説明については、

「関連項目」を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

LDAPディレクトリサービスのパラメータ, （309ページ）

LDAP ディレクトリサービスのパラメータ

説明サービスパラメータ

自分で設定できるLDAPディレクトリの最大数。デフォルト設定
は 20です。

Maximum Number of
Agreements

フェールオーバ用に設定できるLDAPホスト名の最大数。デフォ
ルト値は 3です。

Maximum Number of Hosts

ホストで障害が発生した後、CiscoUnifiedCommunicationsManager
が最初のLDAPサーバ（ホスト名）への接続を再試行する前の遅
延秒数です。デフォルト値は 5です。

Retry Delay on Host Failure
(secs)

ホストリストで障害が発生した後、Cisco Unified Communications
Managerが設定された各 LDAPサーバ（ホスト名）への接続を再
試行する前の遅延分数です。デフォルトは 10です。

Retry Delay on HostList Failure
(mins)

Cisco Unified Communications Managerが LDAP接続を確立できる
秒数です。指定した時間内に接続を確立できない場合、LDAP
サービスプロバイダーは接続試行を中止します。デフォルトは 5
です。

LDAP Connection Timeout
(secs)

Cisco DirSyncサービスの起動後に、Cisco Unified Communications
Managerがディレクトリ同期プロセスを開始するまでの遅延分数
です。デフォルトは 5です。

Delayed Sync Start Time (mins)

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
309

LDAP 同期設定のタスクフロー



LDAP同期済みユーザのローカルユーザへの変換
LDAPディレクトリとCisco Unified CommunicationsManagerを同期すると、LDAPに同期されたエ
ンドユーザについては、ローカルユーザに変換しないかぎり、[エンドユーザの設定（End User
Configuration）]ウィンドウ内のフィールドは編集できません。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウで LDAP同期ユーザのフィールドを
編集するには、そのユーザをローカルユーザに変換します。ただし、この変換を行うと、Cisco
Unified CommunicationsManagerを LDAPディレクトリと同期したときにエンドユーザが更新され
なくなります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[エンドユーザ（End Users）] >
[エンドユーザ管理（End User Management）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、エンドユーザを選択します。
ステップ 3 [ローカルユーザへの変換（Convert to Local User）]ボタンをクリックします。
ステップ 4 [エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウでフィールドを更新します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

アクセスコントロールグループへの LDAP 同期ユーザの割り当て
LDAPと同期するユーザをアクセスコントロールグループに割り当てるには、次の手順を実行し
ます。

はじめる前に

エンドユーザと外部LDAPディレクトリが同期されるようにCiscoUnifiedCommunicationsManager
を設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP（LADP）] > [LDAPディレクトリ
（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、設定した LDAPディレクトリを選択します。
ステップ 3 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]ボタンをクリックしま

す。

ステップ 4 この LDAPディレクトリのエンドユーザに適用するアクセスコントロールグループを選択しま
す。

ステップ 5 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ステップ 6 [Save]をクリックします。
ステップ 7 [完全同期を実施（Perform Full Sync）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerが外部 LDAPディレクトリと同期し、同期したユーザが正
しいアクセスコントロールグループに挿入されます。

同期したユーザは、アクセスコントロールグループを初めて追加した時にのみ、選択

したアクセスグループに挿入されます。完全同期の実行後に LDAPに追加するグルー
プは、同期したユーザに適用されません。

（注）
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第 38 章

手動によるエンドユーザのプロビジョニン

グ

• エンドユーザの手動プロビジョニングの概要, 313 ページ

• エンドユーザの手動プロビジョニングの前提条件, 313 ページ

• 一括管理を使用したエンドユーザのインポート, 314 ページ

• 手動エンドユーザ設定のタスクフロー, 314 ページ

エンドユーザの手動プロビジョニングの概要

LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートしない場合は、次のいずれかの方法で、Cisco
Unified Communications Managerデータベースにエンドユーザを追加できます。

•一括管理ツールを使用したインポート

•新しいユーザの手動での追加

エンドユーザの手動プロビジョニングの前提条件

エンドユーザをインポートする前に、エンドユーザの権限、アクセス制御グループ、クレデンシャ

ルポリシーを計画して設定します。

•ユーザアクセス設定のタスクフロー, （260ページ）

•クレデンシャルポリシーの設定タスクフロー, （278ページ）
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一括管理を使用したエンドユーザのインポート

一括管理ツールを使用して、多数のエンドユーザ、電話、およびポートのインポートや更新を含

め、Cisco Unified Communications Managerデータベースに対する、大量のトランザクションを単
一のプロセスで実行できます。一括管理ツールでは、エンドユーザリストおよびエンドユーザ

設定を CSVファイルからデータベースにインポートできます。

一括管理ツールを使用してエンドユーザをインポートする方法の詳細については、『CiscoUnified
Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

手動エンドユーザ設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

データベースに新しいエンドユーザを手動で追加しま

す。

新規エンドユーザの追加, （
315ページ）

ステップ 1   

必要な権限を備えたアクセスコントロールグループを

プロビジョニングするローカルエンドユーザを割り当

アクセスコントロールグ

ループへのエンドユーザの割

り当て, （315ページ）

ステップ 2   

てます。ローカルユーザには、手動でプロビジョニン

グされたエンドユーザと、一括管理ツールを使用して

インポートするエンドユーザが含まれています。ロー

カルユーザには、エンドユーザ設定で「アクティブ

ローカルユーザ」のユーザステータスがあります。

これはオプションです。デフォルトのクレデンシャル

ポリシーが、このエンドユーザに適用できるかどうか

エンドユーザへのクレデン

シャルポリシーの適用, （
316ページ）

ステップ 3   

を確認します。適用できなければ、エンドユーザ PIN
またはパスワードにクレデンシャルポリシーを適用し

ます。

エンドユーザに機能グループテンプレートを割り当て

ます。機能グループテンプレートを割り当てると、シ

ローカルエンドユーザへの機

能グループテンプレートの割

り当て, （316ページ）

ステップ 4   

ステムはエンドユーザにその機能グループテンプレー

トに関連付けられているユーザプロファイル、サービ

スプロファイル、ユニバーサル回線とデバイステンプ

レート、セルフプロビジョニング設定を割り当てます。
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新規エンドユーザの追加

Cisco Unified Communications Managerのデータベースに新しいエンドユーザを手動で追加するに
は、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィール

ドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アクセスコントロールグループへのエンドユーザの割り当て, （315ページ）

アクセスコントロールグループへのエンドユーザの割り当て

アクセスコントロールグループにユーザを割り当てるには、次の手順を使用します。LDAP同期
中にアクセスコントロールグループに割り当てたLDAP同期ユーザに、次の手順を使用して追加
のアクセスコントロールグループを割り当てることができます。この手順は、LDAP同期設定に
共通のアクセスコントロールグループがあっても、一部のユーザに権限に応じた追加のアクセス

コントロールグループを割り当てる必要がある場合に便利です。

はじめる前に

新規エンドユーザの追加, （315ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、アクセスコントロールグループを選択します。
ステップ 3 [グループにエンドユーザを追加（Add End Users to Group）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザの検索と一覧表示（Find andListUsers）]ポップアップで、グループに追加するエンドユー

ザを選択します。

ステップ 5 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
315

手動エンドユーザ設定のタスクフロー



関連トピック

ユーザアクセスの設定, （257ページ）

エンドユーザへのクレデンシャルポリシーの適用

設定されたクレデンシャルポリシーを特定のエンドユーザパスワードまたはエンドユーザの暗証

番号に適用します。デフォルトのクレデンシャルポリシーから更新を行う必要がある場合に、こ

の操作が必要になることがあります。

また、アプリケーションユーザパスワードにクレデンシャルポリシーを適用することもでき

ます。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイ
ド』を参照してください。

（注）

はじめる前に

クレデンシャルポリシーの設定タスクフロー, （278ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックしてエンドユーザを選択します。
ステップ 3 クレデンシャルポリシーを適用するクレデンシャルに応じて、パスワードまたは暗証番号に対応

する [クレデンシャルの編集（Edit Credential）]ボタンをクリックします。
ステップ 4 [認証ルール（Authentication Rule）]ドロップダウンリストボックスから、適用するクレデンシャ

ルポリシーを選択します。

ステップ 5 [クレデンシャルの設定（Credential Configuration）]ウィンドウのその他のフィールドに入力しま
す。フィールドとその設定に関するヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

クレデンシャルポリシーの設定, （277ページ）

ローカルエンドユーザへの機能グループテンプレートの割り当て

ローカルエンドユーザに機能グループテンプレートを割り当てます。ローカルエンドユーザと

は、データベースに手動で追加された、または一括管理ツールを使用してインポートされたエン

ドユーザです。ローカルエンドユーザは外部 LDAPディレクトリと同期されません。
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はじめる前に

機能グループテンプレートの設定, （296ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザ/電話の追加（User/PhoneAdd）] > [ユーザ/電話のクイック追加（QuickUser/PhoneAdd）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックしてエンドユーザを選択します。
ステップ 3 [機能グループテンプレート（Feature Group Template）]ドロップダウンリストボックスから、こ

のエンドユーザに設定した機能グループのテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 VI 部

エンドポイントデバイスの設定
• エンドポイントデバイスの概要, 321 ページ

• アナログ電話アダプタの設定, 323 ページ

• ソフトウェアベースのエンドポイントの設定, 363 ページ

• Cisco IP Phoneの設定, 377 ページ

• Cisco Unified IP Phoneの診断とレポートの設定, 407 ページ

• サードパーティ製 SIP電話の設定, 423 ページ

• サービスプロファイルとテンプレート, 431 ページ

• ユーザとエンドポイントの関連付け, 447 ページ





第 39 章

エンドポイントデバイスの概要

• エンドポイントデバイス設定について, 321 ページ

• エンドポイントデバイス設定, 321 ページ

エンドポイントデバイス設定について

このパートの章では、エンドポイントデバイスの設定方法とエンドポイントにユーザを関連付け

る方法について説明します。

エンドポイントデバイス設定

次のタスクフローを実行すると、システムのエンドユーザを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

アナログ電話と IPベースのテレフォニー
ネットワークの間のインターフェイスとして

アナログ電話アダプタの設定,（324
ページ）

ステップ 1   

機能するアナログ電話アダプタを設定しま

す。

CTIポート、H.323クライアント、Cisco IP
Communicatorなどソフトウェアベースのエ
ンドポイントを設定します。

ソフトウェアベースのエンドポイン

トの設定, （363ページ）
ステップ 2   

ネットワーク上で機能する Cisco IP Phones
を設定します。

Cisco IP Phoneの設定タスクフロー,
（378ページ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

コール診断および品質レポートツール

（QRT）を使用して、Cisco IP Phonesのコー
ル品質を確保します。

診断およびレポート設定タスクフ

ロー, （410ページ）
ステップ 4   

サードパーティのSIPエンドポイントを設定
します。

サードパーティ製SIPエンドポイン
ト設定のタスクフロー, （424ペー
ジ）

ステップ 5   

特定のデバイスと関連付けるサービス、機

能、電話番号を定義するプロファイルおよび

テンプレートを設定します。

デバイスプロファイルとテンプレー

トの設定タスクフロー, （432ペー
ジ）

ステップ 6   

デバイスをエンドユーザおよびアプリケー

ションユーザと関連付けます。

ユーザおよびデバイス設定のタスク

フロー, （447ページ）
ステップ 7   
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第 40 章

アナログ電話アダプタの設定

• アナログ電話アダプタの概要, 323 ページ

• アナログ電話アダプタの設定, 324 ページ

アナログ電話アダプタの概要

Ciscoアナログ電話アダプタ（ATA）は、通常のアナログ電話と IPベースのテレフォニーネット
ワークとのインターフェイスとなるアナログ電話アダプタとして機能します。Cisco ATAは通常
のアナログ電話をインターネット電話に変換します。各アダプタは 2個の音声ポートをサポート
し、それぞれに固有の電話番号を割り当てることができます。

他の IPデバイスと同様に、Cisco ATAは TFTPサーバから自身の設定ファイルと Cisco Unified
Communications Managersのリストを受信します。TFTPサーバに設定ファイルがない場合、Cisco
ATAは TFTPサーバ名または IPアドレスとポート番号をプライマリ Cisco Unified Communications
Managerの名前または IPアドレスとポート番号として使用します。

Cisco ATA：

• 1個の 10 BaseT RJ-45ポートと 2個の RJ-11 FXS標準アナログ電話ポートを内蔵

• G.711 A-law、G.711 μ-law、および G.723と G.729a音声コーデックをサポート

• Skinny Client Control Protocol（SCCP）を使用

•音声を IPデータパケットに変換

•リダイヤル、短縮ダイヤル、コール転送、コールウェイティング、コール保留、転送、電話
会議、ボイスメッセージング、メッセージ待機インジケータ、オフフック呼び出し、発信者

ID、呼び出し先 ID、およびコールウェイティング発信者 IDをサポート

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
323



アナログ電話アダプタの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、使用しているアナログ電話アダプタ

モデルを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックして、電話に変更を適用し、同期します。

関連トピック

アナログ電話アダプタ 186設定フィールド, （324ページ）
アナログ電話アダプタ 187設定フィールド, （332ページ）
アナログ電話アダプタ 190設定フィールド, （347ページ）

アナログ電話アダプタ 186 設定フィールド

表 21：アナログ電話アダプタ 186 設定フィールド

説明フィールド

ATA 186を特定するMedia Access Control（MAC）アドレスを入力しま
す。値が 12桁の 16進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 186のMACアドレスを判別できます。

• ATA 186の背面にあるMACラベルを確認します。

• ATA 186のWebページを表示し、[デバイス情報（Device
Information）]ハイパーリンクをクリックします。

MACアドレス（MAC
Address）
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説明フィールド

ATA 186の説明テキストを入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

説明

ATA 186を割り当てるデバイスプールを選択します。デバイスプール
では、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソ

フトキーテンプレートなど）のセットを定義します。

デバイスプール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（View
Details）]リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 186を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

共通デバイス設定を表示するには、[詳細表示（View Details）]リンク
をクリックします。

共通デバイス設定

（Common Device
Configuration）

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレー

トでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、ス

ピードダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプレー
ト（Phone Button
Template）]

ドロップダウンリストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリス

トから共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）]リンクをクリックします。

共通の電話プロファイ

ル（Common Phone
Profile）

ドロップダウンリストを使用から、コーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[コーリングサーチス
ペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行し
たときに使用するデバイスの適切なコーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[AARコーリングサーチ
スペース（AAR Calling
Search Space）]

適切なメディアリソースグループリストを選択します。メディアリ

ソースグループリストは、優先順位順に並べられたメディアリソース

グループから構成されます。

[なし（None）]を選択すると、Cisco Unified CMはデバイスプールで
定義されたメディアリソースグループリストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウンリストから、デバイスプール内の電話とゲートウェイ

に関連付けられている場所を選択します。

参照先
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループは、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルー
ティングするために使用するプレフィックス番号を提供します。Cisco
UnifiedCMは、デバイスプールまたは回線と関連付けられているAAR
グループを使用します。

[AARグループ（AAR
Group）]

ドロップダウンリストから、ATA 186と関連付けられているユーザロ
ケールを選択します。そのユーザロケールは、言語とフォントを含ん

だ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CMはデバイ
スプールに関連付けられたユーザロケールを使用します。

ユーザロケール（User
Locale）

ドロップダウンリストから、ATA 186と関連付けられているネット
ワークロケールを選択します。ネットワークロケールには、特定の地

理的領域の電話が使用するトーンとパターンの定義が含まれています。

ネットワークロケールを指定しない場合、Cisco Unified CMはデバイ
スプールと関連付けられているネットワークロケールを使用します。

ネットワークロケール

（Network Locale）

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能

をオンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモード

を使用する場合は、[デフォルト（Default）]を選択します。デフォル
トの設定では、デバイスの [デバイスモビリティモード（DeviceMobility
Mode）]サービスパラメータの値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（DeviceMobility
Mode）]

オーナータイプの [ユーザ（User）]または [名前非表示（パブリック/
共有スペース）（Anonymous (Public/Shared Space)）]を選択します。

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ドロップダウンリストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ ID
を選択します。ユーザ IDは、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。デバイスにユーザ
IDを割り当てると、そのデバイスは、ライセンスの使用状況レポート
の「“未割り当てデバイス”」から「“ユーザ”」に移動します。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー

ルドを設定しないでください。エクステンションモビリティ

では、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

電話ロード名（Phone
Load Name）
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッドリレーポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設
定は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の [ト
ラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設
定よりも優先されます。

• On：このデバイスで、TRPの使用をイネーブルにする場合にこの
値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付けられてい

る共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]設定よりも優先されます。

• Default：この値を選択した場合、デバイスはこのデバイスが関連
付けられている共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイン
トを使用（Use Trusted Relay Point）]設定を使用します。

[トラステッドリレーポ
イントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれか
の回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信し

た回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になってい
るときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールには

プライマリ回線が選択されます。他の回線のコールの呼び出し音

は鳴り続けます。電話のユーザは、他の回線を選択してこれらの

コールに応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Manager
は、Cisco CallManagerサービスをサポートする [常にプライム回
線を使用する（Always Use Prime Line）]サービスパラメータの設
定を使用します。

[常にプライム回線を使
用する（Always Use
Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージボ
タンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回線からボイ

スメッセージシステムに自動的にダイヤルされます。CiscoUnified
Communications Managerは常にボイスメッセージのある最初の回
線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が存在

しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）]ボタンを
押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージボ
タンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを受信

するアクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Manager
は、Cisco CallManagerサービスをサポートする [ボイスメッセー
ジには常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for
Voice Message）]サービスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージには
常にプライム回線を使

用する（Always Use
Prime Line for Voice
Message）]

ドロップダウンリストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）]を選択すると、この
デバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定した地理位置情報も選択で
きます。

位置情報

（GeoLocation）

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボック

スをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、CiscoUnified
Communications Managerは内線コールに対して受信したすべての表示
制限を無視します。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発信側回線 ID表
示と接続先回線 ID表示の設定と組み合わせて使用します。これらの設
定を組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側または接続先の回

線表示情報を選択的に表示またはブロックするようにコール表示制限

を設定できます。

プレゼンテーションイ

ンジケータを無視（内

線コールのみ）（Ignore
Presentation Indicators
(internal calls only)）

CTIに対してこのデバイスの制御と監視を許可する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。

関連付けられた電話番号で共有回線が指定されている場合、CTIがサ
ポートするデバイスタイプとプロトコルの組み合わせが少なくとも 1
つの関連付けられたデバイスで指定されている間は、このチェックボッ

クスをオンにしておく必要があります。

[CTIからのデバイスの制
御を許可（AllowControl
of Device from CTI）]
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説明フィールド

CTIポートをハントリストに追加したら、管理者はこのチェックボッ
クスをオン（またはオフ）にすることによって、ユーザをログインま

たはログアウトさせることができます。

ユーザは電話機のソフトキーを使用して、電話機をハントリストにロ

グインまたはログアウトします。

ハントグループにログ

イン（Logged into Hunt
Group）

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファ

を割り当て、SCCPメッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、このチェックボックス

はシグナルの遅延が発生している場合のみオンにしてくださ

い。

ヒント

リモートデバイス

（Remote Device）

このデバイスをホットラインデバイスにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。ホットラインデバイスは、他のホットラインデ

バイスにのみ接続できます。この機能は PLARの拡張機能であり、電
話がオフフックになると自動的に 1つの電話番号をダイヤルするよう
に電話を設定します。ホットラインでは、PLARを使用するデバイス
に適用できる制限を追加できます。

ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキーを使用せずに

ソフトキーテンプレートを作成して、ホットラインデバイスに適用す

る必要があります。

[ホットラインデバイス
（Hot Line Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 22：[この電話からのコールの発信者 ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選

択した発呼側トランスフォーメーション CSSに、このデバイスに割り
当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれていること

を確認してください。

[発呼側トランスフォー
メーションCSS（Calling
Party Transformation
CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定されている

発信側変換 CSSを使用する場合は、このチェックボックスをオンにし
ます。このチェックボックスを選択しない場合、デバイスは [トランク
設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで設定した発信側変換 CSSを
使用します。

[デバイスプールの発呼
側トランスフォーメー

ションCSSを使用（Use
Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]
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表 23：[リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスに受信したコールのリモー

ト発信者番号に適用する、発呼側トランスフォーメーションパターン

を含むコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

[発呼側トランスフォー
メーションCSS（Calling
Party Transformation
CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換するために、このデバイスが

属するデバイスプールで設定されている発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSを適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発呼
側トランスフォーメー

ションCSSを使用（Use
Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 24：[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、エンドユーザの話中ランプフィールド

（BLF）プレゼンスグループを選択します。選択したグループは、エ
ンドユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグルー
プ（Standard Presence group）]であり、インストール時に設定されま
す。Cisco Unified CMの管理で設定されている BLFプレゼンスグルー
プは、ドロップダウンリストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグルー
プ（BLF Presence
Group）]

デバイスに適用するセキュリティプロファイルを選択します。

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで設定されるすべて
のデバイスにセキュリティプロファイルを適用する必要があります。

デバイスのセキュリ

ティプロファイル

（Device Security
Profile）
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説明フィールド

プレゼンス機能によってサポートされる SUBSCRIBEコーリングサー
チスペースは、Cisco Unified Communications Managerがエンドユーザ
から発信されたプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。

この設定では、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコー
ル処理サーチスペースと別にコーリングサーチスペースを適用できま

す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザのプレゼンス要求に使用す

るSUBSCRIBEコーリングサーチスペースを選択します。CiscoUnified
CMの管理で設定するすべてのコーリングサーチスペースが、
[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search
Space）]ドロップダウンリストに表示されます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザ用に別のコーリングサーチ

スペースを選択しない場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
のデフォルトは [なし（None）]に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを設定するに
は、他のコーリングサーチスペースと同様に新しいコーリングサーチ

スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリング
サーチスペース（AAR
Calling Search Space）]

このデバイスの不在ポートを示すには、このチェックボックスをオン

にします。

不在ポート（Unattended
Port）

SCCPを実行しているデバイスの場合は、このチェックボックスをオン
にして RFC2833のサポートを無効にします。

[RFCC 2833 Disabled
（RFCC 2833の無効
化）]

表 25：製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目に関するフィールドの説明およびヘルプを表示す

るには、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで
[?]“ ”情報アイコンをクリックして、ポップアップダイアログボックス
にヘルプを表示します。

詳細については、ATA 186のマニュアルを参照してください。

デバイス製造元が定義

するモデル固有の設定

フィールド
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アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド

表 26：アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド

説明フィールド

ATA 187を識別するMedia Access Control（MAC）アドレスを入力しま
す。値が 12桁の 16進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 187のMACアドレスを判別できます。

• ATA 187の背面にあるMACラベルを確認する。

• ATA 187のWebページを表示し、[デバイス情報（Device
Information）]ハイパーリンクをクリックする。

MACアドレス（MAC
Address）

ATA 187のテキストの説明を入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

説明

ATA 187を割り当てるデバイスプールを選択します。デバイスプール
は、複数のデバイスに共通の特性（地域、日時グループ、ソフトキーテ

ンプレートなど）のセットを定義します。

デバイスプール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（ViewDetails）]
リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 187を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（CommonDeviceConfiguration）]の設定を表示するに
は、[詳細の表示（View Details）]リンクをクリックします。

共通デバイス設定

（Common Device
Configuration）

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレート

では、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、スピー

ドダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプ
レート（Phone Button
Template）]

ドロップダウンリストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリスト

から共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]の設定を表示するに
は、[詳細の表示（View Details）]リンクをクリックします。

共通の電話プロファイ

ル（Common Phone
Profile）

ドロップダウンリストを使用から、コーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

[コーリングサーチス
ペース（CallingSearch
Space）]

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
332

アナログ電話アダプタの設定



説明フィールド

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行した
ときに使用するデバイスの適切なコーリングサーチスペースを選択する

か、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]のまま
にします。

[AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search Space）]

適切なメディアリソースグループリストを選択します。メディアリソー

スグループリストは、優先順位順に並べられたメディアリソースグルー

プから構成されます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、Cisco Unified CMはデバイスプール
で定義されたメディアリソースグループリストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウンリストから、ユーザが保留操作を開始する場合に保留音

（MOH）として使用するオーディオソースを選択します。
ユーザ保留MOH音源
（User Hold MOH
Audio Source）

ドロップダウンリストから、デバイスプール内の電話とゲートウェイに

関連付けられている場所を選択します。

参照先

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループは、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルーティ
ングするために使用するプレフィックス番号を提供します。AARグルー
プが指定された場合、Cisco Unified CMはデバイスプールまたは回線に
関連付けられた AARグループを使用します。

[AARグループ（AAR
Group）]

ドロップダウンリストから、CTIポートに関連付けられたユーザロケー
ルを選択します。そのユーザロケールは、言語とフォントを含んだ、

ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CMはデバイス
プールに関連付けられたユーザロケールを使用します。

ユーザロケール

（User Locale）

ドロップダウンリストから、CTIポートに関連付けられたネットワーク
ロケールを選択します。ネットワークロケールには、特定の地理的領域

のデバイスが使用するトーンと音調の定義が含まれます。

ネットワークロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CMはデ
バイスプールに関連付けられたネットワークロケールを使用します。

ネットワークロケー

ル（Network Locale）
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説明フィールド

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]ドロップダウンリストを使用し
て割り込み機能用の組み込み型会議ブリッジを有効または無効にします。

次のいずれかを実行します。

•オン

•オフ（Off）

•デフォルト

[ビルトインブリッジ
（Built In Bridge）]

プライバシーについて、[プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリス
トから [オン（On）]を選択します。

プライバシー

（Privacy）

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能を

オンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモードを使

用する場合は、[デフォルト（Default）]を選択します。デフォルトの設
定では、デバイスの [デバイスモビリティモード（DeviceMobilityMode）]
サービスパラメータの値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（Device
Mobility Mode）]

オーナーのタイプとして、[ユーザ（User）]または [名前非表示（パブ
リック/共有スペース）（Anonymous (Public/Shared Space)）]を選択しま
す。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウンリストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ IDを
選択します。ユーザ IDは、このデバイスから発信されるすべてのコール
の呼詳細レコード（CDR）に記録されます。デバイスにユーザ IDを割り
当てると、[ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]で
デバイスが [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）]から [ユーザ
（Users）]に移動します。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー

ルドを設定しないでください。エクステンションモビリティ

では、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ATA 187のカスタムソフトウェアを入力します。電話ロード名（Phone
Load Name）
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッドリレーポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設定
は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の [トラ
ステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定よ
りも優先されます。

•オン（On）：このデバイスでの TRPの使用を有効にするには、こ
の値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付けられてい

る共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]設定よりも優先されます。

•デフォルト（Default）：この値を選択した場合、デバイスはこのデ
バイスが関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッドリ
レーポイントを使用（UseTrustedRelay Point）]設定を使用します。

[トラステッドリレー
ポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの
回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信した回

線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっている
ときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールにはプラ

イマリ回線が選択されます。他の回線のコールの呼び出し音は鳴り

続けます。電話のユーザは、他の回線を選択してこれらのコールに

応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：CiscoUnified CommunicationsManagerは、
Cisco CallManagerサービスをサポートする [常にプライム回線を使
用する（AlwaysUsePrimeLine）]サービスパラメータの設定を使用
します。

[常にプライム回線を
使用する（AlwaysUse
Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージボタ
ンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回線からボイス

メッセージシステムに自動的にダイヤルされます。Cisco Unified
CommunicationsManagerは常にボイスメッセージのある最初の回線
を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が存在しな

い場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）]ボタンを押す
と、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージボタ
ンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを受信する

アクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：CiscoUnified CommunicationsManagerは、
Cisco CallManagerサービスをサポートする [ボイスメッセージには
常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]サービスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージに
は常にプライム回線を

使用する（AlwaysUse
Prime Line for Voice
Message）]

ドロップダウンリストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）]を選択すると、この
デバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定した地理位置情報も選択でき
ます。

位置情報

（GeoLocation）

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボックス

をオンにします。このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unified
Communications Managerは内線コールに対して受信したすべての表示制
限を無視します。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発信側回線 ID表示
と接続先回線 ID表示の設定と組み合わせて使用します。これらの設定を
組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側または接続先の回線表示

情報を選択的に表示またはブロックするようにコール表示制限を設定で

きます。

プレゼンテーション

インジケータを無視

（内線コールのみ）

（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）

ATA 187をハントリストに追加したら、管理者はこのチェックボックス
をオン（またはオフ）にすることによって、ユーザをログインまたはロ

グアウトさせることができます。

ユーザは電話のソフトキーを使用して、電話をハントリストにログイン

またはログアウトします。

ハントグループにロ

グイン（Logged into
Hunt Group）
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファを

割り当て、SCCPメッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、シグナリングの遅延が発

生している場合にのみ、このチェックボックスをオンにしてく

ださい。

ヒント

リモートデバイス

（Remote Device）

電話を保護対象として指定するには、このチェックボックスをオンにし

ます。コールが暗号化されており、両方の電話が保護されたデバイスと

して設定されている場合に、それをユーザに通知するために、電話が 2
秒間のトーンを再生できます。このトーンは、コールが応答されたとき、

発側と着側の両者に対して再生されます。このトーンは、両方の電話が

保護されていて、暗号化メディア上でコールが行われたときでなければ

再生されません。

このチェックボックスをオンにすると、再生するセキュア通知トーンの

複数の設定要件のうち 1つのみが表示されます。セキュア通知トーン機
能と設定要件の詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco
Unified Communications Manager』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してくださ
い。

このチェックボックスがオンで、システムがコールは暗号化されていな

いと判断すると、電話は非セキュア通知トーンを再生して、コールが保

護されていないことをユーザに通知します。

保護されたデバイス

（Protected Device）

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 27：[この電話からのコールの発信者 ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選択

した発呼側トランスフォーメーションCSSに、このデバイスに割り当て
る発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれていることを確認

してください。

[発呼側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定されている発

信側変換 CSSを使用する場合は、このチェックボックスをオンにしま
す。このチェックボックスを選択しない場合、デバイスは [トランク設定
（Trunk Configuration）]ウィンドウで設定した発信側変換 CSSを使用し
ます。

[デバイスプールの発
呼側トランスフォー

メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]
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表 28：[リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスに受信したコールのリモート

発信者番号に適用する、発呼側トランスフォーメーションパターンを含

むコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

[発呼側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換するために、このデバイスが属

するデバイスプールで設定されている発呼側トランスフォーメーション

CSSを適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発
呼側トランスフォー

メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

表 29：[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使用

します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇して、
コール処理が妨げられる可能性があります。ドロップダウンリストか

ら、次のいずれかのオプションを選択します。

• [なし（None）]：このオプションは、パケットキャプチャが発生し
ないことを示します（デフォルト設定）。 この設定は、パケット

キャプチャの完了後に行います。

•バッチ処理モード（Batch Processing Mode）：Cisco Unified CMが、
復号されたメッセージや暗号化されていないメッセージをファイル

に書き込み、システムが各ファイルを暗号化します。システムで

は、毎日新しいファイルが新しい暗号キーを使用して作成されま

す。Cisco Unified CMはファイルを 7日間保存し、さらにファイル
を暗号化するキーを安全な場所に保存します。CiscoUnifiedCMは、
PktCap仮想ディレクトリにファイルを保存します。1つのファイル
の中に、タイムスタンプ、送信元 IPアドレス、送信元 IPポート、
宛先 IPアドレス、パケットのプロトコル、メッセージの長さ、およ
びメッセージが保持されます。TACのデバッグツールでは、
HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および指定された日付を
使用して、キャプチャされたパケットを保持している暗号化済み

ファイルを 1つだけ要求します。同様にこのツールでは、暗号化
ファイルを復号化するためのキー情報を要求します。

パケットキャプチャ

モード（PacketCapture
Mode）
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説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使用

します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇して、
コール処理が妨げられる可能性があります。

このフィールドには、1つのパケットキャプチャセッションに割り当て
る時間の上限（分単位）を指定します。デフォルト設定は 0で、範囲は
0～ 300分です。

パケットキャプチャを開始するには、このフィールドに 0以外の値を入
力します。パケットキャプチャが完了すると、値 0が表示されます。

パケットキャプチャ

時間（Packet Capture
Duration）

ドロップダウンリストから、エンドユーザの話中ランプフィールド

（BLF）プレゼンスグループを選択します。選択したグループは、エン
ドユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグループ
（Standard Presence group）]であり、インストール時に設定されます。
Cisco Unified CMの管理で設定されている BLFプレゼンスグループは、
ドロップダウンリストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグ
ループ（BLF Presence
Group）]

必要に応じて、適切な SIPダイヤルルールを選択します。SIPダイヤル
ルールは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960のローカルダイヤル
プランを提供するため、ユーザは、コールが処理される前に、キーを押

したり、タイマーを待機したりする必要はありません。

SIPを実行している IPフォンにダイヤルルールを適用しない場合は、
[SIPダイヤルルール（SIPDialRules）]フィールドを [<なし>（<None>）]
に設定したままにします。これは、コールが処理される前に、ユーザが

ダイヤルソフトキーを使用するか、タイマーが切れるまで待つ必要があ

ることを意味します。

SIPダイヤル規則

メディアターミネーションポイントが SIPのコールに必要な場合は、ド
ロップダウンリストから使用するコーデックを選択します。

MTP優先発信コー
デック（MTPPreferred
Originating Codec）

デバイスに適用するセキュリティプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定されるすべて
のデバイスにセキュリティプロファイルを適用する必要があります。

デバイスのセキュリ

ティプロファイル

（Device Security
Profile）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから再ルーティングに使用するコーリングサーチ

スペースを選択します。

リファラーの再ルーティングコーリングサーチスペースを使用して、

参照先へのルートが検索されます。再ルーティングコーリングサーチ

スペースが原因で参照が失敗すると、Refer Primitiveは「“405MethodNot
Allowed”」メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルーティングコー
リングサーチスペースを使用して、リダイレクト先または転送先を検索

します。

再ルーティング用コー

リングサーチスペー

ス（Rerouting Calling
Search Space）

プレゼンス機能によってサポートされる SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースは、Cisco Unified Communications Managerがエンドユーザから
発信されたプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。この

設定では、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコール処
理サーチスペースと別にコーリングサーチスペースを適用できます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザのプレゼンス要求に使用する

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを選択します。CiscoUnifiedCM
の管理で設定するすべてのコーリングサーチスペースが、[SUBSCRIBE
コーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロッ
プダウンリストに表示されます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザ用に別のコーリングサーチ

スペースを選択しない場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペースの
デフォルトは [なし（None）]に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを設定するに
は、他のコーリングサーチスペースと同様に新しいコーリングサーチ

スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース

（AAR Calling Search
Space）]

デフォルトの SIPプロファイルまたは以前に作成された特定のプロファ
イルを選択します。SIPプロファイルでは、登録タイマーおよびキープ
アライブタイマー、メディアポート、Do Not Disturb（サイレント）制
御など、電話機の特定の SIP情報を提供します。

[SIPプロファイル
（SIP Profile）]

ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）で使用されるこの設定用に、電
話に関連付けるエンドユーザを選択します。

必ず、[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウで指定
されているとおりに、選択したユーザのダイジェストクレデンシャルを

設定してください。

電話設定を保存し、設定の更新内容を電話に適用すると、ユーザのダイ

ジェストクレデンシャルが電話の設定ファイルに追加されます。

[ダイジェストユーザ
（Digest User）]
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説明フィールド

このフィールドを使用して、ATA 187がサポートしない機能（保留や転
送など）を実装するために、メディアターミネーションポイントを使用

するかどうかを指示します。

MTPを使用して機能を実装する場合は、[メディアターミネーションポ
イントが必須（MediaTerminationPointRequired）]チェックボックスをオ
ンにします。MTPを使用して機能を実装しない場合は、[メディアター
ミネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）]チェッ
クボックスをオフにします。

このチェックボックスは、ATA 187クライアントおよび H.245 Empty
Capabilitiesセットをサポートしない ATA 187デバイスの場合、または単
一のソースを介してメディアストリーミングを終了させる場合にのみ使

用します。

このチェックボックスをオンにして、MTPを必須とし、このデバイスを
ビデオコールのエンドポイントにすると、コールはオーディオのみにな

ります。

メディアターミネー

ションポイントが必

須（Media Termination
Point Required）

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボックスを

オンにします。

不在ポート

（Unattended Port）

SIPと SCCPを実行しているデバイスの場合に、この電話の DTMF受信
を必須にするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobility機能の設定で、SIPトランク（クラスタ
間トランク（ICT）またはゲートウェイ）経由で IPフォンのリ
モート接続先としてクラスタ間DNを使用する場合、エンター
プライズ機能アクセスミッドコール機能に不可欠な DTMF番
号をアウトオブバンドで受信できるように、このチェックボッ

クスをオンにします。

（注）

DTMF受信が必要
（Require DTMF
Reception）
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表 30：認証局プロキシ機能（CAPF）情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information）

説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•保留中の操作なし（No Pending Operation）：証明書の操作が行われ
ない場合に表示されます（デフォルトの設定）。

•インストール/アップグレード（Install/Upgrade）：電話に新しい証
明書をインストールするか、既存のローカルで有効な証明書をアッ

プグレードします。

•削除（Delete）：電話に存在するローカルで有効な証明書を削除し
ます。

•トラブルシュート（Troubleshoot）：ローカルで有効な証明書（LSC）
または製造元でインストールされる証明書（MIC）を取得し、CAPF
トレースファイルで証明書クレデンシャルを表示できます。電話に

両方の証明書タイプが存在する場合、Cisco Unified CMは、証明書
のタイプごとに 1つずつ、2つのトレースファイルを作成します。

[トラブルシューティング（Troubleshooting）]オプションを選択し
て、電話に LSCまたはMICが存在することを確認できます。

証明書の操作

（Certificate
Operation）
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説明フィールド

認証モード

（Authentication
Mode）
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説明フィールド

このフィールドでは、電話機が CAPF証明書の操作時に使用する認証方
法を選択できます。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•認証文字列（By Authentication String）：ユーザが電話に CAPF認証
文字列を入力した場合にのみ、ローカルで有効な証明書をインス

トール/アップグレード、削除、またはトラブルシューティングしま
す。

•ヌル文字列（By Null String）：ユーザの介入なしで、ローカルで有
効な証明書をインストール/アップグレード、削除、またはトラブル
シューティングします。

このオプションではセキュリティが確保されません。したがって、

セキュアな閉じた環境の場合にだけこのオプションを選択すること

を強く推奨します。

•既存証明書（LSCに優先権）（By Existing Certificate (Precedence to
LSC)）：電話に製造元でインストールされる証明書（MIC）または
ローカルで有効な証明書（LSC）が存在する場合に、ローカルで有
効な証明書をインストール/アップグレード、削除、またはトラブル
シューティングします。電話機に LSCが存在する場合、電話機に
MICが存在するかどうかに関係なく、LSCによって認証が行われま
す。電話機にMICと LSCが存在する場合、LSCによって認証が行
われます。電話機に LSCが存在しないが、MICが存在する場合、
MICによって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在することを

確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明書が

存在しない場合、操作は失敗します。

MICとLSCが同時に電話機に存在できる場合でも、電話機がCAPF
への認証に使用する証明書は常に 1つのみです。優先されるプライ
マリ証明書が何らかの理由で破損した場合、または別の証明書を使

用して認証を受ける場合は、認証モードを更新する必要がありま

す。

•既存証明書（MICに優先権）（By Existing Certificate (Precedence to
MIC)）：電話に LSCまたはMICが存在する場合に、製造元でイン
ストールされる証明書をインストール/アップグレード、削除、また
はトラブルシューティングします。電話機にMICが存在する場合、
電話機に LSCが存在するかどうかに関係なく、MICによって認証
が行われます。電話機に LSCが存在するが、MICが存在しない場
合、LSCによって認証が行われます。
このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在することを

確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明書が
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説明フィールド

存在しない場合、操作は失敗します。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]ウィ
ンドウで設定される CAPF設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで設定される CAPFパラメータと
連携します。

（注）

[認証モード（Authentication Mode）]ドロップダウンリストの [認証文字
列（ByAuthenticationString）]オプションを選択した場合、このフィール
ドが適用されます。手動で文字列を入力するか、[文字列の生成（Generate
String）]ボタンをクリックして、文字列を生成します。文字列が 4～ 10
桁であることを確認します。

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレード、削除、トラ

ブルシューティングするには、電話のユーザまたは管理者が電話に認証

文字列を入力する必要があります。

認証文字列

（Authentication
String）

CAPFで使用されるこの設定では、ドロップダウンリストから証明書の
キーサイズを選択します。デフォルト設定は 1024です。その他のオプ
ションには 512と 2048があります。

デフォルトの設定より大きいキーサイズを選択すると、電話機は、キー

の生成に必要なエントロピーを生成するために時間がかかります。キー

の生成を低い優先順位で設定すると、操作の実行中にも電話が機能しま

す。電話機のモデルによっては、キーの生成が完了するまでに、30分以
上かかることがあります。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]ウィ
ンドウで設定される CAPF設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで設定される CAPFパラメータと
連携します。

（注）

キーサイズ（ビッ

ト）（Key Size
(Bits)）

このフィールドは、証明書操作オプションの [インストール/アップグレー
ド（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、[トラブルシュート
（Troubleshoot）]をサポートし、操作を完了する必要がある日時を指定
します。

表示される値は、パブリッシャデータベースサーバに適用されます。

操作の完了期限

（Operation Completes
by）

このフィールドには、証明書操作の進行状況が表示されます。たとえば、

操作タイプが証明書操作オプションの [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、または [トラブルシュート
（Troubleshoot）]である場合、<operation type>について [保留
（pending）]、[失敗（failed）]、または [成功（successful）]が表示され
ますこのフィールドに表示される情報は変更できません。

証明書の操作ステータ

ス（Certificate
Operation Status）
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表 31：セキュアシェルユーザ（Secure Shell User）

説明フィールド

セキュアシェルユーザのユーザ IDを入力します。最大 50文字の英数字
または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、\で
す。このフィールドは、設定している電話デバイスがSSHアクセスをサ
ポートしている場合に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティング
やデバッグを行うときにセキュアシェルを使用します。TACにお問い合
わせください。

Cisco Unified CMが電話に SSHクレデンシャルを平文で送信しないよう
にするために、暗号化電話設定ファイルを設定する方法については、こ

のリリースの『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイ
ド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

セキュアシェルユー

ザ（Secure Shell
User）

セキュアシェルユーザのパスワードを入力します。最大 200文字の英数
字または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、\
です。TACにお問い合わせください。

『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してくだ
さい

セキュアシェルパス

ワード（Secure Shell
Password）

表 32：製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、[製品
固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで [?]“ ”情報アイコン
をクリックし、ポップアップダイアログボックスでヘルプを表示しま

す。

詳細については、ATA 187のドキュメントを参照してください。

デバイス製造元が定義

するモデル固有の設定

フィールド
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アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド

表 33：アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド

説明フィールド

ATA 190を特定するMedia Access Control（MAC）アドレスを入力しま
す。値が 12桁の 16進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 190のMACアドレスを判別できます。

• ATA 190の背面にあるMACラベルを確認します。

• ATA 190のWebページを表示し、[デバイス情報（Device
Information）]ハイパーリンクをクリックします。

MACアドレス（MAC
Address）

ATA 190の説明テキストを入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

説明

ATA 190を割り当てるデバイスプールを選択します。デバイスプールで
は、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソフト

キーテンプレートなど）のセットを定義します。

デバイスプール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（ViewDetails）]
リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 190を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

共通デバイス設定を表示するには、[詳細表示（View Details）]リンクを
クリックします。

共通デバイス設定

（Common Device
Configuration）

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレート

では、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、スピー

ドダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプ
レート（Phone Button
Template）]

ドロップダウンリストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリスト

から共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]の設定を表示するに
は、[詳細の表示（View Details）]リンクをクリックします。

共通の電話プロファイ

ル（Common Phone
Profile）

ドロップダウンリストを使用から、コーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

[コーリングサーチス
ペース（CallingSearch
Space）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行した
ときに使用するデバイスの適切なコーリングサーチスペースを選択する

か、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]のまま
にします。

[AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search Space）]

適切なメディアリソースグループリストを選択します。メディアリソー

スグループリストは、優先順位順に並べられたメディアリソースグルー

プから構成されます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、Cisco Unified CMはデバイスプール
で定義されたメディアリソースグループリストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウンリストから、ユーザが保留操作を開始する場合に保留音

（MOH）として使用するオーディオソースを選択します。
ユーザ保留MOH音源
（User Hold MOH
Audio Source）

ドロップダウンリストから、デバイスプール内の電話とゲートウェイに

関連付けられている場所を選択します。

参照先

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループは、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルーティ
ングするために使用するプレフィックス番号を提供します。AARグルー
プが指定された場合、Cisco Unified CMはデバイスプールまたは回線に
関連付けられた AARグループを使用します。

[AARグループ（AAR
Group）]

ドロップダウンリストから、CTIポートに関連付けられたユーザロケー
ルを選択します。そのユーザロケールは、言語とフォントを含んだ、

ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CMはデバイス
プールに関連付けられたユーザロケールを使用します。

ユーザロケール

（User Locale）

ドロップダウンリストから、CTIポートに関連付けられたネットワーク
ロケールを選択します。ネットワークロケールには、特定の地理的領域

のデバイスが使用するトーンと音調の定義が含まれます。

ネットワークロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CMはデ
バイスプールに関連付けられたネットワークロケールを使用します。

ネットワークロケー

ル（Network Locale）
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説明フィールド

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]ドロップダウンリストを使用し
て割り込み機能用の組み込み型会議ブリッジを有効または無効にします。

次のいずれかを実行します。

•オン

•オフ（Off）

•デフォルト

[ビルトインブリッジ
（Built In Bridge）]

プライバシーについて、[プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリス
トから [オン（On）]を選択します。

プライバシー

（Privacy）

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能を

オンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモードを使

用する場合は、[デフォルト（Default）]を選択します。デフォルトの設
定では、デバイスの [デバイスモビリティモード（DeviceMobilityMode）]
サービスパラメータの値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（Device
Mobility Mode）]

オーナーのタイプとして、[ユーザ（User）]または [名前非表示（パブ
リック/共有スペース）（Anonymous (Public/Shared Space)）]を選択しま
す。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウンリストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ IDを
選択します。ユーザ IDは、このデバイスから発信されるすべてのコール
の呼詳細レコード（CDR）に記録されます。デバイスにユーザ IDを割り
当てると、[ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]で
デバイスが [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）]から [ユーザ
（Users）]に移動します。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー

ルドを設定しないでください。エクステンションモビリティ

では、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ATA 190のカスタムソフトウェアを入力します。電話ロード名（Phone
Load Name）
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッドリレーポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設定
は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の [トラ
ステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定よ
りも優先されます。

•オン（On）：このデバイスでの TRPの使用を有効にするには、こ
の値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付けられてい

る共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]設定よりも優先されます。

•デフォルト（Default）：この値を選択した場合、デバイスはこのデ
バイスが関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッドリ
レーポイントを使用（UseTrustedRelay Point）]設定を使用します。

[トラステッドリレー
ポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの
回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信した回

線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっている
ときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールにはプラ

イマリ回線が選択されます。他の回線のコールの呼び出し音は鳴り

続けます。電話のユーザは、他の回線を選択してこれらのコールに

応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：CiscoUnified CommunicationsManagerは、
Cisco CallManagerサービスをサポートする [常にプライム回線を使
用する（AlwaysUsePrimeLine）]サービスパラメータの設定を使用
します。

[常にプライム回線を
使用する（AlwaysUse
Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージボタ
ンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回線からボイス

メッセージシステムに自動的にダイヤルされます。Cisco Unified
CommunicationsManagerは常にボイスメッセージのある最初の回線
を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が存在しな

い場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）]ボタンを押す
と、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージボタ
ンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを受信する

アクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：CiscoUnified CommunicationsManagerは、
Cisco CallManagerサービスをサポートする [ボイスメッセージには
常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]サービスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージに
は常にプライム回線を

使用する（AlwaysUse
Prime Line for Voice
Message）]

ドロップダウンリストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）]を選択すると、この
デバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定した地理位置情報も選択でき
ます。

位置情報

（GeoLocation）

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボックス

をオンにします。このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unified
Communications Managerは内線コールに対して受信したすべての表示制
限を無視します。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発信側回線 ID表示
と接続先回線 ID表示の設定と組み合わせて使用します。これらの設定を
組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側または接続先の回線表示

情報を選択的に表示またはブロックするようにコール表示制限を設定で

きます。

プレゼンテーション

インジケータを無視

（内線コールのみ）

（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）

ATA 190をハントリストに追加すると、管理者はこのチェックボックス
をオン（またはオフ）にして、ユーザをログインまたはログアウトさせ

ることができます。

ユーザは電話機のソフトキーを使用して、電話機をハントリストにログ

インまたはログアウトします。

ハントグループにロ

グイン（Logged into
Hunt Group）
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファを

割り当て、SCCPメッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、シグナリングの遅延が発

生している場合にのみ、このチェックボックスをオンにしてく

ださい。

ヒント

リモートデバイス

（Remote Device）

電話を保護対象として指定するには、このチェックボックスをオンにし

ます。コールが暗号化されており、両方の電話が保護されたデバイスと

して設定されている場合に、それをユーザに通知するために、電話が 2
秒間のトーンを再生できます。このトーンは、コールが応答されたとき、

発側と着側の両者に対して再生されます。このトーンは、両方の電話が

保護されていて、暗号化メディア上でコールが行われたときでなければ

再生されません。

このチェックボックスをオンにする操作は、セキュア通知トーンを再生

するための設定要件の 1つにすぎません。セキュア通知トーン機能およ
び設定要件の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

このチェックボックスをオンにしていて、コールが暗号化されていない

と判断された場合、コールが保護されていないことをユーザに通知する

非セキュア通知トーンが再生されます。

保護されたデバイス

（Protected Device）

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 34：[この電話からのコールの発信者 ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選択

した発呼側トランスフォーメーションCSSに、このデバイスに割り当て
る発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれていることを確認

してください。

[発呼側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定されている発

信側変換 CSSを使用する場合は、このチェックボックスをオンにしま
す。このチェックボックスを選択しない場合、デバイスは [トランク設定
（Trunk Configuration）]ウィンドウで設定した発信側変換 CSSを使用し
ます。

[デバイスプールの発
呼側トランスフォー

メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]
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表 35：[リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスに受信したコールのリモート

発信者番号に適用する、発呼側トランスフォーメーションパターンを含

むコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

[発呼側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換するために、このデバイスが属

するデバイスプールで設定されている発呼側トランスフォーメーション

CSSを適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発
呼側トランスフォー

メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

表 36：[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使用

します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇して、
コール処理が妨げられる可能性があります。ドロップダウンリストか

ら、次のいずれかのオプションを選択します。

• [なし（None）]：このオプションは、パケットキャプチャが発生し
ないことを示します（デフォルト設定）。 この設定は、パケット

キャプチャの完了後に行います。

•バッチ処理モード（Batch Processing Mode）：Cisco Unified CMが、
復号されたメッセージや暗号化されていないメッセージをファイル

に書き込み、システムが各ファイルを暗号化します。システムで

は、毎日新しいファイルが新しい暗号キーを使用して作成されま

す。Cisco Unified CMはファイルを 7日間保存し、さらにファイル
を暗号化するキーを安全な場所に保存します。CiscoUnifiedCMは、
PktCap仮想ディレクトリにファイルを保存します。1つのファイル
の中に、タイムスタンプ、送信元 IPアドレス、送信元 IPポート、
宛先 IPアドレス、パケットのプロトコル、メッセージの長さ、およ
びメッセージが保持されます。TACのデバッグツールでは、
HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および指定された日付を
使用して、キャプチャされたパケットを保持している暗号化済み

ファイルを 1つだけ要求します。同様にこのツールでは、暗号化
ファイルを復号化するためのキー情報を要求します。

パケットキャプチャ

モード（PacketCapture
Mode）
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説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使用

します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇して、
コール処理が妨げられる可能性があります。

このフィールドには、1つのパケットキャプチャセッションに割り当て
る時間の上限（分単位）を指定します。デフォルト設定は 0で、範囲は
0～ 300分です。

パケットキャプチャを開始するには、このフィールドに 0以外の値を入
力します。パケットキャプチャが完了すると、値 0が表示されます。

パケットキャプチャ

時間（Packet Capture
Duration）

ドロップダウンリストから、エンドユーザの話中ランプフィールド

（BLF）プレゼンスグループを選択します。選択したグループは、エン
ドユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグループ
（Standard Presence group）]であり、インストール時に設定されます。
Cisco Unified CMの管理で設定されている BLFプレゼンスグループは、
ドロップダウンリストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグ
ループ（BLF Presence
Group）]

必要に応じて、適切な SIPダイヤルルールを選択します。SIPダイヤル
ルールは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960のローカルダイヤル
プランを提供するため、ユーザは、コールが処理される前に、キーを押

したり、タイマーを待機したりする必要はありません。

SIPを実行している IPフォンにダイヤルルールを適用しない場合は、
[SIPダイヤルルール（SIPDialRules）]フィールドを [<なし>（<None>）]
に設定したままにします。これは、コールが処理される前に、ユーザが

ダイヤルソフトキーを使用するか、タイマーが切れるまで待つ必要があ

ることを意味します。

SIPダイヤル規則

メディアターミネーションポイントが SIPのコールに必要な場合は、ド
ロップダウンリストから使用するコーデックを選択します。

MTP優先発信コー
デック（MTPPreferred
Originating Codec）

デバイスに適用するセキュリティプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定されるすべて
のデバイスにセキュリティプロファイルを適用する必要があります。

デバイスのセキュリ

ティプロファイル

（Device Security
Profile）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから再ルーティングに使用するコーリングサーチ

スペースを選択します。

リファラーの再ルーティングコーリングサーチスペースを使用して、

参照先へのルートが検索されます。再ルーティングコーリングサーチ

スペースが原因で参照が失敗すると、Refer Primitiveは「“405MethodNot
Allowed”」メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルーティングコー
リングサーチスペースを使用して、リダイレクト先または転送先を検索

します。

再ルーティング用コー

リングサーチスペー

ス（Rerouting Calling
Search Space）

プレゼンス機能によってサポートされる SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースは、Cisco Unified Communications Managerがエンドユーザから
発信されたプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。この

設定では、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコール処
理サーチスペースと別にコーリングサーチスペースを適用できます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザのプレゼンス要求に使用する

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを選択します。CiscoUnifiedCM
の管理で設定するすべてのコーリングサーチスペースが、[SUBSCRIBE
コーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロッ
プダウンリストに表示されます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザ用に別のコーリングサーチ

スペースを選択しない場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペースの
デフォルトは [なし（None）]に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを設定するに
は、他のコーリングサーチスペースと同様に新しいコーリングサーチ

スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース

（AAR Calling Search
Space）]

デフォルトの SIPプロファイルまたは以前に作成された特定のプロファ
イルを選択します。SIPプロファイルでは、登録タイマーおよびキープ
アライブタイマー、メディアポート、Do Not Disturb（サイレント）制
御など、電話機の特定の SIP情報を提供します。

[SIPプロファイル
（SIP Profile）]
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説明フィールド

ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）で使用されるこの設定用に、電
話に関連付けるエンドユーザを選択します。

必ず、[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウで指定
されているとおりに、選択したユーザのダイジェストクレデンシャルを

設定してください。

電話機の設定を保存し、設定の更新を電話機に適用すると、ユーザのダ

イジェストクレデンシャルが電話設定ファイルに追加されます。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[ダイジェストユーザ
（Digest User）]

このフィールドを使用して、ATA 190でサポートされていない機能（保
留や転送など）を実装するために、メディアターミネーションポイント

を使用するかどうかを指示します。

MTPを使用して機能を実装する場合は [メディアターミネーションポイ
ントが必須（MediaTerminationPointRequired）]チェックボックスをオン
にします。MTPを使用して機能を実装しない場合は [メディアターミ
ネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）]チェッ
クボックスをオフにします。

このチェックボックスは、ATA 190クライアントおよび H.245 Empty
Capabilities Setをサポートしていない ATA 190デバイスの場合、または
単一ソースを通してメディアストリーミングを終了させる場合にのみ使

用します。

このチェックボックスをオンにしてMTPを必須にし、このデバイスがビ
デオコールのエンドポイントになると、コールは音声のみになります。

メディアターミネー

ションポイントが必

須（Media Termination
Point Required）

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボックスを

オンにします。

不在ポート

（Unattended Port）

SIPと SCCPを実行しているデバイスの場合に、この電話の DTMF受信
を必須にするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobility機能の設定で、SIPトランク（クラスタ
間トランク（ICT）またはゲートウェイ）経由で IPフォンのリ
モート接続先としてクラスタ間DNを使用する場合、エンター
プライズ機能アクセスミッドコール機能に不可欠な DTMF番
号をアウトオブバンドで受信できるように、このチェックボッ

クスをオンにします。

（注）

DTMF受信が必要
（Require DTMF
Reception）
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表 37：認証局プロキシ機能（CAPF）情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information）

説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•保留中の操作なし（No Pending Operation）：証明書の操作が行われ
ない場合に表示されます（デフォルトの設定）。

•インストール/アップグレード（Install/Upgrade）：電話に新しい証
明書をインストールするか、既存のローカルで有効な証明書をアッ

プグレードします。

•削除（Delete）：電話に存在するローカルで有効な証明書を削除し
ます。

•トラブルシュート（Troubleshoot）：ローカルで有効な証明書（LSC）
または製造元でインストールされる証明書（MIC）を取得し、CAPF
トレースファイルで証明書クレデンシャルを表示できます。電話に

両方の証明書タイプが存在する場合、Cisco Unified CMは、証明書
のタイプごとに 1つずつ、2つのトレースファイルを作成します。

[トラブルシュート（Troubleshoot）]オプションを選択することで、
電話機に LSCまたはMICが存在することを確認できます。

認証局プロキシ機能』（CAPF）の操作の詳細については、『CiscoUnified
Communications Managerセキュリティガイド』（http://www.cisco.com/c/
en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

証明書の操作

（Certificate
Operation）
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説明フィールド

認証モード

（Authentication
Mode）
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説明フィールド

このフィールドでは、電話機が CAPF証明書の操作時に使用する認証方
法を選択できます。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•認証文字列（By Authentication String）：ユーザが電話に CAPF認証
文字列を入力した場合にのみ、ローカルで有効な証明書をインス

トール/アップグレード、削除、またはトラブルシューティングしま
す。

•ヌル文字列（By Null String）：ユーザの介入なしで、ローカルで有
効な証明書をインストール/アップグレード、削除、またはトラブル
シューティングします。

このオプションではセキュリティが確保されません。したがって、

セキュアな閉じた環境の場合にだけこのオプションを選択すること

を強く推奨します。

•既存証明書（LSCに優先権）（By Existing Certificate (Precedence to
LSC)）：電話に製造元でインストールされる証明書（MIC）または
ローカルで有効な証明書（LSC）が存在する場合に、ローカルで有
効な証明書をインストール/アップグレード、削除、またはトラブル
シューティングします。電話機に LSCが存在する場合、電話機に
MICが存在するかどうかに関係なく、LSCによって認証が行われま
す。電話機にMICと LSCが存在する場合、LSCによって認証が行
われます。電話機に LSCが存在しないが、MICが存在する場合、
MICによって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在することを

確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明書が

存在しない場合、操作は失敗します。

MICとLSCが同時に電話機に存在できる場合でも、電話機がCAPF
への認証に使用する証明書は常に 1つのみです。優先されるプライ
マリ証明書が何らかの理由で破損した場合、または別の証明書を使

用して認証を受ける場合は、認証モードを更新する必要がありま

す。

•既存証明書（MICに優先権）（By Existing Certificate (Precedence to
MIC)）：電話に LSCまたはMICが存在する場合に、製造元でイン
ストールされる証明書をインストール/アップグレード、削除、また
はトラブルシューティングします。電話機にMICが存在する場合、
電話機に LSCが存在するかどうかに関係なく、MICによって認証
が行われます。電話機に LSCが存在するが、MICが存在しない場
合、LSCによって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在することを

確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明書が
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説明フィールド

存在しない場合、操作は失敗します。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]ウィ
ンドウで設定される CAPF設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで設定される CAPFパラメータと
連携します。

（注）

[認証モード（Authentication Mode）]ドロップダウンリストの [認証文字
列（ByAuthenticationString）]オプションを選択した場合、このフィール
ドが適用されます。手動で文字列を入力するか、[文字列の生成（Generate
String）]ボタンをクリックして、文字列を生成します。文字列が 4～ 10
桁であることを確認します。

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレード、削除、トラ

ブルシューティングするには、電話のユーザまたは管理者が電話に認証

文字列を入力する必要があります。

認証文字列

（Authentication
String）

CAPFで使用されるこの設定では、ドロップダウンリストから証明書の
キーサイズを選択します。デフォルト設定は 1024です。その他のオプ
ションには 512と 2048があります。

デフォルトの設定より大きいキーサイズを選択すると、電話機は、キー

の生成に必要なエントロピーを生成するために時間がかかります。キー

の生成を低い優先順位で設定すると、操作の実行中にも電話が機能しま

す。電話機のモデルによっては、キーの生成が完了するまでに、30分以
上かかることがあります。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]ウィ
ンドウで設定される CAPF設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで設定される CAPFパラメータと
連携します。

（注）

キーサイズ（ビッ

ト）（Key Size
(Bits)）

このフィールドは、証明書操作オプションの [インストール/アップグレー
ド（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、[トラブルシュート
（Troubleshoot）]をサポートし、操作を完了する必要がある日時を指定
します。

表示される値は、パブリッシャデータベースサーバに適用されます。

操作の完了期限

（Operation Completes
by）

このフィールドには、証明書操作の進行状況が表示されます。たとえば、

操作タイプが証明書操作オプションの [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、または [トラブルシュート
（Troubleshoot）]である場合、<operation type>について [保留
（pending）]、[失敗（failed）]、または [成功（successful）]が表示され
ますこのフィールドに表示される情報は変更できません。

証明書の操作ステータ

ス（Certificate
Operation Status）
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表 38：セキュアシェルユーザ（Secure Shell User）

説明フィールド

セキュアシェルユーザのユーザ IDを入力します。最大 50文字の英数字
または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、\で
す。このフィールドは、設定している電話デバイスがSSHアクセスをサ
ポートしている場合に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティング
やデバッグを行うときにセキュアシェルを使用します。TACにお問い合
わせください。

Cisco Unified CMが電話に SSHクレデンシャルを平文で送信しないよう
にするために、暗号化電話設定ファイルを設定する方法については、こ

のリリースの『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイ
ド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

セキュアシェルユー

ザ（Secure Shell
User）

セキュアシェルユーザのパスワードを入力します。最大 200文字の英数
字または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、\
です。TACにお問い合わせください。

Cisco Unified CMが電話に SSHパスワードを平文で送信しないようにす
るために、暗号化電話設定ファイルを設定する方法については、このリ

リースの『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

セキュアシェルパス

ワード（Secure Shell
Password）

表 39：製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目に関するフィールドの説明およびヘルプを表示する

には、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで [?]“ ”
情報アイコンをクリックして、ポップアップダイアログボックスにヘル

プを表示します。

詳細については、ATA 190のマニュアルを参照してください。

デバイス製造元が定義

するモデル固有の設定

フィールド
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第 41 章

ソフトウェアベースのエンドポイントの設

定

• ソフトウェアベースのエンドポイントの設定, 363 ページ

• CTIポートの設定, 363 ページ

• H.323クライアントを設定, 374 ページ

• Cisco IP Communicatorの設定, 375 ページ

ソフトウェアベースのエンドポイントの設定

CTIポート、H.323クライアント、Cisco IP Communicatorなど、ソフトウェアベースのエンドポイ
ントを設定するには、この章の手順を実行します。

CTI ポートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから [CTIポート（CTI Port）]を選択して、

[次へ（Next）]をクリックします。
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[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその
設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

CTI Port Settings, （364ページ）

CTI Port Settings

表 40：CTI Port Settings

説明フィールド

所有者ユーザ IDに基づいて自動的に入力され
る CTIポートの名前を指定します。

デバイス名の形式は、デフォルトで

CTIRD<OwnerUserID>です。

このフィールドは編集できます。デバイス名は

最大 15文字で指定できます。使用できる文字
は、英字、数字、ダッシュ（-）、ピリオド、ス
ペース、およびアンダースコアです。

デバイス名（Device Name）

CTIポートの説明文を入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力
できます。二重引用符（"）、山カッコ（<>）、
バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使
用できます。

説明

CTIポートを割り当てるデバイスプールを選択
します。デバイスプールは、複数のデバイスに

共通の特性（リージョン、日時グループ、ソフ

トキーテンプレートなど）のセットを定義しま

す。

デバイスプール構成の設定を確認するには、

[詳細の表示（ViewDetails）]リンクをクリック
します。

[デバイスプール（Device Pool）]
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説明フィールド

CTIポートを割り当てる共通デバイス設定を選
択します。

共通デバイス設定を確認するには、[詳細の表示
（View Details）]リンクをクリックします。

共通デバイス設定（Common Device
Configuration）

ドロップダウンリストボックスで、使用可能

な共通の電話プロファイルのリストから共通の

電話プロファイルを選択します。

共通の電話プロファイル設定を確認するには、

[詳細の表示（ViewDetails）]リンクをクリック
します。

共通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）

ドロップダウンリストを使用から、コーリング

サーチスペースを選択するか、コーリングサー

チスペースをデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティ

ング（AAR）を実行したときに使用するデバイ
スの適切なコーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォ

ルトの [なし（None）]のままにします。

[AARコーリングサーチスペース（AAR Calling
Search Space）]

適切なメディアリソースグループリストを選

択します。メディアリソースグループリスト

は、優先順位順に並べられたメディアリソース

グループから構成されます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、CiscoUnified
CMはデバイスプールで定義されたメディアリ
ソースグループリストを使用します。

[メディアリソースグループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウンリストから、ユーザが保留操作

を開始したときの保留音（MOH）に使用する
オーディオソースを選択します。

ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio
Source）

ドロップダウンリストから、ネットワークが保

留操作を開始したときのMOHに使用するオー
ディオソースを選択します。

ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）

ドロップダウンリストから、デバイスプール

内の電話とゲートウェイに関連付けられている

場所を選択します。

参照先
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）
グループを選択します。AARグループは、帯域
幅不足のためにブロックされるコールをルー

ティングするために使用するプレフィックス番

号を提供します。AARグループが指定された場
合、Cisco Unified CMはデバイスプールまたは
回線に関連付けられた AARグループを使用し
ます。

[AARグループ（AAR Group）]

ドロップダウンリストボックスから、CTIポー
トに関連付けるユーザロケールを選択します。

そのユーザロケールは、言語とフォントを含ん

だ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識

別します。

ユーザロケールが指定されなかった場合、Cisco
UnifiedCMはデバイスプールに関連付けられた
ユーザロケールを使用します。

ユーザロケール（User Locale）

ドロップダウンリストボックスから、CTIポー
トに関連付けるネットワークロケールを選択し

ます。ネットワークロケールには、特定の地理

的領域の電話が使用するトーンと音の周期の定

義が含まれます。

ネットワークロケールが指定されなかった場

合、Cisco Unified CMはデバイスプールに関連
付けられたユーザロケールを使用します。

ネットワークロケール（Network Locale）

プライバシーについては、[プライバシー
（Privacy）]ドロップダウンリストボックスで
[オン（On）]を選択します。

プライバシー

オーナータイプには、[ユーザ（User）]または
[匿名（Anonymous）]（パブリック/共有スペー
ス）を選択します。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウンリストから、割り当てられた

CTIポートユーザのユーザ IDを選択します。
ユーザ IDは、このデバイスから発信されるす
べてのコールの呼詳細レコード（CDR）に記録
されます。デバイスにユーザ IDを割り当てる
と、ライセンス使用レポートの「未指定のデバ

イス」から「ユーザ」にデバイスが移動しま

す。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このデ

バイスの [回線をまたいで参加（Join Across
Lines）]機能を有効または無効にするか、ある
いは [デフォルト（Default）]を選択してサービ
スパラメータ設定を使用します。

回線をまたいで参加

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラス
テッドリレーポイント（TRP）の使用を
無効にするには、この値を選択します。こ

の設定は、このデバイスに関連付けられて

いる共通デバイス設定の [トラステッドリ
レーポイントを使用（Use Trusted Relay
Point）]設定よりも優先されます。

• On：このデバイスで、TRPの使用をイネー
ブルにする場合にこの値を選択します。こ

の設定は、このデバイスに関連付けられて

いる共通デバイス設定の [トラステッドリ
レーポイントを使用（Use Trusted Relay
Point）]設定よりも優先されます。

• Default：この値を選択した場合、デバイス
はこのデバイスが関連付けられている共通

デバイス設定の [トラステッドリレーポイ
ントを使用（Use Trusted Relay Point）]設
定を使用します。

[トラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオ

プションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっ
ているときにいずれかの回線でコールを受

信すると、電話のユーザは、コールを受信

した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オ
フフック）になっているときにいずれか

の回線でコールを受信すると、このコール

にはプライマリ回線が選択されます。他の

回線のコールの呼び出し音は鳴り続けま

す。電話のユーザは、他の回線を選択して

これらのコールに応答する必要がありま

す。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified
Communications Managerは、Cisco
CallManagerサービスをサポートする [常に
プライム回線を使用する（AlwaysUsePrime
Line）]サービスパラメータの設定を使用
します。

[常にプライム回線を使用する（AlwaysUsePrime
Line）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオ

プションのいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場
合、電話のメッセージボタンを押すと、

ボイスメッセージが設定されている回線

からボイスメッセージシステムに自動的

にダイヤルされます。Cisco Unified
CommunicationsManagerは常にボイスメッ
セージのある最初の回線を選択します。ボ

イスメッセージが設定されている回線が存

在しない場合に電話のユーザが [メッセー
ジ（Messages）]ボタンを押すと、プライ
マリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合
に電話のメッセージボタンを押すと、電

話のプライマリ回線がボイスメッセージ

を受信するアクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified
Communications Managerは、Cisco
CallManagerサービスをサポートする [ボイ
スメッセージには常にプライム回線を使用

する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]サービスパラメータの設定を
使用します。

[ボイスメッセージには常にプライム回線を使用
する（AlwaysUse Prime Line for VoiceMessage）]

ドロップダウンリストボックスから、地理位

置情報を選択します。

このデバイスを地理位置情報に関連付けないこ

とを指定する未指定の地理位置情報を選択でき

ます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報
の設定（Geolocation Configuration）]メニュー
オプションで設定した地理位置情報も選択でき

ます。

位置情報（GeoLocation）
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説明フィールド

コール単位でコール表示制限を設定する場合

に、このチェックボックスをオンにします。こ

のチェックボックスをオンにすると、Cisco
Unified CommunicationsManagerは内線コールに
対して受信したすべての表示制限を無視しま

す。

この設定は、トランスレーションパターンレ

ベルで発信側回線 ID表示と接続先回線 ID表示
の設定と組み合わせて使用します。これらの設

定を組み合わせて使用すれば、コールごとに発

信側または接続先の回線表示情報を選択的に表

示またはブロックするようにコール表示制限を

設定できます。

プレゼンテーションインジケータを無視（内線

コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）

CTIポートをハントリストに追加したら、管理
者はこのチェックボックスをオン（またはオ

フ）にすることによって、ユーザをログインま

たはログアウトさせることができます。

ユーザは電話機のソフトキーを使用して、電話

機をハントリストにログインまたはログアウト

します。

ハントグループにログイン（Logged into Hunt
Group）

このチェックボックスをオンにすると、デバイ

スの登録時にバッファを割り当て、SCCPメッ
セージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、

シグナルの遅延が発生している場合

にのみ、このチェックボックスをオ

ンにしてください。

ヒント

リモートデバイス（Remote Device）

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 41：[この電話からのコールの発信者 ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側トランス

フォーメーションCSSに、このデバイスに割り
当てる発呼側トランスフォーメーションパター

ンが含まれていることを確認してください。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]
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説明フィールド

このデバイスに割り当てられているデバイス

プールに設定されている発信側変換CSSを使用
する場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。このチェックボックスを選択しない場

合、デバイスは [トランク設定（Trunk
Configuration）]ウィンドウで設定した発信側変
換 CSSを使用します。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 42：[リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このデ

バイスで受信したコールのリモート着信者番号

に適用する、発信側変換パターンを含むコーリ

ングサーチスペース（CSS）を選択します。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換するた

めに、このデバイスが属するデバイスプールで

設定されている発呼側トランスフォーメーショ

ンCSSを適用するには、このチェックボックス
をオンにします。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 43：[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、エンド

ユーザのビジーランプフィールド（BLF）プレ
ゼンスグループを選択します。選択したグルー

プは、エンドユーザがモニタ可能な宛先を指定

します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標
準のプレゼンスグループ（Standard Presence
group）]であり、インストール時に設定されま
す。Cisco Unified管理ページで設定される BLF
プレゼンスグループは、ドロップダウンリス

トボックスにも表示されます。

[BLFプレゼンスグループ（BLF Presence
Group）]
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説明フィールド

デバイスに適用するセキュリティプロファイル

を選択します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジで設定されるすべてのデバイスにセキュリ

ティプロファイルを適用する必要があります。

デバイスのセキュリティプロファイル（Device
Security Profile）

プレゼンス機能によってサポートされる

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、
Cisco Unified Communications Managerがエンド
ユーザから発信されたプレゼンス要求をルー

ティングする方法を決定します。この設定で

は、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）
要求のコール処理サーチスペースと別にコーリ

ングサーチスペースを適用できます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザの

プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペースを選択します。Cisco
UnifiedCMの管理で設定するすべてのコーリン
グサーチスペースが、[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース（SUBSCRIBECalling Search
Space）]ドロップダウンリストに表示されま
す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザ用

に別のコーリングサーチスペースを選択しな

い場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スのデフォルトは [なし（None）]に設定されま
す。

この目的専用のSUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースを設定するには、他のコーリングサー

チスペースと同様に新しいコーリングサーチ

スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、

このチェックボックスをオンにします。

不在ポート（Unattended Port）
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表 44：[MLPP および機密アクセスレベル情報（MLPP and Confidential Access Level Information）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスに関

連付けるMultilevel Precedence and Preemption
（MLPP）ドメインを選択します。このフィー
ルドが空欄にすると、デバイスのMLPPドメイ
ンはデバイスプールに対して設定された値から

継承されます。デバイスプールに [MLPPドメ
イン（MLPP Domain）]の設定がない場合は、
このデバイスのMLPPドメインはMLPPDomain
Identifierエンタープライズパラメータの設定値
から継承されます。

MLPPドメインのデフォルト値では [なし
（None）]が指定されています。

[MLPPドメイン（MLPP Domain）]

ドロップダウンリストボックスから、機密ア

クセスレベルモードとして次のいずれかのオ

プションを選択します。

• [固定（Fixed）]：機密アクセスレベル値
はコールの完了よりも優先されます。

• [可変（Variable）]：コールの完了は CAL
レベルよりも優先されます。

機密アクセスモード（ConfidentialAccessMode）

ドロップダウンリストボックスから、適切な

[機密アクセスレベル（Confidential Access
Level）]値を選択します。

機密アクセスレベル（ConfidentialAccessLevel）

表 45：サイレント情報

説明フィールド

リモートデバイスのサイレント機能をイネーブ

ルにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

[サイレント（Do Not Disturb）]

DNDをイネーブルにすると、[コール拒否（Call
Reject）]このオプションは、着信コール情報を
ユーザに提示しないようにします。[DND着信
呼警告（DND Incoming Call Alert）]パラメータ
の設定に応じて、デバイスはビープを再生する

か、コールの点滅通知を表示します。

DNDオプション（DND Option）
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説明フィールド

DNDの [呼出音オフ（Ringer Off）]オプション
または [コール拒否（Call Reject）]オプション
を有効にした場合、このパラメータはデバイス

でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションの

いずれかを選択します。

• [なし（None）]：このオプションは、[共
通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）]ウィンドウの [DND着信呼警告
（DND IncomingCall Alert）]設定をこのデ
バイスで使用するように指定します。

• [無効（Disable）]：このオプションは、
コールを通知するビープ音とフラッシュの

両方を無効にしますが、DNDの [呼出音オ
フ（RingerOff）]オプションの場合、着信
コール情報が表示されます。[DNDコール
拒否（DND Call Reject）]オプションの場
合、コールアラートが表示されず、デバ

イスに情報が送信されません。

• [ビープ音のみ（BeepOnly）]：着信コール
の場合、このオプションによって、デバイ

スでビープ音のみが再生されます。

• [フラッシュのみ（FlashOnly）]：このオプ
ションを選択した場合、着信コールがある

と、デバイスのフラッシュアラートだけ

が表示されます。

DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）

H.323 クライアントを設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
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[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（PhoneType）]ドロップダウンリストから [H.323Client]を選択して、[次へ（Next）]

をクリックします。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその
設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

H.323クライアントの設定, （375ページ）

H.323 クライアントの設定

Cisco IP Communicator の設定
Cisco IP Communicatorは、ソフトウェアベースのアプリケーションです。ユーザがパーソナルコ
ンピュータを電話機として使用し、電話のコールが受信できるようにします。フル装備の Cisco
Unified IP Phoneと同じ機能を利用できます。Cisco IPCommunicatorは、CiscoUnifiedCommunications
Managerのコール処理システム上で動作し、テレフォニー機能とVoice over IP機能を提供します。
Cisco Unified CMの管理の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、電話デバイスとし
て Cisco IP Communicatorを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Communicator]を選択し、

[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [デバイスプロトコルの選択（Select the Device Protocol）]ドロップダウンリストから、[SCCP]ま

たは [SIP]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで次の必須フィールドを設定します。

• [デバイス名（Device Name）]：Cisco IP Communicatorのデバイスを識別する名前を入力しま
す。
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• [デバイスプール（Device Pool）]：この電話機を割り当てるデバイスプールを選択します。
デバイスプールは、複数のデバイスに共通の特性（地域、日時グループ、ソフトキーテン

プレートなど）のセットを定義します。

• [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]：該当する電話ボタンテンプレートを
選択します。電話ボタンテンプレートでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機

能（回線、スピードダイヤルなど）を使用するかを特定します。

• [オーナーのユーザ ID（OwnerUser ID）]：ドロップダウンリストボックスから、割り当てら
れた電話ユーザのユーザ IDを選択します。

• [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]：デバイスに適用するセ
キュリティプロファイルを選択します。

残りのフィールドにデフォルト設定を使用できます。フィールドとその設定オプションの詳細に

ついては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク

リックします。

ステップ 8 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、電話機に関連付ける電話番号を入力します
ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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第 42 章

Cisco IP Phone の設定

• Cisco IP Phoneの概要, 377 ページ

• Cisco IP Phoneの設定タスクフロー, 378 ページ

Cisco IP Phone の概要
Cisco Unified IP Phoneは、IPネットワークを介して音声通信を行うフル装備の電話です。この機
能を提供するために、IP Phoneは、他の主要な Cisco Unified IP Telephonyおよびネットワークコ
ンポーネントとやり取りしています。たとえば、Cisco Unified Communications Manager、DNSお
よび DHCPサーバ、TFTPサーバ、メディアリソース、Cisco Power over Ethernet（PoE）などで
す。これらの IP Phoneは、デジタルビジネス電話と同様に機能し、コールの発信や着信のほか、
ミュート、保留、転送、短縮ダイヤル、コール転送などの機能も利用できます。さらに、Cisco
Unified IPPhonesはデータネットワークに接続されるため、IPテレフォニー機能が拡張され、ネッ
トワーク情報やサービス、およびカスタマイズ可能な機能やサービスにアクセスできるようにな

ります。ファイル認証、デバイス認証、シグナリングの暗号化、メディアの暗号化などのセキュ

リティ機能もサポートします。

この章では、システムで動作するように電話を設定する方法について説明します。コールパー

ク、コール転送、話中ランプフィールド（BLF）、コールピックアップ、短縮ダイヤルなどの機
能を設定するには、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参
照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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Cisco IP Phone の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

SIP電話または SCCP電話を設定するには、このタス
クを実行します。

電話の設定,（379ページ）ステップ 1   

電力消費量を削減するには、自動的にオフ（スリー

プ）またはオン（ウェイク）するように電話を設定し

ます。

EnergyWiseの設定, （385
ページ）

ステップ 2   

Cisco Unified Client Services Frameworkデバイスを設定
するには、次の手順を実行します。CiscoUnifiedClient

クライアントサービスフ

レームワークデバイスの設

定, （387ページ）

ステップ 3   

Services Frameworkデバイスは、次のいずれかになり
ます。

• Cisco Unified Communications Integration for
Microsoft Office Communicator

• Cisco Unified Communications Integration forWebEx
Connect

• Cisco Unified Personal Communicator（Release 8.0
以降）

CTIリモートデバイスを設定するには、次の手順を実
行します。CTIリモートデバイスは、ユーザが Cisco

CTIリモートデバイスの設
定, （391ページ）

ステップ 4   

UCアプリケーションで使用できるオフクラスタ電話
を表すデバイスタイプです。デバイスタイプには、

1つ以上の回線（電話番号）と 1つ以上のリモート接
続先が設定されます。

別の電話に移行し、古い電話を使用する必要がなく

なった場合は、次の手順を実行します。

電話データを移行, （404
ページ）

ステップ 5   

ステップ 6   

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
378

Cisco IP Phone の設定タスクフロー



電話の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Session Initiation Protocol（SIP）を使用する電話機があ
る場合、この手順を実行します。SIPが電話機と他の

SIP電話を設定するには、次の手順
を実行します。

ステッ

プ 1   
ネットワークコンポーネント間のプライマリインター• SIP電話のセキュアポートの

設定, （380ページ）
フェイスとして機能します。SIP以外に、IPアドレス
割り当ての DHCP、ドメイン名のアドレス解決に

•サービスの再起動,（380ペー
ジ）

DNS、イメージや設定データをダウンロードするため
の TFTPなど他のプロトコルがさまざまな機能に使用
されます。

VPNクライアントの設定に関する詳細な手順について
は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/

• SIPプロファイルの設定, （
381ページ）

•電話セキュリティプロファイ
ルの設定, （382ページ）

unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlに

•電話の設定, （383ページ） ある『Feature Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。• CiscoUnified IP Phoneサービス

の設定, （384ページ）

• VPNクライアントの設定

SkinnyClient Control Protocol（SCCP）を使用するCisco
IP Phoneを設定するには、次の手順を実行します。

SCCP電話を設定するには、次の手
順を実行します。

ステッ

プ 2   
SCCPは IPデバイスと Cisco Unified Communications•電話セキュリティプロファイ

ルの設定, （382ページ）
Manager間の通信に Cisco独自のメッセージを使用し
ます。SCCPはマルチプロトコル環境で簡単に共存で

•電話の設定, （383ページ） きます。登録時には、Cisco Unified IP Phoneは Cisco
Unified CommunicationsManagerから回線と他のすべて
の設定を受信します。

• CiscoUnified IP Phoneサービス
の設定, （384ページ）

VPNクライアントの設定に関する詳細な手順について
は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/

• VPNクライアントの設定

unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlに
ある『Feature Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。
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次の作業

電源の供給、ネットワーク接続の検証、CiscoUnified IPPhoneのネットワーク設定を実行します。
ネットワーク設定の詳細は、ご使用の Cisco Unified IP Phoneのモデルの『Cisco Unified IP Phone
Administration Guide』を参照してください。

SIP 電話のセキュアポートの設定

SIP電話のセキュアポートを設定するには、次の手順に従います。Cisco Unified Communications
Managerは、SIP電話からの SIP回線登録をリッスンするためにこの TLSポートを使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified CM）]を
選択します。

ステップ 2 [このサーバのCiscoUnified CommunicationsManager TCPポート設定（CiscoUnified Communications
Manager TCP Port Settings for this Server）]で、[SIP電話セキュアポート（SIP Phone Secure Port）]
フィールドにポート番号を指定するか、またはデフォルト値をそのまま使用します。デフォルト

値は 5061です。
ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

デフォルトのポート番号を変更する場合は、次の手順を実行します。

•サービスの再起動, （380ページ）.

• SIP電話をリセットします。

サービスの再起動

Cisco CallManagerと Cisco CTLプロバイダーサービスを再起動するには、次の手順に従います。

はじめる前に

SIP電話のセキュアポートの設定, （380ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityのインターフェイスから、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、[Cisco Unified Communications Manager]サーバを
選択します。

CMのサービス領域で、[サービス名（Service Name）]列の Cisco CallManagerが表示されます。
ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。
ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。

サービスが再起動し、「サービスの再起動に成功しました（Service Successfully

Restarted）」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 Cisco CTLプロバイダーサービスを再起動するにはステップ 3とステップ 4を繰り返します。

次の作業

SIP電話をリセットします。

SIP プロファイルの設定

はじめる前に

• SIP電話のセキュアポートの設定, （380ページ）

•サービスの再起動, （380ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプ
ロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 プロファイルをコピーする場合は、[コピー（Copy）]列のファイルアイコンをクリックします。
ステップ 4 新しいプロファイルの名前と説明を入力します。

ステップ 5 Cisco Unity Connectionが Cisco Unified Communications Managerとの通信に IPv6または IPv4/IPv6
デュアルスタックを使用する場合は、[ANATを有効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオ
ンにします。

この手順は、IPv6またはデュアルスタック環境で発信者を適切に処理するために必要です。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

電話セキュリティプロファイルの設定, （382ページ）

電話セキュリティプロファイルの設定

Cisco Unified Communications Managerは、自動登録用の事前に定義された非セキュアなセキュリ
ティプロファイル一式を提供します。電話のセキュリティ機能を有効にするには、新しいセキュ

リティプロファイルを設定し、それを電話に適用する必要があります。新しいセキュリティプロ

ファイルを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

SIP電話を設定する場合は、次の手順を完了します。

• SIP電話のセキュアポートの設定, （380ページ）

•サービスの再起動, （380ページ）

• SIPプロファイルの設定, （381ページ）

SCCP電話を設定する場合は、次の手順を開始する前に完了しておく前提条件はありません。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリ
ティプロファイル（Phone Security Profile）] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話セキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリスト

から、作成するプロファイルのタイプを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [電話セキュリティプロファイルのプロトコルの選択（Select the phone security profile protocol）]ド

ロップダウンリストから、プロトコルを選択します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Name]フィールドにプロファイルの適切な名前を入力します。
ステップ 8 プロファイルに関する簡単な説明を入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPおよび SCCPの両方の電話について：

サードパーティ SIPエンドポイントの追加, （427ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
382

Cisco IP Phone の設定タスクフロー



電話の設定

Cisco Unified Communications Managerデータベースに電話を手動で追加するには、次の手順を実
行します。自動登録を使用している場合は、次の手順を実行する必要はありません。自動登録を

選択すると、Cisco Unified Communications Managerが自動的に電話を追加し、電話番号を割り当
てます。自動登録の有効化の詳細については、「自動登録の設定タスクフロー,（606ページ）」
を参照してください。

はじめる前に

•電話用 NTPリファレンスの追加, （52ページ）

•電話セキュリティプロファイルの設定, （382ページ）

•日時グループの追加, （53ページ）

• SIPダイヤルルールの設定, （183ページ）（SIP電話を設定する場合）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、該当する Cisco IP Phoneモデルを選択し

ます。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [デバイスプロトコルの選択（Select the device protocol）]ドロップダウンリストから、次のいずれ

かを選択します。

• SCCP

• SIP

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設

定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

セキュリティプロファイルで設定されている CAPF設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウに表示される Certificate Authority Proxy Functionの設定に関
係するものです。製造元でインストールされる証明書（MIC）またはローカルで有効な
証明書（LSC）に関連する証明書操作の CAPF設定を設定する必要があります。電話の
設定ウィンドウで更新するCAPF設定がセキュリティプロファイルのCAPF設定に与え
る影響の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイ
ド』を参照してください。

（注）
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ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 9 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク

リックします。

ステップ 10 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、電話機に関連付ける電話番号を入力します
ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPまたは SCCP電話の場合：

Cisco Unified IP Phoneサービスの設定, （384ページ）

Cisco Unified IP Phoneサービスの設定

Cisco Unified IP Phoneに、社員名簿、ビジュアルボイスメール、天気予報などの電話サービスを
提供する場合、Cisco Unified IP Phone用サービスを設定します。Cisco Unified Communications
Managerとともに自動でインストールされるデフォルト IPPhoneサービスを利用できます。また、
サイトに対してカスタマイズされた Cisco Unified IP Phoneサービスも作成できます。カスタマイ
ズサービスを Cisco Unified Communications Managerに設定するために次の手順を実行します。

はじめる前に

電話の設定, （383ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [IPフォンサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定し

ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

•エンタープライズサブスクリプションとしてサービスが分類されていない場合は、データ
ベースで電話にサービスを追加します。Bulk Administrative Tool（BAT）または Cisco Unified
Communicationsセルフケアポータルを使用して電話にサービスを追加できます。詳細につ
いては、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administrationガイドおよび http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
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products-user-guide-list.htmlにある、Cisco Unified Communications Self Care Portal User Guideを
参照してください。

•電話ボタンにサービスを割り当てることができます（電話モデルがこれらのボタンをサポー
トする場合）。サービスの割り当てについて詳細は、電話モデルの、Cisco Unified IP Phone
ユーザガイドを参照してください。

• VPNクライアントを設定します（任意）。

EnergyWise の設定

はじめる前に

•システムにEnergyWiseコントローラが含まれることを確認します。たとえば、Cisco製スイッ
チは有効な EnergyWise機能を備えています。

•使用している電話機モデルがEnergyWise機能をサポートするかどうかを確認するには、電話
機モデルのユーザマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 検索条件を指定し、[検索（Find）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機の一覧が表示されます。
ステップ 3 EnergyWise機能を設定する電話を選択します。
ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションの EnergyWise関連

フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

EnergyWiseの設定フィールド, （386ページ）
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EnergyWise の設定フィールド

表 46：EnergyWise の設定フィールド

説明フィールド

電話を自動的に電源オフにする日付を選択しま

す。スケジュールを設定する日をクリックした

ら、Controlキーを押したまま、複数の日付を選
択できます。

デフォルトでは、どの日も選択されていませ

ん。

Power Save Plusの有効化（Enable Power Save
Plus）

24時間形式で時間を入力します。00:00は午前
0時を表します。この値は、[Power Save Plusの
有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで
選択した日に、電話の電源を自動的にオンにす

る時刻を決定します。

電話を[電話をオンにする時刻（Phone
On Time）]の前に復帰させるには、
電話の電源をスイッチからオンにす

る必要があります。詳細については、

スイッチのマニュアルを参照してく

ださい。

（注）

電話機をオンにする時刻（Phone On Time）

24時間形式で時間を入力します。00:00は午前
0時を表します。この値は、[Power Save Plusの
有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで
選択した日に、電話の電源を自動的にオフにす

る時刻を決定します。[電話をオンにする時刻
（Phone On Time）]フィールドと [電話をオフ
にする時刻（Phone Off Time）]フィールドに同
じ値が含まれている場合、電話はオフになりま

せん。

電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）

電話の電源をオフにする前に、電話をアイドル

状態にしておく必要がある時間の長さを示しま

す。20～ 1440分の範囲の値を指定できます。
デフォルト値は 60分です。

電話機をオフにするアイドルタイムアウト

（Phone Off Idle Timeout）
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、[電話を
オフにする時刻（Phone Off Time）]で指定した
時刻の 10分前に電話で可聴アラートが再生さ
れます。このチェックボックスが表示されるの

は、[Power Save Plusの有効化（Enable Power
Save Plus）]リストボックスで 1日以上が選択
されている場合だけです。

音声アラートを有効にする（EnableAudioAlert）

電話が存在している EnergyWiseドメインを指
定します。許容最大長は 127文字です。

EnergyWiseドメイン（EnergyWise Domain）

EnergyWiseドメイン内でエンドポイントとの通
信に使用されるセキュリティシークレットパ

スワードを指定します。許容最大長は 127文字
です。

EnergyWiseシークレット（EnergyWise secret）

Power Save Plusを無効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。このチェックボッ

クスをオンにすると、EnergyWiseドメインコ
ントローラポリシーによって、[電源をオンに
する時刻（Power On Time）]および [電源をオ
フにする時刻（Power Off Time）]の値がオー
バーライドされます。

[Power Save Plusの有効化（Enable
Power Save Plus）]フィールドで、日
数を選択しないまま [EnergyWiseオー
バーライドを許可（AllowEnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオン
のままにしておくと、PowerSavePlus
は無効になりません。

（注）

EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）

クライアントサービスフレームワークデバイスの設定

クライアントサービスフレームワークデバイスを設定するには、次の手順を実行します。Cisco
Unified Client Services Frameworkデバイスは、次のいずれかになります。

• Cisco Unified Communications Integration for Microsoft Office Communicator

• Cisco Unified Communications Integration for WebEx Connect

• Cisco Unified Personal Communicator（リリース 8.0以降）
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手順

目的コマンドまたはアクション

クライアントサービスフレームワークを

使用するデバイスを追加します。

クライアントサービスフレームワー

クデバイスの追加, （388ページ）
ステップ 1   

クライアントサービスフレームワークデ

バイスにエンドユーザのアカウントを関

連付けます。

エンドユーザとデバイスの関連付け,
（390ページ）

ステップ 2   

クライアントサービスフレームワークデバイスの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（PhoneType）]ドロップダウンリストから、[CiscoUnifiedClient Services Framework]

を選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその

設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク

リックします。

ステップ 8 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、クライアントサービスフレームワークデバイス
に関連付ける電話番号を入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

クライアントサービスフレームワークデバイスの設定フィールド, （389ページ）
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クライアントサービスフレームワークデバイスの設定フィールド

表 47：クライアントサービスフレームワークデバイスの設定フィールド

説明フィールド

クライアントサービスフレームワークデバイ

スを識別する名前を入力します。この名前に

は、最長 15文字の英数字を指定でき、スペー
ス、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびア
ンダースコア（_）を任意に組み合わせて含め
ることが可能です。

Cisco Unified Personal Communicatorの
デバイス名を設定する場合は、名前

が UPCで始まっていることを確認し
ます。

（注）

デバイス名（Device Name）

デバイスの簡単な説明を入力します。説明に

は、任意の言語で最大 50文字を指定できます
が、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、
山カッコ（<>）は使用できません。

説明

このデバイスを割り当てるデバイスプールを選

択します。

[デバイスプール（Device Pool）]

[標準クライアントサービスフレームワーク
（Standard Client Services Framework）]を選択し
ます。

電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）

割り当てられたクライアントサービスフレー

ムワークデバイスのユーザのユーザ IDを選択
します。ユーザ IDは、呼詳細レコード（CDR）
で、このデバイスから発信されるすべてのコー

ルに対して記録されます。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

[Cisco Unified Client Services Framework：標準非
セキュアプロファイル（Cisco Unified Client
Services Framework - Standard SIP Non-secure
Profile）]を選択します。

デバイスのセキュリティプロファイル（Device
Security Profile）

[標準 SIPプロファイル（Standard SIP Profile）]
を選択します。

[SIPプロファイル（SIP Profile）]
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エンドユーザとデバイスの関連付け

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（FindUsersWhere）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
ステップ 5 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。

[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 デバイスを探して選択します。

ステップ 7 関連付けを完了するには、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。
ステップ 8 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスで [ユーザの設定に戻る（Back to

User）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し、割り当てたデ
バイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。

CTI リモートデバイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CTIリモートデバイスを作成します。CTIリモートデバイスの設定, （391
ページ）

ステップ 1   

CTIリモートデバイスを登録するには、
そのデバイスに電話番号を追加する必要が

あります。

デバイスへの電話番号の追加,（395
ページ）

ステップ 2   

CTIリモートデバイスと関連付けるリモー
ト接続先を設定します。

リモート接続先の設定, （396ペー
ジ）

ステップ 3   
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CTI リモートデバイスの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから [CTIリモートデバイス（CTI Remote

Device）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその

設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

CTIリモートデバイス設定フィールド, （391ページ）

CTI リモートデバイス設定フィールド

CTI リモートデバイス情報

表 48：[デバイス情報（Device Information）]

説明フィールド

CTIリモートデバイスの登録ステータスを指定
します。

登録

デバイスがアクティブか非アクティブかを指定

します。

デバイスの状態（Device Status）

デバイスが信頼できるかどうかを指定します。デバイスの信頼

アクティブなリモート接続先かどうかを指定し

ます。CTIクライアントは、任意の 1つの時点
で 1つのリモート接続先を指定できます。着信
コールと Dial via Office（DVO）コールは、ア
クティブなリモート接続先に転送されます。

アクティブなリモート接続先

ドロップダウンリストから、割り当てられた電

話ユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ ID
は、このデバイスから発信されるすべてのコー

ルの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]
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説明フィールド

所有者のユーザ IDに基づいて自動的に入力さ
れるCTIのリモートデバイスの名前を指定しま
す。

デバイス名の形式は、デフォルトで

CTIRD<OwnerUserID>です。

このフィールドは編集できます。デバイス名は

最大 15文字で指定できます。使用できる文字
は、英字、数字、ダッシュ（-）、ピリオド、ス
ペース、およびアンダースコアです。

デバイス名（Device Name）

CTIリモートデバイスの説明テキストを入力し
ます。

このフィールドには、128文字までの値を入力
できます。二重引用符（"）、山カッコ（<>）、
バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使
用できます。

説明

CTIのリモートデバイスの一般的な特性を定義
するデバイスプールを選択します。

デバイスプールを設定する方法の詳細について

は、「デバイスプール設定」を参照してくださ

い。

[デバイスプール（Device Pool）]

ドロップダウンリストから、コーリングサー

チスペースを選択するか、コーリングサーチ

スペースをデフォルトの [なし（None）]のまま
にします。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウンリストから、ユーザが保留操作

を開始したときの保留音（MOH）に使用する
オーディオソースを選択します。

ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio
Source）

ドロップダウンリストから、ネットワークが保

留操作を開始したときのMOHに使用するオー
ディオソースを選択します。

ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）

ドロップダウンリストから、デバイスプール

内の電話およびゲートウェイと関連付けられて

いる場所を選択します。

参照先
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説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側トランス

フォーメーション CSSに、このデバイスプー
ルに割り当てる発呼側トランスフォーメーショ

ンパターンが含まれていることを確認してくだ

さい。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合

は、このチェックボックスをオンにします。こ

のチェックボックスをオンにすると、Cisco
UnifiedCMは内線コールに対して受信したすべ
ての表示制限を無視します。

プレゼンテーションインジケータを無視（内線

コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）

[コールルーティング情報（Call Routing Information）]

表 49：着信/発信コール情報

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側トランス

フォーメーションCSSに、このデバイスに割り
当てる発呼側トランスフォーメーションパター

ンが含まれていることを確認してください。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイス

プールに設定されている発信側変換CSSを使用
する場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。このチェックボックスをオンにしない場

合、デバイスは [トランクの設定（Trunk
Configuration）]ウィンドウで設定した発信側変
換 CSSを使用します。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]
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表 50：[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

プレゼンス機能でこのフィールドを設定しま

す。

このアプリケーションユーザをプレゼンス機能

とともに使用していない場合は、プレゼンスグ

ループの設定をデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

ドロップダウンリストから、アプリケーション

ユーザのプレゼンスグループを選択します。選

択したグループは、IPMASysUserなどのアプリ
ケーションユーザが監視できる宛先を指定しま

す。

プレゼンスグループ（Presence Group）

プレゼンス機能によってサポートされる

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、
Cisco Unified Communications Managerがエンド
ユーザから発信されたプレゼンス要求をルー

ティングする方法を決定します。この設定で

は、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）
要求のコール処理サーチスペースと別にコーリ

ングサーチスペースを適用できます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザの

プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペースを選択します。Cisco
UnifiedCMの管理で設定するすべてのコーリン
グサーチスペースが、[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース（SUBSCRIBECalling Search
Space）]ドロップダウンリストに表示されま
す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザ用

に別のコーリングサーチスペースを選択しな

い場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スのデフォルトは [なし（None）]に設定されま
す。

この目的専用のSUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースを設定するには、他のコーリングサー

チスペースと同様に新しいコーリングサーチ

スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、再ルーティングに

使用するコーリングサーチスペースを選択し

ます。

リファラーの再ルーティングコーリングサー

チスペースを使用して、参照先へのルートが検

索されます。再ルーティングコーリングサー

チスペースが原因で参照メッセージが失敗する

と、Refer Primitiveは「405MethodNotAllowed」
メッセージを表示して要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送
機能も再ルーティングコーリングサーチスペー

スを使用して、リダイレクト先または転送先を

検索します。

再ルーティング用コーリングサーチスペース

（Rerouting Calling Search Space）

表 51：サイレントの情報

説明フィールド

リモートデバイスのサイレント機能をイネーブ

ルにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

[サイレント（Do Not Disturb）]

電話機でDNDを有効にすると、[着信拒否（Call
Reject）]オプションの指定により、着信コール
情報がユーザに表示されなくなります。[DND
着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]パラ
メータの設定に応じて、電話はビープを再生す

るか、コールの点滅通知を表示します。

DNDオプション（DND Option）

デバイスへの電話番号の追加

CTIリモートデバイスを登録するには、そのデバイスに電話番号を追加する必要があります。電
話番号のないCTIリモートデバイスを登録することはできません。CTIリモートデバイスには最
大 5つの電話番号を追加できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 フィルタ条件を指定して、電話番号を関連付ける CTIリモートデバイスをクリックします。
ステップ 3 [関連付け（Association）]ペインで、[新しいDNを追加（Add a new DN）]リンクをクリックしま

す。

ステップ 4 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先の設定

CTIのリモートデバイスに 1つ以上のリモート接続先を設定できます。リモート接続先とは、リ
モート接続先ピックアップ（ユーザのデスクの電話機から転送を受け入れる）を実行し、Cisco
Unified Mobilityの着信コールを受け入れるように、設定できるモバイルなどの電話機です。CTI
のリモートデバイスに関連付けられているリモート接続先では、リモートデバイスに到達するた

めの電話番号を指定します。CTIのリモートデバイスに設定可能なリモート接続先の最大数は、
オーナーのユーザ IDに設定されたリモート接続先の制限値で決まります。

リモート接続先には次のデバイスを登録できます。

•シングルモード携帯（セルラー）電話

•スマートフォン

•デュアルモード電話

•デスクの電話機と同じクラスタにないエンタープライズ IPフォン

• PSTN内の自宅の電話番号

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [CTIリモートデバイス
（CTI Remote Device）] > [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]を選
択します。

ステップ 2 フィルタ条件を指定して、リモート接続先を設定する CTIのリモートデバイスをクリックしま
す。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]ペインで [新規リモート接続先
の追加（Add a New Remote Destination）]を選択します。
あるいは、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [新規追加（Add New）]メニューパスを使
用して、リモート接続先を設定できます。
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ステップ 4 [リモート接続先の設定（Remote Destination Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してく

ださい。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

リモート接続先の設定フィールド, （397ページ）

リモート接続先の設定フィールド

表 52：リモート接続先の設定フィールド

説明フィールド

リモート接続先の名前を入力します。[名前（Name）]

企業内からダイヤルする番号を入力します。外

部の回線に到達するために必要な市外局番およ

び追加するすべての桁を含めます。最大フィー

ルド長は、24文字で、文字には 0～ 9、*、#、
+の値を使用できます。リモート接続先の発信
者 IDを設定することを推奨します。

宛先番号

ドロップダウンリストから、リモート接続先の

オーナーを選択します。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

UnifiedMobility機能を有効にするにはチェック
ボックスをオンにします。

[Unified Mobility機能を有効にする（Enable
Unified Mobility features）]

ドロップダウンリストから、設定したプロファ

イルを選択します。

リモート宛先プロファイル

リモート接続先のシングルナンバーリーチを

有効にするには、このチェックボックスをオン

にします。

[シングルナンバーリーチを有効にする（Enable
Single Number Reach）]

これはオプションのフィールドです。電話機が

携帯電話の場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

[携帯電話への移動を有効にする（Enable Move
to Mobile）]
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Cisco Spark リモートデバイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Sparkリモートデバイスを作成しま
す。

Cisco Sparkリモートデバイスの設定,
（398ページ）

ステップ 1   

Cisco Sparkリモートデバイスを登録する
には、そのデバイスに電話番号を追加す

る必要があります。

CiscoSparkデバイスへの電話番号の追
加, （403ページ）

ステップ 2   

Cisco Spark リモートデバイスの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（PhoneType）]ドロップダウンリストから、[CiscoSparkリモートデバイス（Cisco

Spark Remote Device）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設

定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

関連トピック

Cisco Sparkリモートデバイス設定フィールド, （398ページ）

Cisco Spark リモートデバイス設定フィールド

表 53：Cisco Sparkリモートデバイス設定フィールド

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

CiscoSparkリモートデバイスの登録ステータス
を指定します。

登録
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説明フィールド

デバイスがアクティブか非アクティブかを指定

します。

デバイスの状態（Device Status）

デバイスを信頼できるか信頼できないかを指定

します。

[デバイスの信頼性（Device Trust）]

リモート接続先がアクティブであるかどうかを

指定します。デフォルトでは、CiscoSparkクラ
イアントのアクティブなリモート接続先は 1つ
だけです。着信コールはすべてアクティブなリ

モート接続先にルーティングされます。この

フィールドは、アクティブなリモート接続先に

関連付けられている場合でも [なし（None）]に
設定されます。

[アクティブなリモート接続先（Active Remote
Destination）]

ドロップダウンリストから、割り当てられた電

話ユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ ID
は、このデバイスから発信されるすべてのコー

ルの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]に基
づいて自動的に入力されるCiscoSparkリモート
デバイスの名前を使用します。

デフォルトでは、デバイス名の形式は

SparkRD<OwnerUserID>です。デフォルトのデ
バイス名 SparkRDは変更できません。

このフィールドは編集できます。デバイス名は

最大 15文字で指定できます。使用できる文字
は、英字、数字、ダッシュ（-）、ピリオド、ス
ペース、およびアンダースコアです。

デバイス名（Device Name）

CiscoSparkリモートデバイスの説明テキストを
入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力
できます。二重引用符（"）、山カッコ（<>）、
バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使
用できます。

説明

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
399

Cisco IP Phone の設定タスクフロー



説明フィールド

CiscoSparkリモートデバイスの共通の特性を定
義するデバイスプールを選択します。

デバイスプールの設定方法の詳細については、

「デバイスプールの構成時の設定」を参照して

ください。

[デバイスプール（Device Pool）]

ドロップダウンリストから、コーリングサー

チスペースを選択するか、コーリングサーチ

スペースをデフォルトの [なし（None）]のまま
にします。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウンリストから、ユーザが保留操作

を開始したときの保留音（MOH）に使用する
オーディオソースを選択します。

現在、Cisco Sparkリモートデバイスに
は保留/復帰機能が実装されていないた
め、MOHはサポートされていません。

注意

ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio
Source）

ドロップダウンリストから、ネットワークで保

留操作が開始されたときのMOHに使用するオー
ディオソースを選択します。

現在、Cisco Sparkリモートデバイスに
は保留/復帰機能が実装されていないた
め、MOHはサポートされていません。

注意

ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）

ドロップダウンリストから、デバイスプール

内の電話およびゲートウェイと関連付けられて

いる場所を選択します。

参照先

この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側トランス

フォーメーション CSSに、このデバイスプー
ルに割り当てる発呼側トランスフォーメーショ

ンパターンが含まれていることを確認してくだ

さい。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合

は、このチェックボックスをオンにします。こ

のチェックボックスをオンにすると、Cisco
UnifiedCMは内線コールに対して受信したすべ
ての表示制限を無視します。

プレゼンテーションインジケータを無視（内線

コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）

[コールルーティング情報（Call Routing Information）]
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説明フィールド

着信コールと発信コールの情報

この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側トランス

フォーメーションCSSに、このデバイスに割り
当てる発呼側トランスフォーメーションパター

ンが含まれていることを確認してください。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイス

プールに設定されている発呼側トランスフォー

メーションCSSを使用する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。このチェックボッ

クスをオンにしない場合、デバイスは [トラン
クの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで
設定した発呼側トランスフォーメーションCSS
を使用します。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

プレゼンス機能でこのフィールドを設定しま

す。

このアプリケーションユーザをプレゼンス機能

とともに使用していない場合は、プレゼンスグ

ループの設定をデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

ドロップダウンリストから、アプリケーション

ユーザのプレゼンスグループを選択します。選

択したグループで、そのアプリケーションユー

ザ（IPMASysUserなど）がモニタできる接続先
を指定します。

現在、プレゼンスグループは Cisco
Sparkリモートデバイスではサポート
されていません。

注意

プレゼンスグループ（Presence Group）
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説明フィールド

プレゼンス機能によってサポートされる

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースによっ
て、Cisco Unified Communications Managerがエ
ンドユーザから発信されるプレゼンス要求を

ルーティングする方法が決まります。この設定

では、エンドユーザのプレゼンス

（SUBSCRIBE）要求のコール処理サーチスペー
スとは別にコーリングサーチスペースを適用

できます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザの

プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペースを選択します。Cisco
UnifiedCMの管理で設定するすべてのコーリン
グサーチスペースが、[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース（SUBSCRIBECalling Search
Space）]ドロップダウンリストに表示されま
す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザ用

に別のコーリングサーチスペースを選択しな

い場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スのデフォルトは [なし（None）]に設定されま
す。

この目的専用のSUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースを設定する場合は、他のコーリング

サーチスペースと同様に新しいコーリングサー

チスペースを設定できます。

現在、SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースはCisco Sparkリモートデバイ
スではサポートされていません。

注意

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、再ルーティングに

使用するコーリングサーチスペースを選択し

ます。

リファラーの再ルーティングコーリングサー

チスペースを使用して、参照先へのルートが検

索されます。再ルーティングコーリングサー

チスペースが原因で参照メッセージが失敗する

と、Refer Primitiveは「405MethodNotAllowed」
メッセージを表示して要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送
機能も再ルーティングコーリングサーチスペー

スを使用して、リダイレクト先または転送先を

検索します。

再ルーティング用コーリングサーチスペース

（Rerouting Calling Search Space）

サイレントの情報

リモートデバイスのサイレント機能を有効にす

るには、このチェックボックスをオンにしま

す。

DNDオプションが有効になっている場
合、コールは Cisco Sparkクライアント
にはルーティングされません。

注意

現在、サイレント機能は Cisco Sparkリ
モートデバイスではサポートされてい

ません。

注意

[サイレント（Do Not Disturb）]

電話機でDNDを有効にすると、[着信拒否（Call
Reject）]オプションの指定により、着信コール
情報がユーザに表示されなくなります。[DND
着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]パラ
メータの設定に応じて、電話はビープを再生す

るか、コールの点滅通知を表示します。

現在、サイレント機能は Cisco Sparkリ
モートデバイスではサポートされてい

ません。

注意

DNDオプション（DND Option）

Cisco Spark デバイスへの電話番号の追加

Cisco Sparkリモートデバイスを登録するには、そのデバイスに電話番号を追加します。電話番号
のない Cisco Sparkリモートデバイスを登録することはできません。Cisco Sparkリモートデバイ
スには最大 5つの電話番号を追加できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 フィルタの条件を指定して、電話番号を関連付けるCiscoSparkのリモートデバイスをクリックし

ます。

ステップ 3 [関連付け（Association）]ペインで、[新規 DNを追加（Add a new DN）]リンクをクリックしま
す。

ステップ 4 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話データを移行

手順

目的コマンドまたはアクション

一括管理ツール（BAT）で、データを移行
する電話モデルおよびプロトコルの電話テ

ンプレートを作成します。

電話テンプレートの作成, （404
ページ）

ステップ 1   

別の電話に電話データを移行します。電話データを移行, （405ページ）ステップ 2   

電話テンプレートの作成

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話テンプ
レート（Phone Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[新しい電話テンプレートの追加（Add a New Phone Template）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、テンプレートを作成する電話モデルを
選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコルの選択（Select the device protocol）]ドロップダウンリストから、デバイス
プロトコルを選択します。[Next]をクリックします。
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[電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウに、選択したデバイスタイ
プのフィールドとデフォルトエントリが表示されます。

ステップ 5 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

電話データを移行

はじめる前に

•電話機をネットワークから切り離します。

•新しい電話について、十分なデバイスライセンスユニットがあることを確認します。

•電話機モデルが電話移行をサポートしていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 検索条件を指定して、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 移行する電話設定を選択してクリックします。

ステップ 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストで [電話を移行（Migrate Phone）]を選択しま
す。

[電話の移行設定（Phone Migration Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 5 ドロップダウンリストから、電話設定を移行する電話モデルの電話テンプレートを選択します。

ステップ 6 設定を移行する新しい Cisco Unified IP Phoneの [Media Access Control（MAC）アドレス（Media
Access Control (MAC) address）]を入力します。MACアドレスは、12桁の 16進数文字を含んでい
る必要があります。

ステップ 7 （オプション）新しい電話の説明を入力します。説明には、任意の言語で最大50文字を指定でき
ますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、
山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 9 新しい電話機は機能が失われる可能性があるという警告が表示されたら、[OK]をクリックしま

す。

次の作業

新しい電話機をネットワークに接続し、デバイスを登録します。
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第 43 章

Cisco Unified IP Phone の診断とレポートの設
定

• 診断およびレポートの概要, 407 ページ

• 前提条件, 408 ページ

• 診断およびレポート設定タスクフロー, 410 ページ

診断およびレポートの概要

Cisco Unified Communications Managerには、Cisco IP Phoneの通話品質を保証するためのオプショ
ンが 2つあります。

•コール診断：コール診断には、コール管理レコード（CMR）および音声品質メトリックの生
成が含まれます。

•品質レポートツール（QRT）：QRTは、Cisco Unified IP Phoneの音声品質と一般的な問題を
レポートするツールです。このツールを使用することで、ユーザは IPフォンで生じる音声や
その他の一般的な問題を簡単かつ正確に報告できます。

コール診断の概要

SCCPと SIPを実行している Cisco Unified IP Phoneは、コール診断を収集するように設定できま
す。コール診断は、呼管理レコード（CMR）で構成され、診断レコード、音声品質メトリックと
も呼ばれます。

音声品質メトリックはデフォルトで有効になっており、大半の Cisco Unified IP Phoneでサポート
されています。Cisco Unified IP Phoneは、MOS（平均オピニオンスコア）値に基づいて、音声品
質メトリックを計算します。音声品質メトリックでは、ノイズや歪みは考慮されません。フレー

ム損失だけが考慮されます。
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CMRレコードには、コールの音声ストリームの品質に関する情報が格納されます。CMRを生成
するように、Cisco Unified Communications Managerを設定できます。この情報は、課金記録の生
成やネットワーク分析などの後処理作業に役立ちます。

品質レポートツールの概要

品質レポートツール（QRT）は、Cisco Unified IP Phoneの音声品質と一般的な問題をレポートす
るツールです。このツールを使用することで、ユーザは IPフォンで生じる音声やその他の一般的
な問題を簡単かつ正確に報告できます。

システム管理者は、ユーザの IPフォンに QRTソフトキーを表示するソフトキーテンプレートを
設定して割り当てることで、QRT機能を有効化できます。QRTを使用して行うユーザインタラ
クションのレベルに応じて、2つの異なるユーザモードを選択できます。次に、システムパラメー
タを設定し、CiscoUnified Serviceabilityツールを設定することで、このツールの機能方法を定義し
ます。QRTViewerアプリケーションを使用して、電話の問題レポートを作成、カスタマイズ、お
よび表示できます。

IPフォンに問題が発生しているユーザは、コール状態が [オンフック（OnHook）]または [接続中
（Connected）]の間に、Cisco Unified IP Phoneの QRTソフトキーを押して、問題の種類や他の関
連する統計情報を報告できます。ユーザは IPフォンで報告されている問題を最もよく表している
理由コードを選択できます。カスタマイズされた電話の問題レポートには、具体的な情報が表示

されます。

ユーザが QRTソフトキーを押して問題の種類を選択すると、QRTはストリーミングの統計情報
を収集しようとします。ストリーミングの統計情報を収集するには、QRTでコールを 5秒以上ア
クティブにする必要があります。

前提条件

コール診断の前提条件

Cisco Unified IP Phoneがコール診断をサポートしているかどうかを確認します。

次の表を使用して、電話がコール診断をサポートしているかどうかを判断します。コール診断の

サポートの凡例は次のとおりです。

• X：SCCPと SIPの両方を実行している電話機によるサポート

• S：SCCP機能のみ

表 54：コール診断のデバイスのサポート

コール診断のサポートDevice

XCisco Unified IP Phone 7906

XCisco Unified IP Phone 7911
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コール診断のサポートDevice

XCisco Unified IP Phone 7921

XCisco Unified IP Phone 7931

SCisco Unified IP Phone 7940

XCisco Unified IP Phone 7941

XCisco Unified IP Phone 7942-G

XCisco Unified IP Phone 7942-G/GE

XCisco Unified IP Phone 7945

SCisco Unified IP Phone 7960

XCisco Unified IP Phone 7961

XCisco Unified IP Phone 7962-G

XCisco Unified IP Phone 7962-G/GE

XCisco Unified IP Phone 7965

XCisco Unified IP Phone 7970

XCisco Unified IP Phone 7971

XCisco Unified IP Phone 7972-G/GE

XCisco Unified IP Phone 7975

Quality Report Tool の前提条件
次の機能が含まれる Cisco IP Phone：

•ソフトキーテンプレートのサポート

• IP電話サービスのサポート

• CTIによる制御可能

•内部 HTTPサーバを含む

詳細については、お使いの電話モデルのガイドを参照してください。
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診断およびレポート設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerが CMRを
生成するように設定するには、このタスクを実

コール診断の設定, （411ページ）ステッ

プ 1   
行します。CMRレコードには、コールの音声ス
トリームの品質に関する情報が格納されます。

CMRへのアクセス方法の詳細については、
『CiscoUnifiedCommunicationsManager Call Detail
Records Administration Guide』を参照してくださ
い。

音声品質メトリックはCisco IPPhoneで自動的に
有効になります。音声品質メトリックへのアク

セス方法の詳細については、電話機モデルの

『Cisco Unified IP Phoneアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

IPフォンで問題が発生したユーザが、QRTソフ
トキーを押して、問題のタイプや他の関連統計

品質レポートツールの設定,（411ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを実

行します。

ステッ

プ 2   
情報を報告できるように、品質レポートツール

（QRT）を設定します。• QRTソフトキーのソフトキーテ
ンプレートの設定,（412ページ）

• QRTソフトキーテンプレートと
共通デバイス設定の関連付け, （
414ページ）

•電話機への QRTソフトキーテン
プレートの追加, （416ページ）

• Cisco Unified Serviceabilityでの
QRTの設定, （416ページ）

•品質レポートツールのサービス
パラメータの設定,（420ページ）
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コール診断の設定

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -全般）（Clusterwide Parameters (Device - General)）]エリ
アで、[コール診断有効（Call Diagnostics Enabled）]サービスパラメータを設定します。次のオプ
ションを使用できます。

•無効（Disabled）：CMRは生成されません。

• CDR有効フラグが Trueの場合のみ有効化（Enabled Only When CDR Enabled Flag is True）：
[呼詳細レコード（CDR）有効化フラグ（Call Detail Records (CDR) Enabled Flag）]サービス
パラメータが Trueに設定されている場合のみ、CMRが生成されます。

• CDR有効化フラグに関係なく有効化（Enabled Regardless of CDR Enabled Flag）：[CDR有効
化フラグ（CDREnabledFlag）]サービスパラメータの値に関係なく、CMRが生成されます。

[CDR有効化フラグ（CDR Enabled Flag）]サービスパラメータを有効にせずに CMRを
生成すると、制御されずにディスク容量が消費される場合があります。CMRを有効に
する場合は、CDRを有効にすることをお勧めします。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

品質レポートツールの設定

IPフォンで問題が発生したユーザが、QRTソフトキーを押して、問題のタイプや他の関連統計情
報を報告できるように、品質レポートツール（QRT）を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

QRTソフトキーにオンフックと接続コール状
態を設定する必要があります。次のコール状

態も使用可能になります。

QRTソフトキーのソフトキーテンプ
レートの設定, （412ページ）

ステップ 1   

•接続された会議
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目的コマンドまたはアクション

•接続転送（Connected Transfer）

（任意）

ソフトキーテンプレートを電話機で使用可能

にするには、この手順または次の手順を実行

QRTソフトキーテンプレートと共通デ
バイス設定の関連付け,（414ページ）
を行うには、次のサブタスクを実行し

ます。

ステップ 2   

する必要があります。システムが [共通デバ
イス設定（CommonDevice Configuration）]を•共通デバイス設定への QRTソフ

トキーテンプレートの追加,（414
ページ）

使用して設定オプションを電話機に適用する

場合は、この手順に従います。これは、電話

機でソフトキーテンプレートを使用できるよ
•電話機と共通デバイス設定の関連
付け, （415ページ）

うにする際に、最も一般的に使用されている

方法です。

（任意）

ソフトキーテンプレートと共通デバイス設定

を関連付けるための代替手段として、または

電話機へのQRTソフトキーテンプレー
トの追加, （416ページ）

ステップ 3   

共通デバイス設定と共に、次の手順を使用し

ます。ソフトキーテンプレートを適用して、

共通デバイス設定での割り当てや、他のデ

フォルトのソフトキーの割り当てをオーバー

ライドする必要がある場合は、次の手順を共

通デバイス設定と共に使用します。

Cisco Unified Serviceabilityでの QRTの
設定,（416ページ）を行うには、次の
サブタスクを実行します。

ステップ 4   

• Cisco Extended Functionsサービス
の有効化, （417ページ）

•アラームの設定, （417ページ）

•トレースの設定, （418ページ）

（任意）品質レポートツールのサービスパラ

メータの設定, （420ページ）
ステップ 5   

QRT ソフトキーのソフトキーテンプレートの設定

QRTソフトキーにオンフックと接続コール状態を設定する必要があります。次のコール状態も使
用可能になります。

•接続された会議
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•接続転送（Connected Transfer）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除するこ

とができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。
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次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定への QRTソフトキーテンプレートの追加, （414ページ）

•電話機への QRTソフトキーテンプレートの追加, （416ページ）

QRT ソフトキーテンプレートと共通デバイス設定の関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順は、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説明

しています。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機への QRTソフトキーテンプレートの追加, （416ページ）を参
照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定への QRTソフトキーテンプレートの追加,
（414ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （415ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定への QRT ソフトキーテンプレートの追加

はじめる前に

QRTソフトキーのソフトキーテンプレートの設定, （412ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。
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a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （415ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

はじめる前に

共通デバイス設定への QRTソフトキーテンプレートの追加, （414ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。
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電話機への QRT ソフトキーテンプレートの追加

はじめる前に

QRTソフトキーのソフトキーテンプレートの設定, （412ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機の一覧が表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボック
スが表示されます。

Cisco Unified Serviceability での QRT の設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

品質レポートツール（QRT）などの音声品質機能をサ
ポートするには、Cisco Extended Functionsサービスを有
効化します。

Cisco Extended Functions
サービスの有効化, （417
ページ）

ステップ 1   

SysLogビューア内のアプリケーションログにエラーを
記録するにはQRTのアラームを設定します。この機能は

アラームの設定, （417
ページ）

ステップ 2   

アラーム（アラームの説明と推奨アクション）をログに

記録します。SysLogビューアにはCiscoUnifiedReal-Time
Monitoring Toolからアクセスできます。

音声アプリケーションのトレース情報を記録するには

QRTのトレースを設定します。QRTに対してトレース
トレースの設定, （418
ページ）

ステップ 3   

ファイルに含める情報を設定したら、Cisco Unified
Real-TimeMonitoring ToolのTrace and Log Centralオプショ
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ンを使用して、トレースファイルを収集および表示でき

ます。

Cisco Extended Functions サービスの有効化

品質レポートツール（QRT）などの音声品質機能をサポートするには、Cisco Extended Functions
サービスを有効化します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Extended Functionsサービスを有効にする
ノードを選択します。

ステップ 3 [Cisco Extended Functions]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アラームの設定, （417ページ）

アラームの設定

SysLogビューア内のアプリケーションログにエラーを記録するには QRTのアラームを設定しま
す。この機能はアラーム（アラームの説明と推奨アクション）をログに記録します。SysLogビュー
アには Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolからアクセスできます。

はじめる前に

Cisco Extended Functionsサービスの有効化, （417ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）]を選択します。
ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、アラームを設定するノードを選択します。
ステップ 3 [サービスグループ（ServiceGroup）]ドロップダウンリストから、[CMサービス（CMServices）]

を選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）] ドロップダウンリストから、[Cisco Extended Functions（Cisco Extended
Functions）]を選択します。

ステップ 5 ローカルSyslogとSDIトレースの両方に対して [アラームの有効化（EnableAlarm）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択して、ローカル Syslogと SDIト
レースの両方にアラームイベントレベルを設定します。

• [緊急（Emergency）]：システムが使用できないことを示します。

• [アラート（Alert）]：ただちに対処が必要であることを示します。

• [クリティカル（Critical）]：システムがクリティカルな状態を検出しています。

• [エラー（Error）]：エラー状態が検出されたことを示します。

• [警告（Warning）]：警告状態が検出されたことを示します。

• [通知（Notice）]：異常ではないが重要な状況が検出されたことを示します。

• [情報（Informational）]：単なる情報メッセージであることを示します。

• [デバッグ（Debug）]：このレベルは、Ciscoテクニカルアシスタンスセンター（TAC）のエ
ンジニアがデバッグに使用する詳細イベント情報を示します。

デフォルト値は [エラー（Error）]です。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次の作業

トレースの設定, （418ページ）

トレースの設定

音声アプリケーションのトレース情報を記録するには QRTのトレースを設定します。QRTに対
してトレースファイルに含める情報を設定したら、CiscoUnifiedReal-TimeMonitoringToolのTrace
and Log Centralオプションを使用して、トレースファイルを収集および表示できます。

はじめる前に

アラームの設定, （417ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[トレース（Trace）] > [設定（Configuration）]を選択します。
ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、トレースを設定するノードを選択します。
ステップ 3 [サービスグループ（ServiceGroup）]ドロップダウンリストから、[CMサービス（CMServices）]

を選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco拡張機能（Cisco Extended Functions）]
を選択します。

ステップ 5 [トレースオン（Trace On）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 6 [トレースレベルのデバッグ（Debug Trace Level）]ドロップダウンリストから、次のいずれかの

オプションを選択します。

• [エラー（Error）]：すべてのエラー状態、プロセス、デバイス初期化メッセージをトレース
します。

• [特殊（Special）]：通常運用時に発生するすべての特殊状態とサブシステムの状態遷移をト
レースします。コール処理イベントをトレースします。

• [状態遷移（StateTransition）]：通常運用時に発生するすべての状態遷移の状態とメディアレ
イヤイベントをトレースします。

• [重要（Significant）]：すべての重要な状態と、ルーチンの開始および終了ポイントをトレー
スします。すべてのサービスがこのトレースレベルを使用するわけではありません。

• [開始_終了（Entry_exit）]：すべての開始および終了状態と、詳細なデバッグ情報をトレース
します。

• [任意（Arbitrary）]：すべての任意の状態と、詳細なデバッグ情報をトレースします。

• [詳細（Detailed）]：アラームの状態およびイベントをトレースします。異常なパスで生成さ
れたすべてのトレースに使用します。最小の CPUサイクル数を使用します。

デフォルト値は Errorです。

トラブルシューティングを実行するため、このセクションのすべてのチェックボック

スをオンにすることを推奨します。

ヒント

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）品質レポートツールのサービスパラメータの設定, （420ページ）
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品質レポートツールのサービスパラメータの設定

Cisco Technical Assistance Center（TAC）から指示がある場合を除き、デフォルトのサービスパ
ラメータ設定を使用することを推奨します。

注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 QRTアプリケーションが存在するノードを選択します。
ステップ 3 [Cisco Extended Functions]サービスを選択します。
ステップ 4 サービスパラメータを設定します。サービスパラメータとその設定オプションの詳細について

は、「関連項目」セクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

品質レポートツールのサービスパラメータ, （420ページ）

品質レポートツールのサービスパラメータ

表 55：品質レポートツールのサービスパラメータ

説明パラメータ

拡張メニューの選択肢がユーザに表示されるか

どうかを決定します。次のいずれかの設定オプ

ションを選択できます。

•拡張メニューの選択肢を表示する（インタ
ビューモード）には、このフィールドを

Trueに設定します。

•拡張メニューの選択肢を表示する（サイレ
ントモード）には、このフィールドを

Falseに設定します。

•推奨されるデフォルト値は False（サイレ
ントモード）です。

拡張 QRTメニューの選択肢を表示します。
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説明パラメータ

ストリーミング統計のポーリングに使用する期

間を決定します。次のいずれかの設定オプショ

ンを選択できます。

•コールが終了するまでポーリングするに
は、このフィールドを -1に設定します。

•ポーリングを一切行わない場合は、この
フィールドを 0に設定します。

•任意の秒数の間ポーリングするには、任意
の正の値を設定します。コールが終了する

とポーリングが停止します。

•推奨されるデフォルト値は -1（コールが終
了するまでポーリングする）です。

ストリーミング統計のポーリング期間

各ポーリングの間で待機する秒数を入力しま

す。

値の範囲は 30～ 3600です。推奨デフォルト値
は 30です。

ストリーミング統計のポーリング頻度（秒）

ファイルのカウントが再起動し、古いファイル

を上書きするまでのファイルの最大数を入力し

ます。

有効な値は、1～ 10000です。推奨デフォルト
値は 250です。

Maximum No. of Files

次のファイルを開始する前の各ファイルの最大

回線数を入力します。

•値の範囲は 100～ 2000です。

•推奨デフォルト値は 2000です。

Maximum No. of Lines per File
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説明パラメータ

CTIマネージャへのセキュアな接続を開くため
にCiscoExtendedFunctionサービスが使用する、
アプリケーションユーザ CCMQRTSysUserの
CAPFアプリケーションプロファイルのインス
タンス IDを入力します。CTIManagerConnection
Security Flagパラメータが有効な場合、このパ
ラメータを設定する必要があります。

CTI Manager Connection Security Flag
サービスパラメータを有効にするこ

とで、セキュリティをオンにします。

変更を有効にするためには、Cisco
Extended Functionsサービスを再起動
する必要があります。

（注）

CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to
CTI Manager

Cisco Extended FunctionsサービスのCTIManager
接続のセキュリティを有効にするか、または無

効にするかを選択します。有効にすると、Cisco
Extended Functionsはアプリケーションユーザ
CCMQRTSysUserのインスタンス IDに設定され
たCAPFアプリケーションプロファイルを使用
して、CTIマネージャへのセキュアな接続を開
きます。

値は Trueまたは Falseを選択します。CTIへの
セキュアな接続を有効にするには、Trueを選択
する必要があります。

CTI Manager Connection Security Flag
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第 44 章

サードパーティ製 SIP 電話の設定

• サードパーティ製 SIPエンドポイントの概要, 423 ページ

• サードパーティ製 SIPエンドポイント設定のタスクフロー, 424 ページ

サードパーティ製 SIP エンドポイントの概要
SIPを実行する Cisco Unified IP Phoneに加え、Cisco Unified Communications Managerは、さまざま
なサードパーティ製 SIPエンドポイントをサポートしています。Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、次のサードパーティ製 SIPエンドポイントを設定できます。

•サードパーティ製SIPデバイス（拡張）：この 8回線SIPデバイスは、SIPを実行している、
RFC3261準拠のサードパーティ製電話機です。

•サードパーティ製SIPデバイス（基本）：この 1回線SIPデバイスは、SIPを実行している、
RFC3261準拠のサードパーティ製電話機です。

•サードパーティ製 AS-SIPデバイス：Assured Services SIP（AS-SIP）エンドポイントは、
MLPP、DSCP、TLS/SRTP、および IPv6要件に準拠した SIPエンドポイントです。AS-SIP
は、Unified Communications Managerに複数のエンドポイントインターフェイスを提供しま
す。

• Generic Desktop Video Endpoint：この SIPデバイスは、ビデオ、セキュリティ、設定可能な信
頼性、および Ciscoの拡張機能をサポートします。このデバイスは、8回線をサポートしま
す。各回線のコールとビジートリガーの最大数は、それぞれ 4と 2です。

• Generic Single Screen Room System：この SIPデバイスは、1画面のテレプレゼンス（ルーム
システム）、ビデオ、セキュリティ、設定可能な信頼性、および Ciscoの拡張機能をサポー
トします。このデバイスは、8回線をサポートします。各回線のコールとビジートリガーの
最大数は、それぞれ 4と 2です。

• GenericMultiple ScreenRoomSystem：このSIPデバイスは、複数画面のテレプレゼンス（ルー
ムシステム）、ビデオ、セキュリティ、設定可能な信頼性、および Ciscoの拡張機能をサ
ポートします。このデバイスは、8回線をサポートします。各回線のコールとビジートリ
ガーの最大数は、それぞれ 4と 2です。
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サードパーティ製 SIP エンドポイント設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ダイジェスト認証を有効にするには、ダイジェストユー

ザとなるエンドユーザを設定します。Cisco Unified
ダイジェストユーザの設

定, （425ページ）
ステップ 1   

CommunicationsManagerは、[エンドユーザの設定（End
User Configuration）]ウィンドウで指定されたダイジェ
ストクレデンシャルを使用して、SIPトランクとのチャ
レンジの間、SIPユーザエージェントの応答を検証しま
す。

サードパーティ製 SIP電話がダイジェストユーザをサ
ポートしていない場合は、サードパーティ製SIP電話の
電話番号に一致するユーザ IDでユーザを作成します。
たとえば、1000という名前のエンドユーザを作成し、
電話の電話番号として 1000を作成します。このユーザ
を電話に割り当てます。

SIPトランクに関連付けられている一連の SIP属性を提
供します。

SIPプロファイルの設定,（
381ページ）

ステップ 2   

ダイジェスト認証を使用するには、新しい電話セキュ

リティプロファイルを設定する必要があります。自動

電話セキュリティプロファ

イルの設定,（382ページ）
ステップ 3   

登録用に提供されている標準の非セキュアSIPプロファ
イルのいずれかを使用している場合、ダイジェスト認

証を有効にすることはできません。

サードパーティ製エンドポイントを設定します。サードパーティ SIPエンド
ポイントの追加,（427ペー
ジ）

ステップ 4   

サードパーティ製エンドポイントをエンドユーザと関

連付けます。

エンドユーザとデバイスの

関連付け, （390ページ）
ステップ 5   

次の作業

電源を投入し、ネットワーク接続を確認して、サードパーティ製SIPエンドポイントのネットワー
ク設定を行います。ネットワーク設定の詳細については、サードパーティ製 SIPエンドポイント
のユーザガイドを参照してください。
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ダイジェストユーザの設定

ダイジェストユーザとして、エンドユーザを設定するには、次の手順を実行します。ダイジェス

ト認証によって、Cisco Unified Communications Managerは接続してくるデバイスが正当なものか
どうかを確認できます。確認するとき、デバイスはユーザ名とパスワードに類似したダイジェス

トクレデンシャルを検証用に Cisco Unified Communications Managerに送ります。送られたクレデ
ンシャルがデータベース内に設定されたそのデバイスに対するクレデンシャルと一致した場合、

ダイジェスト認証は成功となり、CiscoUnified CommunicationsManagerによって SIPリクエストが
処理されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）]を入力します。
ステップ 4 [姓（Last Name）]に入力します。
ステップ 5 [ダイジェストクレデンシャル（Digest Credentials）]を入力します。ダイジェストクレデンシャ

ルは英数文字列です。

ステップ 6 [エンドユーザの設定（EndUserConfiguration）]ウィンドウでその他のフィールドに入力します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPプロファイルの設定, （381ページ）

SIP プロファイルの設定

はじめる前に

• SIP電話のセキュアポートの設定, （380ページ）

•サービスの再起動, （380ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプ
ロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 プロファイルをコピーする場合は、[コピー（Copy）]列のファイルアイコンをクリックします。
ステップ 4 新しいプロファイルの名前と説明を入力します。

ステップ 5 Cisco Unity Connectionが Cisco Unified Communications Managerとの通信に IPv6または IPv4/IPv6
デュアルスタックを使用する場合は、[ANATを有効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオ
ンにします。

この手順は、IPv6またはデュアルスタック環境で発信者を適切に処理するために必要です。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話セキュリティプロファイルの設定, （382ページ）

電話セキュリティプロファイルの設定

Cisco Unified Communications Managerは、自動登録用の事前に定義された非セキュアなセキュリ
ティプロファイル一式を提供します。電話のセキュリティ機能を有効にするには、新しいセキュ

リティプロファイルを設定し、それを電話に適用する必要があります。新しいセキュリティプロ

ファイルを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

SIP電話を設定する場合は、次の手順を完了します。

• SIP電話のセキュアポートの設定, （380ページ）

•サービスの再起動, （380ページ）

• SIPプロファイルの設定, （381ページ）

SCCP電話を設定する場合は、次の手順を開始する前に完了しておく前提条件はありません。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
426

サードパーティ製 SIP エンドポイント設定のタスクフロー



手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリ
ティプロファイル（Phone Security Profile）] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話セキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリスト

から、作成するプロファイルのタイプを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [電話セキュリティプロファイルのプロトコルの選択（Select the phone security profile protocol）]ド

ロップダウンリストから、プロトコルを選択します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Name]フィールドにプロファイルの適切な名前を入力します。
ステップ 8 プロファイルに関する簡単な説明を入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPおよび SCCPの両方の電話について：

サードパーティ SIPエンドポイントの追加, （427ページ）

サードパーティ SIP エンドポイントの追加

はじめる前に

ダイジェストユーザの設定, （425ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

•サードパーティ SIPデバイス（基本）

•サードパーティ SIPデバイス（拡張）

•サードパーティ AS-SIPデバイス

• Generic Desktop Video Endpoint

• Generic Single Screen Room System
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• Generic Multiple Screen Room System

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設
定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 サードパーティのエンドポイントの電話番号を設定するには、ウィンドウの左側にある [関連付け

情報（Association Information）]エリアに表示される、[新しい DNを追加（Add a New DN）]リン
クをクリックします。

[電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウが表示されます。詳細については、
電話番号の追加と設定に関するトピックを参照してください。

次の作業

エンドユーザとデバイスの関連付け, （390ページ）

エンドユーザとデバイスの関連付け

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（FindUsersWhere）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
ステップ 5 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。

[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 デバイスを探して選択します。

ステップ 7 関連付けを完了するには、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。
ステップ 8 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスで [ユーザの設定に戻る（Back to

User）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し、割り当てたデ
バイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。
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サードパーティのインタラクションと制限事項

サードパーティの制限事項

表 56：サードパーティ製 SIP エンドポイントの制限事項

説明制約事項

Cisco Unified Communications Managerに登録さ
れた VCSエンドポイント上で発生する転送を
要求するためのブラインド転送やスイッチに

は、リングバックトーンはありません。監視転

送を行う場合、保留音（MOH）は割り当てます
が、リングバックトーンは割り当てません。

Cisco Video Communication Server（VCS）のリ
ングバックトーンの制限は、サードパーティ製

SIPエンドポイントに登録されています。
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第 45 章

サービスプロファイルとテンプレート

• デバイスプロファイルとテンプレートの概要, 431 ページ

• デバイスプロファイルとテンプレートの設定タスクフロー, 432 ページ

デバイスプロファイルとテンプレートの概要

この章では、デバイスプロファイルとテンプレートの設定方法について説明します。特定の機能

を設定する方法の詳細については、『Features and Services Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

デバイスプロファイル

デバイスプロファイルは、特定のデバイスに関連付けられるサービス、機能、および電話番号を

定義します。デバイスプロファイルを設定後、ユーザデバイスプロファイルをユーザに割り当

てることができます。それによって、ユーザは、デバイスにログインしたときに、それらの機能

とサービスをそのデバイスで使用できます。

エンドポイントの SIP プロファイル
SIPプロファイルは、SIPエンドポイントに関連付けられている一連の SIP属性で構成されていま
す。SIPプロファイルには、名前、説明、タイミング、再試行、コールピックアップ URIなどが
含まれます。プロファイルに含まれる一部の標準エントリは、削除または変更ができません。

サービスプロファイルとテンプレート

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、デフォルトのデバイスプロファイルもサポートします。
Cisco Unified Communications Managerは、ユーザデバイスプロファイルがない電話機モデルに
ユーザがログインするたびに、デフォルトのデバイスプロファイルを使用します。
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ピアツーピアイメージの分配

ピアファームウェア共有機能を使用すると、高速キャンパス LAN設定において次の利点が得ら
れます。

•中央集中型 TFTPサーバへの TFTP転送における輻輳が制限されます。

•ファームウェアのアップグレードを手動で制御する必要がなくなります。

•アップグレード時に多数のデバイスが同時にリセットされた場合の電話機のダウンタイムが
削減されます。

ほとんど条件で、ピアファームウェア共有機能は、帯域幅が制限されたWANリンク上のブラン
チ導入シナリオでのファームウェアアップグレードを最適化します。

この機能が有効の場合、電話機は、ファームウェアイメージを構成するファイルを要求している

サブネット上の同じ電話機を検出し、転送階層をファイル単位で自動的に構築できます。ファー

ムウェアイメージを構成する個々のファイルは、階層内のルートの電話機だけを使用して TFTP
から取得され、TCP接続によって転送階層に沿ってサブネット上の他の電話機に迅速に転送され
ます。

デバイスプロファイルとテンプレートの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

デフォルトデバイスプロファイルをソフトキーテンプ

レートに追加します。

デフォルトデバイスプロ

ファイルでのソフトキーテ

ンプレートの設定, （434
ページ）

ステップ 1   

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話

で利用できるようにするには、テンプレートを共通デバ

共通デバイス設定とソフト

キーテンプレートの関連付

け, （435ページ）:

ステップ 2   

イス設定または電話に直接に関連付ける必要があります。

システムで共通デバイス設定を使用して設定オプション

を電話に適用する場合、このステップを実行します（こ

れは電話でソフトキーテンプレートを使用できるように

する最も一般的な使用方法です）。

Bulk Administration Toolを使用して複数の電話
の共通デバイス設定を関連付ける方法の詳細に

ついては、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにあるCisco
Unified Communications Manager Bulk
Administrationガイドを参照してください。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。ソフトキーテンプレートと共通

デバイス設定を関連付けるための代替手段として、また

電話機とソフトキーテンプ

レートの関連付け, （437
ページ）

ステップ 3   

は共通デバイス設定と共に、次の手順を使用します。ソ

フトキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定で

の割り当てや、他のデフォルトのソフトキーの割り当て

をオーバーライドする必要がある場合は、次の手順を共

通デバイス設定と共に使用します。

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを設定

する代替手段として次の手順を使用します。機能管理ポ

機能管理ポリシーの設定,
（437ページ）

ステップ 4   

リシーを設定して、特定の機能を有効/無効にして、電話
機でのソフトキーの表示を制御できます。機能の共通セッ

トを使用するユーザグループに機能管理ポリシーを作成

できます。たとえば、コールパークおよびコールピック

アップ機能を販売グループの従業員はよく使用しますが、

社内の全従業員が使用するわけではありません。これら

の 2つの機能だけを有効にした機能管理ポリシーを作成
し、販売グループにそのポリシーを割り当てることがで

きます。機能管理ポリシーを作成したら、そのポリシー

を各電話機、電話機のグループ、またはシステム内のす

べての電話機に関連付けることができます。

各 Cisco Unified IP Phoneモデルのデフォルトテンプレー
トを導入するには、次の手順を使用します。電話機を追

電話ボタンテンプレートの

設定, （441ページ）
ステップ 5   

加する場合、これらのテンプレートの 1つを割り当てる
ことも、独自のテンプレートを作成することもできます。

•電話機とボタンテン
プレートの関連付け,
（442ページ）

SIPまたはSCCPをサポートする任意の電話モデル用デバ
イスプロファイルを設定します。

デバイスプロファイルの設

定, （443ページ）
ステップ 6   

電話の新しい SIPプロファイルを設定します。エンドポイントの SIPプロ
ファイルの設定,（444ペー
ジ）

ステップ 7   

SIPまたはSCCPをサポートする任意の電話モデル用のデ
フォルトデバイスプロファイルを設定します。

デフォルトのデバイスプロ

ファイルの設定,（444ペー
ジ）

ステップ 8   
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デフォルトデバイスプロファイルでのソフトキーテンプレートの設定

Cisco Unified Communications Managerにはコール処理とアプリケーション用の標準ソフトキーテ
ンプレートが含まれます。カスタムソフトキーテンプレートを作成するときは、標準テンプレー

トをコピーして、必要に応じて変更します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除するこ

とができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （435ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け, （437ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とソフトキーテンプレートの関連付け,（437ページ）を参照し
てください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加,（435
ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （436ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
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[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （436ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。
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電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

機能管理ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnifiedReportingにログインし、電話機能リ
ストレポートを実行して、機能管理ポリシーを

サポートする電話を決定します。

電話機能一覧の生成, （438ペー
ジ）

ステップ 1   

Cisco Unified IP Phonesの機能管理ポリシーを作
成します。

機能管理ポリシーの作成, （438
ページ）

ステップ 2   

機能管理ポリシーを設定したら、そのポリシーを

各電話機、電話機のグループ、またはシステム内

次のいずれかの作業を実行します。ステップ 3   

•電話への機能管理ポリシーの
適用, （440ページ）

のすべての電話機に関連付ける必要があります。

各電話の機能管理ポリシーは、クラスタ全体の機

能管理ポリシーより優先されます。•共通の電話プロファイルへの
機能管理ポリシーの適用, （
440ページ）
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目的コマンドまたはアクション

一括管理ツールを使用して複数の電話

に機能管理ポリシーを適用する方法に

ついては、『Cisco Unified
Communications Manager Bulk
Administrationガイド』を参照してくだ
さい。

（注）•すべての電話への機能管理ポ
リシーの適用,（441ページ）

電話機能一覧の生成

電話機能一覧のレポートを生成し、設定したい機能をどのデバイスがサポートしているのか判別

します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Reportingの管理（Cisco Unified Reporting Administration）]から [System Reports]を選
択してください。

ステップ 2 レポートのリストから、[Unified CM電話機能一覧（Unified CMPhone Feature List）]をクリックし
ます。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• [レポートの新規生成（Generate New Report）]（棒グラフのアイコン）を選択し、新しいレ
ポートを生成します。

•レポートがすでにできていれば、[Unified CM電話機能一覧（Unified CMPhone Feature List）]
を選択します。

ステップ 4 [製品（Product）]ドロップダウンリストから、[All]を選択します。
ステップ 5 設定の対象となる機能の名前をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
レポートが生成されます。

機能管理ポリシーの作成

機能管理ポリシーを作成するには、次の手順に従います。Cisco Unified Communications Manager
で複数の機能管理ポリシーを設定できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [機能
管理ポリシー（Feature Control Policy）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のポリシーの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストからポリシーを選択します。

•新しいポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[機能管理ポリシーの設定（Feature Control Policy Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに機能管理ポリシーの名前を入力します。この名前には、最長 50文
字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）
を任意に組み合わせて含めることが可能です。各機能管理ポリシー名がシステムに固有の名前で

あることを確認します。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、この機能管理ポリシーの説明を入力します。この説明には、
最長 50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダース
コア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 5 [機能管理セクション（Feature Control Section）]でリストされている各機能に対して、システム
デフォルトをオーバーライドするか、次の設定を有効/無効にするかを選択します。

•デフォルトで有効な機能の設定を無効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド（Override
Default）]チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（Enable Setting）]チェック
ボックスをオフにします。

•デフォルトで無効な機能の設定を有効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド（Override
Default）]チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（Enable Setting）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかを実行します。

•電話への機能管理ポリシーの適用, （440ページ）

•共通の電話プロファイルへの機能管理ポリシーの適用, （440ページ）

•すべての電話への機能管理ポリシーの適用, （441ページ）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
439

デバイスプロファイルとテンプレートの設定タスクフロー



電話への機能管理ポリシーの適用

はじめる前に

•電話モデルが機能管理ポリシーをサポートしていることを確認します。詳細については、電
話機能一覧の生成, （438ページ）を参照してください。

•機能管理ポリシーの作成, （438ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機の一覧が表示されます。

ステップ 3 機能管理ポリシーを適用する電話を選択します。

ステップ 4 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから、必要な機能管理ポリ
シーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

共通の電話プロファイルへの機能管理ポリシーの適用

共通の電話プロファイルを使用すると、機能管理ポリシーを設定し、そのプロファイルを使用す

るネットワーク内のすべての電話にこれらの設定を適用できます。

はじめる前に

機能管理ポリシーの作成, （438ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通
の電話プロファイル（Common Phone Profile）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 機能管理ポリシーを適用する共通の電話プロファイルを選択します。

ステップ 4 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから、必要な機能管理ポリ
シーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

すべての電話への機能管理ポリシーの適用

はじめる前に

機能管理ポリシーの作成, （438ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから、必要な機能管理ポリ
シーを選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

電話ボタンテンプレートの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [電話ボ
タンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
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[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ウィンドウにサポートする電話のテンプレートのリストが表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テンプ
レートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートにダイヤルボタンを追加するには、この手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話機とボタンテンプレートの関連付け, （442ページ）

電話機とボタンテンプレートの関連付け

はじめる前に

電話ボタンテンプレートの設定, （441ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
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Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機の一覧が表示されます。
ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボック
スが表示されます。

デバイスプロファイルの設定

デバイスプロファイルは特定のデバイスに関連付ける属性セットで構成されます。

はじめる前に

次のいずれかの手順を実行します。

•デフォルトデバイスプロファイルでのソフトキーテンプレートの設定, （434ページ）

•電話ボタンテンプレートの設定, （441ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]ウィンドウで、[デバイス（Device）]
> [デバイスの設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Devicec Profile）]を選択しま
す。

ステップ 2 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウで、[デバイスプロファ
イルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、該当する Cisco Unified IP Phone
を選択します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [デバイスプロトコル（DeviceProtocol）]ドロップダウンリストから、適切なプロトコルを選択し

ます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定

します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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エンドポイントの SIP プロファイルの設定
Cisco Unified CommunicationsManagerは、SIPプロファイルを使用して、SIPトランクおよびCisco
Unified IP Phoneに関連付けられている SIP属性を定義します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]ウィンドウで、[デバイス（Device）]
> [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 新しい SIPプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
ステップ 3 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。

フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

デフォルトのデバイスプロファイルの設定

ユーザがユーザデバイスプロファイルを持たない電話機にログインするたびに、電話機がデフォ

ルトのデバイスプロファイルを取得します。

デフォルトのデバイスプロファイルには、デバイスタイプ（電話）、ユーザロケール、電話ボ

タンテンプレート、ソフトキーテンプレート、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報
が含まれます。

はじめる前に

次のいずれかの手順を実行します。

•デフォルトデバイスプロファイルでのソフトキーテンプレートの設定, （434ページ）

•電話ボタンテンプレートの設定, （441ページ）
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手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]ウィンドウで、[デバイス（Device）]
> [デバイスの設定（Device Settings）] > [デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトのデバイスプロファイルの設定（DefaultDevice ProfileConfiguration）]ウィンドウで、
[デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、該当するCisco
Unified IP Phoneを選択します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [デバイスプロトコル（DeviceProtocol）]ドロップダウンリストから、適切なプロトコルを選択し

ます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 [デフォルトのデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウの

各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘ

ルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

電話のピアツーピアイメージの配信機能の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、電話を選択するには、[電話を次
の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドで[検索（Find）]をクリックして電話のリストを取
得し、そのリストから電話を選択します。

ステップ 3 [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product Specific
Configuration Layout）]ペインの [ピアファームウェア共有（Peer Firmware Sharing）]ドロップダ
ウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [有効（Enabled）（デフォルト）]：電話がピアツーピアイメージの配信（PPID）をサポー
トしていることを示します。

• [無効（Disabled）]：電話がピアツーピアイメージの配信（PPID）をサポートしていないこ
とを示します。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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第 46 章

ユーザとエンドポイントの関連付け

• ユーザとエンドポイントの関連付けの概要, 447 ページ

• ユーザとエンドポイントの関連付けに関する前提条件, 447 ページ

• ユーザおよびデバイス設定のタスクフロー, 447 ページ

• ユーザとエンドポイントの関連付けに関する連携動作と制約事項, 452 ページ

ユーザとエンドポイントの関連付けの概要

この章では、エンドユーザとアプリケーションユーザをデバイスに関連付ける方法について説明

します。エンドユーザは、自身に関連付けられるデバイスを制御できます。ユーザとして特定さ

れたアプリケーションは、電話やコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）ポート
などのデバイスを制御できます。

ユーザとエンドポイントの関連付けに関する前提条件

エンドポイントと関連付ける前に、エンドユーザとアプリケーションユーザを設定します。エン

ドユーザとデバイスの関連付け, （448ページ）およびアプリケーションユーザとデバイスの関
連付け, （451ページ）を参照してください。

ユーザおよびデバイス設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

エンドユーザをデバイスと関連付け

ます。

エンドユーザとデバイスの関連付け, （
448ページ）.

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

アプリケーションユーザをデバイス

と関連付けます。

アプリケーションユーザとデバイスの関

連付け, （451ページ）.
ステップ 2   

エンドユーザとデバイスの関連付け

Cisco Unified Communications Managerでは、エンドユーザ IDの重複は許可されていません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]
を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示（Find and List Application Users）]ウィンドウで、[検索
（Find）]をクリックします。

ステップ 3 エンドユーザのリストを表示するウィンドウで、該当するエンドユーザのリンクをクリックしま

す。

ステップ 4 [エンドユーザの設定（EndUserConfiguration）]ウィンドウで、[デバイス情報（Device Information）]
領域までスクロールダウンし、エンドユーザに関連付けるデバイスを選択します。[利用可能な
デバイス（Available Devices）]ボックスで、アプリケーションユーザに関連付けるデバイスを選
択し、ボックスの下にある下矢印をクリックします。

[デバイス情報（Device Information）]領域にデバイスがない場合は、[デバイスの割り当
て（DeviceAssociations）]ボタンをクリックして、[ユーザとデバイスの関連付け（User
Device Association）]ウィンドウを開きます。1つまたは複数のデバイスを選択し、[選
択/変更を保存（Save Selected/Changes）]ボタンをクリックします。選択したデバイス
は、[デバイス情報（Device Information）]領域の [制御されたデバイス（Controlled
Devices）]リストボックスに表示されます。次に、ステップ 1～ 4に従ってデバイスを
関連付けます。

（注）

ステップ 5 （任意）ラインアピアランスをプレゼンスのエンドユーザに関連付けるには、またこのライン

アピアランスがオフフックの場合に、IM and Presenceのクライアントに対して通話中のステータ
ス情報を有効にするには、[ラインアピアランスのプレゼンスからの関連付け（Line Appearance
Association from Presence）]ボタンをクリックします。[ラインアピアランスのプレゼンスとの関
連付け（LineAppearanceAssociation for Presence）]ウィンドウが表示され、ここで製品タイプ、デ
バイス名、ディレクトリ、パーティション、または説明を選択できます。このウィンドウで利用

できる選択肢は、制御されたデバイスと関連付けられた回線によって異なります。[保存（Save）]
をクリックします。

ステップ 6 [エンドユーザの設定（EndUserConfiguration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

アプリケーションユーザとデバイスの関連付け, （451ページ）.

関連トピック

エンドユーザおよびデバイス構成時の設定, （449ページ）

エンドユーザおよびデバイス構成時の設定

表 57：ユーザ情報

説明フィールド

エンドユーザの識別名を入力します。Cisco
Unified Communications Managerでは、ユーザ
IDの作成後の変更はできません。使用できる特
殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、“”、およ
び空白です。

ユーザ ID（User ID）

英数字または特殊文字を使用して、5文字以上
のエンドユーザのパスワードを入力します。使

用できる特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、
“”、および空白です。

[パスワード（Password）]

パーソナル ID番号として 5桁以上の数字を入
力します。

[PIN]

エンドユーザの姓を入力します。使用できる特

殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、“”、およ
び空白です。

姓

エンドユーザのミドルネームを入力します。

使用できる特殊文字は、=、+、<、>、#、;、
\、,、“”、および空白です。

ミドルネーム（Middle Name）

エンドユーザの名を入力します。使用できる特

殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、“”、およ
び空白です。

名

表 58：デバイスの割り当て

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このエンドユー

ザに関連付けるデバイスの種類を選択します。

[製品のタイプ（Product Type）]
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説明フィールド

新規ユーザに関連付けている新しいデバイスに

対する一意のMACアドレスを入力します。
MACアドレスは、正確に 12桁の 16進数（0～
9、A～ F）で構成されます。

MACアドレス

ドロップダウンリストから、このユーザとデバ

イスを関連付けているディレクトリ番号の発信

コーリングサーチスペースを選択します。

コーリングサーチスペース DN

ドロップダウンリストから、このユーザとデバ

イスに関連付けている電話のコーリングサーチ

スペースを選択します。

コーリングサーチスペース電話

関連付けられたデバイスからの外部発信（アウ

トバウンドの）コールの発信者 ID情報のフォー
マットに使用するマスクを指定します。

•マスクには最大 24文字を含めることがで
きます。有効な文字として、0～ 9、*、
#、および Xを指定します。

•発信者 ID情報として表示するリテラル文
字を入力し、Xを使用して関連付けられた
デバイスのディレクトリ番号を表します。

•マスクとして 972813XXXXを指定する場
合、外線通話に使用されるルートパター

ンで外部電話番号マスクオプションがオ

ンになっていると、内線番号 1234からの
外部コールで発信者 ID番号として
9728131234が表示されます。主なアテン
ダント番号を表すために 9728135000のよ
うなリテラル文字のマスクを指定すると、

そのリテラル番号（9728135000）が、関連
付けられたデバイスからの外部コールの発

信者 IDとして表示されます。

[外線電話番号マスク（External Phone Number
Mask）]

新しいユーザおよび電話の内線番号を入力しま

す。使用できる文字は、0～ 9、?、[, ]、+、-、
*、^、#、!です。

このフィールドは、エンドユーザのプライマリ

電話番号を表します。エンドユーザは、電話機

に複数の回線を接続できます。

内線番号

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
450

ユーザおよびデバイス設定のタスクフロー



説明フィールド

ドロップダウンリストから、拡張フィールドで

指定したディレクトリ番号のパーティションを

選択します。

[ルートパターン（Route Pattern）]

ドロップダウンリストから、ディレクトリ番号

のボイスメールプロファイルを選択します。

システムデフォルトを使用には、[なし
（None）]を選択します。

ボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）

エクステンションモビリティを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

新しいユーザを追加すると、ユーザ管理>エン
ドユーザメニューオプションを使用して、エ

クステンションモビリティプロファイルを選

択できます。

[エクステンションモビリティの有効化（Enable
Extension Mobility）]

アプリケーションユーザとデバイスの関連付け

アプリケーションユーザが制御できるデバイスを関連付けることができます。アプリケーション

ユーザは、電話などのデバイスを制御できます。ユーザとして特定されたアプリケーションは、

CTIポートなどの他のデバイスを制御できます。アプリケーションユーザが電話を制御できる場
合、短縮ダイヤル、コール転送など、その電話機の特定の設定を制御できます。

はじめる前に

エンドユーザとデバイスの関連付け, （448ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]を選択します。
が表示されます。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示（Find and List Application Users）]ウィンドウで、[検索
（Find）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザのリストから、該当するアプリケーションのユーザのリンクをクリック

します。

ステップ 4 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）ウィンドウから、[デバイス情
報（Device Information）]エリアまでスクロールします。[使用可能なデバイス（AvailableDevices）]
ボックスで、アプリケーションユーザに関連付けするデバイスを選択し、ボックスの下にある下

向き矢印をクリックします。
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デバイスが [制御デバイス（Controlled Devices）]ボックスに移動します。
ステップ 5 使用可能なデバイスのリストに追加するには、次のボタンのいずれかをクリックします。

• [別の電話を検索（Findmore Phones）]：このアプリケーションユーザに関連付ける別の電話
機を検索します。

• [別のルートポイントを検索（Find more Route Points）]：このアプリケーションユーザに関
連付ける CTIルートポイントを検索します。

• [別のパイロットポイントを検索（Find more Pilot Points）]：このアプリケーションユーザに
関連付けるパイロットポイントを検索します。

ステップ 6 アプリケーションユーザに割り当てるデバイスごとに、ステップ 5を繰り返します。
ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザとエンドポイントの関連付けに関する連携動作と制約事項

ユーザとエンドポイントの関連付けに関する連携動作

表 59：ユーザとエンドポイントの関連付けの連携動作

データのやり取り機能

H.323デバイスなど CTI制御が不可能なデバイスの場合は、使用可能な
デバイスリストのデバイスアイコンの横にアスタリスク（*）が表示さ
れます。

CTI制御不可のデバイ
ス

Cisco Extension Mobility機能を使用して、Cisco Unified IP Phoneを一時的
にエンドユーザの電話として表示するように設定できます。エンドユー

ザは電話にサインインでき、そのエンドユーザのExtensionMobilityプロ
ファイル（回線、短縮ダイヤル番号を含む）が電話に配置されます。こ

の機能は主に、エンドユーザが物理的な電話に永続的に割り当てられな

い環境に適用されます。

Ciscoエクステンショ
ンモビリティ

Cisco Unified Communications Managerの管理を使用して、エンドユーザ
を IMおよびプレゼンスサービスサーバノードとエンドユーザのクラ
スタに割り当てると、IMおよびプレゼンスサービスの可用性およびイ
ンスタントメッセージングサービスを受けることができます。

IM and Presence Service
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ユーザとエンドポイントの関連付けに関する制約事項

表 60：エンドポイントが関連付けられたユーザの制約事項

説明制約事項

エンドユーザの情報は、LDAPサーバとの同期
が有効になっているときのみ変更できます。

LDAPサーバとの同期が有効になっているかど
うかを確認するには、[システム（System）] >
[LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]を
選択します。

エンドユーザ情報の変更
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第 VII 部

アプリケーションの統合
• アプリケーションの統合の概要, 457 ページ

• アプリケーションサーバの設定, 461 ページ

• プラグインのインストール, 465 ページ

• プレゼンス冗長グループの設定, 469 ページ

• ボイスメールおよびメッセージング向けの Cisco Unity Connectionの設定, 477 ページ

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseの設定, 481 ページ

• Cisco Unified Contact Center Expressの設定, 483 ページ

• CTIアプリケーションの設定, 485 ページ

• Cisco TelePresenceの設定, 499 ページ

• Cisco Jabberの設定, 501 ページ





第 47 章

アプリケーションの統合の概要

• アプリケーションの統合, 457 ページ

• アプリケーションの統合, 457 ページ

アプリケーションの統合

章のこの部分では、アプリケーションを統合してシステムの機能を拡張する方法について説明し

ます。ボイスメール、コンタクトセンターの機能、表現力豊かな会議、システムの健全性を監視

する機能などのさまざまな機能を追加できます。Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolなど、一
部のアプリケーションはシステムに組み込まれ管理インターフェイスからダウンロードできます。

Cisco Jabberや Cisco Unified Contact Center Expressなどの他のアプリケーションは、外部システム
であり、Cisco Unified Communications Managerと相互運用するように設定できます。

アプリケーションの統合

次のタスクフローを実行すると、システムの統合アプリケーションを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

アプリケーションサーバを設定して他の製品サーバをクラ

スタに追加し、その間のセキュアな動作を確立します。

アプリケーションサーバ

のタスクフロー, （461
ページ）

ステップ 1   

システムの機能を拡張するには、アプリケーションプラグ

インを使用します。

プラグインのインストー

ルのタスクフロー, （
466ページ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

同じクラスタからの 2つの IM and Presence Serviceノードで
設定されているプレゼンス冗長グループを設定します。こ

プレゼンス冗長グループ

のタスクフロー, （470
ページ）

ステップ 3   

のグループは、IM and Presence Serviceクライアントとアプ
リケーションの冗長性とリカバリの両方を提供します。

ユーザにボイスメールとメッセージング機能を提供できる

ように、システムに Cisco Unity Connectionを統合します。
Cisco Unity Connection,
（477ページ）

ステップ 4   

高度な分散コンタクトセンターを導入するように Cisco
Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）を設定しま

Cisco Unified Contact
Center Enterprise, （481
ページ）

ステップ 5   

す。Unified CCEは、インテリジェントコールルーティン
グ、ネットワーク対デスクトップのコンピュータテレフォ

ニーインテグレーション（CTI）、マルチチャネルコンタ
クト管理を、IPネットワークを介してコンタクトセンター
のエージェントに提供します。

Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）を設定
して、単一またはデュアルサーバ導入にパッケージされた

大規模なコンタクトセンターの機能を提供します。

Cisco Unified Contact
CenterExpress, （483ペー
ジ）

ステップ 6   

コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）を
使用して、電話の発信、受信、管理をすると同時に、コン

CTIアプリケーションの
設定タスクフロー, （
487ページ）

ステップ 7   

ピュータ処理機能を活用します。CTIアプリケーションを
使用すると、発信者 IDに基づいてデータベースから顧客
情報を取得したり、顧客の発信を適切なカスタマーサービ

ス担当者に顧客情報と併せて渡すために自動音声応答

（IVR）システムによって収集された情報を操作したりと
いったタスクを実行できます。

システムに TelePresence機能を統合します。Unified
Communications Managerが主なコール処理エージェントで

Cisco TelePresence, （499
ページ）

ステップ 8   

ある場合は、Cisco Video Communications Server（VCS）を
追加すると、H.323のエンドポイントとのフル機能の相互
運用性、サードパーティ製ビデオエンドポイントとの SIP
統合インターワーキング、会議の代替ソリューションを提

供できます。使用しているシステムまたは Cisco VCSと関
連して動作する Cisco TelePresence Conductorを追加して、
会議とマルチポイントデバイスを簡素化することもできま

す。TelePresence Conductorは、アドホック、ランデブー、
スケジュールの複数の会議ブリッジ（Cisco MCUおよび
TelePresenceサーバ）を管理できます。

ユニファイドコミュニケーションアプリケーションのス

イートである Cisco Jabberを設定すると、ユーザは、どこ
Cisco Jabberの設定, （
501ページ）

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

からでも担当者とシームレスに対話できます。このスイー

トは、さまざまなプラットフォームで IM、応答可能性、
オーディオとビデオ発信、ボイスメールと会議を行えるよ

うにします。
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第 48 章

アプリケーションサーバの設定

• アプリケーションサーバの概要, 461 ページ

• アプリケーションサーバの前提条件, 461 ページ

• アプリケーションサーバのタスクフロー, 461 ページ

アプリケーションサーバの概要

アプリケーションサーバの機能を使用して、Cisco Unified Communications Managerとオフクラス
タ、Cisco Unity Connectionや Cisco Emergency Responderなどの外部アプリケーション間の関連付
けを維持します。アプリケーションサーバは、Cisco Unified Communications Managerと Cisco
WebDialerなどのアプリケーション間の情報も同期します。

アプリケーションサーバの前提条件

Cisco Unityと Cisco Unity Connectionについては、AXL Webサービスが Cisco Unityと Cisco Unity
Connectionサーバと通信するように設定されている Cisco Unified Communications Managerノード
で実行されていることを確認します。

アプリケーションサーバのタスクフロー

設定するアプリケーションサーバの種類に応じて、次のいずれかのタスクを実行します。
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手順

目的コマンドまたはアク

ション

安全に参加し、相互運用し、クラスタ内で情報を共有するため

に使用するアプリケーションサーバを設定します。

アプリケーションサー

バの設定, （462ペー
ジ）

ステッ

プ 1   

ユーザが入力できる文字数が制限される [WebDialersのリスト
（List of WebDialers）]サービスの代替手段として、Cisco

CiscoWebDialerサーバ
の設定,（463ページ）

ステッ

プ 2   
WebDialerアプリケーションサーバを設定します。[アプリケー
ションサーバの設定（Application Server Configuration）]ウィン
ドウでCiscoWebDialerアプリケーションサーバを追加したら、
Cisco WebDialer Webサービスの [サービスパラメータの設定
（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの [WebDialers
のリスト（List ofWebDialers）]フィールドにこのサーバが表示
されます。Cisco WebDialerの設定に関する詳細は、http://
www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの『Feature
Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』
を参照してください。

アプリケーションサーバの設定

安全に参加し、相互運用し、クラスタ内で情報を共有するために使用するアプリケーションサー

バを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ（Application
Server）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [アプリケーションサーバタイプ（Application Server Type）]ドロップダウンリストから、次のい

ずれかのサーバオプションを選択します。

• Cisco Unity Voice Mail 4.x以降

• Cisco Unity Connection

• CUMAプロビジョニングサーバ

• CERロケーション管理
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•リモートシステムログサーバ

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [アプリケーションサーバの設定（ApplicationServerConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを

設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco WebDialer サーバの設定
ユーザが入力できる文字数が制限される [WebDialersのリスト（List of WebDialers）]サービスの
代替手段として、CiscoWebDialerアプリケーションサーバを設定します。[アプリケーションサー
バの設定（Application Server Configuration）]ウィンドウでCiscoWebDialerアプリケーションサー
バを追加したら、Cisco WebDialer Webサービスの [サービスパラメータの設定（Service Parameter
Configuration）]ウィンドウの [WebDialersのリスト（List of WebDialers）]フィールドにこのサー
バが表示されます。Cisco WebDialerの設定に関する詳細は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの『Feature Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ（Application
Server）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [アプリケーションサーバタイプ（Application Server Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco

Web Dialer]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [ホスト名/IPアドレス（Host name/IP Address）]フィールドに、WebDialerサーバのホスト名また

は IPアドレスを入力します。
ステップ 5 [リダイレクタノード（RedirectorNode）]ドロップダウンリストから、[<なし>（<None>）]か、

特定の Unified Communications Managerノードを選択します。
[<なし>（< None >）]の場合は、WebDialerサーバがすべてのノードを対象にすることを示しま
す。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 Cisco Unified Serviceabilityで [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス（Control

Center - Feature Services）]を選択します。
ステップ 8 [Cisco WebDialer Webサービス（Cisco WebDialer Web Service）]オプションボタンをクリックし

ます。

ステップ 9 [再起動（Restart）]をクリックします。
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第 49 章

プラグインのインストール

• プラグインの概要, 465 ページ

• プラグインのインストールのタスクフロー, 466 ページ

プラグインの概要

アプリケーションプラグインは、システムの機能を拡張します。

次のプラグインは、[アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]メニューから使
用できます。

• CiscoAXLツールキット：開発者は、パブリッシャノードでプロビジョニングオブジェクト
を作成、読み取り、更新、および削除するアプリケーションを作成できます。ZIPファイル
には、SOAPoverHTTP/HTTPSを使用して、AXLの要求と応答を送受信するための Javaベー
スのライブラリが含まれています。

• CiscoCTLクライアント：TFTPサーバに保存される証明書をデジタル署名します。このクラ
イアントは Cisco TFTPサーバから CTLファイルを取得し、セキュリティトークンを使用し
て CTLファイルをデジタル署名し、Cisco TFTPサーバのファイルを更新します。

• Cisco IP Phone Address Book Synchronizer：Microsoft Windows Address Bookとシスコの個人用
アドレス帳を同期させます。

• Cisco JTAPIクライアント：Javaプログラミング言語で作成されている通信対応アプリケー
ション向けの標準プログラミングインターフェイスを提供します。

• Cisco TAPIクライアント：Microsoft Windowsで実行中の通信対応アプリケーション向けの標
準プログラミングインターフェイスを提供します。

• Cisco Tool for Auto-Registered Phone Support（TAPS）：ユーザは事前設定済みの電話の設定を
リモートにダウンロードして、デバイスをプロビジョニングできます。

• Cisco Unified CM Assistant Console：アシスタントは自分のマネージャのコールをより効率的
に処理できます。AssistantConsoleは、ログインおよびディレクトリサービスのために、Cisco
Unified Communications Manager IP Manager Assistant（IPMA）サービスに接続します。
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• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool：クラスタで実行中のデバイスのステータス、システ
ムパフォーマンス、デバイス検出、およびCTIアプリケーションをリアルタイムでモニタし
ます。また、RTMTはトラブルシューティングのためにデバイスに直接接続します。

プラグインのインストールのタスクフロー

必要に応じて、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

プラグインをダウンロードし、実行可能ファイルまたは

ZIPファイルからのインストール手順に従います。シス
プラグインのダウンロー

ド, （466ページ）
ステップ 1   

テムをアップグレードした後、すべてのプラグインを再

インストールする必要があります。

（任意）

ドメインネームサーバ（DNS）が変更された場合は、
プラグイン URLを更新します。システムのインストー

プラグインURLの更新, （
467ページ）

ステップ 2   

ル時に、DNSはプラグインURLの基礎を提供します。
DNSが変更されても、URLは自動更新されません。

プラグインのダウンロード

プラグインをダウンロードし、実行可能ファイルまたは ZIPファイルからのインストール手順に
従います。システムをアップグレードした後、すべてのプラグインを再インストールする必要が

あります。

はじめる前に

プラグインのインストール先となるサーバで実行されている、侵入検知やウイルス対策などのサー

ビスを一時的にすべて無効にしてください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]の順
に選択します。

ステップ 2 検索条件を入力するか、またはダイアログボックスを空欄にして、[検索（Find）]をクリックし
ます。

表示されたウィンドウには、アプリケーションのプラグインに関する詳細情報が含まれています。
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ステップ 3 ダウンロードおよびインストールするプラグインの [ダウンロード（Download）]をクリックしま
す。

また、[ダウンロード（Download）]を右クリックし、[名前を付けて保存（Save As）]をクリック
してフォルダを選択すると、検索が簡単です。

ステップ 4 （任意） プラグインが ZIPファイルの場合、組み込みまたはサードパーティの ZIPプログラムを
使用してファイルを解凍します。

ステップ 5 実行可能ファイルを実行するか、または必要に応じて、ZIPファイルに格納された readmeファイ
ルを参照します。

次の作業

実行可能ファイルの説明を参照して、プラグインをインストールしてください。

プラグイン URL の更新
ドメインネームサーバ（DNS）が変更された場合は、プラグイン URLを更新します。システム
のインストール時に、DNSはプラグイン URLの基礎を提供します。DNSが変更されても、URL
は自動更新されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]の順
に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 更新するプラグイン名をクリックします。

ステップ 4 [カスタム URL（Custom URL）]フィールドに、プラグインの更新された URLを入力します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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第 50 章

プレゼンス冗長グループの設定

• プレゼンス冗長グループの概要, 469 ページ

• プレゼンス冗長グループの前提条件, 470 ページ

• プレゼンス冗長グループのタスクフロー, 470 ページ

• 冗長性の連携動作と制約事項, 476 ページ

プレゼンス冗長グループの概要

プレゼンス冗長グループは、同じクラスタからの 2つの IM and Presence Serviceノードで設定され
ています。プレゼンス冗長グループ内の各ノードは、ピアノードのステータスまたはハートビー

トをモニタします。IM and Presence Serviceクライアントおよびアプリケーションで冗長性と回復
性の両方を実現するようにプレゼンス冗長グループを設定できます。

•フェールオーバー：プレゼンス冗長グループ内の IM and Presenceサービスノード上で 1つ以
上の重要なサービスが失敗した場合、またはグループ内のノードが失敗した場合に、そのプ

レゼンス冗長グループ内で行われます。クライアントは、そのグループ内のもう 1つの IM
and Presenceサービスノードに自動で接続します。

•フォールバック：以下のいずれかの状況で、フォールバックコマンドが CLIまたは Cisco
Unified Communications Managerから発行されると行われます。

◦失敗した IM and Presenceサービスノードがサービスを再開し、すべての重要なサービ
スが動作している場合。そのグループのフェールオーバーが発生したクライアントは、

使用可能になると回復したノードと再接続します。

◦重要なサービスの不具合のために、アクティブ化されていたバックアップ IMandPresence
サービスノードが失敗し、ピアノードがフェールオーバー状態であり、自動回復フォー

ルバックをサポートしている場合。

たとえば、プレゼンス冗長グループを使用していると、ローカルの IM and Presenceサービスノー
ドのサービスまたはハードウェアで障害が発生した場合、Cisco Jabberクライアントはバックアッ
プ用 IM and Presenceサービスノードにフェールオーバーします。障害の発生したノードがオンラ
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インに戻ると、自動フォールバックを設定している場合、クライアントはローカルのIMandPresence
サービスノードに自動的に再接続します。自動フォールバックを設定していない場合、障害の発

生したノードがオンラインに戻ったらフォールバックを手動で開始できます。

冗長性と回復性に加え、プレゼンス冗長グループでは、クラスタのハイアベイラビリティを設定

することもできます。

高可用性

IM and Presence Serviceは複数ノードのハイアベイラビリティ展開をサポートします。

プレゼンス冗長グループを構成した後、グループのハイアベイラビリティを有効にできます。高

可用性には、ペアのノードが必要です。各ノードには、独立型のデータベースと一連のユーザが

存在し、これらは、共通のユーザをサポートできる共有アベイラビリティデータベースとともに

運用されます。

すべての IM and Presence Serviceノードが、プレゼンス冗長グループに属している必要がありま
す。このグループは、単一の IM and Presence Serviceノード、またはペアの IM and Presence Service
ノードで構成されている場合があります。

2つの異なるモードを使用してハイアベイラビリティを構成できます。

•バランスモード：このモードでは、コンポーネントの障害や停電が原因で 1つのノードが停
止するイベント時に自動ユーザロードバランシングとユーザフェールオーバーを含む冗長

ハイアベイラビリティを提供します。

•アクティブ/スタンバイモード：アクティブノードが停止すると、スタンバイノードはアク
ティブノードを自動的に引き継ぎます。自動ロードバランシングは行いません。

IM and Presence Serviceの展開をハイアベイラビリティ展開として設定することを推奨します。シ
ングル展開では、ハイアベイラビリティと非ハイアベイラビリティの両方を、プレゼンス冗長グ

ループに設定しておくことが許可されますが、この設定は推奨されません。

プレゼンス冗長グループの前提条件

WAN経由での導入では、IMおよびプレゼンスクラスタごとに少なくとも 10 Mbpsの専用の帯域
幅が必要であり、往復遅延は80ミリ秒を超えないことが必要です。帯域幅がこの推奨事項未満の
場合、パフォーマンスに悪影響を及ぼす場合があります。

プレゼンス冗長グループのタスクフロー

1つの IM and Presence Serviceノードは、1つのプレゼンス冗長グループのみに割り当てることが
できます。高可用性を実現するには、同じクラスタから 2つのノードをプレゼンス冗長グループ
に割り当て、グループの高可用性を確保する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

データベースレプリケーションが IM and Presence
サービスクラスタで設定されていることを確認し

ます。

データベースレプリケーショ

ンの確認, （471ページ）
ステップ 1   

重要なサービスがプレゼンス冗長グループに追加予

定のノード上で実行されていることを確認します。

確認サービス,（472ページ）ステップ 2   

IM and Presence Serviceクライアントとアプリケー
ションの冗長性とリカバリを提供します。

プレゼンス冗長グループの設

定, （473ページ）
ステップ 3   

これはオプションです。プレゼンス冗長グループ内

の各ノードは、ピアノードのステータスまたはハー

障害検出パラメータの設定,
（474ページ）

ステップ 4   

トビートをモニタします。ノードが自身のピアを監

視する間隔を設定できます。

これはオプションです。プレゼンス冗長グループを

設定した際にハイアベイラビリティを有効にしな

かった場合、この手順を実行します。

高可用性を有効にする,（475
ページ）

ステップ 5   

Sync Agentが IM and Presenceサービスクラスタの
さまざまなノード全体にユーザを分散する方法を設

ユーザ割り当てモードの設

定, （475ページ）
ステップ 6   

定します。この設定は、システムがフェールオー

バーとロードバランシングを処理する方法に影響

します。

データベースレプリケーションの確認

プレゼンス冗長グループのハイアベイラビリティを有効にする前に、データベースレプリケー

ションが IM and Presenceサービスクラスタでセットアップされるようにします。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、CLIセッションを開始します。

•リモートシステムの場合は、SSHを使用して Cisco Unifiedオペレーティングシステムにセ
キュアに接続します。SSHクライアントで、ssh adminname@hostnameおよびパスワードを入
力します。
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•シリアルポートへの直接接続を介して、自動的に表示されるプロンプトでクレデンシャルを
入力します。

ステップ 2 utils dbreplication statusコマンドを実行して、データベーステーブルのエラーまたは誤りを確認
します。

ステップ 3 utils dbreplication runtimestateコマンドを実行して、データベースレプリケーションがノードで
アクティブであることを確認します。

出力にはすべてのノードが一覧表示されます。データベースレプリケーションがセットアップさ

れて正常であれば、各ノードの replication setupの値は 2になります。

2以外の値が返される場合は、アップグレードに進む前にエラーを解決する必要があります。

次の作業

確認サービス, （472ページ）

確認サービス

重要なサービスがプレゼンス冗長グループに追加予定のノード上で実行されていることを確認し

ます。ハイアベイラビリティをオンにする前に、重要なサービスを実行する必要があります。重

要なサービスがいずれのノードでも動作していない場合、障害状態に高可用性をオンにするとプ

レゼンス冗長グループは Failed状態になります。重要なサービスが 1つのノードで実行されてい
ない場合、高可用性をオンにすると、そのノードが他のノードにフェールオーバーします。

はじめる前に

データベースレプリケーションの確認, （471ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence Serviceability）]
から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ-ネットワークサービス（Control Center - Network
Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]リストから、サービスを再アクティブ化するノードを選択し、[移動（Go）]を
クリックします。

ステップ 3 [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]で、次のサービスを有効にします。

• Cisco Client Profile Agent

• Cisco Sync Agent
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• Cisco XCP Router

ステップ 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [サービスのアクティブ化（Service
Activation）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]で、次のサービスを有効にします。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

次の作業

プレゼンス冗長グループの設定, （473ページ）

プレゼンス冗長グループの設定

Cisco Unified Communications Managerを使用して、IM and Presenceサービスノードの冗長性を設
定します。

各プレゼンス冗長グループには、IM and Presenceサービスの 2つのノードを含めることができま
す。各ノードを割り当てることができるプレゼンス冗長グループは 1つだけです。プレゼンス冗
長グループのノードはどちらも同じクラスタ上にあり、同じ IM and Presenceサービスデータベー
スパブリッシャノードを持つ必要があります。

はじめる前に

•確認サービス, （472ページ）

•プレゼンス冗長グループに追加する IMandPresenceサービスノードが同じソフトウェアバー
ジョンを実行していることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [プレ
ゼンス冗長グループ（Presence Redundancy Groups）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 プレゼンス冗長グループの一意の名前を入力します。

アンダースコア（_）およびダッシュ（-）を含む最大 128文字の英数字を入力できます。

ステップ 4 グループの説明を入力します。

最大 128文字の英数字と記号を入力できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アン
パサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。
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ステップ 5 IM and Presence Serviceの 2つの異なるノードを [プレゼンスサーバ（Presence Server）]フィール
ドで選択し、グループに割り当てます。

ステップ 6 （任意） [高可用性を有効にする（Enable High Availability）]チェックボックスをオンにして、プ
レゼンス冗長グループの高可用性を有効にします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

障害検出パラメータの設定, （474ページ）

障害検出パラメータの設定

IM and Presenceサービスは、プレゼンス冗長グループの自動障害検出メカニズムを提供します。
プレゼンス冗長グループ内の各ノードは、ピアノードのステータスまたはハートビートをモニタ

します。ノードが自身のピアを監視する間隔を設定できます。

はじめる前に

プレゼンス冗長グループの設定, （473ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presenceの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] > [Server Recovery Manager（サービス）（Server Recovery Manager (service)）]を選択
します。

ステップ 2 [一般的な Server Recovery Managerパラメータ（General Server Recovery Manager Parameters）]（ク
ラスタ全体）で、次のパラメータを設定します。

• [ハートビート間隔（Heart Beat Interval）]：このパラメータは、Server Recovery Managerが同
じ冗長グループのピア Server RecoveryManagerにハートビートメッセージを送信する間隔を
秒単位で指定します。ハートビートは、ネットワークのアベイラビリティを判断するために

使用されます。デフォルト値は 60秒です。

• [接続タイムアウト（Connect Timeout）]：このパラメータは、Server RecoveryManagerがピア
Server Recovery Managerへの接続要求から応答を受信するために待つ時間を秒単位で指定し
ます。デフォルト値は 30秒です。

シスコは、これらのパラメータにデフォルト値を設定することを推奨しま

す。

（注）

次の作業

プレゼンス冗長グループを設定した際にハイアベイラビリティを有効にしていない場合は、高可

用性を有効にする, （475ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
474

プレゼンス冗長グループのタスクフロー



高可用性を有効にする

IM and Presence Serviceクラスタのレプリケーションのセットアップに失敗したが、すべての
重要なサービスが実行されている場合、現在の冗長グループで有効な場合は、すぐにフェール

オーバーする場合があります。

注意

はじめる前に

•プレゼンス冗長グループの設定, （473ページ）

• IM and Presence Serviceクラスタでレプリケーションがセットアップされていることを確認し
ます。

•すべての重要なサービスが動作していることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [プレ
ゼンス冗長グループ（Presence Redundancy Groups）]を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索（Find）] をクリックします。
ステップ 3 設定したプレゼンス冗長グループを選択します。

ステップ 4 ハイアベイラビリティを有効にするには、[ハイアベイラビリティを有効にする（Enable High
Availability）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザ割り当てモードの設定

この手順を使用すると、Sync Agentがクラスタ内のノードにユーザを分散させる方法を設定でき
ます。この設定により、フェールオーバーおよびロードバランシングを管理できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（User Management Parameters）]領域で、[プレゼンスサーバのユーザ割り
当てモード（User Assignment Mode for Presence Server）]パラメータに次のいずれかのオプション
を選択します。
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• [バランス（Balanced）]：このモード（デフォルト）では、ユーザを各サブクラスタのそれぞ
れのノードに均等に割り当て、各ノードにユーザの合計数が均等に分散するようにします。

これがデフォルトのオプションです。

• [アクティブスタンバイ（Active-Standby）]：このモードでは、サブクラスタの最初のノード
にすべてのユーザを割り当て、セカンダリサーバをバックアップのままにします。

• [なし（None）]：このモードでは、Sync Agentでクラスタのノードにユーザが割り当てられ
ません。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

冗長性の連携動作と制約事項

データのやり取り機能

MultipleDeviceMessaging機能を使用すると、フェールオーバー
時に IM and Presenceサービスでサーバのリカバリに遅延が発生
します。MultipleDeviceMessagingが設定されているシステムで
サーバのフェールオーバーが発生すると、通常、[Cisco Server
RecoveryManager]サービスパラメータで指定された時間の 2倍
かかります。

Multiple Device Messaging
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第 51 章

ボイスメールおよびメッセージング向けの

Cisco Unity Connection の設定

• Cisco Unity Connection, 477 ページ

• Cisco Unity Connectionのボイスメールとメッセージング設定タスクフロー, 479 ページ

Cisco Unity Connection
ボイスメールとメッセージングのシステムを設定する時には、ユーザの追加、機能の有効化、Cisco
Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionとの統合の各オプションに注意します。

Cisco Unified Communications Managerに統合された Cisco Unity Connection（ボイスメールとメッ
セージングのシステム）は、AXLサービスまたはLDAP統合を介して、手動で設定したユーザに
ボイスメッセージング機能を提供します。ユーザが、メールボックスでボイスメッセージを受信

すると、ユーザの電話機のメッセージ待機ランプが点灯します。ユーザは、内部または外部コー

ルでボイスメッセージングシステムにアクセスして、メッセージの取得、再生、応答、転送、削

除ができます。

このシステムは直接接続とゲートウェイベースの両方をサポートするメッセージングシステムで

す。直接接続のボイスメッセージングシステムは、パケットプロトコルを使用してCiscoUnified
Communications Managerと通信します。ゲートウェイベースのボイスメッセージングシステム
は、アナログまたはデジタルトランク経由で Ciscoゲートウェイに接続することにより Cisco
Unified Communications Managerに接続します。

Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionを統合すると、ユーザに次の機能を設定
できます：

•パーソナルグリーティングへの自動転送

•通話中グリーティングへの自動転送

•発信者 ID
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•容易なメッセージアクセス（ユーザは、IDを入力しなくてもメッセージを取得できます。
CiscoUnityConnectionは、コール発信元の内線番号に基づいてユーザを識別します。パスワー
ドが必要になる場合があります）。

•識別されているユーザのメッセージング（Cisco Unity Connectionは、転送された内線コール
中にメッセージを残したユーザを、コール発信元の内線番号に基づいて自動的に識別しま

す）。

•メッセージ待機インジケータ（MWI）

Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionは次のいずれかのインターフェイ
スを介して連携します：

• SIPトランク：SIPを使用して Cisco Unity Connectionと Unified Communications Managerを統
合できます。従来の統合に必要な複数のSCCPポートの代わりに、SIPは、各UnityConnection
サーバに1つのトランクを使用します。SIPの統合により、ボイスメールポートとボイスメー
ルメッセージ待機インジケータ（MWI）に電話番号を設定する必要がなくなります。

• SCCPプロトコル：ボイスメールポートを作成して、直接接続するボイスメッセージングシ
ステムとのインターフェイスを設定します。この方法により、UnifiedCommunicationsManager
と Cisco Unity Connectionとの間のリンクが確立します。

ボイスメッセージングシステムに複数かつ同時に接続するコールを処理するためには、複

数のボイスメールポートを作成して、そのポートを、回線グループおよびルート/ハントリ
スト内の回線グループに設定します。

Cisco Unified Communications Managerは、SCCPメッセージを生成します。 Cisco Unity
Connectionがそのメッセージを変換します。ボイスメールシステムは、メッセージ待機ラン
プの点滅設定のある番号をコールして、メッセージ待機インジケータ（MWI）を送信しま
す。

ボイスメールポートおよびCisco Unity SCCPデバイスのセキュリティ設定を行うと、各デバ
イスが他のデバイスの証明書を受け入れた後、認証済みのデバイス間で TLS接続（ハンド
シェイク）が開始されます。また、システムは、デバイス間で SRTPストリームを送受信で
きるようにします。これは、デバイスに暗号化設定を行った場合の動作です。

デバイスのセキュリティモードに認証または暗号化を設定すると、Cisco Unity TSPは Cisco
Unified Communications Managerの TLSポートを介して Unified Communications Managerに接
続します。セキュリティモードが非セキュアの場合、Cisco Unity TSPは Cisco Unified
Communications Managerの SCCPポートを介してUnified Communications Managerに接続しま
す。

システムに Cisco Unity Connectionを統合する設定の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.html
で、『Cisco Unified Communications Manager SCCP Integration Guide for Cisco Unity Connection』ま
たは『Cisco Unified Communications Manager SIP Trunk Integration Guide for Cisco Unity Connection』
を参照してください。
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Cisco Unity Connection のボイスメールとメッセージング設定タスクフ
ロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unity Connectionを設定するには、Cisco Unity
Connection向け『Cisco Unified CommunicationsManager

Cisco Unity Connectionで、ボ
イスメールとメッセージング

を設定します。

ステップ 1   

SCCP Integration Guide』または『Cisco Unified
Communications Manager SIP Trunk Integration Guide for
Cisco Unity Connection』を参照してください。 http://
www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

これはオプションです。共通のPIN同期を有効にする
には、次の手順を使用します。

PIN同期の有効化,（479ペー
ジ）

ステップ 2   

PIN 同期の有効化
PIN同期を有効にし、エンドユーザが、エクステンションモビリティ、開催中の会議、モバイル
コネクト、および Cisco Unity Connectionボイスメールに同じ PINを使用してログインできるよう
にするには、次の手順を実行します。

Cisco Unified Communications Managerパブリッシュデータベースサーバが稼働し、そのデー
タベースのレプリケーションが完了した場合のみ、Cisco Unity Connectionと Cisco Unified
Communications Manager間の PINの同期に成功します。Cisco Unity Connectionで PINの同期に
失敗すると、次のエラーメッセージが表示されます。Failed to update PIN on
CUCM.Reason: Error getting the pin.

（注）

PINの同期が有効で、エンドユーザが PINを変更した場合は、Cisco Unified Communications
Managerで PINが更新されます。これは、設定済みの Unity Connectionアプリケーションサー
バの 1台以上で PINの更新に成功した場合のみです。

（注）
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はじめる前に

この手順は、アプリケーションサーバを Cisco Unity Connectionの設定にすでに接続していること
を前提としています。接続していない場合は、新しいアプリケーションサーバの追加方法の詳細

について、以下の「関連項目」のセクションを参照してください。

PIN同期の機能を有効にするには、最初に、Cisco Unity Serverに接続するための有効な証明書を
Cisco Unified OSの管理ページから Cisco Unified Communications Managerの tomcat-trustにアップ
ロードする必要があります。証明書をアップロードする方法の詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』の「“Manage Security Certificates”」の
章を参照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

Cisco Unity Connectionサーバのユーザ IDは、Cisco Unified Communications Managerのユーザ ID
と一致する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ（Application
Servers）]の順に選択します。

ステップ 2 Cisco Unity Connectionの設定を行うアプリケーションサーバを選択します。
ステップ 3 [エンドユーザの PIN同期（Enable End User PIN Synchronization）]チェックボックスをオンにし

ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

アプリケーションサーバの設定, （462ページ）
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第 52 章

Cisco Unified Contact Center Enterprise の設定

• Cisco Unified Contact Center Enterprise, 481 ページ

Cisco Unified Contact Center Enterprise
Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）を使用して、インテリジェントコールルー
ティング、ネットワーク対デスクトップのコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）、
マルチチャネルコンタクト管理を、IPネットワークを介してコンタクトセンターのエージェント
に統合できます。Unified CCEは、ソフトウェア IP自動着信呼分配（ACD）と Cisco Unified
Communicationsを統合して、高度な分散型コンタクトセンターの迅速な展開を可能にします。

UnifiedCCEをシステムに統合するための設定方法の詳細については、『CiscoUnifiedContactCenter
Enterpriseインストレーションおよびアップグレードガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.html）を参照して
ください。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
481

http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.html


   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
482

Cisco Unified Contact Center Enterprise



第 53 章

Cisco Unified Contact Center Express の設定

• Cisco Unified Contact Center Express, 483 ページ

Cisco Unified Contact Center Express
Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）は、シングルまたはデュアルサーバの導入に
おいて、パッケージ化された大規模なコンタクトセンターの機能をシステムに提供します。Unified
CCXは、最大 400人の同時エージェント、42人のスーパバイザ、150のエージェントグループ、
および 150のスキルグループに対応するように拡張できます。また、電子メール、チャット、発
信コール、着信コール、ワークフォース最適化、およびレポート機能が含まれています。

UnifiedCCXは、UnifiedCCXに代わってすべてのコンタクトセンターのコールを管理するUnified
Communications Managerと連携します。ヘルプデスクに電話がかかってくると、コールシステム
は、それが Unified CCXアプリケーションサーバ宛の番号であることを認識します。この設定で
は、Unified CCXは着信コールを受信して、ダイヤルされた内線番号に基づいて要求を処理しま
す。スクリプトでプロンプトが再生されて電話番号が収集され、必要に応じて、発信者からの情

報を使用して適切なエージェントが選択されます。割り当てられたエージェントが空いていない

場合、コールは適切なキューに入り、録音メッセージや音楽が発信者に流されます。エージェン

トが対応可能になるとすぐに、Unified CCXはそのエージェントの電話を鳴らすように Unified
Communications Managerに指示します。

エージェントが電話に出ると、関連するコールコンテキストがそのエージェントのデスクトップ

アプリケーションに提供されます。この手順により、お客様をサポートするための適切な情報が

エージェントの目の前に表示されます。

Unified CCEをシステムに統合するための設定方法の詳細については、『Cisco Unified CCXアドミ
ニストレーションガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-express/products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してくだ
さい。
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第 54 章

CTI アプリケーションの設定

• CTIアプリケーションの概要, 485 ページ

• CTIアプリケーションの前提条件, 487 ページ

• CTIアプリケーションの設定タスクフロー, 487 ページ

CTI アプリケーションの概要
コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）を使用すると、コールを発信、受信、お
よび管理しながらコンピュータ処理機能を利用できます。CTIアプリケーションでは、発信者 ID
を使用してデータベースから顧客情報を取得するなどのタスクを実行する、または自動音声応答

（IVR）システムによって収集された情報を使用して、顧客のコールを顧客情報とともに、適切
なカスタマーサービス担当者にルーティングできます。

コールのメディアをルートポイントで終端させたいアプリケーションでは、コールのメディアと

ポートをコール単位で指定する必要があります。CTIアプリケーションは、スタティックまたは
ダイナミック IPアドレスおよびポート番号を使用して、CTIポートと CTIルート上でメディアを
終端させることができます。

この章では、CTIアプリケーションと連携させるための Cisco Unified Communications Managerの
設定方法について説明します。特定のアプリケーションの設定方法の詳細については、CiscoUnified
Communications Managerの機能設定ガイド [英語]を参照してください。

次に、利用可能な Cisco CTIアプリケーションをいくつか示します。

• Cisco IP Communicator：コンピュータをフル機能の電話機に変えるデスクトップアプリケー
ションです。コールトラッキング、デスクトップコラボレーション、およびオンライン電

話帳からのワンクリックダイヤルなどの機能が追加されています。

• Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant：Cisco Unified Communications Manager
と連動して、特定の内線電話番号に対するコールを受信し、発信者が適切な内線番号を選択

できるようにします。

• Cisco Web Dialer：Cisco Unified IP PhoneユーザがWebアプリケーションやデスクトップア
プリケーションからコールを発信できるようにします。
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• CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant：マネージャとアシスタントがより効率的に連
携できるようにします。この機能は、コールルーティングサービス、マネージャとアシスタ

ントに対する電話機能の機能拡張、主にアシスタントによって使用される Assistant Console
インターフェイスで構成されています。

SIP IPフォンをサポートする Cisco Unified Communications Manager CTIアプリケーションにつ
いては、アプリケーション固有のマニュアルを参照してください。

（注）

CTI ルートポイントの概要
CTIルートポイント仮想デバイスは、アプリケーション制御のリダイレクションに対する多重同
時コールを受信できます。CTIルートポイントには、ユーザがアプリケーションにアクセスする
ためにコールできる回線を 1つ以上設定できます。アプリケーションはルートポイントでコール
に応答でき、CTIポートや IPフォンにコールをリダイレクトすることもできます。CTIアプリケー
ションがリダイレクト APIを使用してコールのリダイレクトを要求すると、Cisco Unified
Communications Managerはリダイレクトされた側の回線/デバイスコーリングサーチスペースの
設定を使用します。

CTIルートポイントでは次のことができます。

•コールへの応答

•複数のアクティブコールの発信と受信

•コールのリダイレクト

•コールを保留にする

•コールの保留解除

•コールのドロップ

Cisco Unified Communications Manager の CTI 冗長性
クラスタ内の Cisco Unified Communications Managerノードで障害が発生すると、CTIManagerは、
該当デバイスを別の Cisco Unified Communications Managerノード上で再度開くことで影響を受け
たCTIポートとルートポイントを復旧します。アプリケーションに開かれている電話デバイスが
ある場合、その電話が別の Cisco Unified Communications Managerにフェールオーバーすると、
CTIManagerはその電話も再度開きます。CiscoUnified IP Phoneが別のCiscoUnified Communications
Managerにフェールオーバーされない場合、CTIManagerはその電話またはその電話の回線を開く
ことができません。CTIManagerはデバイスプールに割り当てられている Cisco Unified
Communications Managerグループを使用して、アプリケーションが開いた CTIデバイスと電話を
復旧するために使用する Cisco Unified Communications Managerを決定します。
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CTIManager の CTI 冗長性
CTIManagerで障害が発生すると、その CTIManagerに接続されているアプリケーションは、別の
CTIManagerで該当デバイスを再度開くことで影響を受けたリソースを回復できます。アプリケー
ションは、アプリケーションの設定時にプライマリおよびバックアップとして定義したCTIManager
に基づき使用するCTIManagerを決定します（そのアプリケーションでサポートされている場合）。
アプリケーションは、新しいCTIManagerに接続すると、以前開かれていたデバイスと回線を再度
開くことができます。アプリケーションは、Cisco Unified IP Phoneが新しい Cisco Unified
Communications Managerに再ホーム化される前にその電話を開くことができますが、再ホーム化
が完了しないとその電話を制御できません。

アプリケーションは、稼働状態に戻るとプライマリ CTIManagerに再ホーム化されません。ア
プリケーションを再起動するか、バックアップ CTIManagerで障害が発生すると、アプリケー
ションはプライマリ CTIManagerにフェールバックします。

（注）

アプリケーションの障害に対する CTI の冗長性
アプリケーション（TAPI/JTAPIまたは CTIManagerに直接接続するアプリケーション）が失敗す
ると、CTIManagerはアプリケーションを終了し、CTIポートとルートポイントにある未完了の
コールを設定された障害時転送（CFOF）番号にリダイレクトします。また、アプリケーションが
回復してこれらのデバイスを再登録するまで、CTIManagerは、これらの CTIポートとルートポ
イントへの後続のコールを、設定された無応答時転送（CFNA）番号に回します。

CTI アプリケーションの前提条件
Cisco Unified Communications Managerを CTIアプリケーションに対応するように設定する前に、
事前にデバイスプールを設定しておく必要があります。

CTIアプリケーションごとに IPフォンを追加して設定します。IPフォンを追加して設定する方法
の詳細については、Cisco Unified IP Phoneを参照してください。

CTIアプリケーションを使用するエンドユーザとアプリケーションユーザを設定します。

Computer Telephony Integration（CTI）は、IPv4アドレスと IPv6アドレスをサポートできる JTAPI
および TAPIインターフェイスを介して IPアドレス情報を提供します。IPv6アドレスをサポート
する場合は、アプリケーションが IPv6をサポートする JTAPI/TAPIクライアントインターフェイ
スバージョンを使用していることを確認します。

CTI アプリケーションの設定タスクフロー
CTIアプリケーション向けに Cisco Unified Communications Managerを設定するには、次のタスク
を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

アクティブになっていない場合、適切なサー

バで CTIManagerサービスをアクティブにし
ます。

CTIManagerサービスの有効化, （489
ページ）

ステップ 1   

CTIのスーパープロバイダー機能と連携して
使用される CTIManagerのクラスタ全体の高
度サービスパラメータを設定します。

CTIManagerおよび Cisco Unified
Communications Managerのサービス
パラメータの設定, （489ページ）

ステップ 2   

アプリケーション制御のリダイレクションに

複数の同時コールを受信できる 1つ以上の
CTIルートポイントを設定するには、
次の手順を実行します。

ステップ 3   

CTIルートポイントの仮想デバイスを設定し
ます。

• CTIルートポイントの設定, （
491ページ）

•新しいコール受け入れタイマー
の設定, （491ページ）

•アクティブな多重同時コールの
設定, （492ページ）

• CTIルートポイントの同期, （
493ページ）

CTIデバイスの電話番号を設定します。CTIデバイスの電話番号の設定,（493
ページ）

ステップ 4   

アプリケーションユーザとエンドユーザが

アプリケーションで使用するすべてのデバイ

デバイスとグループの関連付け, （
494ページ）

ステップ 5   

スを、適切な Cisco Unified Communications
Managerグループに関連付けます（デバイス
プール経由）。

Cisco Unified Communications Managerシステ
ムで Standard CTI Enabledユーザグループに

エンドユーザとアプリケーション

ユーザの追加, （494ページ）
ステップ 6   

エンドユーザとアプリケーションユーザを

追加することで設定されているCTI制御可能
なデバイスをCTIアプリケーションが制御で
きます。

CTIManagerが、連続する 2回の間隔でアプ
リケーションからメッセージを受信するまで

待機する間隔を定義します。

（オプション）アプリケーション障

害時の CTI冗長性の設定, （496ペー
ジ）

ステップ 7   
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CTIManager サービスの有効化

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を選
択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。
ステップ 3 [CMサービス（CMServices）]セクションで、[Cisco CTIManager]チェックボックスをオンにしま

す。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次の作業

CTIManagerおよびCiscoUnifiedCommunicationsManagerのサービスパラメータの設定, （489ペー
ジ）

CTIManager および Cisco Unified Communications Manager のサービスパラメータの設
定

CTIのスーパープロバイダー機能と連携して使用される CTIManagerのクラスタ全体の高度サー
ビスパラメータを設定します。

設定された制限を超えると、CTIはアラームを生成しますが、アプリケーションは、他のデバ
イスで動作し続けます。

（注）

はじめる前に

CTIManagerサービスの有効化, （489ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CTIManager（アクティブ）（Cisco

CTIManager（Active））]を選択します。
ステップ 4 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[詳細（Advanced）]

をクリックします。

ステップ 5 [プロバイダーあたりの最大デバイス数（MaximumDevices Per Provider）]フィールドに、CTIアプ
リケーションで一度に開くことのできる最大デバイス数を入力します。デフォルトのデバイス数

は 2000です。
ステップ 6 [ノードあたりの最大デバイス数（MaximumDevices Per Node field）]フィールドに、すべての CTI

アプリケーションで、Cisco Unified Communications Managerシステムの CTIManagerノードに開く
ことができる最大デバイス数を入力します。デバイスのデフォルト数は 800です。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

CTIルートポイントの設定, （491ページ）

CTI ルートポイントの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

新規の CTIルートポイントを追加するか、既存
のポイントを変更します。

CTIルートポイントの設定, （
491ページ）

ステップ 1   

コールがルートポイントに到着したとき、アプリ

ケーションが指定時間内に処理（受信、応答、リ

新しいコール受け入れタイマー

の設定, （491ページ）
ステップ 2   

ダイレクト）するように新しいコール受け入れタ

イマーを設定します。

ルートポイントの同時アクティブコール数を設

定します。

アクティブな多重同時コールの

設定, （492ページ）
ステップ 3   

同期して、CTIルートポイントに最新の設定変更
を反映させます。割り込みを最小限に抑えて、適

（オプション）CTIルートポイ
ントの同期, （493ページ）

ステップ 4   

用されていない設定を適用します（たとえば、影

響を受けるデバイスの一部でリセットまたは再起

動を行う必要がない場合があります）。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
490

CTI アプリケーションの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

CTI ルートポイントの設定

新規の CTIルートポイントを追加するか、既存のポイントを変更します。

はじめる前に

CTIManagerおよびCiscoUnifiedCommunicationsManagerのサービスパラメータの設定, （489ペー
ジ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]
をクリックします。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の CTIルートポイントの設定を変更し、検索条件を入力し、[検索（Search）]をクリッ
クして、結果リストから CTIルートポイントを選択します。

•新しいゲートウェイを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [CTIルートポイント設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

新しいコール受け入れタイマーの設定, （491ページ）

新しいコール受け入れタイマーの設定

コールがルートポイントに到着したとき、アプリケーションが指定時間内に処理（受信、応答、

リダイレクト）するように新しいコール受け入れタイマーを設定します。

はじめる前に

CTIルートポイントの設定, （491ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco

CallManager (Active)）]を選択します。
ステップ 4 [CTIの新しいコール受け入れタイマー（CTI New Call Accept Timer）]フィールドで、コールに応

答するまでの猶予時間を指定します。デフォルト値は 4です。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アクティブな多重同時コールの設定, （492ページ）

アクティブな多重同時コールの設定

ルートポイントの同時アクティブコール数を設定します。

Cisco CallManager Telephony Service Provider（TSP）を使用して、CTIポートデバイスを制御す
るために TAPIアプリケーションを使用する予定がある場合、CTIポートデバイスごとに 1つ
の回線のみ設定できます。

（注）

はじめる前に

新しいコール受け入れタイマーの設定, （491ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]をクリックします。

ステップ 2 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、[新規追加（Add New）] をク
リックします。

ステップ 3 必須フィールドに入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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CTI ルートポイントの同期

同期して、CTIルートポイントに最新の設定変更を反映させます。割り込みを最小限に抑えて、
適用されていない設定を適用します（たとえば、影響を受けるデバイスの一部でリセットまたは

再起動を行う必要がない場合があります）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]の
順にクリックします。

ステップ 2 [CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）]ウィンドウで、[検索
（Find）]をクリックして CTIルートポイントのリストを表示します。

ステップ 3 同期するCTIルートポイントの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべ
ての CTIルートポイントを選択するには、一致するレコードのタイトルバーのチェックボック
スをオンにします。

ステップ 4 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

CTI デバイスの電話番号の設定
CTIデバイスの電話番号を設定します。

はじめる前に

アクティブな多重同時コールの設定, （492ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]を選択します。

ステップ 2 [電話番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウで [新規追加（Add
New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウで、必須フィールドに入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デバイスとグループの関連付け, （494ページ）
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デバイスとグループの関連付け

アプリケーションユーザとエンドユーザがアプリケーションで使用するすべてのデバイスを、適

切な Cisco Unified Communications Managerグループに関連付けます（デバイスプール経由）。

はじめる前に

CTIデバイスの電話番号の設定, （493ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]をクリックします。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索および一覧表示（Find and List Application Users）]ページで、[新
規追加（Add New）]をクリックします。[アプリケーションユーザの設定（Application User
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]ペインで、[使用可能なデバイス（Available Devices）]リス
トから [制御するデバイス（Controlled Devices）]リストに移動して、デバイスを関連付けます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 エンドユーザのデバイスを関連付けるには、 [ユーザの管理（User Management）] > [エンドユー

ザ（End User）]をクリックします。
ステップ 6 ステップ 2～ 4を繰り返します。

次の作業

エンドユーザとアプリケーションユーザの追加, （494ページ）

エンドユーザとアプリケーションユーザの追加

Cisco Unified Communications Managerシステムで Standard CTI Enabledユーザグループにエンド
ユーザとアプリケーションユーザを追加することで設定されている CTI制御可能なデバイスを
CTIアプリケーションが制御できます。

はじめる前に

デバイスとグループの関連付け, （494ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）]
> [アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 2 [アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ウィン
ドウで、[検索（Find）]をクリックして、現在のアクセスコントロールグループの一覧を表示し
ます。

ステップ 3 [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]をクリックすると、このグループの [アクセス
コントロールグループの設定（AccessControl GroupConfiguration）]ウィンドウが表示されます。
すべての CTIユーザが [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]ユーザグループに含まれ
ることを確認します。使用可能なグループとその機能の完全な一覧については、「アクセスコン

トロールグループ設定のオプション」を参照してください。

ステップ 4 エンドユーザを追加する場合は、[グループにエンドユーザを追加（Add End Users to Group）]を
クリックします。アプリケーションユーザを追加する場合は、[アプリケーションユーザをグルー
プに追加（Add App Users to Group）]をクリックします。

ステップ 5 [Find（検索）]をクリックして現在のユーザの一覧を表示します。
ステップ 6 [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]ユーザグループに割り当てるユーザのチェック

ボックスをオンにします。

ステップ 7 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

次の作業

アプリケーション障害時の CTI冗長性の設定, （496ページ）

アクセスコントロールグループの設定オプション

CTIアプリケーションは、割り当てられた指定ユーザグループをサポートする必要がありま
す。

（注）

シスコでは、標準 CTIによるすべてのデバイスの制御に関連付けられているユーザは、標準
CTIのセキュアな接続のユーザグループにも関連付けられていることを推奨します。

（注）

説明フィールド

このユーザグループでは、アプリケーションが

コールをモニタできます。

Standard CTI Allow Call Monitoring
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説明フィールド

このユーザグループでは、コールがすべての

コールパークディレクトリの番号にパーク/パー
ク解除されるとき、アプリケーションが通知を

受信できます。

Standard CTI Allow Call Park Monitoring

このユーザグループでは、アプリケーションが

コールを記録できます。

Standard CTI Allow Call Recording

このユーザグループでは、サポートされている

CTIアプリケーションの発信側番号をアプリケー
ションが変更できます。

Standard CTI Allow発信者番号の変更

このユーザグループでは、システムのCTI制御
可能なデバイスをアプリケーションが制御また

はモニタできます。

Standard CTI Allow Control of All Devices

このユーザグループでは、暗号化されたメディ

アのストリームの復号に必要な情報をアプリ

ケーションが受け取ることができます。このグ

ループは通常、録音とモニタリングの目的で使

用されます。

SRTPキー材料の Standard CTIAllowの受け取り

すべての CTIアプリケーションに必要なこの
ユーザグループでは、アプリケーションがCisco
Unified Communications Managerに接続し、CTI
の機能を利用できます。

[標準CTIを有効にする（StandardCTI Enabled）]

このグループに入るためには、アプリケーショ

ンが Cisco Unified Communications Managerにセ
キュア（TLS）な CTI接続が可能で、Cisco
Unified CommunicationsManagerのクラスタのセ
キュリティが有効になっていることが必要で

す。

Standard CTI Secure Connection

アプリケーション障害時の CTI 冗長性の設定
CTIManagerが、連続する 2回の間隔でアプリケーションからメッセージを受信するまで待機する
間隔を定義します。

はじめる前に

エンドユーザとアプリケーションユーザの追加, （494ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CTIManager（アクティブ）（Cisco

CTIManager (Active)）]を選択します。
ステップ 4 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[詳細（Advanced）]

をクリックします。

ステップ 5 [アプリケーションハートビート最小間隔（Application Heartbeat Minimum Interval）]フィールド
で、最小間隔の時間を入力します。デフォルトは 5です。

ステップ 6 [アプリケーションハートビート最大間隔（Application Heartbeat Maximum Interval）]フィールド
で、最大間隔の時間を入力します。デフォルトは 3600です。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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Cisco TelePresence の設定

• Cisco TelePresence, 499 ページ

Cisco TelePresence

Cisco TelePresence Conductor
Cisco TelePresence Conductorによって、マルチパーティのビデオ通信が容易になります。Cisco
TelePresence Conductorは、ビデオ通信ネットワーク内に配置され、1つ以上の会議ブリッジと 1
つ以上のコール制御デバイス（Cisco TelePresence Video Communication Server（Cisco VCS）または
Unified Communications Manager）と連動して機能します。自発的な会議やランデブー会議を簡単
にプロビジョニング、開始、アクセス、および管理できるようにビデオネットワークを設定でき

ます。

アドホック会議の場合、Unified Communications Managerと TelePresence Conductor間で SIPトラン
クが使用されます。Unified Communications Managerの SIPトランクの宛先として、関連する
TelePresence Conductorのロケーションのアドホック IPアドレスを設定します。このロケーション
のアドホックコールは、その SIPトランクにルーティングできます。

ランデブー会議の場合、Unified Communications Managerと TelePresence Conductor間で別の SIPト
ランクが使用されます。Unified Communications Managerの SIPトランクの宛先として、関連する
TelePresence Conductorのロケーションのランデブー IPアドレスを設定します。このロケーション
のランデブーコールは、その SIPトランクにルーティングできます。

CiscoTelePresenceConductorとともにシステムを設定する方法の詳細については、導入ガイド（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

Cisco TelePresence 会議ブリッジ
Cisco TelePresence Serverは、CiscoUnified CommunicationsManagerと連携してユニファイドコミュ
ニケーションの導入環境にマルチパーティビデオ機能を提供するスケーラブルなビデオ会議ブ
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リッジです。マルチパーティビデオ会議に、柔軟なビデオ、音声、およびコンテンツ共有機能を

提供します。標準ベースのビデオエンドポイント、モバイルデバイス、Cisco WebExクライアン
ト、およびサードパーティビデオエンドポイントを使用して、会議の作成、開始、および参加を

簡単に行うことができます。

Cisco TelePresence Multipoint Control Unit（MCU）は、高画質のマルチポイントビデオ会議ブリッ
ジです。最大で毎秒1080p/30フレーム、すべての会議の完全な連続表示、フルトランスコーディ
ングを提供し、高解像度エンドポイントが混在した環境を設定する場合に適しています。Cisco
TelePresence MCUは、シグナリングコール制御プロトコルとして SIPをサポートしています。組
み込みのWebサーバがあり、システムおよび会議の完全な設定、制御、モニタリングが可能で
す。

Cisco TelePresence Serverは、主に Cisco TelePresence Conductorによって制御されます。システム
内でのこれらの会議ブリッジの設定方法の詳細については、導入ガイド（http://www.cisco.com/c/
en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。

Cisco TelePresence Video Communication Server
Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）は、テレプレゼンス会議のセッション管理
と制御を簡素化します。VCSは、Cisco TelePresence Management Suite（Cisco TMS）と連携して、
セキュアな通信、簡素化された大規模プロビジョニング、ネットワーク管理を実現します。VCS
はCiscoUnified CommunicationsManager（Unified CommunicationsManager）と相互に作用して、シ
ステムに多彩なテレプレゼンスサービスを提供します。

CiscoTelePresenceVCSをシステムと統合するための設定方法の詳細については、導入ガイド（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/telepresence-video-communication-server-vcs/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。
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第 56 章

Cisco Jabber の設定

• Cisco Jabberの設定, 501 ページ

• Cisco Jabberのインタラクションと制限事項, 502 ページ

Cisco Jabber の設定
Cisco Jabberは、あらゆる場所から連絡先とのシームレスな対話を実現するUnifiedCommunications
アプリケーションスイートです。Cisco Jabberは、IM、プレゼンス、音声およびビデオ通話、ボ
イスメール、および会議を提供します。

Cisco Jabber製品ファミリには、次のようなアプリケーションが含まれています。

• Cisco Jabber for Android

• Cisco Jabber for iPhone and iPad

• Cisco Jabber for Mac

• Cisco Jabber for Windows

Cisco Jabber製品スイートの詳細については、https://www.cisco.com/go/jabberを参照してください。

Cisco Jabberと連携するようにシステムを設定する方法の詳細については、『Cisco Jabber導入お
よびインストレーションガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
jabber-windows/products-installation-guides-list.html）を参照してください。
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Cisco Jabber のインタラクションと制限事項

インタラクション機能

グレースフル登録は、（オフィスのラップトップとホームオ

フィスのラップトップの両方で Jabberを実行している場合な
ど）デバイス名が同じ 2つの Cisco Jabberクライアントからの
二重登録に対応しています。この機能では、最初の登録が自動

的に登録解除されるため、2番目の登録を続けることができま
す。登録が解除された Jabberクライアントは再登録されませ
ん。

グレースフル登録は、Jabberがモバイルおよびリモートアクセ
ス（MRA）環境に導入されている場合を除き、Cisco Jabberで
は自動的にサポートされます。MRA環境では、登録解除された
Jabberクライアントは再登録を試みます。

MRA環境では、デバイス名が同じ 2台のデバイス上で Cisco
Jabberを実行している場合は、1台のデバイスから Jabberをロ
グアウトしてからもう 1台のデバイスを使用してください。

グレースフル登録
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第 VIII 部

メディアリソースの設定
• メディアリソースの概要, 505 ページ

• メディアリソースの定義, 507 ページ

• トラステッドリレーポイントの設定, 515 ページ

• アナンシエータの設定, 525 ページ

• 自動音声応答の設定, 535 ページ

• Video On Holdサーバの設定, 543 ページ

• アナウンスの設定, 547 ページ

• 会議ブリッジの設定, 553 ページ

• フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの設定, 563 ページ

• トランスコーダおよびメディアターミネーションポイントの設定, 573 ページ





第 57 章

メディアリソースの概要

• メディアリソースについて, 505 ページ

• メディアリソースの設定, 505 ページ

メディアリソースについて

Cisco Unified Communications Managerの機能では、メディアリソースが使用されます。メディア
リソースにより、アナンシエータ、自動音声応答（IVR）、トランスコーディング、会議、保留
音、メディアターミネーションなどのサービスが提供されます。

メディアリソースの設定

次のタスクフローを実行すると、システムのメディアリソースを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

この章の手順を使用して、メディアサーバの論理グ

ループを定義します。

メディアリソースグループ

のタスクフロー, （508ペー
ジ）

ステップ 1   

トラステッドリレーポイントをメディアストリーム

に挿入し、そのストリームのコントロールポイントと

トラステッドリレーポイン

トのタスクフロー, （516
ページ）

ステップ 2   

して機能させます。このデバイスを使用すると、その

ストリームにさらに処理を加えることができます。ま

た、ストリームが確実に特定のパスを辿るようにする

手段として使用することもできます。

Cisco Unified Communications Managerが事前に録音さ
れたアナウンス（.wavファイル）を再生したり、Cisco

アナンシエータ設定タスク

フロー, （528ページ）
ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

Unified IP PhoneやシスコのMultilevel Precedence and
Preemption対応として設定されているゲートウェイな
どのデバイスにトーンを送信したりできるように、ア

ナンシエータを設定します。

自動音声応答（IVR）デバイスを使用して、Cisco
Unified IP Phoneやゲートウェイなどのデバイスに対し

自動音声応答の設定のタス

クフロー, （537ページ）
ステップ 4   

て事前に録音された機能アナウンスメント（.wavファ
イル）を再生できます。これらのアナウンスは、開催

中の会議などの、IVRアナウンスが必要な機能を使用
するデバイスで再生されます。

ビデオコンタクトセンターにコールを発信する顧客

が、コンタクトセンターでのエージェントとの最初の

保留ビデオ設定のタスクフ

ロー, （544ページ）
ステップ 5   

コンサルティングの後に、特定のビデオを視聴できる

ように、ビデオコンタクトセンターに Video On Hold
を設定します。

この章の手順を使用して、事前定義済みのアナウンス

を使用するか、またはカスタムアナウンスをアップ

ロードできます。

アナウンスの設定タスクフ

ロー, （548ページ）
ステップ 6   

アドホック/ミートミービデオ会議およびビデオ会議を
可能にするソフトウェアとハードウェアのアプリケー

ションを設定します。

会議ブリッジの設定タスク

フロー, （561ページ）
ステップ 7   

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモー
ションを使用して、コールアドミッション制御（CAC）

DSCPの設定構成のタスク
フロー, （565ページ）

ステップ 8   

と Quality of Service（QoS）の処理でどのアプリケー
ションを最も優先するかを指定するポリシーを設定で

きます。

1つのコーデックからの入力ストリームを、別のコー
デックを使用する出力ストリームに変換するために、

トランスコーダを設定します。

トランスコーダとMTP設定
のタスクフロー, （579ペー
ジ）

ステップ 9   

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
506

メディアリソースの設定



第 58 章

メディアリソースの定義

• メディアリソースグループの概要, 507 ページ

• [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）], 508 ページ

• メディアリソースグループの前提条件, 508 ページ

• メディアリソースグループのタスクフロー, 508 ページ

• メディアリソースグループの連携動作と制約事項, 513 ページ

メディアリソースグループの概要

メディアリソースグループは、メディアサーバの論理グループを定義します。必要に応じて、

メディアリソースグループを地理的な場所またはサイトと関連付けることができます。さらに、

サーバの使用または必要なサービスの種類（ユニキャストまたはマルチキャスト）を制御するメ

ディアリソースグループを形成することもできます。

システムにはメディアリソースを管理する 2層構造のアプローチがあります。

•メディアリソースグループ：メディアサーバの論理グループ。

•メディアリソースグループリスト：メディアリソースグループの優先順位を付けたリス
ト。アプリケーションは、[メディアリソースグループリスト（MediaResourceGroupList）]
で定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソースから必要なメディアリソー

ス（保留音サーバなど）を選択します。デバイス関連付けられるメディアリソースグルー

プリストは、メディアリソースグループの冗長性を提供します。

次のタイプのデバイスをグループ化して、メディアリソースグループを作成できます。

•会議ブリッジ（CFB）

•メディアターミネーションポイント（MTP）

•保留音サーバ（MOH）

•トランスコーダ（XCODE）
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•アナンシエータ（ANN）

メディアリソースを設定した後に、メディアリソースグループを定義していない場合、すべ

てのメディアリソースはデフォルトグループに属し、すべてのメディアリソースが、特定の

クラスタにあるすべての Cisco Unified Communications Managerで使用可能になります。

（注）

[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]
メディアリソースグループリストは、優先順位順に並べられたメディアリソースグループを提

供します。アプリケーションは、[メディアリソースグループリスト（MediaResourceGroupList）]
で定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソースから必要なメディアリソース（保

留音サーバなど）を選択します。デバイスまたはデバイスプールに関連付けられるメディアリ

ソースグループリストは、メディアリソースグループの冗長性を提供します。

メディアリソースグループの前提条件

Cisco Unified Communications Managerに、アナンシエータ、トランスコーディング、会議、保留
音、およびメディアターミネーションなどのサービスを提供するためのメディアリソースが存在

することを確認します。

メディアリソースグループのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

メディアリソースグループを設定し、メディ

アサーバの論理グループを定義します。

メディアリソースグループの設

定, （509ページ）.
ステップ 1   

メディアリソースグループにデバイスを割り

当てます。

メディアリソースグループへのデ

バイスの割り当て,（510ページ）.
ステップ 2   

デバイスの割り当て順序は重要では

ありません。

（注）

メディアリソースグループリストを作成し、

優先順位付けされたメディアリソースグルー

メディアリソースグループリス

トの作成, （510ページ）.
ステップ 3   

プのリストを指定します。デバイスまたはデバ

イスプールに関連付けられたメディアリソー

スグループによって、メディアリソースグルー

プの冗長性が提供されます。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
508

[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]



目的コマンドまたはアクション

デバイスの割り当て順序は重要で

す。

（注）

新しく作成したメディアリソースグループを

メディアリソースグループリストに割り当て

ます。

メディアリソースグループリス

トへのメディアリソースグループ

の割り当て, （511ページ）.

ステップ 4   

既存または新しく作成したメディアリソース

グループリストをデバイスまたはデバイスプー

ルに割り当てます。

デバイスまたはデバイスプールへ

のメディアリソースグループリ

ストの割り当て, （512ページ）.

ステップ 5   

メディアリソースに障害が発生した場合のメ

ディアリソースの冗長性を確認します。

（任意）メディアリソース冗長性

の設定, （513ページ）。
ステップ 6   

メディアリソースグループの設定

メディアリソースグループは、メディアリソースグループリストのメンバーとして設定されて

います。メディアリソースグループと、電話などデバイスを関連付けることができます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]を選択します。

ステップ 2 既存のメディアリソースグループを設定するには、[メディアリソースグループの検索と一覧表
示（Find and List Media Resource Group）]ウィンドウから、該当するフィルタを指定し、[検索
（Find）]をクリックします。

ステップ 3 新しいメディアリソースグループを設定するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 [メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）]ウィンドウで各フィー

ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 5 [名前（Name）]フィールドに、メディアリソースグループの名前を入力します。
ステップ 6 （オプション）保留音の音声用にマルチキャストを使用するには、[MOHの音声にマルチキャスト

を使用（Use Multi-cast for MOH Audio）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループへのデバイスの割り当て, （510ページ）.
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メディアリソースグループへのデバイスの割り当て

アナンシエータ（ANN）、音声自動応答（IVR）、会議ブリッジ（CFB）、メディアターミネー
ションポイント（MTP）、保留音（MOH）サーバ、およびトランスコーダなどのデバイスをメ
ディアリソースグループへ割り当てることができます。デバイスを割り当てる順番は重要ではあ

りません。

はじめる前に

メディアリソースグループの設定, （509ページ）.

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group List）]を選択します。

ステップ 2 既存のメディアリソースグループを設定するには、[メディアリソースグループの検索と一覧表
示（Find andListMediaResourceGroup）]ウィンドウで、適切なフィルタを指定して [検索（Find）]
をクリックします。

ステップ 3 新しいメディアリソースグループを設定する場合、[新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 [使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]フィールドで、1つまたは複数のデ

バイスを選択し、下矢印キーをクリックします。

選択したデバイスが [選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]フィールドに表
示されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループリストの作成, （510ページ）.

メディアリソースグループリストの作成

はじめる前に

メディアリソースグループへのデバイスの割り当て, （510ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグルー
プリスト（Media Resource Group List）]を選択します。

ステップ 2 既存のメディアリソースグループリストを設定するには、検索パラメータを入力してメディア

リソースグループリストを見つけます。
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すべての条件に一致したレコードが [メディアリソースグループリストの設定（Media Resource
Group List Configuration）]ウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しいメディアリソースグループリストを設定するには、[新規追加（AddNew）]をクリックし
ます。

ステップ 4 [メディアリソースグループリストの設定（Media Resource Group List Configuration）]ウィンドウ
で次のフィールドを設定します。

• [名前（Name）]：メディアリソースグループリストの名前を入力します。

• [使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]：このリストから、1つまたは
複数のメディアリソースを選択します。

• [選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]：矢印キーを使用して、マルチ
キャストに使用する 1つまたは複数のメディアリソースを選択します。

ステップ 5 [メディアリソースグループリストの設定（Media Resource Group List Configuration）]ウィンドウ
で各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
メディアリソースグループリストが作成されます。Cisco Unified Communications Managerはこの
リストを使用して保留音のリソースを割り当てます。

次の作業

メディアリソースグループリストへのメディアリソースグループの割り当て, （511ページ）.

メディアリソースグループリストへのメディアリソースグループの割り当て

はじめる前に

メディアリソースグループリストの作成, （510ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグ
ループ（Media Resource Group）]の順に選択します。

ステップ 2 既存のメディアリソースグループを設定するには、[メディアリソースグループの検索と一覧表
示（FindandListMediaResourceGroup）]ウィンドウから、適切なフィルタを指定して [検索（Find）]
をクリックします。

ステップ 3 [使用可能なメディアリソース（AvailableMediaResources）]リストから、1つまたは複数のメディ
アリソースを選択して、下矢印キーをクリックします。
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選択されたメディアリソースが [選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]リス
トに表示されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デバイスまたはデバイスプールへのメディアリソースグループリストの割り当て, （512ペー
ジ）.

デバイスまたはデバイスプールへのメディアリソースグループリストの割り当て

はじめる前に

メディアリソースグループリストへのメディアリソースグループの割り当て, （511ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
ステップ 2 メディアリソースグループリストを検索してデバイスまたはデバイスプールに割り当てるには、

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウから、適切なフィルタを指定して [検
索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 使用可能なリストから 1つまたは複数のデバイスまたはデバイスプール選択します。
ステップ 4 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。

デバイス名および適切な設定変更を示した [設定の適用（ApplyConfiguration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 5 メディアリソースグループリストをデバイスに割り当てるには、デバイスのリンクをクリック

します。

ステップ 6 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイス情報（Device Information）]セクショ
ンで、[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリスト
から値を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。

デバイス名および適切な設定変更を示した [設定の適用（ApplyConfiguration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

次の作業

（任意）メディアリソース冗長性の設定, （513ページ）。
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メディアリソース冗長性の設定

メディアリソースグループリストでは、メディアリソースグループの優先リストを指定して、

メディアリソースの冗長性を確保します。アプリケーションは、メディアリソースリストで定

義されている優先順位に従って、使用できる対象から必要なメディアリソースを選択できます。

メディアリソースグループおよびメディアリソースリストに冗長性を設定するには、「メディ

アリソースグループの設定, （509ページ）」と「[メディアリソースグループリスト（Media
Resource Group List）], （508ページ）」の手順を実行します。

メディアリソースグループの連携動作と制約事項

メディアリソースグループの連携動作

表 61：メディアリソースグループの連携動作

データのやり取り機能

メディアリソースグループリストを選択して

いる場合、コール処理では、デバイスレベルで

メディアリソースグループリストが使用され

ます。リソースが見つからない場合、コール処

理はデフォルトの割り当てからリソースを取得

できます。

コール処理は、デバイスレベルでメディアリ

ソースグループリストが選択されていない場

合のみ、デバイスプール内のメディアリソー

スグループリストを使用します。リソースが

見つからない場合、コール処理はデフォルトの

割り当てからリソースを取得できます。

呼処理

Cisco Unified Communications Managerは、アナ
ンシエータを含むメディアリソースグループ

リストが会議ブリッジの存在するデバイスプー

ルに割り当てられている場合に、会議ブリッジ

にアナンシエータリソースのサポートを提供し

ます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、メディ
アリソースグループリストが電話会議を制御

するデバイスに直接割り当てられている場合に

は、会議ブリッジ向けにアナンシエータリソー

スのサポートを提供しません。

アナンシエータリソースのサポート
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データのやり取り機能

ユーザがビデオ会議の開催を望む場合にのみビ

デオ会議ブリッジが使用されるようにするに

は、ビデオ会議ブリッジをメディアリソース

グループに追加します。メディアリソースグ

ループをメディアリソースグループリストに

追加し、ビデオ会議ブリッジを使用するデバイ

スまたはデバイスプールにメディアリソース

グループリストを割り当てます。

ビデオ会議

メディアリソースグループの制約事項

表 62：メディアリソースグループの制約事項

説明制約事項

メディアリソースグループリストに割り当てられたメディアリ

ソースグループを削除することはできません。

メディアリソースグループの

削除

メディアリソースグループに割り当てられたトランスコーダは

削除できません。

トランスコーダの削除

メディアリソースグループから最初にリソースを削除するか、

またはメディアリソースを含むメディアリソースグループを削

除しない限り、会議ブリッジなどのメディアリソースグループ

に属するメディアリソースを削除することはできません。

メディアリソースの削除
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第 59 章

トラステッドリレーポイントの設定

• トラステッドリレーポイントの概要, 515 ページ

• トラステッドリレーポイントのタスクフロー, 516 ページ

• トラステッドリレーポイントの連携動作と制約事項, 521 ページ

トラステッドリレーポイントの概要

トラステッドリレーポイント（TRP）はメディアストリームに挿入可能なデバイスで、そのスト
リームのコントロールポイントとして機能します。TRPを使用すると、そのストリームにさらに
処理を加えることができます。また、ストリームが特定のパスを通るようにする手段として TRP
を使用することも可能です。TRPの機能には 2つのコンポーネントがあります。

• Cisco Unified Communications Managerが TRPを呼び出すために使用するロジック。

•コールのアンカーポイントとして呼び出される実際のデバイス。たとえば、メディアター
ミネーションポイント（MTP）デバイスは、そのようなアンカーポイントとして機能でき
ます。

Cisco Unified Communications Managerは、個々の電話デバイスに設定パラメータを提供します。
このパラメータにより、その電話機から発信される、または電話機に着信するすべてのコールで

TRPが呼び出されます。TRPリソースの管理には、メディアリソースプールメカニズムが利用
されます。その電話機のメディアリソースプールには、TRPとして呼び出し可能なデバイスが含
まれている必要があります。
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トラステッドリレーポイントのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

メディアが終端する1つ以上のデバイスにトラステッ
ドリレーポイント（TRP）を設定し、TRPを Cisco
Unified Communications Managerに挿入します。

デバイスのトラステッドリレー

ポイントの設定, （516ペー
ジ）.

ステップ 1   

デバイスをトラステッドリレーポイントとして使用

できるように、メディアターミネーションポイント

（MTP）を設定します。
Cisco Unified Communications Managerに
TRPとして設定されているデバイスが、
TRPとコールに関与するエンドポイントと
の間に適切なネットワーク接続と設定を保

持していることを確認します。

（注）

メディアターミネーションポ

イントのトラステッドリレー

ポイントの設定, （517ペー
ジ）.

ステップ 2   

デバイスをトラステッドリレーポイントとして使用

できるように、トランスコーダを設定します。

トランスコーダに対するトラス

テッドリレーポイントの設定,
（518ページ）.

ステップ 3   

Cisco Unified Communications Managerに
TRPとして設定されているデバイスが、
TRPとコールに関与するエンドポイントと
の間に適切なネットワーク接続と設定を保

持していることを確認します。

（注）

TRPリソースが使用できない場合に、TRPを必要と
するコールのさらなる処理を許可するかどうかを決

トラステッドリレーポイント

のサービスパラメータの有効

化, （519ページ）.

ステップ 4   

定するには、TRPサービスパラメータを有効にしま
す。

デバイスのトラステッドリレーポイントの設定

メディアの終端である 1つまたは複数のデバイスのトラステッドリレーポイント（TRP）を設定
したり、Cisco Unified Communications Managerに TRPを挿入できます。デバイスの TRPを設定す
ることによって、デバイスは、そのストリームでさらに処理を実行したり、ストリームが特定の

パスをたどっていることを確認できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通
デバイス設定（Common Device Configuration）]の順に選択します。

ステップ 2 既存デバイスのトラステッドリレーポイントを設定するには、[共通デバイス設定の検索と一覧
表示（Find and List Common Device Configurations）]ウィンドウから、適切なフィルタを指定して
[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 新規デバイスのトラステッドリレーポイントを設定するには、[共通デバイス設定（Common
Device Configuration）]ウィンドウから、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [共通デバイス設定（CommonDeviceConfiguration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [共通デバイス設定情報（Common Device Configuration Information）]セクションで、[トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]チェックボックスをクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアターミネーションポイントのトラステッドリレーポイントの設定, （517ページ）.

メディアターミネーションポイントのトラステッドリレーポイントの設定

デバイスをトラステッドリレーポイント（TRP）として利用できるようにメディアターミネー
ションポイント（MTP）を設定できます。

はじめる前に

デバイスのトラステッドリレーポイントの設定, （516ページ）.
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアターミネーショ
ンポイント（Media Termination Point）]を選択します。

ステップ 2 既存のメディアターミネーションポイントに TRPを設定するには、[メディアターミネーション
ポイントの検索と一覧表示（Find and List Media Termination Points）]ウィンドウから、該当する
フィルタを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 新しいメディアターミネーションポイントにTRPを設定するには、[新規追加（AddNew）]をク
リックします。

ステップ 4 [メディアターミネーションポイントの設定（Media Termination Point Configuration）]ウィンドウ
で各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [メディアターミネーションポイント情報（Media Termination Point Information）]セクションで、
[トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

トランスコーダに対するトラステッドリレーポイントの設定, （518ページ）.

トランスコーダに対するトラステッドリレーポイントの設定

トラステッドリレーポイント（TRP）としてデバイスを使用できるようにトランスコーダを設定
できます。

はじめる前に

メディアターミネーションポイントのトラステッドリレーポイントの設定, （517ページ）.
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[メディアリソース（Media Resources）] > [トランスコーダ
（Transcoder）]の順に選択します。

ステップ 2 既存のトランスコーダに対する TRPを設定するには、[トランスコーダの検索と一覧表示（Find
and List Trancoder）]ウィンドウから、該当するフィルタを指定し、[検索（Find）]をクリックし
ます。

ステップ 3 新しいトランスコーダに対してTRPを設定するには、[新規追加（AddNew）]をクリックします。
ステップ 4 [トランスコーダの設定（Transcoder Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。

フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [メディアサーバトランスコーダ情報（Media Server Transcoder Info）]セクションで、[トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

トラステッドリレーポイントのサービスパラメータの有効化, （519ページ）.

トラステッドリレーポイントのサービスパラメータの有効化

TRPサービスパラメータを有効にすると、TRPリソースが使用できない場合に、TRPを必要とす
るコールの続行を許可するかどうかを決定できます。

はじめる前に

トランスコーダに対するトラステッドリレーポイントの設定, （518ページ）.

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

[サーバ（Server）]ドロップダウンリストのみが表示されます。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンリストからサーバを選択します。

[サービス（Service）]ドロップダウンリストが表示されます。
ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバを選

択します。

選択されたサーバおよびサービスに基づいて、サービスパラメータが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -全般）（Clusterwide Parameters (Device - General)）]セク
ションから、[トラステッドリレーポイントの割り当てが失敗するとコールは失敗する（Fail Call
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If Trusted Relay Point Allocation Fails）]ドロップダウンリストの [True（True）]を選択します。
フィールドとその設定オプションについては、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス - H323）（Clusterwide Parameters (Device - H323)）]セク
ションから、[MTPの割り当てが失敗するとコールは失敗する（Fail Call If MTP Allocation Fails）]
ドロップダウンリストの [True（True）]を選択します。フィールドとその設定オプションについ
ては、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

MTPおよび TRPサービスパラメータを選択したときのコールステータス, （520ページ）
MTPと TRPサービスパラメータが選択されない場合のコールステータス, （521ページ）

MTP および TRP サービスパラメータを選択したときのコールステータス

エンドポイントの [メディアターミネーションポイントが必要（MediaTerminationPointRequired）]
および [信頼されるリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]の両方のチェックボックス
をオンにすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、トラステッドリレーポイント（TRP）
でもあるメディアターミネーションポイント（MTP）を割り当てます。管理者がこのようなMTP
または TRPの割り当てに失敗すると、コールステータスが表示されます。

次の表は、コールが失敗したときに [トラステッドリレーポイントの割り当て失敗時にコールが
失敗（Fail Call If Trusted Relay Point Allocation Fails）]および [MTPの割り当て失敗時にコールが
失敗（Fail Call if MTP Allocation Fails）]のサービスパラメータ値を備えたコールステータスを示
します。

コール失敗?[MTP の割り当て失敗時にコー
ル失敗（Fail Call If MTP
Allocation Fails）]

[TRP の割り当て失敗時にコー
ル失敗（Fail Call If TRP
Allocation Fails）]

○[はい（True）][はい（True）]

○いいえ（False）[はい（True）]

[MTPが H.323エンドポイントで
必要な場合、はい（Yes, if MTP is
required for H.323 endpoint）][MTP
がSIPエンドポイントで必要な場
合、いいえ（No, ifMTP is required
for SIP endpoint）]

[はい（True）]いいえ（False）

なしいいえ（False）いいえ（False）
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MTP と TRP サービスパラメータが選択されない場合のコールステータス

[トラステッドリレーポイントの割り当てに失敗した場合コールを失敗させる（Fail Call If Trusted
Relay Point Allocation Fails）]サービスパラメータ、および [MTPの割り当てに失敗した場合コー
ルを失敗させる（Fail Call If MTP Allocation Fails）]サービスパラメータの両方が、Falseに設定さ
れている場合に、MTPが必要かどうか、[トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay
Point）]の設定、およびリソースの割り当て状況に関係するコールの動作を、次の表に示します。

コールの動作リソースの割り当て

状況

TRP の使用MTP が必要かど
うか

パススルーサポートがないため音

声通話のみです。

TRPの割り当てありYY

音声通話のみです。TRPのサポー
トはありません。

MTPのみ[Y]または [N]Y

H.323エンドポイントでMTPを必
要とする設定にしている場合、補足

サービスは無効になります。

割り当てなし[Y]または [N]Y

エンドポイントの機能、またはコー

ルアドミッション制御（CAC）に
応じて、音声またはビデオ通話のど

ちらかになります。補足サービスは

動作します。

TRPの割り当てありYN

音声またはビデオ通話。補足サービ

スは動作しますが、TRPのサポー
トはありません。

割り当てなしYN

トラステッドリレーポイントの連携動作と制約事項

トラステッドリレーポイントの連携動作

データのやり取り機能

RSVPがコールに対して有効な場合、Cisco
Unified Communications Managerは最初に TRP
としてもラベル付けされている RSVPAgentの
割り当てを試みます。それ以外の場合は、別の

TRPデバイスが RSVPAgentとエンドポイント
の間に挿入されます。

リソース予約プロトコル（RSVP）
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データのやり取り機能

コールにトランスコーダが必要で、TRPを必要
とするエンドポイントと同じ側にトランスコー

ドを割り当てる必要がある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは最初にTRPとしても
ラベル付けされたトランスコードの割り当てを

試みます。それ以外の場合は、別のTRPデバイ
スがトランスコーダとエンドポイントの間に挿

入されます。

コール用のトランスコーダ

トラステッドリレーポイントの制限事項

表 63：トラステッドリレーポイントの制限事項

説明制約事項

エンドポイントまたはデバイスに関連付けられ

ているデバイスプールのいずれかで、[トラス
テッドリレーポイントを使用（Use Trusted
RelayPoint）]チェックボックスをオンにした場
合、Cisco Unified Communications Managerはそ
のエンドポイント向けにTRPを挿入する必要が
あります。[トラステッドリレーポイントの割り
当てに失敗した場合コールを失敗させる（Fail
Call If Trusted Relay Point Allocation Fails）]サー
ビスパラメータが、Trueに設定されている場
合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがTRP
の割り当てに失敗すると、コールが失敗するこ

とがあります。

エンドポイント向けトラステッドリレーポイ

ントの挿入

エンドポイント向けに、[メディアターミネー
ションポイントが必須（Media Termination Point
Required）]チェックボックスおよび [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay
Point）]チェックボックスをオンにすると、
Cisco Unified Communications Managerは、TRP
を兼ねるMTPを割り当てます。管理者がその
ようなMTPまたは TRPの割り当てに失敗する
と、コールの状態が表示されます。

エンドポイント向けメディアターミネーション

ポイントの割り当て
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説明制約事項

ほとんどのインスタンスでは、ユーザがコール

に応答した後に、TRPが割り当てられるため、
TRPの割り当ての失敗によりコールが失敗する
場合、ユーザがコールに応答すると短い間隔の

話中音を受信する可能性があります（MTPが必
要な SIPアウトバウンドレッグ、つまり H.323
アウトバウンド FastStartは例外です）。

トラステッドリレーポイントの割り当て
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第 60 章

アナンシエータの設定

• アナンシエータの概要, 525 ページ

• アナンシエータ設定タスクフロー, 528 ページ

アナンシエータの概要

アナンシエータを使用すると、Cisco Unified Communications Managerは、事前に録音されたアナ
ウンス（.wavファイル）を再生し、Cisco Unified IP Phoneやゲートウェイなどのデバイスにトー
ンを送信できます。アナウンスは、Cisco Multilevel Precedence and Preemption用に設定されている
デバイスに対して再生されます。

ノードを追加すると、アナンシエータデバイスがそのノードに自動で追加されます。アナンシ

エータは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスが同じノードでアクティブになるま
で非アクティブの状態が続きます。

コール処理の負荷が高いCisco Unified CommunicationsManagerノードでは、アナンシエータを
アクティブにしないことを推奨します。

注意

デフォルトでは、アナンシエータは 48の同時メディアストリームをサポートします。アナンシ
エータメディアストリームのデフォルト数は、アナンシエータサービスパラメータを使用して

変更できますが、1つのノードに対して 48を超えるアナンシエータストリームを設定しないこと
を推奨します。

Cisco Unified Communications Managerサービスが実行されていない専用のサブスクライバノード
でアナンシエータが実行されている場合、アナンシエータは最大 255の同時アナウンスストリー
ムをサポートできます。専用のサブスクライバノードが 10,000ユーザに対応する OVA仮想マシ
ンの設定を満たしている場合、アナンシエータは最大 400の同時アナウンスストリームをサポー
トできます。

ノードで IPv6を使用している場合、アナンシエータは IPv4と IPv6の両方のオーディオメディア
接続をサポートし、自動的にデュアルモードで設定されます。IPv6を使用していない場合、アナ
ンシエータは IPv4専用モードとして自動的に設定されます。
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Secure Real-Time Protocol（SRTP）が有効になっている Cisco Unified Communications Managerノー
ドの場合、アナンシエータはセキュアな SRTPデバイスとして自動的に登録されます。状況に応
じて、アナンシエータがセキュアモードで稼働している場合は、アナウンスとトーンを暗号化し

ないことを選択できます。

メディアリソースを管理するために、メディアリソースグループとリストにアナンシエータを

追加できます。アナンシエータは、Serviceabilityのパフォーマンスカウンタもサポートします。
たとえば、使用されているストリームの数、現在アクティブなストリーム、使用可能なストリー

ムの総数、失敗したアナンシエータストリームの数をモニタできます。また、Real-TimeMonitoring
Tool（RTMT）を使用して、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationのトレースを取得して、ア
ナンシエータのパフォーマンスをトラブルシューティングすることもできます。

メディアストリームのアクティビティとステータスのモニタリングの詳細については、『Cisco
Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』および『Cisco Unified Real-Time Monitoring
Toolアドミニストレーションガイド』を参照してください。

デフォルトのアナウンスとトーン

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、Cisco IPメディアストリーミングアプリケーションサー
ビスが有効化されたときに、一連の事前に録音されたアナンシエータアナウンスを自動的に提供

します。アナウンスまたはトーンは、次の条件で再生されます。

•アナウンス：シスコのMultilevel Precedence and Preemption用に設定されたデバイスの場合に
再生されます。

•割り込みトーン：参加者がアドホック会議に参加する前に流れます。

•リングバックトーン：コールがアクティブな場合、ゲートウェイはトーンを再生できない
ため、IOSゲートウェイ経由で PSTNを介してコールを転送する場合は、アナンシエータが
トーンを再生します。

•リングバックトーン：H.323クラスタ間トランクを介してコールを転送する場合は、トーン
が再生されます。

•リングバックトーン：SCCPを実行している電話から SIPクライアントにコールを転送する
場合は、トーンが再生されます。

デフォルトの事前に録音されたアナンシエータアナウンスを変更したり、アナウンスを追加した

りすることはできません。Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラがインス
トールされており、Cisco Unified IP Phoneまたはデバイスプールにロケールが設定されている場
合は、アナウンスのローカリゼーションがサポートされます。ロケールインストーラとユーザお

よび（対応する）ネットワークロケール用にインストールするファイルの詳細については、

『Installing Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。ロケールインストーラ
をダウンロードするには、www.cisco.comのサポートページを参照してください。
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表 64：事前に録音されたアナンシエータアナウンス

アナウンス条件

優先順位アクセス制限のため、コールを完了できません。

（Precedence access limitation has prevented the completion of
your call.）電話を切り、もう一度かけ直してください。
（Please hang up and try again.）これは録音です。（This is a
recording.）

優先順位が同じか高いコールが処

理されます。

優先順位アクセス制限のため、コールを完了できません。

（Precedence access limitation has prevented the completion of
your call.）電話を切り、もう一度かけ直してください。
（Please hang up and try again.）これは録音です。（This is a
recording.）

優先順位アクセス制限が存在しま

す。（A precedence access limitation
exists.）

使用した優先順位は、回線で許可されていません。（The
precedence used is not authorized for your line.）許可された優
先順位を使用するか、オペレータにお問い合わせください。

（Please use an authorized precedence or ask your operator for
assistance.）これは録音です。（This is a recording.）

誰かが許可されていない優先順位

レベルを試行しました。（Someone
attempted an unauthorized precedence
level.）

ダイヤルした番号は通話中で、コール待機またはプリエン

プションに対応していません。（The number you have dialed
is busy and not equipped for call waiting or preemption.）電話を
切り、もう一度かけ直してください。（Please hang up and
try again.）これは録音です。（This is a recording.）

コールが話中であるか、管理者が

コールウェイティングまたはプリ

エンプションの電話番号を設定し

ていません。（The call appears busy,
or the administrator did not configure
the directory number for call waiting or
preemption.）

ダイヤルしたコールを完了できません。（Your call cannot
be completed as dialed.）ディレクトリを調べてかけ直すか、
オペレータに連絡してください。（Please consult your
directory and call again or ask your operator for assistance.）これ
は録音です。（This is a recording.）

システムがコールを完了できませ

ん。（The system cannot complete the
call.）

サービスが中断されたため、コールを完了できません。（A
service disruption has prevented the completion of your call.）緊
急の場合は、オペレータに電話してください。（In case of
emergency call your operator.）これは録音です。（This is a
recording.）

サービスに割り込みが発生しまし

た。（A service interruption
occurred.）

次の表に、アナンシエータでサポートされるトーンを示します。
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表 65：トーンの説明

説明タイプ（Type）

話中音は、着信番号が話中の場合に聞こえます。話中音

会議割り込みトーンは、参加者がアドホック会議に参加する前に聞こえます。割り込みトーン

アラートトーンは、次のシナリオの場合に聞こえます。

• IOSゲートウェイ経由で PSTNを介してコールを転送する場合。

• H.323クラスタ間トランクを介してコールを転送する場合。

• SCCP電話から SIPクライアントにコールを転送する場合。

リングバック

トーン

会議ブリッジでのアナンシエータの使用

次の条件を満たす場合に、アナンシエータを会議ブリッジで使用できます。

•アナンシエータを含むメディアリソースグループリストが、会議ブリッジが存在するデバ
イスプールに割り当てられている場合。

•アナンシエータがデフォルトメディアリソースとして設定されている場合。

メディアリソースグループリストが会議を制御するデバイスに直接割り当てられている場合は、

会議ブリッジでアナンシエータを使用できません。

電話会議ごとに 1つのアナウンスのみがサポートされます。現在のアナウンスの再生中に、シス
テムが別のアナウンスを要求した場合は、新しいアナウンスによって再生中のアナウンスがプリ

エンプション処理されます。

関連トピック

メディアリソースグループの概要

アナンシエータ設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

アナンシエータをアクティブ化するノードで、Cisco IP
Voice Media Streaming Applicationサービスをアクティ

アナンシエータのアクティブ

化, （529ページ）
ステップ 1   

ブ化します。クラスタの各アナンシエータデバイス

で、Cisco IP VoiceMedia Streaming Applicationサービス
を 1つだけアクティブ化します。
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerの管理を使用し
て、アナンシエータをメディアリソースグループお

メディアリソースグループ

のタスクフロー, （508ペー
ジ）

ステップ 2   

よびリストに追加し、メディアリソースを管理しま

す。[依存関係レコード要約（Dependency Records
Summary）]ウィンドウで、どのメディアリソースグ
ループにアナンシエータがあるかを確認できます。

Cisco Unified Communications Managerの管理を使用し
て、アナンシエータを含むメディアリソースグルー

基本的なデバイスプールの

設定, （56ページ）
ステップ 3   

プをデバイスプールに追加します。各アナンシエータ

に対して、この手順を繰り返します。各アナンシエー

タは、デバイスプールに含まれる必要があります。

（任意）

アナンシエータ向けメディアストリームのデフォルト

番号は変更可能です。

メディアストリームのデ

フォルトの番号の変更,（530
ページ）

ステップ 4   

（任意）

Cisco Unified Communications Managerがセキュアに展
開されている場合、アナンシエータとセキュリティが

アナンシエータのセキュリ

ティモードを上書き, （531
ページ）

ステップ 5   

有効なデバイスとの間のメディアストリーミングは

Secure Real-Time Protocol（SRTP）で自動的に暗号化さ
れます。アナンシエータのセキュリティ設定を上書き

し、セキュアなアナンシエータから配信されたスト

リームメディアが暗号化されないようにすることがで

きます。

（任意）

どのメディアリソースグループがアナンシエータデ

バイスを使用するかを確認できます。

アナンシエータがあるメディ

アリソースグループリスト

を表示, （532ページ）

ステップ 6   

（任意）

アナンシエータと会議ブリッジが同じデバイスプール

に属している時は、会議ブリッジでアナンシエータを

使用できます。

会議ブリッジのアナンシエー

タの設定, （532ページ）
ステップ 7   

アナンシエータのアクティブ化

クラスタ内の各アナンシエータデバイスで、Cisco IP VoiceMedia Streaming Applicationサービスを
1つだけアクティブにします。
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コール処理負荷が高い Cisco Unified Communications Manageノードでは、アナンシエータをア
クティブにしないことをお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 Serviceability GUIから、[ツール（Tools）] > [アクティブ化（Activation）]を選択します。[サービ
スのアクティブ化（Service Activation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドのノードを選択し、[移動（Go）]をクリックします。
ステップ 3 [Cisco IP Voice Media Streaming Application]をオンにし、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループの設定およびデバイスプールへの割り当てをまだ行っていない場合、

メディアリソースの設定, （505ページ）に進みます。

それ以外の場合は、メディアストリームのデフォルトの番号の変更,（530ページ）に進みます。

メディアストリームのデフォルトの番号の変更

デフォルトでは、アナンシエータは 48のメディアストリームを同時にサポートするように設定
されています。デフォルトのメディアストリーム数は、アナンシエータのサービスパラメータを

使用して変更できます。ただし、ノードのアナンシエータストリームは 48以下にすることを推
奨します。

はじめる前に

アナンシエータのアクティブ化, （529ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco IP Voice Media Streaming Applicationという名前のサービスを選択します。

ステップ 3 [サービスパラメータ設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウの [アナンシエータ (ANN)
パラメータ]セクションの [コールカウント（Call Count）]フィールドに、多重同時メディアスト
リーム数を入力し、[保存（Save）]をクリックします。
アナンシエータを更新した場合、変更内容は、アナンシエータがアイドル状態になり、アクティ

ブなアナウンスが再生されていないときに自動的に変更されます。
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次の作業

アナンシエータのセキュリティモードを上書き, （531ページ）

アナンシエータのセキュリティモードを上書き

Clusterセキュリティモードと呼ばれるエンタープライズパラメータが 1（混合モード）に設定さ
れると、アナになります。アナンシエータは、Secure Real-Time Protocol（SRTP）を有効にした
Cisco Unified CommunicationsManagerで、セキュアな SRTPデバイスとして登録されます。ロック
されたアイコンは、SRTP対応デバイスに表示されます。セキュアなアナンシエータからのアナウ
ンスは、受信側デバイスも SRTP対応であれば暗号化されます。SRTP対応ではない場合は、保護
されていないアナウンスとトーンが送信されます。

Make Annunciator Non-secure when Cluster Security is Mixed（クラスタのセキュリティが混在してい
る場合はアナンシエータを非セキュアに設定）というサービスパラメータを使用して、アナンシ

エータのセキュリティモードをオーバーライドできます。アナンシエータのセキュリティモード

が上書きされると、受信側デバイスで SRTPが有効でも暗号化されていないアナウンスが再生さ
れます。

はじめる前に

メディアストリームのデフォルトの番号の変更, （530ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドのノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]フィールドの [シスコ統合 IPボイスメディアストリーミングアプリケー

ション（Cisco Unified IP Voice Media Streaming Application）]を選択します。
ステップ 4 [クラスタのセキュリティが混在している場合はアナンシエータを非セキュアに設定（Make

Annunciator Non-secure when Cluster Security is Mixed）]を「True」に設定して、[保存（Save）]を
クリックします。

[クラスタのセキュリティが混在している場合はアナンシエータを非セキュアに設定
（Make Annunciator Non-secure when Cluster Security is Mixed）]パラメータが表示されて
いないときは、[詳細機能（Advanced）]をクリックします。

ヒント

次の作業

アナンシエータがあるメディアリソースグループリストを表示, （532ページ）
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アナンシエータがあるメディアリソースグループリストを表示

どのメディアリソースグループがアナンシエータデバイスを使用するかを確認するには、[依存
レコードサマリー（Dependency Records Summary）]ウィンドウを表示します。

はじめる前に

アナンシエータのセキュリティモードを上書き, （531ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で [メディアリソース（Media Resources）] > [アナンシエータ
（Annunciator）]を選択します。

ステップ 2 システム用に設定されているアナンシエータを選択します。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスで、[依存レコード（Dependency
Records）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[依存レコードサマリー（Dependency Records Summary）]ウィンドウは、アナンシエータデバイ
スを使用するメディアリソースグループを表示します。

次の作業

会議ブリッジのアナンシエータの設定, （532ページ）

会議ブリッジのアナンシエータの設定

会議ブリッジでアナンシエータを使用できます。

はじめる前に

アナンシエータがあるメディアリソースグループリストを表示, （532ページ）

手順

ステップ 1 メディアリソースグループリストにアナンシエータを追加します。

ステップ 2 クラスタ内の全デバイスでアナンシエータを使用できるようにするには、アナンシエータを含む

メディアリソースグループリストを会議ブリッジのデバイスプールに割り当てます。

関連トピック

メディアリソースグループの概要

メディアリソースグループのタスクフロー, （508ページ）
Device Pools, （51ページ）
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基本的なデバイスプールの設定, （56ページ）
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第 61 章

自動音声応答の設定

• 自動音声応答の概要, 535 ページ

• デフォルトのアナウンスとトーン, 535 ページ

• 自動音声応答の制限, 537 ページ

• 自動音声応答の設定のタスクフロー, 537 ページ

自動音声応答の概要

自動音声応答（IVR）デバイスによって、Cisco Unified Communications Managerは Cisco Unified IP
Phoneやゲートウェイなどのデバイスに対して事前に録音された機能アナウンス（.wavファイル）
を再生できます。これらのアナウンスは、開催中の会議のように IVRアナウンスを必要とする機
能を使用しているデバイスで再生されます。

ノードを追加すると、IVRデバイスは自動的にそのノードに追加されます。IVRデバイスは、Cisco
IP Voice Media Streaming Applicationサービスがそのノード上で有効化されるまで、非アクティブ
なままです。

IVRは、デフォルトでは、48人の同時発信者をサポートします。Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスパラメータを使用して、IVR発信者の数を変更できます。ただし、1つのノー
ドの IVR発信者は 48人以下にすることを推奨します。IVRの発信者数は、開催中の会議への参加
を目的とする IVRへの同時コールの予期される数に基づいて設定できます。

コール処理負荷の高いCisco Unified CommunicationsManagerノードでは IVRデバイスを有効化
しないでください。

注意

デフォルトのアナウンスとトーン

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、Cisco IPメディアストリーミングアプリケーションサー
ビスが有効化されたときに、一連の事前に録音された自動音声応答（IVR）アナウンスを自動的
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に提供します。デフォルトの事前に録音された IVRアナウンスは置き換えることができます。ア
ナウンスは、次の条件で再生されます。

表 66：事前に録音された IVR アナウンス

条件アナウンス

参加者が開催中の会議に参加するための最大試

行回数を超えた後に、さらに間違ったアクセス

コードを入力すると再生されます。

ConferenceNowAccessCodeFailedアナウンス

参加者が間違ったアクセスコードを入力すると

再生されます。

ConferenceNowAccessCodeInvalidアナウンス

開催中の会議を開始する際に、会議ブリッジ容

量の制限を超えている場合に再生されます。

ConferenceNowCFBFailedアナウンス

参加者が開催中の会議に参加し、主催者が参加

者のアクセスコードを設定すると再生されま

す。

ConferenceNowEnterAccessCodeアナウンス

主催者または参加者が会議への参加を試みると

再生されます。

ConferenceNowEnterPINアナウンス

主催者が正しいPINを入力するための最大試行
回数を超えた後に再生されます。

ConferenceNowFailedPINアナウンス

開催中の会議のグリーティングプロンプトが再

生されます。

ConferenceNowGreetingアナウンス

主催者が間違ったPINを入力すると再生されま
す。

ConferenceNowInvalidPINアナウンス

主催者または参加者が、最大試行回数を超えた

後に、さらに間違った会議番号を入力すると再

生されます。

ConferenceNowNumberFailedアナウンス

主催者または参加者が間違った会議番号を入力

すると再生されます。

ConferenceNowNumberInvalidアナウンス
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自動音声応答の制限

制約事項機能

自動音声応答（IVR）は、共通のメディアデバ
イスドライバを介して Real-Time Protocol
（RTP）ストリームを使用します。このデバイ
スドライバは、保留音（MOH）、ソフトウェ
アメディアターミネーションポイント

（MTP）、ソフトウェア会議ブリッジ
（CFB）、アナンシエータなどのCisco IP Voice
Media StreamingApplicationサービスによって提
供されている他のソフトウェアメディアデバ

イスによっても使用されます。

デバイスに設定するコール数が多いと、システ

ムパフォーマンスに影響します。CallManager
サービスが同じサーバノードでアクティブな場

合には、これはコール処理にも影響します。

IVR

IVRはアウトオブバンド（OOB）DTMF桁収集
方式のみをサポートします。発信側デバイスと

IVRの間でDTMF機能に不一致がある場合は、
MTPが割り当てられます。

IVR

IVRは、G.711（A-lawおよび μ-law）、G.729、
およびワイドバンド 256Kをサポートします。
発信側デバイスと IVRの間でコーデックに不一
致がある場合は、トランスコーダが割り当てら

れます。

IVR

自動音声応答の設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ノードの IVRを有効化するには、そのノードで
Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービ

自動音声応答装置のアクティブ

化, （538ページ）
ステップ 1   

スを有効化します。クラスタ内の IVRデバイス
ごとに 1つの Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスのみを有効化します。
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerの管理を使
用してメディアリソースを管理するには、メディ

IVRを保持するメディアリソー
スグループのリストの表示, （
538ページ）

ステップ 2   

アリソースグループとリストに IVRを追加しま
す。

（任意）

IVRのメディアストリームのデフォルトの数を
変更できます。

メディアストリームのデフォル

トの番号の変更, （530ページ）
ステップ 3   

自動音声応答装置のアクティブ化

クラスタに自動音声応答装置（IVR）デバイスを登録するには、各ノードで 1つ以上の Cisco IP
Voice Media Streaming Applicationサービスをアクティブにします。

コール処理負荷が高い Cisco Unified Communications Manageノードでは、IVRをアクティブに
しないでください。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability GUIから、[ツール（Tools）] > [アクティブ化（Activation）]を選択し
ます。[サービスのアクティブ化（Service Activation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドのノードを選択し、[移動（Go）]をクリックします。
ステップ 3 [Cisco IPVoiceMedia StreamingApplication]チェックボックスをオンにし、[保存（Save）]をクリッ

クします。

IVR を保持するメディアリソースグループのリストの表示

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [自動音声応答（IVR）
（Interactive Voice Response (IVR)）]を選択します。
[自動音声応答（IVR）の検索と一覧表示（Find and List Interactive Voice Response (IVR)）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [自動音声応答（IVR）の検索と一覧表示（Find and List Interactive Voice Response (IVR)]ウィンド
ウから、[検索（Find）]をクリックします。
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Cisco Unified Communications Managerで使用可能な IVRのリストが表示されます。
ステップ 3 メディアリソースグループの関連付けリストを表示する IVRを選択します。
ステップ 4 [関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストから [依存関係レコード（DependencyRecords）]

ノードを選択し、[移動（Go）]をクリックします。
システムで依存関係レコードが有効でない場合、[依存関係レコード要約（Dependency Records
Summary）]ウィンドウにメッセージが表示されます。

IVR 設定

説明フィールド

システムは、自動的に事前に設定されたサーバを表示します

（サーバはインストール時に追加されます）。

サーバ

このフィールドは、デバイスが Cisco Unified Communications
Managerに登録するときに使用される名前を指定します。最長
15文字の英数字（ピリオド、ダッシュ、下線は使用可）の名前
を入力します。

[名前（Name）]

最長 128文字の英数字（ピリオド、ダッシュ、下線は使用可）
の説明を入力します。デフォルトでは、プレフィックス IVR_
を含むサーバ名を使用します。

説明

デフォルトを選択するか、設定済みのデバイスプールのドロッ

プダウンリストからデバイスプールを選択します。

[デバイスプール（Device
Pool）]
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説明フィールド

ロケーションを使用して、一元化されたコール処理システムで

コールアドミッション制御（CAC）を実装します。CACでは、
ロケーション間のリンクを経由する音声コールとビデオコール

で使用可能な帯域幅を制限することで、音声品質とビデオの可

用性を調整できます。ロケーションは、このロケーションとの

間で送受信されるコールで使用可能な帯域幅の合計を指定しま

す。

ドロップダウンリストから、この IVRに適したロケーションを
選択します。

ロケーション設定値の [ハブなし（Hub_None）]は、この IVR
で使用される帯域幅がロケーション機能によって追跡されない

ことを意味します。ファントムのロケーション設定は、H.323
プロトコルまたは SIPを使用するクラスタ間トランクを対象に
正常な CACを有効にするロケーションを指定します。

新しいロケーションを設定するには、[システム（System）] >
[ロケーション（Location）]メニューオプションを使用します。

クラスタ間トランク経由のロケーションベースの CACのセッ
トアップ方法については、『System Configuration Guide for Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

参照先
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerによってこのメディアエ
ンドポイントとともにトラステッドリレーポイント（TRP）デ
バイスを挿入するかどうかを、ドロップダウンリストから選択

します。次の値のいずれかを選択します。

•オフ（Off）：このデバイスで TRPの使用を無効にするに
は、この値を選択します。

•オン（On）：このデバイスでの TRPの使用を有効にする
には、この値を選択します。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッド
リレーポイントとしてラベル付けされているMTPまたはトラ
ンスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばトラ

ンスコーダや RSVPAgent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近い
TRPを選択します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、TRPが
必須のMTPとして使用されます。

TRPとRSVPAgentの両方がエンドポイントに必要な場合、Cisco
Unified Communications Managerは、TRPとしても使用可能な
RSVPAgentを検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合、
Cisco Unified Communications Managerは、TRPとしても指定可
能なトランスコーダを検索します。

[トラステッドリレーポイント
を使用（Use Trusted Relay
Point）]

IVR パラメータの変更

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]を選択します。[サービスパラメータ設定（Service Parameter
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 サーバを選択し、Cisco IP Voice Media Streaming Appと呼ばれるサービスを選択します。[サービ
スパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [音声自動応答（IVR）（Interactive Voice Response (IVR)）]セクションの [コールカウント（Call
Count）]フィールドに、多重同時メディアストリーム数を入力し、[保存（Save）]をクリックし
ます。
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IVRを更新した場合、その内容は、IVRがアイドル状態になり、アクティブなアナウンスが再生
されていないときに自動的に変更されます。
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第 62 章

Video On Hold サーバの設定

• 保留中ビデオの概要, 543 ページ

• 保留ビデオ設定のタスクフロー, 544 ページ

• 保留中ビデオの制限事項, 546 ページ

保留中ビデオの概要

保留中ビデオは、ビデオコンタクトセンター向けの機能です。この機能により、顧客は、ビデオ

コンタクトセンターをコールしてエージェントに最初の相談を行った後に、特定のビデオを見る

ことができます。この場合、エージェントが、保留中の顧客向けに再生するこのビデオストリー

ムを選択します。

保留中ビデオサーバは、メディアコンテンツサーバとして、CiscoUnifiedCommunicationsManager
の指示により、音声およびビデオコンテンツのストリーム配信を行うことができます。メディア

コンテンツサーバは、信号プロトコルに SIPを使用するUnified CommunicationsManagerに制御さ
れ、音声とビデオの保存およびストリーム配信ができる外部デバイスです。1080p、720pの高解
像度、または 360pなどの低い解像度のビデオコンテンツを提供できます。メディアコンテンツ
サーバには Cisco MediaSenseを使用します。

ビデオコンタクトセンターに加えて、一般的な保留中ビデオの機能が必要な企業内にも、保留中

ビデオを導入できます。保留中ビデオサーバの [デフォルトのビデオコンテンツ識別子（Default
VideoContent Identifier）]を設定して、保留中のユーザ向けに再生するビデオストリームを識別で
きます。

Customer Voice Portal（CVP）による発信者情報の転送を導入するユニファイドコンタクトセ
ンターで、保留中ビデオの機能を利用するには、Cisco Unified Communications Managerと CVP
間の SIPトランクに保留中ビデオのリソースを割り当てる必要があります。

（注）
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保留ビデオ設定のタスクフロー

はじめる前に

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco MediaSenseクラスタへの SIPトランク
を設定します。

Cisco MediaSenseサーバへの SIPト
ランクの作成, （544ページ）

ステップ 1   

MediaSenseサーバに保存されているビデオ
コンテンツを特定する保留ビデオサーバを

保留ビデオサーバの設定, （545
ページ）

ステップ 2   

Cisco Unified Communications Managerで設定
します。

Cisco MediaSense サーバへの SIP トランクの作成
Unified Communications Managerには、Cisco MediaSenseクラスタへの SIPトランクを設定する必
要があります。CiscoMediaSenseサーバへの SIPトランクには、CiscoMediaSenseノードの IPアド
レスが含まれています。Unified Communications Manager SIPトランクは、最大 16の宛先 IPアド
レスをサポートします。

Cisco MediaSenseクラスタには、冗長性と拡張性のために 2個以上のノードが必要です。

SIPトランクにデフォルト設定を設定します。SIPトランク上では、Video on Hold機能に対応
したその他の設定はサポートされていません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選択

します。

ステップ 4 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、プロトコルとして [SIP]が
入力されていることを確認し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [デバイス情報（Device Information）]エリアで、次のフィールドに入力します。

•デバイス名（Device Name）：トランクの名前を入力します。

•説明（Description）：トランクの説明を入力します。
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•デバイスプール（Device Pool）：SIPトランクの適切なデバイスプールを選択します。

•ロケーション（Location）：このトランクの適切なロケーションを選択します。

ステップ 6 [SIP情報（SIP Information）]エリアで、次のフィールドに入力します。

•宛先アドレス（Destination Address）：Cisco MediaSenseサーバの IPアドレスを入力します。
複数の IPアドレスを指定できます。

•宛先ポート（Destination Port）：ポート番号を入力します。デフォルトのポート番号 5060を
受け入れることを推奨します。複数のポートを指定できます。

• SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）：ドロップダウンリス
トから SIPトランクセキュリティプロファイルを選択します。

• SIPプロファイル（SIP Profile）：ドロップダウンリストから SIPプロファイルを選択しま
す。オプションの pingが設定されている SIPプロファイルを選択します。存在しない場合
は、それを作成します。これは必須ではありませんが、ユーザエクスペリエンスが改善され

ます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

保留ビデオサーバの設定, （545ページ）

保留ビデオサーバの設定

保留ビデオサーバの SIPトランクは Cisco MediaSenseサーバを指し、デフォルトのコンテンツ ID
はMediaSenseサーバに存在するストリーム IDを指します。コンテンツ IDは任意の英数文字列で
す。

はじめる前に

Cisco MediaSenseサーバへの SIPトランクの作成, （544ページ）
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手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CManager Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留ビデオサーバ（Video On Hold Server）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい保留ビデオサーバをセットアップします。
ステップ 3 保留ビデオサーバの名前を入力します。

ステップ 4 サーバについての説明を入力します。

ステップ 5 [デフォルトのビデオコンテンツ ID（Default Video Content Identifier）]に英数文字列を入力しま
す。

ステップ 6 ドロップダウンリストから使用する SIPトランクを選択します。新しい SIPトランクを作成する
必要がある場合、[SIPトランクの作成（Create SIP Trunk）]ボタンをクリックします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

保留中ビデオの制限事項

拡張位置のコールアドミッション制御の機能を使用するために、Cisco MediaSenseサーバを、
Unified Communications Managerのクラスタに配置できます（MediaSenseのクラスタは、保留中の
パーティが登録されているクラスタに直接接続します）。その場合、UnifiedCommunicationsManager
クラスタは、保留中のパーティが位置する場所と Cisco MediaSenseが位置する場所との間の帯域
幅を縮小する役割を担います。保留中ビデオの連携動作は、720pまたは 1080pのビデオストリー
ムを使用するため、既存のセッションのビデオ品質を維持するために、新規のセッションを可能

にする前に帯域幅の使用を考慮することが重要です。
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第 63 章

アナウンスの設定

• アナウンス設定の概要, 547 ページ

• アナウンスの設定タスクフロー, 548 ページ

アナウンス設定の概要

事前に定義されたアナウンスを使用するか、カスタムアナウンスをアップロードして、ユーザに

情報を提供できます。

Cisco Unified Communications Managerには、次のアナウンスが含まれています。

•システムアナウンス：これらのアナウンスは、通常のコール処理で使用される事前定義され
たアナウンスです。また、機能アナウンスのサンプルとして提供されているものもありま

す。

•機能アナウンス：これらのアナウンスは、ハントパイロットコールキューイングまたは外
部コール制御とともに、保留音（MOH）などの機能によって使用されます。

[アナウンスの設定（Announcement Configuration）]ウィンドウで [新規追加（Add New）]ボタン
をクリックすると、最大50の機能アナウンスを使用できます。これらのアナウンスは、シスコが
提供するオーディオファイルの場合もあれば、アップロードされたカスタム .wavファイルの場合
もあります。すべてのカスタムアナウンス .wavファイルをクラスタ内のすべてのサーバにアップ
ロードします。

デフォルトのアナウンス

カスタムアナウンスのWAVファイルをアップロード、または Ciscoが提供するファイルを変更
できます。ただし、アナウンス IDは変更できません。たとえば、システムアナウンス
（VCA_00121）は、発信者が無効な番号にダイヤルすると再生されます。これは一般に空きのコー
ルアナウンスと呼ばれます。
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表 67：[アナウンスの検索と一覧表示（Find and List Announcements）] ウィンドウに表示されるアナウンス

説明[アナウンス ID（Announcement
Identifier）]

システム：現在使用されていないGone_00126

システム：MLPPビジーが備わっていないMLPP-BNEA_00123

システム：MLPP以上の優先レベルMLPP-BPA_00122

システム：MLPPサービス障害MLPP-ICA_00120

システム：MLPP優先順位のアクセス制限MLPP-PALA_00119

システム：MLPPで許可されていない優先レベルMLPP-UPA_00124

接続するには 1を押してくださいMobility_VMA

システム：モニタリングまたは録音中MonitoringWarning_00055

システム：録音中RecordingWarning_00038

システム：一時的に使用不可TemporaryUnavailable_00125

システム：欠番/無効な番号がダイヤルされたVCA_00121

組み込み：キューに入った発信者用の定期的なアナウン

ス（サンプル）

Wait_In_Queue_Sample

組み込み：発信者へのグリーティング（サンプル）Welcome_Greeting_Sample

アナウンスの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ハントパイロットコールキューイングまたは外部コー

ル制御と連動する保留音（MOH）などの機能と使用でき
るアナウンスを設定します。

アナウンスの設定, （549
ページ）.

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

カスタムアナウンスの .wavファイルをアップロードす
るか、シスコから提供されるシステムアナウンス用の

カスタマイズされたアナウ

ンスのアップロード,（550
ページ）.

ステップ 2   

ファイルを変更します。ただし、アナウンスの識別子は

変更できません。カスタマイズされたアナウンスにはハ

イパーリンクの下線が引かれ、Cisco Unified
CommunicationsManagerの [アナウンスの検索と一覧表示
（Find and List Announcements）]ウィンドウに表示され
ます。

アナウンスの設定

システムアナウンスとして、または機能アナウンスとして使用できるアナウンスを設定できま

す。システムアナウンスは、コール処理に使用されます。また、機能アナウンスのサンプルとし

て使用されることもあります。一方、機能アナウンスは、ハントパイロットコールキューイン

グまたは外部コール制御に関連する保留音（MOH）などの特定の機能に使用されます。

Cisco Unified Communications Managerで既存のアナウンスを変更することも、新しいアナウンス
を設定することもできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 [アナウンスの検索と一覧表示（Find andListAnnouncement）]ウィンドウで、次のタスクのいずれ
かを実行します。

•既存のアナウンスのフィールドを変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をク
リックし、結果のリストからアナウンスを選択します。

•新しいアナウンスを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [アナウンスの設定（AnnouncementConfiguration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

カスタマイズされたアナウンスのアップロード, （550ページ）.
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カスタマイズされたアナウンスのアップロード

アップロードされたカスタム .wavファイルを使用して、デフォルトのアナウンスを別のアナウン
スに変更できます。オーディオソースファイルをインポートする場合は、Cisco Unified
Communications Managerがファイルを処理し、保留音（MOH）サーバが使用するために適した形
式にファイルを変換します。

アナウンスはロケール（言語）固有です。インストールが複数の言語ロケールを使用している

場合は、個別の .wavファイルとして言語ごとに各カスタムアナウンスを録音し、正しいロケー
ル割り当てでアップロードする必要があります。このタスクでは、米国英語以外の言語のカス

タムアナウンス .wavファイルをアップロードする前に、各サーバに正しいロケールパッケー
ジがインストールされている必要があります。

MOHオーディオソースファイルと同様、アナウンスの推奨形式には次の仕様が含まれます。

（注）

• 16ビット PCM .wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHzのサンプルレート

Cisco Unified Communications Manager内の [アナウンスの検索と一覧表示（Find and List
Announcements）]ウィンドウでハイパーリンクされていないアナウンスは更新できません。こ
のウィンドウでハイパーリンクされた下線付きのシスコ提供のアナウンスの場合は、カスタマ

イズされたアナウンスを追加できます。たとえば、MLPP-ICA_00120とMonitoringWarning_00055
があります。

（注）

はじめる前に

アナウンスの設定, （549ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 [アナウンスの検索と一覧表示（Find and List Announcements）]ウィンドウで、検索条件を入力し
て、[検索（Find）]をクリックし、結果リストからアナウンスのハイパーリンクをクリックしま
す。

ステップ 3 [アナウンスの設定（AnnouncementConfiguration）]ウィンドウで、[ファイルのアップロード（Upload
File）]をクリックします。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload Files）]ポップアップウィンドウから、ロケールを選択し、
ファイル名を入力して参照し、.wavファイルを選択して、[ファイルのアップロード（UploadFile）]
をクリックします。
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アップロードプロセスが始まり、処理が完了した後にステータスが更新されます。[閉じる（Close）]
を選択して [ファイルのアップロード（Upload File）]ウィンドウを閉じます。

ステップ 5 （オプション）Cisco Unified Communications Managerに、シスコ提供のアナウンスを再生させる
のではなく、カスタマイズされたアナウンスを再生させるには、[アナウンスの設定（Announcements
Configuration）]ウィンドウの [ロケール別アナウンス（Announcement byLocale）]ペインに表示さ
れる [有効（Enable）]チェックボックスをオンにします。
[有効（Enable）]チェックボックスをオフにすると、Cisco Unified Communications Managerはシス
コ提供のアナウンスを再生します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

クラスタ内のサーバ間ではアナウンスファイルが伝搬されないため、クラスタ内の各ノードにア

ナウンスをアップロードします。クラスタ内の各サーバで Cisco Unified Communications Manager
の管理を参照し、アップロードプロセスを繰り返します。
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第 64 章

会議ブリッジの設定

• 会議ブリッジの概要, 553 ページ

• 会議ブリッジタイプ, 553 ページ

• コール保持, 558 ページ

• コール保持のシナリオ, 559 ページ

• 会議ブリッジの設定タスクフロー, 561 ページ

会議ブリッジの概要

Cisco Unified Communications Manager対応の会議ブリッジは、アドホック会議とミートミー音声
会議の両方に対応するように設計されたソフトウェアまたはハードウェアのアプリケーションで

す。その他の会議ブリッジタイプがビデオ会議を含む他のタイプの電話会議をサポートします。

各会議ブリッジは複数のマルチパーティ会議を同時にホストできます。ハードウェアとソフトウェ

アの両方の会議ブリッジを同時にアクティブにできます。ソフトウェアとハードウェアの会議ブ

リッジはストリーム数とサポートするコーデックのタイプが異なります。新しいサーバを追加す

ると、システムは自動的にソフトウェア会議ブリッジを追加します。

Cisco Unified CommunicationsManagerサーバが作成されると、会議ブリッジソフトウェアも自
動的に作成されるため、作成できません。Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
に会議ブリッジソフトウェアを追加できません。

（注）

会議ブリッジタイプ

Cisco Unified Communications Managerの管理では、次の会議ブリッジタイプを使用できます。
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表 68：会議ブリッジタイプ

説明会議ブリッジタイプ

このタイプは、CiscoCatalyst 4000および6000音声ゲートウェイモジュー
ルと次の数の会議セッションをサポートします。

Cisco Catalyst 6000

• G.711またはG.729a電話会議：ポートあたり32人の参加者、
電話会議あたり最大 6人の参加者、モジュールあたり合計
256人の参加者、3人の参加者の 10のブリッジ。

• GSM：ポートあたり 24人の参加者、会議あたり最大 6人の
参加者、モジュールあたり合計 192人の参加者。

Cisco Catalyst 4000

G.711電話会議のみ：電話会議あたり 24人の会議参加者、各 6人
の参加者で最大 4会議。

シスコ会議ブリッジの

ハードウェア

ソフトウェア電話会議デバイスはデフォルトで G.711コーデックをサ
ポートします。

このタイプの発信者の最大数は 256です。256に設定すると、ソフト
ウェア会議ブリッジは 4人それぞれで 64の会議セッションをサポート
できます。会議セッションの発信者の最大数は、[最大アドホック会議
（Maximum Ad Hoc Conference）]および [最大ミートミー会議ユニキャ
スト（Maximum MeetMe Conference Unicast）]のサービスパラメータを
介して指定します。

このタイプの会議ブリッジ（SW会議ブリッジ）は、実装が簡
単です。サイレントな両当事者を特定せず、簡単な加算アルゴ

リズムを使用するため、多くの参加者がいる会議の音声品質と

音量レベルが低下する可能性があります。

注意

シスコ会議ブリッジの

ソフトウェア
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説明会議ブリッジタイプ

• NM-HDVまたは NM-HDV-FARMネットワークモジュールを使用
します。

• G.711 A/μ-law、G.729、G.729a、G.729b、G.729abの参加者は単一
の電話会議に参加できます。

•最大 6人が単一の電話会議に参加できます。

Cisco Unified Communications Managerは、コールに対して会議リソース
を動的に割り当てます。

Cisco IOS Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Routerの詳細に
ついては、この製品に付属の Cisco IOSのドキュメントを参照してくだ
さい。

Cisco IOS Conference
Bridge

• Cisco 2800および 3800シリーズ音声ゲートウェイルータ上のオン
ボードCiscoPacketVoice/Faxデジタルシグナルプロセッサモジュー
ル（PVDM2）を使用するか、NM-HDまたはNM-HDV2ネットワー
クモジュールを使用します。

• G.711 A-law/μ-law、G.729、G.729a、G.729b、G.729ab、GSM FR、
GSM EFRの参加者は単一の電話会議に参加できます。

•最大 8人が単一のコールに参加できます。

ISR4000ルータおよび
SM-X-PVDM-3000/SM-X-PVDM-2000/SM-X-PVDM-1000/SM-X-PVDM-500
では、Unified Communications Managerの最大ストリームは 4096に制
限されているため、各会議ブリッジプロファイルで最大 512のセッ
ションを登録できます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、コールに対して会議リソース
を動的に割り当てます。

Cisco IOS Enhanced Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Router
の詳細については、この製品に付属の Cisco IOSのドキュメントを参照
してください。

この会議ブリッジタイプは、ISR 4000シリーズゲートウェイが導入さ
れたサポート対象の SIP電話向けに AES_CM_128_HMAC_SHA1_80を
使用した SRTPメディア暗号化をサポートします。SCCP電話とサポー
ト対象外のSIP電話は、AES_CM_128_HMAC_SHA1_32暗号化へフォー
ルバックされます。

ゲートウェイの負荷が暗号をサポートしていることを確認し

てください。サポートの詳細については、ゲートウェイのド

キュメントを参照してください。

（注）

Cisco IOS Enhanced
Bridge
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説明会議ブリッジタイプ

この会議ブリッジタイプは、Cisco Catalyst 6500シリーズおよび Cisco
7600シリーズ通信メディアモジュール（CMM）をサポートしていま
す。

会議あたり最大 8人の参加者とポートアダプタあたり最大 64の会議を
サポートします。この会議ブリッジタイプは次のコーデックをサポー

トし、アドホック会議もサポートします。

• G.711 A-law/μ-law

• G.729 annex Aおよび annex B

• G.723.1

Cisco Conference Bridge
（WS-SVC-CMM）

Cisco Video Conference Bridgeは、Cisco IP Video Phone、H.323エンドポ
イントおよび音声専用 Cisco Unified IP Phone対応の音声およびビデオ会
議機能を提供します。CiscoVideoConferenceBridgeはビデオ用にH.261、
H.263、H.264コーデックをサポートします。

Cisco Video Conference
Bridge（IPVC-35xx）
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説明会議ブリッジタイプ

Cisco TelePresenceMCUは、CiscoUnified CommunicationsManagerのハー
ドウェア会議ブリッジセットです。

Cisco TelePresence MCUは、高解像度（HD）マルチポイントビデオ会
議ブリッジです。1秒あたり 30フレームで 1080p、すべての会議でフル
連続表示、フルトランスコーディングを実現し、混合HDエンドポイン
ト環境にとって理想的です。

Cisco TelePresence MCUは、シグナリングコール制御プロトコルとして
SIPをサポートします。システムと電話会議を完全に設定、制御、モニ
タリングできるWebサーバが組み込まれています。Cisco TelePresence
MCUは HTTPを介した XML管理 APIを提供しています。

Cisco TelePresence MCUは、アドホックとミートミーの両方の音声およ
びビデオ会議に対応しています。各会議ブリッジは複数のマルチパー

ティ会議を同時にホストできます。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、Unified CommunicationsManager
と Cisco TelePresence MCUとの間での Binary Floor Control Protocol
（BFCP）を使用したプレゼンテーション共有をサポートしています。

CiscoTelePresenceMCUはポート予約モードで設定する必要があります。
詳細については、『Cisco TelePresence MCU Configuration Guide』を参照
してください。

Cisco TelePresence MCUは、一般のアウトオブバンド DTMF
方式をサポートしていません。デフォルト設定では、Cisco
Unified Communications Managerには、メディアターミネー
ションポイント（MTP）は必要ありません。ただし、[メディ
アターミネーションポイントが必須（Media Termination Point
Required）]チェックボックスがオンの場合は、Cisco Unified
Communications ManagerがMTPを割り当て、SIPトランクは
RFC 2833に従って DTMFをネゴシエートします。

（注）

Cisco TelePresenceMCU
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説明会議ブリッジタイプ

Cisco TelePresence Conductorは、インテリジェントな会議管理制御を提
供しています。MCUおよび複数のデバイスの可用性に基づいてロード
バランシングを行うデバイスクラスタリングをサポートしており、ス

ケーラブルです。管理者は、アプライアンス、または Cisco Unified
ComputingSystem（CiscoUCS）プラットフォームやサードパーティベー
スのプラットフォームをサポートする VMware上の仮想化アプリケー
ションのいずれかとして、CiscoTelePresenceConductorを実装できます。

Cisco TelePresence Conductorはそれぞれの新しい電話会議用に最適な
Cisco TelePresenceリソースを動的に選択します。アドホック、“ミート
ミー”、およびスケジュール済みの音声およびビデオ会議を、個々の
MCUの容量を超えて動的に拡張できます。最大3つのCiscoTelePresence
Conductorアプライアンスまたは仮想化アプリケーションをクラスタ化
して、復元力を強化できます。1つの Cisco TelePresence Conductorアプ
ライアンスまたはCiscoTelePresenceConductorクラスタには、30のMCU
または 2400のMCUポートのシステム容量があります。

Cisco TelePresence
Conductor

コール保持

Cisco Unified Communications Managerのコール保持機能は、Cisco Unified Communications Manager
で障害が発生した場合やデバイスとコールをセットアップしたCiscoUnifiedCommunicationsManager
間の通信で障害が発生した場合にアクティブコールが中断されないことを保証します。

Cisco Unified Communications Managerは広範な Cisco Unified Communicationsデバイスでのコール
保持を完全にサポートします。このサポートには、CiscoUnified IP Phone、およびForeignExchange
Office（FXO）（非ループ開始トランク）と Foreign Exchange Station（FXS）インターフェイスを
サポートするMedia Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイ、それよりも規模は小さくな
りますが、会議ブリッジ、MTP、およびトランスコーディングリソースデバイス間のコール保持
が含まれます。

高度なサービスパラメータAllow Peer to Preserve H.323 Callsを Trueに設定することにより、H.323
コール保持を有効にします。

次のデバイスおよびアプリケーションはコール保持をサポートします。両端が次のデバイスのい

ずれかを経由して接続している場合、Cisco Unified Communications Managerはコール保持を維持
します。

• Cisco Unified IP Phone

• SIPトランク

•ソフトウェア会議ブリッジ

•ソフトウェアMTP
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•ハードウェア会議ブリッジ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and Services Module、Cisco
Catalyst 4000 Access Gateway Module）

•トランスコーダ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and ServicesModule、Cisco Catalyst 4000
Access Gateway Module）

•非 IOSMGCPゲートウェイ（Catalyst 6000 24 Port FXSAnalog InterfaceModule、Cisco DT24+、
Cisco DE30+、Cisco VG200）

• Cisco IOS H.323ゲートウェイ（Cisco 2800シリーズ、Cisco 3800シリーズなど）

• Cisco IOS MGCPゲートウェイ（Cisco VG200、Catalyst 4000 Access Gateway Module、Cisco
2620、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 3810）

• Cisco VG248 Analog Phoneゲートウェイ

次のデバイスおよびアプリケーションはコール保持をサポートしません。

•アナンシエータ

• NetMeetingまたはサードパーティ製 H.323エンドポイントなどの H.323エンドポイント

• CTIアプリケーション

• TAPIアプリケーション

• JTAPIアプリケーション

コール保持のシナリオ

次の表で、さまざまなシナリオでのコール保持の処理方法について説明します。

表 69：コール保持のシナリオ

コール保持の処理シナリオ

Cisco Unified Communications Managerの障害によって、その Cisco
Unified Communications Managerを介して設定されたすべてのコー
ルの呼処理機能が失われます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、エンドユーザが受話器を
置くまで、またはメディア接続が解放されたことをデバイスが判別

するまで、影響を受けるアクティブコールを保持します。ユーザ

は、この障害の結果として保持されるコールの呼処理機能を呼び出

すことはできません。

CiscoUnified Communications
Managerに障害が発生しま
した。
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コール保持の処理シナリオ

デバイスとそれを制御するCiscoUnifiedCommunicationsManager間
の通信に障害が発生すると、デバイスは障害を認識し、アクティブ

な接続を維持します。Cisco Unified CommunicationsManagerは通信
障害を認識し、通信が失われたデバイスのコールに関連付けられて

いる呼処理エンティティを消去します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは影響を受けるコールに関連
付けられている動作中のデバイスの制御を引き続き維持します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、エンドユーザが受話器を
置くまで、またはメディア接続が解放されたことをデバイスが判別

するまで、影響を受けるアクティブコールを保持します。ユーザ

は、この障害の結果として保持されるコールの呼処理機能を呼び出

すことはできません。

電話またはデバイスはコール保持モードになり、会議ブ

リッジプロファイルゲートウェイは、ユーザが受話器を

置くことによって接続を切るまでコールエントリを保持

します。接続がオンラインに戻ると、会議ブリッジプロ

ファイルゲートウェイは、ゲートウェイの [sccp]設定の
下に設定された [SwitchbackGuard time]に応じて、CUCM
に登録します。

（注）

CiscoUnified Communications
Managerとデバイス間に通
信障害が発生しました。

デバイスに障害が発生した場合、デバイスを介して存在している接

続は、ストリーミングメディアを停止します。アクティブなCisco
Unified Communications Managerはデバイスの障害を認識し、障害
が発生したデバイスのコールに関連付けられている呼処理エンティ

ティを消去します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは影響を受けるコールに関連
付けられている動作中のデバイスの制御を維持します。CiscoUnified
Communications Managerは、存続しているエンドユーザが受話器
を置くまで、またはメディア接続が解放されたことを動作中のデバ

イスが判別するまで、動作中のデバイスに関連付けられたアクティ

ブな接続（コール）を保持します。

デバイスの障害

（電話、ゲートウェイ、会

議ブリッジ、トランスコー

ダ、MTP）
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会議ブリッジの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

アドホックおよびミートミー音声会議を使用で

きるように、ハードウェアまたはソフトウェア

の会議ブリッジを設定します。

会議ブリッジの設定, （561ペー
ジ）

ステップ 1   

ネットワークに、Cisco IOS会議ブリッジとCisco
IOS拡張会議ブリッジがいずれも存在する場合
は、次の手順を実行します。

会議ブリッジのサービスパラ

メータの設定, （561ページ）
ステップ 2   

会議ブリッジの設定

アドホックおよびミートミー音声会議を許可するように、ハードウェアまたはソフトウェア会議

ブリッジを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[メディアリソース（MediaResources）] > [会議ブリッジ（Conference
Bridge）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定しま

す。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ネットワークに Cisco IOS会議ブリッジおよび Cisco IOSの拡張会議ブリッジが含まれる場合、会
議ブリッジのサービスパラメータの設定, （561ページ）を実行します。

会議ブリッジのサービスパラメータの設定

ネットワークに Cisco IOS Conference Bridgeと Cisco IOS Enhanced Conference Bridgeの両方が含ま
れる場合は、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Features - Conference)）]セク
ションで、次のパラメータを 6に設定します。

• [アドホック会議の最大参加者数（Maximum Ad Hoc Conference）]

• Maximum MeetMe Conference Unicast

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 65 章

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデ
オプロモーションの設定

• フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの概要, 563 ページ

• ユーザに対するカスタム QoSの設定, 564 ページ

• トラフィッククラスのラベル, 565 ページ

• DSCPの設定構成のタスクフロー, 565 ページ

• フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションのインタラクションと制約事
項, 571 ページ

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションの概要
デバイスおよびアプリケーションは、Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServコードポ
イント）マーキングを使用して、IPコミュニケーションのサービス品質（QoS）を示します。た
とえば、デスクトップビデオエンドポイントはビデオメディアストリーム用にマルチメディア

会議AF41マーキングを使用できますが、一方で高画質ビデオルームシステムはリアルタイムイ
ンタラクティブ CS4マーキングを使用できます。アプリケーションが同じタイプのアプリケー
ションとの間で IPコミュニケーションを送受信している場合、DSCPマーキングは対称的であり、
各アプリケーションが送受信する IPコミュニケーションのQoS処理は同一です。ただし、アプリ
ケーションが異なるタイプのアプリケーションとの間でメディアを送受信すると、DSCPマーキ
ングは非対称となり、各アプリケーションが送受信する IPコミュニケーションのQoS処理におい
て一貫性が失われる場合があります。たとえば、ビデオルームシステムがデスクトップビデオ

エンドポイントから受信するビデオメディアストリームの QoS処理が、ビデオルームシステム
の期待される品質をサポートするには不十分な場合があります。

デバイスおよびアプリケーションは、確立されたセッションの間、十分な帯域幅が使用できるよ

うにするため、コールアドミッション制御（CAC）に従います。確立されたセッションによって
使用されている帯域幅は、セッションの開始と終了の時点で更新されます。使用可能な帯域幅を

超えた新しいセッションの確立試行はブロックされます。異なるタイプのデバイスおよびアプリ

ケーションの場合、使用可能な帯域幅の量は独立して追跡できます。たとえば、帯域幅の独立ト
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ラッキングは、デスクトップビデオエンドポイントと高画質ビデオルームシステムがビデオメ

ディアストリームを送受信するために使用できます。

同じタイプのデバイスとアプリケーションが通信を送受信している場合は、各方向で同じタイプ

の帯域幅控除が実行されます。ただし、異なるタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送

受信している場合は、各方向で異なるタイプの帯域幅控除が実行されます。さらに、帯域幅控除

は通常、量は対称で、設計によって IPネットワークの通常の動作を反映します。その結果、異な
るタイプのデバイスとアプリケーションが通信を送受信している場合、総帯域幅控除は最大で実

際に使用されているネットワーク帯域幅量の 2倍に達することがあります。帯域幅アカウンティ
ングにおけるこの不一致によって、新しいセッションの確立試行が不必要にブロックされる場合

があります。

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモーション機能を使用すると、より有利なCAC
およびQoS処理を受けるアプリケーションを優先するように帯域幅アカウンティングの不一致を
調整するビデオプロモーションポリシーを設定できます。たとえば、デスクトップビデオエン

ドポイントと高画質ビデオルームシステム間のセッションがビデオルームシステムを優先する

ように調整された場合、その後、調整はデスクトップビデオエンドポイントのプロモーションと

見なされます。

調整が異なるタイプのデバイスとアプリケーションの間で有効になると、帯域幅は調整によって

優先されるアプリケーションタイプの分のみ控除されます。このタイプのセッションを許容する

ために十分な帯域幅が使用可能な場合、調整によって優先されないタイプのデバイスまたはアプ

リケーションは、使用している DSCPマーキングを、調整によって優先されるタイプのデバイス
またはアプリケーションで使用される DSCPマーキングに変更するように指示されます。たとえ
ば、デスクトップビデオエンドポイントが高画質ビデオルームシステムとのセッションでプロ

モートされると、帯域幅アカウンティングは、デスクトップビデオエンドポイントがビデオルー

ムシステムと同じタイプのアプリケーションであるかのように動作します。デスクトップビデオ

エンドポイントは、DSCPマーキングを、ビデオルームシステムが使用している DSCPマーキン
グに変更するように指示されます。QoS処理は双方向で一貫しており、帯域幅はビデオルームシ
ステムと同じタイプのデバイスとアプリケーション間のセッション分が控除されます。デスクトッ

プビデオエンドポイントと同じタイプのデバイスとアプリケーション間のセッション分の帯域幅

は控除されません。

フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーション機能を有効にすると、Unified
Communications Managerは動的にデスクトップビデオデバイスに、それぞれのネゴシエートされ
たメディアストリームの DSCPマーキングを示すトラフィッククラスラベルを通知します。

ユーザに対するカスタム QoS の設定
リリース 11.0(1)を使用すると、SIPプロファイル内のサービス品質（QoS）の設定をカスタマイ
ズし、ユーザに適用できます。[SIPプロファイル設定（SIPProfileConfiguration）]ウィンドウは、
次の QoS設定で拡張されています。

•オーディオとビデオストリームのカスタム DSCP値

•オーディオとビデオストリームのカスタム UDPポート範囲
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オーディオとビデオのカスタム DSCP 値

SIPプロファイル内のオーディオとビデオコール用 DSCP値を設定し、そのプロファイルを使用
する SIP電話に適用できます。[SIPプロファイル設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウに
は、次のタイプのコール用にカスタム DSCPの設定が含まれています。

•音声通話

•ビデオコール

•ビデオコールの音声部分

• TelePresenceコール

• TelePresenceコールの音声部分

営業チームや CEOなど、大半の従業員よりも QoSの優先順位の高い設定を必要とする一団が社
内にいる場合、SIPプロファイル設定を使用して、これらのユーザのカスタムDSCP値を設定でき
ます。SIPプロファイル内の設定は、対応するクラス全体のサービスパラメータ設定を上書きし
ます。

オーディオとビデオのカスタム UDP ポート範囲

SIPコールのオーディオストリームとビデオストリームに対して、個々にUDPポート範囲を設定
できます。通常、ビデオにはオーディオよりもかなり多くの帯域幅が必要であるため、メディア

のタイプごとに専用のポート範囲を使用することで、ネットワーク帯域幅の管理を簡素化できま

す。また、オーディオストリームが広帯域幅のビデオストリームから分離された専用チャネルを

持つことを保証することにより、オーディオストリームの劣化を防ぐことができます。

SIPファイルの [メディアポート範囲（Media Port Ranges）]フィールドを設定すれば、この設定
を [オーディオとビデオに個別のポート範囲（Separate Port Ranges for Audio and Video）]に適用で
きます。SIPプロファイルを電話に関連付けて、設定を電話に適用できます。

トラフィッククラスのラベル

柔軟な DSCPとビデオプロモーション機能では、設定するビデオプロモーションポリシーに基
づいて、コールごとにそのDSCPをマークするために、トラフィッククラスラベル（TCL）を使
用して動的に SIPエンドポイントに指示します。TCLはメディアごとに定義された SIP Session
Description Protocol（SDP）属性であるため、TCLと関連する DSCPマーキングは、ビデオコー
ルのオーディオメディア回線とビデオメディア回線とによって異なります。ビデオコールのオー

ディオストリームとビデオストリームに対して、さまざまなDSCPマーキングを選択できます。

DSCP の設定構成のタスクフロー
ネットワークのDSCP値とビデオプロモーションポリシーを設定するには、次のタスクを実行し
ます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

異なるタイプのビデオを処理するビデオプロモー

ションポリシーを設定します。

フレキシブル DSCPマーキング
およびビデオプロモーションポ

リシーの設定, （566ページ）

ステップ 1   

社内の他のユーザよりも高いプライオリティを必要

とするユーザがあれば、オーディオおよびビデオ

ユーザのカスタム QoSポリシー
の設定, （568ページ）

ステップ 2   

ストリームのカスタムDSCP値が含まれている SIP
プロファイルを設定します。たとえば、社内に高い

優先度を必要とする電話営業チームや CEOがいれ
ば、そのユーザの電話にカスタマイズしたSIPプロ
ファイルを適用できます。

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションポリシーの設定
異なるビデオのタイプを処理するようにビデオプロモーションのポリシーを設定するには、次の

手順に従います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、パラメータを設定するサーバを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco

CallManager（Active））]サービスを選択します。
サービスがアクティブとして表示されない場合、サービスがCiscoUnified Serviceabilityでアクティ
ブ化されていることを確認します。

ステップ 4 デスクトップビデオエンドポイントをイマーシブなビデオエンドポイントにレベルを上げるビ

デオプロモーションポリシーを設定するには、[イマーシブビデオコールにビデオ帯域プールを
使用（Use Video BandwidthPool for Immersive Video Calls）]パラメータに [False（False）]を、[ビ
デオコール QoSマーキングポリシー（Video Call QoS Marking Policy）]パラメータに [イマーシ
ブにレベルアップ（Promote to Immersive）]を設定します。

ステップ 5 その他のパラメータを設定するには、[サービスパラメータの設定（ServiceParameterConfiguration）]
ウィンドウの適切なエリアにスクロールして、パラメータ値を更新します。サービスパラメータ

とその設定オプションの詳細については、「関連項目」のセクションを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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関連トピック

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモーションサービスパラメータ, （567ペー
ジ）

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションサービスパラメータ

サービスパラメータの詳細については、パラメータ名をクリックするか、[サービスパラメー
タの設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウに表示されている疑問符（?）アイコン
をクリックしてください。

（注）

表 70：フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションサービスパラメータ

説明パラメータ

サービスパラメータのこのセクションには、音

声通話、ビデオコール、ビデオコールの音声

部分、テレプレゼンスコール、テレプレゼンス

コールの音声部分のDSCPを含め、広範な音声
およびビデオコールタイプのクラスタ全体の

DSCP値が含まれます。

シスコのサポートエンジニアから指示がないか

ぎり、これらのパラメータはデフォルト値のま

まにしておくことを強くお勧めします。

クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）
（Clusterwide Parameters (System - QoS)）

クラスタ全体のパラメータ（コールアドミッ

ション制御）（Clusterwide Parameters (Call
Admission Control)）

このパラメータでは、デスクトップビデオエ

ンドポイントと Cisco TelePresenceイマーシブ
ビデオエンドポイント間の帯域幅割り当ての不

一致を調整し、イマーシブエンドポイントを優

先する [イマーシブにプロモートする（Promote
to Immersive）]ポリシーを設定できます。プロ
モーションが実行されると、音声およびビデオ

の帯域幅はイマーシブ帯域幅ポート割り当てか

ら予約されます。[イマーシブにプロモートする
（Promote to Immersive）]ポリシーは、イマー
シブビデオデバイスとフレキシブルDSCPマー
キングをサポートするデスクトップビデオデ

バイス間のコールに対してのみ有効です。

ビデオコールQoSマーキングポリシー（Video
Call QoS Marking Policy）
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説明パラメータ

クラスタ全体のパラメータ（システム -場所と
地域）（Clusterwide Parameters (System - Location
and Region)）

このパラメータは、地域自体の地域との関係に

ついて、[地域の設定（Region Configuration）]
ウィンドウで [システムデフォルトを使用する
（Use System Default）]オプションが [最大イ
マーシブビデオコールビットレート（Max
Immersive Video Call Bit Rate）]として選択され
ている場合に、特定地域内の各イマーシブビデ

オコールのデフォルトの最大合計ビットレー

トを指定します。

地域内のデフォルトの最大イマーシブビデオ

コールビットレート（オーディオ含む）

（Default IntraregionMax Immersive Video Call Bit
Rate (Includes Audio)）

このパラメータは、地域と他の地域との関係に

ついて、[地域の設定（Region Configuration）]
ウィンドウで [システムデフォルトを使用する
（Use System Default）]オプションが [最大イ
マーシブビデオコールビットレート（Max
Immersive Video Call Bit Rate）]として選択され
ている場合に、特定地域と別の地域間での各イ

マーシブビデオコールのデフォルトの最大合

計ビットレートを指定します。

リージョン間のデフォルトの最大イマーシブビ

デオコールビットレート（オーディオ含む）

（Default Interregion Max Video Call Bit Rate
(Includes Audio)）

このパラメータは、Unified Communications
Managerがイマーシブビデオコール用にデスク
トップビデオ帯域幅プールからの帯域幅を予約

するかどうかを指定します。

イマーシブビデオコールにビデオ帯域幅プー

ルを使用する（Use Video BandwidthPool for
Immersive Video Calls）

ユーザのカスタム QoS ポリシーの設定
ユーザのQuality of Service（QoS）ポリシーをセットアップするには、次のタスクを実行します。
社内の一部ユーザに、他のユーザと異なるQoS要件を使用する場合、カスタムポリシーを適用す
る場合があります。たとえば、電話営業担当者または CEOです。

手順

目的コマンドまたはアクション

オーディオストリームおよびビデオストリーム

向けにカスタマイズされた DSCP値と UDPポー
SIPプロファイルのカスタムQoS
の設定, （569ページ）

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ト範囲を使用して SIPプロファイルを設定しま
す。

電話に SIPプロファイルを適用します。SIPプロ
ファイルのDSCP設定は、DSCPのクラスタ全体
のサービスパラメータ設定よりも優先されます。

電話機へのカスタム QoSポリ
シーの適用, （570ページ）

ステップ 2   

SIP プロファイルのカスタム QoS の設定

この SIPプロファイルを使用する電話のカスタムDSCP値とUDPポート範囲を設定します。次の
設定を使用して、ネットワーク内の特定の電話およびユーザに適用できるカスタマイズQoSポリ
シーを設定できます。従業員や CEOなどの企業内の特定のユーザに、特定の QoS設定を適用す
るには、次のように行います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の SIPプロファイルを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい SIPプロファイルを作成します。

ステップ 3 [メディアポートの範囲（Media Port Ranges）]フィールドで、オーディオメディアおよびビデオ
メディアの両方に対応する単一の UDPポート範囲、またはオーディオストリームおよびビデオ
ストリームそれぞれに対応するポート範囲のどちらを割り当てるかを選択します。

•オーディオメディアおよびビデオメディアに1つのポート範囲を設定するには、[開始メディ
アポート（Start Media Port）]および [終了メディアポート（Stop Media Port）]フィールドに
ポート範囲を入力します。有効なポートは 2048～ 65535です。

•オーディオストリームおよびビデオストリームにそれぞれポート範囲を設定する場合は、
[開始メディアポート（Start Media Port）]および [終了メディアポート（Stop Media Port）]
フィールドを使用して、オーディオポートの範囲を入力します。[開始メディアポート（Start
Media Port）]および [終了メディアポート（Stop Media Port）]フィールドを使用して、ビデ
オポートの範囲を入力します。各ポートの有効な値は、 2048～ 65535です。2つのポート
範囲を重複させることはできません。

ステップ 4 次のフィールドで、オーディオストリームおよびビデオストリーム用にカスタマイズされたDSCP
値を設定します。

•音声コールの DSCP（DSCP for Audio Calls）
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•ビデオコールの DSCP（DSCP for Audio Calls）

•ビデオコールのオーディオ部分の DSCP（DSCP for Audio Portion of Video Calls）

• TelePresenceコールの DSCP（DSCP for TelePresence Calls）

• TelePresenceコールのオーディオ部分の DSCP（DSCP for Audio Portion of TelePresence Calls）

デフォルトでは、上記の各フィールドは、対応するサービスパラメータの値を使用す

るように設定されています。新しい値を割り当てると、サービスパラメータ設定は新

しい値に上書きされます。

（注）

ステップ 5 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを入力しま
す。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話機へのカスタム QoSポリシーの適用, （570ページ）

電話機へのカスタム QoS ポリシーの適用

DSCP値や、音声およびビデオメディアの UDPポート範囲などのカスタマイズされた QoS設定
を含む SIPプロファイルを適用するには、次の手順を使用します。この SIPプロファイルを電話
機に適用すると、電話機は SIPプロファイルのカスタム設定を使用します。

はじめる前に

SIPプロファイルのカスタム QoSの設定, （569ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックして既存の電話機を選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しい電話機を作成します。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、カスタム DSCP値と UDPポート
範囲の値を設定する SIPプロファイルを選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを入力します。フィールドと
その設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションのインタ
ラクションと制約事項

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションの連携動作

表 71：フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションの連携動作

データのやり取りDevice

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプ
ロモーション機能は、SIPクラスタ間トランク
を介してサポートされます。

SIPクラスタ間トランク

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプ
ロモーション機能は、SCCPデバイス向けにサ
ポートされています。

Skinny Client Control Protocol（SCCP）デバイス

パススルーMTPがコールに挿入されている場
合、Unified CommunicationsManagerは、最初に
ビデオストリーム用にパケットを出力したエン

ドポイントデバイスから予期されるDSCPマー
キングでパケットをマークするように、MTPに
通知します。コールの 2つのエンドポイントが
異なるDSCPマーキング（Cisco TelePresenceイ
マーシブビデオエンドポイントとビデオプロ

モーションのないデスクトップビデオエンド

ポイント）を使用する場合、MTPは各ストリー
ム方向で DSCPマーキングを維持します。

パススルーMTP

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションの制約事項

表 72：フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオプロモーションの制約事項

説明制約事項

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプ
ロモーション機能は、H.323トランクおよび
MediaGatewayControl Protocol（MGCP）ゲート
ウェイではサポートされません。

トランクおよびゲートウェイ
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説明制約事項

シスコはフレキシブルDSCPマーキングおよび
ビデオプロモーション機能をMultilevel
Precedence and Preemption（MLPP）サービス
コールと一緒に使用することは推奨しません。

MLPPサービス機能が必要な場合、[実体験ビデ
オ通話（Immersive Video Calls）]サービスパラ
メータで、[ビデオ通話QoSマーキングポリシー
（Video Call QoS Marking Policy）]と [ビデオ帯
域幅プールを使用（Use Video BandwidthPool）]
をそれぞれのデフォルト値に設定することをお

勧めします。[実体験ビデオ通話（Immersive
Video Calls）]サービスパラメータで、[ビデオ
通話 QoSマーキングポリシー（Video Call QoS
Marking Policy）]と [ビデオ帯域幅プールを使
用（UseVideoBandwidthPool）]をデフォルト値
に設定すると、Unified Communications Manager
とエンドポイントがメディアパケットに対して

MLPP DSCPマーキングを使用します。

Multilevel Precedence and Preemption

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプ
ロモーション機能は、デスクトップ SIPビデオ
エンドポイントのサポートによって異なりま

す。現在、Cisco DX650シリーズの SIP電話の
みが、必要なエンドポイントのサポートを提供

しています。

SIPビデオエンドポイント
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第 66 章

トランスコーダおよびメディアターミネー

ションポイントの設定

• トランスコーダとメディアターミネーションポイントの概要, 573 ページ

• トランスコーダとMTP設定のタスクフロー, 579 ページ

• トランスコーダとMTPの連携動作と制約事項, 584 ページ

トランスコーダとメディアターミネーションポイントの概要

トランスコーダ

トランスコーダは、あるコーデックからの入力ストリームを、別のコーデックを使用する出力ス

トリームに変換するデバイスです。たとえば、G.711コーデックのストリームを取得して、リア
ルタイムで G.729ストリームに変換できます。トランスコーダは、コーデックの変換に加えて、
メディアターミネーションポイント（MTP）と同じ機能も実行できます。トランスコーダ機能と
MTP機能の両方が必要な場合、トランスコーダがシステムによって割り当てられます。MTP機能
が必要な場合、システムはトランスコーダまたはMTPをリソースプールから割り当てます。リ
ソースの選択はメディアリソースグループによって決まります。

トランスコーダは、G.711コーデックとすべてのコーデック（MTP/TRPの機能を提供するとき
にトランスコーダとして機能するG.711を含む）間のトランスコーディングをサポートしてい
ます。

（注）

2台のデバイスが異なる音声コーデックを使用しており、通常であれば通信できない場合、Cisco
Unified CommunicationsManagerがエンドポイントデバイスに代わってトランスコーダを呼び出し
ます。コールに挿入されると、トランスコーダは互換性のない 2つのコーデック間でデータスト
リームを変換し、コーデック間の通信を可能にします。トランスコーダは、そのコールに関係す

るユーザやエンドポイントには表示されません。
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トランスコーダおよびメディアリソースマネージャ

すべてのCiscoUnifiedCommunicationsManagerノードは、メディアリソースマネージャ（MRM）
を介してトランスコーダにアクセスできます。MRMはトランスコーダへのアクセスを制御しま
す。

また、MRMは Cisco Unified Communications Managerのメディアリソースグループおよびメディ
アリソースグループリストを使用します。メディアリソースグループリストにより、トランス

コーダは、メディアリソースグループリストに割り当てられたほかのデバイスと通信できるよ

うになります。それに続き、クラスタ内のリソース管理が可能になります。

トランスコーダ制御プロセスは、データベースで定義されたトランスコーダデバイスごとに作成

されます。MRMは、トランスコーダのリソースを追跡し、その可用性をクラスタ全体にアドバタ
イズします。

メディアターミネーションポイントとしてのトランスコーダ

ハードウェアベースのトランスコーダのリソースも、メディアターミネーションポイント（MTP）
とトラステッドリレーポイント（TRP）の両方またはいずれか一方の機能をサポートします。こ
の機能で、Cisco Unified Communications Managerは、コール中のエンドポイントにMTPまたは
TRPが必要と判断すると、トランスコーダリソースを配分し、コールに挿入します。その場合、
このリソースがMTPトランスコーダのように動作します。

Cisco Unified Communications Managerは、MTPと TRPとトランスコーディング機能を同時にサ
ポートします。たとえば、（G.723の地域に位置する）Cisco Unified IP Phoneから（G.711の地域
に位置する）NetMeetingへのコールが発生すると、1つのトランスコーダリソースがMTPとトラ
ンスコーディング機能を同時にサポートします。

必要なソフトウェアMTPリソースが利用できない場合、コールはMTPリソースおよびMTP/TRP
サービスを使用せずに接続を試みます。ハードウェアトランスコーダ機能が、（コーデックを別

のコーデックに変換する上で）必要な時に利用できない場合、コールは失敗します。

トランスコーダは、トランスコーダとして機能している時、およびMTP/TRP機能を提供して
いる時に、G.711と、G.711を含むすべてのコーデックとの間のトランスコーディングをサポー
トします。

（注）

トランスコーダタイプ

Cisco Unified Communications Manager Administrationのトランスコーダの種類は、次の表にリスト
されています。
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トランスコーダは、G.711と、（トランスコーダとして機能しているときとMTP/TRP機能を
提供しているとき）G.711を含むすべてのコーデックとの間のトランスコーディングをサポー
トしています。

（注）

表 73：トランスコーダタイプ

説明トランスコーダタイプ

（Transcoder Type）

このタイプは、Cisco Catalyst 4000 WS-X4604-GWYと Cisco
Catalyst 6000 WS-6608-T1またはWS-6608-E1をサポートしてお
り、次のトランスコーディングセッション数をサポートしてい

ます。

Cisco Catalyst 4000 WS-X4604-GWYについて

• G.711-16MTP transcodingセッションへのトランスコーディ
ングについて

Cisco Catalyst 6000 WS-6608-T1またはWS-6608-E1について

• G.723からG.711へのトランスコーディングについて/G.729
からG.711-24への物理ポートごとのMTPトランスコーディ
ングセッション。モジュールごとに 192セッション

CiscoMedia Termination Pointの
ハードウェア

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3725、Cisco
3745、Cisco 3660、Cisco 3640、Cisco 3620、Cisco 2600、Cisco
VG200ゲートウェイをサポートしており、トランスコーディン
グセッション数は次のとおりです。

NM-HDVごと

• G.711から G.729-60にトランスコーディング

• G.711から GSM FR/GSM EFR- 45へのトランスコーディン
グ

Cisco IOSメディアターミネー
ションポイント（ハードウェ

ア）
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説明トランスコーダタイプ

（Transcoder Type）

NM-HDごと

Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3660、Cisco 3725、Cisco 3745、
Cisco 3660アクセスルータをサポートするこのタイプのトラン
スコーディングセッション数は次のとおりです。

• G.711から G.729a/G.729ab/GSMFR-24にトランスコーディ
ング

• G.711から G.729/G.729b/GSM EFR-18にトランスコーディ
ング

NM-HDV2ごと

Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3725、Cisco 3745、Cisco 3660
アクセスルータをサポートするこのタイプのトランスコーディ

ング数は次のとおりです。

• G.711からG.729a/G.729ab/GSMFR-128にトランスコーディ
ング

• G.711から G.729/G.729b/GSM EFR-96にトランスコーディ
ング

Cisco IOS拡張メディアターミ
ネーションポイント（ハード

ウェア）

このタイプは、実装されたドーターカードあたり64のトランス
コーディングセッションを提供します。1枚のドーターカード
で 64のトランスコーディングセッション、2枚のドーターカー
ドで 128のトランスコーディングセッション、3枚のドーター
カードで 192のトランスコーディングセッション、4枚のドー
ターカード（最大）で 256のトランスコーディングセッショ
ン。

このタイプは、次のコーデックのすべての組み合わせの間でト

ランスコーディングを提供します。

• G.711 a-lawと G.711 mu-law

• G.729 annex Aと annex B

• G.723.1

• GSM（FR）

• GSM（EFR）

Cisco Media Termination Point
（WS-SVC-CMM）
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トランスコーダのフェールオーバーおよびフォールバック

次の項目では、トランスコーダが非アクティブになったCiscoUnifiedCommunicationsManagerノー
ドに登録されている場合のトランスコーダデバイスのリカバリ方法を説明しています。

•プライマリ Cisco Unified Communications Managerノードで障害が生じた場合、トランスコー
ダは、トランスコーダが属するデバイスプールに指定された Cisco Unified Communications
Managerグループ内で次に使用可能なノードへの登録を試みます。

•プライマリ Cisco Unified Communications Managerノードが使用可能になるとすぐに、トラン
スコーダデバイスはそれに登録します。

•トランスコーダデバイスは到達不能になった Cisco Unified Communications Managerノードか
ら登録を解除します。そのノード上にあったコールは、リスト内の次の Cisco Unified
Communications Managerノードに登録されます。

•トランスコーダが新しい Cisco Unified Communications Managerノードへの登録を試みても、
登録確認応答が受信されない場合、トランスコーダはリスト内の次のノードに登録します。

トランスコーダデバイスは、ハードリセットまたはソフトリセットの後に登録解除され、切断

されます。リセットが完了すると、デバイスはプライマリ Cisco Unified Communications Manager
ノードに再登録します。

メディアターミネーションポイント

メディアターミネーションポイント（MTP）により、Cisco Unified Communications Managerは、
SIPまたはH.323のエンドポイント、またはゲートウェイ経由でルーティングされたコールを中継
できます。メディアターミネーションポイントは、H.323エンドポイント経由でコールがルー
ティングされた場合は通常利用できない補足サービス（コール保留、コール転送、コールパー

ク、会議など）を拡張します。H.323の補足サービスの利用には、Empty Capability Set（ECS）ま
たは FastStartをサポートしないエンドポイントにのみMTPが必要です。ECSおよび FastStartを
サポートする、CiscoのすべてのエンドポイントおよびサードパーティのエンドポイントにはMTP
は必要ありません。

Cisco Unified Communications Managerが利用できる場合、MTPデバイスは、プライマリ Cisco
Unified Communications Managerに登録され、サポートするMTPリソースの数を Cisco Unified
Communications Managerに通知します。同じ Cisco Unified Communications Managerに複数のMTP
を登録できます。複数のMTPが Cisco Unified Communications Managerに登録される場合、その
Cisco Unified Communications Managerが、各MTPの一連のリソースを制御します。

たとえば、MTPサーバ 1が 48のMTPリソース向けに設定され、MTPサーバ 2が 24のMTPリ
ソース向けに設定されているとします。両方のMTPが、同じCiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録される場合、その Cisco Unified Communications Managerが、両方の一連のリソースである
合計 72の登録されたリソースを保持します。

Cisco Unified Communications Managerは、コールエンドポイントがMTPを必要とすると判断する
と、最小のアクティブストリームを持つMTPからMTPリソースを割り当てます。そのMTPリ
ソースが、エンドポイントのためにコールに挿入されます。システムのユーザ、およびリソース

が挿入されたエンドポイントの両方がMTPリソースの利用を意識することはありません。必要な
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MTPリソースが利用できない場合、コールはMTPリソースを使わずに接続し、補足サービスを
利用しません。

MTP フェールオーバーおよびフォールバック

ここでは、MTPデバイスが登録している Cisco Unified Communications Managerに到達できなく
なったときに、フェールオーバーとフォールバックがどのように発生するかを説明します。

•プライマリ Cisco Unified Communications Managerで障害が発生した場合、MTPは、MTPが
属するデバイスプールに指定された Cisco Unified Communications Managerグループ内で、次
に利用可能な Cisco Unified Communications Managerへの登録を試みます。

• MTPデバイスは、障害が発生し、現在使用されていないプライマリ Cisco Unified
Communications Managerが使用可能になるとすぐに再登録します。

•システムは、すべての参加者が切断されるまで、コール保留モードでアクティブであった
コールまたは会議を維持します。システムが補足サービスを利用できるようにすることはあ

りません。

• MTPが新しい Cisco Unified Communications Managerへの登録を試み、登録の確認応答が受信
されなかった場合、MTPは次の Cisco Unified Communications Managerに登録されます。

MTPデバイスは、ハードリセットまたはソフトリセット後に登録を解除し、その後接続を解除
します。リセットが完了すると、デバイスは Cisco Unified Communications Managerに再登録され
ます。

ソフトウェアメディアターミネーションポイントの種類

Cisco Unified Communications Manager Administrationのソフトウェアメディアターミネーション
ポイントの種類を次の表で示します。

説明ソフトウェア MTP の種類

1つのMTPは、ネットワークの速度およびネッ
トワークインターフェイスカード（NIC）に応
じて、デフォルトで 48のMTP（ユーザが設定
可能）リソースを提供します。たとえば、100
MBのネットワークまたはNICカードの場合、
48のMTPリソースをサポートできますが、10
MBの NICカードではサポートできません。

10MBのネットワークまたはNICカードでは、
約 24のMTPリソースを指定できます。ただ
し、使用可能なMTPリソースの正確な数は、
その PCの他のアプリケーションが消費するリ
ソース、プロセッサの速度、ネットワーク負荷

などのさまざまな要因によって異なります。

Ciscoメディアターミネーションポイントソフ
トウェア
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トランスコーダと MTP 設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

トランスコーダを設定する必要がある場合

は、次の手順に従います。トランスコーダ

トランスコーダの設定, （579ページ）を
行うには、次のサブタスクを完了します。

ステッ

プ 1   
は、1つのコーデックからの入力ストリー•トランスコーダの追加, （580ペー

ジ）
ムを、別のコーデックを使用する出力スト

リームに変換します。
•メディアリソースグループへのトラ
ンスコーダの追加, （580ページ）

ソフトウェアMTPを設定する必要がある場
合は、次の手順に従います。ソフトウェア

ソフトウェアMTPの設定,（582ページ）
を行うには、次のサブタスクを完了しま

す。

ステッ

プ 2   
MTPによって、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、SIPまたはH.323エンドポイン•ソフトウェアMTPの追加,（582ペー

ジ）
トまたはゲートウェイ経由でルーティング

されたコールをリレーできます。
•メディアリソースグループへのソフ
トウェアMTPの追加,（583ページ）

トランスコーダの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

マルチサイト配置の場合は、トランスコーダを必

要な各サイトにローカルに配置することを推奨し

必要なトランスコーダリソース

の数とリソースの提供に必要な

ステップ 1   

ます。複数のコーデックが必要な場合は、すべてトランスコーダデバイスの数を

決定します。 のコーデックをサポートしないエンドポイントの

数、これらのエンドポイントを配置する場所、こ

れらのリソースにアクセスする他のグループ、こ

れらのデバイスがサポートする同時コールの最大

数、およびネットワーク上でこれらのリソースを

配置する場所を検討する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

あるコーデックからの入力ストリームを別のコー

デックを使用する出力ストリームに変換するよう

にトランスコーダを設定します。

トランスコーダの追加, （580
ページ）

ステップ 2   

適切なメディアリソースグループに新しいトラン

スコーダを追加します。

メディアリソースグループへ

のトランスコーダの追加,（580
ページ）

ステップ 3   

詳細については、トランスコーダのマニュアルを

参照してください。

トランスコーダデバイスを再起

動します。

ステップ 4   

トランスコーダの追加

トランスコーダは、あるコーデックからの入力ストリームを、別のコーデックを使用する出力ス

トリームに変換するデバイスです。

はじめる前に

必要なトランスコーダのリソース数を決定し、これらのリソースを提供するうえで必要なトラン

スコーダのデバイス数を決定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]にログインし、[メディアリソース
（Media Resources）] > [トランスコーダ（Transcoder）].を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [トランスコーダの設定（Transcoder Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。

フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループへのトランスコーダの追加, （580ページ）

メディアリソースグループへのトランスコーダの追加

はじめる前に

トランスコーダの追加, （580ページ）
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手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして設定されたメディアリソースグループのリストを表示します。
ステップ 3 必要なメディアリソースグループをクリックします。

[メディアリソースグループの設定(Media Resource Group Configuration)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 4 トランスコーダを [利用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]のリストから選択
し、[選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]のリストに追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]

に移動します。

ステップ 7 [トランスコーダの検索と一覧表示（Find and List Transcoders）]ウィンドウで、同期させるトラン
スコーダの隣にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべてのトランスコーダ

を選択するには、一致するレコードのタイトルバーのチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。
[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

次の作業

トランスコーダデバイスを再起動します。

トランスコーダの同期

トランスコーダを最新の設定変更と同期するには、次の手順を実行します。この手順は、最小限

の割り込みで未適用の設定を適用します（たとえば、影響を受けるデバイスでのリセットや再起

動が不要です）。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [トランスコーダ（Transcoder）]の順に選択します。
[トランスコーダの検索と一覧表示（Find and List Transcoders）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するトランスコーダのリストがウィンドウに表示されます。
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ステップ 4 同期するトランスコーダの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべての

トランスコーダを選択するには、一致するレコードのタイトルバーのチェックボックスをオンに

します。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。
[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ソフトウェア MTP の設定
ここでは、ソフトウェアMTPの設定手順を説明します。ハードウェアMTPの設定については、
トランスコーダの設定, （579ページ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPエンドポイントまたはゲートウェイを
介してルーティングされるコールをリレー

ソフトウェアMTPの追加, （582ペー
ジ）

ステップ 1   

するように、メディアターミネーション

ポイントを設定します。

適切なメディアリソースグループに新し

いメディアターミネーションポイントを

追加します。

メディアリソースグループへのソフ

トウェアMTPの追加, （583ページ）
ステップ 2   

メディアターミネーションポイント

のデバイスを再起動します。

ステップ 3   

ソフトウェア MTP の追加

はじめる前に

必要なMTPリソースの数と、これらのリソースに必要なMTPデバイスの数を決定します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
582

トランスコーダと MTP 設定のタスクフロー



手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [Media Termination Point
（メディアターミネーションポイント）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [Media Termination Point（メディアターミネーションポイント）]ウィンドウの各フィールドを設

定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループへのソフトウェアMTPの追加, （583ページ）

メディアリソースグループへのソフトウェア MTP の追加

はじめる前に

ソフトウェアMTPの追加, （582ページ）

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして設定されたメディアリソースグループのリストを表示します。
ステップ 3 必要なメディアリソースグループをクリックします。

[メディアリソースグループの設定(Media Resource Group Configuration)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 4 トランスコーダを [利用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]のリストから選択
し、[選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]のリストに追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアターミネーションポイントのデバイスを再起動します。
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トランスコーダと MTP の連携動作と制約事項

トランスコーダの制限

トランスコーダの制限

説明制約事項

メディアリソースグループに割り当てられた

トランスコーダは削除できません。トランス

コーダを使用しているメディアリソースグルー

プを検索するには、[トランスコーダの設定
（Transcoder Configuration）]ウィンドウの [関
連リンク（Related Links）]ドロップダウンリ
ストボックスで [依存関係レコード（Dependency
Records）]を選択し、[Go]をクリックします。
[依存関係レコードサマリー（Dependency
Records Summary）]ウィンドウにトランスコー
ダを使用しているメディアリソースグループ

に関する情報が表示されます。メディアリソー

スグループに関する詳細を検索するには、メ

ディアリソースグループをクリックして、[依
存関係レコードの詳細（Dependency Records
Details）]ウィンドウを表示します。システム
で依存関係レコードが有効でない場合、[依存関
係レコードサマリー（Dependency Records
Summary）]ウィンドウにメッセージが表示さ
れます。使用中のトランスコーダの削除を試み

ると、Cisco Unified Communications Managerが
メッセージを表示します。現在使用中のトラン

スコーダを削除する前に、トランスコーダが割

り当てられているメディアリソースグループ

からトランスコーダを削除する必要がありま

す。

トランスコーダの削除
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メディアターミネーションポイントの制限

表 74：メディアターミネーションポイントの制限

説明制約事項

サーバごとにアクティブ化できるCisco IPVoice
StreamingApplicationは 1つのみです。より多く
のMTPリソースを提供するには、追加のネッ
トワーク接続されたサーバで Cisco IP Voice
Streaming Applicationをアクティブ化します。

CiscoUnified CommunicationsManageのパフォー
マンスに悪影響が及ぶ可能性があるため、コー

ル処理の負荷が大きい Cisco Unified
Communications Managerでは Cisco IP Voice
StreamingMediaApplicationをアクティブ化しな
いことを強くお勧めします。

Cisco IP Voice Media Streaming Application

各MTPは、一度に 1つの Cisco Unified
Communications Managerのみに登録できます。
システムの設定方法に応じて、システムに複数

のMTPがあり、それぞれがいずれかの Cisco
Unified CommunicationsManagerに登録されてい
る場合があります。

Cisco Unified Communications Managerへの登録
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第 IX 部

登録デバイス
• 登録デバイスの概要, 589 ページ

• TFTPサーバの設定, 591 ページ

• デバイスのデフォルトの更新, 601 ページ

• 自動登録の設定, 605 ページ

• 電話機の手動登録, 615 ページ

• セルフプロビジョニングの設定, 619 ページ





第 67 章

登録デバイスの概要

• デバイスの登録について, 589 ページ

• デバイスの登録, 589 ページ

デバイスの登録について

この項では、新しいエンドポイントデバイスの登録、エンドポイントデバイスとゲートウェイ

デバイス用のプロキシ TFTPサーバの設定で実行する作業について説明します。

新しい電話機を手動で登録するか、または自動登録を使用することを選択できます。100台を超
える電話機を登録するには、一括管理ツール（BAT）を使用します。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

BATを使用して新しい設定を作成することはできませんが、BATを使用して電話機を登録す
る場合は電話パラメータを設定できます。デバイスプール、ロケーション、コーリングサー

チスペース、ボタンテンプレート、ソフトキーテンプレートなどの電話の設定が、Cisco
Unified CMの管理を使用して設定済みであることを確認します。

（注）

デバイスの登録

次のタスクフローを実行すると、システムのデバイスを登録できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ネットワークのエンドポイントの設定ファイルを

提供するプロキシ Trivial File Transfer Protocol
（TFTP）サーバを設定します。

TFTPサーバの設定タスクフ
ロー, （593ページ）

ステップ 1   

（任意）

登録時にエンドポイントに適用された、デバイス

ロード、デバイスプール、電話ボタンテンプレー

トの各値を変更します。

デバイスのデフォルトの更新タ

スクフロー, （601ページ）
ステップ 2   

ネットワークの自動登録を有効にします。デバイ

スがネットワークに自動で登録されることを許可

自動登録の設定タスクフロー,
（606ページ）

ステップ 3   

すること自体にセキュリティリスクがあるので、

新しいエンドポイントが登録でき次第、自動登録

を無効にすることをお勧めします。

手動で IPフォンを登録し、新しいディレクトリ番
号を割り当てます。

手動によるデバイス登録タスク

フロー, （615ページ）
ステップ 4   

これはオプションです。エンドユーザが、管理者

を使わずに自社の電話機をプロビジョニングでき

セルフプロビジョニングの設定

タスクフロー, （621ページ）
ステップ 5   

るようにするのなら、セルフプロビジョニングを

設定します。
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第 68 章

TFTP サーバの設定

• プロキシ TFTP導入の概要, 591 ページ

• TFTPサーバの設定タスクフロー, 593 ページ

プロキシ TFTP 導入の概要
ネットワークのエンドポイントが必要とするダイヤル計画、呼出音ファイル、デバイス設定ファ

イルなどを提供するために、プロキシ Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバを使用します。
TFTPサーバは、導入する任意のクラスタに設置でき、複数のクラスタのエンドポイントから要求
を処理できます。DHCPスコープでは、設定ファイルを取得するためにプロキシ TFTPサーバの
IPアドレスを指定します。

冗長とピアプロキシ TFTP サーバ
単一クラスタ導入では、クラスタは、少なくとも 1つのプロキシ TFTPサーバが必要です。別の
プロキシ TFTPサーバを冗長性のためのクラスタに追加できます。2番目のプロキシ TFTPサーバ
は、IPv4のオプション 150に追加されます。IPv6では、DHCPスコープの TFTPサーバアドレス
のサブオプションのタイプ 1に 2番目のプロキシ TFTPサーバを追加します。

複数のクラスタを導入する場合、プライマリプロキシ TFTPサーバのピアクラスタとして、最大
3台のリモートプロキシ TFTPサーバを指定できます。これは、多数の DHCPスコープに対して
プロキシTFTPサーバを1台だけ設定する場合に便利です。プライマリプロキシTFTPサーバは、
ネットワークのすべての電話やデバイスに設定ファイルを提供します。

それぞれのリモートプロキシ TFTPサーバとプライマリプロキシ TFTPサーバとの間のピア関係
を作成する必要があります。
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ネットワークのリモートプロキシTFTPサーバ間のピア関係を設定する際、階層的な関係を保
つようにします。ループを回避するために、リモートクラスタのピアプロキシ TFTPサーバ
が相互に指しあわないことを確認します。たとえば、プライマリノードAが、ノードB、ノー
ド Cとピア関係にあると、ノード Bとノード Cの間のピア関係を作成してはいけません。作
成すると、ループ関係ができます。

ヒント

IPv4 および IPv6 デバイスの TFTP サポート
TFTPサーバの IPアドレスを検出するために、IPv4電話とゲートウェイの DHCPカスタムオプ
ション 150の使用を有効にすることをお勧めします。ゲートウェイと電話はオプション 150を使
用して TFTPサーバの IPアドレスを検出します。詳細については、デバイスに付属のドキュメン
トを参照してください。

IPv6ネットワークでは、シスコベンダー固有のDHCPv6情報を使用して、TFTPサーバの IPv6ア
ドレスをエンドポイントに渡すことをお勧めします。この方法では、TFTPサーバの IPアドレス
をオプション値として設定します。

IPv4を使用するエンドポイントと IPv6を使用するエンドポイントがある場合は、IPv4用にDHCP
カスタムオプション 150を使用し、IPv6用にシスコベンダー固有の情報オプションである TFTP
サーバアドレスサブオプションタイプ1を使用することをお勧めします。エンドポイントが IPv6
アドレスを取得して TFTPサーバに要求を送信する一方、TFTPサーバが IPv4を使用して要求を
処理している場合、TFTPサーバは IPv6スタック上で要求をリスニングしていないため、要求を
受信しません。この場合、エンドポイントは、Cisco Unified Communications Managerに登録でき
ません。

TFTPサーバの IPアドレスを検出するために、IPv4および IPv6デバイスで使用できる代替手段が
あります。たとえば、IPv4デバイスではDHCPオプション066またはCiscoCM1を使用できます。
IPv6デバイスでは、その他の方法として、TFTPサービスサブオプションタイプ 2の使用や、エ
ンドポイントでの TFTPサーバの IPアドレスの設定が含まれます。これらの代替手段は推奨され
ません。代替手段を使用する前に、シスコのサービスプロバイダーに問い合わせてください。

TFTP 導入でのエンドポイントと設定ファイル
SCCP電話、SIP電話、ゲートウェイは、初期化時に設定ファイルが必要です。デバイス設定を変
更すると常に、更新された設定ファイルがエンドポイントに送信されます。

設定ファイルには、Cisco Unified Communications Managerノードの優先順位付けされたリスト、
それらのノードに接続するために使用された TCPポート、その他の実行可能ファイルなどの情報
が含まれます。一部のエンドポイントでは、設定ファイルにメッセージ、ディレクトリ、サービ

ス、情報などの電話ボタンのロケール情報とURLも含まれます。ゲートウェイの設定ファイルに
は、デバイスが必要なすべての設定情報が含まれています。
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TFTP のセキュリティに関する考慮事項
シスコプロキシ TFTPサーバは、署名付き要求と署名なし要求の両方を処理し、非セキュアモー
ドまたは混合モードのいずれかで動作できます。プロキシ TFTPサーバは、ファイルをエンドポ
イントに送信する前に、独自の TFTP秘密キーでファイルに署名します。

プロキシ TFTPサーバがエンドポイントのホームクラスタに存在する単一クラスタ導入では、エ
ンドポイントが自動的に署名付き設定ファイルを信頼します。

プロキシ TFTP導入にリモートクラスタが含まれる場合は、プロキシ TFTPサーバをすべてのリ
モートエンドポイントの信頼検証リスト（TVL）に追加する必要があります。追加しないと、エ
ンドポイントは、リモートプロキシ TFTPサーバからの書名付きファイルを拒否します。手順に
ついては、エンドポイントデバイスをサポートするドキュメントを参照してください。

混合モードで動作しているリモートクラスタ上のすべての TFTPサーバに、プライマリクラスタ
TFTPサーバまたはクラスタ外 CTLファイルに追加された IPアドレスが存在している必要があり
ます。存在していない場合は、セキュリティが有効なクラスタに登録するエンドポイントが必要

なファイルをダウンロードできません。

TFTP サーバの設定タスクフロー
Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）をクラスタ用に設定している場合、システムでプロキシ
TFTPサーバを動的に設定できます。EMCCを設定していない場合は、TFTPサーバを設定して、
手動でセキュリティモードを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）を設定し
ている場合、TFTPサーバを動的に設定できます。

次の方法のいずれかを使用し

て、TFTPサーバを設定します。
ステップ 1   

EMCCを設定していない場合は、手動でTFTPサー
バを設定します。クラスタがセキュアか非セキュ

• TFTPサーバの動的設定,
（594ページ）

アかを示す必要があります。デフォルトでは、ク

ラスタは非セキュアとして処理されます。
• TFTPサーバの手動設定,
（595ページ）

（任意）

プライマリプロキシ TFTPサーバとのピア関係を
設定して、リモートプロキシ TFTPサーバを追加
します。

TFTPサーバピア関係を追加,
（596ページ）

ステップ 2   

（任意）

CTLクライアントプラグインをインストールして、
混合モードで動作するすべてのリモートクラスタ

TFTPサーバの CTLファイルの
更新, （597ページ）

ステップ 3   

内にあるすべてのプロキシ TFTPサーバの Cisco
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目的コマンドまたはアクション

Certificate Trust List（CTL）ファイルにプライマリ
TFTPサーバを追加します。

（任意）

プロキシ TFTPの導入にリモートクラスタが含ま
れている場合、プロキシTFTPサーバをすべてのリ

エンドポイントデバイスに対応

するドキュメントを参照してく

ださい。

ステップ 4   

モートエンドポイントの信頼検証リスト（TVL）
に追加します。

（任意）

エンドポイントがプロキシ TFTPサーバから要求
する非設定ファイルを変更できます。

TFTPサーバの非設定ファイル
の変更, （597ページ）

ステップ 5   

（任意）TFTPサービスの停止および開
始, （598ページ）

ステップ 6   
エンドポイントの変更済み非設定ファイルをアッ

プロードした場合、プロキシ TFTPノードの TFTP
サービスを停止および再起動します。

（任意）

複数のクラスタを導入する場合、プライマリプロ

キシ TFTPサーバの IPアドレスを含むように個々
のリモートノードの DHCP範囲を変更します。

DHCPサーバに対応するドキュ
メントを参照してください。

ステップ 7   

TFTP サーバの動的設定
ネットワークに Cisco Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）が設定されている場合は、Cisco
Proxy TFTP Serverを動的に設定できます。

はじめる前に

ネットワークの EMCCを設定します。詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
にある『CiscoUnifiedCommunicationsManager機能およびサービスガイド』を参照してください。

手順

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[詳細機能
（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）] > [今すぐリモートクラスタを更新
（Update Remote Cluster Now）]を選択します。TFTPサーバは、自動的に該当クラスタ向けに設
定されます。
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次の作業

リモートプロキシの TFTPサーバをエンドポイントの信頼検証リスト（TVL）に追加する必要が
あります。追加しない場合、リモートクラスタ上にあるプロキシの TFTPサーバの設定ファイル
は承認されません。手順については、エンドポイントデバイスに対応しているマニュアルを参照

してください。

TFTP サーバの手動設定
EMCCが設定されていない場合にネットワークで TFTPを設定するには、手動の手順を実行する
必要があります。

[クラスタビュー（Cluster View）]で、プライマリプロキシ TFTPサーバとその他の TFTPサーバ
間のピア関係をセットアップします。最大 3台のピア TFTPサーバを追加できます。

プロキシ TFTP導入環境の各リモート TFTPサーバには、プライマリプロキシ TFTPサーバとの
ピア関係が含まれる必要があります。ループの作成を回避するため、リモートクラスタのピア

TFTPサーバが互いを指し示していないことを確認します。

手順

ステップ 1 リモートクラスタを作成します。次の操作を実行します。

a) [Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]で、[高度な機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）].
を選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。[リモートクラスタの設定（Remote Cluster
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

c) TFTPサーバの最大 50文字のクラスタ IDと完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。
クラスタ IDの有効な値には、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）が含まれます。FQDNの
有効な値には、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アスタリスク（*）、およびスペース
が含まれます。

d) （任意） [リモートクラスタサービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）]ウィンド
ウで、リモートクラスタの最大 128文字の説明を入力します。
二重引用符（“）、山カッコ（> <）、バックスラッシュ（\）、ハイフン（-）、アンパサンド
（&）、またはパーセント記号（%）は使用しないでください。

ステップ 2 リモートクラスタの TFTPを有効にするには、[TFTP]チェックボックスをオンにします。
ステップ 3 [TFTP]をクリックします。
ステップ 4 [リモートクラスタサービスの手動上書き設定（Remote Cluster Service Manually Override

Configuration）]ウィンドウで、[リモートサービスアドレスの手動設定（Manually configure remote
service addresses）]を選択します。

ステップ 5 これらの TFTPサーバとピア関係を作成するには、TFTPサーバの IPアドレスを入力します。
TFTPサーバの IPアドレスは 3つまで入力できます。
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ステップ 6 （任意）プロキシTFTPサーバがセキュアなクラスタに展開されている場合は、[クラスタは安全
です（Cluster is Secure）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

エンドポイントの Trust Verification List（TVL）に、すべてのリモート TFTPサーバを追加する必
要があります。追加しないと、エンドポイントがリモートクラスタにあるプロキシ TFTPサーバ
からの設定ファイルの受け入れが拒否されます。詳細については、お使いのエンドポイントデバ

イスをサポートするマニュアルを参照してください。

TFTP サーバピア関係を追加
プライマリプロキシ TFTPサーバは、ネットワークで他のプロキシ TFTPサーバとのピア関係を
使用して、自身のデータベースで見つからない設定ァイルの場所を探し出します。プライマリ

TFTPサーバは、ネットワークのすべての電話やデバイスにこれらのリモートプロキシTFTPサー
バの設定ファイルを提供します。

導入時の各リモートプロキシ TFTPサーバは、プライマリプロキシ TFTPサーバとピア関係が必
要です。クラスタビューからピア関係をセットアップします。ループを作成するのを避けるに

は、リモートクラスタのピアプロキシ TFTPサーバが相互に指さないことを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）]
を選択します。

ステップ 2 [Cluster View（クラスタビュー）]ウィンドウで、プライマリプロキシ TFTPサーバのあるクラス
タを選択します。

ステップ 3 [リモートクラスタサービス設定（Remote Cluster Service Configuration）]ウィンドウで、[TFTP]
をクリックします。

ステップ 4 [リモートクラスタサービス設定（Remote Cluster ServiceManually Override Configuration）]ウィン
ドウで、[リモートサービスアドレスを手動で設定（Manually configure remote service addresses）]
を選択します。

ステップ 5 これらの TFTPサーバとピア関係を作成するには、TFTPサーバの IPアドレスを入力します。
最大 3つの TFTPサーバの IPアドレスを入力できます。

ステップ 6 （任意） プロキシ TFTPサーバがセキュアクラスタに導入されている場合は [クラスタはセキュ
ア（Cluster is Secure）]チェックボックスをオンにして、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

エンドポイントの Trust Verification Lists（TVL）にリモートプロキシ TFTPサーバを追加する必要
があります。そうでない場合、リモートクラスタにあるプロキシ TFTPサーバの設定ファイルを
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受け入れません。手順については、エンドポイントデバイスに対応しているマニュアルを参照し

てください。

TFTP サーバの CTL ファイルの更新
混合モードで動作しているリモートクラスタ内にあるすべての TFTPサーバに対する Cisco証明
書信頼リスト（CTL）ファイルにプライマリ TFTPサーバの IPアドレスを追加する必要がありま
す。これは、セキュリティ対応クラスタのエンドポイントが設定ファイルを正常にダウンロード

するために必要です。

プロキシ TFTPサーバにCTLクライアントプラグインをダウンロードしてインストールする必要
があります。CTLクライアントは、プロキシ TFTPサーバから CTLファイルを取得し、セキュリ
ティトークンを使用してCTLファイルにデジタル署名を追加して、プロキシ TFTPサーバのファ
イルを更新します。

セキュリティトークンなしの CLIはサポートされていません。（注）

セキュリティと Cisco CTLクライアントを使用する方法の詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにある Cisco Unified Communications Managerセキュリティガ
イドを参照してください。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[アプリケーション（Application）]
> [プラグイン（Plugins）]を選択して、[プラグインの検索と一覧表示（Find and List Plugins）]
ウィンドウで [検索（Find）]をクリックします。
インストールできるすべてのプラグインが一覧表示されます。

ステップ 2 Cisco CTLクライアントの [ダウンロード（Download）]リンクをクリックします。
TFTPサーバにある証明書にデジタル署名するクライアントをインストールします。

ステップ 3 TFTPサーバをリブートします。

TFTP サーバの非設定ファイルの変更
エンドポイントがプロキシ TFTPサーバから要求する、ロードファイルや RingList.xmlなどの非
設定ファイルを健康できます。この手順を完了すると、変更したファイルをプロキシ TFTPサー
バの TFTPディレクトリにアップロードします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Operating System Administrationで、[ソフトウェアアップグレード
（Software Upgrades）] > [TFTPファイル管理（TFTP File Management）]を選択します。
[TFTPファイル管理（TFTP File Management）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
[ファイルのアップロード（Upload File）]ポップアップが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

•アップロードするファイルのディレクトリの場所を参照するには、[参照（Browse）]をクリッ
クしてください。

• [ディレクトリ（Directory）]フィールドに更新されるファイルの完全なディレクトリパスを
貼り付けます。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（UploadFile）]をクリックするか、ファイルをアップロードせずに終了
するには、[閉じる（Close）]をクリックします。

次の作業

Cisco Unified Serviceability管理を使用して、プロキシ TFTPノード上の Cisco TFTPサービスを停
止するか、または再起動します。

関連トピック

TFTPサービスの停止および開始, （598ページ）

TFTP サービスの停止および開始
プロキシ TFTPノードで TFTPサービスを停止および再起動するには、次の手順を使用します。

サービスの有効化、無効化、および再起動についての詳細は、『Cisco Unified Serviceability
Administration Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 CiscoUnified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス（Control
Center - Feature Services）]の順に選択します。

ステップ 2 [コントロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウで、[サー
バ（Server）]ドロップダウンリストからプロキシ TFTPノードを選択します。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]領域で TFTPサービスを選択し、[停止（Stop）]をクリックしま
す。
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ステータスが変化し、更新されたステータスが反映されます。

サービスの最新ステータスを表示するには、[更新（Refresh）]をクリックしま
す。

ヒント

ステップ 4 [CMサービス（CM Services）]領域で TFTPサービスを選択し、[開始（Start）]をクリックしま
す。

ステータスが変化し、更新されたステータスが反映されます。
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第 69 章

デバイスのデフォルトの更新

• デバイスのデフォルトの概要, 601 ページ

• デバイスのデフォルトの更新タスクフロー, 601 ページ

デバイスのデフォルトの概要

Cisco Unified Communications Managerノードに登録されている各デバイスには、そのタイプのデ
バイスのデフォルトが設定されています。デバイスのデフォルトは、クラスタ内のすべての自動

登録デバイスに適用されます。登録後に、デバイスの設定を変更できます。

新しいデバイスのデフォルトを作成したり、既存のデフォルトを削除したりすることはできませ

んが、自動登録されるデバイスに適用されるデフォルト設定を変更することはできます。

変更できるデバイスのデフォルト設定は、次のとおりです。

•デバイスの負荷（Device Load）

•デバイスプール（Device Pool）

•電話ボタンテンプレート（Phone button template）

Cisco Unified Communications Managerをインストールすると、デバイスのデフォルトが自動的に
設定されます。

デバイスのデフォルトの更新タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerノードに自
動登録するデバイスに適用されるデフォルト設定

デバイスのデフォルト設定の更

新, （602ページ）
ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

を変更できます。デバイスのタイプごとに固有の

デフォルト設定があります。

デバイスのデフォルト設定の更新

はじめる前に

デバイスのデフォルト設定を更新する前に、システムに適用する次のタスクを実行します。

• TFTPサーバにデバイスの新しいファームウェアファイルを追加します。

•デバイスのデフォルトを使用して、ディレクトリに存在しないファームウェアロードを割り
当てると、それらのデバイスは割り当てられたファームウェアをロードできません。

•新しいデバイスプールを設定します。デバイスが電話の場合は、新しい電話テンプレートを
設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）]ウィンドウで、更新するデバイスタ
イプに適用可能な設定を変更し、[保存（Save）]をクリックします。フィールドの説明について
は、オンラインヘルプを参照してください。

•ロード情報（Load Information）

• [デバイスプール（Device Pool）]

•電話機テンプレート

ステップ 3 そのタイプのすべてのデバイスをリセットして、クラスタ内の全ノードにある該当するタイプの

すべてのデバイスに新しいデフォルトをロードするには、デバイス名の左側にある [リセット
（Reset）]アイコンをクリックします。
すべてのデバイスをリセットしない場合は、ノードに自動登録された新しいデバイスにだけ、更

新されたデフォルト値が設定されます。

関連トピック

基本的なデバイスプールの設定, （56ページ）
デバイスプロファイルとテンプレートの設定タスクフロー, （432ページ）
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デバイスのデフォルト設定

表 75：デバイスのデフォルト設定

説明フィールド名

このフィールドには、デフォルトを適用するデバイスタイプが表示されま

す。

デバイスタイプ

（Device Type）

このフィールドには、このデバイスタイプで使用されるプロトコルが表示さ

れます。

プロトコル

ハードウェアデバイスの特定のタイプで使用されるファームウェアロードの

ID番号を入力します。アップグレードまたはパッチロードをインストールす
る場合は、新しいロードを使用するデバイスタイプごとにロード情報を更新

する必要があります。

ロード情報

（Load
Information）

各デバイスタイプに関連付けるデバイスプールを選択します。デバイスプー

ルは、プール内の全デバイスに共通する特性を定義します。

[デバイスプール
（Device Pool）]

Cisco Unified IP Phoneの各タイプが使用する電話ボタンテンプレートを選択
します。テンプレートは、電話のキーの機能を定義します。

電話機テンプ

レート
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第 70 章

自動登録の設定

• 自動登録の概要, 605 ページ

• 自動登録の設定タスクフロー, 606 ページ

自動登録の概要

自動登録によって、新しい電話がネットワークにプラグインされたときに、Cisco Unified
Communications Managerによりそれらの電話に自動で電話番号を割り当てることができます。

現在、自動登録はセキュアモードで有効になっています。この拡張機能によって、新しい電話の

プロビジョニング中にクラスタを保護できるため、システムのセキュリティが強化されます。ま

た、新しい電話を登録する際にクラスタセキュリティを無効にする必要がないため、登録プロセ

スが簡素化されるメリットもあります。

911（緊急）および0（オペレータ）コールのみを許可するデバイスプールを作成しておくと、自
動登録が有効になっている場合に許可されていないエンドポイントがネットワークに接続するの

を防ぐために使用できます。新しいエンドポイントはこのプールに登録できますが、アクセスは

制限されます。連続して起動しネットワークへの登録を試みる不正なデバイスによる不正アクセ

スは阻止されます。電話番号に影響を与えることなく、自動登録された電話を新しい場所に移動

し、別のデバイスプールに割り当てることができます。

システムは、自動登録している新しい電話が SIPまたは SCCPを実行しているかどうかを認識し
ません。自動登録を有効にしている場合は、実行している方を指定する必要があります。SIPと
SCCPの両方をサポートするデバイス（Cisco Unified IP Phone 7911、7940、7941、7960、7961、
7970、7971など）は、Auto Registration Phone Protocolと呼ばれるエンタープライズパラメータで
指定されたプロトコルとともに自動登録されます。

単一のプロトコルのみサポートするデバイスは、そのプロトコルとともに自動登録されます。Auto
Registration Phone Protocol設定は無視されます。たとえば、SCCPのみをサポートするCiscoUnified
IP Phoneは、Auto Registration Phone Protocolパラメータが SIPに設定されている場合でも SCCPと
ともに自動登録されます。

自動登録は、ネットワークに追加する電話が100台未満の場合に使用することを推奨します。100
台を超える電話を追加するには、一括管理ツール（BAT）を使用します。詳細については、『Cisco
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Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

自動登録の設定タスクフロー

自動登録を有効にすると、セキュリティリスクが生まれます。ネットワークに新しいエンドポイ

ントを追加するときに、短時間だけ自動登録を有効にします。

手順

目的コマンドまたはアクション

自動登録電話を内線専用に制限するには、自動登録

専用のルートパーティションを設定します。

自動登録用パーティションの

設定, （607ページ）
ステップ 1   

自動登録電話を内線専用に制限するには、自動登録

専用のコーリングサーチスペースを設定します。

自動登録用コーリングサーチ

スペースの設定, （608ペー
ジ）

ステップ 2   

自動登録用に設定したコーリングサーチスペース

を使用するデバイスプールを作成します。

自動登録のデバイスプールの

設定, （609ページ）
ステップ 3   

自動登録している電話機のタイプを SCCPまたは
SIPプロトコルに合わせて設定するには、次の手順
を使用します。

自動登録のデバイスプロトコ

ルタイプの設定, （610ペー
ジ）

ステップ 4   

自動登録で使用する Cisco Unified Communications
Managerグループに対して自動登録を有効にするに

自動登録を有効にする, （610
ページ）

ステップ 5   

は、自動登録用ノードで自動登録を有効にして、

[自動登録 Cisco Unified Communications Managerグ
ループ（Auto-registration Cisco Unified
CommunicationsManagerGroup）]パラメータを設定
します。

新しいデバイスの登録が完了したらすぐに、ノード

で自動登録を無効にします。

自動登録の無効化,（613ペー
ジ）

ステップ 6   

これはオプションです。無効になった、デバイスの

自動登録番号は再利用できます。自動登録用の電話

再利用の自動登録の数, （613
ページ）

ステップ 7   

番号の範囲をリセットするとき、最初の番号から再

度検索をシステムで実行します。使用可能な電話番

号は再利用されます。
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自動登録用パーティションの設定

自動登録電話を内線専用に制限するには、自動登録専用のルートパーティションを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

自動登録用コーリングサーチスペースの設定, （608ページ）
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自動登録用コーリングサーチスペースの設定

自動登録電話機を内線通話のみに制限するには、コーリングサーチスペースを自動登録専用に設

定します。

はじめる前に

自動登録用パーティションの設定, （607ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

自動登録のデバイスプールの設定, （609ページ）

関連トピック

サービスクラス, （131ページ）
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自動登録のデバイスプールの設定

SCCPおよび SIPデバイスで自動登録を使用できるように、自動登録用デフォルトデバイスプー
ルを使用するか、または別のデバイスプールを設定できます。

自動登録用デフォルトデバイスプールを設定するには、デフォルトのCiscoUnifiedCommunications
Managerグループと自動登録のコーリングサーチスペース（CSS）をデフォルトデバイスプール
を割り当てます。SCCPおよび SIPデバイス用の個別のデフォルトデバイスプールを設定する場
合は、デバイスプールのデフォルト値を使用します。

はじめる前に

自動登録用コーリングサーチスペースの設定, （608ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [デバイ
スプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 2 自動登録用デフォルトデバイスプールを変更するには、次の操作を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックし、デバイスプールのリストから [デフォルト（Default）]を選択し
ます。

b) [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウで、[自動登録用コーリング
サーチスペース（Calling Search Space for Auto-registration）]フィールドで、自動登録に使用す
る CSSを選択し、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 自動登録用の新しいデバイスプールを作成するには、次の操作を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウで、デバイスプールの一意の
名前を入力します。

英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、スペースを含む、最大 50文
字を入力できます。

c) デフォルトのデバイスプールに一致するように、次のフィールドを設定します。フィールドの
説明については、オンラインヘルプを参照してください。

• [Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified Communications Manager
Group）]で、[デフォルト（Default）]を選択します。

• [日時グループ（Date/Time Group）]で、[CMLocal（CMLocal）]を選択します。

• [リージョン（Region）]で、[デフォルト（Default）]を選択します。

d) [自動登録用コーリングサーチスペース（Calling Search Space for Auto-registration）]フィール
ドで自動登録に使用する CSSを選択し、[保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定, （610ページ）

自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定

SIPおよび SCCPデバイスを自動登録するには、まず、自動登録電話プロトコルパラメータを
SCCPに設定し、SCCPを実行しているすべてのデバイスをインストールする必要があります。そ
の後、自動登録電話プロトコルパラメータを SIPに変更して、SIPを実行しているすべてのデバ
イスを自動登録します。

はじめる前に

自動登録のデバイスプールの設定, （609ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラ
メータ（Enterprise Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウで、[自動登
録電話プロトコル（AutoRegistration Phone Protocol）]ドロップダウンリストから [SCCP（SCCP）]
または [SIP（SIP）]のいずれかを選択し、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

自動登録を有効にする, （610ページ）

自動登録を有効にする

自動登録が有効の場合は、ネットワークに接続する際に新しいエンドポイントに割り当てられる

電話番号の範囲を指定する必要があります。新しいエンドポイントが接続される度に、次の使用

可能な電話番号が割り当てられます。自動登録に使用できる電話番号がなくなった場合、エンド

ポイントを自動登録することはできません。

新しいエンドポイントは、[自動登録 Cisco Unified CMグループ（Auto-Registration Cisco Unified
Communications Manager Group）]設定が有効になっているグループの最初の [Cisco Unified
Communications Manager] ノードを使用して自動登録されます。その後、デバイスタイプに基づ
き、自動登録された各エンドポイントがデフォルトのデバイスプールに自動で割り当てられま

す。

はじめる前に

自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定, （610ページ）

•デバイスプール、コーリングサーチスペース、および内線発信のみ許可するように自動登
録するデバイスのアクセスを制限するルートパーティションを作成します。
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•電話番号が自動登録範囲で利用できることを確認します。

•新しい電話を登録するために利用できるライセンスポイントが十分にあることを確認しま
す。

• [デバイスのデフォルト設定（DeviceDefaults Configuration）]ウィンドウに、SIPおよびSCCP
の電話イメージ名が正しく表示されていることを確認します。共通デバイス設定ファイルの

ほとんどは TFTPサーバ上で利用できますが、デバイスの設定ファイルが存在することを確
認します。

• Cisco Proxyの TFTPサーバが起動して実行中であることと、TFTPの DHCPオプションで適
切なサーバが指定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager Administration]で、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM]を選択し、[Find and List Cisco Unified Communications Managers]ウィンドウの [検索（Find）]
をクリックします。

ステップ 2 自動登録を使用するには、クラスタの [Cisco Unified Communications Manager]を選択します。
が表示されます。

ステップ 3 [Cisco Unified CM Configuration（Cisco Unified CM Configuration）]ウィンドウで、[自動登録情報
（Auto-registrationInformation）]セクションのノードの自動登録パラメータを設定し、[保存（Save）]
をクリックします。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

a) ユニバーサルデバイステンプレートを選択して、ドロップダウンリストから自動登録を使用
します。

自動登録用に作成されているユニバーサルデバイステンプレートがない場合は、[デフォルト
のユニバーサルデバイステンプレート（Default Universal Device Template）]を選択します。
選択したテンプレートで、デバイスプールが指定されていることを確認します。これは、[ユー
ザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）] > [ユニバーサルデバ
イステンプレート（Universal Device Template）]の自動登録で使用されます。

b) ドロップダウンリストからの自動登録に使用するユニバーサルラインテンプレートを選択し
ます。

自動登録用に作成されているユニバーサルラインテンプレートがない場合は、[デフォルトの
ユニバーサルラインテンプレート（Default Universal Line Template）]を選択します。選択し
たテンプレートで、コーリングサーチスペースおよびルートパーティションが指定されてい

ることを確認します。これは、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサルラインテンプレート（Universal Line Template）]の自動
登録で使用されます。

c) 電話番号の最初と最後を [開始電話番号（Starting Directory Number）]および [終了電話番号
（Ending Directory Number）]フィールドに入力します。
電話番号の最初と最後を同じ値に設定すると、自動登録は無効になります。
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d) [このCiscoUnified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registrationDisabled on this CiscoUnified
CommunicationsManager）]のチェックボックスをオフにして、このノードの自動登録を有効に
します。

選択した Cisco Unified Communications Managerノードでのみ自動登録を常に有効または無効にし
ます。自動登録機能をクラスタ内の他のノードに切り替える場合は、CiscoUnifiedCommunications
Managerノード、デフォルトの Cisco Unified Communications Managerグループ、デフォルトのデ
バイスプールを再設定する必要があります。

ステップ 4 [システム（System）] > [Cisco Unified CM Group]を選択し、[Cisco Unified CMグループの検索と一
覧表示（Find and List Cisco Unified Communications Manager Groups）]ウィンドウの [検索（Find）]
をクリックします。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Managerグループを選択して、自動登録を有効にします。
このグループ名は、ほとんどの場合 [デフォルト（Default）]になります。別の Cisco Unified
CommunicationsManagerグループを選択することもできます。このグループでは、最低1つのノー
ドを選択する必要があります。

ステップ 6 このグループの [Cisco Unified CM Group Configuration]ウィンドウにおいて、 [自動登録
（Auto-registration）] [Cisco Unified Communications Manager][グループ（Group）]を選択して、グ
ループの自動登録を有効にし、[保存（Save）]をクリックします。

[選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications Managers）]のリスト
に、自動登録用に設定したノードが含まれていることを確認します。矢印を使用して、

リストに表示するノードを移動します。表示されている順で、CiscoUnifiedCommunications
Managerノードが選択されます。変更を [保存（Save）]します。

ヒント

ステップ 7 自動登録するデバイスをインストールします。

自動登録された電話を再設定し、その電話を永続的なデバイスプールに割り当てます。電話

のロケーションを変更しても、電話に割り当てられている電話番号は変更されません。

（注）

別の種類の電話を登録するには、デバイスのプロトコルタイプを変更し、そのデバイスを取

り付けてから自動登録を無効にします。

（注）

次の作業

新しい電話の登録が完了したら、自動登録の無効化, （613ページ）。

関連トピック

自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定, （610ページ）
自動登録の無効化, （613ページ）
ユニバーサルデバイステンプレートの設定, （283ページ）
ユニバーサル回線テンプレートの設定, （282ページ）
TFTPサーバの設定タスクフロー, （593ページ）
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自動登録の無効化

新しいデバイスの登録が完了したらすぐに、ノードの自動登録を無効にします。

はじめる前に

自動登録を有効にする, （610ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [CiscoUnifiedCM]を選択し、[CiscoUnifiedCMグループの検索と一覧表示（Find and
List Cisco Unified Communications Manager Groups）]ウィンドウの [検索（Find）]をクリックしま
す。

ステップ 2 ノードのリストから、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]を選択します。

ステップ 3 選択したノードの [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]
ウィンドウで、[このCisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this
Cisco Unified Communications Manager）] チェックボックスをオンにし、このノードの自動登録を
無効にします。その後、[保存（Save）]をクリックします。

[開始電話番号(Starting Directory Number)]フィールドと [終了電話番号(Ending Directory
Number)] フィールドに同一値を設定して、自動登録を無効にすることもできます。

ヒント

次の作業

これはオプションです。自動登録済みデバイスの電話番号を手動変更したか、そのデバイスをデー

タベースから削除した場合は、該当する電話番号を再利用できます。詳細は、再利用の自動登録

の数, （613ページ）を参照してください。

再利用の自動登録の数

ネットワークに新しいデバイスを接続すると、システムはそのデバイスに利用可能な次の自動登

録ディレクトリ番号を割り当てます。手動で自動登録済みデバイスのディレクトリ番号を変更す

るか、データベースからそのデバイスを削除すると、そのデバイスの自動登録ディレクトリ番号

は再利用できます。

デバイスが自動登録を試みると、システムは指定した自動登録番号の範囲を検索し、そのデバイ

スに割り当てるための、次に使用可能なディレクトリ番号を検索します。割り当てられた最後の

番号の後、次のディレクトリ番号から順に検索を開始します。範囲内の最後のディレクトリ番号

に達すると、システムは範囲の開始ディレクトリ番号から検索し続けます。

自動登録のディレクトリ番号の範囲をリセットし、システムがその範囲の開始番号から検索する

ようにすることができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [シスコ統合コミュニケーションマネージャ
（Cisco Unified Communications Manager）]を選択します。

ステップ 2 自動登録をリセットするには、[シスコ統合コミュニケーションマネージャ（Cisco Unified
Communications Manager）]を選択します。

ステップ 3 現在の設定を [開始のディレクトリ番号（Starting Directory Number）]と [最後のディレクトリ番号
（Ending Directory Number）]フィールドに書き留めます。

ステップ 4 [この Cisco Unified Communications Managerで自動登録を無効化（Auto-registration Disabled on this
CiscoUnifiedCommunicationsManager）]をクリックしてから、[保存（Save）]をクリックします。
自動登録が無効の間、新しい電話は自動登録できません。

ステップ 5 [開始ディレクトリ番号（StartingDirectoryNumber）]と [最後のディレクトリ番号（EndingDirectory
Number）]フィールドを以前の値に設定してから、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドに新しい値を設定できま

す。

ヒント
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第 71 章

電話機の手動登録

• 電話の手動登録の概要, 615 ページ

• 手動によるデバイス登録タスクフロー, 615 ページ

電話の手動登録の概要

新しい Cisco IP Phoneを手動で登録するには、Cisco Unified Communications Managerの管理を使用
して、Cisco Unified Communications Managerに電話を追加してから、電話の電話番号を設定する
必要があります。

新しい電話が Cisco Unified Communications Managerノードを見つける方法を認識できるように、
事前にプロキシ TFTPサーバの IPアドレスを新しい電話に設定しておく必要があります。手順に
ついては、エンドポイントデバイスをサポートするドキュメントを参照してください。

関連トピック

プロキシ TFTP導入の概要, （591ページ）

手動によるデバイス登録タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

新しい電話に Cisco Unified Communications
Managerノードの特定方法が分かるように、

エンドポイントデバイスに対応する

マニュアルを参照してください。

ステップ 1   

プロキシ TFTPサーバ IPアドレスに新しい
電話を設定します。

CiscoUnified CommunicationsManagerノード
に電話を追加します。

システムへの電話機の手動での追加,
（616ページ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

電話機の電話番号を追加し、電話番号のあ

る基本設定を行います。

電話機に対する電話番号の手動設定,
（616ページ）

ステップ 3   

システムへの電話機の手動での追加

新しい電話機を手動で Cisco Unified Communications Managerノードに追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選
択し、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 2 [新しい電話機の追加（Add a New Phone）]ウィンドウで、[電話のタイプ（Phone Type）]フィー
ルドの電話モデルを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで、[デバイスプロトコルの選択（Select the device
protocol）]フィールドからデバイスのプロトコルタイプを選択し、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]領域で、次の操作を実行します。
a) [デバイス名（Device Name）]フィールドに名前を入力します。
ここに入力する名前は、電話機で設定したデバイス名と同じにする必要があります。詳細につ

いては、エンドポイントデバイスに対応するドキュメントを参照してください。

b) デバイスプールのリストから電話機のデバイスプールを選択します。
c) 電話ボタンテンプレートのリストから、使用する電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]領域で、[デバイスのセキュリティプロファ
イル（Device Security Profile）]フィールドから電話機のタイプの非セキュアプロファイルを選択
します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話機に対する電話番号の手動設定, （616ページ）

電話機に対する電話番号の手動設定

Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用して、電話番号（DN）を手動で追加
し、設定するには複数の方法があります。
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• [コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を使用して表示され
た、[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウから設定。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を使用して表示された、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウから、[割り当て情報（Association Information）]領域で、[回線
[1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]または [回線 [2] -新規 DNを追加（Line [2]
- Add a new DN）]リンクを選択して設定。

•電話機をコールルーティングに追加した後で、[コールルーティング（Call Routing）] > [電
話（Phone）]を使用して表示された、[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウから設
定。

• [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を使用して表示された[ CTI
ルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウから設定。

新しい電話をCisco Unified CommunicationsManagerノードに追加した後に、表示された [電話の設
定（Phone Configuration）]ウィンドウを使用して新しい電話の DNを設定していることをこの手
順では前提にしています。

このメソッドを使用して、電話機モデルに適用した設定のみが表示されます。

電話に新しいDNを追加すると同時に、電話機能を設定できます。使用可能なすべてのDNの
設定を表示するには、ユーザインターフェイスのコールルーティングから [電話番号の設定
（Directory Number Configuration）]ウィンドウにアクセスする必要があります。

ヒント

はじめる前に

電話機をノードに追加します。登録している新しい電話機に対する [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウを表示したままにします。

システムでパーティションを使用する場合、ルートパーティションとコーリングサーチスペー

スを特定し、新しい電話に対して使用します。

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [関連付け（Association）]領域で [回線 [1] -新
規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されていない場合は、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、[検索（Find）]をクリックしてから、電話機
のリストから電話を選択します。

ヒント
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ステップ 2 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウで、[電話番号（DirectoryNumber）]
フィールドにダイヤル可能な電話番号を入力します。

ステップ 3 （任意） [ルートパーティション（RoutePartition）]フィールドでパーティションを選択します。
ステップ 4 （任意） [電話番号の設定（Directory Number Settings）]エリアの [コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）]フィールドでコーリングサーチスペースを選択します。
ステップ 5 （任意） 新しい電話機に適用できる他の電話番号機能を設定し、[保存（Save）]をクリックしま

す。

たとえば、すでに新しい電話のユーザ名を知っている場合は、[表示（発信者 ID）（Display (Caller
ID)）]フィールドにその名前を入力できます。フィールドの説明については、オンラインヘルプ
を参照してください。

関連トピック

サービスクラス, （131ページ）
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第 72 章

セルフプロビジョニングの設定

• セルフプロビジョニングの概要, 619 ページ

• セルフプロビジョニングの前提条件, 620 ページ

• セルフプロビジョニングの設定タスクフロー, 621 ページ

セルフプロビジョニングの概要

セルフプロビジョニング機能により、エンドユーザが管理者に連絡せずに自社の電話機をプロビ

ジョニングできるようにすることで、電話機を自社のネットワークにプロビジョニングします。

システムがセルフプロビジョニング用に設定されていて、個々のエンドユーザがセルフプロビジョ

ニング可能になっていると、そのエンドユーザは電話機をネットワークに接続していくつかの指

示に従うことにより、新しい電話をプロビジョニングできます。Cisco Unified Communications
Managerは、事前に設定されたテンプレートを適用して、電話回線および電話を設定します。

セルフプロビジョニングは、管理者がエンドユーザに代わって電話のプロビジョニングに使用す

るか、またはエンドユーザがセルフプロビジョニングを使って自社の電話機のプロビジョニング

を行うかの、いずれにも使用できます。

クラスタのセキュリティ設定が非セキュアでも、混合モードでも、セルフプロビジョニングはサ

ポートされています。

セキュリティモード

次の 2つのモードのいずれかで、セルフプロビジョニングを設定できます。

•セキュアモード—セキュアモードでは、ユーザまたは管理者は、セルフプロビジョニング
にアクセスするためには認証されている必要があります。エンドユーザは、自分のパスワー

ドまたは PINに対して認証されることができます。管理者は、事前設定された認証コードを
入力できます。

•非セキュアモード—非セキュアモードでは、ユーザまたは管理者は、自分のユーザ ID、ま
たはセルフプロビジョニング IDを入力して電話とユーザアカウントを関連付けることがで
きます。非セキュアモードは日々の使用には推奨されません。
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ユニバーサル回線とデバイステンプレートによる設定

セルフプロビジョニングでは、エンドユーザにプロビジョニングされた電話および電話回線を設

定するために、ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステンプレートの設定を使

用します。ユーザが自分の電話をプロビジョニングすると、システムはそのユーザのユーザプロ

ファイルを参照し、関連付けられているユニバーサル回線のテンプレートをプロビジョニングさ

れた電話回線に、ユニバーサルデバイステンプレートをプロビジョンされた電話に適用します。

セルフプロビジョニング電話

機能が設定されると、次の操作を実行して電話をプロビジョニングできます。

•電話をネットワークに接続します。

•セルフプロビジョニング IVR内線番号をダイヤルします。

•指示に従って電話を設定し、エンドユーザに電話を関連付けます。セルフプロビジョニング
をどのように設定したかによって、エンドユーザはユーザパスワード、暗証番号、PIN、ま
たは管理用の認証コードを入力します。

エンドユーザに代わって多数の電話をプロビジョニングしている場合、セルフプロビジョニン

グ IVR拡張に転送するユニバーサルデバイステンプレートに短縮ダイヤルを設定します。
ヒント

セルフプロビジョニングの前提条件

セルフプロビジョニングを使用するためには、エンドユーザは次の項目を設定します。

•エンドユーザには、プライマリ内線番号が必要です。

•エンドユーザは、ユニバーサル回線のテンプレート、ユニバーサルデバイステンプレート
を含む、ユーザプロファイルまたは機能グループテンプレートに関連付けられる必要があ

ります。ユーザプロファイルは、セルフプロビジョニング用に有効にする必要があります。

詳細は、ユーザプロファイルの設定タスクフロー, （282ページ）を参照してください。

関連トピック

エンドユーザの設定, （251ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
620

セルフプロビジョニングの前提条件



セルフプロビジョニングの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnifiedServiceabilityで、[セルフプロビジョ
ニング IVR（Self-Provisioning IVR）]サービス

セルフプロビジョニングのサービ

スの有効化, （621ページ）
ステップ 1   

と [CTI Manager（CTI Manager）]サービスを有
効にします。

セルフプロビジョニングの自動登録パラメータ

を有効にします。

セルフプロビジョニング用自動登

録の有効化, （622ページ）
ステップ 2   

セルフプロビジョニング IVRサービスを処理す
るように CTIルートポイントを設定します。

CTIルートポイントの設定,（623
ページ）

ステップ 3   

ユーザがセルフプロビジョニング IVRにアクセ
スする場合にダイヤルする内線番号を設定し、

CTIルートポイントへの電話番号
の割り当て, （623ページ）

ステップ 4   

その内線番号をCTIルートポイントに関連付け
ます。

セルフプロビジョニング IVRのアプリケーショ
ンユーザを設定します。CTIルートポイントを
アプリケーションユーザに関連付けます。

セルフプロビジョニング用アプリ

ケーションユーザの設定, （624
ページ）

ステップ 5   

アプリケーションユーザや CTIルートポイン
トをセルフプロビジョニング IVRに関連付ける

システムのセルフプロビジョニン

グ設定, （625ページ）
ステップ 6   

など、システムのセルフプロビジョニング設定

を実行します。

セルフプロビジョニングのサービスの有効化

セルフプロビジョニング機能をサポートするサービスをアクティブにするには、次の手順を使用

します。セルフプロビジョニング IVRおよびCisco CTIManagerサービスの両方が実行されている
必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスからパブリッシャノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]で、[Cisco CTI Manager]をオンにします。
ステップ 4 [CTIサービス（CTI Services）]で、[Self Provisioning IVR]をオンにします。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

セルフプロビジョニング用自動登録の有効化, （622ページ）

セルフプロビジョニング用自動登録の有効化

セルフプロビジョニングを使用するには、パブリッシャで自動登録パラメータを設定する必要が

あります。

はじめる前に

セルフプロビジョニングのサービスの有効化, （621ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [Cisco
Unified CM（Cisco Unified CM）]を選択します。

ステップ 2 パブリッシャノードをクリックします。

ステップ 3 プロビジョニングされる電話機に適用する [ユニバーサルデバイステンプレート（UniversalDevice
Template）]を選択します。

ステップ 4 プロビジョニングされる電話機の電話回線に適用する [ユニバーサル回線テンプレート（Universal
Line Template）]を選択します。

ステップ 5 [開始電話番号（Starting Directory Number）]と [終了電話番号（Ending Directory Number）]フィー
ルドにプロビジョニングする電話に適用する電話番号の範囲を入力します。

ステップ 6 [この Cisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on the Cisco Unified
Communications Manager）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

CTIルートポイントの設定, （623ページ）
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CTI ルートポイントの設定
セルフプロビジョニング IVR向けの CTIルートポイントを設定する必要があります。

はじめる前に

セルフプロビジョニング用自動登録の有効化, （622ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックし、既存の CTIルートポイントを選択します。
b) [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい CTIルートポイントを作成します。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ルートポイントを識別する一意の名前を入力しま
す。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、このデバイスにプロパ
ティを指定するデバイスプールを選択します。

ステップ 5 [ロケーション（Location）]ドロップダウンリストボックスから、この CTIルートポイントに適
切な場所を選択します。

ステップ 6 [トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]ドロップダウンリストボック
スで、Cisco Unified Communications Managerがこのメディアエンドポイントにトラステッドリ
レーポイント（TRP）デバイスを挿入するかどうかを選択します。デフォルト設定はこのデバイ
スに関連付けられた共通デバイス設定を使用します。

ステップ 7 [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドに
入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

CTIルートポイントへの電話番号の割り当て, （623ページ）

CTI ルートポイントへの電話番号の割り当て
セルフプロビジョニング IVRの利用のためにユーザがダイヤルする内線番号を設定するには、次
の手順を使用します。その内線番号をセルフプロビジョニングに使用するCTIルートポイントに
関連付ける必要があります。

はじめる前に

CTIルートポイントの設定, （623ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、セルフプロビジョニングを設定する CTIルートポイントを選択し
ます。

ステップ 3 [関連付け（Association）]の下にある [回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク
リックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話番号（DirectoryNumber）]フィールドに、ユーザがセルフプロビジョニング IVRサービスを
利用するためにダイヤルする内線番号を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウの残りのフィールドを入力します。

フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

セルフプロビジョニング用アプリケーションユーザの設定, （624ページ）

セルフプロビジョニング用アプリケーションユーザの設定

セルフプロビジョニング IVR用にアプリケーションユーザを設定し、アプリケーションユーザ
に作成した CTIルーティングポイントを関連付ける必要があります。

はじめる前に

CTIルートポイントへの電話番号の割り当て, （623ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ（User）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のアプリケーションユーザを選択するには、[検索（Find）]をクリックして、アプリケー
ションユーザを選択します。
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b) 新しいアプリケーションユーザを作成するには、[新規追加（AddNew）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）]テキストボックスに、アプリケーションユーザの一意の名前を入力しま
す。

ステップ 4 アプリケーションユーザの [BLFプレゼンスグループ（BLF Presence Group）] を選択します。
ステップ 5 アプリケーションユーザに作成したCTIルーティングポイントを関連付けるには、次の手順を実

行します。

a) 作成した CTIルーティングポイントが、[使用可能なデバイス（Available Devices）]リスト
ボックスに表示されない場合は、[別のルートポイントを検索（Find More Route Points）]をク
リックします。

作成した CTIルーティングポイントが、利用可能なデバイスとして表示されます。
b) [使用可能なデバイス（Available Devices）]リストボックスで、セルフプロビジョニング用に
作成した CTIルーティングポイントを選択し、下矢印をクリックします。
[制御するデバイス（ControlledDevices）]リストボックスに、[CTIルートポイント（CTIRoute
Point）]が表示されます。

ステップ 6 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの他のフィールド
を設定します。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

システムのセルフプロビジョニング設定, （625ページ）

システムのセルフプロビジョニング設定

システムをセルフプロビジョニング対応に設定するには、次の手順を実行します。セルフプロビ

ジョニングにより、ユーザは IVRシステムを介して、管理者に連絡することなく、ネットワーク
に自分のデスクの電話機やソフトクライアントを追加できます。

セルフプロビジョニング機能を使用するには、エンドユーザのユーザプロファイルでも該当

機能を有効にする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [セルフプロビジョニング
（Self-Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 セルフプロビジョニング IVRでエンドユーザを認証するかどうかを設定するには、次のオプショ
ンボタンのいずれかをクリックします。

• [認証が必要（RequireAuthentication）]：セルフプロビジョニング IVRを使用するには、エン
ドユーザが自分のパスワード、PIN、またはシステム認証コードを入力する必要があります。
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• [認証は必要なし（No Authentication Required）]：エンドユーザは認証なしでセルフプロビ
ジョニング IVRにアクセスできます。

ステップ 3 セルフプロビジョニング IVRで認証を要求するように設定されている場合、次のオプションボタ
ンのいずれかをクリックして、IVRがエンドユーザを認証する方法を設定します。

• [エンドユーザのみを認証（Allow authentication for end users only）]：エンドユーザは自分の
パスワードまたは PINを入力する必要があります。

• [ユーザ（Password/PINの入力）および管理者（認証コードの入力）を認証（Allowauthentication
for users (via Password/PIN) and Administrators (via Authentication Code)）]：エンドユーザは認
証コードを入力する必要があります。このオプションを選択した場合、認証コードとして、

0から 20桁までの整数を [認証コード（Authentication Code）]テキストボックスに入力しま
す。

ステップ 4 [IVR設定（IVR Settings）]のリストボックスから、矢印を使用して IVRプロンプトで使用する言
語を選択します。使用可能な言語は、システムにインストールした言語パックによって異なりま

す。追加の言語パックをダウンロードするには、cisco.comのダウンロードセクションを参照して
ください。

ステップ 5 [CTIルートポイント（CTI Route Points）]ドロップダウンリストボックスから、セルフプロビ
ジョニング IVRに設定した CTIルートポイントを選択します。

ステップ 6 [アプリケーションユーザ（Application User）]ドロップダウンリストボックスから、セルフプロ
ビジョニング用に設定したアプリケーションユーザを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック

ユーザプロファイルの設定, （284ページ）
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第 X 部

応用的なコール処理の設定
• 応用的なコール処理の概要, 629 ページ

• APIC-EMコントローラによる QoSの設定, 633 ページ

• コール制御検出の設定, 641 ページ

• 外部コール制御の設定, 653 ページ

• コールキューイングの設定, 667 ページ

• コールスロットリングの設定, 683 ページ

• 発信側の正規化, 687 ページ

• 論理パーティション分割の設定, 699 ページ

• 地理位置情報とロケーション伝達の設定, 713 ページ

• ロケーション認識の設定, 721 ページ

• 自動代替ルーティングの設定, 729 ページ

• マルチレベルの優先とプリエンプション, 733 ページ





第 73 章

応用的なコール処理の概要

• 応用的なコール処理について, 629 ページ

• 応用的なコール処理の設定, 629 ページ

応用的なコール処理について

このパートの章では、システムで応用的なコール処理を設定するためのさまざまな方法について

説明します。このパートで概説する機能を使用して、システムがコールフローの任意の時点で

コールを処理する方法を、コール転送などの基本的なコール処理機能よりきめ細かいレベルで設

定できます。このパートのタスクフローでは、各コール処理機能を一覧して、その設定目的を説

明し、さらに詳細に説明している適切な章へのリンクを示します。

応用的なコール処理の設定

次のタスクフローを実行すると、システムの応用的なコール処理を設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

SIPコールのネットワークサービス品質（QoS）を管理す
るには、Cisco Application Policy Infrastructure Controllerエン

APIC-EMコントローラ設
定タスクフロー, （634
ページ）

ステップ 1   

タープライズモジュール（APIC-EM）を導入します。
APIC-EMは、Cisco Unified Communications Managerで管理
された SIPエンドポイントおよびトランク間の通信セッ
ションで作成されたメディアフローにDSCPマーキングを
適用します。DSCPマーキングをメディアフローに適用す
ると、音声およびビデオメディアが、電子メール、印刷

ジョブ、ソフトウェアのダウンロードなどの優先順位の低
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目的コマンドまたはアクショ

ン

い他のネットワークトラフィックによってブロックされな

くなります。

Service Advertisement Framework（SAF）ネットワークを使
用する他のコール制御エンティティに Cisco Unified

コール制御検出の設定タ

スクフロー, （642ペー
ジ）

ステップ 2   

Communications Managerをアドバタイズするには、コール
制御検出を設定します。これらのコール制御エンティティ

は、アドバタイズされた情報を使用して、コールのルー

ティング操作を動的に設定できます。

付加ルートサーバでシステムのコールルーティングを決定

できるようにするには、外部コール制御を設定します。

外部コール制御の設定タ

スクフロー, （654ペー
ジ）

ステップ 3   

Unified Communications Managerは、付加ルートサーバに
ルート要求を発行し、コールのルーティング方法と、適用

する追加のコール処理について指示します。

ハントメンバーが応答可能になるまで発信者をキューに入

れておくには、コールキューイングを設定します。

コールキューイングタス

クフロー,（669ページ）
ステップ 4   

システムの状態により、オフフックになってからダイヤル

トーンを受信するまでの間隔に遅延が生じる可能性がある

コールスロットリングの

設定, （684ページ）
ステップ 5   

とき、新しいコール試行を自動的に制限または拒否するに

は、コールスロットリングを設定します。コールスロッ

トリングのパラメータは、シスコカスタマーサポートに指

示された場合を除き、変更しないことを推奨します。

着信電話番号のフォーマットを変更して、グローバル化ま

たはローカライズされた電話番号として受信者の電話機に

発信側の正規化の設定タ

スクフロー, （689ペー
ジ）

ステップ 6   

表示するには、発信側の正規化を設定します。この機能を

使用すれば、コールが複数の場所にルーティングされる際

のコールバック機能を改善できます。また、電話機のコー

ルログディレクトリのディレクトリ番号を変更すること

なく電話機がコールバックできるよう、グローバル発信者

番号をローカライズされた番号にマッピングできます。

トールバイパスが禁止されている市場で規制要件を満たす

には、論理パーティショニングを設定します。たとえば、

論理パーティション設定

タスクフロー,（699ペー
ジ）

ステップ 7   

会議の参加やリダイレクトなどの通話中機能を使用して、

ユーザが制限されたコールを開始できないようにするポリ

シーを設定できます。

すべてのデバイスの地理位置を特定し、クラスタ全体に地

理位置情報を伝達します。地理位置情報がデバイスに民間

地理位置情報とロケー

ションの配信タスクフ

ロー, （713ページ）

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

アドレスを割り当てることで、特定の国の法的要件に基づ

いてデバイス間の通信を制御できます。

ロケーション認識によって、管理者は企業ネットワークに

接続している電話の接続元となる物理的な場所を決定でき

ます。

LocationAwarenessの設定
タスクフロー,（723ペー
ジ）

ステップ 9   

場所の帯域幅不足のためシステムがコールをブロックする

場合、PSTNまたはその他のネットワークを通じてコール
AAR設定タスクフロー,
（729ページ）

ステッ

プ 10   
を自動的に再ルーティングするようシステムを設定しま

す。自動代替ルーティングにより、発信者が通話を終了し

て着信側にリダイヤルする必要はなくなります。

検証済みのユーザにプライオリティコールの発信を許可す

るには、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）を設
Multilevel Precedence and
Preemption Precendenceの
タスクフロー,（733ペー
ジ）

ステッ

プ 11   
定します。これらのユーザは、必要に応じて優先順位の低

いコールをプリエンプション処理できます。
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第 74 章

APIC-EM コントローラによる QoS の設定

• APIC-EMコントローラの概要, 633 ページ

• APIC-EMコントローラの前提条件, 634 ページ

• APIC-EMコントローラ設定タスクフロー, 634 ページ

APIC-EM コントローラの概要
APIC-EMコントローラでは、一元化されたシステムによりネットワークトラフィックを管理しま
す。輻輳したネットワークにおいても、通信を維持するための帯域幅を常に確保できます。Cisco
Unified Communications Managerは、SIPメディアフローの管理に APIC-EMコントローラを使用
するように設定できるため、次の利点が得られます。

• QoS管理の一元化により、DSCP値を割り当てるためのエンドポイントが不要になります。

•メディアフローごとに異なる QoS処理を適用できます。たとえば、ネットワーク帯域幅が
低い場合でも、基本的な音声通信が常に維持されるように、音声をビデオより優先させるこ

とができます。

• SIPプロファイルの外部 QoSの設定により、ユーザが APIC-EMを使用する対象を設定でき
ます。たとえば、Cisco JabberユーザはAPIC-EMを使用してメディアフローを管理し、一方
で Cisco Unified IP Phoneユーザは Cisco Unified Communications Managerの DSCPの設定を使
用できます。

SIP メディアフローの管理

APIC-EMを使用する SIPコールの場合、Cisco Unified Communications Mangerはコールの始めに
APIC-EMコントローラにポリシー要求を送信して、メディアフローの APIC-EMがセットアップ
中であることを通知します。ポリシー要求にはコールに関する情報（送信元デバイスと宛先デバ

イスの IPアドレスとポート、フローのメディアタイプ、プロトコルなど）が含まれています。

APIC-EMは、関連付けられているメディアフローの DSCP値をコールフローの先頭でスイッチ
に通知します。スイッチは、それらの DSCP値を個別のメディアパケットに挿入して、エンドポ
イントで挿入される値を上書きします。コールフロー内のゲートウェイで輻輳が発生すると、そ
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のゲートウェイでは DSCP値が高い方のパケットが先に送信されます。そのため、優先順位が高
い音声ストリームやビデオストリームが、電子メール、印刷ジョブ、ソフトウェアダウンロード

などの優先順位の低いネットワークトラフィックによってブロックされません。コールが終了す

ると、Cisco Unified CommunicationsManagerはAPIC-EMに通知し、APIC-EMはフローの削除をス
イッチに通知します。

外部 QoS のサポート

Cisco Unified Communications Managerで APIC-EMを使用してメディアフローを管理するために
は、外部 QoSパラメータを、クラスタ全体のサービスパラメータを使用して両方のシステムレ
ベルで有効にし、SIPプロファイルを使用してデバイスレベルで有効にする必要があります。

APIC-EM コントローラの前提条件
APIC-EMを使用する前に、次の手順を実行する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの異なる SIPメディアフローの DSCPプライオリティ
を設定します。詳細は、DSCPの設定構成のタスクフロー,（565ページ）を参照してくださ
い。

•ネットワーク内の APIC-EMコントローラハードウェアを設定します。詳細については、
APIC-EMコントローラ付属のハードウェアドキュメンテーションを参照してください。

APIC-EM コントローラ設定タスクフロー
APIC-EMコントローラが SIPメディアフローを制御できるようにするには、Cisco Unified
Communications Managerで次のタスクを実行します。

はじめる前に

• APIC-EMコントローラの前提条件, （634ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

APIC-EM証明書を Cisco Unified OSの管理にアップ
ロードします。

APIC-EMコントローラ証明書
のアップロード, （636ペー
ジ）

ステップ 1   

APIC-EMサービスを指定する HTTPサービスプロ
ファイルを設定します。

APIC-EMコントローラへの
HTTPS接続の設定, （637ペー
ジ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

[外部 QoS有効（External QoS Enable）]サービスパ
ラメータを有効にして、システムが APIC-EMを使

システム向けに外部の QoS
サービスを有効にする, （637
ページ）

ステップ 3   

用してメディアフローを制御するように設定しま

す。デバイスが SIPメディアフローの管理に
APIC-EMを使用できるようにするには、このサービ
スパラメータを有効にする必要があります。

また、SIPメディアフローの管理に
APIC-EMを使用するデバイスでは、SIP
プロファイル内の外部 QoSも有効にする
必要があります。

（注）

SIPプロファイル内の外部 QoSを有効にします。こ
のSIPプロファイルを使用するすべてのデバイスは、

SIPプロファイルレベルの外
部 QoSサービスの設定, （638
ページ）

ステップ 4   

SIPメディアフローを管理するために APIC-EMを
使用できるようになります。

SIPプロファイル設定を使用すると、APIC-EMにメ
ディアフローを管理させるデバイスやデバイスタ

イプを設定できます。

外部QoS対応 SIPプロファイルを電話機に関連付け
ます。

電話機への SIPプロファイル
の割り当て, （639ページ）

ステップ 5   

APIC-EM コントローラの設定
ユーザとして Cisco Unified Communications Managerを追加するには、APIC-EMコントローラで次
の手順を使用します。APIC-EMのロールベースアクセスコントロール機能により、Cisco Unified
Communications Managerで APIC-EMリソースの利用が可能になります。
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手順

ステップ 1 APIC-EMコントローラで、[設定（Settings）] > [内部ユーザ（Internal Users）]を選択します。
ステップ 2 次の権限で新しいユーザを作成します。[ROLE_POLICY_ADMIN]Cisco Unified Communications

Managerの [HTTPプロファイル（HTTP Profile）]ウィンドウで同一のクレデンシャルを入力する
必要があるため、入力するユーザ名とパスワードを記録しておきます。

ステップ 3 [ディスカバリ（Discovery）]タブに移動し、CDPによる検出、または使用可能なデバイスの IPア
ドレスの範囲を追加します。

ステップ 4 [デバイスインベントリ（Device Inventory）]タブを選択し、到達可能なデバイスを選択します。
ステップ 5 [ポリシータグの設定（Set Policy Tag）]をクリックします。
ステップ 6 ポリシータグを作成し、そのタグをデバイスに設定します。

ステップ 7 [EasyQoS]タブで、作成したポリシーを選択し、[DynamicQoS]を有効にします。

次の作業

APIC-EMコントローラ証明書のアップロード, （636ページ）

APIC-EM コントローラ証明書のアップロード
APIC-EMコントローラ証明書を Cisco Unified Communications Managerにアップロードするには、
次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedOSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（CertificateManagement）]
を選択します。

ステップ 2 [証明書/証明書チェーンのアップロード（UploadCertificate/Certificate chain）]をクリックします。
[証明書/証明書チェーンのアップロード（Upload Certificate/Certificate Chain）]ポップアップウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 3 [証明書目的（CertificatePurpose）]ドロップダウンリストで、[CallManager信頼（CallManager-trust）]
を選択します。

ステップ 4 証明書の説明を [説明（Description）]に入力します。
ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックし、証明書を検索して選択します。
ステップ 6 [アップロード（Upload）]をクリックします。

次の作業

APIC-EMコントローラへの HTTPS接続の設定, （637ページ）
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APIC-EM コントローラへの HTTPS 接続の設定
Cisco Unified Communications Managerを APIC-EMコントローラに接続するように HTTPプロファ
イルを設定するには、次の手順を使用します。この接続では、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は HTTPユーザとして機能し、APIC-EMは HTTPサーバとして機能します。

はじめる前に

APIC-EMコントローラ証明書のアップロード, （636ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [HTTPプロファイル（HTTP
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [名前（Name）]にサービスの名前を入力します。
ステップ 3 このHTTP接続の [ユーザ名（User Name）]と [パスワード（Password）]を入力します。ユーザ名

を Cisco Unified Communications Managerで設定済みのエンドユーザとする必要はありませんです
が、ユーザ名とパスワードは、APIC-EMコントローラに設定された値に一致する必要がありま
す。

ステップ 4 [Webサービスのルート URI（Web Service Root URI）]テキストボックスで、APIC-EMサービス
の IPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 5 [HTTPプロファイル（HTTP Profile）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。フィールド
とそのオプションに関するヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

システム向けに外部の QoSサービスを有効にする, （637ページ）

システム向けに外部の QoS サービスを有効にする
QoS管理の外部サービスを使用できるように、Cisco Unified Communications Managerを設定する
には、次の手順を実行します。QoSの APIC-EMコントローラを使用するために、このサービス
パラメータを有効にする必要があります。

はじめる前に

APIC-EMコントローラへの HTTPS接続の設定, （637ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [外部QoS機能を有効にする（External QoS Enabled）]サービスパラメータの値を [True] に設定し

ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
APIC-EMを使用してデバイスのコールフローを管理するには、デバイスのSIPプロファ
イル内の外部 QoSを有効にする必要があります。

（注）

次の作業

SIPプロファイルレベルの外部 QoSサービスの設定, （638ページ）

SIP プロファイルレベルの外部 QoS サービスの設定
クラスタ全体のサービスパラメータである [外部QoS有効（External QoS Enabled）]を有効にした
場合、次の手順を使用して、この SIPプロファイルを使用する SIPデバイスの外部 QoSを有効に
します。

外部QoSは、APIC-EMを使用してQoSを管理するためにシステムレベルと SIPプロファイル
の両方で有効にする必要があります。

（注）

はじめる前に

システム向けに外部の QoSサービスを有効にする, （637ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプ
ロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の SIPプロファイルを選択します。
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• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい SIPプロファイルを作成します。

ステップ 3 [外部QoSの有効化（Enable External QoS）]チェックボックスをオンにします。この SIPプロファ
イルを使用して APIC-EMコントローラで QoSを管理する電話の場合、このチェックボックスを
オンにする必要があります。

ステップ 4 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを入力しま
す。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話機への SIPプロファイルの割り当て, （639ページ）

電話機への SIP プロファイルの割り当て
作成した外部 QoS対応 SIPプロファイルを電話機に割り当てるには、次の手順を使用します。

多数の電話機を選択したSIPプロファイルの更新を一度の操作で行うには、一括管理ツールを
使用します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイ
ド』を参照してください。

ヒント

はじめる前に

電話機への SIPプロファイルの割り当て, （639ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、既存の電話機を選択します。
ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストボックスから、トラフィック管理に

APIC-EMコントローラを使用する電話機向けに更新した SIPプロファイルを選択します。
ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドをすべて入力します。フィー

ルドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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第 75 章

コール制御検出の設定

• コール制御検出の概要, 641 ページ

• コール制御検出の前提条件, 641 ページ

• コール制御検出の設定タスクフロー, 642 ページ

• コール制御検出の連携動作と制限事項, 650 ページ

コール制御検出の概要

コール制御検出（CCD）を使用して、電話番号パターンなどのその他の主要な属性とともにCisco
Unified Communications Manager情報をアドバタイズできます。Service Advertisement Framework
（SAF）ネットワークを使用するその他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報
を使用して、動的にルーティング動作を設定し、適応させることができます。SAFを使用するす
べてのエンティティが、他の主要な情報とともに電話番号パターンをアドバタイズします。その

他のリモートコール制御エンティティは、このブロードキャストから情報を習得し、コールの

ルーティング動作を適合させることができます。

コール制御検出の前提条件

• SAF対応の SIPまたは H.323クラスタ間（ゲートキーパー非制御）トランク

• SAFネットワークをサポートおよび使用しているリモートコール制御エンティティ。たとえ
ば、その他の Cisco Unified Communications Manager、または Cisco Unified Communications
Manager Expressサーバ

• SAFフォワーダとして設定されている Cisco IOSルータ
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コール制御検出の設定タスクフロー

はじめる前に

•コール制御検出の前提条件, （641ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco IOSルータを SAFフォワーダとして設定します。Cisco IOSルータをサポート
するドキュメントを参照し

ステップ 1   

てください。Cisco Feature
Navigator（http://
www.cisco.com/go/cfn）を使
用すると、Cisco IOSおよび
Catalyst OSソフトウェアイ
メージがサポートする特定

のソフトウェアリリース、

フィーチャセット、または

プラットフォームを確認で

きます。

SAFフォワーダと Cisco Unified Communications Manager
の間にセキュアな接続を確立するために、SAFフォワー
ダ向けにSAFセキュリティプロファイルを設定します。

SAFセキュリティプロファ
イルの設定, （644ページ）

ステップ 2   

SAFフォワーダを設定します。これは、SAF向けに設定
されたCisco IOSルータです。SAFフォワーダは、リモー

SAFフォワーダの設定, （
644ページ）

ステップ 3   

ト呼制御エンティティがホストDNパターンをアドバタ
イズすると、ローカルクラスタに通知します。さらに、

それぞれ設定されているローカルクラスタからのパブ

リッシング要求や、設定されている登録トランクがSAF
フォワーダに送信されます。パブリッシング要求には、

Cisco Unified Communications Managerの DNパターン、
PSTNフェールオーバー設定、トランク、SIPトランク
のリスニングポートに加え、トランクのURIを含むSIP
ルートヘッダーフィールドが含まれます。

SAFをサポートするには、SIPまたは H.323クラスタ間
（ゲートキーパー非制御）トランクを設定します。ロー

SIPトランクとH.323クラス
タ間トランクの設定, （645
ページ）

ステップ 4   

カルクラスタは、CCD要求サービスに割り当てられて
いる SAF対応のトランクを使用して、SAFネットワー
クを使用するリモートの呼制御に発信コールをルーティ

ングします。
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目的コマンドまたはアクション

ホスト DNグループを設定します。これは、ホスト DN
パターンのコレクションです。ホスト DNグループを

ホストDNグループの設定,
（646ページ）

ステップ 5   

CCDアドバタイジングサービスに割り当てると、CCD
アドバタイジングサービスは、ホストDNグループに含
まれているすべてのホストDNパターンをアドバタイズ
します。1つの CCDアドバタイジングサービスに割り
当てられるホスト DNグループは 1つのみです。

ホストDNパターンを設定します。これは、CiscoUnified
Communications Managerに属する電話番号パターンで

ホストDNパターンの設定,
（646ページ）

ステップ 6   

す。CCDアドバタイジングサービスは、SAFネットワー
クを使用する他のリモート呼制御エンティティにこのパ

ターンをアドバタイズします。このパターンをホスト

DNグループに関連付けます。関連付けることで、複数
のパターンをかんたんにCCDアドバタイジングサービ
スに関連付けることができます。

コール制御検出アドバタイジングサービスを設定しま

す。これにより、Cisco Unified Communications Manager
アドバタイジングサービス

の設定, （647ページ）
ステップ 7   

で、クラスタのホスト DNと PSTNフェイルオーバー設
定を、SAFネットワークを使用するリモートコール制
御エンティティにアドバタイズします。

コール制御検出パーティションを確認して、学習パター

ンがこのパーティションの番号分析に挿入されているこ

とを確認します。

コール制御検出のパーティ

ションの設定, （648ペー
ジ）

ステップ 8   

ローカルクラスタから、SAFネットワークのアドバタ
イズメントを検出できるようにするには、コール制御検

要求サービスの設定, （648
ページ）

ステップ 9   

出の要求サービスのいずれかを設定して、SAFネット
ワークを使用するリモートコール制御のアドバタイズメ

ントをリッスンします。また、CCD要求サービスは、
学習パターンが番号分析に挿入されていることを確認し

ます。

リモートコール制御エンティティからローカル Cisco
UnifiedCommunicationsManagerに送信される学習パター

学習パターンのブロック,（
649ページ）

ステッ

プ 10   
ンをブロックします。今後使用しない学習パターンにつ

いては、次の手順を実行します。
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SAF セキュリティプロファイルの設定
SAFフォワーダとCiscoUnifiedCommunicationsManagerの間にセキュアな接続を確立するために、
SAFフォワーダ向けに SAFセキュリティプロファイルを設定します。

ルータ（SAFフォワーダ）で入力したものと同じユーザ名とパスワードを使用します。ヒント

はじめる前に

SAFフォワーダとして Cisco IOSルータを設定します。（http://www.cisco.com/go/cfnにある Cisco
Feature Navigatorを参照してください）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[詳細機能（Advanced Features）] > [SAF] > [SAFセキュリティプロ
ファイル（SAF Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 [SAFセキュリティプロファイルの設定（SAFSecurity ProfileConfiguration）]ウィンドウで各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SAFフォワーダの設定, （644ページ）

SAF フォワーダの設定
SAFフォワーダを設定します。これは、SAF向けに設定された Cisco IOSルータです。SAFフォ
ワーダは、リモート呼制御エンティティがホスト DNパターンをアドバタイズすると、ローカル
クラスタに通知します。さらに、それぞれ設定されているローカルクラスタからのパブリッシン

グ要求や、設定されている登録トランクが SAFフォワーダに送信されます。パブリッシング要求
には、Cisco Unified Communications Managerの DNパターン、PSTNフェールオーバー設定、トラ
ンク、SIPトランクのリスニングポートに加え、トランクのURIを含むSIPルートヘッダーフィー
ルドが含まれます。

[選択された Cisco Unified Communications Manager（Selected Cisco Unified Communications
Managers）]ペインに複数のノードが表示される場合、「@」がクライアントラベル値に付加
されます。各ノードが SAFフォワーダの登録に同じクライアントラベルを使用した場合にエ
ラーが発生することがあるからです。

ヒント
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はじめる前に

SAFセキュリティプロファイルの設定, （644ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[詳細機能（Advanced Features）] > [SAF（SAF）] > [SAFフォワー
ダ（SAF Forwarder）]を選択します。

ステップ 2 [SAFフォワーダの設定（SAFForwarderConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIPトランクと H.323クラスタ間トランクの設定, （645ページ）

SIP トランクと H.323 クラスタ間トランクの設定
SAFをサポートするには、SIPまたは H.323クラスタ間（ゲートキーパー非制御）トランクを設
定します。ローカルクラスタは、CCD要求サービスに割り当てられている SAF対応のトランク
を使用して、SAFネットワークを使用するリモートの呼制御に発信コールをルーティングします。

はじめる前に

SAFフォワーダの設定, （644ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 次のいずれかの作業を実行します。

• SIPトランクの場合：

1 [トランクサービスタイプ（Trunk Service Type）]ドロップダウンリストから、[コール制
御検出（Call Control Discovery）]を選択します。ドロップダウンリストから選択した後
は、トランクサービスタイプを変更できません。

2 [Next]をクリックします。

3 [トランクの設定（TrunkConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

•クラスタ間（ゲートキーパー制御なし）トランクの場合：

1 [Next]をクリックします。
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2 [SAFを有効にする（Enable SAF）]チェックボックスをオンにします。

3 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで他のフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホスト DNグループの設定, （646ページ）

ホスト DN グループの設定
ホストDNグループを設定します。これは、ホストDNパターンのコレクションです。ホストDN
グループを CCDアドバタイジングサービスに割り当てると、CCDアドバタイジングサービス
は、ホストDNグループに含まれているすべてのホストDNパターンをアドバタイズします。1つ
の CCDアドバタイジングサービスに割り当てられるホスト DNグループは 1つのみです。

はじめる前に

SIPトランクと H.323クラスタ間トランクの設定, （645ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検出（Call
Control Discovery）] > [ホスト DNグループ（Hosted DN Group）]を選択します。

ステップ 2 [ホストDNグループの設定（Hosted DN Groups Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホスト DNパターンの設定, （646ページ）

ホスト DN パターンの設定
ホストDNパターンを設定します。これは、CiscoUnified CommunicationsManagerに属する電話番
号パターンです。CCDアドバタイジングサービスは、SAFネットワークを使用する他のリモート
呼制御エンティティにこのパターンをアドバタイズします。このパターンをホスト DNグループ
に関連付けます。関連付けることで、複数のパターンをかんたんに CCDアドバタイジングサー
ビスに関連付けることができます。
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はじめる前に

ホスト DNグループの設定, （646ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検出（Call
Control Discovery）] > [ホスト DNパターン（Hosted DN Patterns）]を選択します。

ステップ 2 [ホスト DNパターンの設定（Hosted DN Patterns Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アドバタイジングサービスの設定, （647ページ）

アドバタイジングサービスの設定

コール制御検出アドバタイジングサービスを設定します。これにより、CiscoUnifiedCommunications
Managerで、クラスタのホスト DNと PSTNフェイルオーバー設定を、SAFネットワークを使用
するリモートコール制御エンティティにアドバタイズします。

はじめる前に

ホスト DNパターンの設定, （646ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御ディスカバリ
（Call Control Discovery）] > [アドバタイジングサービス（Advertising Service）]を選択します。

ステップ 2 [アドバタイジングサービスの設定（Advertising Service Configuration）]ウィンドウで各フィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

コール制御検出のパーティションの設定, （648ページ）
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コール制御検出のパーティションの設定

コール制御検出パーティションを確認して、学習パターンがこのパーティションの番号分析に挿

入されていることを確認します。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で [コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選
択して表示されるウィンドウに CCDのパーティションは表示されません。

（注）

はじめる前に

アドバタイジングサービスの設定, （647ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検出（Call
Control Discovery）] > [アドバタイジングサービス（Advertising Service）]を選択します。

ステップ 2 [コール制御検出パーティションの設定（Call Control Discovery Partition Configuration）]ウィンド
ウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

要求サービスの設定, （648ページ）

要求サービスの設定

[学習されたパターンのプレフィックス（Learned Pattern Prefix）]フィールドまたは [ルート
パーティション（Route Partition）]フィールドの更新は、システムパフォーマンスに影響を与
える可能性があります。システムパフォーマンスの問題を回避するため、これらのフィール

ドはオフピークの時間帯に更新することを推奨します。

注意

ローカルクラスタから、SAFネットワークのアドバタイズメントを検出できるようにするには、
コール制御検出の要求サービスのいずれかを設定して、SAFネットワークを使用するリモート
コール制御のアドバタイズメントをリッスンします。また、CCD要求サービスは、学習パターン
が番号分析に挿入されていることを確認します。

はじめる前に

コール制御検出のパーティションの設定, （648ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検出（Call
Control Discovery）] > [要求サービス（Requesting Service）].を選択します。

ステップ 2 [要求サービスの設定（Requesting Service Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

• SAFネットワークを使用するには、リモートコール制御エンティティを設定します。（リ
モートコール制御エンティティのマニュアルを参照してください）。

•学習パターンのブロック, （649ページ）

学習パターンのブロック

リモートコール制御エンティティからローカル Cisco Unified Communications Managerに送信され
る学習パターンをブロックします。今後使用しない学習パターンについては、次の手順を実行し

ます。

はじめる前に

SAFネットワークを使用するには、リモートコール制御デバイスを設定します。お使いのリモー
トコール制御デバイスに対応するマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御ディスカバリ
（Call Control Discovery）] > [学習パターンのブロック（Block Learned Patterns）]を選択してくだ
さい。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 次のいずれかのフィールドを設定します。

• [学習パターン（LearnedPattern）]フィールドで、ブロックする学習パターンを正確に入力し
ます。Cisco Unified Communications Managerにブロックさせるパターンを正確に入力する必
要があります。

• [学習パターンのプレフィックス（Learned Pattern Prefix）]フィールドに、パターンの先頭に
付加されているプレフィックスに基づいて学習パターンをブロックするプレフィックスを入

力します。
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例：

[学習パターン（Learned Pattern）]では、235XXパターンをブロックするには 235XXを入力しま
す。

例：

[学習パターンプレフィックス（Learned Pattern Prefix）]では、+1を使用するパターンをブロック
するには +1を入力します。

ステップ 4 [リモートコール制御デバイス（Remote Call Control Entity）]フィールドに、ブロックするパター
ンをアドバタイズするリモートコール制御デバイスの名前を入力します。

ステップ 5 [リモート IP（Remote IP）]フィールドに、学習パターンをブロックするリモートコール制御デバ
イスの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

コール制御検出の連携動作と制限事項

コール制御検出の連携動作

表 76：コール制御検出の連携動作

データのやり取り機能

Cisco Unified Serviceabilityは、コール制御検出機能をサポートするための
アラームを提供しています。アラームの設定方法の詳細については、

『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』（http://www.cisco.com/
c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

アラーム

ユーザがSAF学習パターンのBLFステータスを登録すると、CiscoUnified
Communications Managerは、SIPトランクを介して SIP登録メッセージを
リモートクラスタに送信します。

この機能は、SAF対応の SIPトランクでのみサポートされます。

BLFサブスクリプ
ション

一括管理ツールでは、SAFセキュリティプロファイル、SAFフォワーダ、
CCDアドバタイジングサービス、CCD要求サービス、ホステッドDNグ
ループおよびホステッド DNパターンの設定をインポートおよびエクス
ポートできます。

一括管理ツール
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データのやり取り機能

Cisco Unified Communications Managerは、リダイレクション理由を
SS_RFR_SAF_CCD_PSTNFAILOVERとした、onBehalfOfの
SAFCCDRequestingServiceとしてのリダイレクトをサポートしています。
これは、コールがPSTNフェールオーバー番号にリダイレクトされること
を示しています。

コール詳細レコード

H.323プロトコルは、国際番号用エスケープ文字 +をサポートしていませ
ん。H.323ゲートウェイまたはトランク経由の着信コールに対するSAFお
よびコール制御検出で正しいDNパターンが使用されるようにするには、
サービスパラメータ、デバイスプール、H.323ゲートウェイ、または
H.323トランクウィンドウの着信の着呼側を設定する必要があります。つ
まり、H.323ゲートウェイまたはトランクからコールが着信した場合に、
Cisco Unified Communications Managerが着信者番号をトランクまたはゲー
トウェイ経由で送信された元の値に変換するように設定します。

たとえば、発信者は Cisco Unified Communications Manager A宛てへ
+19721230000に発信します。

Cisco Unified Communications Manager Aは +19721230000を受信し、H.323
トランクにコールを送信する前に、その番号を 55519721230000に変換し
ます。この場合、設定は、国際番号用エスケープ文字 +が取り除かれ、
555が国際番号タイプのコールの前に付加されることを示しています。

トランクからのこの着信コールの場合、番号分析が発信者によって送信さ

れた値を使用できるように、Cisco Unified Communications Manager Bは
55519721230000を受信すると、その番号を +19721230000に変換し直しま
す。この場合、着信の着呼側の設定は、555を取り除き、国際番号タイプ
の着信者番号の前に +1を付加することを示しています。

[着信の着呼側設定
（Incoming Called
Party Settings）]

Cisco Unified Communications Managerは、ダイジェスト認証（TLSなし）
を使用して、SAFフォワーダを認証します。Cisco Unified Communications
Managerが SAFフォワーダにメッセージを送信すると、Cisco Unified
CommunicationsManagerは SHA1チェックサムを計算し、それをメッセー
ジのMESSAGE-INTEGRITYフィールドに含めます。

ダイジェスト認証
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データのやり取り機能

[H.323の設定（H.323 Configuration）]ウィンドウの [QSIGバリエーショ
ン（QSIG Variant）]および [ASN.1 ROSE OIDエンコーディング（ASN.1
ROSE OID Encoding）]設定は、CCDアドバタイジングサービスによって
アドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コールの QSIG
メッセージの復号に影響します。コール制御検出の場合、発信コールには

影響しません。

リモート呼制御エンティティが、H.323トランク経由の発信コールにQSIG
トンネリングが必要かどうかを判別します。リモート呼制御エンティティ

によってQSIGトンネリングが必要であるとアドバタイズされると、Cisco
Unified CMの管理の [H.323の設定（H.323 Configuration）]ウィンドウで
QSIGサポートが必要ないことが示されている場合でも、発信コールのメッ
セージ内に QSIGメッセージがトンネル化されます。

QSIG

コール制御検出の制限

すべてのクラスタが、同じ自律システム（AS）内のアドバタイズされたルートまたは学習された
ルートに制限されます。
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第 76 章

外部コール制御の設定

• 外部コール制御の概要, 653 ページ

• 外部コール制御の前提条件, 654 ページ

• 外部コール制御の設定タスクフロー, 654 ページ

• 外部コール制御の連携動作と制限事項, 662 ページ

外部コール制御の概要

外部コール制御によって、付加ルートサーバは、CiscoUnifiedルーティングルールインターフェ
イスを使用して、Cisco Unified Communications Managerのコールルーティングを決定できます。
外部コール制御を設定すると、Cisco Unified Communications Managerは、発信側および着信側の
情報を含むルート要求を付加ルートサーバに発行します。サーバは要求を受信すると、適切なビ

ジネスロジックを適用し、コールのルーティング方法と適用する追加のコール処理をシステムに

指示するルート応答を返します。

付加ルータは、システムが、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者
へのアナウンスの再生、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に
解釈できるようにするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す

理由コードの記録を実行する方法に影響します。

外部コール制御は、次の機能を提供します。

•最高品質の音声ルーティング：すべてのコール参加者に最高の音声品質を提供する音声ゲー
トウェイを介してコールがルーティングされるように、付加ルートサーバはネットワーク

リンクの可用性、帯域幅の使用、遅延、ジッタ、MOS値をモニタします。

•最小コストルーティング：コールがコスト効率の最も高いリンクを経由してルーティングさ
れるように、付加ルートサーバは Local Access and Transport Area（LATA）および LATA間
の料金プラン、トランキングコスト、バースト使用コストなどのキャリアとの契約情報を使

用して設定されます。

•論理的境界：付加ルートサーバには、到達可能性、たとえば、ユーザ 1にユーザ 2へのコー
ル発信を許可するかどうかを決定する企業ポリシーが設定されます。
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外部コール制御の前提条件

この機能には、システムにコールの処理方法を指示する Cisco Unifiedルーティングルール XML
インターフェイスが必要です。

詳細については、『Cisco Unified Routing Rules Interface Developers Guide』（CURRIのドキュメン
ト）（https://developer.cisco.com）を参照してください。

外部コール制御の設定タスクフロー

はじめる前に

•外部コール制御の前提条件, （654ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ルートサーバが転送オブリゲーションを送信する際に使用

するシステムのコーリングサーチスペースを設定します。

外部コール制御用コーリ

ングサーチスペースの設

定, （655ページ）

ステッ

プ 1   
コーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てられる

ルートパーティションの番号付きリストから構成されます。

コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を

終了しようとする際に検索するパーティションが決定され

ます。

外部のコール制御プロファイルで、付加ルートサーバの

URI、電話の転送に使用するコーリングサーチスペース、
外部コール制御プロファ

イルの設定, （656ペー
ジ）

ステッ

プ 2   
付加ルートサーバからのシステムの応答待機時間を示すタ

イマーなどを設定します。

外部コール制御で使用する変換パターンの場合、外部コー

ル制御プロファイルをパターンに割り当てます。変換パター

トランスレーションパ

ターンへのプロファイル

ステッ

プ 3   
ンに一致するコールが発生すると、システムはコールルーの割り当て, （657ペー

ジ） ティングクエリを付加ルートサーバに送信し、付加ルート

サーバは、システムにコールの対処方法を指示します。

（任意）

ルーティングサーバでHTTPSが使用されている場合、ルー
ティングサーバの証明書は、システムノードの信頼ストア

ルーティングサーバの証

明書のトラステッドスト

アへのインポート,（658
ページ）

ステッ

プ 4   

にインポートされます。このタスクは、クラスタの各ノー

ドで実行する必要があります。ルーティングクエリはルー

ティングサーバに送信できます。外部コール制御プロファ

イルのプライマリまたはセカンダリのWebサービスURIに
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目的コマンドまたはアクショ

ン

HTTPSを使用している場合、システムでは、証明書を使用
して、設定済みの付加ルーティングサーバに TLS接続で相
互認証します。

（任意）

ルーティングサーバで HTTPSが使用されている場合は、
Cisco Unified Communications Managerの自己署名証明書を

自己署名証明書をルー

ティングサーバにエクス

ポートする, （659ペー
ジ）

ステッ

プ 5   

ルーティングサーバにエクスポートします。クラスタの各

ノードでこのタスクを実行する必要があります。これによ

り、ルーティングクエリをルーティングサーバに送信でき

ます。プライマリサーバおよび冗長ルートサーバが、Cisco
Unified CommunicationsManagerを使用してHTTPS経由で認
証できることを確認するには、システムに命令を送信する

各付加ルートサーバにインポートできる自己署名証明書を

生成する必要があります。

クラスタの各ノードでこの手順を実行します。これにより、

プライマリサーバおよび冗長付加ルートサーバと通信でき

るようになります。

（任意）

監察者はコールをモニタするか、録音する必要があること

をルートをルーティングのサーバのステータスから規定す

監察機能の設定, （659
ページ）

ステッ

プ 6   

る権限の機能を設定します。監察者はコールの会社のポリ

シーを示し、コールをモニタおよび録音、選択した電話ユー

ザです。

（任意）

ルーティングルールで、一部のコールでアナウンスを再生

する必要があり、シスコ提供のアナウンスを使用しない場

合には、この手順に従います。

カスタマイズされたアナ

ウンスの設定,（661ペー
ジ）

ステッ

プ 7   

外部コール制御用コーリングサーチスペースの設定

ルートサーバが転送オブリゲーションを送信する際に使用するシステムのコーリングサーチス

ペースを設定します。コーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てられるルートパーティ

ションの番号付きリストから構成されます。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが

電話を終了しようとする際に検索するパーティションが決定されます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

外部コール制御プロファイルの設定, （656ページ）

外部コール制御プロファイルの設定

外部のコール制御プロファイルで、付加ルートサーバの URI、電話の転送に使用するコーリング
サーチスペース、付加ルートサーバからのシステムの応答待機時間を示すタイマーなどを設定し

ます。

はじめる前に

外部コール制御用コーリングサーチスペースの設定, （655ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [外部コール制御プロファ
イル（External Call Control Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の外部コール制御プロファイルの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]
をクリックし、結果リストから既存の外部コール制御プロファイルを選択します。

•新しい外部コール制御プロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイルの設定（External Call Control Profile Configuration）]ウィンドウで各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て, （657ページ）

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て

外部のコール制御プロファイルで、付加ルートサーバの URI、電話の転送に使用するコーリング
サーチスペース、付加ルートサーバからのシステムの応答待機時間を示すタイマーなどを設定し

ます。

はじめる前に

外部コール制御プロファイルの設定, （656ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスレーションパ
ターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のトランスレーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して[検索（Find）]
をクリックし、結果のリストから既存のトランスレーションパターンを選択します。
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•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイル（ExternalCallControl Profile）]ドロップダウンリストから、パター
ンに割り当てる外部コール制御プロファイルを選択します。

ステップ 4 [トランスレーションパターンの設定（TranslationPatternConfiguration）]ウィンドウ内の他のフィー
ルドを必要に応じて設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート, （658ペー
ジ）

ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート

ルーティングサーバで HTTPSが使用されている場合、ルーティングサーバの証明書は、システ
ムノードの信頼ストアにインポートされます。このタスクは、クラスタの各ノードで実行する必

要があります。ルーティングクエリはルーティングサーバに送信できます。外部コール制御プロ

ファイルのプライマリまたはセカンダリのWebサービス URIに HTTPSを使用している場合、シ
ステムでは、証明書を使用して、設定済みの付加ルーティングサーバにTLS接続で相互認証しま
す。

はじめる前に

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て, （657ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]
で、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書のアップロード（Upload Certificate）]をクリックします。
ステップ 3 [証明書のアップロード（Upload Certificate）]ポップアップウィンドウで、[証明書名（Certificate

Name）]ドロップダウンリストから [CallManager-trust]をクリックして、付加ルートサーバの証
明書を参照します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]フィールドに証明書が表示されたら、[アップロード
（Upload）]をクリックします。

ステップ 5 （任意） システムが冗長性付加ルートサーバに連絡できたら、次の手順を再度実行します。
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次の作業

自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートする, （659ページ）

自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートする

ルーティングサーバでHTTPSが使用されている場合は、Cisco Unified Communications Managerの
自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートします。クラスタの各ノードでこのタスク

を実行する必要があります。これにより、ルーティングクエリをルーティングサーバに送信でき

ます。プライマリサーバおよび冗長ルートサーバが、Cisco Unified Communications Managerを使
用して HTTPS経由で認証できることを確認するには、システムに命令を送信する各付加ルート
サーバにインポートできる自己署名証明書を生成する必要があります。

クラスタの各ノードでこの手順を実行します。これにより、プライマリサーバおよび冗長付加

ルートサーバと通信できるようになります。

はじめる前に

ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート, （658ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Operating Administration]で、 [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書リスト（CertificateList）]ウィンドウで、[新規作成（GenerateNew）]をクリックします。

ステップ 3 [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストで、[CallManager]を選択します。
ステップ 4 [新規作成（Generate New）]をクリックします。
ステップ 5 [証明書の検索と一覧表示（Find and List Certificates）]ウィンドウで、作成した [CallManager.pem]

の証明書を選択します。

ステップ 6 証明書のファイルデータが表示されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックして、付加
ルートサーバへ証明書をエクスポートするために使用するロケーションに証明書をダウンロード

します。

ステップ 7 命令を送信する各付加ルートサーバに証明書をエクスポートします。

次の作業

（オプション）監察機能の設定, （659ページ）

監察機能の設定

監察者はコールをモニタするか、録音する必要があることをルートをルーティングのサーバのス

テータスから規定する権限の機能を設定します。監察者はコールの会社のポリシーを示し、コー

ルをモニタおよび録音、選択した電話ユーザです。
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Cisco Unified Communications Managerでは次の機能により、付加ルートサーバのダイレクトのよ
うな監察機能をサポートします。

•監察者、ハントグループ、監察者リストに着信コールをリダイレクトします。

•監察者はコールを記録できます。

監察者が発信者に接続するか、または監察対象の会議が確立されると、コールの録音を開始でき

るように、[録音（Record）]ソフトキーまたはプログラム可能なラインキー（PLK）（電話モデ
ル固有）が電話機でアクティブになります。コールの録音は現在のコールに対してのみ実行され、

現在のコールが終了すると、録音が停止します。監察者が録音ソフトキーまたはPLKを押すと、
録音ステータスを示すメッセージが電話機に表示されることがあります。

はじめる前に

（オプション）自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートする, （659ページ）

手順

ステップ 1 電話で録音を有効にするには、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [ビルトインブ
リッジ（Built-in Bridge）]を [オン（On）]に設定します。

ステップ 2 次のとおり録音プロファイルを作成します。

a) [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [録音プロファイル（Recording
Profile）]の順に選択します。

b) 監察対象の会議を録音できる電話機に対してコール録音プロファイルを作成します。

ステップ 3 ラインアピアランスに録音プロファイルを適用します。

ステップ 4 レコーダーのポイントに SIPトランクを追加します。
ステップ 5 SIPトランクを指すルートパターンを作成します。
ステップ 6 次のサービスパラメータを設定します。

a) [監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to Observed
Target）]

b) [接続済み監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to
Observed Connected Target）]

ステップ 7 監察者が使用している電話機で標準監察用電話ソフトキーテンプレートを割り当てます。

ステップ 8 新しい電話機に対しては、[コールルーティング（CallRouting）] > [電話番号（DirectoryNumber）]
を、または電話機がすでに設定されている場合は、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]から
次の手順を実行します。

a) 監察者の電話機で電話番号（DN）を 1つだけ設定します。
b) 監察者の電話機の DNに、[録音オプション（Recording Options）]ドロップダウンリストから

[コールの録音をデバイスが開始する（Device Invoked Call Recording Enabled）]を選択します。
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c) 監察者の電話機の DNに、[コールの最大数（Maximum Number of Calls）]設定に 2を入力し、
[ビジートリガー（Busy Trigger）]設定に 1を入力します。

ステップ 9 [録音（Record）]ソフトキーをサポートする Cisco Unified IP Phoneの場合、標準監察用電話ソフ
トキーテンプレートを設定して、[会議（Conference）]、[録音（Record）]、[コール終了（End
Call）]ソフトキーだけが接続状態の電話機に表示されるようにします。

ステップ 10 録音用プログラム可能なラインキー（PLK）をサポートする Cisco Unified IP Phoneの場合、[電話
ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウで PLKを設定しま
す。

ステップ 11 （任意） クラスタに複数の監察者がいる場合、監察ハントリストに割り当てる予定である監察

者回線グループに監察者の DNを追加します。
この手順により、利用可能な監察者が必ず通話をモニタできます。

次の作業

（オプション）カスタマイズされたアナウンスの設定, （661ページ）

カスタマイズされたアナウンスの設定

ルーティングルールで、一部のコールでアナウンスを再生する必要があり、シスコ提供のアナウ

ンスを使用しない場合には、この手順に従います。

アナウンス IDにスペースを使用しないでください。ヒント

他言語ロケールがインストールされている場合、アナウンス用に、それらのロケールと共に使用

する他の .wavファイルをアップロードできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいアナウンスを追加するには、次の手順を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [アナウンス ID（Announcement Identifier）]フィールドに、アナウンス IDを入力します。
c) [説明（Description）]フィールドに、アナウンスの説明を入力します。
d) [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]ドロップダウンリストから、必要に応じ
て、シスコが提供するデフォルトのアナウンスを選択します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

•アナウンスにカスタム .wavファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。
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a) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
b) [ロケール（Locale）]ドロップダウンリストから、そのアナウンス用のロケール言語を選択し
ます。

c) [ファイルの選択（Choose File）]をクリックし、アップロードする .wavファイルを選択しま
す。

d) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
e) アップロードが終わったら、[閉じる（Close）]をクリックしてウィンドウを更新し、アップ
ロードされたアナウンスを表示します。

外部コール制御の連携動作と制限事項

外部コール制御の連携動作

表 77：外部コール制御の連携動作

データのやり取り機能

コールに使用するゲートウェイを決定する付加ルートサーバにルーティン

グルールを設定して、音声品質を考慮させることができます。たとえば、

ゲートウェイ Aが最適な音声品質を提供しているため、コールにはそれが
使用されます。この場合、すべてのコール参加者に最高の音声品質を提供

する音声ゲートウェイを介してコールがルーティングされるように、付加

ルートサーバはネットワークリンクの可用性、帯域幅の使用、遅延、ジッ

タ、平均オピニオン評点（MOS）値をモニタします。

最適なコール品質

のルーティング

外部コール制御機能は、コール詳細レコードで表示できます。たとえば、

コール詳細レコードは付加ルートサーバがコールを許可または拒否するか

どうかを示すことができます。また、コール詳細レコードは、CiscoUnified
Communications Managerが付加ルートサーバからの決定を受信しなかった
期間にコールをブロックするか、または許可するかを示すこともできます。

コール詳細レコー

ド
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データのやり取り機能

外部コール制御はトランスレーションパターンレベルでコールをインター

セプトし、コール転送は電話番号レベルでコールをインターセプトします。

外部コール制御はコール転送より高い優先順位を保持しています。外部コー

ル制御プロファイルにトランスレーションパターンが割り当てられている

場合、コール転送を呼び出すコールに関して、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、ルーティングクエリを付加ルートサーバに送信します。コー
ル転送は、付加ルートサーバが続行義務付きの許可決定を Cisco Unified
Communications Managerに送信した場合にのみトリガーされます。

外部コール制御をサポートする [コール転送ホップカウント（Call
Diversion Hop Count）]サービスパラメータと、コール転送をサ
ポートする [コール転送コールホップカウント（Call Forward Call
Hop Count）]サービスパラメータは互いに独立しています。

（注）

コール転送

電話ユーザがコールピックアップ機能を使用してコールのピックアップを

試みた場合、外部コール制御は呼び出されません。Cisco Unified
Communications Managerは、コールのその部分に関するルーティングクエ
リを付加ルートサーバに送信しません。

コールピックアッ

プ（Call Pickup）

監察者は、必要に応じて、コールへの会社のポリシーの通知、コールのモ

ニタ、コールの録音を実行できる指名された電話ユーザです。コールに関

与する参加者が監察者の存在なく通話できないように、監察者による制限

が存在します。

監察者

（Chaperone）

Cisco Unified Communications Managerによって、次の Cisco Unified Mobility
機能に関する付加ルートサーバからのルート決定が許可されます。

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial-via-Officeリバースコールバック

Cisco Unified Communications Managerは、次の Cisco Unified Mobility機能に
ついて、ルーティングクエリを送信しません。

•携帯電話ピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

Cisco Unified
Mobility

電話ユーザが電話会議を作成すると、プライマリコールとコンサルタティ

ブコールに対して外部コール制御が呼び出されます。

電話会議
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データのやり取り機能

電話番号を 4桁または 5桁の内線番号（企業内線番号）として設定し、オ
ンネットダイヤリングが 4または 5桁をサポートしている場合は、2つの
トランスレーションパターンを設定する必要があります。1番目のトラン
スレーションパターンは発信者番号と着信者番号のグローバル化をサポー

トし、2番目のトランスレーションパターンは発信者番号と着信者番号の
ローカライズをサポートします。

電話番号

（Directory
Numbers）

デフォルトでは、付加ルートサーバのユーザルールが、付加ルートサーバ

が続行義務を送信することを示している場合に、ユーザのDND設定が有効
となります。たとえば、付加ルートサーバが続行義務を送信せず、ユーザ

が DND-Rを有効にした場合、Cisco Unified Communications Managerはコー
ルを拒否します。

サイレント

緊急通報の処理方法の手順をルートサーバに問い合わせる必要な

く、コールが適切な接続先（たとえば、Cisco Emergency Responder
またはゲートウェイ）にルーティングされるように、緊急通報につ

いては非常に明示的なパターンセット（たとえば、911や 9.11）を
設定することを強く推奨します。

注意緊急通報の処理

電話ユーザがコールを転送すると、外部コール制御がプライマリコールと

コンサルタティブコールの両方に対して呼び出されることがあります。た

だし、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、転送元と転送先の間に、付
加ルートサーバからのルーティングルールを適用できません。

転送

外線コール制御の制限事項

表 78：外線コール制御の制限事項

説明制約事項

監察者は、会議が始まった後に電話を使用して会議に参加者を追加するこ

とはできません。監察者が参加者を追加するには、コールを保留にする必

要があるためです。

会議の他の通話者は、会議に通話者を追加できます。CiscoCallManagerサー
ビスをサポートする [高度なアドホック会議が有効（Advanced Ad Hoc
Conference Enabled）]サービスパラメータの設定は、他の通話者が会議に
参加者を追加できるかどうかを決定します。サービスパラメータをTrueに
設定すると、他の通話者は会議に参加者を追加できます。

通話者の追加

監察者は電話を使用して他の通話者に会議コールを転送することはできま

せん。

コール転送
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説明制約事項

監察者が会議を出ると、会議自体が終了します。会議ログアウト

監察者が会議を作成すると、[会議（Conference）]ソフトキー（利用可能な
場合）は電話機で無効になります。

会議のソフトキー

監察者は電話を使用して会議コールを保留にすることはできません。保留

この機能が会議に参加する通話者に相談コールを行う前に監察者が録音を

開始した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは監察者が相談コール
を行う間録音を一時停止し、会議の確立後に録音を再開します。

録音（Recording）
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第 77 章

コールキューイングの設定

• コールキューイングの概要, 667 ページ

• コールキューイングの前提条件, 669 ページ

• コールキューイングタスクフロー, 669 ページ

• コールキューイングの連携動作と制限, 679 ページ

コールキューイングの概要

Cisco Unified Communications Managerは、ハントメンバーが発信者に応答可能になるまで、発信
者をキューに入れるためのコールキューイングを備えています。管理者は、コールがエージェン

トに接続される前に発信者が初期グリーティングアナウンスを受信するようにデフォルトを設定

することも、発信者がキューに入った後にのみ初期アナウンスを再生し、続いて保留音または保

留トーンが流れるようにデフォルトを変更することもできます。発信者が一定期間キューに残る

場合、コールが応答されるか最長待機タイマーが期限切れになるまで、設定済みの間隔でセカン

ダリアナウンスが再生され続けます。

着信コールがハントパイロットに到達すると、次の機能が提供されます。

•発信者は、次の段階に進む前にカスタマイズ可能な初期グリーティングアナウンスに接続さ
れる場合があります。

• 1つ以上の回線メンバーがハントパイロットにログインしており、アイドル状態でコールが
キューに入れられていない場合、コールはアイドル状態が最長の回線メンバーに接続されま

す。

•回線メンバーがコールに応答しない場合、発信者はキューには入りません。コールは、ハン
トメンバーが応答しない場合の設定（ログインまたは登録）に基づいて、新しい接続先に

ルーティングされるか、切断されます。

•キューが有効なコールに回線メンバーが応答しない場合、[回線グループ（Line Group）]設
定ウィンドウで [無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト(Automatically Logout Hunt
Member on No Answer)]が選択されているときのみ、回線メンバーはハントグループからロ
グオフされます。
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•コールは、すべてのメンバーが話中の場合のみキューに入れられます。

•キューで待機している発信者には、保留音が流され、（カスタマイズ可能で）定期的なアナ
ウンスが繰り返される場合があります。

•回線メンバーがアイドル状態になった後、複数のハントグループで待機時間が最長の発信者
がアイドル状態の回線メンバーに接続されます。アイドル状態の回線メンバーがコールに応

答しない場合、発信者はキュー内の以前の位置に戻されます。

•キューに入っているコールが最長待機時間を超過するか、またはキューで許容される最大発
信者数を超えると、コールは、ハントパイロットの設定方法に応じて、代替番号にルーティ

ングされるか、切断されます。代替番号は、次のいずれかになります。

◦キューイングが有効または無効のいずれかのハントパイロット DN

◦ボイスメール DN

◦回線 DN

◦共有 DN

•回線メンバーは、キューが有効なハントパイロットのキューステータスを表示できます。
キューステータス表示には、次のタイプの情報が含まれます。

◦ハントパイロットパターン

◦各ハントパイロットのキューに入っている発信者数

◦最長待機時間

コールキューイングは既存のハントパイロットと連携して動作しますが、ハントパイロットの

キューイング機能の有無に関係なく、ハント操作の動作は同じです。コールキューイングが有効

なハントパイロットは、次の機能を提供します。

•キューイングが有効なハントパイロットのコールの場合、回線メンバーは一度に 1コールし
か受信できません。キューイングが有効なハントパイロットの 2つのコールを 1つの回線メ
ンバーに提供することはできません。回線メンバーは、DNへの直接コール、またはキュー
イング機能のないハントパイロットからのコールを受信できます。

•ハントパイロットによってルーティングされたコールに応答しない回線メンバーは、自動的
にログアウトされます。回線メンバーが、キューイングが有効なハントパイロットのコール

を受信し、タイムアウトになる前にコールに応答しない場合、回線メンバーは自動的にデバ

イスからログアウトされます。共有回線を導入している場合は、同じ共有回線に設定されて

いるすべてのデバイスがログアウトされます。この動作は、[回線グループ（Line Group）]
設定ウィンドウで、[無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト(Automatically Logout
HuntMember onNoAnswer)]を選択することで、設定できます。回線メンバーは、このチェッ
クボックスがオンの場合のみ、ログアウトされます。

コールキューイングのモニタリングとアナウンスのモニタリングの詳細については、『Cisco
Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。
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着信コールが、キューイングが有効なハントパイロットのハントメンバーに接続されている間、

キューイングアナウンスを再生する前に、そのコールの状態を接続済みに変更するように設定で

きます。

コールキューイングの前提条件

•クラスタ内の 1つ以上のノードでアクティブ化されている Cisco IP Voice Media Streaming
（IPVMS）Application

•クラスタ内の 1つ以上のサーバで実行されている Cisco CallManagerサービス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバで実行されている Cisco RIS Data Collectorサービス

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールまた
は国独自のトーンを使用する場合）。

コールキューイングタスクフロー

はじめる前に

アナウンスの設定

Cisco Unified Communications Managerにより次の操作を実行できます。

• Ciscoが提供する既存のアナウンスを使用する。

•再生するアナウンスでメッセージやトーンを変更する。

•カスタムアナウンスの .wavファイルを導入する。

•アナウンスのロケールを割り当てる。

•アナウンスの説明を変更する。

•再生するアナウンスでメッセージやトーンを変更する。

機能アナウンスは、ハントパイロットコールキューイングや外部コール制御と連携した保留音

（MOH）などの特定機能で使用されます。

最大 50の機能アナウンスが利用できます。これらのアナウンスは、Ciscoが提供するオーディオ
ファイルまたはカスタム .wavファイルをアップロードしたものです。

すべてのカスタムアナウンス .wavファイルは、クラスタ内のすべてのサーバにアップロードする
必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerで、[メディアリソース（Media Resource）] > [アナウンス
（Announcements）]を選択します。
[アナウンスの検索と一覧表示（Find and List Announcements）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用するアナウンスに対するハイパーリンクを選択します。

例：

ハイパーリンク：Wait_In_Queue_Sample
アナウンスの説明を編集する、またはアップロードした場合はカスタマイズしたアナウンスを選

択できます。

ステップ 3 カスタムアナウンスとして使用するために .wavファイルをアップロードするには、[ファイルの
アップロード（Upload File）]をクリックします。
[ファイルのアップロード（Upload File）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（UploadFile）]ウィンドウで、ロケールを選択し、ファイル名を入力す
るか、.wavファイルを参照して選択してから[ファイルのアップロード（Upload File）]をクリッ
クします。

アップロードプロセスが開始します。サイズによっては数分かかることがあります。処理が完了

するとステータスが更新されます。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックして、アップロードウィンドウを閉じます。
[アナウンスの設定（Announcement Configuration）]ウィンドウで、アップロードされたファイル
のステータスが更新されます。

ステップ 6 カスタマイズされたアナウンスを再生するには、[アナウンスの設定（AnnouncementConfiguration）]
ウィンドウの [ロケールごとのアナウンス（Announcement by Locale）]ペインで [有効（Enable）]
チェックボックスがオンであることを確認します。

ステップ 7 [アナウンスの設定（AnnouncementConfiguration）]ウィンドウで変更を行った後、[保存（Save）]
をクリックします。

次の作業

アナウンスファイルはクラスタ内のサーバ間で反映されないため、クラスタ内の各ノードにアナ

ウンスをアップロードする必要があります。クラスタ内の各サーバで [CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]を開き、同じアップロー
ド処理を実行します。

保留音の設定

保留音（MOH）を設定して、初めて保留したときにオプションで初期グリーティングアナウンス
を再生したり、アナウンスを一定間隔で繰り返したりすることができます。これらのアナウンス

にはシスコが提供するオーディオファイルまたはシステムにアップロードしたファイルのいずれ

かを使用できます。
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保留音のオーディオソースを追加または更新する、既存のオーディオソースをオーディオスト

リーム番号に関連付ける、新しいカスタムオーディオソースをアップロードするには、次の手順

を実行します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerで、[メディアリソース（MediaResources）] > [保留音のオー
ディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。
[保留音のオーディオソースの検索と一覧表示（Find and List Music On Hold Audio Sources）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい保留音のオーディオソースを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
保留音のオーディオソースを更新するには、対象の保留音のオーディオソースを見つけます。指

定した検索条件に基づいて、すべての条件に一致するものが検索結果として表示されます。

ステップ 3 保留音のオーディオソースフィールド, （671ページ）の説明に従って、適切な設定を入力しま
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ウィンドウ下部のリストボックスに新しい保留音のオーディオソースが表示されます。[MOH
オーディオソースファイルステータス（MOH Audio Source File Status）]ペインに、追加された
ソースに対するMOHオーディオトランスレーションステータスが表示されます。

保留音のオーディオソースフィールド

表 79：保留音のオーディオソース情報

説明フィールド

このMOHオーディオソースのストリーム番号を選択する
には、このフィールドを使用します。ドロップダウン矢印

をクリックし、リストから値を選択します。既存のMOH
オーディオソースの場合、値はMOHオーディオソース
のタイトルで表示されます。

[MOHオーディオストリーム番号
（MOH Audio Stream Number）]

このMOHオーディオソースのファイルを選択するには、
このフィールドを使用します。ドロップダウン矢印をク

リックし、リストから値を選択します。

[MOHオーディオソースファイル
（MOH Audio Source File）]

MOHオーディオソースの一意の名前を、このフィールド
に入力します。この名前には、文字、数字、スペース、

ダッシュ、ドット（ピリオド）およびアンダースコアを含

む、最大で 50の有効な文字を使用できます。

[MOHオーディオソース名（MOH
Audio Source Name）]
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説明フィールド

選択したMOHオーディオソースのマルチキャストを許可
するには、このチェックボックスをオンにします。

[マルチキャストを許可（Allow
Multicasting）]

このペインには、選択したMOHオーディオソースのファ
イルに関して、次の情報が表示されます。

• [InputFileName]

• [ErrorCode]

• [ErrorText]

• [DurationSeconds]

• [DiskSpaceKB]

• [LowDateTime]

• [HighDateTime]

• [OutputFileList]

• [MOHオーディオ変換の完了日（MOH Audio
Translation completion date）]

[OutputFileList]には ULAW、ALAW、G.729お
よびワイドバンド wavファイルと、ステータス
オプションについての情報が含まれます。

（注）

[MOHオーディオソースファイル
ステータス（MOH Audio Source File
Status）]
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表 80：アナウンスの設定

説明フィールド

ドロップダウンリストから最初のアナウンスを選択しま

す。

最初のアナウンスを持たないMoHを選択するに
は、[選択なし（Not Selected）]オプションを選
択します。

（注）

[詳細表示（ViewDetails）]リンクをクリックすると、次の
ような最初のアナウンスの情報を参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

（注） •オーディオソースの [マルチキャストを許
可（AllowMulti-casting）]“ ”のチェックがオ
フで、[再生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]“ ”が [キューされた
コールのみ（Only for queued calls）]に設定
されている場合だけ、MOHサーバによって
再生されます。

• [マルチキャストを許可（Allow
Multi-casting）]“ ”のチェックがオンか、[再
生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]“ ”が [常時
（Always）]に設定されている場合、ANN
によって再生されます。

[最初のアナウンス（Initial
Announcement）]

次のうち1つを選択して、最初のアナウンスをいつ再生す
るかを決定します。

• [ハントメンバへのルーティング前にアナウンスを再
生（Play announcement before routing to HuntMember）]

• [コールがキューに入る場合アナウンスを再生（Play
announcement if call is queued）]

[再生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]
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説明フィールド

定期アナウンスをドロップダウンリストから選択します。

定期アナウンスを持たないMoHを選択するに
は、[選択なし（Not Selected）]オプションを選
択します。

（注）

[詳細表示（ViewDetails）]リンクをクリックすると、次の
ような定期アナウンスの情報を参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

MOHサーバは、他の設定に関係なく常に定期ア
ナウンスを再生します。

（注）

[定期アナウンス（Periodic
Announcement）]

定期アナウンスの間隔を指定する値（秒単位）を入力しま

す。有効な値は 10～ 300です。デフォルト値は 30です。
[定期アナウンスの間隔（Periodic
Announcement Interval）]

[アナウンスのロケール（LocaleAnnouncement）]は、イン
ストールされたロケールインストールパッケージによっ

て異なります。

（注） • MoHが再生する音声ガイダンスは、[アナ
ウンスのロケール（LocaleAnnouncement）]
の設定を使用します。

• ANNが再生する音声ガイダンスは、発信者
側のユーザロケールを使用します。

[アナウンスのロケール（Locale
Announcement）]
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表 81：保留音のオーディオソース

説明フィールド

このリストボックスには、追加するMOHオーディオソー
スが表示されます。MOHオーディオソースを設定するに
は、そのMOHオーディオソースのオーディオストリー
ム番号を選択します。

オーディオソース IDは、保留音サーバ内のオーディオ
ソースを示す IDです。このオーディオソースには、ディ
スク上のファイルか、ソースストリーム保留音サーバが

ストリーミングデータを取得する固定デバイスのどちら

かを含めることができます。MOHサーバは、最大で51の
オーディオソース IDをサポートします。オーディオソー
ス IDが示す各オーディオソースは、必要に応じてユニ
キャストおよびマルチキャストモードでストリームでき

ます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、MOHオー
ディオソースにはシステムのデフォルトである

MOHオーディオソースサービスパラメータ
（[デフォルトのネットワーク保留MoHオーディ
オソースID（Default Network Hold MoH Audio
Source ID）]）が使用されます。

（注）

（MOHオーディオソースのリスト）
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説明フィールド

ドロップダウンリストに表示されていないMOHオーディ
オソースファイルをアップロードするには、[ファイルの
アップロード（Upload file）]をクリックします。[ファイ
ルのアップロード（UploadFile）]ウィンドウで、オーディ
オソースファイルのパスを入力するか、[参照（Browse）]
をクリックしてファイルを指定します。オーディオソー

スファイルを指定した後、[ファイルのアップロード
（Upload File）]をクリックしてアップロードを完了しま
す。オーディオファイルがアップロードされた後、[アッ
プロード結果（Upload Result）]ウィンドウにアップロー
ドの結果が表示されます。[閉じる（Close）]をクリックし
て、このウィンドウを閉じます。

ファイルをアップロードする際、ファイルは

Cisco Unified Communications Managerサーバに
アップロードされ、オーディオ変換が実行され

て、MoHのための指定コーデックのオーディオ
ファイルが作成されます。元のファイルサイズ

によっては、処理が完了するまで数分かかるこ

とがあります。

（注）

MOHサーバにオーディオソースファイルをアッ
プロードする場合、ファイルは1つのMOHサー
バのみにアップロードされます。各サーバの

CiscoUnifiedCMの管理を使用して、クラスタ内
の各MOHサーバにオーディオソースファイル
をアップロードする必要があります。MOHオー
ディオソースファイルは、クラスタ内の他の

MOHサーバには自動で反映されません。

（注）

ファイルのアップロード（Upload
File）

ハントパイロットキューイングの設定

ハントメンバーが一定時間で処理できるより多くのコールが、ハントパイロットに、コール分配

機能を介して届いた場合、応答可能になるまで、キュー内のコールは、コールキューイングによ

り保留されます。

キューイングを有効にすると、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]と [話中ハント
転送（ForwardHuntBusy）]の両方が自動的に無効になります。逆に、[無応答時ハント転送（Forward
Hunt No Answer）]または [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]を有効にすると、キューイング
が自動的に無効になります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]を選択し、ハント
パイロットを設定します。

ステップ 2 キューイングに設定する必要があるハントパイロットを選択します。

ステップ 3 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウの [キューイング（Queuing）]
セクションに移動します。

ステップ 4 キューイングを有効にするには、[コールのキューイング（Queue Calls）]チェックボックスをオ
ンにします。

ステップ 5 アナウンスの再生とキューの保留処理のために使用されるドロップダウンリストボックスから保

留音（MoH）ソースを選択します。
MOHソースはユニキャストまたはマルチキャストとして設定できます。発信者側のメディアリ
ソースグループリスト（MRGL）では、マルチキャスト、ユニキャストに優先順位を設定しま
す。

ソースを選択しない場合、デフォルトのネットワークによる保留MoH/MoHソースとアナウンス
が使用されます。

MoHソースアナウンスロケールはアナウンスに使用する言語を判別するために使用されます。1
つのハントパイロットで再生できるのは、1つの言語アナウンスタイプだけです。

ステップ 6 [キューに入れられる発信者の最大数（Maximum Number of Callers Allowed in Queue）]フィールド
に、このハントパイロットでキューに入れられる発信者の最大数を整数で入力します。

デフォルト値は 32です。値の範囲は 1～ 100です。
ステップ 7 キューの発信者が最大数に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

•後につづくコールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。

•後につづくコールを2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルー
ティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、共有回
線 DN、または別のハントパイロット DNを入力します。

•（オプション）ドロップダウンリストから、[コーリングサーチスペースの完全キュー（Full
Queue Calling Search Space）]を選択できます。コールを完了するように試みるとき、検索す
るパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 8 [キューの最大待機時間（MaximumWait Time in Queue）]フィールドで、キューの最大待機時間を
秒単位の整数値を入力します。

デフォルト値は 900秒です。有効な範囲は 10～ 3600秒です。
ステップ 9 最大待機時間に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

•コールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。

•コールを2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルーティングす
る（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、共有回線 DN、ま
たは別のハントパイロット DNを入力します。
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•（オプション）ドロップダウンリストから、[コーリングサーチスペースの最大待機時間
（Maximum Wait Time Calling Search Space）]も選択できます。コールを完了するように試み
るとき、検索するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 10 回線メンバーがログインしていない、または着信コール時に登録されていないとき、次のオプ

ションのいずれかを選択します。

•コールを切断する必要がある場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。

•コールを2番目の接続先にルーティングする必要がある場合は、[コールをこの接続先にルー
ティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、共有回
線 DN、または別のハントパイロット DNを入力します。

•（オプション）ドロップダウンリストから [ハントメンバーがコーリングサーチスペース
に登録またはログインしていない（Nohuntmembers logged in or registeredCalling Search Space）]
を選択することもできます。コールを完了するように試みるとき、検索するパーティション

を判別するために使用されます。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

無応答時のハントメンバーの自動ログアウト

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）]
> [回線グループ（Line Group）]を選択し、回線グループを設定します。

ステップ 2 設定する必要がある回線グループを [回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Group）]
ウィンドウから選択します。

ステップ 3 [回線グループの設定（LineGroupConfiguration）]ウィンドウの [ハントオプション（HuntOptions）]
セクションに移動します。

ステップ 4 [無応答時にハントメンバー自動的にログアウトする（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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コールキューイングの連携動作と制限

コールキューイングの連携動作

データのやり取り機能

コールが SIP ICTを通じてキューイング対応ハ
ントパイロットにルーティングされる場合、

SIP ICTは、SIP Rel1XXオプションが [1XXに
SDPが含まれる場合 PRACKを送信（Send
PRACK if 1XX contains SDP）]に設定されてい
る SIPプロファイルを使用します。その結果、
コールが回線メンバに接続される前に、コール

ごとに最初の通知が再生されます。

SIP ICTに対する上記のインタラクションは、
Cisco Unified CM Administrationで [デバイス
（Device）] [デバイス設定（Device Settings）]
[SIPプロファイル（SIP Profile）] > [トランク固
有の設定（Trunk Specific Configuration）]で
[キューイング通知を再生する前に着信コールを
接続（Connect InboundCall before PlayingQueuing
Announcement）]チェックボックスがオンの場
合には適用されません。

[キューイング通知を再生する前に着信コールを
接続（Connect InboundCall before PlayingQueuing
Announcement）]チェックボックスがオフであ
る場合でも、SIP ICTのインタラクションは変
わりません。ただし、PSTN側の発信者向けに
最初の通知が必ず再生されることは保証されま

せん。PSTNプロバイダーがコール時に接続メッ
セージを受信するまで音声パスを開かない場

合、最初の通知が PSTN側の発信者向けに再生
されることはありません。

[SIPRel1XXオプション（SIPRel1XXOptions）]
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データのやり取り機能

•ハントグループのログオフ通知機能は、
コールキューイングがハントパイロット

でイネーブルになったときに変化します。

コールキューイングがハントパイロット

でイネーブルになると、ユーザがハント

グループをログアウトまたはログオフして

も、ハントグループのログオフ通知は再

生されません。これは、キュー内で順番を

失ったためです。

•ハントリストに複数の回線グループがあ
る場合、これらの回線グループは [無応答
時にハントメンバを自動的にログアウト

（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]が同じ設定である必要がありま
す。

•すべてのハントオプションは、[次のメン
バへ、その後ハントリスト内の次のグルー

プへ（Try Next Member; Then, Try Next
Group in Hunt List）]に設定する必要があ
ります。

ハントパイロットおよびハントグループ

コールキューイングの制約事項

次の一般的な制限は、発信のキューイングに適用されます:

• H.323 Fast Startは発信のキューイングをサポートしません。

•キューのステータス PLKがサポートされているのは、SCCPおよび SIPの両方で次の LCD
表示の電話だけです：6921、6941、6945、6961、7911G、7931G、7942G、7945G、7962G、
7965G、7975G、8961、8945、8941、9951、9971。

•ハントグループ（HLog）からのログアウトは、CiscoExtensionMobilityCrossCluster（EMCC）
とは互換性がありません。コールキューイングは EMCCとともに導入することはできませ
ん。

• Cisco Unified Communications Managerは、コールキューイングのUnified Mobilityをサポート
していません。

• H323から SIPへのインターワーキングシナリオでは、インターワーキング遅延のために、
ユーザがネイティブコールキューイングフローで初期アナウンスメント、MoH、定期アナ
ウンスを聞いたり、コール失敗を見ることがないことがあります。このようなシナリオで

は、SIPプロトコルだけを使用することを勧めします。
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コールキューイングが有効なハントパイロットのパフォーマンスと拡張性

次のパフォーマンスと拡張性の制限事項が適用されます。

•単一の Unified CMクラスタは、最大 15,000のハントリストデバイスをサポートします。

•単一の Unified CMサブスクライバは、コールキューイングが有効になっている状態でノー
ドごとに最大 100のハントパイロットをサポートします。

•ハントリストデバイスは、各ハントリストに 10台の IPフォンを含む 1500のハントリス
ト、各ハントリストに 20台の IPフォンを含む 750のハントリストの組み合わせ、または同
様の組み合わせにすることができます。

コールカバレッジにブロードキャストアルゴリズムを使用する場合、ハント

リストデバイスの数は、Busy Hour Call Attempts（BHCA）の数によって制限
されます。ブロードキャストアルゴリズムを使用して、10台の電話機を含む
ハントリストまたはハントグループを指すハントパイロットに対して 10回
の BHCAを行うことは、10回の BHCAを行う 10台の電話機と同じです。

（注）

•各ハントパイロットのキューに設定できる同時発信者の最大数は 1～ 100です（デフォルト
は 32）。

•各ハントパイロットのキューに設定できる最大待機時間は 0～ 3600秒です（デフォルトは
900）。ハントリストの数が増えると、Unified Communications Managerのサービスパラメー
タで指定するダイヤルプラン初期化タイマーの値を大きくする必要があります。1500のハ
ントリストを設定している場合は、ダイヤルプラン初期化タイマーを 600秒に設定するこ
とを推奨します。

•コールキューイングとともにブロードキャストアルゴリズムを使用している場合は、単一
の回線グループに対して35を超える電話番号を設定しないでください。また、ブロードキャ
スト回線グループの数は、Busy Hour Call Completion（BHCC）レートによって異なります。
Unified CMシステム内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、1回線グループ
の電話番号の最大数は35未満にする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グルー
プの最繁時呼数（BHCA）の数が、1秒あたり 35コールセットアップを超えないようにしま
す。
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第 78 章

コールスロットリングの設定

• コールスロットリングの概要, 683 ページ

• コールスロットリングの設定, 684 ページ

コールスロットリングの概要

コールスロットリングによって、システムは新しいコール試行を自動的にスロットルまたは拒否

できます。このアクションは、ユーザがオフフックからダイヤルトーンを聴取するまでに遅延を

認識するようになる状況で実行されます。

この遅延を引き起こす可能性があるいくつかの要因は、次のとおりです。

•過度なコールアクティビティ

•低い CPUの可用性

•ルーティングループ

•ディスク I/Oの制限

•ディスクフラグメンテーション

システムはコールスロットリングパラメータに指定された値を使用して、ダイヤルトーンに遅

延が生じている可能性があるかどうかを判別し、状況に応じてそれ以上コールスロットリングが

必要なくなるタイミングも判別します。

ダイヤルトーンの過度な遅延を防ぐためにスロットリングが必要な場合、システムはCodeYellow
状態に切り替わり、新しいコール試行をスロットル（拒否）します。

コールスロットリングサービスパラメータに設定されたしきい値を超えたために、システムが

ダイヤルトーンの遅延を計算すると、Cisco Unified Communications Managerは新しいコールを拒
否します。コールスロットリングを有効化すると、新しいコールを試みたユーザはリオーダー音

を受信します。電話のモデルに応じて、電話機のディスプレイにプロンプトが表示される場合も

あります。
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コールスロットリングは、ユーザがシステム管理者に不満を言ったり、システムのダウンや電話

の破損ではないかと疑問を抱かせたりすることのある過度な遅延のタイプを効果的に防ぎます。

このような遅延が発生するタイミングを予測するため、システムは常にシステムをモニタしてい

ます。

ダイヤルトーンの遅延がコールスロットリングサービスパラメータのガイドライン内である場

合、Cisco Unified Communications Managerは、Code Yellow状態を終了することでコールのスロッ
トルを停止し、新しいコールは再び許可されます。

コールスロットリングの設定

コールスロットリングパラメータは、カスタマーサポートに指示された場合を除き、変更し

ないことを推奨します。

注意

コールスロットリングは、システムが過負荷なコールアクティビティ、低いCPUの可用性、ディ
スクフラグメンテーションなどの状況を検出すると自動的に発生します。これらの状況が修正さ

れると、システムはスロットリングを自動的に終了します。

関連トピック

コールスロットリングサービスパラメータ, （684ページ）

コールスロットリングサービスパラメータ

表 82：コールスロットリングサービスパラメータ

説明サービスパラメータ

システム内のさまざまなデバイスによって Cisco Unified
Communications Managerに送信されるシステム診断レイヤー
（SDL）メッセージを処理するための最大許容遅延（ミリ秒単
位）を定義します。この最大値は、キープアライブインターバ

ルや変更通知などのさまざまなアクティビティに関して Cisco
Unified Communications Managerによって送受信される内部メッ
セージにも適用されます。計算された平均予測遅延がこのサー

ビスパラメータで指定した値を超えた場合、システムは Code
Yellow状態に切り替わり、コールスロットリングを開始して新
しいコールの受け入れを停止します。

Code Yellow Entry Latency
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説明サービスパラメータ

Cisco Unified Communications Managerがコールスロットリング
を開始した後に Code Yellow状態（コールスロットリング）を
離脱する終了基準を指定するため、Code Yellow Entry Latencyの
許容可能なパーセンテージを決定します。

このパラメータに指定する値は、Code Yellow Entry Latencyパラ
メータ（ミリ秒単位で測定された遅延）の値を使用する式から

導き出されます。

パーセンテージを求めるには、次の式を使用します。

Code Yellow Entry Latency値に、Code Yellow Exit Latency値を乗
算します。

次に例を示します。

• Code Yellow Entry Latencyサービスパラメータ値：20ミリ
秒

• Code Yellow Exit Latencyサービスパラメータ値：40%

• Code Yellow Exit Latency値 = 20 X 0.4 = 8ミリ秒。つまり、
Cisco Unified Communications Managerは、計算されたメッ
セージ遅延が 8ミリ秒以下になると、CodeYellow状態を終
了します。

Code Yellow状態を終了するため、Cisco Unified Communications
Managerは平均予測遅延がCodeYellowExit Latencyの値を下回っ
ていることを確認します。

Code Yellow Exit Latency
Calculation

Cisco Unified Communications Managerシステムが Code Yellow状
態（コールスロットリング）を持続できる分数を指定します。

この期間が経過しても、システムが引き続きCodeYellow状態の
場合、Cisco Unified Communications Managerは Code Red状態に
切り替わり、CiscoUnified CommunicationsManagerがCodeYellow
状態のままである期間が延長され、回復できないことを示しま

す。

CiscoUnified CommunicationsManagerがCodeRed状態になると、
Communications Managerサービスが再起動し、メモリダンプも
生成されるため、障害の分析に役立つことがあります。

Code Yellow Duration
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説明サービスパラメータ

Cisco Unified Communications Managerが SDLメッセージを処理
するための平均予測遅延の計算に使用されるサンプルサイズ（秒

単位）を示します。

たとえば、サンプルサイズ 10は、Cisco Unified Communications
Managerが、平均予測遅延を計算して、それを CodeYellow Entry
Latencyパラメータの値と比較する前に、連続する 10秒間にゼ
ロ以外の遅延値を計算する必要があることを示しています。

このパラメータを使用してコールスロットリングを無効化でき

ます。

System Throttle Sample Size
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第 79 章

発信側の正規化

この章では、発信側の正規化機能について説明します。発信側の正規化によって、発信者番号の

表示を国際標準化国番号などのプレフィックスを含むグローバル化されたバージョンに再形式化

したり、発信者番号を着信側の電話に表示するローカライズ版にローカライズしたりできます。

• 発信側の正規化の概要, 687 ページ

• 発信側の正規化の前提条件, 688 ページ

• 発信側の正規化の設定タスクフロー, 689 ページ

• 発信側の正規化の連携動作と制約事項, 694 ページ

発信側の正規化の概要

発信側の正規化によって、電話番号のグローバル化とローカライズが可能になるため、電話に適

切な表現で発信側が表示されます。発信側の正規化は、一部の電話のダイヤル機能を拡張し、コー

ルが複数の地理的場所にルーティングされたときのコールバック機能を改善します。この機能に

よって、グローバル発信者番号をローカライズされた番号にマッピングできるため、電話は電話

の通話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更することなく、コールバックできます。

発信者番号のグローバリゼーション

Cisco Unified CMの管理で [発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]とプレフィックスを
設定することで、着信側の電話に表示する発信者電話番号を、（国際国番号などのプレフィック

スを含むグローバル化バージョンに）再フォーマットするように Cisco Unified Communications
Managerを設定できます。それによって、世界中のどこからでもその番号をダイヤルできます。

Cisco Unified Communications Managerは、[発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]の値
とともにルートパターンやトランスレーションパターンなどのさまざまな番号パターンを使用し

て、電話番号をグローバル化できます。たとえば、Cisco Unified Communications Managerは、サ
ブスクライバ発信者番号タイプのローカライズされたドイツの電話番号 069XXXXXXXを、ドイ
ツの国番号と都市コードを含む +49 40 69XXXXXXXにグローバル化するように設定できます。
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複数の地理的場所にルーティングされるコールの場合、各ルーティングパスに適用される異なる

トランスレーション設定によって、発信者番号は各コールパスで一意にグローバル化できます。

Cisco Unified Communications Managerでは、電話でローカライズされた発信者番号を電話画面に
表示し、グローバル化された番号を電話の通話履歴ディレクトリに表示するように設定すること

もできます。電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエントリを編

集する必要がないようにするため、グローバル発信者番号をそのローカルバージョンにマッピン

グします。

発信者番号のローカリゼーション

発信者番号の最終表示用に、発信者番号タイプ（国内、国際、サブスクライバ、不明）ごとに発

信側トランスフォーメーションパターンを設定し、そのコールの発信者番号タイプに固有のスト

リップ桁数とプレフィックスの手順を適用できます。これによって、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、着信側の電話に表示される発信者番号が不要な国コードや国際アクセスコードを含
まないローカライズされた番号となるように、発信者番号を再フォーマットできます。

たとえば、PSTNから到着した着信番号が、グローバル化された番号+494069XXXXXXXで（+49
が国番号、40が都市コードを表す）、発信者番号タイプがサブスクライバであるとします。Cisco
Unified Communications Managerには、国番号、都市コードを取り除き、プレフィックス 0を追加
する手順とともに、発信側のトランスフォーメーションパターンを設定できます。手順が適用さ

れた後、発信者番号はダイヤルされた電話に 069XXXXXXXとして表示されます。

グローバル化された発信者番号のローカライズバージョンへのマッピング

電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエントリを編集する必要が

ないようにするため、ルートパターンと着信側トランスフォーメーションパターンを使用して、

グローバル発信者番号をローカライズされたバージョンにマッピングできます。これによって、

着信側がコールを返す場合に、Cisco Unified Communications Managerは確実に正しいゲートウェ
イにコールをルーティングできます。

グローバル発信者番号のマッピングによって、コールバック機能が改善され、着信側は電話の通

話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更する必要なく、コールバックできます。

発信側の正規化の前提条件

発信側の標準化を設定する前に、Cisco Unified Serviceabilityで Cisco CallManagerサービスをアク
ティブにしてください。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参
照してください。

Cisco Unified Communications Managerに発信者番号タイプを判別させるには、想定するコールに
一致する [発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]値を割り当てるパターンを設定しま
す。次の設定ウィンドウでパターンを作成して適用できます。

•ルートパターン

•ハントパイロット

•トランスレーションパターン
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•発信者番号のトランスレーションパターン

発信者番号のトランスレーションは、元の発信者を使用する場合のみ機能します。転送番号へ

の変更は、転送ヘッダーにのみ影響を及ぼします。SIPトランクの章の設定を確認し、SIPト
ランク自体に転送ヘッダーを追加します。

（注）

発信側の正規化の設定タスクフロー

発信側の正規化のプレフィックスおよび削除桁数ルールは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
でさまざまな方法で適用できます。たとえば、デバイスプール、ルートパターン、トランスレー

ションパターン、ハントパイロット、ゲートウェイ、およびトランクに桁数の変換を適用できま

す。桁数の変換を適用する方法は、ダイヤルプラン、デバイス、およびトランクの導入方法に応

じて変わります。詳細については、ダイヤルプラン、ルートパターン、トランスレーションパ

ターン、およびトランスフォーメーションパターンに関連するトピックを参照してください。

はじめる前に

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CommunicationsManagerで発信
者番号タイプを決定する場合は、パターン

ステップ 1   

を作成して、予測されるコールと一致する

発信者番号タイプを設定します。次の設定

ウィンドウで、パターンを作成して適用で

きます。

•ルートパターン

•ハントパイロット

•トランスレーションパターン

•発信者番号トランスフォーメーション
パターン

PSTNを介した着信コールについて
は、発信者番号をグローバル化する設

定を実行します。

発信側番号のグローバル化, （690ページ）ステップ 2   

パーティションとコーリングサーチ

スペースを設定します。

コーリングサーチスペースの設定, （691
ページ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

発信者番号をグローバル化またはロー

カライズされたバージョンに変換して

発信側トランスフォーメーションパターン

の作成, （691ページ）
ステップ 4   

各パターンをパーティションに割り当

てる、発呼側トランスフォーメーショ

ンパターンを作成します。

デバイスプール、ゲートウェイ、ト

ランクなどのデバイスに発着信側トラ

コーリングサーチスペースへの発信側トラ

ンスフォーメーションパターンの適用, （
692ページ）

ステップ 5   

ンスフォーメーション CSSを適用し
ます。

発信側番号のグローバル化

PSTN経由で到達する着信コールの場合は、発信者番号をグローバル化する設定を行います。発信
者番号をグローバル化し、それをデバイスプールまたは個々のデバイスに適用する設定できま

す。また、クラスタ全体に、発信者番号の正規化設定を適用するサービスパラメータを設定でき

ます。

発信者番号をグローバル化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 発信者番号の正規化設定を特定のデバイスに適用するには、次の手順を実行します。

a) 設定を適用するデバイスの設定ウィンドウを開きます。たとえば、デバイスプール、ゲート
ウェイ、電話、トランクです。

b) 設定ウィンドウの着信発呼者設定セクションで、各発信者番号タイプのプレフィックスおよび
strip digitの指示を適用します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、コール転送、コールパーク、ボイスメッ
セージング、CDRデータなどの補足サービスのような、すべての追加アクションの
発信者番号フィールドにプレフィックスが含まれます。

（注）

ステップ 2 サービスパラメータを使用して、クラスタ全体のすべてのデバイスの発信者番号をグローバル化

する場合には、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスを実行するサーバを選択します。
c) [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
d) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
e) 以下のパラメータの値を設定します。この値は、クラスタ全体から電話、MGCPゲートウェ
イ、H.323ゲートウェイに適用できます。
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• [着信発呼者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）]

• [着信発呼者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]

• [発呼側の不明な着信番号プレフィックス（Incoming Calling Party Unknown Number Prefix）]

• [着信発呼者の加入者番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix）]

Cisco Unified Communications Managerで、特定の電話のクラスタ全体のサービスパラ
メータ設定を適用するには、デバイスとデバイスプールレベルの両方で、その電話の

プリフィックス設定をデフォルトオプションに設定する必要があります。

（注）

次の作業

コーリングサーチスペースの設定, （691ページ）

コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースを設定して発信側の正規化機能を処理する場合は、次の手順を使用し

ます。

はじめる前に

発信側番号のグローバル化, （690ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class
of Control）] > [パーティション（Partitions）]の順に選択します。

ステップ 2 ネットワークのパーティションを作成します。

ステップ 3 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class
of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]の順に選択します。

ステップ 4 発呼側トランスフォーメーションパターンのコーリングサーチスペースを作成します。

ステップ 5 コーリングサーチスペースごとに、パーティションをコーリングサーチスペースに割り当てま

す。

次の作業

発信側トランスフォーメーションパターンの作成, （691ページ）

発信側トランスフォーメーションパターンの作成

発信側の正規化機能を処理するために発信側トランスフォーメーションパターンを設定している

場合、次の手順を使用します。
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はじめる前に

コーリングサーチスペースの設定, （691ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォーメーション
パターン（Transformation Pattern）] > [発信側トランスフォーメーションパターン（Calling Party
Transformation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 トランスフォーメーションパターンを作成します。

ステップ 3 作成する発信側トランスフォーメーションパターンそれぞれには、発信側番号を国際対応または

国内対応するために、先頭に付加または除外している番号コマンドを割り当てます。

ステップ 4 それぞれの発信側トランスフォーメーションパターンには、コーリングサーチスペースの 1つ
に関連付けられているパーティションを割り当てます。

次の作業

コーリングサーチスペースへの発信側トランスフォーメーションパターンの適用,（692ページ）

コーリングサーチスペースへの発信側トランスフォーメーションパターンの適用

デバイスプール、ゲートウェイ、トランクなどのデバイスに、着信する発信側トランスフォー

メーション CSSを割り当てます。

はじめる前に

発信側トランスフォーメーションパターンの作成, （691ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、発信側トランスフォーメーショ
ンを適用するデバイスに該当する設定ウィンドウを選択します。

•ゲートウェイ

•トランク

• Device Pools

ステップ 2 発信者番号をローカライズするには、[コーリングサーチスペース（CallingSearchSpace）]ドロッ
プダウンリストボックスで、適用する発信側トランスレーションパターンを含む CSSを選択し
ます。

デバイスプールに対して CSSを設定する場合、電話機にもそのデバイスプールを適用
する必要があります。

（注）
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ステップ 3 発信者番号をグローバル化するには、[着信の発信者番号設定（Incoming Calling Party Settings）]
セクションで、適用する発信側トランスレーションパターンを含むコーリングサーチスペース

を選択します。

発信側の正規化サービスパラメータの例

次のサービスパラメータは、電話、MGCPゲートウェイ、または H.323ゲートウェイの基盤とな
るクラスタ全体に適用できます。特定のデバイスでクラスタ全体のパラメータが使用されるよう

にするには、デバイス設定のプレフィックスをデフォルトの :に設定する必要があります。

•着信発呼者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）

• [着信発呼者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]

• [発呼側の不明な着信番号プレフィックス（Incoming Calling Party Unknown Number Prefix）]

•着信発呼者のサブスクライバ番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number
Prefix）

次の表に、プレフィックスとストリップの桁数の設定例と、発信者番号の表示を変換するために

これらの値をどのように使用できるかを示します。サービスパラメータの設定では、コロンの後

の番号が発信者番号の先頭から取り除く桁数を表し、コロンの前の数字は発信者番号の先頭に追

加されるプレフィックスを表します。

表 83：発信側番号の正規化サービスパラメータの例

最終的な発信者番号説明[サービスパラメータ
値（Service
Parameter Value）]

元の発信者番号

+4423452345先頭 1桁を取り除き、プ
レフィックスとして +を
追加します

+:104423452345

423452345先頭 2桁を取り除きます:204423452345

+1先頭 6桁を取り除き、プ
レフィックスとして +1
を追加します

+1:6552345

使用可能な桁数より多く

の桁数が取り除かれるた

め、最終的な番号は空白

になります

+1:8552345
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最終的な発信者番号説明[サービスパラメータ
値（Service
Parameter Value）]

元の発信者番号

123552345プレフィックスとして

123を追加します
123552345

空白発信者番号が空白の場

合、プレフィックスは適

用されません

+1:2空白

Cisco Unified
Communications
Managerでは、この設
定は許可されません

発信者番号の正規化で取

り除くことができる桁数

は、24桁のみです

:260442345

発信側の正規化の連携動作と制約事項

発信側の正規化の連携動作

次の表は、発信側の正規化機能と連携動作する機能について説明しています。

データのやり取り機能

転送機能がミッドコール更新に依存しており、発信側の正規化は各

コールホップの初期コールセットアップ時に実行されるため、一部

の転送されたコールのシナリオでは発信側の正規化がサポートされ

ていない場合があります。以下に、発信側の正規化が転送のために

どのように動作するかについて、一例を示します。

内線番号が 12345で電話番号が 972 500 2345の電話 Aが、内線番号
が 54321で電話番号が 972 500 4321の電話Bにコールを発信します。
電話Bでは、発信者番号12345が表示されますが、電話Bはそのコー
ルをサンノゼのゲートウェイ経由で電話 Cに転送します。初期転送
時に、電話 Cには発信者番号 972 500 4321が表示されますが、転送
の完了後は、電話 Cには 12345として電話 Aの発信者番号が表示さ
れます。

転送コール（Transferred
Calls）
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データのやり取り機能

転送されたコールは、発信者番号のグローバリゼーションとローカ

リゼーションをサポートします。たとえば、電話Fの発信者がPSTN
経由でダラスの電話 Gにコールを発信しますが、電話 Gはサンノゼ
の電話 Hにコールを転送します。着信したダラスのゲートウェイで
は、555-5555/Subscriberとして発信者番号が表示されますが、コール
はサンノゼのゲートウェイに転送されます。ダラスからの発信コー

ルは、9725555555として表示されます。着信したサンノゼのゲート
ウェイでは、+1がプレフィックスとして付加され、電話 Fには発信
者番号として +1 972 555 5555が表示されます。

転送されたコール

発信側の正規化がCDRレコードと連携動作する方法の詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records
Administration Guide』を参照してください。

コール詳細レコード

発信側の正規化機能が設定されている場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantはローカライズされたコールとグ
ローバル化されたコールを自動的にサポートします。Cisco Unified
CommunicationsManagerAssistantは、ユーザインターフェイスにロー
カライズされた発信者番号を表示できます。また、マネージャ宛て

の着信コールでは、フィルタパターンに一致する場合に、CiscoUnified
CommunicationsManagerAssistantはローカライズされた発信者番号と
グローバル化された発信者番号を表示できます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantの設定方法の詳細については、
『Feature ConfigurationGuide for CiscoUnifiedCommunicationsManager』
を参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

Cisco Unified
Communications Manager
Assistant
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データのやり取り機能

Cisco Unity Connectionは、国際番号用エスケープ文字（+）をサポー
トしていません。そのため、ボイスメッセージング機能が予期した

とおり動作するように、Cisco Unity Connectionへのコールに +が含
まれていないことを確認する必要があります。

CiscoUnityConnectionを予期したとおりに動作させるために、このア
プリケーションをデバイスとして扱い、+がこのボイスメッセージン
グアプリケーションに送信されないようにする発信側トランスフォー

メーションを設定します。CiscoUnityConnectionサーバが北米ベース
のダイヤルプランを使用する場合は、Cisco Unity Connectionが発信
者番号を受信する前に、発信者番号を NANP形式にローカライズし
ます。発信側トランスフォーメーションオプションは、ボイスメッ

セージングポートの Cisco Unified Communications Managerの管理に
は存在しないため、必ず、ボイスメッセージングポートに関連付け

られたデバイスプールに発信者番号トランスフォーメーションを設

定してください。発信者番号をローカライズするには、ボイスメッ

セージングアプリケーションが、ライブ応答などの特定の機能の番

号を簡単にリダイヤルできるように、アクセスコードのプレフィッ

クスを追加することも検討します。たとえば、+12225551234を
912225551234に変換できます。さらに、国際番号 +4423453456を国
際番号用エスケープコードを含めて 90114423453456に変換できま
す。

Cisco Unity Connection

ローミングデバイスプールの発信側トランスフォーメーション CSS
は、電話の設定ウィンドウの[デバイスプールの発信側トランスフォー
メーション CSSを使用（Use Device Pool Calling Party Transformation
CSS）]チェックボックスがオフのままの場合でも、同じデバイスモ
ビリティグループ内でローミングしている電話のデバイスレベルの

設定をオーバーライドします。

次の例は、発信側の正規化が、現在サンノゼ内でローミングしてお

り、ダラスをホームの場所としている電話のデバイスモビリティと

どのように連携動作するかを示しています。

電話がサンノゼ内でローミングしている場合、コールはダラス内の

972 500 1212 <National>から PSTNを経由します。着信したサンノゼ
のゲートウェイで、発信者番号はグローバル形式の + 1 408 500 1212
に変換されます。現在サンノゼ内にある電話では、発信者番号は 1
972 500 1212として表示されます。

電話がサンノゼ内でローミングしている場合、コールはサンノゼの

7桁のダイヤリングエリアの 500 1212 <Subscriber>から PSTNを経由
します。着信したサンノゼのゲートウェイで、発信者番号はグロー

バル形式の + 1 408 500 1212に変換されます。現在サンノゼ内にある
電話では、発信者番号が 9 500 1212として表示されます。

デバイスモビリティ
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発信側の正規化の制約事項

次の表に、Calling Party Normalization機能が特定の機能に持つ制約事項と、Cisco Unified
Communications Managerのシステムコンポーネントを示します。

表 84：Calling Party Normalization の制約事項

制約事項機能

共有回線を表示する発信側番号は、CiscoUnifiedCommunications
Managerのコール制御イベントのシーケンスに依存します。共
有回線上で不適切にローカライズされた発信者番号が表示され

ることを避けるには、特に共有回線が地理的に異なる場所で発

生する場合、同じ回線を共有するさまざまなデバイスで同じ発

呼側トランスフォーメーション CSSを設定してください。

共有回線

SIPトランクとMGCPゲートウェイは、コールへの国際エスケー
プ文字（+）の送信をサポートします。H.323ゲートウェイは +
をサポートしていません。QSIGトランクは、+の送信を試みま
せん。+をサポートするゲートウェイを通じた発信コールでは、
CiscoUnified CommunicationsManagerが +とダイヤル番号をゲー
トウェイに送信できます。+をサポートしないゲートウェイか
らの発信コールでは、Cisco Unified Communications Managerが
コール情報をゲートウェイに送信したときに、国際エスケープ

文字 +は削除されます。

SIPトランクとMGCPゲート
ウェイ

SIPは番号タイプをサポートしないため、SIPトランク経由の
コールは、発信側番号の種類が不明（Unknown）である [着信番
号（Incoming Number）]設定のみをサポートします。

SIP

QSIG設定は通常、同一のダイヤルプランをサポートします。
QSIGを使用している場合、番号やプレフィックスの変換は、
機能のインタラクションの問題を引き起こす可能性があります。

QSIG

発信者番号をローカライズするには、デバイスは番号分析を使

用してトランスフォーメーションを適用する必要があります。

[発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party
Transformation CSS）]を [なし（None）]に設定した場合、変換
は一致せず、適用されません。[発呼側トランスフォーメーショ
ンパターン（Calling Party Transformation Pattern）]は、必ず、
ルーティングに使用されていないNull以外のパーティションに
設定してください。

[発呼側トランスフォーメーショ
ンCSS（Calling Party
Transformation CSS）]
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制約事項機能

発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party
Transformation CSS）設定は、ゲートウェイ上のT1-CASと FXO
ポートには適用されません。

T1-CASポートと FXOポート

CiscoUnityConnectionは、国際エスケープ文字（+）をサポート
していません。従って、ボイスメッセージング機能が期待どお

りに動作するように、Cisco Unity Connectionへのコールに +が
含まれていないことを確認する必要があります。

Cisco Unity Connectionの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unity-connection/index.html
をご覧ください。

Cisco Unity Connection
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第 80 章

論理パーティション分割の設定

• 論理パーティション分割の概要, 699 ページ

• 論理パーティション設定タスクフロー, 699 ページ

• 論理的なパーティション分割の連携動作と制約事項, 709 ページ

論理パーティション分割の概要

論理パーティション分割を行うことで、発信の分離に関する規制上の要件を満たしながら、単一

のシステムで PSTNコールとVoIPコールをサポートできます。たとえば、インドの規制上の制約
の下では、外部の電話で送受信されるコールはすべて、ローカルまたは長距離のサービスプロバ

イダーに渡し、適切な電話料金で完全な接続を介して伝送される必要があります。発信者の場所

や呼び出されている電話番号に応じて、コールを PSTNまたは VoIPネットワークに適切にルー
ティングする単一の Unified Communications Managerクラスタを作成できます。

論理パーティション分割では、互いに通信可能な一連の VoIPデバイスを定義します。ユーザが
PSTNに使用する回線やVoIPに使用する回線を覚えておく必要はありません。オフネットコール
を行う電話のみ、PSTNゲートウェイと通信できます。これは、2倍のインフラストラクチャコス
トをかけずに、2つのネットワークで VoIPコールと PSTNコールを個別に処理しているのと同じ
です。

論理パーティション設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Enable Logical Partitioning, （701ペー
ジ）

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

地理位置情報を設定するのは、場所の定義とそ

のデバイスへの割り当ての 2段階のプロセスで
地理位置情報の設定,（701ページ）
を行うには、次のサブタスクを実行

します。

ステップ 2   

す。また、クラスタ内の全デバイスが使用する

デフォルトの場所を設定できます。•地理位置情報の定義,（702ペー
ジ）

•地理位置情報の割り当て,（702
ページ）

•デフォルトの地理位置情報の設
定, （703ページ）

地理位置情報または地理位置情報フィルタと関

連付けられていないデバイスのデフォルトのポ

論理パーティション分割のデフォル

トポリシーの設定, （704ページ）
ステップ 3   

リシーを設定します。このポリシーを使用する

と、これらのデバイス間の PSTNコールを許可
または拒否できます。

デバイスとデバイスプールをパーティショニン

グチェックから特に除外できます。

論理パーティショニングチェックを

回避するためのデバイス設定,（704
ページ）

ステップ 4   

論理パーティショニングでは、場所に基づい

て、各デバイスに一意の IDを割り当てます。1
地理位置情報フィルタの設定,（705
ページ）を行うには、次のサブタス

クを実行します。

ステップ 5   

つのデバイスが別のデバイスをコールすると、

コールを許可するかどうかと、ルートが適切で•フィルタルールの定義, （706
ページ）

あるかを判別するために、これらの IDを使用
します。どのフィールドを使用してこの IDを

•地理位置情報フィルタの割り当
て, （706ページ）

作成するかを選択できます。たとえば、ビル

ディング内の部屋またはフロアに応じて異なる

ポリシーを適用できます。•デフォルトの地理位置情報フィ
ルタの設定, （707ページ）

地理位置情報中のコールを許可または拒否する

ための論理的なパーティショニングポリシーの

論理パーティションポリシーレコー

ドの定義, （708ページ）
ステップ 6   

セットを定義します。地理位置情報間のコール

の続行が許可される前に、システムはこれらの

ポリシーに基づいて指定された地理位置情報間

でコールが許可されていることを確認します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

クラスタ間でデバイスに関する地理位置情報を

通信するには、ロケーション配信を設定しま

す。

ロケーション伝達の有効化, （708
ページ）

ステップ 7   

Enable Logical Partitioning

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [論理パーティションを有効にする（Enable Logical Parititioning）]エンタープライズパラメータの
ドロップダウンリストから [True]を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

次の作業

地理位置情報の定義, （702ページ）

地理位置情報の設定

地理位置情報を設定するのは、場所の定義とそのデバイスへの割り当ての2段階のプロセスです。
また、クラスタ内の全デバイスが使用するデフォルトの場所を設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報を指定するには、地理的なロケーショ

ンを設定します。この情報は、デバイスを論理パー

地理位置情報の定義, （702
ページ）

ステップ 1   

ティション設定などの規制機能と関連付けるため

に使用されます。地理位置情報は、国内の規制な

ど、ポリシーの判断で使用されます。

デバイスまたはデバイスプールに地理位置情報を

割り当てます。

地理位置情報の割り当て, （
702ページ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

このクラスタ内の全デバイスとデバイスプールに

デフォルトの地理位置情報を指定します。

デフォルトの地理位置情報の

設定, （703ページ）
ステップ 3   

地理位置情報の定義

地理位置情報を指定するには、地理的なロケーションを設定します。この情報は、デバイスを論

理パーティション設定などの規制機能と関連付けるために使用されます。地理位置情報は、国内

の規制など、ポリシーの判断で使用されます。

はじめる前に

Enable Logical Partitioning, （701ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [地理位置情報の設定（GeolocationConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー

ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

地理位置情報の割り当て, （702ページ）

地理位置情報の割り当て

デバイスまたはデバイスプールに地理位置情報を割り当てます。

はじめる前に

地理位置情報の定義, （702ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
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• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索
（Find）]をクリックし、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し
ます。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。デバイスでは、必要に応じてデバイスタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 3 [地理位置情報（Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位置情報を選択します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトの地理位置情報の設定, （703ページ）

デフォルトの地理位置情報の設定

このクラスタ内の全デバイスとデバイスプールにデフォルトの地理位置情報を指定します。

はじめる前に

地理位置情報の割り当て, （702ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位
置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 （任意） 特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要が

ある場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのいずれかに値を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

論理パーティション分割のデフォルトポリシーの設定, （704ページ）
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論理パーティション分割のデフォルトポリシーの設定

地理位置情報または地理位置情報フィルタと関連付けられていないデバイスのデフォルトのポリ

シーを設定します。このポリシーを使用すると、これらのデバイス間の PSTNコールを許可また
は拒否できます。

はじめる前に

デフォルトの地理位置情報の設定, （703ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [論理パーティション分割
ポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [論理パーティション分割ポリシーの設定（Logical PartitioningPolicyConfiguration）]ウィンドウで

各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘ

ルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
値の [許可（Allow）]が含まれていたポリシーの値が、後で [拒否（Deny）]に変更され
た場合、そのポリシーは [拒否（Deny）]のままになります。逆も同様です。前に [拒否
（Deny）]に設定されていて、後で [許可（Allow）]に変更されたポリシーは、[許可
（Allow）]になります。[Cisco統合レポート（Cisco Unified Reporting）] > [地理位置情
報ポリシーレポート（Geolocation Policy Report）]を利用して重複するポリシーを特定
できます。

（注）

次の作業

論理パーティショニングチェックを回避するためのデバイス設定, （704ページ）

論理パーティショニングチェックを回避するためのデバイス設定

デバイスとデバイスプールをパーティショニングチェックから特に除外できます。

はじめる前に

論理パーティション分割のデフォルトポリシーの設定, （704ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
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• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索
（Find）]をクリックし、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し
ます。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。デバイスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [地理位置情報（Geolocation）]ドロップダウンリストから、[未指定（Unspecified）]を選択しま
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

フィルタルールの定義, （706ページ）

地理位置情報フィルタの設定

論理パーティショニングでは、場所に基づいて、各デバイスに一意の IDを割り当てます。1つの
デバイスが別のデバイスをコールすると、コールを許可するかどうかと、ルートが適切であるか

を判別するために、これらの IDを使用します。どのフィールドを使用してこの IDを作成するか
を選択できます。たとえば、ビルディング内の部屋またはフロアに応じて異なるポリシーを適用

できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報フィルタでは、地理位置情報の識別子

を作成するためにどのフィールドを使用するかを指

フィルタルールの定義,（706
ページ）

ステップ 1   

定できます。この機能を使用して、地理位置情報オ

ブジェクトのサブセットでポリシーを決定します。

地理位置情報フィルタの割り

当て, （706ページ）
ステップ 2   

クラスタのデフォルトの地理位置情報フィルタを指

定するには、デフォルトの地理位置情報フィルタの

デフォルトの地理位置情報

フィルタの設定, （707ペー
ジ）

ステップ 3   

エンタープライズパラメータを設定します。このパ

ラメータが、地理位置情報フィルタと関連付けられ

ていないすべてのデバイスおよびデバイスプールの
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定を決定し

ます。

フィルタルールの定義

地理位置情報フィルタでは、地理位置情報の識別子を作成するためにどのフィールドを使用する

かを指定できます。この機能を使用して、地理位置情報オブジェクトのサブセットでポリシーを

決定します。

はじめる前に

論理パーティショニングチェックを回避するためのデバイス設定, （704ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[システム（System）] > [地理位置情報フィルタ（Geolocation Filter）]
の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [地理位置情報フィルタの設定（Geolocation Filter Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設

定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

地理位置情報フィルタの割り当て, （706ページ）

地理位置情報フィルタの割り当て

はじめる前に

フィルタルールの定義, （706ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
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• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索
（Find）]をクリックし、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し
ます。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。デバイスでは、必要に応じてデバイスタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 3 [地理位置情報フィルタ（Geolocation Filter）]ドロップダウンリストから、設定した地理位置情報
フィルタを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定, （707ページ）

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定

はじめる前に

地理位置情報フィルタの割り当て, （706ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位
置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 （任意） 特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要が

ある場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのいずれかに地理位置情報フィルタのデフォルト値を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。

次の作業

論理パーティションポリシーレコードの定義, （708ページ）
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論理パーティションポリシーレコードの定義

地理位置情報中のコールを許可または拒否するための論理的なパーティショニングポリシーの

セットを定義します。地理位置情報間のコールの続行が許可される前に、システムはこれらのポ

リシーに基づいて指定された地理位置情報間でコールが許可されていることを確認します。

はじめる前に

地理位置情報フィルタの設定, （705ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [論理パーティションポリ
シーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の論理パーティションポリシーの設定を変更するには、検索条件を入力して[検索（Find）]
をクリックし、結果のリストから既存のパーティションポリシーを選択します。

•新しい論理パーティションポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [論理パーティションポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]ウィンドウの各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ロケーション伝達の有効化, （708ページ）

ロケーション伝達の有効化

クラスタ間でデバイスに関する地理位置情報を通信するには、ロケーション配信を設定します。

はじめる前に

論理パーティションポリシーレコードの定義, （708ページ）
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手順

ステップ 1 クラスタ間トランク（ICT）またはローカルクラスタのSIPトランクで [地理位置情報の送信（Send
Geolocation Information）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 2 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 3 ICTまたはリモートクラスタのSIPトランクで [地理位置情報の送信（SendGeolocation Information）]

チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

論理的なパーティション分割の連携動作と制約事項

論理パーティショニングの連携動作

表 85：論理パーティショニングの連携動作

データのやり取り機能

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•すべての参加者は VoIP電話です。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタ処理がデバイスに関連
付けされていないとき。

アドホック会議、参加、

複数ライン同時通話機

能、コール転送、コール

転送

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•発信者と呼び出される者の両方のデバイスが VoIP電話のとき、
論理パーティション分割ポリシーの確認は無視されます。

•割り込み/c割り込みの参加者に対して、論理パーティション分割
ポリシーの確認はなく、論理パーティション分割拒否シナリオを

防ぐことはできません。

割り込み、c割り込みお
よびリモート再開

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•地理位置情報または地理位置情報フィルタ処理は、含まれるデバ
イスに関連付けられません。

•デュアルモードの電話機を使用するとき、論理パーティション分
割サポートはありません。

Cisco Unified Mobility
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データのやり取り機能

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•地理位置情報または地理位置情報フィルタ処理がどのデバイスに
も関連付けられていないとき、処理は発生しません。

•含まれるすべてのデバイスで VoIP電話が指定されると、処理は
発生しません。

CTIの処理

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•地理位置情報または地理位置情報フィルタ処理は、CiscoExtension
MobilityにログインしているVoIP電話とは関連付けられません。

• Cisco Extension Mobilityにログインしている VoIP電話は、VoIP
電話にコールを発信するか、または VoIP電話からのコールを受
信します。

エクステンションモビ

リティ（Extension
Mobility）

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•すべての参加者が VoIP電話のとき、処理は発生しません。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタ処理がデバイスと関連
しないとき、そのデバイスではポリシーチェックは起こりませ

ん。

ミートミー会議

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•発信元と着信側デバイスが VoIP電話のときに処理は発生しませ
ん。

•すべてのデバイスは、地理位置情報と地理位置情報フィルタ処理
の両方に関連付けられている必要があります。どのデバイスも地

理位置情報と地理位置情報フィルタ処理に関連付けられていない

場合、処理は発生しません。

ルートリストとハント

パイロット

論理パーティションの処理は、次の状況で起こりません:

•発信者と呼び出される者の両方のデバイスが VoIP電話のとき、
処理は発生しません。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタ処理がどのデバイスに
も関連付けられていないと、処理は発生しません。

共有回線
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論理パーティショニングの制約事項

表 86：論理パーティショニングの制約事項

説明制約事項

割り込み/c割り込みは発生せず、コールインスタンスはドロップ
されます。

c割り込み/割り込みの参加者に対しては、論理パーティション分
割ポリシーのチェックは行われず、論理パーティション分割が拒

否されるシナリオを防ぐことはできません。

割り込み/c割り込み

論理パーティション分割ポリシーではBLFプレゼンス通知はチェッ
クされません。

BLFプレゼンス

CiscoExtensionMobilityが異なる地理位置情報の電話にログインす
ると、ローカルルートグループの設定時に PSTN発信コールが行
われる場合があります。PSTN着信コールは電話では受信されませ
んが、リオーダー音が聞こえます。

Ciscoエクステンションモビ
リティ

このシステムでは、Cisco Unified MeetingPlaceまたは Cisco Unified
MeetingPlace Expressが関与するコールに対する論理パーティショ
ニング機能はサポートされません。

Cisco Unified MeetingPlace

論理パーティション分割チェックは、会議チェーン内の会議全体

の参加者ではサポートされません。

たとえば、ミートミー会議およびアドホックチェーン会議には、

論理パーティション分割が拒否された参加者が参加できます。

会議

CiscoUnified CommunicationsManagerがH.225ゲートキーパー制御
トランク経由で地理位置情報を伝えることはありません。

H.225ゲートキーパー制御の
トランク

Cisco Unified Communications Managerが H.323またはMGCPゲー
トウェイに地理位置情報を伝えることはありません。

SIPゲートウェイへの通信は、SIPトランクのチェックボックスを
介して無効にすることもできます。

H.323およびMGCPゲート
ウェイ

コールが携帯電話で応答された後で論理パーティション分割の否

定処理が行われます。

論理パーティション分割ポリシーのチェックは、携帯電話にコー

ルが発信される前には行われません（基本SNRコールで実行され
るため）。携帯電話がコールに応答した後で、システムが論理パー

ティション分割ポリシーをチェックします。

モビリティ携帯電話ピック

アップ
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説明制約事項

Q.SIGプロトコルを持つクラスタ間トランク（ICT）が、発信側ま
たは受信側デバイスの地理位置情報を伝えることは許可されてい

ません。“地理位置情報の送信”のための ICT設定は、Q.SIGトン
ネルプロトコルが選択されていると無効になります。

Q.SIGクラスタ間トランク

論理パーティション分割ポリシーにより、接続コールがリリース

されても IOS H.323および SIPゲートウェイではリオーダー音
（ファストビジー音）は鳴りません。

リオーダー音

制限された論理パーティション分割シナリオでは、機能によって

共有回線コールを許可されたカテゴリに移動された場合でも、共

有回線はコールの期間中はアクティブコール情報をドロップしま

す。

共有回線のアクティブコー

ル

この地理位置情報を受け取る論理パーティション分割認識クラス

タ内の論理パーティション分割ポリシーチェックは、ポリシーが

拒否された場合にコールをキャンセルする可能性があります。

User Agent Server（ユーザ
エージェントサーバ）
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第 81 章

地理位置情報とロケーション伝達の設定

• 地理位置情報とロケーション伝達の概要, 713 ページ

• 地理位置情報とロケーションの配信タスクフロー, 713 ページ

地理位置情報とロケーション伝達の概要

地理位置情報を使用して、ポリシーの決定（ある電話機から別の電話機へのコールを許可するか

どうかなど）で使用されるデバイスの地理的場所（または都市の住所）を定義します。RequestFor
Comments（RFC）4119規格には、地理位置情報の基本が記載されています。

ロケーション伝達を使用すると、コールが確立されるとそのコールの間、あるクラスタから別の

クラスタに地理位置情報を伝達できます。

地理位置情報とロケーションの配信タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報を指定するには、地理的なロケー

ションを設定します。この情報は、デバイスを論

地理位置情報の設定,（714ページ）を
行うには、次のサブタスクを実行しま

す。

ステッ

プ 1   
理パーティション設定などの規制機能と関連付け

るために使用されます。地理位置情報は、国内の

規制など、ポリシーの判断で使用されます。
•地理位置情報の設定, （715ペー
ジ）

•地理位置情報の割り当て, （715
ページ）

•デフォルトの地理位置情報の設
定, （716ページ）
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目的コマンドまたはアクション

•ロケーション配信の設定, （716
ページ）

地理位置情報フィルタを設定して、地理位置情報

の識別子を作成するために使用するフィールドを

地理位置情報フィルタの設定, （717
ページ）を行うには、次のサブタスク

を実行します。

ステッ

プ 2   
選択します。この機能は、地理位置情報オブジェ

クトのサブセットで、ポリシー決定を行うために•地理位置情報フィルタの設定, （
718ページ）

使用されます。地理位置情報フィルタでは、異な

るデバイスの地理位置情報を比較するときに使用
•地理位置情報フィルタの割り当
て, （718ページ）

する地理位置情報のオブジェクトを定義します。

たとえば、電話機のグループには、それらの電話

機が置かれている部屋やフロアを除いて、同じジ•デフォルトの地理位置情報フィル
タの設定, （719ページ） オロケーションが割り当てられる可能性がありま

す。各電話の実際のジオロケーションは異なりま

すが、フィルタ処理されたジオロケーションは同

じになります。

地理位置情報の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報を指定するには、地理的なロケーショ

ンを設定します。この情報は、デバイスを論理パー

地理位置情報の設定, （715
ページ）

ステップ 1   

ティション設定などの規制機能と関連付けるため

に使用されます。地理位置情報は、国内の規制な

ど、ポリシーの判断で使用されます。

デバイスまたはデバイスプールに地理位置情報を

割り当てます。

地理位置情報の割り当て, （
715ページ）

ステップ 2   

このクラスタ内の全デバイスとデバイスプールに

デフォルトの地理位置情報を指定します。

デフォルトの地理位置情報の

設定, （716ページ）
ステップ 3   

（任意）

クラスタ間でデバイスに関する地理位置情報を通

信するには、ロケーション配信を設定します。

ロケーション配信の設定, （
716ページ）

ステップ 4   
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地理位置情報の設定

地理位置情報を指定するには、地理的なロケーションを設定します。この情報は、デバイスを論

理パーティション設定などの規制機能と関連付けるために使用されます。地理位置情報は、国内

の規制など、ポリシーの判断で使用されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [地理位置情報の設定（GeolocationConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー

ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

地理位置情報の割り当て, （715ページ）

地理位置情報の割り当て

デバイスまたはデバイスプールに地理位置情報を割り当てます。

はじめる前に

地理位置情報の設定, （715ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]

• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索
（Find）]をクリックし、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し
ます。
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•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。デバイスでは、必要に応じてデバイスタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 3 [地理位置情報（Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位置情報を選択します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトの地理位置情報の設定, （716ページ）

デフォルトの地理位置情報の設定

このクラスタ内の全デバイスとデバイスプールにデフォルトの地理位置情報を指定します。

はじめる前に

地理位置情報の割り当て, （715ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位
置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 （任意） 特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要が

ある場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのいずれかに値を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

•（オプション）ロケーション配信の設定, （716ページ）

•地理位置情報フィルタの設定, （717ページ）

ロケーション配信の設定

クラスタ間でデバイスに関する地理位置情報を通信するには、ロケーション配信を設定します。

はじめる前に

•地理位置情報の設定, （715ページ）
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•地理位置情報の割り当て, （715ページ）

•デフォルトの地理位置情報の設定, （716ページ）

手順

ステップ 1 クラスタ間トランク（ICT）またはローカルクラスタのSIPトランクで [地理位置情報の送信（Send
Geolocation Information）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 2 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 3 ICTまたはリモートクラスタのSIPトランクで [地理位置情報の送信（SendGeolocation Information）]

チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

地理位置情報フィルタの設定

地理位置情報フィルタを設定して、地理位置情報の識別子を作成するために使用するフィールド

を選択します。この機能は、地理位置情報オブジェクトのサブセットで、ポリシー決定を行うた

めに使用されます。地理位置情報フィルタでは、異なるデバイスの地理位置情報を比較するとき

に使用する地理位置情報のオブジェクトを定義します。たとえば、電話機のグループには、それ

らの電話機が置かれている部屋やフロアを除いて、同じジオロケーションが割り当てられる可能

性があります。各電話の実際のジオロケーションは異なりますが、フィルタ処理されたジオロケー

ションは同じになります。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報フィルタでは、地理位置情報の識別子

を作成するためにどのフィールドを使用するかを指

地理位置情報フィルタの設定,
（718ページ）

ステップ 1   

定できます。この機能を使用して、地理位置情報オ

ブジェクトのサブセットでポリシーを決定します。

地理位置情報フィルタの割り

当て, （718ページ）
ステップ 2   

クラスタのデフォルトの地理位置情報フィルタを指

定するには、デフォルトの地理位置情報フィルタの

デフォルトの地理位置情報

フィルタの設定, （719ペー
ジ）

ステップ 3   

エンタープライズパラメータを設定します。このパ

ラメータが、地理位置情報フィルタと関連付けられ

ていないすべてのデバイスおよびデバイスプールの

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定を決定し

ます。
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地理位置情報フィルタの設定

地理位置情報フィルタでは、地理位置情報の識別子を作成するためにどのフィールドを使用する

かを指定できます。この機能を使用して、地理位置情報オブジェクトのサブセットでポリシーを

決定します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[システム（System）] > [地理位置情報フィルタ（Geolocation Filter）]
の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [地理位置情報フィルタの設定（Geolocation Filter Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設

定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

地理位置情報フィルタの割り当て, （718ページ）

地理位置情報フィルタの割り当て

はじめる前に

地理位置情報フィルタの設定, （718ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]

• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索
（Find）]をクリックし、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し
ます。
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•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。デバイスでは、必要に応じてデバイスタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 3 [地理位置情報フィルタ（Geolocation Filter）]ドロップダウンリストから、設定した地理位置情報
フィルタを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定, （719ページ）

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定

クラスタのデフォルトの地理位置情報フィルタを指定するには、デフォルトの地理位置情報フィ

ルタのエンタープライズパラメータを設定します。このパラメータが、地理位置情報フィルタと

関連付けられていないすべてのデバイスおよびデバイスプールのデフォルトの地理位置情報フィ

ルタの設定を決定します。

はじめる前に

地理位置情報フィルタの割り当て, （718ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位
置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 （任意） 特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要が

ある場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのいずれかに地理位置情報フィルタのデフォルト値を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。
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第 82 章

ロケーション認識の設定

• ロケーション認識の概要, 721 ページ

• 場所の認識の前提条件, 723 ページ

• Location Awarenessの設定タスクフロー, 723 ページ

ロケーション認識の概要

ロケーション認識によって、管理者は企業ネットワークに接続している電話の接続元となる物理

的な場所を決定できます。ワイヤレスネットワークでは、ワイヤレスアクセスポイントインフ

ラストラクチャを表示し、どのモバイルデバイスが現在それらのアクセスポイントに関連付けら

れているかを確認できます。有線ネットワークでは、イーサネットスイッチインフラストラク

チャを表示し、どのデバイスが現在それらのスイッチに接続しているかを確認できます。これに

よって、コールが発信されたビル、フロア、およびキューブを判別できます。

Cisco Unified Communications Managerの [スイッチとアクセスポイントの検索と一覧表示（Find
and List Switches and Access Points）]ウィンドウでネットワークインフラストラクチャを表示でき
ます。

この機能は、次の情報でCiscoUnifiedCommunicationsManagerデータベースを動的に更新します。

•各インフラストラクチャデバイスの IPアドレス、ホスト名、BSSID情報（適用可能な場合）
を含む、スイッチやワイヤレスアクセスポイントなどのネットワークインフラストラクチャ

デバイス。

•次を含む、各インフラストラクチャデバイスに関連付けられたエンドポイント。

◦ワイヤレスネットワークでは、現在ワイヤレスアクセスポイントに関連付けられてい
るデバイスのリスト。

◦有線ネットワークでは、現在イーサネットスイッチに接続されているデバイスとデバイ
スタイプのリスト。
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Cisco Emergency Responder の統合

ロケーション認識は、緊急通報を発信するユーザの物理的な場所を判別する Cisco Emergency
Responderなどの統合アプリケーションで役立ちます。ロケーション認識を有効にすると、Cisco
Emergency Responderは、モバイルデバイスが新しいワイヤレスアクセスポイントに関連付けら
れた後、またはデスクトップ電話が新しいイーサネットスイッチに接続された後、数分以内にデ

バイスとインフラストラクチャの新しい関連付けを学習します。

Cisco Emergency Responderは、初回起動時に、デバイスとネットワークインフラストラクチャの
現在の関連付けを Cisco Unified Communications Managerデータベースにクエリします。以降 2分
ごとに、Cisco Emergency Responderは既存の関連付けへの更新をチェックします。その結果、モ
バイル発信者がローミング状態で緊急通報を発信した場合でも、Cisco Emergency Responderはす
ぐに発信者の物理的な場所を判別し、適切なビル、フロア、またはキューブに緊急サービスを手

配します。

ワイヤレスネットワークの更新

無線インフラストラクチャで、LocationAwarenessを有効にするには、CiscoUnifiedCommunications
Managerがシスコワイヤレス LANコントローラと同期するように設定します。Cisco Unified
Communications Managerは、最大 50のコントローラと同期できます。同期の過程で、コントロー
ラが管理するアクセスポイントインフラストラクチャの情報により、データベースを更新しま

す。Cisco Unified CM Managerの管理では、各アクセスポイントに関連付けられているモバイル
クライアントのリストを含む、ワイヤレスアクセスポイントのステータスを表示できます。

モバイルクライアントがアクセスポイント間でローミングすると、エンドポイントからの SIPお
よび SCCPシグナリングが、新しいデバイスとアクセスポイントとの関連付けを、Cisco Unified
CommunicationsManagerに伝え、Cisco Unified CommunicationsManagerはデータベースを更新しま
す。また、Cisco Emergency Responderは、Cisco Unified CommunicationsManagerのデータベースに
数分ごとに問い合わせて、関連付けが変更された新しいエンドポイントの情報として、その新し

い関連付けを取得します。その結果、モバイルクライアントが緊急通報の電話をかけると、Cisco
Emergency Responderに、電話をかけたユーザがいる物理的な場所の正確な情報が残ります。

ワイヤレスアクセスポイントコントローラの定期的な同期スケジュールがあれば、Cisco Unified
Communications Managerは、同期の終わったデータベースから取得したアクセスポイントを動的
に追加および更新します。

一括管理を使用したアクセスポイントの挿入

サードパーティのワイヤレスアクセスポイントコントローラを使用している場合、または Cisco
PrimeInfrastructureからアクセスポイントをエクスポートする場合は、一括管理ツールにより、ワ
イヤレスアクセスポイントインフラストラクチャをCSVファイルからCiscoUnifiedCommunications
Managerデータベースに一括挿入できます。一括挿入の後に発生するモバイルデバイスの場所の
更新により、アクセスポイントの現在の関連付けでデータベースが更新されます。

ただし、一括管理では、新しいアクセスポイントがワイヤレスネットワークに追加される際に、

アクセスポイントインフラストラクチャを動的に更新することはできません。一括挿入の後に追

加されたアクセスポイントを通じて携帯電話から発信があると、データベースにそのアクセスポ

イントのレコードがないため、Cisco Unified Communications Managerは、新しいアクセスポイン
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トのBSSIDを一致させることができず、その携帯電話のインフラストラクチャをUNIDENTIFIED
APとしてマークします。

一括管理ツールの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガ
イド』の「Manage Infrastructure Devices」の章を参照してください。

有線ネットワークの更新

有線インフラストラクチャについて場所の認識を有効にするために何も設定する必要はありませ

ん。機能は自動的に有効になります。

有線電話を登録する際、電話機とCiscoUnifiedCommunicationsManagerの間のシグナリングによっ
て、スイッチインフラストラクチャでデータベースが動的に更新されます。Cisco Unified CM
Administrationでの会社のスイッチインフラストラクチャに関する詳細を、特定のスイッチに接続
されている電話機のリストも含め表示できます。

モバイルデバイスと異なり、有線デバイスは、通常、1つのスイッチから別のスイッチにローミ
ングしません。会社内で従業員が席を替わったときなどに起こり得る、電話機が移動しない場合

は、電話機が新しい場所から再登録されると、新しいスイッチ情報でデータベースが更新されま

す。Cisco Unified Communications Managerで、新しいスイッチは移動された電話を接続されたエ
ンドポイントとして表示されます。

スイッチが廃止され、ネットワークインフラストラクチャから削除される場合、そのスイッチ

は、Cisco Unified Communications Manager内で見えたままです。インフラストラクチャのビュー
から古いスイッチを削除するには、[アクセスポイントとスイッチの設定（Access Point and Switch
Configuration）]ウィンドウで非アクティブ化する必要があります。

場所の認識の前提条件

この機能を使用すると、Cisco Unified Communications Managerを複数のシスコワイヤレス LANコ
ントローラと同期できます。また、シスコワイヤレス LANコントローラのハードウェアとアク
セスポイントのインフラストラクチャをセットアップする必要があります。詳細については、コ

ントローラのドキュメンテーションを参照してください。

Location Awareness の設定タスクフロー
Cisco Unified Communications Managerで Location Awarenessをセットアップするには、次のタスク
を実行します。

はじめる前に

•場所の認識の前提条件, （723ページ）を確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceabilityで、Location Awareness機能
をサポートするサービスを開始します。

無線インフラストラクチャ同

期のサービスの開始, （724
ページ）

ステップ 1   

データベースとワイヤレスアクセスポイントコント

ローラを同期します。同期すると、無線インフラスト

ラクチャがデータベースにインポートされます。

ワイヤレスアクセスポイン

トコントローラの設定, （
725ページ）

ステップ 2   

自動更新の同期スケジュールをセットアップ

します。

ヒント

これはオプションです。Cisco Prime Infrastructureの無
線インフラストラクチャを追加するか、またはサード

インフラストラクチャデバイ

スの挿入, （726ページ）
ステップ 3   

パーティのワイヤレスLANコントローラを使用してい
る場合は、一括管理を使用して、CSVファイルでデー
タベースを更新します。

このメソッドを使用して、自動更新をセット

アップすることはできません。

（注）

これはオプションです。同期内容に追跡を望まないア

クセスポイントが含まれている場合（たとえば、同期

インフラストラクチャデバイ

ストラッキングの非アクティ

ブ化, （727ページ）

ステップ 4   

することでラボのアクセスポイントが制御される場合）

は、アクセスポイントを非アクティブにできるため、

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications
Manager Administration）]でアクセスポイントの更新
が追跡されることはありません。

無線インフラストラクチャ同期のサービスの開始

場所認識機能に対応するシスコワイヤレス LANコントローラとの同期をサポートするサービス
を開始するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインし、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service
Activation）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 次のサービスがオンになっていることを確認します。

• Cisco CallManager
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• Cisco AXL Web Service

• Cisco Wireless Controller Synchronizationサービス

ステップ 4 これはオプションです。一括管理を使用して CSVファイルからネットワークインフラストラク
チャをインポートする場合、[一括プロビジョニングサービス（Bulk Provisioning Service）]がオ
ンになっていることを確認します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ワイヤレスアクセスポイントコントローラの設定, （725ページ）

ワイヤレスアクセスポイントコントローラの設定

シスコのワイヤレスアクセスポイントコントローラとデータベースを同期するには、次の手順

を使用します。同期中、Cisco Unified Communications Managerは、コントローラが管理するワイ
ヤレスアクセスポイントのインフラストラクチャを使用して、データベースを更新します。最大

50のワイヤレスアクセスポイントコントローラを追加できます。

はじめる前に

無線インフラストラクチャ同期のサービスの開始, （724ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]で、[詳細機能（Advanced Features）]
> [デバイスロケーション追跡サービス（Device Location Tracking Services）] > [ワイヤレスアクセ
スポイントコントローラ（Wireless Access Point Controllers）]を選択します。

ステップ 2 設定するコントローラを選択します。

•既存のコントローラを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、コントローラを選択し
ます。

•新しいコントローラを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、コントローラの IPアドレスまたはホスト名を入力します。
ステップ 4 コントローラの [説明（Description）]を入力します。
ステップ 5 コントローラに SNMPメッセージを送信するために使用する SNMP設定を行います。

a) [SNMPバージョン（SNMP Version）]ドロップダウンリストボックスから、コントローラで
使用する SNMPバージョンプロトコルを選択します。

b) その他のSNMP認証フィールドを入力します。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラ
インヘルプを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
725

Location Awareness の設定タスクフロー



c) [SNMP設定のテスト（Test SNMP Settings）] ボタンをクリックし、入力した SNMP設定が有
効であることを確認します。

ステップ 6 スケジュール同期を設定して、データベースを定期的に更新する場合：

a) [インフラストラクチャデバイスを検出するためにスケジュール同期を有効にする（Enable
scheduled synchronization to discover Infrastructure Devices）] チェックボックスをオンにします。

b) [再同期の実行間隔（Perform a Re-sync Every）]フィールドで、同期スケジュールを作成しま
す。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 これはオプションです。データベースを今すぐ更新するには、[同期（Synchronize）]をクリック

します。

次の作業

これはオプションです。同期内容に、追跡を行わないアクセスポイント（たとえば、研究室用の

機器または使用していないアクセスポイント）が含まれる場合は、アクセスポイントを追跡の対

象から外すことができます。

•インフラストラクチャデバイストラッキングの非アクティブ化, （727ページ）

インフラストラクチャデバイスの挿入

CSVファイルからCisco Unified CommunicationsManagerデータベースへのワイヤレスアクセスポ
イントインフラストラクチャの一括インポートを行うには、次の手順を実行します。この手順を

使用して、Cisco Prime Infrastructureからエクスポートされた CSVファイルをインポートすること
や、サードパーティのワイヤレスアクセスポイントコントローラからアクセスポイントをイン

ポートすることも可能です。

はじめる前に

データファイルは、次のように区別された列を含む、カンマ区切り値（CSV）形式にしてしてお
く必要があります。

•アクセスポイントまたはスイッチの名前

• IPv4アドレス（IPv4 Address）

• IPv6アドレス（IPv6 Address）

• BSSID：ワイヤレスアクセスプロトコル（WAP）のインフラストラクチャデバイスに必須

•説明：場所の識別子、スイッチタイプと場所の組み合わせ、または別の有効な識別子

IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を定義することも、そのいずれかを定義することもでき
ます。

（注）
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BSSID値には、アクセスポイントの個別のチャネルの BSSIDとは異なり、アクセスポイント
を一意に識別する、0で終わる BSSIDマスクを入力します。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（BulkAdministration）] > [インフラストラクチャデバイス（InfrastructureDevice）] > [イ
ンフラストラクチャデバイスの挿入（Insert Infrastructure Device）].を選択します。
[インフラストラクチャデバイスの挿入の設定（Insert Infrastructure Device Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成した CSVデータファ
イルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。
デフォルトの説明は、[インフラストラクチャデバイスの挿入（Insert Infrastructure Device）]で
す。

ステップ 4 ジョブを実行するタイミングを選択します。

•ジョブをただちに実行する場合は、[ただちに実行（Run Immediately）]オプションボタンを
選択します。

•ジョブを改めてスケジュールする場合は、[後で実行（Run Later）]オプションボタンを選択
します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ジョブをただちに実行することを選択した場合は、ジョブが実行されます。

ステップ 6 ジョブを後で実行することを選択した場合は、ジョブを実行するスケジュールを設定します。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を選択します。
b) [検索（Find）]をクリックし、作成したジョブを選択します。
c) [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウで、ジョブを実行するスケジュールを設定
します。

d) [保存（Save）]をクリックします。
スケジュールされた時間にジョブが実行されます。

インフラストラクチャデバイストラッキングの非アクティブ化

同期の対象に、トラッキングを避けたいスイッチまたはアクセスポイント（たとえば、ラボの機

器や使用されていないアクセスポイントなど）が含まれている場合、そのアクセスポイントまた

はスイッチへのトラッキングを非アクティブ化できます。Cisco Unified Communications Manager
は、そのアクセスポイントまたはスイッチのステータスを更新しなくなります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[詳細機能（Advanced Features）] > [デバイスの位置のトラッキング
サービス（Device LocationTracking Services）] > [スイッチとアクセスポイント（Switches andAccess
Points）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、追跡を停止するスイッチまたはアクセスポイント選択します。
ステップ 3 [選択項目の非アクティブ化（Deactivate Selected）]をクリックします。

関連資料

システム設定が完了し、システムが稼働したら、次の章のタスクを使用して、インフラストラク

チャを継続的に管理できます。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスのアドミニストレーション
ガイドの「インフラストラクチャの管理」を参照。
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第 83 章

自動代替ルーティングの設定

• 自動代替ルーティングの概要, 729 ページ

• AAR設定タスクフロー, 729 ページ

自動代替ルーティングの概要

ロケーション帯域幅の不足により、コールがブロックされている場合、PSTNまたは他のネット
ワーク経由でコールを自動的に再ルーティングするための自動代替ルーティング（AAR）を設定
します。自動代替ルーティングにより、発信者は通話を終了して着信側にリダイヤルする必要が

なくなります。

AAR 設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタで自動代替ルーティングを有効にします。クラスタ全体の AARを有効に
する, （730ページ）

ステップ 1   

自動代替ルーティング（AAR）を設定し、その場
所の帯域幅が不十分だったことが原因で Cisco

自動代替ルーティングの設定,
（730ページ）

ステップ 2   

Unified CMがコールをブロックした場合に、代替
番号を使用することによって、PSTNまたはその他
のネットワークを通じてコールを再ルーティング

します。
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クラスタ全体の AAR を有効にする

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバー（Server）]ドロップダウンボックスのノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco Call Manager]を選択します。
ステップ 4 クラスタ全体のパラメータ（システム CCM自動代替ルーティング）領域で、[自動代替ルーティ

ングの有効化（Automated Alternate Routing Enable）]パラメータを [True]に設定します。

次の作業

自動代替ルーティングの設定, （730ページ）

自動代替ルーティングの設定

場所の帯域幅不足のため Cisco Unified Communications Managerがコールをブロックした場合に、
代替番号を使用して、PSTNまたはその他のネットワークを通じてコールを再ルーティングする自
動代替ルーティング（AAR）を設定します。

はじめる前に

クラスタ全体の AARを有効にする, （730ページ）

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [AARグループ（AAR Group）].を選択します。
ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい AARグループを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

•既存の AARグループの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果の一覧から AARグループを選択します。

[AARグループの設定（AAR Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、新しい AARグループに割り当てる名前を入力します。
この名前には、最長 20文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よび下線文字（_）を任意に組み合わせることが可能です。
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ウィンドウが更新され、その他のフィールドが表示されます。

ステップ 4 [AARグループの設定（AAR Group Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

これはオプションです。AARをハントパイロットと連動させる方法については、次のセクション
を参照してください。ハントパイロットの設定タスクフロー, （166ページ）
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第 84 章

マルチレベルの優先とプリエンプション

• Multilevel Precedence and Preemptionの概要, 733 ページ

• Multilevel Precedence and Preemptionの前提条件, 733 ページ

• Multilevel Precedence and Preemption Precendenceのタスクフロー, 733 ページ

• Multilevel Precedence and Preemptionの連携動作と制限事項, 755 ページ

Multilevel Precedence and Preemption の概要
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、コールに優先順位を付ける
ことができます。適切に検証されたユーザは、優先順位が低いコールと優先順位が高いコールを

プリエンプション処理できます。認証されたユーザは、対象のステーション向けに、または完全

にサブクライブされた TDMトランクを介してコールをプリエンプション処理できます。この機
能により、国家の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている

場合に、優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

Multilevel Precedence and Preemption の前提条件
サポートされる SCCPまたは SIPフォン。Cisco IPフォンのサポート情報については、関連する電
話管理ガイドおよびユーザガイドを参照してください。

Multilevel Precedence and Preemption Precendence のタスクフロー

はじめる前に

• Multilevel Precedence and Preemptionの前提条件, （733ページ）を確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

MLPPサブスクライバに関連付けられるリソース
のデバイスを指定するには、MLPPドメインを設
定します。

ドメインおよびドメインリスト

の設定, （736ページ）を行うに
は、次のサブタスクを実行しま

す。

ステップ 1   

• Multilevel Precedence and
Preemptionドメインの設定,
（737ページ）

•リソースプライオリティ
ネームスペースネットワー

クドメインの設定, （737
ページ）

•リソースプライオリティ
ネームスペースネットワー

クドメインリストの設定,
（738ページ）

一般的なデバイス設定には、複数のユーザとその

デバイスに適用できるMLPP関連の情報が含まれ
共通デバイス設定でのMultilevel
Precedence and Preemption設定, （
739ページ）

ステップ 2   

ています。各デバイスは一般的なデバイス設定に

関連付けられていることを確認します。これらの

設定は、エンタープライズパラメータの設定を上

書きします。

MLPPの通知とプリエンプションを有効にするに
は、エンタープライズパラメータを設定します。

Multilevel Precedence and
Preemptionのエンタープライズパ
ラメータの設定, （740ページ）

ステップ 3   

個々のデバイスや一般的なデバイス設定のデバイ

スがデフォルトのMLPP設定になっていると、
MLLP関連のエンタープライズパラメータは、こ
れらのデバイス、および一般的なデバイス設定に

適用されます。

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論
理グループと、到達可能性の特徴が類似したルー

Multilevel Precedence and
Preemptionのパーティションの設
定, （742ページ）

ステップ 4   

トパターンを作成します。パーティションに通常、

配置されるデバイスは、DNsとルートパターンを
含みます。これらのエンティティは、ユーザがダ

イヤルする DNsに関連付けられます。わかりやす
くするために、パーティション名は通常、その特

性を反映しています。
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目的コマンドまたはアクション

コーリングサーチスペースは、パーティションの

番号付きリストです。コーリングサーチスペース

Multilevel Precedence and
Preemptionのコーリングサーチ
スペースの設定, （744ページ）

ステップ 5   

は、IPフォン、ソフトフォン、ゲートウェイなど
のコーリングデバイスがコールを完了しようとし

たときに検索できるパーティションを決めます。

内部および外部コールの両方をルーティングまた

はブロックするためにルートパターンを設定しま

す。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）のルートパ
ターンの設定, （745ページ）

ステップ 6   

コールされてからコールをルーティングされる方

法を指定するには、トランスレーションパターン

Multilevel Precedence and
Preemptionのトランスレーション
パターンの設定, （747ページ）

ステップ 7   

を設定します。トランスレーションパターンを設

定すると、システムで必要に応じて発信と発信さ

れた数字を処理できます。パターン一致が発生し

ていることを確認すると、システムは後続の一致

を実行するためにトランスレーションパターン用

に設定されたコーリングサーチスペースを使用し

ます。

非 IP通信デバイスと通信するように Cisco Unified
Communications Managerを設定します。

ゲートウェイのMultilevel
Precedence and Preemptionの設定,
（748ページ）

ステップ 8   

電話機のMultilevel Precedence and
Preemptionの設定, （749ページ）

ステップ 9   

デバイスを設定した後、更新された [デバイス設定
（DeviceConfiguration）]ウィンドウから回線（ディ
レクトリ番号）を追加できます。

Multilevel Precedence and
Preemptionコールの電話番号の設
定, （752ページ）

ステッ

プ 10   

ユーザプロファイルが電話機に割り当てられると、

その電話は、ユーザに関連付けられている CSSを
Multilevel Precedence and
Preemptionのユーザデバイスプ
ロファイルの設定,（752ページ）

ステッ

プ 11   
含む割り当てられたユーザの設定を継承します。

しかし、電話のCSSは、ユーザプロファイルを上
書きします。パターン一致が発生すると、Cisco
Unified Communications Managerは、そのコールへ
のダイヤルパターンに関連付けられる優先度レベ

ルを割り当てます。システムは、割り当てられた

優先度レベルで優先度の高いコールとしてコール

要求を設定します。

ユーザがユーザデバイスプロファイルがない電話

機モデルにログインするたびに、デフォルトデバ

Multilevel Precedence and
Preemptionのデフォルトのデバイ
スプロファイルの設定,（754ペー
ジ）

ステッ

プ 12   
イスプロファイルを使用します。デフォルトのデ
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目的コマンドまたはアクション

バイスプロファイルは、特定のデバイスに関連付

けられている機能とサービスで構成されています。

ドメインおよびドメインリストの設定

MLPPサブスクライバに関連付けられるリソースのデバイスを指定するには、MLPPドメインを
設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスおよびリソースをMLPPサブスクライバと関連付
けます。特定のドメインに属しているMLPPサブスクライ

Multilevel Precedence and
Preemptionドメインの設定,
（737ページ）

ステッ

プ 1   
バが、同じドメインに属している別のMLPPサブスクライ
バに優先度の高いコールを発信する場合、MLPPサービス
では、着信側MLPPサブスクライバが対応中の既存のコー
ルを優先度の高いコールにプリエンプション処理できま

す。MLPPサービスは、異なるドメイン間では利用できま
せん。

発信側ユーザのMLPPドメインサブスクリプションによ
り、コールとその接続のドメインが決定されます。1つの
ドメインの優先度の高いコールのみ、同じドメインのコー

ルが使用している接続をプリエンプション処理できます。

SIPトランクを使用するVoice over Secured IP（VoSIP）ネッ
トワークの名前空間ドメインを設定します。システムでは

リソースプライオリティ

ネームスペースネットワー

ステッ

プ 2   
SIPシグナルリソースを優先することで、緊急時や電話回クドメインの設定, （737

ページ） 線、IP帯域幅、およびゲートウェイの輻輳時にこれらのリ
ソースを最も効率的に使用できるようにしています。エン

ドポイントは、優先順位およびプリエンプション情報を受

信します。

許容できるネットワークドメインの一覧を設定します。

着信コールが一覧と照合され、許容できるネットワーク

ドメインが一覧にある場合は処理されます。

リソースプライオリティ

ネームスペースネットワー

クドメインリストの設定,
（738ページ）

ステッ

プ 3   
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Multilevel Precedence and Preemption ドメインの設定

デバイスおよびリソースをMLPPサブスクライバと関連付けます。特定のドメインに属している
MLPPサブスクライバが、同じドメインに属している別のMLPPサブスクライバに優先度の高い
コールを発信する場合、MLPPサービスでは、着信側MLPPサブスクライバが対応中の既存のコー
ルを優先度の高いコールにプリエンプション処理できます。MLPPサービスは、異なるドメイン
間では利用できません。

発信側ユーザのMLPPドメインサブスクリプションにより、コールとその接続のドメインが決定
されます。1つのドメインの優先度の高いコールのみ、同じドメインのコールが使用している接
続をプリエンプション処理できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [MLPP] > [ドメイン（Domain）] > [MLPP
ドメイン（MLPP Domain）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ドメイン名（Domain Name）]フィールドに、新しいMLPPドメインに割り当てる名前を入力し

ます。

最長 50文字の英数字を入力でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダース
コア（_）を任意に組み合わせて使用することが可能です。

ステップ 4 [ドメイン ID（Domain ID）]フィールドに、MLPPドメイン IDとして一意の 6文字の 16進数を入
力します。

ドメイン IDは 000001と FFFFFFの範囲で指定する必要があります。（000000は、デフォルトの
MLPPドメイン IDに予約されています）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインの設定, （737ページ）

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインの設定

SIPトランクを使用するVoice over Secured IP（VoSIP）ネットワークの名前空間ドメインを設定し
ます。システムでは SIPシグナルリソースを優先することで、緊急時や電話回線、IP帯域幅、お
よびゲートウェイの輻輳時にこれらのリソースを最も効率的に使用できるようにしています。エ

ンドポイントは、優先順位およびプリエンプション情報を受信します。

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemptionドメインの設定, （737ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [MLPP（MLPP）] > [ネームスペース
（Namespace）] > [リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン（Resource
Priority Namespace Network Domain）]を選択します。

ステップ 2 [情報（Information）]セクションで [リソースプライオリティネームスペースネットワークドメ
イン（Resource PriorityNamespaceNetworkDomain）]の名前を入力します。ドメイン名の最大文字
数は 100です。

ステップ 3 ドメイン名についての説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 4 ドメイン名をデフォルトにする場合は、[このリソースプライオリティネームスペースネットワー
クドメインをデフォルトにする（Make this theDefault Resource PriorityNamespaceNetworkDomain）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリストの設定, （738ページ）

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリストの設定

許容できるネットワークドメインの一覧を設定します。着信コールが一覧と照合され、許容でき

るネットワークドメインが一覧にある場合は処理されます。

はじめる前に

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインの設定, （737ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [MLPP] > [ネームスペース（Namespace）]
> [リソースプライオリティネームスペースリスト（Resource Priority Namespace List）]を選択し
ます。

ステップ 2 リソースプライオリティネームスペースリストの名前を入力します。最大文字数は 50です。
ステップ 3 リストの説明を入力します。説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符

（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は
使用できません。

ステップ 4 上矢印と下矢印で、リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインを [選択され
たリソースプライオリティネームスペース（Selected Resource Priority Namespaces）]フィールド
に移動します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

共通デバイス設定でのMultilevel Precedence and Preemption設定, （739ページ）

共通デバイス設定での Multilevel Precedence and Preemption 設定
一般的なデバイス設定には、複数のユーザとそのデバイスに適用できるMLPP関連の情報が含ま
れています。各デバイスは一般的なデバイス設定に関連付けられていることを確認します。これ

らの設定は、エンタープライズパラメータの設定を上書きします。

はじめる前に

ドメインおよびドメインリストの設定, （736ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の共通デバイス設定を変更するには、検索条件を入力して [Find（検索）]をクリック
し、結果のリストから共通デバイス設定を選択します。

•新しい共通デバイス設定を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionのエンタープライズパラメータの設定, （740ページ）

Multilevel Precedence and Preemption のエンタープライズパラメータの設定
MLPPの通知とプリエンプションを有効にするには、エンタープライズパラメータを設定します。
個々のデバイスや一般的なデバイス設定のデバイスがデフォルトのMLPP設定になっていると、
MLLP関連のエンタープライズパラメータは、これらのデバイス、および一般的なデバイス設定
に適用されます。

はじめる前に

共通デバイス設定でのMultilevel Precedence and Preemption設定, （739ページ）

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]と選択します。
ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウでMLPPエ

ンタープライズパラメータを設定します。パラメータとその設定オプションの詳細については、

「関連項目」セクションを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionのパーティションの設定, （742ページ）

関連トピック

Multilevel Precedence and Preemptionのエンタープライズパラメータ, （741ページ）
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Multilevel Precedence and Preemption のエンタープライズパラメータ

表 87：Multilevel Precedence and Preemption のエンタープライズパラメータ

説明パラメータ

ドメインを定義するには、このパラメータを設定します。MLPPサー
ビスはドメインに適用されるため、Cisco Unified Communications
Managerは、優先度レベルを備えた特定のドメインでのMLPPユーザ
からのコールに属する接続およびリソースのみをマーキングします。

Cisco Unified Communications Managerは、同じドメインのMLPPユー
ザからの低優先コールのみをプリエンプション処理できます。

デフォルトは 000000です。

MLPP Domain Identifier

このパラメータは、MLPP優先コールを通知するために、デバイスが
MLPPトーンおよび特別なディスプレイを使用するかどうかを指定し
ます。企業全体でMLPP通知を有効にするには、このパラメータで
MLPP通知をオンに設定します。

デフォルトは [MLPP通知がオフ（MLPP Indication turned off）]です。

MLPP表示ステータス
（MLPP Indication
Status）

このパラメータは、優先度の高いコールに対応するため、デバイスが

（プリエンプショントーンなどの）プリエンプションやプリエンプ

ションシグナリングを適用する必要があるかどうかを決定します。企

業全体でMLPPプリエンプションを有効にするには、このパラメータ
を [強制プリエンプション（Forceful Preemption）]に設定します。

デフォルトは、[プリエンプションを許可しない（No preemption
allowed）]です。

MLPP Preemption Setting

優先コールでは、着信側が別の相手への転送を登録している場合、こ

のタイマーは、着信側がプリエンプションを承認しないまたは優先

コールに応答しなかった場合に、CiscoUnifiedCommunicationsManager
がコールを別の相手に転送するまでの秒数を示します。

デフォルトは 30秒です。

Precedence Alternate Party
Timeout
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説明パラメータ

このパラメータは、優先コールをボイスメッセージングシステムに転

送するかどうかを決定します。

このパラメータが Falseに設定される場合は、優先順位が高いコール
がボイスメッセージングシステムに転送されません。このパラメータ

がTrueに設定される場合は、優先順位が高いコールがボイスメッセー
ジングシステムに転送されます。

MLPPでは、このパラメータの推奨設定は Falseです。これは、ボイ
スメッセージングシステムではなくユーザが優先コールに常に応答

できるようにするためです。

デフォルトは Falseです。

Use StandardVMHandling
for Precedence Calls

Multilevel Precedence and Preemption のパーティションの設定
パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴が類似した
ルートパターンを作成します。パーティションに通常、配置されるデバイスは、DNsとルートパ
ターンを含みます。これらのエンティティは、ユーザがダイヤルするDNsに関連付けられます。
わかりやすくするために、パーティション名は通常、その特性を反映しています。

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemptionのエンタープライズパラメータの設定, （740ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
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説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionのコーリングサーチスペースの設定, （744ページ）

関連トピック

パーティション名のガイドライン, （743ページ）

パーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。つ
まり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の
表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できる

パーティションの最大数を決定します。

表 88：パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字
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パーティションの最大数パーティション名の長さ

...。..

9210文字

6415文字

Multilevel Precedence and Preemption のコーリングサーチスペースの設定
コーリングサーチスペースは、パーティションの番号付きリストです。コーリングサーチスペー

スは、IPフォン、ソフトフォン、ゲートウェイなどのコーリングデバイスがコールを完了しよう
としたときに検索できるパーティションを決めます。

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemptionのパーティションの設定, （742ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
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•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）のルートパターンの設定, （745ページ）

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）のルートパターンの設定
内部および外部コールの両方をルーティングまたはブロックするためにルートパターンを設定し

ます。

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemptionのコーリングサーチスペースの設定, （744ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のルートパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果の一覧から既存のルートパターンを選択します。

•新しいルートパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionのトランスレーションパターンの設定, （747ページ）

関連トピック

Multilevel Precedence and Preemptionのルートパターン設定フィールド, （746ページ）
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Multilevel Precedence and Preemption のルートパターン設定フィールド

表 89：Multilevel Precedence and Preemption のルートパターン設定フィールド

説明フィールド

スペースを除き、数字とワイルドカードを含むルートパターンを入力しま

す。たとえば、NANPの場合、一般的なローカルアクセスには 9.@、一般
的なプライベートネットワークの番号計画には8XXXを入力します。有効
な文字には、大文字のA、B、C、Dと、国際的なエスケープ文字 +を表す
\+などがあります。

ルートパターン

ドロップダウンリストから、このルートパターンに関するMLPP優先設
定を選択します。

• [エグゼクティブオーバーライド（Executive Override）]：MLPPコー
ルに関する最高優先設定。

• [フラッシュオーバーライド（Flash Override）]：MLPPコールに関す
る 2番目に高い優先設定。

• [フラッシュ（Flash）]：MLPPコールに関する3番目に高い優先設定。

• [即時（Immediate）]：MLPPコールに関する 4番目に高い優先設定。

• [優先順位（Priority）]：MLPPコールに関する5番目に高い優先設定。

• [ルーチン（Routine）]：MLPPコールに関する最低優先設定。

• [デフォルト（Default）]：入力優先レベルをオーバーライドせずに、
そのまま通過させます。

[MLPP優先度
（MLPP
Precedence）]

宛先コード制御（DCC）機能を有効にするには、このチェックボックスを
オンにします。DCCを有効にすることにより、接続先に対して行われたフ
ラッシュコールおよび高優先コール以外のすべてのコールはフィルタ処理

され、接続先に設定されているブロックコール率のクォータに基づいて許

可または拒否されます。フラッシュコールおよび高優先コールは必ず許可

されます。DCCはデフォルトでディセーブルになっています。

[ブロックコール率の適用（ApplyCallBlockingPercentage）]フィールドは、
MLPPレベルが即時、優先順位、ルーチンまたはデフォルトである場合の
み有効になります。

[ブロックコール率
の適用（Apply Call
Blocking
Percentage）]
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説明フィールド

この宛先に関してブロックされるコールの割合を数値で入力します。この

値は、この接続先に対して実行され、ルートパターンによってブロックさ

れる低優先コールの割合を示します。この割合は低優先コールのみを制限

し、この接続先にに行われたフラッシュコルと高優先コールは常に許可さ

れます。

[ブロックコール率（%）（BlockedCall Percentage (%)）]フィールドは、[ブ
ロックコール率の適用（ApplyCall Blocking Percentage）]チェックボックス
がオンになっている場合にのみ有効になります。

ブロックコール率

（%）

ドロップダウンリストボックスからリソースプライオリティネームスペー

スネットワークドメインを選択します。[リソースプライオリティネーム
スペースネットワークドメイン（Resource Priority Namespace Network
Domains）]を設定するには、[システム（System）] > [MLPP] >[名前空間
（Namespace）] > [リソースのプライオリティの名前空間のネットワーク
ドメイン（Resource Priority Namespace Network Domain）]を選択します。

[リソースプライオ
リティネームスペー

スネットワークドメ

イン（Resource
Priority Namespace
Network Domain）]

Multilevel Precedence and Preemption のトランスレーションパターンの設定
コールされてからコールをルーティングされる方法を指定するには、トランスレーションパター

ンを設定します。トランスレーションパターンを設定すると、システムで必要に応じて発信と発

信された数字を処理できます。パターン一致が発生していることを確認すると、システムは後続

の一致を実行するためにトランスレーションパターン用に設定されたコーリングサーチスペー

スを使用します。

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）のルートパターンの設定, （745ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のトランスレーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]
をクリックし、結果リストから既存のトランスレーションパターンを選択します。

•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [MLPP優先設定（MLPPPrecedence）]ドロップダウンリストから、トランスレーションパターン
に次のいずれかの設定を選択します。
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• [エグゼクティブオーバーライド（Executive Override）]：MLPPコールに関する最高優先設
定。

• [フラッシュオーバーライド（Flash Override）]：MLPPコールに関する 2番目に高い優先設
定。

• [フラッシュ（Flash）]：MLPPコールに関する 3番目に高い優先設定。

• [イミディエート（Immediate）]：MLPPコールに関する 4番目に高い優先設定。

• [プライオリティ（Priority）]：MLPPコールに関する 5番目に高い優先設定。

• [ルーチン（Routine）]：MLPPコールに関する最低優先設定。

• [デフォルト（Default）]：入力優先レベルをオーバーライドせずに、そのまま通過させます。

ステップ 4 [リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン（Resource Priority Namespace
Network Domain）]ドロップダウンリストから、設定したリソースプライオリティネームスペー
スネットワークドメインを選択します。

ステップ 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、設定したコー
リングサーチスペースを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ゲートウェイのMultilevel Precedence and Preemptionの設定, （748ページ）

ゲートウェイの Multilevel Precedence and Preemption の設定
非 IP通信デバイスと通信するように Cisco Unified Communications Managerを設定します。

はじめる前に

•次のいずれかのゲートウェイを設定します。

◦ Cisco Catalyst 6000 24 port FXS Gateway

◦ Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

◦ Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

◦ Cisco DE-30+ Gateway

◦ Cisco DT-24+ Gateway

◦ H.323ゲートウェイ

ゲートウェイ設定の詳細については、ゲートウェイの設定タスクフロー, （67ページ）を参
照してください。

• Multilevel Precedence and Preemptionのトランスレーションパターンの設定, （747ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選択します。
ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のゲートウェイの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリック
し、結果のリストからゲートウェイを選択します。

•新しいゲートウェイを追加するには、次の手順を実行します。

1 [新規追加（Add New）]をクリックします。

2 [ゲートウェイタイプ（GatewayType）]ドロップダウンリストから、サポートゲートウェ
イモデルのいずれかを選択します。

3 [Next]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウでMLPPのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話機のMultilevel Precedence and Preemptionの設定, （749ページ）

関連トピック

ゲートウェイのMultilevel Precedence and Preemption設定

電話機のMultilevel Precedence and Preemption の設定

デバイスに対して、[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ（Off）]または [デフォルト
（Default）]（デフォルトがオフの場合）に設定したとき、[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]を [強制（Forceful）]に設定しないでください。

注意

はじめる前に

• IPフォンを設定します。詳細については、エンドポイントデバイス設定, （321ページ）を
参照してください。

•ゲートウェイのMultilevel Precedence and Preemptionの設定, （748ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 検索条件を入力します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックして、結果リストから電話を選択します。
ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでMLPPのフィールドを設定します。フィールド

とその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionコールの電話番号の設定, （752ページ）

電話の Multilevel Precedence and Preemption 設定

表 90：電話の Multilevel Precedence and Preemption 設定

説明電話の MLPP 設定
フィールド

設定した共通デバイス設定を選択します。共通デバイス設定には、

特定のユーザに関連付けられた属性（サービスまたは機能）が含

まれています。

共通デバイス設定（Common
Device Configuration）

ドロップダウンリストから、設定したコーリングサーチスペー

ス（CSS）を選択します。コーリングサーチスペースは、検索対
象のパーティションのコレクションで構成され、ダイヤル番号の

ルーティング方法を決めるために使用されます。デバイス用のコー

リングサーチスペースと電話番号用のコーリングサーチスペー

スは併用することができます。電話番号の CSSは、デバイスの
CSSに優先します。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

MLPPドメインのドロップダウンリストから、このデバイスに関
連付けられるMLPPドメインを選択します。[なし（None）]値の
ままにした場合、このデバイスは共通デバイス設定で設定された

値から、そのMLPPドメインを継承します。共通デバイス設定に
[MLPPドメイン（MLPPDomain）]の設定がない場合は、このデバ
イスのMLPPドメインはMLPPDomain Identifierエンタープライズ
パラメータの設定値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]
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説明電話の MLPP 設定
フィールド

該当する場合、この設定は、優先トーンを再生可能なデバイスが

MLPP優先コールを発信するときにこの機能を使用するかどうか
を指定します。

ドロップダウンリストで、次のオプションの中からこのデバイス

に割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは共通デバイス設定
からそのMLPP通知設定を継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスはMLPP優先コールの通知に対
処して処理を行うことはありません。

• [オン（On）]：このデバイスはMLPP優先コールの通知に対
処して処理を行います。

次の設定の組み合わせを使ってデバイスを設定しないで

ください。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ
（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォルトが
オフの場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]を [強制（Forceful）]に設定。

MLPP通知をオンにすると（エンタープライズパラメー
タまたはデバイスレベルで）、MLPP通知がデバイスで
オフになっている（オーバーライドされている）場合を

除き、デバイスの回線の通常の呼び出し音設定の動作が

無効になります。

（注）

[MLPP通知（MLPP
Indication）]

この設定は、すべてのデバイスで使用できる訳ではないことに留

意してください。使用できる場合、この設定は、進行中のコール

をプリエンプション処理可能なデバイスがMLPP優先コールを発
信するときにこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストで、次のオプションの中からこのデバイス

に割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは共通デバイス設定
からそのMLPPプリエンプション設定を継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が
必要なときに、低優先コールのプリエンプションの実行を許

可しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が
必要なときに、低優先コールのプリエンプションの実行を許

可します。

[MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）]
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Multilevel Precedence and Preemption コールの電話番号の設定
デバイスを設定した後、更新された [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウから回線
（ディレクトリ番号）を追加できます。

はじめる前に

電話機のMultilevel Precedence and Preemptionの設定, （749ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理の [デバイスの設定（Device Configuration）]ウィンドウで、該当する行の
[新規 DNを追加（Add a new DN）]をクリックします。

ステップ 2 [ターゲット（接続先）（Target (Destination)）]フィールドに、この電話番号が優先コールを受信
し、この番号とそのコール転送先の両方が優先コールに応答しない場合に、MLPP優先コールを
転送する番号を入力します。

値には、数字、シャープ（#）およびアスタリスク（*）を使用できます。

ステップ 3 [MLPPコーリングサーチスペース（MLPP Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、
MLPP代替パーティのターゲット（接続先）番号に関連付けるコーリングサーチスペースを選択
します。

ステップ 4 [MLPP無応答時の着信転送までの時間（秒）（MLPP No Answer Ring Duration (seconds)）]で、こ
の電話番号とそのコール転送先が優先コールに応答しない場合に、MLPP優先コールをこの電話
番号の代替パーティに転送するまでに待機する秒数（4～ 60）を入力します。
[優先代替パーティタイムアウト（PrecedenceAlternate Party Timeout）] エンタープライズパラメー
タで設定した値を使用するには、この設定を空白のままにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionのユーザデバイスプロファイルの設定, （752ページ）

Multilevel Precedence and Preemption のユーザデバイスプロファイルの設定
ユーザプロファイルが電話機に割り当てられると、その電話は、ユーザに関連付けられている

CSSを含む割り当てられたユーザの設定を継承します。しかし、電話のCSSは、ユーザプロファ
イルを上書きします。パターン一致が発生すると、Cisco Unified Communications Managerは、そ
のコールへのダイヤルパターンに関連付けられる優先度レベルを割り当てます。システムは、割

り当てられた優先度レベルで優先度の高いコールとしてコール要求を設定します。

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemptionコールの電話番号の設定, （752ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイ
スプロファイル（Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスプロファイルの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]を
クリックし、結果リストから既存のデバイスプロファイルを選択します。

•新しいデバイスプロファイルを追加する手順は次のとおりです。

◦ [新規追加（Add New）]をクリックします。

◦ [デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、デ
バイスタイプを選択します。

◦ [Next]をクリックします。

◦ [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、[SIP（SIP）]か
[SCCP（SCCP）]を選択します

ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [MLPPドメイン（MLPP Domain）]ドロップダウンリストから、設定したMLLPドメインを選択

します。

ステップ 5 MLPP優先コールを発信するとき、優先トーンを再生できるデバイスがこの機能を使用するかど
うかを指定するには、[MLPP通知（MLPP Indication）]ドロップダウンリストから、次の設定の
いずれかを選択します。

• ◦ [デフォルト（Default）]：このデバイスは、デバイスプールからMLPP設定を継承し
ます。

◦ [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理しません。

◦ [オン（On）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理します。

ステップ 6 [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]リストから、以下のいずれかの設定を選択して、
MLPP優先コールがあったときに進行中のコールをプリエンプション可能かどうかを指定します。

• ◦ [デフォルト（Default）]：このデバイスは、デバイスプールからMLPPプリエンプショ
ンを継承します。

◦ [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先コー
ルのプリエンプションの実行を許可しません。
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◦ [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先コー
ルのプリエンプションの実行を許可します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Multilevel Precedence and Preemptionのデフォルトのデバイスプロファイルの設定, （754ページ）

Multilevel Precedence and Preemption のデフォルトのデバイスプロファイルの設定
ユーザがユーザデバイスプロファイルがない電話機モデルにログインするたびに、デフォルト

デバイスプロファイルを使用します。デフォルトのデバイスプロファイルは、特定のデバイスに

関連付けられている機能とサービスで構成されています。

次の設定の組み合わせを使って、デフォルトのデバイスプロファイルを設定しないでくださ

い。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォ
ルトがオフの場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]を [強制
（Forceful）]に設定。

注意

はじめる前に

Multilevel Precedence and Preemptionのユーザデバイスプロファイルの設定, （752ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
ス設定（Device Settings）] > [デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device Profile）]を選
択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデフォルトのデバイスプロファイルの設定を変更するには、[デバイスプロファイル
のデフォルト（Device Profile Defaults）]セクションから既存のデフォルトのデバイスプロ
ファイルを選択します。
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•新しいデフォルトのデバイスプロファイルを追加するには、ドロップダウンリストからデ
バイスプロファイルの種類を選択後、[次へ（Next）]をクリックしてデバイスプロトコルを
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [MLPP Domain（MLPPドメイン）]ドロップダウンリストから、デバイスに関連付けるために設
定したMLPPドメインを選択します。

ステップ 4 [MLPP通知（MLPP Indication）]ドロップダウンリストから、以下のいずれかの設定を選択して、
MLPP優先コールがあったときに優先トーンを再生できるデバイスで機能を使用するかどうかを
指定します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、デバイスプールからMLPP設定を継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理しません。

• [オン（On）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理します。

ステップ 5 [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]リストから、以下のいずれかの設定を選択して、
MLPP優先コールがあったときに進行中のコールをプリエンプション可能かどうかを指定します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、デバイスプールからMLPPプリエンプションを
継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先コールの
プリエンプションの実行を許可しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先コールの
プリエンプションの実行を許可します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemption の連携動作と制限事項

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

表 91：Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

データのやり取り機能

729 Annex Aがサポートされています。729 Annex A
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データのやり取り機能

ユーザがExtensionMobilityを使用してデバイスにログインしている
場合、MLPPサービスドメインはユーザデバイスプロファイルに
関連付けられたままになります。MLPPの表示とプリエンプション
の設定も、ExtensionMobilityによって伝搬されます。デバイスまた
はデバイスプロファイルのいずれかがMLPPをサポートしていな
い場合、これらの設定は伝搬されません。

Ciscoエクステンションモ
ビリティ

MLPPは次のように Cisco Unified Communications Manager Assistant
とやり取りします。

• Cisco Unified Communications Manager AssistantがMLPP優先
コールを処理する場合、Cisco Unified Communications Manager
Assistantはコールの優先順位に従います。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、他のすべて
のコールをフィルタする場合と同じ方法で、MLPP優先コール
をフィルタします。コールの優先順位は、コールがフィルタ処

理されるかどうかには影響しません。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、コールの優
先順位を登録しないため、Assistant Consoleでコールの優先順
位を追加で表示することはありません。

Cisco Unified
Communications Manager
Assistant

即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コール）に関係な

く、コールをボイスメッセージングメールボックスに転送します。

代替パーティ転送（コールの優先順位）が有効化されると、無応答

時転送（CFNA）は非アクティブ化されます。

即時転送

RSVPは本質的にMLPPをサポートします。『Cisco Unified
CommunicationsManager SystemGuide』に、RSVPが有効化された場
合にMLPPがどのように機能するかについて説明されています。

リソース予約プロトコル

（RSVP）

MLPPは、各サービスの連携動作について説明するサブセクション
に記載されているとおりに、複数のラインアピアランス、コール転

送、コール転送（フォワーディング）、3ウェイコール、コール
ピックアップ、およびハントパイロットと連携動作します。

捕足サービス

（Supplementary Services）
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Multilevel Precedence and Preemption の制約事項

表 92：Multilevel Precedence and Preemption の制約事項

説明制約事項

Cisco Unified Communications Managerは、優先度の高いコール用
にビデオ帯域幅を調整するときに、低優先コールをプリエンプ

ション処理します。帯域幅がプリエンプション処理十分でない場

合、Cisco Unified Communications Managerは、以前に予約した低
ビデオ帯域幅を使用するようにエンドポイントに指示します。

Cisco Unified CommunicationsManagerがビデオコールをプリエン
プション処理するとき、プリエンプション処理される相手はプリ

エンプショントーンを受信し、コールがクリアされます。

Bandwidth

DRSNでは、CDRは値 0、1、2、3、4によって優先レベルを表
します。ここで、DSNで使用される場合のように、0はエクゼク
ティブオーバーライドを指定し、4はルーチンを指定します。
そのため、CDRは DRSN形式を使用しません。

コール詳細レコード

一般的なネットワーク機能のプリエンプションサポートは、Cisco
Unified Communications ManagerがMGCPプロトコルを使用して
制御し、MLPPプリエンプションを有効に設定された、標的型の
Voice over IPゲートウェイの T1-CASおよび T1-PRI（北米）イン
ターフェイスでのみ存在します。

一般的なネットワーク機能の

プリエンプション

クラスタ間トランクMLPPはダイヤル番号を介して優先情報を伝
えます。ドメイン情報は保持されないため、着信コールのトラン

クごとに設定する必要があります。

クラスタ間トランク
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説明制約事項

MLPP対応デバイスは回線グループではサポートされません。次
のガイドラインを推奨します。

• MLPP対応デバイスは回線グループで設定しないでくださ
い。ただし、ルートグループはサポートされます。トラン

クの選択とハント方法の両方がサポートされます。

• MLPP対応デバイスが回線グループまたはルートグループ
で設定されると、プリエンプション処理が行われたときに、

ルートリストがデバイスをロックしない場合、プリエンプ

ション処理されたコールは、ルート/ハントリスト内の他の
デバイスに再ルーティングされ、コールを受け取ることが

できるデバイスがなくなった後でのみ、プリエンプション

の通知を返すことができます。

•ルートリストは、優先コールのためにトランク選択とハン
ティングの 2つのアルゴリズムのいずれかをサポートする
ように設定できます。方法 1では、優先検索を直接実行し
ます。方法 2では、最初にフレンドリ検索を実行します。
この検索が成功しないと、優先検索を実行します。方法 2
ではルートリストのデバイスを介した 2つの反復が必要で
す。ルートリストが方法 2に設定されると、回線グループ
を含む特定のシナリオでは、ルートリストが優先コールの

ためにデバイスを介して 2回反復するように見える場合が
あります。

[回線グループ（LineGroups）]

Cisco Unified Communications Managerは Look Ahead For Busy
（LFB）オプションをサポートしていません。

Look Ahead For Busy

MLPP通知対応デバイスのみが、トーンや呼出音のようなMLPP
関連通知を生成します。優先コールがMLPP通知対応でないデバ
イスで終了すると、優先呼び出し音は適用されません。優先コー

ルがMLPP通知対応でないデバイスから発信されると、優先折り
返し音は適用されません。MLPP通知対応でないデバイスがプリ
エンプト処理されたコール（つまり、コールが開始したプリエン

プションの相手側）に関与する場合、プリエンプショントーン

はデバイスに適用されません。

MLPP通知

電話では、MLPP通知が無効化された（つまり、MLPP通知がオ
フに設定されている）デバイスではプリエンプション処理ができ

ません。トランクでは、MLPP通知とプリエンプションは個別に
機能します。

電話とトランク
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説明制約事項

MLPP通知をオンにすると（エンタープライズパラメータ、共通
デバイス設定、またはデバイスレベルで）、MLPP通知がデバイ
スでオフになっている（オーバーライドされている）場合を除

き、デバイスの回線の通常の呼び出し音設定の動作が無効になり

ます。

呼び出し音設定の動作

IOSゲートウェイは、Cisco Unified Communications Managerへの
SCCPインターフェイスをサポートします。これらはBRIおよび
アナログ電話をサポートし、CiscoUnifiedCommunicationsManager
でサポート対象の電話モデルとして表示されます。SCCP電話は
MLPP機能をサポートし、特定の SIPロードを持つ一部の電話も
同様です。Cisco IPフォンのサポート情報については、関連する
電話管理ガイドおよびユーザガイドを参照してください。

SCCP
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説明制約事項

補足サービスのMLPPサポートは、次の制約事項を指定します。

• MLPPは基本的なコールピックアップ機能およびグループ
コールピックアップ機能のみをサポートし、その他のグルー

プピックアップはサポートしません。

•着信MLPPコールの不在転送（CFA）サポートにより、MLPP
代替パーティ（MAP）ターゲットが設定されている場合に
は、着信側のMAPターゲットにコールが常に転送されま
す。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定されて
いない場合）、コールは拒否され、発信側にリオーダー音

が聞こえます。

•着信MLPPコールの無応答時転送（CFNA）サポートによ
り、コールは CFNAターゲットに 1回転送されます。MAP
ターゲットが設定されている場合、最初のホップの後にコー

ルに対する応答がないと、コールは元の着信側のMAPター
ゲットに転送されます。設定が誤っている場合（MAPター
ゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発

信側にリオーダー音が聞こえます。

•着信MLPPコールの話中転送（CFB）サポートにより、設
定されている転送ホップの最大数までコールが転送されま

す。MAPターゲットが設定されている場合、最大ホップ数
に達すると、コールは元の着信側のMAPターゲットに転送
されます。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定
されていない場合）、コールは拒否され、発信側にリオー

ダー音が聞こえます。

•ハントパイロットサポートについては、ハントグループの
アルゴリズムは [最長アイドル時間（Longest Idle Time）]、
[トップダウン方式（Top Down）]、または [サーキュラー
（Circular）]を指定する必要があります。取り込み中の処
理、無応答処理、および登録解除時の処理に関するハント

グループのオプションが、[次のメンバへ、ただし次のグルー
プへは行かない（Try nextmember, but do not go to next group）]
に設定されていることを確認します。プリエンプションは

単独のハントグループでのみ行われます。

捕足サービス（Supplementary
Services）

ユーザアクセスチャネルは、MLPPプリエンプションが有効と
して設定されている必要がある、次のCisco Unified IP Phoneモデ
ルでのみサポートされます。

• Cisco Unified IP Phone 7960、7962、7965

• Cisco Unified IP Phone 7940、7942、7945

ユーザアクセスチャネル
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第 XI 部

参考情報
• Cisco Unified Communications Managerでの TCPおよび UDPポートの使用, 765 ページ

• IM and Presence Serviceのポート使用状況の情報, 787 ページ





第 85 章

Cisco Unified Communications Manager での
TCP および UDP ポートの使用

この章では、Cisco Unified Communications Managerがクラスタ内接続および外部アプリケーショ
ンまたはデバイスとの通信に使用する TCPポートと UDPポートの一覧を示します。また、IP
Communicationsソリューションの実装時に、ネットワークにファイアウォール、アクセスコン
トロールリスト（ACL）、および Quality of Service（QoS）を設定するために重要な情報も記載
されています。

• Cisco Unified CommunicationsManagerの TCPとUDPポートの使用に関する概要, 765 ページ

• ポートの説明, 767 ページ

• ポート参照, 784 ページ

Cisco Unified Communications Manager の TCP と UDP ポートの使用に関
する概要

Cisco Unified Communications Managerの TCPおよび UDPポートは、次のカテゴリに整理されま
す。

• Cisco Unified Communications Managerサーバの間のクラスタ内ポート

•共通サービスポート

• Cisco Unified Communications Managerと LDAPディレクトリとの間のポート

• CCMAdminまたは CCMUserから Cisco Unified Communications ManagerへのWeb要求

• Cisco Unified Communications Managerから電話機へのWeb要求

•電話機と Cisco Unified Communications Managerとの間のシグナリング、メディア、およびそ
の他の通信
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•ゲートウェイと Cisco Unified Communications Managerとの間のシグナリング、メディア、お
よびその他の通信

•アプリケーションと Cisco Unified Communications Managerとの間の通信

• CTLクライアントとファイアウォールとの通信

• HPサーバ上の特殊なポート

上記のそれぞれのカテゴリのポートの詳細については、「“ポートの説明”」を参照してください。

シスコでは、これらのポートで想定されるすべての設定シナリオを検証しているわけではあり

ません。この一覧を参考にした結果、設定に問題が発生した場合は、シスコのテクニカルサ

ポートにお問い合わせください。

（注）

ポートの参照は、特に Cisco Unified Communications Managerに適用されます。リリースによって
ポートが異なる場合があり、今後のリリースで新しくポートが追加される可能性もあります。こ

のため、インストールされている Cisco Unified Communications Managerのバージョンに一致する
バージョンのマニュアルを使用していることを確認してください。

ほとんどすべてのプロトコルは双方向ですが、セッション送信元からみた方向性は想定されてい

ます。デフォルトのポート番号は、管理者が手動で変更できる場合もありますが、ベストプラク

ティスとしてこのような変更は推奨しません。Cisco Unified Communications Managerが内部使用
に限って複数のポートを開くことに注意してください。

Cisco Unified Communications Managerソフトウェアをインストールすると、デフォルトではサー
ビスアビリティ用に次のネットワークサービスが自動的にインストールされてアクティブになり

ます。詳細については、「“Cisco Unified Communications Managerサーバの間のクラスタ内ポー
ト”」を参照してください。

• Cisco Log Partition Monitoring（共通パーティションを監視および消去します。このサービス
は、カスタム共通ポートを使用しません）

• Cisco Trace Collection Service（TCTSポート使用）

• Cisco RIS Data Collector（RISサーバポート使用）

• Cisco AMC Service（AMCポート使用）

ファイアウォール、ACL、または QoSの設定は、トポロジ、テレフォニーデバイスおよびテレ
フォニーサービスの配置とネットワークセキュリティデバイスの配置との関係、および使用中

のアプリケーションとテレフォニー拡張機能によって異なります。また、デバイスやバージョン

によって、ACLのフォーマットが異なることにも注意してください。

Cisco Unified Communications Managerでマルチキャスト保留音（MoH）ポートを設定すること
もできます。管理者が実際のポート値を指定するため、マルチキャストMOHのポート値は提
供されません。

（注）
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システムのエフェメラルポート範囲は 32768～ 61000です。詳細については、http://
www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/
tsd-products-support-series-home.htmlを参照してください。

（注）

ポートの説明

Cisco Unified Communications Manager サーバがクラスタ間で使用するポート

表 93：Cisco Unified Communications Manager サーバがクラスタ間で使用するポート

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

RTMTパフォーマンス
モニタ、データ収集、

ロギング、およびア

ラート向けの Cisco
AMC Service

1090、1099 / TCPRTMTUnified Communications
Manager

データベース接続

（1501 / TCPはセカン
ダリ接続）

1500、1501 / TCPUnified Communications
Manager（DB）

Unified Communications
Manager（DB）

CAR IDSDB。CAR IDS
エンジンが、クライア

ントからの接続要求を

監視します。

1510 / TCPUnified Communications
Manager（DB）

Unified Communications
Manager（DB）

CARIDSDB。アップグ
レード時に、CAR IDS
のインスタンスをもう

1つ開始するために使
用される代替ポート。

1511 / TCPUnified Communications
Manager（DB）

Unified Communications
Manager（DB）

インストール時のノー

ド間でのデータベース

レプリケーション

1515 / TCPUnified Communications
Manager（DB）

Unified Communications
Manager（DB）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
767

ポートの説明

http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/tsd-products-support-series-home.html


目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
Managerデータベース
変更通知をサブスクラ

イバが受信できるよう

にします。

2552 / TCPUnified Communications
Manager（DB）

Cisco Extended Functions
（QRT）

アクティブ/バックアッ
プ判別のための Cisco
Extended Services間の
クラスタ間通信

2551 / TCPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager

Real-time Information
Services（RIS）データ
ベースサーバ

2555 / TCPUnified Communications
Manager（RIS）

Unified Communications
Manager（RIS）

CiscoRIS向けReal-time
Information Services
（RIS）データベース
クライアント

2556 / TCPUnified Communications
Manager（RIS）

Unified Communications
Manager（RTMT、
AMC、またはSOAP）

DRSマスターエージェ
ント

4040 / TCPUnified Communications
Manager（DRS）

Unified Communications
Manager（DRS）

このポートは、SOAP
モニタがリアルタイム

モニタリングサービス

に使用します。

5001 / TCPUnified Communications
Manager（SOAP）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

このポートは、SOAP
モニタがパフォーマン

スモニタサービスに使

用します。

5002 / TCPUnified Communications
Manager（SOAP）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

このポートは、SOAP
モニタがコントロール

センターサービスに使

用します。

5003 / TCPUnified Communications
Manager（SOAP）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

このポートは、SOAP
モニタがログコレク

ションサービスに使用

します。

5004 / TCPUnified Communications
Manager（SOAP）

Unified Communications
Manager（Tomcat）
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

SOAPモニタ5007 / TCPUnified Communications
Manager（SOAP）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

Cisco Trace Collection
Tool Service（TCTS）：
RTMT Trace and Log
Central（TLC）向けの
バックエンドサービス

エフェメラル / TCPUnified Communications
Manager（TCTS）

Unified Communications
Manager（RTMT）

このポートは、Cisco
Trace Collection Tool
Serviceと Cisco Trace
Collection Servletとの通
信に使用されます。

7000、7001、7002 /
TCP

Unified Communications
Manager（TCTS）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

クライアントデータ

ベース変更通知

8001 / TCPUnified Communications
Manager（CDLM）

Unified Communications
Manager（DB）

クラスタ間通信サービ

ス

8002 / TCPUnified Communications
Manager（SDL）

Unified Communications
Manager（SDL）

クラスタ間通信サービ

ス（CTI対象）
8003 / TCPUnified Communications

Manager（SDL）
Unified Communications
Manager（SDL）

Cisco Unified
Communications
Managerと CMIマネー
ジャとのクラスタ間通

信

8004 / TCPCMIマネージャUnified Communications
Manager

Tomcatシャットダウン
スクリプトで使用され

る内部リスニングポー

ト

8005 / TCPUnified Communications
Manager（Tomcat）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

診断テストのための

サーバ間の通信

8080 / TCPUnified Communications
Manager（Tomcat）

Unified Communications
Manager（Tomcat）

CUCMとGW（Cayuga
インターフェイス）が

Gateway Recording機能
のための通信に使用す

る HTTPポート

8090Unified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
769

ポートの説明



目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

IPSecクラスタマネー
ジャによるシステム

データのクラスタ間複

製

8500 / TCPおよび UDPUnified Communications
Manager（IPSec）

Unified Communications
Manager（IPSec）

RISサービスマネー
ジャのステータス要求

と応答

8888～ 8889 / TCPUnified Communications
Manager（RIS）

Unified Communications
Manager（RIS）

LBM間のクラスタ間通
信

9004 / TCPLocation Bandwidth
Manager（LBM）

Location Bandwidth
Manager（LBM）

共通サービスポート

表 94：共通サービスポート

目的接続先ポート送信先（リス

ナー）

送信元（送信者）

Internet Control Message
Protocol（ICMP）。このプロ
トコル番号がエコー関連のト

ラフィックを伝送します。列

見出しに示すようなポートと

なるものではありません。

7Unified
Communications
Manager

エンドポイント

（Endpoint）

エンドポイント

（Endpoint）
Unified
Communications
Manager

SFTPサーバにバックアップ
データを送信します。（DRS
ローカルエージェント）

SFTPサーバに CDRデータを
送信します。

22 / TCPSFTPサーバUnified
Communications
Manager（DRS、
CDR）

DHCPサーバとして機能する
Cisco Unified Communications
Manager

Cisco Unified
Communications
Manager上で DHCP
サーバを実行するこ

とは推奨しません。

（注）

67 / UDPUnified
Communications
Manager（DHCP
サーバ）

エンドポイント

（Endpoint）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
770

ポートの説明



目的接続先ポート送信先（リス

ナー）

送信元（送信者）

DHCPクライアントとして機
能する Cisco Unified
Communications Manager

Cisco Unified
Communications
Manager上で DHCP
クライアントを実行

することは推奨しま

せん。その代わり

に、Cisco Unified
Communications
Managerには固定 IP
アドレスを設定しま

す。

（注）

68 / UDPDHCPサーバ
（DHCP Server）

Unified
Communications
Manager

電話機およびゲートウェイに

対する Trivial File Transfer
Protocol（TFTP）サービス

69、6969、次にエフェメ
ラル / UDP

Unified
Communications
Manager

エンドポイントま

たはゲートウェイ

マスターサーバとプロキシ

サーバ間のTrivial File Transfer
Protocol（TFTP）

電話機とゲートウェイに対す

る TFTPサーバの HTTPサー
ビス

6970 / TCPUnified
Communications
Manager

エンドポイントま

たはゲートウェイ

ネットワークタイムプロト

コル（NTP）
123 / UDPNTPサーバ（NTP

Server）
Unified
Communications
Manager

SNMPサービス応答（管理ア
プリケーションからの要求）

161 / UDPUnified
Communications
Manager

SNMPサーバ

SNMPトラップ162 / UDPSNMPトラップの
宛先

CUCMサーバ
SNMPマスター
エージェントアプ

リケーション

SMUXサポートのためのネイ
ティブSNMPエージェントリ
スニングポート

199 / TCPUnified
Communications
Manager

SNMPサーバ
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目的接続先ポート送信先（リス

ナー）

送信元（送信者）

DHCPv6。IPv6用の DHCP
ポート。

546 / UDPDHCPサーバ
（DHCP Server）

Unified
Communications
Manager

Enhanced Location CAC
Serviceability

5546 / TCPLocation Bandwidth
Manager（LBM）

Unified
Communications
Manager
Serviceability

コールアドミッションの要求

および帯域幅の縮小

5547 / TCPLocation Bandwidth
Manager（LBM）

Unified
Communications
Manager

ネイティブエージェントMIB
要求を処理するために、マス

ターエージェントとネイティ

ブエージェントとの通信に使

用されます。

6161 / UDPUnified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

ネイティブエージェントから

生成された通知を転送するた

めに、マスターエージェント

とネイティブエージェントと

の通信に使用されます。

6162 / UDPUnified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

中央集中型 TFTPファイルロ
ケータサービス

6970 / TCP代替 TFTP
（Alternate TFTP）

中央集中型 TFTP

SNMPマスターエージェント
とサブエージェントとの通信

に使用されます。

7161 / TCPUnified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

Cisco Discovery Protocol
（CDP）エージェントが、
CDP実行可能機器と通信しま
す。

7999 / TCPUnified
Communications
Manager

SNMPサーバ

Ciscoユーザデータサービス
（UDS）の要求に使用されま
す。

443、8443/TCPUnified
Communications
Manager

エンドポイント

（Endpoint）

Cisco Unified Communications
Managerにある TAPSを利用
してCRS要求を処理します。

9050 / TCPUnified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager
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目的接続先ポート送信先（リス

ナー）

送信元（送信者）

Cisco Unified Communications
Managerアプリケーション
が、UDPでこのポートにア
ラームを送信します。Cisco
Unified Communications
Manager MIBエージェント
が、Cisco Unified
Communications Manager MIB
定義に従って、このポートを

監視し、SNMPトラップを生
成します。

61441 / UDPUnified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

トランクベースの SIPサービ
スを提供します。

5060、5061 / TCPUnified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

クラスタ間検索サービス

（ILS）の証明書ベースの認
証に使用されます。

7501Unified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

ILSのパスワードベース認証
に使用されます。

7502Unified
Communications
Manager

Unified
Communications
Manager

Cisco Unified Communications Manager と LDAP ディレクトリとの間のポート

表 95：Cisco Unified Communications Manager と LDAP ディレクトリとの間のポート

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

外部ディレクトリ

（Active Directory、
Netscape Directory）へ
のLightweight Directory
Access Protocol
（LDAP）クエリ

389、636、3268、3269
/ TCP

外部ディレクトリUnified Communications
Manager

エフェメラルUnified Communications
Manager

外部ディレクトリ
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CCMAdmin または CCMUser から Cisco Unified Communications Manager への Web 要求

表 96：CCMAdmin または CCMUser から Cisco Unified Communications Manager への Web 要求

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

ハイパーテキスト転送

プロトコル（HTTP）
80、8080 / TCPUnified Communications

Manager
ブラウザ

Hypertext Transport
Protocol over SSL
（HTTPS）

443、8443 / TCPUnified Communications
Manager

ブラウザ

Cisco Unified Communications Manager から電話機への Web 要求

表 97：Cisco Unified Communications Manager から電話機への Web 要求

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

ハイパーテキスト転送

プロトコル（HTTP）
80/TCP電話Unified Communications

Manager

• QRT

• RTMT

• [電話の検索と一
覧表示（Find and
List Phones）]
ページ

• [電話の設定
（Phone
Configuration）]
ページ
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電話機と Cisco Unified Communications Manager との間のシグナリング、メディア、
およびその他の通信

表 98：電話機と Cisco Unified Communications Manager との間のシグナリング、メディア、およびその他の通
信

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

Session Initiation
Protocol（SIP）電話機
が、ドメインネームシ

ステム（DNS）を使用
して、完全修飾ドメイ

ン名（FQDN）を解決
します。

デフォルトで

は、一部のワ

イヤレスア

クセスポイ

ントは TCP
の 53番ポー
トをブロック

し、FQDNを
使用しながら

CUCMを設
定していると

きに、ワイヤ

レス SIP電話
機が登録され

ないようにし

ます。

（注）

53 / TCPUnified Communications
Manager

電話

ファームウェアおよび

設定ファイルのダウン

ロードに使用される
Trivial File Transfer
Protocol（TFTP）

69、次にエフェメラル
/ UDP

Unified Communications
Manager（TFTP）

電話

Skinny Client Control
Protocol（SCCP）

2000 / TCPUnified Communications
Manager

電話

Secure Skinny Client
Control Protocol
（SCCPS）

2443 / TCPUnified Communications
Manager

電話
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

エンドポイントに信頼

検証サービスを提供し

ます。

2445 / TCPUnified Communications
Manager

電話

ローカルで有効な証明

書（LSC）を IP Phone
に発行するための認証

局プロキシ機能

（CAPF）リスニング
ポート

3804 / TCPUnified Communications
Manager（CAPF）

電話

Session Initiation
Protocol（SIP）電話機

5060 / TCPおよび UDPUnified Communications
Manager

電話

電話Unified Communications
Manager

Secure Session Initiation
Protocol（SIPS）電話機

5061 TCPUnified Communications
Manager

電話

電話Unified Communications
Manager

ファームウェアおよび

設定ファイルの HTTP
ベースのダウンロード

6970 TCPUnified Communications
Manager（TFTP）

電話

TFTPへの HTTPSイン
ターフェイス。電話機

が、TFTPからセキュ
アな設定ファイルをダ

ウンロードするために

このポートを使用しま

す。

6971、6972 / TCPUnified Communications
Manager（TFTP）

電話

XMLアプリケーショ
ン、認証、ディレクト

リ、サービスなどで電

話機が使用するURL。
サービスごとにこれら

のポートを設定できま

す。

8080 / TCPUnified Communications
Manager

電話
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

電話機が、認証された

連絡先検索にこのポー

トを使用します。

9443 / TCPUnified Communications
Manager

電話

Real-Time Protocol
（RTP）、Secure
Real-Time Protocol
（SRTP）

他のデバイス

は全範囲を使

用しますが、
Cisco Unified
Communications
Managerは
24576～
32767だけを
使用します。

（注）

16384～ 32767 / UDP電話IP VMS

IP VMS電話

ゲートウェイと Cisco Unified Communications Manager との間のシグナリング、メディ
ア、およびその他の通信

表 99：ゲートウェイと Cisco Unified Communications Manager との間のシグナリング、メディア、およびその
他の通信

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

Generic Routing
Encapsulation
（GRE）、
Encapsulating Security
Payload（ESP）、認証
ヘッダー（AH）。これ
らのプロトコル番号

は、暗号化された

IPSecトラフィックを
伝送します。列見出し

に示すようなポートと

なるものではありませ

ん。

47、50、51Unified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

IP Security（IPSec）プ
ロトコル確立のための

インターネットキーエ

クスチェンジ（IKE）

500 / UDPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager

トリビアルファイル転

送プロトコル（TFTP）
69、次にエフェメラル
/ UDP

Unified Communications
Manager（TFTP）

ゲートウェイ

ポートマッピングサー

ビス。CIMEオフパス
導入モデルでのみ使用

します。

1024～ 65535 / TCPCIME ASACisco Intercompany
Media Engine（CIME）
トランクを使用した
Unified Communications
Manager

ゲートキーパー

（H.225）RAS
1719 / UDPUnified Communications

Manager
Gatekeeper

H.323ゲートウェイお
よびクラスタ間トラン

ク（ICT）向けのH.225
シグナリングサービス

1720 / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager

ゲートキーパー制御ト

ランク上の H.225シグ
ナリングサービス

エフェメラル / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

音声、ビデオ、および

データを確立するため

の H.245シグナリング
サービス

ゲートウェイ

の種類によっ

て異なる、リ

モートシス

テムで使用さ

れる H.245
ポート。

IOSゲート
ウェイでの

H.245ポート
範囲は、

11000～
65535です。

（注）

エフェメラル / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager

Skinny Client Control
Protocol（SCCP）

2000 / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

Cisco Unified
Communications
Managerの導入で使用
する6608ゲートウェイ
用アップグレードポー

ト

2001 / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

Cisco Unified
Communications
Managerの導入で使用
する6624ゲートウェイ
用アップグレードポー

ト

2002 / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

Media Gateway Control
Protocol（MGCP）ゲー
トウェイコントロール

2427 / UDPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

Media Gateway Control
Protocol（MGCP）バッ
クホール

2428 / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
Managerに音声、ビデ
オ、およびDチャネル
のポートがないときに

は、これらのポートが

このようなメディアの

ファントム Real-Time
Transport Protocol
（RTP）ポートおよび
Real-Time Transport
Control Protocol
（RTCP）ポートとして
使用されます。

4000～ 4005 / TCP----

Session Initiation
Protocol（SIP）ゲート
ウェイおよびクラスタ

間トランク（ICT）

5060 / TCPおよび UDPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager

Secure Session Initiation
Protocol（SIPS）ゲート
ウェイおよびクラスタ

間トランク（ICT）

5061 / TCPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager

Real-Time Protocol
（RTP）、Secure
Real-Time Protocol
（SRTP）

他のデバイス

は全範囲を使

用しますが、
Cisco Unified
Communications
Managerは
24576～
32767だけを
使用します。

（注）

16384～ 32767 / UDPUnified Communications
Manager

ゲートウェイ

ゲートウェイUnified Communications
Manager
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アプリケーションと Cisco Unified Communications Manager との間の通信

表 100：アプリケーションと Cisco Unified Communications Manager との間の通信

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
Managerの証明書信頼
リスト（CTL）プロバ
イダーリスニングサー

ビス

2444 / TCPUnified Communications
Manager CTLプロバイ
ダー

CTLクライアント

CTIアプリケーション
サーバ

2748 / TCPUnified Communications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション

CTIアプリケーション
（JTAPI/TSP）と CTI
Manager間の TLS接続

2749 / TCPUnified Communications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション

JTAPIアプリケーショ
ンサーバ

2789 / TCPUnified Communications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション

Cisco Unified
Communications
Manager Assistantサー
バ（以前の IPMA）

2912 / TCPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Assistant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）JAVA
RMIレジストリサーバ

1103～ 1129 / TCPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Attendant
Console

RMIサーバは、RMI
コールバックメッセー

ジをこれらのポートを

使用するクライアント

に送信します。

1101 / TCPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Attendant
Console
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

Attendant Console
（AC）RMIサーババ
インドポート：RMI
サーバは、これらの

ポートにRMIメッセー
ジを送信します。

1102 / TCPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Attendant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）サーバ
回線状態ポートは、

Attendant Consoleサー
バからpingおよび登録
メッセージを受信し、

Attendant Consoleサー
バに回線状態を送信し

ます。

3223 / UDPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Attendant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）クライ
アントは、回線状態情

報およびデバイス状態

情報のために ACサー
バに登録されます。

3224 / UDPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Attendant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）クライ
アントは、コール制御

のために ACサーバに
登録されます。

4321 / UDPUnified Communications
Manager

Unified Communications
Manager Attendant
Console

EIGRP/SAFプロトコル
を実行するマルチサー

ビス IOSルータ。

5050 / TCPSAFイメージを実行す
る IOSルータ

SAF/CCDを使用する
Unified Communications
Manager
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目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

VAPプロトコルは、
Cisco Intercompany
Media Engineサーバと
の通信に使用されま

す。

5620 / TCP

このポートでは、ポー

ト番号5620の使用を推
奨しますが、CLIコマ
ンドの add ime vapserver
または set ime vapserver
portを Cisco IMEサー
バで実行することによ

り、値を変更できま

す。

Cisco Intercompany
Media Engine（IME）
サーバ

Unified Communications
Manager

課金アプリケーション

またはテレフォニー管

理アプリケーションな

どのサードパーティ

が、Cisco Unified
Communications
Managerデータベース
に対してプログラムで

読み書きするために使

用する AXL/SOAP
API。

8443 / TCPUnified Communications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション

CTL クライアントとファイアウォールとの通信

表 101：CTL クライアントとファイアウォールとの通信

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

ASAファイアウォール
の証明書信頼リスト

（CTL）プロバイダー
リスニングサービス

2444 / TCPTLSプロキシサーバCTLクライアント
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HP サーバ上の特殊なポート

表 102：HP サーバ上の特殊なポート

目的接続先ポート送信先（リスナー）送信元（送信者）

HPエージェントへの
HTTPポート

2301 / TCPHP SIMエンドポイント

（Endpoint）

HPエージェントへの
HTTPSポート

2381 / TCPHP SIMエンドポイント

（Endpoint）

COMPAQ管理エージェ
ント拡張（cmaX）

25375、25376、25393 /
UDP

Compaq管理エージェ
ント

エンドポイント

（Endpoint）

HP SIMへの HTTPS
ポート

50000～ 50004 / TCPHP SIMエンドポイント

（Endpoint）

ポート参照

ファイアウォールアプリケーションインスペクションガイド

ASAシリーズ参考情報

http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/
tsd-products-support-series-home.html

『PIX Application Inspection Configuration Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/pix-firewall-software/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

『FWSM 3.1 Application Inspection Configuration Guide』

http://www-author.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/fwsm/fwsm31/configuration/guide/fwsm_cfg/inspct_
f.html

IETF TCP/UDP ポート割り当てリスト
Internet Assigned Numbers Authority（IANA）IETF割り当てポートリスト

http://www.iana.org/assignments/port-numbers

IP テレフォニー設定とポート使用に関するマニュアル
『Cisco CRS 4.0 (IP IVR and IPCC Express) Port Utilization Guide』
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/pix-firewall-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/pix-firewall-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www-author.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/fwsm/fwsm31/configuration/guide/fwsm_cfg/inspct_f.html
http://www-author.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/fwsm/fwsm31/configuration/guide/fwsm_cfg/inspct_f.html
http://www.iana.org/assignments/port-numbers


http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuration_guides_
list.html

『Port Utilization Guide for Cisco ICM/IPCC Enterprise and Hosted Editions』

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1001/products_installation_and_configuration_guides_
list.html

『Cisco Unified Communications Manager Express Security Guide to Best Practices』

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns165/ns391/networking_solutions_design_
guidance09186a00801f8e30.html

『Cisco Unity Express Security Guide to Best Practices』

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns165/ns391/networking_solutions_design_
guidance09186a00801f8e31.html#wp41149

VMware ポート割り当てリスト
vCenter Server、ESXホストおよびその他のネットワークコンポーネント管理アクセス用の TCP
および UDPポート
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http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1012382
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第 86 章

IM and Presence Serviceのポート使用状況の
情報

• IM and Presenceサービスポートの使用方法の概要, 787 ページ

• テーブルで照合する情報, 788 ページ

• IM and Presenceサービスポートリスト, 788 ページ

IM and Presence サービスポートの使用方法の概要
このマニュアルには、IM and Presence Serviceが、クラスタ内接続用および、外部アプリケーショ
ンまたは外部デバイスとの通信用に使用するTCPおよびUDPポートの一覧を示します。これは、
IPCommunicationsソリューションの実装時に、ネットワークにファイアウォール、アクセスコン
トロールリスト（ACL）、およびQuality of Service（QoS）を設定するうえで重要な情報となりま
す。

シスコでは、これらのポートで想定されるすべての設定シナリオを検証しているわけではあり

ません。この一覧を参考にした結果、設定に問題が発生した場合は、シスコのテクニカルサ

ポートにお問い合わせください。

（注）

事実上すべてのプロトコルが双方向で行われますが、このマニュアルではセッション開始側から

見た方向を記載しています。デフォルトのポート番号は、管理者が手動で変更できる場合もあり

ますが、ベストプラクティスとしてこのような変更は推奨しません。IM and Presence Serviceが内
部使用に限って複数のポートを開くことに注意してください。

このドキュメントのポートは、IM and Presenceサービスに特別に適用されます。リリースによっ
てポートが異なる場合があり、今後のリリースで新しくポートが追加される可能性もあります。

このため、インストールされている IM and Presence Serviceのバージョンに一致する正しいバー
ジョンのマニュアルを使用していることを確認してください。

ファイアウォール、ACL、または QoSの設定内容は、トポロジ、ネットワークセキュリティデ
バイスの配置に対するデバイスとサービスの配置、および使用するアプリケーションとテレフォ
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ニー拡張機能の種類に応じて異なります。また、デバイスやバージョンによって、ACLのフォー
マットが異なることにも注意してください。

テーブルで照合する情報

この表では、このドキュメントの表のそれぞれに照合する情報を定義します。

表 103：表の内容

説明表の項目

ポートに要求を送信するクライアント送信元（From）

ポートで要求を受信するクライアント移行後

クライアントまたはサーバのアプリケーション

またはプロセス

[役割（Role）]

通信の確立と終了に使用されるセッション層プ

ロトコル、またはトランザクションの要求と応

答に使用されるアプリケーション層プロトコル

のどちらか。

プロトコル

コネクション型（TCP）またはコネクションレ
ス型（UDP）のトランスポート層プロトコル

トランスポートプロトコル（TransportProtocol）

要求の受信に使用されるポート宛先/リスナー

要求の送信に使用されるポートソース/送信元

IM and Presence サービスポートリスト
次のテーブルは、IM and Presenceサービスがクラスタ内とクラスタ間のトラフィックに使用する
ポートを示します。
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表 104：IM and Presenceサービスポート：SIP プロキシの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

デフォルトの SIPプロ
キシの UDPおよび
TCPリスナー

エフェメ

ラル

[5060]TCP/UDPSIP[IM and
Presence]

--------------

SIPゲート
ウェイ

SIPゲート
ウェイ

--------------

[IM and
Presence]

TLSサーバ認証のリス
ナーポート

エフェメ

ラル

5061TLSSIP[IM and
Presence]

SIPゲート
ウェイ

TLS相互認証のリス
ナーポート

エフェメ

ラル

5062TLSSIP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック専

用。

エフェメ

ラル

5049UDP/TCPSIP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

設定の変更を示す設定

のエージェントからの

HTTP要求に使用され
ます。

エフェメ

ラル

8081[TCP]HTTP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

デフォルトの IM and
Presence HTTPのリス
ナー。サードパーティ

製クライアントからの

接続に使用されます。

エフェメ

ラル

8082[TCP]HTTP[IM and
Presence]

サードパー

ティ製クラ

イアント

デフォルトの IM and
Presence HTTPSリス
ナー。サードパーティ

製クライアントからの

接続に使用されます。

エフェメ

ラル

8083TLS/TCPHTTPS[IM and
Presence]

サードパー

ティ製クラ

イアント
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表 105：IM and Presenceサービスポート：Presence エンジンの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

デフォルトの SIP
UDP/TCPリスナー
ポート

エフェメ

ラル

5080UDP/TCPSIPIM and
Presence
（Presence
Engine）

[IM and
Presence]

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック専

用。LiveBusメッセー
ジングポート。IMand
Presenceサービスは、
このポートをクラスタ

通信に使用します。

エフェメ

ラル

50000UDPLivebusIM and
Presence
（Presence
Engine）

IM and
Presence
（Presence
Engine）

表 106：IM and Presenceサービスポート：シスコの Tomcat WebRequests

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Webアクセスに使用さ
れます。

エフェメ

ラル

8080[TCP]HTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

SOAPによりデータ
ベースおよびサービス

アビリティへのアクセ

スを提供します。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPAXL/HTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

Web管理へのアクセス
を提供します。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPHTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

ユーザオプション

ページへのアクセスを

提供します。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPHTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

SOAPにより Cisco
Unified Personal
Communicator、Cisco
Unified Mobility
Advantage、および
サードパーティ製の

APIクライアントへの
アクセスを提供しま

す。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPSOAP[IM and
Presence]

ブラウザ

表 107：IM and Presenceサービスポート：外部社内ディレクトリ要求

備考
ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

ディレクトリプロトコ

ルを外部社内ディレク

トリと統合できるよう

にします。この LDAP
ポートは、統合される

社内ディレクトリに

よって異なります（デ

フォルトは 389）。
Netscape Directoryの場
合は、別のポートで

LDAPトラフィックを
受信するよう設定でき

ます。

認証用に IM&Pと
LDAPサーバ間の通信
を LDAPに許可しま
す。

エフェメ

ラル

389

/ 3268

[TCP]LDAP外部社内

ディレクト

リ

--------------

[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

--------------

外部社内

ディレクト

リ
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備考
ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

ディレクトリプロトコ

ルを外部社内ディレク

トリと統合できるよう

にします。この LDAP
ポートは、統合される

社内ディレクトリに

よって異なります（デ

フォルトは 636）。

エフェメ

ラル

636[TCP]LDAPS外部社内

ディレクト

リ

[IM and
Presence]

表 108：IM and Presenceサービスポート：リクエストの設定

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

設定エージェントの

ハートビートポート

エフェメ

ラル

8600[TCP][TCP]IM and
Presence（設
定エージェ

ント）

IM and
Presence（設
定エージェ

ント）

表 109：IM and Presenceサービスポート：Certificate Manager の要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック専

用。

エフェメ

ラル

7070[TCP][TCP]証明書マ

ネージャ

[IM and
Presence]
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表 110：IM and Presenceサービスポート：IDSデータベースの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

データベースクライア

ント用の内部 IDSポー
ト。ローカルホストト

ラフィック専用。

エフェメ

ラル

1500[TCP][TCP]IM and
Presence
（データ

ベース）

IM and
Presence
（データ

ベース）

内部ポート：アップグ

レード中に IDSの 2次
インスタンスを始動す

るための代替ポートで

す。ローカルホストト

ラフィック専用。

エフェメ

ラル

1501[TCP][TCP]IM and
Presence
（データ

ベース）

IM and
Presence
（データ

ベース）

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック専

用。DBレプリケー
ションポート。

エフェメ

ラル

1515[TCP]XMLIM and
Presence
（データ

ベース）

IM and
Presence
（データ

ベース）

表 111：IM and Presenceサービスポート：IPSecマネージャからの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート：ipsec_mgr
デーモンがプラット

フォームデータ（ホス

ト）の証明書のクラス

タレプリケーションに

使用するクラスタマ

ネージャポートです。

85008500UDP/TCP専用IM and
Presence
（IPSec）

IM and
Presence
（IPSec）
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表 112：IM and Presenceサービスポート：DRFにマスターエージェントサーバ要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

DRFMaster Agentサー
バポート。Local
Agent、GUI、および
CLIからの接続を受け
入れます。

エフェメ

ラル

4040[TCP][TCP]IM and
Presence
（DRF）

IM and
Presence
（DRF）

表 113：IM and Presenceサービスポート：RISDC 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Real-time Information
Services（RIS）データ
ベースサーバ。クラス

タ内の他の RISDC
サービスに接続し、ク

ラスタ全体のリアルタ

イム情報を提供しま

す。

エフェメ

ラル

2555[TCP][TCP]IM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RIS）

Cisco RISの Real-time
Information Services
（RIS）データベース
クライアント。RISク
ライアント接続で、リ

アルタイム情報を取得

できるようにする

エフェメ

ラル

2556[TCP][TCP]IM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RTMT/AMC/

SOAP）
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック専

用。サービスステータ

スの要求および応答用

として、RISDC（シス
テムアクセス）が

TCPで servMにリンク
するために使用しま

す。

88888889[TCP][TCP]IM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RIS）

表 114：IM and Presenceサービスポート：SNMP の要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

SNMPベースの管理ア
プリケーションにサー

ビスを提供

エフェメ

ラル

161、8161UDPSNMP[IM and
Presence]

SNMPサー
バ

SNMPマスターエー
ジェントから転送され

る要求を受信するネイ

ティブSNMPエージェ
ント。

エフェメ

ラル

6162UDPSNMP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

ネイティブSNMPエー
ジェントからのトラッ

プ情報を受信し、管理

アプリケーションに転

送するSNMPマスター
エージェント。

エフェメ

ラル

6161UDPSNMP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

CDP Agentが CDPバ
イナリと通信するため

にソケットとして使用

します。

エフェメ

ラル

7999[TCP][TCP][IM and
Presence]

SNMPサー
バ
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

SNMPマスターエー
ジェントとサブエー

ジェントの間の通信に

使用します。

エフェメ

ラル

7161[TCP][TCP][IM and
Presence]

[IM and
Presence]

SNMPトラップを管理
アプリケーションに送

信します。

エフェメ

ラル

162UDPSNMPSNMPト
ラップモニ

タ

[IM and
Presence]

内部 SNMPトラップ
レシーバ

61441設定可能UDPSNMP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

表 115：IM and Presenceサービスポート：Racoon サーバ要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Internet Security
Association and the
Key Management
Protocol（ISAKMP）を
有効にします。

エフェメ

ラル

500UDPIpsec[IM and
Presence]

--------------

[ゲートウェ
イ

（Gateway）]

[ゲートウェ
イ

（Gateway）]

--------------

[IM and
Presence]

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
796

IM and Presence サービスポートリスト



表 116：IM and Presenceサービスポート：システムサービス要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック専

用。RISサービスマ
ネージャ（servM）と
通信するクライアント

を受信するために使用

します。

エフェメ

ラル

8888およ
び 8889

[TCP]XMLIM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RIS）

表 117：IM and Presence サービスポート：DNS 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

DNSサーバが IM and
PresenceDNS照会を受
信するポート。

宛先:DNSサーバ|送信
元:IM and Presence

エフェメ

ラル

53UDPDNSDNSサーバ[IM and
Presence]
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表 118：IM and Presenceサービスポート：SSH/SFTP 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

多くのアプリケーショ

ンが、サーバへのコマ

ンドラインアクセスを

行うために使用しま

す。ノード間で証明書

などのファイル交換

（sftp）にも使用され
ます。

エフェメ

ラル

22[TCP]SSH/SFTPエンドポイ

ント

（Endpoint）

[IM and
Presence]

表 119：IM and Presenceサービスポート：ICMP 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

インターネット制御

メッセージプロトコル

（ICMP）。Cisco
UnifiedCommunications
Managerサーバとの通
信に使用されます。

エフェメ

ラル

N/AIPICMPCiscoUnified
Communications
Manager

--------------

[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

--------------

CiscoUnified
Communications
Manager
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表 120：IM and Presenceサービスポート：NTP 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Unified
Communications
ManagerはNTPサーバ
として動作します。サ

ブスクライバノード

が、パブリッシャノー

ドと時刻を同期するた

めに使用されます。

エフェメ

ラル

123UDPNTPNTPサーバ
（NTP
Server）

[IM and
Presence]

表 121：IM and Presenceサービスポート：Microsoft Exchange 通知要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Microsoft Exchange
は、このポートを使用

してカレンダーイベン

トの特定のサブスクリ

プション識別子に対す

る変更を示す通知

（NOTIFYメッセージ
によって示される）を

送信します。ネット

ワーク構成内にある

Exchangeサーバと統合
する場合に使用されま

す。どちらのポートも

作成されます。送信さ

れるメッセージの種類

は、設定するカレン

ダープレゼンスバッ

クエンドゲートウェイ

のタイプによって異な

ります。

エフェメ

ラル

IM and
Presence
サーバ

ポート

（デフォ

ルト

50020）

)
WebDAV：
HTTP
/UDP/IP
通知

2) EWS -
HTTP/TCP/IP
SOAP通
知

HTTP
（HTTPu）

[IM and
Presence]

Microsoft
Exchange
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表 122：IM and Presenceサービスポート：SOAP サービスリクエスト

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

SOAPモニタポートエフェメ

ラル

5007[TCP][TCP]IM and
Presence
（SOAP）

IM and
Presence
（Tomcat）

表 123：IM and Presenceサービスポート：AMC RMI 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

AMC RMIオブジェク
トポートRTMTパ
フォーマンスモニタ、

データ収集、ロギン

グ、およびアラート生

成用の Cisco AMC
サービス。

エフェメ

ラル

1090[TCP][TCP]RTMT[IM and
Presence]

AMC RMIレジストリ
ポートRTMTパフォー
マンスモニタ、データ

収集、ロギング、およ

びアラート生成用の

CiscoAMCサービス。

エフェメ

ラル

1099[TCP][TCP]RTMT[IM and
Presence]
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表 124：IM and Presenceサービスポート：XCP 要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

クライアントアクセス

ポート

エフェメ

ラル

5222[TCP][TCP][IM and
Presence]

XMPPクラ
イアント

サーバ間接続（S2S）
ポート

エフェメ

ラル

5269[TCP][TCP][IM and
Presence]

[IM and
Presence]

XCP Web Connection
Managerが、BOSHを
使用するサードパー

ティ製APIとの接続に
使用するHTTPリスニ
ングポート

エフェメ

ラル

7335[TCP][TCP][IM and
Presence]

サードパー

ティ製

BOSHクラ
イアント

XCPルータマスター
アクセスポート。オー

プンポート設定から

ルータに接続するXCP
サービス（XCP認証コ
ンポーネントサービス

など）は、通常この

ポートを使用して接続

します。

エフェメ

ラル

7400[TCP][TCP]IM and
Presence
（XCPルー
タ

IM and
Presence
（XCPサー
ビス）

MDNSポート。クラス
タ内の XCPルータは
このポートを使用して

お互いを検出します。

エフェメ

ラル

5353UDPUDPIM and
Presence
（XCPルー
タ

IM and
Presence
（XCPルー
タ
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表 125：IM and Presenceサービスポート：外部データベース（PostgreSQL）要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

PostgreSQLデータベー
スリスニングポート

エフェメ

ラル

5432 2[TCP][TCP]PostgreSQL
データベー

ス

[IM and
Presence]

2
これがデフォルトのポートですが、任意のポートで受信するよう PostgreSQLデータベースを設定できます。

表 126：IM and Presenceサービスポート：高可用性の要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Server Recovery
Managerが管理RPC要
求を行うために使用す

るポート。

エフェメ

ラル

20075[TCP][TCP]IM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

IM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

Cisco Server Recovery
Managerがピアとの通
信に使用するポート。

エフェメ

ラル

22001UDPUDPIM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

IM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

表 127：IM and Presenceサービスポート：In Memory データベースレプリケーションのメッセージ

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco PresenceDatastoreエフェメ

ラル

6603*[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Login Datastoreエフェメ

ラル

6604*[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastore

エフェメ

ラル

6605*[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco PresenceDatastore
デュアルノードプレ

ゼンス冗長グループの

複製。

エフェメ

ラル

9003[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastore
デュアルノードプレ

ゼンス冗長グループの

複製。

エフェメ

ラル

9004[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastoreデュアル
ノードプレゼンス冗長

グループの複製。

エフェメ

ラル

9005[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

*管理 CLI診断ユーティリティを実行するには、utils imdb_replication statusコマンドを使用

します。これらのポートは、クラスタの IM and Presence Serviceノード間で設定されているすべて
のファイアウォールでオープンである必要があります。このセットアップは、通常の運用では必

要ありません。

表 128：IM and Presenceサービスポート：In Memory データベース SQL メッセージ

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco PresenceDatastore
SQLクエリ。

エフェメ

ラル

6603[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastore
SQLクエリ。

エフェメ

ラル

6604[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco SIP Registration
Datastore SQLクエリ。

エフェメ

ラル

6605[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Route Datastore
SQLクエリ。

エフェメ

ラル

6606[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

表 129：IM and Presenceサービスポート：In Memory データベースの通知メッセージ

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

（Transport
Protocol）

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco PresenceDatastore
XMLベースの変更通
知。

エフェメ

ラル

6607[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastore
XMLベースの変更通
知。

エフェメ

ラル

6608[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastore XMLベース
の変更通知。

エフェメ

ラル

6609[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Route Datastore
XMLベースの変更通
知。

エフェメ

ラル

6610[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

SNMPについては、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
804

IM and Presence サービスポートリスト


	Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
	目次
	システム設定の概要
	システムの設定について
	構成ツールの概要
	Cisco Unified CM の管理
	[Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] へのログイン

	Cisco Unified Communications Manager Serviceability
	Cisco Unified Communications Manager Serviceability にログイン


	システム設定のハイレベルなフロー

	システムの初期パラメータを設定
	初期設定の概要
	初期設定について
	初期設定タスク フロー

	システム ライセンスの設定
	システム ライセンスの概要
	Cisco Prime License Manager

	システム ライセンスの前提条件
	システム ライセンス設定のタスク フロー
	Cisco Prime License Manager へのクラスタの統合
	クラスタの同期
	ライセンス計画の作成
	ライセンス ファイルのインストール

	ライセンス連携動作と制限事項
	システム ライセンスの連携動作
	システム ライセンスの制限事項


	サーバ情報の設定
	システム情報の概要
	サーバ設定のタスク フロー
	サーバ情報の設定
	ポートの設定
	ポート設定

	ホスト名の設定


	システムとエンタープライズ パラメータを設定
	初期システムおよびエンタープライズ パラメータの概要
	システムとエンタープライズの初期設定タスク フロー
	初期システム パラメータとエンタープライズ パラメータの設定
	システムおよびエンタープライズの初期設定
	iOS Cisco Jabber の SSO ログインの動作設定
	RTMT への SSO の設定



	サービス パラメータの設定
	サービス パラメータの概要
	サービス パラメータの設定タスク フロー
	サービスのアクティブ化と非アクティブ化
	パブリッシャ ノードの推奨サービス パラメータ
	サブスクライバ ノードの推奨サービス パラメータ

	ノードのサービス パラメータの設定
	サービスおよびサービス パラメータ設定の表示


	デバイス プールのコア設定
	デバイス プールのコア設定の概要
	電話用 NTP リファレンス
	日時グループ
	リージョン
	Unified Communications Manager グループ
	Device Pools

	デバイス プールのコア設定の前提条件
	デバイス プールのタスク フローのコア設定
	電話用 NTP リファレンスの追加
	日時グループの追加
	地域の追加
	Cisco Unified Communications Manager グループの設定
	基本的なデバイス プールの設定
	基本的なデバイス プール設定フィールド




	発着信コールの有効化
	発着信コールの概要
	着信コールと発信コールについて
	着信コールと発信コールの設定

	ゲートウェイの設定
	ゲートウェイの概要
	ポートとトランクの接続のタイプ

	ゲートウェイ設定の前提条件
	ゲートウェイの設定タスク フロー
	MGCP ゲートウェイを設定
	MGCP（IOS）ゲートウェイの設定
	FXS ポートの設定
	FXO ポートの設定
	MGCP ゲートウェイ用デジタル アクセス T1 ポートの設定
	MGCP ゲートウェイでのデジタル アクセス T1 ポートの追加

	デジタル アクセス PRI ポートの設定
	BRI ポートの設定
	ゲートウェイのリセット

	SCCP ゲートウェイの設定
	SIP ゲートウェイの設定
	SIP プロファイルの設定
	SIP トランク セキュリティ プロファイルの設定
	SIP ゲートウェイに対する SIP トランクの設定

	H.323 ゲートウェイの設定
	ゲートウェイに対するクラスタ全体のコール分類の設定
	OffNet ゲートウェイ転送のブロック


	SIP の正規化および透明性の設定
	SIP の正規化および透明性の概要
	SIP の正規化と透明性のデフォルト スクリプト

	SIP の正規化および透明性の前提条件
	SIP の正規化および透明性設定のタスク フロー
	新しい SIP の正規化および透明性透明性スクリプトの作成
	SIP トランクに正規化または透明性スクリプトを適用
	正規化または透明性スクリプトの SIP 回線への適用


	SDP 透明性プロファイルの設定
	SDP 透明性プロファイルの概要
	SDPの透明性プロファイルの制限事項
	SDP 透明性プロファイルの前提条件
	SDP 透明性プロファイルの設定

	SIP プロファイルの設定
	SIP プロファイルの概要
	SIP プロファイルの設定

	デュアル スタックの IPv6 の設定
	デュアル スタック アドレッシングの概要
	デュアル スタック IPv6 の前提条件
	デュアル スタック IPv6 設定のタスク フロー
	オペレーティング システムでの IPv6 の設定
	IPv6 のサーバの設定
	IPv6 の有効化
	IP アドレッシングの優先順位の設定
	クラスタの IP アドレッシングの設定
	デバイス用 IP アドレッシング モードの優先順位の設定

	サービスの再起動


	SIP トランクの設定
	SIP トランクの概要
	SIP トランクのセキュリティプロファイル概要

	SIP トランク設定の前提条件
	SIP トランクの設定タスク フロー
	SIP トランク セキュリティ プロファイルの設定
	共通デバイス設定の実行
	SIP トランクの設定


	H.323 トランクの設定
	H.323 トランクの概要
	H.323 トランクの前提条件
	H.323 トランクの設定

	SRST の設定
	Survivable Remote Site Telephony の概要
	Survivable Remote Site Telephony の設定タスク フロー
	SRST リファレンスの設定
	デバイス プールへの SRST リファレンスの割り当て
	クラスタの接続モニタ間隔の設定
	デバイス プールの接続モニタ間隔の設定
	SRST ゲートウェイの SRST を有効にする

	SRST の制限事項


	ダイヤル プランの設定
	ダイヤル プランの概要
	ダイヤル プランについて
	ダイヤル プランの前提条件
	ダイヤル プラン設定

	パーティションの設定
	パーティションの概要
	サービス クラス

	パーティション設定のタスク フロー
	パーティションの設定
	パーティション名のガイドライン

	コーリング サーチ スペースの設定

	パーティションの連携動作と制約事項
	パーティションの制限


	国内番号計画のインストール
	国内番号計画の概要
	国内番号計画の前提条件
	国内番号計画インストールのタスク フロー
	COP ファイルのインストール
	COP ファイル インストールのフィールド

	国内の番号計画のインストール
	CallManager サービスの再起動


	コール ルーティングの設定
	コール ルーティングの概要
	コール ルーティングの前提条件
	コール ルーティング設定のタスク フロー
	ルート パターンの設定
	ルート パターンのワイルドカードと特殊文字
	ドット前の番号削除の例
	番号プレフィックスの例
	オンネットおよびオフネット パターンの例
	ブロックおよびルート パターンの例

	ルート グループの設定
	ルート リストの設定
	ローカル ルート グループを設定
	ローカル ルート グループ名の設定
	ローカル ルート グループとデバイス プールの関連付け
	ルート リストへのローカル ルート グループの追加

	ルート フィルタの設定
	ルート フィルタ タグ
	ルート フィルタの演算子
	ルート フィルタの例

	時間帯ルーティングの設定
	時間帯の設定
	タイム スケジュールの設定
	パーティションとスケジュールの関連付け



	ハント パイロットの設定
	ハント パイロットの概要
	ハント パイロットの設定タスク フロー
	回線グループの設定
	ハント リストの設定
	ハント パイロットの設定
	ハント パイロットのワイルドカードと特殊文字
	ハント パイロットのパフォーマンスと拡張性



	トランスレーション パターンの設定
	トランスレーション パターンの概要
	トランスレーション パターンの前提条件
	トランスレーション パターンの設定タスク フロー
	トランスレーション パターンの設定


	トランスフォーメーション パターンの設定
	変換パターンの概要
	トランスフォーメーション パターンの設定タスク フロー
	発信側トランスフォーメーション パターンの設定
	着信側トランスフォーメーション パターンの設定
	トランスフォーメーション プロファイルの設定


	ダイヤル ルールの設定
	ダイヤル ルールの概要
	ダイヤル ルールの前提条件
	ダイヤル ルールの設定タスク フロー
	アプリケーション ダイヤル ルールの設定
	ディレクトリ検索ダイヤル ルールの設定
	SIP ダイヤル ルールの設定
	パターン形式
	SIP ダイヤル ルールの設定
	SIP ダイヤル ルールのリセット
	SIP ダイヤル ルール設定と SIP 電話機の同期

	ダイヤル ルールの再優先順位付け

	ダイヤル ルールの連携動作と制約事項
	SIP ダイヤル ルール連携動作
	ディレクトリ検索ダイヤル ルールの制限


	クラスタ間ルックアップ サービスの設定
	クラスタ間検索サービスの概要
	ハブ クラスタ
	スポーク クラスタ
	グローバル ダイヤル プランのインポート カタログ

	ILS の前提条件
	ILS 設定のタスク フロー
	クラスタ間検索サービスの有効化
	クラスタ ID の設定
	リモート クラスタの設定
	ハブ クラスタでの ILS のアクティブ化
	スポーク クラスタでの ILS 有効化
	クラスタ間の TLS 認証の有効化
	クラスタ間のパスワード認証を有効にする
	クラスタ間の TLS パスワード認証の有効化
	グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの ILS サポートを有効にする
	ILS ネットワークへのカタログのインポート

	ILS の連携動作と制限事項
	ILS の連携動作
	ILS の制限事項

	ILS のトラブルシューティング

	グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの設定
	グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの概要
	グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの前提条件
	グローバル ダイヤル プラン レプリケーションのタスクフロー
	グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの ILS サポートを有効にする
	代替番号の設定
	代替番号のアドバタイズ パターンの設定
	PSTN フェールオーバーの設定
	ルート パーティションの割り当て
	学習パターンのブロック
	学習されたデータに対するデータベース制限の設定
	グローバル ダイヤル プランのデータをインポート


	URI ダイヤリングの設定
	URI ダイヤリングの概要
	ディレクトリ URI 形式

	URI ダイヤリングの前提条件
	URI ダイヤリング設定のタスク フロー
	ユーザへのディレクトリ URI の割り当て
	電話番号とディレクトリ URI の関連付け
	デフォルト ディレクトリ URI パーティションの割り当て
	URI ダイヤルの SIP プロファイルの設定
	URI ダイヤルの SIP トランクの設定
	SIP ルート パターンの設定
	ディレクトリ URI カタログのインポート



	コール アドミッション制御の設定
	コール アドミッション制御の概要
	コール アドミッション制御について
	コール アドミッション制御の構成

	拡張ロケーション コール アドミッション制御の設定
	拡張ロケーション コール アドミッション制御の概要
	ネットワーク モデリング
	Location Bandwidth Manager; ロケーション帯域幅マネージャ
	クラスタ間の拡張ロケーション コール アドミッション制御

	拡張ロケーション コール アドミッション制御の前提条件
	拡張ロケーション コール アドミッション制御のタスク フロー
	LBM サービスのアクティブ化
	LBM グループの作成
	場所と場所リンクの設定
	内部ロケーションの帯域幅の割り当て
	外部通信の確立
	拡張ロケーションのコール アドミッション制御向け SIP クラスタ間トランクの設定
	ビデオ コール用音声プールからオーディオ帯域幅を除外する

	拡張ロケーション コール アドミッション制御の連携動作と制限事項
	拡張ロケーション コール アドミッション制御
	拡張ロケーション コール アドミッション制御の制限


	Resource Reservation Protocol（RSVP）の設定
	RSVP コール アドミッション制御の概要
	RSVP コール アドミッション制御の前提条件
	RSVP 設定のタスク フロー
	クラスタ全体のデフォルトの RSVP ポリシーの設定
	ロケーション ペア RSVP ポリシーの設定
	RSVP の再試行の設定
	通話中の RSVP エラー処理の設定
	MLPP から RSVP へのプライオリティ マッピングの設定
	アプリケーション ID の設定
	DSCP マーキングの設定



	エンド ユーザの設定
	エンド ユーザの設定の概要
	エンド ユーザの設定について
	End User Configuration

	ユーザ アクセスの設定
	ユーザ アクセスの概要
	ロールの概要
	アクセス コントロール グループの概要
	ユーザ ランクの概要

	ユーザ アクセスの前提条件
	ユーザ アクセス設定のタスク フロー
	カスタム ユーザ ランクの作成
	カスタム ロールの作成
	既存のロールのコピー
	アクセス コントロール グループの作成
	アクセス コントロール グループのコピー
	アクセス コントロール グループへの権限の割り当て
	重複する権限ポリシーの設定

	標準権限とアクセス コントロール グループ

	クレデンシャル ポリシーの設定
	クレデンシャル ポリシーの概要
	クレデンシャル ポリシーの設定タスク フロー
	クレデンシャル ポリシーの設定
	クレデンシャル ポリシーのデフォルト クレデンシャルの設定


	ユーザ プロファイルの設定
	ユーザ プロファイルの概要
	ユーザ プロファイルの前提条件
	ユーザ プロファイルの設定タスク フロー
	ユニバーサル回線テンプレートの設定
	ユニバーサル デバイス テンプレートの設定
	ユーザ プロファイルの設定


	サービス プロファイルの設定
	サービス プロファイルの概要
	サービス プロファイルの設定タスク フロー
	ボイスメール サービスの追加
	メールストア サービスの追加
	会議サービスの追加
	ディレクトリ サービスの追加
	IM and Presence サービスの追加
	CTI サービスの追加
	ビデオ会議のスケジューリング サービスの追加
	サービス プロファイルの設定


	機能グループ テンプレートの設定
	機能グループ テンプレートの概要
	機能グループ テンプレートの前提条件
	機能グループ テンプレートの設定

	LDAP ディレクトリからユーザをインポート
	LDAP 同期の概要
	[エンドユーザ用LDAP認証（LDAP Authentication for End Users）]
	Cisco Mobile およびリモート アクセス クライアントとエンドポイントのディレクトリ サーバ ユーザ検索

	LDAP 同期の前提条件
	LDAP 同期設定のタスク フロー
	Cisco DirSync サービスの有効化
	LDAP ディレクトリの同期化の有効化
	LDAP フィルタの作成
	LDAP ディレクトリの同期の設定
	エンタープライズ ディレクトリ ユーザ検索の設定
	ディレクトリ サーバの UDS 検索用の LDAP 属性

	LDAP 認証の設定
	LDAP アグリーメント サービス パラメータのカスタマイズ
	LDAP ディレクトリ サービスのパラメータ

	LDAP同期済みユーザのローカル ユーザへの変換
	アクセス コントロール グループへの LDAP 同期ユーザの割り当て


	手動によるエンドユーザのプロビジョニング
	エンド ユーザの手動プロビジョニングの概要
	エンドユーザの手動プロビジョニングの前提条件
	一括管理を使用したエンド ユーザのインポート
	手動エンドユーザ設定のタスク フロー
	新規エンド ユーザの追加
	アクセス コントロール グループへのエンド ユーザの割り当て
	エンドユーザへのクレデンシャル ポリシーの適用
	ローカル エンドユーザへの機能グループ テンプレートの割り当て



	エンドポイント デバイスの設定
	エンドポイント デバイスの概要
	エンドポイント デバイス設定について
	エンドポイント デバイス設定

	アナログ電話アダプタの設定
	アナログ電話アダプタの概要
	アナログ電話アダプタの設定
	アナログ電話アダプタ 186 設定フィールド
	アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド
	アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド


	ソフトウェアベースのエンドポイントの設定
	ソフトウェアベースのエンドポイントの設定
	CTI ポートの設定
	CTI Port Settings

	H.323 クライアントを設定
	H.323 クライアントの設定

	Cisco IP Communicator の設定

	Cisco IP Phone の設定
	Cisco IP Phone の概要
	Cisco IP Phone の設定タスク フロー
	電話の設定
	SIP 電話のセキュア ポートの設定
	サービスの再起動
	SIP プロファイルの設定
	電話セキュリティ プロファイルの設定
	電話の設定
	Cisco Unified IP Phoneサービスの設定

	EnergyWise の設定
	EnergyWise の設定フィールド

	クライアント サービス フレームワーク デバイスの設定
	クライアント サービス フレームワーク デバイスの追加
	クライアント サービス フレームワーク デバイスの設定フィールド

	エンドユーザとデバイスの関連付け

	CTI リモート デバイスの設定
	CTI リモート デバイスの設定
	CTI リモート デバイス設定フィールド

	デバイスへの電話番号の追加
	リモート接続先の設定
	リモート接続先の設定フィールド


	Cisco Spark リモート デバイスの設定
	Cisco Spark リモート デバイスの設定
	Cisco Spark リモート デバイス設定フィールド

	Cisco Spark デバイスへの電話番号の追加

	電話データを移行
	電話テンプレートの作成
	電話データを移行



	Cisco Unified IP Phone の診断とレポートの設定
	診断およびレポートの概要
	コール診断の概要
	品質レポート ツールの概要

	前提条件
	コール診断の前提条件
	Quality Report Tool の前提条件

	診断およびレポート設定タスク フロー
	コール診断の設定
	品質レポート ツールの設定
	QRT ソフトキーのソフトキー テンプレートの設定
	QRT ソフトキー テンプレートと共通デバイス設定の関連付け
	共通デバイス設定への QRT ソフトキー テンプレートの追加
	電話機と共通デバイス設定の関連付け

	電話機への QRT ソフトキー テンプレートの追加
	Cisco Unified Serviceability での QRT の設定
	Cisco Extended Functions サービスの有効化
	アラームの設定
	トレースの設定

	品質レポート ツールのサービス パラメータの設定
	品質レポート ツールのサービス パラメータ




	サードパーティ製 SIP 電話の設定
	サードパーティ製 SIP エンドポイントの概要
	サードパーティ製 SIP エンドポイント設定のタスク フロー
	ダイジェスト ユーザの設定
	SIP プロファイルの設定
	電話セキュリティ プロファイルの設定
	サードパーティ SIP エンドポイントの追加
	エンドユーザとデバイスの関連付け
	サードパーティのインタラクションと制限事項
	サードパーティの制限事項



	サービス プロファイルとテンプレート
	デバイス プロファイルとテンプレートの概要
	デバイス プロファイル
	エンドポイントの SIP プロファイル
	サービス プロファイルとテンプレート
	ピアツーピア イメージの分配

	デバイス プロファイルとテンプレートの設定タスク フロー
	デフォルト デバイス プロファイルでのソフトキー テンプレートの設定
	共通デバイス設定とソフトキー テンプレートの関連付け
	共通デバイス設定へのソフトキー テンプレートの追加
	電話機と共通デバイス設定の関連付け

	電話機とソフトキー テンプレートの関連付け
	機能管理ポリシーの設定
	電話機能一覧の生成
	機能管理ポリシーの作成
	電話への機能管理ポリシーの適用
	共通の電話プロファイルへの機能管理ポリシーの適用
	すべての電話への機能管理ポリシーの適用

	電話ボタン テンプレートの設定
	電話機とボタン テンプレートの関連付け
	デバイス プロファイルの設定
	エンドポイントの SIP プロファイルの設定
	デフォルトのデバイス プロファイルの設定
	電話のピアツーピア イメージの配信機能の設定


	ユーザとエンドポイントの関連付け
	ユーザとエンドポイントの関連付けの概要
	ユーザとエンドポイントの関連付けに関する前提条件
	ユーザおよびデバイス設定のタスク フロー
	エンド ユーザとデバイスの関連付け
	エンド ユーザおよびデバイス構成時の設定

	アプリケーション ユーザとデバイスの関連付け

	ユーザとエンドポイントの関連付けに関する連携動作と制約事項
	ユーザとエンドポイントの関連付けに関する連携動作
	ユーザとエンドポイントの関連付けに関する制約事項



	アプリケーションの統合
	アプリケーションの統合の概要
	アプリケーションの統合
	アプリケーションの統合

	アプリケーション サーバの設定
	アプリケーション サーバの概要
	アプリケーション サーバの前提条件
	アプリケーション サーバのタスク フロー
	アプリケーション サーバの設定
	Cisco WebDialer サーバの設定


	プラグインのインストール
	プラグインの概要
	プラグインのインストールのタスク フロー
	プラグインのダウンロード
	プラグイン URL の更新


	プレゼンス冗長グループの設定
	プレゼンス冗長グループの概要
	高可用性

	プレゼンス冗長グループの前提条件
	プレゼンス冗長グループのタスク フロー
	データベース レプリケーションの確認
	確認サービス
	プレゼンス冗長グループの設定
	障害検出パラメータの設定
	高可用性を有効にする
	ユーザ割り当てモードの設定

	冗長性の連携動作と制約事項

	ボイスメールおよびメッセージング向けの Cisco Unity Connection の設定
	Cisco Unity Connection
	Cisco Unity Connection のボイスメールとメッセージング設定タスク フロー
	PIN 同期の有効化


	Cisco Unified Contact Center Enterprise の設定
	Cisco Unified Contact Center Enterprise

	Cisco Unified Contact Center Express の設定
	Cisco Unified Contact Center Express

	CTI アプリケーションの設定
	CTI アプリケーションの概要
	CTI ルート ポイントの概要
	Cisco Unified Communications Manager の CTI 冗長性
	CTIManager の CTI 冗長性
	アプリケーションの障害に対する CTI の冗長性

	CTI アプリケーションの前提条件
	CTI アプリケーションの設定タスク フロー
	CTIManager サービスの有効化
	CTIManager および Cisco Unified Communications Manager のサービス パラメータの設定
	CTI ルート ポイントの設定タスク フロー
	CTI ルート ポイントの設定
	新しいコール受け入れタイマーの設定
	アクティブな多重同時コールの設定
	CTI ルート ポイントの同期

	CTI デバイスの電話番号の設定
	デバイスとグループの関連付け
	エンド ユーザとアプリケーション ユーザの追加
	アクセス コントロール グループの設定オプション

	アプリケーション障害時の CTI 冗長性の設定


	Cisco TelePresence の設定
	Cisco TelePresence
	Cisco TelePresence Conductor
	Cisco TelePresence 会議ブリッジ
	Cisco TelePresence Video Communication Server


	Cisco Jabber の設定
	Cisco Jabber の設定
	Cisco Jabber のインタラクションと制限事項


	メディア リソースの設定
	メディア リソースの概要
	メディア リソースについて
	メディア リソースの設定

	メディア リソースの定義
	メディア リソース グループの概要
	[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]
	メディア リソース グループの前提条件
	メディア リソース グループのタスク フロー
	メディア リソース グループの設定
	メディア リソース グループへのデバイスの割り当て
	メディア リソース グループ リストの作成
	メディア リソース グループ リストへのメディア リソース グループの割り当て
	デバイスまたはデバイス プールへのメディア リソース グループ リストの割り当て
	メディア リソース冗長性の設定

	メディア リソース グループの連携動作と制約事項
	メディア リソース グループの連携動作
	メディア リソース グループの制約事項


	トラステッド リレー ポイントの設定
	トラステッド リレー ポイントの概要
	トラステッド リレー ポイントのタスク フロー
	デバイスのトラステッド リレー ポイントの設定
	メディア ターミネーション ポイントのトラステッド リレー ポイントの設定
	トランスコーダに対するトラステッド リレー ポイントの設定
	トラステッド リレー ポイントのサービス パラメータの有効化
	MTP および TRP サービス パラメータを選択したときのコール ステータス
	MTP と TRP サービス パラメータが選択されない場合のコール ステータス


	トラステッド リレー ポイントの連携動作と制約事項
	トラステッド リレー ポイントの連携動作
	トラステッド リレー ポイントの制限事項


	アナンシエータの設定
	アナンシエータの概要
	デフォルトのアナウンスとトーン
	会議ブリッジでのアナンシエータの使用

	アナンシエータ設定タスク フロー
	アナンシエータのアクティブ化
	メディア ストリームのデフォルトの番号の変更
	アナンシエータのセキュリティ モードを上書き
	アナンシエータがあるメディア リソース グループ リストを表示
	会議ブリッジのアナンシエータの設定


	自動音声応答の設定
	自動音声応答の概要
	デフォルトのアナウンスとトーン
	自動音声応答の制限
	自動音声応答の設定のタスク フロー
	自動音声応答装置のアクティブ化
	IVR を保持するメディア リソース グループのリストの表示
	IVR 設定

	IVR パラメータの変更


	Video On Hold サーバの設定
	保留中ビデオの概要
	保留ビデオ設定のタスク フロー
	Cisco MediaSense サーバへの SIP トランクの作成
	保留ビデオ サーバの設定

	保留中ビデオの制限事項

	アナウンスの設定
	アナウンス設定の概要
	デフォルトのアナウンス

	アナウンスの設定タスク フロー
	アナウンスの設定
	カスタマイズされたアナウンスのアップロード


	会議ブリッジの設定
	会議ブリッジの概要
	会議ブリッジ タイプ
	コール保持
	コール保持のシナリオ
	会議ブリッジの設定タスク フロー
	会議ブリッジの設定
	会議ブリッジのサービス パラメータの設定


	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの設定
	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの概要
	ユーザに対するカスタム QoS の設定
	トラフィック クラスのラベル
	DSCP の設定構成のタスク フロー
	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーション ポリシーの設定
	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーション サービス パラメータ

	ユーザのカスタム QoS ポリシーの設定
	SIP プロファイルのカスタム QoS の設定
	電話機へのカスタム QoS ポリシーの適用


	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションのインタラクションと制約事項
	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの連携動作
	フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの制約事項


	トランスコーダおよびメディア ターミネーション ポイントの設定
	トランスコーダとメディア ターミネーション ポイントの概要
	トランスコーダ
	トランスコーダおよびメディア リソース マネージャ
	メディア ターミネーション ポイントとしてのトランスコーダ
	トランスコーダ タイプ
	トランスコーダのフェールオーバーおよびフォールバック

	メディア ターミネーション ポイント
	MTP フェールオーバーおよびフォールバック
	ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの種類


	トランスコーダと MTP 設定のタスク フロー
	トランスコーダの設定
	トランスコーダの追加
	メディア リソース グループへのトランスコーダの追加
	トランスコーダの同期

	ソフトウェア MTP の設定
	ソフトウェア MTP の追加
	メディア リソース グループへのソフトウェア MTP の追加


	トランスコーダと MTP の連携動作と制約事項
	トランスコーダの制限
	メディア ターミネーション ポイントの制限



	登録デバイス
	登録デバイスの概要
	デバイスの登録について
	デバイスの登録

	TFTP サーバの設定
	プロキシ TFTP 導入の概要
	冗長とピア プロキシ TFTP サーバ
	IPv4 および IPv6 デバイスの TFTP サポート
	TFTP 導入でのエンドポイントと設定ファイル
	TFTP のセキュリティに関する考慮事項

	TFTP サーバの設定タスク フロー
	TFTP サーバの動的設定
	TFTP サーバの手動設定
	TFTP サーバ ピア関係を追加
	TFTP サーバの CTL ファイルの更新
	TFTP サーバの非設定ファイルの変更
	TFTP サービスの停止および開始


	デバイスのデフォルトの更新
	デバイスのデフォルトの概要
	デバイスのデフォルトの更新タスク フロー
	デバイスのデフォルト設定の更新
	デバイスのデフォルト設定



	自動登録の設定
	自動登録の概要
	自動登録の設定タスク フロー
	自動登録用パーティションの設定
	自動登録用コーリング サーチ スペースの設定
	自動登録のデバイス プールの設定
	自動登録のデバイス プロトコル タイプの設定
	自動登録を有効にする
	自動登録の無効化
	再利用の自動登録の数


	電話機の手動登録
	電話の手動登録の概要
	手動によるデバイス登録タスク フロー
	システムへの電話機の手動での追加
	電話機に対する電話番号の手動設定


	セルフプロビジョニングの設定
	セルフプロビジョニングの概要
	セルフプロビジョニングの前提条件
	セルフプロビジョニングの設定タスク フロー
	セルフプロビジョニングのサービスの有効化
	セルフプロビジョニング用自動登録の有効化
	CTI ルート ポイントの設定
	CTI ルート ポイントへの電話番号の割り当て
	セルフプロビジョニング用アプリケーション ユーザの設定
	システムのセルフプロビジョニング設定



	応用的なコール処理の設定
	応用的なコール処理の概要
	応用的なコール処理について
	応用的なコール処理の設定

	APIC-EM コントローラによる QoS の設定
	APIC-EM コントローラの概要
	APIC-EM コントローラの前提条件
	APIC-EM コントローラ設定タスク フロー
	APIC-EM コントローラの設定
	APIC-EM コントローラ証明書のアップロード
	APIC-EM コントローラへの HTTPS 接続の設定
	システム向けに外部の QoS サービスを有効にする
	SIP プロファイル レベルの外部 QoS サービスの設定
	電話機への SIP プロファイルの割り当て


	コール制御検出の設定
	コール制御検出の概要
	コール制御検出の前提条件
	コール制御検出の設定タスク フロー
	SAF セキュリティ プロファイルの設定
	SAF フォワーダの設定
	SIP トランクと H.323 クラスタ間トランクの設定
	ホスト DN グループの設定
	ホスト DN パターンの設定
	アドバタイジング サービスの設定
	コール制御検出のパーティションの設定
	要求サービスの設定
	学習パターンのブロック

	コール制御検出の連携動作と制限事項
	コール制御検出の連携動作
	コール制御検出の制限


	外部コール制御の設定
	外部コール制御の概要
	外部コール制御の前提条件
	外部コール制御の設定タスク フロー
	外部コール制御用コーリング サーチ スペースの設定
	外部コール制御プロファイルの設定
	トランスレーション パターンへのプロファイルの割り当て
	ルーティング サーバの証明書のトラステッド ストアへのインポート
	自己署名証明書をルーティング サーバにエクスポートする
	監察機能の設定
	カスタマイズされたアナウンスの設定

	外部コール制御の連携動作と制限事項
	外部コール制御の連携動作
	外線コール制御の制限事項


	コール キューイングの設定
	コール キューイングの概要
	コール キューイングの前提条件
	コール キューイング タスク フロー
	アナウンスの設定
	保留音の設定
	保留音のオーディオ ソース フィールド

	ハント パイロット キューイングの設定
	無応答時のハント メンバーの自動ログアウト

	コール キューイングの連携動作と制限
	コール キューイングの連携動作
	コール キューイングの制約事項
	コール キューイングが有効なハント パイロットのパフォーマンスと拡張性


	コール スロットリングの設定
	コール スロットリングの概要
	コール スロットリングの設定
	コール スロットリング サービス パラメータ


	発信側の正規化
	発信側の正規化の概要
	発信側の正規化の前提条件
	発信側の正規化の設定タスク フロー
	発信側番号のグローバル化
	コーリング サーチ スペースの設定
	発信側トランスフォーメーション パターンの作成
	コーリング サーチ スペースへの発信側トランスフォーメーション パターンの適用
	発信側の正規化サービス パラメータの例

	発信側の正規化の連携動作と制約事項
	発信側の正規化の連携動作
	発信側の正規化の制約事項


	論理パーティション分割の設定
	論理パーティション分割の概要
	論理パーティション設定タスク フロー
	Enable Logical Partitioning
	地理位置情報の設定
	地理位置情報の定義
	地理位置情報の割り当て
	デフォルトの地理位置情報の設定

	論理パーティション分割のデフォルト ポリシーの設定
	論理パーティショニング チェックを回避するためのデバイス設定
	地理位置情報フィルタの設定
	フィルタ ルールの定義
	地理位置情報フィルタの割り当て
	デフォルトの地理位置情報フィルタの設定

	論理パーティション ポリシー レコードの定義
	ロケーション伝達の有効化

	論理的なパーティション分割の連携動作と制約事項
	論理パーティショニングの連携動作
	論理パーティショニングの制約事項


	地理位置情報とロケーション伝達の設定
	地理位置情報とロケーション伝達の概要
	地理位置情報とロケーションの配信タスク フロー
	地理位置情報の設定
	地理位置情報の設定
	地理位置情報の割り当て
	デフォルトの地理位置情報の設定
	ロケーション配信の設定

	地理位置情報フィルタの設定
	地理位置情報フィルタの設定
	地理位置情報フィルタの割り当て
	デフォルトの地理位置情報フィルタの設定



	ロケーション認識の設定
	ロケーション認識の概要
	ワイヤレス ネットワークの更新
	有線ネットワークの更新

	場所の認識の前提条件
	Location Awareness の設定タスク フロー
	無線インフラストラクチャ同期のサービスの開始
	ワイヤレス アクセス ポイント コントローラの設定
	インフラストラクチャ デバイスの挿入
	インフラストラクチャ デバイス トラッキングの非アクティブ化
	関連資料


	自動代替ルーティングの設定
	自動代替ルーティングの概要
	AAR 設定タスク フロー
	クラスタ全体の AAR を有効にする
	自動代替ルーティングの設定


	マルチレベルの優先とプリエンプション
	Multilevel Precedence and Preemption の概要
	Multilevel Precedence and Preemption の前提条件
	Multilevel Precedence and Preemption Precendence のタスク フロー
	ドメインおよびドメイン リストの設定
	Multilevel Precedence and Preemption ドメインの設定
	リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインの設定
	リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リストの設定

	共通デバイス設定での Multilevel Precedence and Preemption 設定
	Multilevel Precedence and Preemption のエンタープライズ パラメータの設定
	Multilevel Precedence and Preemption のエンタープライズ パラメータ

	Multilevel Precedence and Preemption のパーティションの設定
	パーティション名のガイドライン

	Multilevel Precedence and Preemption のコーリング サーチ スペースの設定
	Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）のルート パターンの設定
	Multilevel Precedence and Preemption のルート パターン設定フィールド

	Multilevel Precedence and Preemption のトランスレーション パターンの設定
	ゲートウェイの Multilevel Precedence and Preemption の設定
	電話機のMultilevel Precedence and Preemption の設定
	電話の Multilevel Precedence and Preemption 設定

	Multilevel Precedence and Preemption コールの電話番号の設定
	Multilevel Precedence and Preemption のユーザ デバイス プロファイルの設定
	Multilevel Precedence and Preemption のデフォルトのデバイス プロファイルの設定

	Multilevel Precedence and Preemption の連携動作と制限事項
	Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
	Multilevel Precedence and Preemption の制約事項



	参考情報
	Cisco Unified Communications Manager での TCP および UDP ポートの使用
	Cisco Unified Communications Manager の TCP と UDP ポートの使用に関する概要
	ポートの説明
	Cisco Unified Communications Manager サーバがクラスタ間で使用するポート
	共通サービス ポート
	Cisco Unified Communications Manager と LDAP ディレクトリとの間のポート
	CCMAdmin または CCMUser から Cisco Unified Communications Manager への Web 要求
	Cisco Unified Communications Manager から電話機への Web 要求
	電話機と Cisco Unified Communications Manager との間のシグナリング、メディア、およびその他の通信
	ゲートウェイと Cisco Unified Communications Manager との間のシグナリング、メディア、およびその他の通信
	アプリケーションと Cisco Unified Communications Manager との間の通信
	CTL クライアントとファイアウォールとの通信
	HP サーバ上の特殊なポート

	ポート参照
	ファイアウォール アプリケーション インスペクション ガイド
	IETF TCP/UDP ポート割り当てリスト
	IP テレフォニー設定とポート使用に関するマニュアル
	VMware ポート割り当てリスト


	IM and Presence Service のポート使用状況の情報
	IM and Presence サービス ポートの使用方法の概要
	テーブルで照合する情報
	IM and Presence サービス ポート リスト



